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論 文 の 概 要

本 論 文 は 、4部10章 か ら構 成 され て い る。

第 ■ 部 序

序で は、本論 文 の研 究の視点 ・立場 を明 らか に した。

第 ■ 章 研 究 の 目 的

第1章 で は、住宅生 産を め ぐる社会 的な条件 が変 化す る中 で、従 来 か ら地 域の住宅生 産

の中核 と して機 能 して きた大工 ・工 務店 が、相対的 にそ の力 を弱めっ っあ る。一 方 、土地

や個別 の地 域 条件 か ら切 り離 された形 で進 め られて きた標準化 ・技 術化 の流 れの のか で、

地域性 が失 わ れっ っあ るこ とに対 して、地 域条件 に適 合 した住 宅の開発 や地 域 に根 ざ した

住 まいづ くりの重要性 が再認識 され、従 来 の自然発生 的 に形 成 された 「地域 ハ ウ ジング」

に代 わ る、新 しい意 図的 ・計画 的な 「地域 型ハ ウジング」が求 め られて い ることを論 じて

い る。

「地 域型 ハ ウ ジング」 は、在来 的 な地域 住宅 を単純 に復活 させ る ことではな く、従来 は

自然 な形で存 在 していた住宅生産 の地 域性 を、現代 の社 会的 ・技術 的条件 の もとで 自覚 的

に とらえ直 し、 〈 もの 〉と しての新 しい地 域型住宅 とと もに、 それ を実現す るく しくみ 〉

と して の地域 型住 宅生 産 システ ムを新 た に構築す る ことで ある。 す なわち、地域 に適合 し

た住 宅の 「計 画」 と 「生産」 の2っ の側面 を うま く組 み立て た 「地 域型 ハ ウジング 」と し

て実現 しな ければ な らな い。本研究 は、 〈 しくみ〉づ くりと しての地域型住 宅生産 シス テ

ムの構想 を行 うた めの基 礎的研究 で あ る。

第2章 基 本 概 念 の 検 討

第2章 で は、 「地域 」 「住宅生産 システ ム」 「住 宅生 産 シス テムが地域 に根 ざす必要 性」

な ど、本論 文 の基本 的な枠 組 み とな る概念 や研究方法 の特徴 にっいて整理 してい る。特 に、

「地域」概 念 には分割 論的 な とらえ方 と単 位論 的 な とらえ方 があ り、住 宅生 産 システ ムを

論 じる場 合、単 位論 的な視点 に立 っ こ とを基本 としてい る。 また、 「住 宅生 産 システ ム」

を住宅生産 に関わ る諸 機能 を分担 す る住 宅生産主体 間の役割分 担関係 と して とらえ、そ こ



にい くっか の タイ プが存在 す る ことを示 して いる。

さらに、本 論文 を特 徴づ け る地域型 住宅生産 システ ムの構築 ・提 案 にあた る システ ム設

計 の基 礎 と して、 システムを構成 す る要素主体 それ ぞれが一定 の自律 性 を持 ちなが ら、 そ

れ ぞれが関係 を結 んで協同 で住 宅生 産 にあたる、 あ る種 の ネ ッ トワー ク組織 を想定 し、 そ

の有効性 を示 した。

第2部 木 造 住 宅 生 産 の 地 域 構 造

第2部 の 「木造 住宅生産 の地域構造 」で は、変容 しつっ あ る地域 の住 宅生 産 システ ムの

実態分析 を行 い、地域 の住 宅生産 システムのかかえ る問題 点 を明 らかにす る と共 に、各 地

の地域型住 宅生産 システ ムと考 え られ る事例 の分析 を通 じて 、地域型住 宅生産 システ ム の

基本 的な要 件 を明 らか に してい る。

第3章 住 宅 生 産 市 場 の 地 域 特 性

第3章 で は、建 築確 認 申請 のデー タ に基 づ いて戸建住 宅生産 市場 の地域構 造 にっい て整

理 した。藤沢 好一 が、住宅生産市場 、特 に、木 造住宅生産 市場 の中 で多様 な住 宅生産 シス

テ ムが存在 し、 その中で小規模 な住 宅生産 システムの占め る シェアが高 い こと、 さらに、

〈大都 市 一地 方都市 〉 とい った都市化 の違 いに よって 、地方 ほ ど小 規模 な住宅生 産 システ

ムの割 合が高 い こ とを指摘 して いる。 ここでは、住 宅生産市場 が藤 沢 の扱 った都道 府 県 の

圏域 よ り狭 域 的な市場 と して成 立 して いる との認識 か ら、地域 を都 道府県 よ り狭 く分割 し

て その市場特 性 を と らえてい る。 その結 果、戸建住 宅生 産市場 が、特 に、農 山漁村部 で は

狭 域的 で、 ク ロー ズ ドな市場 にな って い ること、反面 、需要 の大 きい市場 で は
、地域 外 か

らの住 宅生産 システムの流入 があ り、流動 的な市場構成 で ある ことを明 らか に してい る
。

安 藤正雄 らの千葉 県佐 倉市 の建築工 事業 の動態 分析 では、住 宅 ・宅地 開発 の動 き
、す なわ

ち・住 宅需要 の動 きに よって事業所 が立地 を移 動す る傾 向を指摘 してお り
、地域 特性 に よ

り住宅生産 市 場 の流動性 に違 いがあ る ことが分 か る。

各地域市 場 に は零細 な地域 住宅生産 システムか ら大規模 な全 国的 な住 宅生 産 システ ムに

至 るまで さま ざまの住宅生産 システムが競 争的共存 の関係 を も って存在 して い る
。 それ ぞ

れの市場 にお け るそれ ぞれ の住 宅生産 システムの占め る割合 は
、地 域市場 の大 きさ、そ の

住 宅市 場 の発 展性、 な どの地域条件 と住宅生産 システムの もっ 特性 に規定 されて い る こ と

を指摘 して い る。
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第4章 住 宅 生 産 シ ス テ ム の 需 要 適 合

第4章 で は、住 宅生産 システ ムの需要適 合 を とらえ るた めに、戸建住宅 の新築工事 、修

繕 工事 とい う内容 の異 な る工事 を取 り上 げて、需要者(建 築主)側 か ら工事 を実施す る住

宅生産 システ ム との対 応関係 を整 理す るとと もに、工事 の プ ロセスにおけ る建築主 の学 習

・相談行為 を通 じて住 宅生産 システムの もっ問題点 を明か に して いる。

① 需要 者(建 築主)が 新築工 事を行 う場合 の住宅生産 システ ムの選択 プ ロセ ス、お よび

工事 を実施 した住 宅生 産 システムの評 価を行 ってい る。需要者 が工事 を依頼 す る際 に、大

工 ・工 務店 や設計 事務所 とい う地域 的 ・狭域 的な住 宅生 産 システム と住宅 メー カーや プ レ

ハブ メーカー とい う全 国的 ・広域的 な住宅生産 システムで は、居住歴 や建築 経験 な どの異

な る需要層 に対応 して い ることがわか る。大工 ・工 務店 システ ムや設計事務 所 システ ムを

選択 す る場 合 に は、地縁 関係や人 的なっ なが りに基 づいた信頼 関係 が大 きな選択要因 にな

って い る。

大工 ・工 務店 システ ムの交渉態度 を含 めた間取 り ・外観 ・設 備 な ど設計 能力 の評価 は高

く、施 工能力 につ いての評価 は高 い。 プ レハ ブ住宅 システムや住宅会社 システムでは、施

工能力 の評価 、設計能 力 の評価 、特 に外観 ・設備 の設計 にっ いての評価 が大工 ・工務 店 シ

ステム に比 べて悪 い。 しか し、早川 和男 の調査結果 を踏 まえ る と大 工 ・工務店 システム以

外 の システ ムを選択 した ものに とって は、大工 ・工務店 システ ムの 「信 頼性 の不 足」 と 「

設計能 力 の不 足」 が大 きな問題 であ る ことを指摘 してい る。

② 新 築工事 に比 べて零細 な修 繕工事 は、建築主 の工事依頼 先 が、大工 ・工務店以外 の屋

根工事 業者 、設備工事 業者 な どの専門工事 業者 に多様化 す る傾 向が強 い。 か っ、 よ り距離

的 に近 い地 元 の住 宅生 産 システムを選択 す るよ うにな る。生 活 に密 着 したサ ー ビスが必要

な修繕 工事 の場合、地 元 の住 宅生産 システムに直接依頼 す るチ ャ ンネルが重要 にな って い

る。

③ 建 築主 は、住 宅生 産 システムに対 して、設計 ・施工 以外 の多様 なサ ー ビスを求 あて い

る。例 えば、建築 工事 の企 画段階 の工 事 の方 向付 け、平面、立 面、材料 ・設 備 、工事 見積

価格 、 な どの妥 当性 の評価 な ど専門 的 ・総合 的 ア ドバ イスで あ る。現実 には、建築主 は知

人 の情 報 を も とに判断 を行 って いる場 合が多 い。

個別 の住 宅生産 システム毎 の問題 の他 に、 い くっか の住宅 生産 システムが 同一 の地域 市

場 の中で競争 的共 存す るため に、需要 者 は 自分 の条件 に適 した住宅生産 システム を選択 す

るため の情 報 や ア ドバイ スを必要 と して い る。
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第5章 住 宅 生 産 シ ス テ ム の 活 動 特 性

地域 の住 宅生 産 の実態 を大工 ・工 務店 、設計事 務所 な どの住 宅生産 に関 わ る生産者 側 か

ら明 らかに して いる。 まず、大工 ・工務店 の住宅建 設 と地域 の関わ り方 を解 明 して い る。

特 に、大工 ・工務 店 の設計 業務 を取 り上 げて、設計 専門 スタ ッフの有無 と設計 内容 の違 い、

設 計 の評価 を行 ってい る。 さらに、地域 の建築士事 務所 を取 り上 げ て、建築士 事務所 の分

類 、住 宅建 設 との関 わ り方 、活 動圏域 、業 務上 の問題点 を明 らか に して いる。っ いで、特

に、建築士 事 務所 の中で住宅業 務を中心 に行 ってい る ものを抽 出 して 、設計 一監 理業 務 の

プ ロセ ス、大 工 ・工務 店 との協 力関係 、を明 らかに して い る。

① 戦前か らの伝統 的 な住宅市 街地 が残 る京都都市 圏 の場合 、大工 ・工 務店 は、所在 地 の

変 更 は少 な く、親 の代 か らの営 業 も多 い。 また、活 動圏域 は事 業所 の所 在地 か ら自動 車 の

時間で およそ30分 くらいの狭域 で あ り、設計 ・施工 のチーム編 成 も事業 所 の所在 地 か ら半

径4キ ロ圏 に収 まる程度 の狭 域で成 り立 って い る。 っ ま り、大 工 ・工 務店 の活動 圏域 は非常

に狭域 であ り、 システ ムの組織 構成 も狭域 であ る。 ただ し、前 出の安藤 正雄 らの調査 に よ

る と首都 圏 の住 宅需要 が大 き く変容 して いる地域 で は、大工 ・工務 店 が所 在地 の移動 す る

な ど、大工 ・工 務店 の圏域 構成 はあ る程度 の柔軟性 を持 ってい る。

大工 ・工務店 の今後 の方 針 は、現状 維持 の保守 的傾向 が強 い。特 に、組織 規模 の小 さい

大工 ・工務店 は、現状維持 ・保守 的で ある。逆 に、組織規模 の大 きい大工 ・工務 店 で は、

拡大 の志向性 が強 い。 大工 ・工務店 の協業化志 向は、年 間工事 高 で 「8000万 円～1億5000

万 円」 の中規 模業者 で比較 的強 く、それ よ り大規模 あるいはそ れよ り小規 模 な業 者で は弱

い。大 工 ・工 務店 は、製材 ・木材業 、設計事務所 な ど異業種 との垂 直 的協業化 を志 向す る

もの も少 な くない。

② 大 工 ・工 務店 の木 造住宅設計 にお ける設計 図 は、従 来は間取 図程度 の もので あ った が、

現在 の作成 図面 は、 「間取図 のみ」 「確認 申請 用図面程度 」 「住 宅金融 公庫 申請 用 図面 程

度 」 「平面 ・断面詳細 図、各種伏 図、各種設備 図、展開 図な ど詳細 な図面 まで 」と多様 で

あ る。設計専 門 の スタ ッフが社 内に い るものほ ど作成 図面 は詳細 にな る傾向 が あ る。

現状 の設計 能力 の 自己評 価 は・比 較 的高 い評 価を してい る。設 計専 門 のス タ ッフが社 内

にい る ものほ ど高 い 自己評 価 を行 って いる。 ただ し、企 画力、 デザ イ ンカ が相 対 的 に不 十

分 と認 識 して いる。

大工 ・工務 店の 中に は、設計能力 向上 のため、 自社組織 内 に設計専 門 の スタ ッフを備 え

る もの ・設計 事務所 との連 携を強 め る ものな どの取 り組 みが あ る。大 工 ・工務店 に設 計 専
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門 スタ ッフが設 置 され るの は、社 員数 が10人 以上 の大規模 な事 業所 であ る。中規模 、小 規

模 事業所 で は、設計事 務所 との協 力 に よる設計力 向上 を志向す る傾 向が強 い。

③ 住 宅の設 計者 の機 能 と役割 を と らえるために、京都府下 の建築士事 務所 の活動実 態 を

みてい る。建 築士事務 所 は、専 業 ・兼 業 とい う業態 の違 いが、 その設計業務 の内容 を大 き

く規定 して い る。

専業 事務所 は、 設計監理型 、 いわ ゆ る代願業務型 、構造 ・設 備 な どの専 門業務型 とに分

かれ る。兼業 事務 所 は、 ほ とん ど建設 業 との兼業 で あ り、設計 の対象 も住宅が中心 であ る。

専 業 と同様 に設計 監理 を行 う場合 と簡略 な設計 に留 まる もの とが あ る。

専業事務所 は、京都市 お よびその周辺市 町 とい った都市化 の進ん だ地 域 に多 く分布 す る

が 、その他 の郡部 都市 や農 山漁村 で は兼業事務 所が ほとん どで ある。 したが って、住 宅 の

設計 を担 って い る主体 は、専業事務 所 が行 う場 合、 あるいは兼 業事務所 が行 う場 合、大 工

・工務店 が行 い代 願事 務所 の協力 を求 め る場 合、建 築士事務所 を通 さず大工 ・工務店 が 中

心 にな って行 う場 合(都 市計画 区域 外 な ど)な ど、地域 によ って大 きく異な って い る。

専業事務 所 は比 較 的広 域的 な活動 を行 うが、兼業 事務所 は 自社施工 の もの の設計 が中心

のため地 元市 町村 内の仕事 がほ とん どであ る。 専業 事務所 は、建築主 に紹介 で きる大 工 ・

工務店 や各種 専門工事 店 を もってお り、専 業事 務所が完全 に施 工者 か ら独立 した形 で活動

す るので はな く、設計 ・施工 の関係 はあ る種 の協力関係 を もって成立 して いる ことを示 し

て い る。

④ 住 宅業務 を中心 とす る建築士事 務所 に着 目す る と、設計 の仕方 や監 理 の仕方 は、事務

所 の タイプに よ って多様で あ る。同一事務 所で もプ ロジェク トの性格 に よ って作成 図面 が

違 う。設計 プ ロセ スは、建築主 の要 求 把握 の仕方 に も建築士 事務所毎 の工夫 が凝 らされ て

い る。兼業事 務所 では、工事車両 の進 入 ・駐車 の可否 な ど施 工 プ ロセ スに関 わ る項 目を設

計 当初 に調査 して い る。 工事監理 は、専業 事務所が単 に設計 意 図 どお り施工 されてい るか

を確認 す るだ けで はな く、細部 の納 ま り等 につ いて設計者 と施工者 が現場で コ ミュニケー

シ ョンを行 う ことに よって よ りよい住 宅実現 のために知恵 や工夫 を出 し合 う場 とな って い

る。専 業事務 所 は、大 工 ・工務店 の施 工機 能を補完す るため軸組 図を添付す るな ど設計 ・

監理上 の配慮 を行 った り、専業事務 所 が施 工者 に、施工 方法 、部材 ・部品 の性能 や価格 の

情報提 供 を求 める こと もあ り、専業 設 計事 務所 と大工 ・工務店 との協力 が重 要で ある こ と

が 明 らか に して い る。

設計 ・監理 業務以 外 では、建 築主 との相談業務 があ る。土地 ・住宅購 入 にか かわ る不動
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産 の鑑定 ・評価 お よびその意志決定 の援 助、増 改築 ・修繕 工事 の行 い方 など、設 計監 理 以

外 の専門知 識 を も含 めた幅広 い内容 の専 門 的ア ドバ イ スが、建 築士事務 所 に求 め られて い

る。

建築士事 務所 は、建築主 要求 に対 す る個別的対応 のみ な らず 、個別建築活 動 を地域 の良

好 な居住環 境形成 と結 びっ けて い く社 会 的立場 か らの調整機 能 も期 待 されて いる。個別 の

建 築主 を対 象 と した業務 の中で は、社 会 的機能 を積極 的 に果 たす の は難 しい状況 で あ る。

しか し、それ で もなお、地 域 のモデル とな るよ うな住宅 づ くりを居 住者 や地 域 の行政 と協

力 しなが ら目指 す ことが重 要で ある。 例 えば、地域型 モデ ル住 宅 の提 案 や行政 の地 区詳 細

計 画 づ くりや街 づ くりのルー ルづ くりに地域 の建築士事 務所 が積極 的 に参画 す るな どの展

開 が待 たれ る。居 住者 や設 計事務所 、大工 ・工 務店 、行 政が共 通 に住宅 ・街 づ くりを考 え

て い く場 をっ くる ことが大 事で ある。

第6章 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 の シ ス テ ム 分 析

各地 で地域 条件 を生 か した形 で取 り組 まれてい る新 しい地 域型住 宅生産 システ ム と考 え

られ る事例 の実態調査 を行 い、その システム形成 の特 徴 や市場 適 合 の状況 な どの シス テム

分析 を行 い、第3部 で扱 う地域 型住宅 生産 システムの特徴 を明 らか に してい る。

シス テムの分析 には、公文俊平 の 「社会 システム論 」 の複 合主体 の考 え方 を援用 して、

複 合主体 と しての住宅生産 システムの統 合度 と システム構成要 素主体 の 自律 性 の2側 面 か

ら システムを記述 す る とともに、各 システ ムの おか れて いる環 境条件 に応 じた市場適 合 の

ため の各種 の方策 の特徴 を整理 してい る。地域 資源 を うま く活 用 しなが ら、住 宅生産 シス

テ ムと しての合理 的な システム構築 を 図 る努 力や工夫 が行 われ て いる。 地域型 木造住 宅 生

産 システムの組織形 態 は多様で あ るが、 「協 同化 システ ム」 と 「大規模 化 システム」 の2

っ に大別で きる。前者 は住宅生産 に関連 した主 体が結合 した複 合主体 であ り
、後 者 は工 務

店 が大規模化 した単一 主体で あ る。

「協同化 システム」 は、 さらに 「垂 直的協 同化 システ ム」 と 「水平 的協同化 システム 」

に分 かれ る。 「垂 直 的協 同化 システム」 は異業種 間 の結 合に よ る 「範 囲の経済 」 の活 用 を

め ざす もので あ り、 「水平 的協 同化 システム」 はむ しろ組織 規模 の拡大 によ る 「規模 の経

済」 の活用 を図 る ものであ る。 「協 同化 システム」 は統合度 が高 く
、 かっ要素 主体 の 自律

性 の高 い環境 変化 に対 して安定 的な システムで あ る.脇 同化 システム」、 その中 で も特

に 「垂直 的協 同化 システム」 が・様 々な地 域特性 を もっ地域 環境 に適合 した地域 型木造 住
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宅生産 システムを形成す る上で有力 な手段 であ る ことを明 らか に して いる。

第3部 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 の シ ス テ ム 設 計

「地域型 木造 住宅 の システム設計 」 では、第2部 の地域型 住宅生産 の システム分析 を も

とに地域型 住 宅生 産 の システム設計 を試 みて いる。 システム設計手法 の検討 を行 い、新 し

く地域型 住宅生 産 システムの設計手 順 を示 す と共 に、その手 順 に基 づいて典型2地 域 にお

いて地 域型住 宅生産 システムの システ ム設 計を行 ってい る。 さ らに、地 域型木造住 宅生産

システ ムのサ ブ システ ムと しての木造住宅 の設計 システ ムにっ いて、設 計事務所 と大 工 ・

工務店 の意識 的 な連携 システ ムと して システム設計 を行 って い る。最後 に、地域型 木造 住

宅生産 システ ムの中心 的 な役割 を担 うべ きく地域住宅建築家 〉の提案 を行 ってい る。

第7章 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 の シ ス テ ム 設 計

① 第6章 の システ ム分析 の結 果を踏 まえて、地域型住宅生 産 システムの設計 のため の基

本 的な枠組 み を明 らか に してい る。新 しい地域型住宅生産 システム構築 の手法 と して、現

状分析 に基 づ いて現状 改善型 の システム提 案を行 う帰納 的ア プ ローチに対 して、理想 シス

テ ムの提案 を行 いそれ を現実 の条件 に適合 させて い く演繹 的 アプ ローチ と しての システム

設計 の手法 の有効性 と、住 宅生 産 シス テムへ の援用可能性 の検討 を行 ってい る。

地域 型住 宅生産 システムを設 計 は、 多様 な地域特性 を もった地域毎 に地域 に適合 した シ

ステム設計 が必要 とされ るため、地域 資源の状況 を踏 まえた シ ステ ム設計の手法 が重要 と

な る。 したが って、演繹的 な システム設計 の アプ ローチの代表 的な 「ワー ク ・デザイ ン」

の考 え方 をベ ー スに しっっ も、現存す る住 宅生産 システ ム分析 を行 って現在 の状況 を構造

的 に理 解 した上 で、 システム設 計を試 み るとい う方法 を とって い る。 システム設計 の帰納

的 アプ ローチ と演繹 的 アプ ロー チを組 み合わせ た考 え方 であ る。 システム設計 の基本 条件

と して、演繹 的に①地 域資 源の活用 、②地 域 ニーズへの適 合、③生 産 システム と して の合

理性 、の3点 を挙 げて いる。 ここで は① の地域 資源 の活用 の観点 を満たす上 で 「協同化 シ

ステム」 と して の地域 型木造住 宅生 産 システムの設計 を進 め る手順 を取 って い る。

理想 システ ム と して 「協 同化 システム」 を構成す る要素主 体 の範 囲 と、 それぞれの主体

の システム と して のっ なが りの強 さか ら地 域型木造住宅生 産 システムの基本 的なバ リエー

ションを設定 し、対象 地域 の地 域資源 や地 域住宅市場 の状 況か ら、 その地域 で実行可能 な

システ ムを抽 出 し、詳 細 システ ムの設計 に至 る とい うもので あ る。
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② この手 順 に したが って典型2地 域 において林産地域 と市街 化進行地 域 の地 域型住 宅 生

産 システム の システム設 計 のケー ス スタデ ィを行 ってい る。

和歌山 県 の林産地域 であ る龍神 村 を取 り上 げ、地域 の木材 生 産者 、製材者 、大工 ・工 務

店 、農協 、村 が協 同で設 立 した林工 一貫型 の協 同化 システムの システ ム設計 を行 い、 シス

テム改善 ・強 化 を図 って いる。 システ ム設 計 の中心 課題 は、 システムの住 宅供給 規模 ・住

宅供給 圏域 の設定 であ り、 それ に基 づ いて詳細 システム設計 を行 ってい る。

和歌 山県 で市街化 の進 みっ っあ る紀北地 域を取 り上 げ 、地 元 の製 材業、設 計事務 所 、大

工 ・工 務店 な どの住宅生産 主体 の産 業立地状 況 や各主体 間 の協 同化 のポテ ン シャルを考 慮

して実 現可能 システム と して製材施 工一貫型 の住宅生産 システ ムの提 案 を行 って い る。 大

阪都 市圏へ の通勤者 の住 宅需要 に対 応す るため に、住宅設計 能 力 の向上 が重要 な システ ム

設計 の柱 にな る。設計 事務 所 と大工 ・工務店 の連携 システム と して の詳 細 システムの設 計

を行 って い る。2地 域 の システム設計 のケー ススタデ ィを通 じて、帰納 的 ア プローチ と演

繹 的 アプ ロー チを組 み合わせ た システム設計手 法の妥 当性 を検 証 してい る。

第8章 木 造 住 宅 設 計 シ ス テ ム の シ ス テ ム 設 計

今後 の地域 型住宅生産 システム形成 上で重要 な設 計 プ ロセ スに着 目 して、地域 型住 宅生

産 システムのサ ブ システ ムと して、設 計事務所 と大 工 ・工務店 の協 同化、す なわ ち連携 シ

ステムと して の地域型 の住 宅設計 シス テムの システ ム設 計 を行 ってい る。

① 設計 業務 の機 能 の分担 関係 を考察 し、設計事務所 と大工 ・工務店 の連携 によ る設 計 シ

ステムが有効 に働 く可能性 を提 起 して い る。 それに基 づ いて 、設計事務 所 と大 工 ・工 務店

の連携 によ る設計 システムの組織 構成、設 計 プ ロセ スにお ける両者 の役 割分担 関係 のバ リ

エー シ ョンを示す ことによ って、設 計 システムの システ ム設計 の枠組 み を提示 してい る。

② 連携 システムの先 進事例 の分析 を行 い、連 携 システ ムの成 立可能性 の検証 を行 う とと

もに、連携 シ ステ ムの設 計 の要点 を明 らかに して いる。連携 システムに基本設 計段 階で の

連 携 と実施設 計 ・監理段 階 での連携 が ある こと、 システムの組織 構成 が設計事務 所 と大工

・工務 店 によ る設計 システムと してだ けで成立 せず
、材木店 、原木 生産者 な ど複 合 的な連

携 システム と して成立 をみて いる こと、 システ ムの規模 や シス テムの結 び付 きの強 さに は

その システムの置かれ てい る環 境条件 に応 じて多様 なバ リエー シ ョンが存在 して い るこ と
、

現 在 の ところ基本設計 段階 にお ける連携 は少 な く、実施設計段 階 で の連携 が中心 にな って

い るこ と・を 明 らかに して い る。 これ らの システムを有効 に機 能 させて い くた め には
、密
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度 の高 いコ ミュニケー ションが重要 で、 そのための連携 の具 体 的な イメー ジや契約 ・報 酬

な どの環境 づ くりが必要 で ある ことを明 らか に して いる。

③ 連携 に よ る設 計 システ ムの試設計 として、奈良県下 にお け る設 計事務所 と大工 ・工 務

店 の連携 シス テムを提案 して い る。

④ 設計事 務所 と大工 ・工務店 の間 には、 業務上 の相互関係 が幅広 く存 在 してお り、 この

相 互関係 は新 しい シス テム形成 の基 礎 とな る。 設計事務所 が連 携 システムを形成 す るに あ

た って 、ユー ザー が住 宅設計 を設計 事務所 に依 頼す る ことが一般化 して いない こと、設 計

料 の負担 方法 な ど、 当面 い くつかの障害 が存在す るが、現実 に行 われて いる協力 関係 を、

協 同化 によ り設計関連機 能 を適正配 分 した り、情報交流 のネ ッ トワー ク化を はか るな ど、

新 しく再構成 して い く必要 があ る。

第9章 「 地 域 住 宅 建 築 家 」 の 提 起

地域 型住宅 生産 システムを実現 す るため には、各地域 に広 い意味 で住 宅生産 に関わ る さ

ま ざまな主体 の一種 の ネ ッ トワー ク組織 を創 り出 していかねば な らない。 そ のネ ッ トワー

クの中心 に新 しい建築 家、大工棟梁 、居住 者を据 えてい る。特 に、 これ らの 中心 的な主体

と して く地域 住宅建築 家 〉 ともい うべ き地 域 に根 ざ した建築 技術者 の必 要性 、可能性 にっ

いて検 討 を加 えてい る。

〈地域住 宅建築 家 〉に必要 とされ る機能 ・要件 を① 「地域 型住宅 」の設計 ・開発 、② 「

地域 住宅生産 ネ ッ トワー ク 」の2側 面 か ら明 らかにす るとと もに、現 実 に地域 で活動 す る

地 域建築士 事務所 にと って く地 域住宅建築 家 〉に必要 とな る機能 の重要 性 の認識 は比 較 的

高 い こ とを明 らか して いる。地 域の大工 ・工務店 や各専 門工事職 人な どの地域住 宅生 産主

体 との情報交 換 や交 流 は比較 的 よ く実施 して お り、 これ らの関係 を よ り積極 的 ・意識 的 に

地域 ネ ッ トワー クと して発展 させて い くことが重要 であ ることを示 して いる。

結 び

「結 び」 は、本論文 の第1部 か ら第3部 まで を踏 まえた結論 の部分で ある。

前半 で は、本 論文 の到達点 を整 理 して い る。後半 では、地域型 住宅生産 システムの今後 の

課題 を展開 してい る。
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第 ■0章 結 章

各章 で得 られた知見 を もとに本論文 の要点 の整理 を行 い、地 域型 住宅生産 システム の研

究 的課題 と地域 型住 宅生産 システム実 現 の上 で の課題 を展望 してい る。

これか らの地域 の住 宅生産市場 を考 えた場 合、多様 な価値観 に基 づ いたユー ザー ニー ズ

の多様 化、戦 後植林 され た国産材 の市 場流通 やハ イブ リッ ドな木材製 品 の開 発普及 、木 材

業 ・建 設業 に おけ る後 継者不足 、技 能 者不足、CADや プ レカ ッ ト設備 の普 及、地域 ビル

ダー の台頭 な ど、地 域 の住 宅生産 シス テムをめ ぐる環境 が ダイ ナ ミックな変化 が予想 され

る。 このよ うな状況 の 中で 、地 域型 住 宅生産 システムの課題 は次の6点 を指摘 してい る。

① 個別 的な地 域型生 産 システ ムの連結 ・ネ ッ トワー ク化

② フ ィジカルな計 画づ くり=〈 ものづ くり〉 と計 画を実現 して い くく し くみ づ くり〉の リ

ンク

③ 地域 型住 宅生産 システムの環境変 化 への適合

④ 設計 ・施 工 の機能 分担 の適正化

⑤ 多様 な 「地域住 宅建築家」像 の展 開

⑥ 都市型住 宅 への展 開
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第1部 序

第1章 研究の 目的

第2章 基本概念 の検討





第 ■ 部 序

第1部 の 「序」 は、2章 か らな り、本論 文の研究 の目的 、視 点、枠組 みな どを整理 して

い る。 第1章 で は、本 論文全体 の研 究 の背 景 ・視点 、 目的 、論 文 の構成、 を論 じてい る。

第2章 で は、 「地域 」 「住 宅生 産 シス テム」 「住宅生産 システ ムが地域 に根 ざす必要 性 」

な ど、本論文 の研 究領域 に関連 した基本 的な概念 の検討 や、研 究 を進 めてい く上 での基本

的 な立場 を明 らか にす ると共 に、関連 研究 の申での本論文 の特徴 の整理 を行 ってい る。
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第1章 研 究 の 目的

1.1研 究 の背 景 ・視 点

1.2研 究 の 目 的

1.3論 文 の構 成





第 ■ 章 研 究 の 目 的 ・方 法

1.1研 究 の背 景 ・視 点

住宅 は、 それが建築 され る地域 の 自然条 件や社会 ・経 済条件 に大 きな影響 を受 け、住 宅

で行 われて い る生活 もまた 、地域 と密接 な っなが りを持 って い る。 また、建築 され た住 宅

は、長期 にわた って存 在 し、地 域 の家 族生活 や社会生活 を規定 した り、地 域固有 の景観 を

形 づ くるな ど地域 に影 響 を与 えて きた。 住宅 は地域 的な性格 を強 く持 ってい るのであ る。

従来 、居住 者 の生 活 スタ イルや住 宅 の材料 や建設 技術 が安定 していた時期 には、地 域 の

いわ ゆ る大 工 ・工 務店 が、地域 の住 宅生産 ・供 給 の中心 的な担 い手 と して、住宅 お よび住

生活 の地域 的性格 を理解 した上 で、 ス トックと して良好 な住 宅 ・住 宅地 形成 に大 きな役割

を果 た して きた。 しか し、人 口の都 市集 中や流動、住宅生産 を取 り巻 く社会 的環境 の変 化

によ って、従 来成 立 していた地縁 ・血 縁 に基づ いた安定 的な受注基盤 が崩壊す るとと もに、

ユーザー ニー ズとの不適 合 、生産性 の停滞 、技 術体系 の混乱 、 な どの問題 点 が指摘 され て

い る。

この よ うに地域 ハ ウ ジング(注1)は 変 容 を余儀 な くされっ っあ るが、1っ に は、わ が

国の急 激 な都 市化 や産 業化 に よ って もた らされた社会 的な歪 み に対 す る反省 、 さ らには、

生 活や経済 の豊 か さが価値 観の多様化 が生 みだ した地域 への関 心 を高 ま りに よって 、地 域

ハ ウジングの見 直 しが な されっっ あ る。 特 に、生産 ・供給面 で は、大規模 ・大量生産 に代

表 され る近代産業 技術 の発 展が 、地域 産業 の衰 退、伝統 的 ・地縁技術 との カイ離 ・混乱 、

人 間疎外 を もた らした と して 、地域 に根 ざ した 「適正技術 」の開発 の必 要性 が主張 されて

い る。

こう した社 会 の状況 変化 の中で、国 の住 宅政策 も 「地 域」 を重視 す る方向 へ転 換 して き

て い る。 自治 体 を主体 とす る地域住 宅政策 や、木造住 宅振興 政策 が実施 され て きて いる。

建設省 のみ な らず林野庁 や中小 企業 庁 な ど も木造住 宅振 興 に力 を注 いで いる。

地域 ハ ウ ジ ング再編 は、在来 的な地域住 宅を単純 に復 活 させ るこ とで はな く、従来 は 自

然 な形 で存在 して いた地 域性 を、現 代 の社会 的 ・技術 的条件 の もとで 自覚 的 に捉 え直 し、

〈 もの 〉と して の新 しい地域住 宅 と ともに、 それを実現 しうるく しくみ 〉と して の住 宅生

産 システムを構築 す る ことであ る。す なわ ち、地域 に適合 した住宅 の 「計画 」 と 「生 産 」
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の2つ の側 面 を うま く組 み立 てた 「地 域型 ハ ウ ジング 」と して実現 され なけれ ばな らな い。

地域型 ハ ウ ジング実 現 のため には、 これ まで進 め られて きた住宅計 画 ・生 産 の近 代化 、

産業化 の流 れ に対 して、次 のよ うな大 きな考 え方 の転換 が必 要 で あ る。

① 全 国画一 的 な住宅 の計画 か ら、地域 の個別性 に適 合 した住 宅 の計画 へ。

住 宅 の量 的 な充 足の時代 には、住宅 はその環 境 か ら切 り離 されて、 一種 の抽象 的な利 便

空 間 と して全 国的な レベルで標準化 され、効率 的 な住 宅供給 が 目指 されて きた。 しか し、

住宅 の質 的充実 が求 め られ る現在 、画一 的な計 画 を反省 す る気運 が高 ま り、 地域性 の必 要

性 と、その計 画 の重要性 が認 め られて きてい る。

② 規模 の経済 、生産 の効 率 を基準 と した全 国的広域 的な住宅生 産 か ら、地域 の資源 ・市場

に適合 した地域 的 ・狭域的 な住 宅生産 へ。

住宅生産 は、最終 的 には個別 の土地 の上 で完結 す る ものであ り、個別 的 で地 域 的なサ ー

ビスを必要 とす る。 従来か ら大 工 ・工務店 システムが地域 的な小規 模生 産 システム と して

幅広 く存在 して きた。 プ レハブ住宅 の全 国的な供給 も、基本 的 には これ に依存 しなが ら供

給 を行 って い るので あ り、 この意味で、大 工 ・工務店 システ ムは個 別住 宅供給 の グラ ン ド

システムで あ った。現 在、 これ が様 々な問題 を露呈 して いるので あ り、 この改良 ・再編 を

も含めて、新 しい地域的 な生産 ・供 給 システムを構想 しなけれ ばな らない。

広域的住宅 生産 は、規模 の経 済を原理 とす る工業化 の有利性 を実 現 してお り、必ず しも

否 定 され るべ き もので はない。 む しろ、 プ レハ ブ住 宅、住宅部 品 な どを地域 的 な住宅生 産

の仕組 みの中 に うま く取 り入 れて、活 かせ るよ うな システムを作 り出 さな ければ な らな い。

③住 宅単体 の計画 か ら、住環境 総体 の計 画、町づ くりと して の住宅 の計 画へ。

住 宅 の構法 、材料、部品 な どの多様化 にと もない、つ くる技 術 は実 に多様 にな り、か っ

て ないほ どの様 々な住宅 が実現 で きる よ うにな って いる。 また、地 域社 会 の住民 も流 動化

し、様 々な住 民が それぞれの要 求 ・好 み に従 って建築 す る結 果、 町 は全 国 どこへ行 って も、

町並 みが混乱 した り、変 わ りばえ の しない町が形成 されて い る。 こ うした状況 を乗 り越 え、

豊 か な住空 間を創造 して行 くたあ には、個 別の住宅 の範 囲 を越 えて町 の豊 か さに目を向 け

る よ うに住民 の価 値観 の転換 を計 るべ きであ る。 「隣近 所 に気 を くば る」 よ り積 極 的 に言

えば 「自分 の住 宅を 自分の町 に位 置づ ける」 とい ったハ ゥジングマナ ーの確立
、住戸 の連

担 を考慮 した設計 ・町づ くりと一体 化 した住 まいづ くりの計画 な どが広 く求 め られ てい る
。

④ 小規模企業 の個別生産体 制か ら、協 同化 ・組 織化生産 体制 へ
。

小規模企業 の個別 的な活 動 には、 自ず と限界が あ る。大工 ・工務 店 の設計 能 力 の向 上 や
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生 産 の 合 理 化 ・近 代 化 を 目指 した 活 動 は、 個 別 の努 力 に留 ま って い るた め に十 分 な成 果 が

上 が って い な い。 当 面 は 、現 存 の各 シ ス テ ムが、 競 争 的 に環 境 条 件 の変 化 へ 適 応 を繰 り返

す 以 外 に な い 。 現 時 点 で 、 将 来 へ っ な が る 可能 性 を 持 っ とみ られ る の が 、地 域 の小 規 模 企

業 の ネ ッ トワ ー ク組 織 で あ る。

これ らの 関 係 を 地 域 型 ハ ウ ジ ング の 構 図 と して示 した のが 図1.1.1で あ る。 す なわ ち 、

地 域 型 ハ ウ ジ ン グ は、 要 約 す れ ば、 二 つ の軸 で理 解 す る こ とが で き る。 第 一 は、 「広 域 か

ら狭 域 へ 」 の 地 域 化 の軸 で あ り、第 二 は 「個 別 か ら協 同 へ 」 の 協 同 化 の軸 で あ る。 この 二

っ を 、地 域 型 ハ ウ ジ ン グの 基 本 要 素 と考 え る こ とが で き る。

地 域 化軸

(広 域→ 狭域)

全国両一的な

住 宅

十

.
も

生

画

の

産

傷

昌
二
口

し

地域の
個性的な

住 宅

地域の

協同化

生産

共 同化 軸

(個 別→ 共同)

住宅単体
の計画

地域の

住環境

町つくIl

地域的な

住宅生産

個別企業

住宅生産 地 域型 ハ ウ ジ ン グ

広域的な

住宅生産

図1.1.1地 域 型 ハ ウ ジ ン グ の 構 図

1.2研 究 の 目的

本研究 は、地域 型ハ ウジ ングを実現 す る上 での〈 もの〉 とく しくみ〉の計 画化 の うち、

後者 のく しくみ〉の計 画化 に着 目 して いる。 〈 しくみ 〉 として の地域 の住 宅生産 システ ム

は、基本 的 には地 域 の住宅生産 主体 に よ って担 われて い くべ きで あ るとい う観点 にた って、

本 研究 は、従 来 の大工 ・工務店 に替 わ る、新 しい地 域型 の住宅 生産 システムを検討 ・構想

す るた めの基 礎 的な研究 であ る。
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1.3論 文 の構 成

本論文 は、4部10章 か ら構成 されて い る。

① 第1部 の 「序 」 は、2章 か らな り、本論 文の研究 の 目的 、視点 、枠組 みな どを整理 して

いる。第1章 で は、本論文 全体 の研究 の背景 ・視点 、 目的 、論 文 の構成 、 を論 じてい る。

第2章 で は、 「地 域」 「住 宅生産 システム」 「住宅生産 シス テムが地域 に根 ざす必要性 」

な ど、本論文 の研 究領域 に関連 した基 本 的な概 念 の検討 や、研 究 を進 めてい く上 で の基 本

的な立場 を明 らか にす ると共 に、関連 研究 の中で の本論 文 の特 徴 の整理 を行 って いる。

② 第2部 の 「木造住宅 生産 の地域構造 」 は、4章 か らな り、前 半 の第3章 か ら第5章 で は、

需 要者 、大工 ・工務店 、建築士事務所 と立場 の違 う主体 の実態 調査 か ら、変 容 しっっ あ る

地 域 の木造住 宅生産 を とらえて 、大工 ・工務店 を中心 とす る従 来か らの地域 の住 宅生 産 シ

ステムの抱 え る問題点 ・課題 を整理 して い る。主 な調査対象 地 域 と して歴史 的大都 市 か ら

新 興住宅地域 、地方都 市地域、農産漁 村地域 までの多様 な地 域特性 を もっ京 都府 を取 り上

げて いる。第3章 では、京都府下 を対 象 と して、各 地域毎 の大工 ・工務店 システムか らプ

レハ ブ住宅 システムにわた るさま ざまの住宅生産 システムの競 争 的共存 の関係 を 明 らか に

してい る。第4章 で は、需 要者(建 築 主)の 立場 か ら住宅生産 システム との対応 関係 、 お

よび住 宅生 産 システムの評価 を行 って い る。 第5章 で は、地域 の住 宅生産 者 として の大 工

・工務店 、設計事 務所 の住 宅建 設 ・設 計活 動 と地域 の関わ り方 ・生産 システム と して の問

題点 を解明 してい る。

後半 の第6章 で は・地域 の中で地 域 条件 を生 か した形 で取 り組 まれて い る新 しい地域 型

住宅生産 シス テムと考 え られ る事例 の実態調 査 を行 って いる。 各地 の事例 の システム形 成

の特徴 や市場適 合 の状況 な どの システム分析 を行 い、今後 の地 域型 住宅生産 システムを設

計 して い く上 での基本的 な条件 を明 らかに して いる。

③第3部 の 「地域型 木造住宅生産 の システ ム設 計 」は、3章 か らな り、第2部 の地域 の住

宅生産 システムの抱 え る問題点 や、地 域型住 宅生産 シス テム と考 え られ る事 例 の システ ム

分 析 を もとに・地域型 住宅生産 システ ムの システム設計 を行 って い る
。 第7章 で は、演 繹

的な システム設計 に手法 と しての ワー クデザイ ンの手法 を援 用 しっ っ も
、帰 納的 な システ

ム設計 の手法 であ る システム分析 的 な視点 を加味 した地域型 住 宅生産 システ ムの設計 手 順

を示す と共 に・ その手 順 に基 づいて典型2地 域 にお いて林産 地域型 と市 街化進 行地域 型 の
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域型住 宅生産 システムの システ ム設 計 を行 って い る。第8章 で は、特 に今後 の地域 型住 宅

生産 システム形成 上で 重要 な設計 プロセ スに着 目 して、設計事 務所 と大工 ・工務店 の連 携

によ る地域型 の住 宅設 計 システムの システ ム設 計 を行 ってい る。第9章 では地域 型住 宅生

産 システムの中で中心 的 な役割 を期 待 され る 「地域住宅 建築 家 」 と もい うべ き地 域 に根 ざ

した住 宅建築 家、設計 事務所 の機能 を示 し、現 実 の建築 士事 務所 の 「地 域住 宅建 築家」 へ

の志 向性 、可 能性 を論 じた。

④第4部 は、本論文 の第1部 か ら第3部 まで を踏 まえた結 論 の部分 であ る。前半 で本論 文

の到達点 を整 理 し、後 半 で地域 型住 宅生産 システムの今後 の課題 を展 開 してい る。

(注1)地 域 ハ ゥ ジ ン グ:

ハ ウ ジ ン グ とは 、 「住 宅 を供 給 す る 」 と 「(う ま く)住 ま う」 を 基 本 とす る非 常 に包 括

的 な概 念 で 、 住 宅 の供 給 に留 ま らず 住 宅 生 産 ・供 給 計 画 と住 宅 ・居 住 地 管 理 の 領 域 を 含 ん

で い る。(新 建 築 学 大 系14「 ハ ウ ジ ング」 ま えが き1985.10彰 国 社)

地 域 ハ ウ ジ ング と は 自然 発 生 的 に実 現 して き た 「地 域 」 に お け るハ ウ ジ ン グで あ る。 ハ

ゥ ジ ン グそ の もの が地 域 に根 ざす もの で あ った た め 、従 来 は 地 域 ハ ウ ジ ング は地 域 の 居 住

者 と地 域 の 住 宅生 産 主 体(大 工 ・工 務 店 な ど)に よ って担 わ れ て きた。

地 域 型 ハ ウ ジ ング と は 、 自然 発生 的 に実 現 して きた地 域 ハ ウ ジ ング に対 して 、 ハ ウ ジ ン

グ そ の もの を 計 画 的 ・意 識 的 ・自覚 的 に地 域 化 して い こ うとす る もの で あ る 。

<参 考 文 献>

1.巽 和 夫 、 東 樋 口護 、 秋 山 哲 一 「地 域 型 ハ ウ ジ ン グの 構 想 」 大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 『ま

ち な み』1988,9

2.地 域 型 住 宅 研 究 会(委 員 長:巽 和 夫)「 地 域 型 住 宅 の構 想 」1987.3

3.巽 和 夫 、秋 山 哲 一 、 他 「住 宅 を計 画 す る」 彰 国社1987.5

4.巽 和 夫 、 東 樋 口護 、 秋 山哲 一 、 他 「現 代 ハ ウ ジ ング論 」 学 芸 出 版 社1986.3

一7一





第2章 基本概念 の検討

2.1地 域 の住 宅生 産 システ ム に関 す る研 究 の展 開

2.2地 域 の概 念

2.3住 宅生 産 シス テ ムの概 念

2.4地 域 圏域 か らみ た住 宅生 産 シ ステ ム

2,5住 宅生 産 シ ス テムが 地 域 に根 ざす 必 要 性

2.6地 域 住 宅生 産 関連 施 策 の展 開





第2章 基 本 概 念 の 検 討

2.1地 域 の住宅生 産 システ ムに関 す る研究 の展開

(1)関 連研 究 の展開

地域 の住 宅生産 システム に関す る研 究 の流れ は、1986年 度 の 日本建築学会 建築経 済

委員会 の大会 の研 究協議会 資料 零1に詳 しく整理 されてい る。 ここで は、若 干 の重複 を許 し

て いただいて、地 域 の住宅 生産 システ ム研究 を地域 ハ ウ ジング研究 と大 き くと らえた上 で、

関連研究 の展 開を整理 し、上記資料 の後 の最近 の研 究 に焦点 をあてて検討 を加 えたい。

地域 ハ ウ ジングに関 す る研究 は、高 度経済成長 が終 わ りを迎 え、住宅 が量 か ら質 への転

換期 に向か った時期 と期 を いっ に して多方面で研究 的 に取 り上 げ られ るよ うにな って きた。

全 国画一 的 な住 宅供給体 制批 判 と して、各地域 の住 宅事情 、住 宅そ の ものの地 域差 に着

目す る視点 か らの地域性 ・地方性研究 と して展開 されて きた。住 田昌二 らの住 宅問題研 究

者連絡 会 によ る 「住宅 の地 方性 ・地域 性研究」'2は 、各 地の住 宅平 面や住宅事情 を整理 し、

地 域性 ・地方 性 を産 み出す構造 を とらえよ うとす る もので あ った。 その後 も建築 学会建 築

経 済委員会 の小委員会 活動 として継 続 されてい る。 また 、渡辺 一正 らに よって、地域 的 な

構 法標準 を導 き出す た め、住宅構法 の地域性 の研究 零3が行わ れた。 これ らの地域 性 ・地 方

性 研究 では、地域 の気 候 ・風土 、歴 史 ・文化 、生活 ・慣習 、産 業 ・経済条件 との関わ りな

どが論 じられ て きた。

これ らの研 究 と相 前後 して、地域 を単位 と して住宅生産 システムを再編 して い くべ きだ

とい う認識 に基 づいて、大工 ・工務 店 な どを中心 と した地域 の住宅生産 ・供 給 システム研

究 が実施 され て きた。住宅生産面 に着 目した地 域性研究 は、住 宅地域性研究 会(代 表:巽

和 夫)"4、 島硬 の住 宅生産 に関 す る研究(代 表:古 川修)喝 な どが ある。

社会経済 的 には、 シーマハーの 「Smaleisbeautifulr6に 代表 され るよ うに、高度 成

長 の大 規模大 量生産体 制へ のア ンチ テーゼ と して 「地域主義論 」申7が展 開 され、経済 の地

域 分権 、技術 の中 間技術化 ・適正技 術化 が提言 されて きた。玉 野井芳郎、清 成忠男 らが そ

の中心 的な論 を展 開 して きた。C.ア レグザ ンダー の 「アーキ テク ト・ビル ダー ド8の 提

唱 も近代 的な住宅 ・建築生産 システム に対す るア ンチテーゼで あ り、適 正技術 の考 え方 に

沿 った もので あ る。
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一方 、1980年 代 に入 って か ら、住 宅生産 の地 域性研 究 も各地 で進 め られ て きた 。 こ

の進展 には、研究 者 自 らの問題意識 か らの取 り組 み に加 えて 、各地域 で実施 されて きた木

造 住宅振興 のため の調査研 究 ・計画 策定 の事業実施 と関連 して展開 して きた ところ も少 な

くない。各地 域で の住 宅生 産 の実態 把握 が行わ れ、 その地域 固 有 の住 宅生産 上 の問題点 の

把握 、解決方 法 の模索 ・検討 が行 われ た。 これ らの流れ を発 展 させ た もの と して、木造 住

宅生産 組織 に関す る一連 の研究*9が あ る。 住宅需給 関係 の地 域性 、住宅生 産 供給主体 の実

態 把握(大 工 ・工務店 、、専門工事 店、設 計事務所 、地域 ビル ダー、 な ど)、 住 宅生 産 技

術 の実態把握(構 法 、 プ レカ ッ トな ど)、 材料 部品 の実態把握 な どが多面 的 に整 理 され て

きた。 また、木造住 宅 の設計 と施工 の 関係 に関す る研究 と して は、深井 和宏 によ る大工 棟

梁 の 「板 図」 に関す る研究司9が ある。

しか し、 これ までの地域住宅生産 の研究 のほ とん どは、ね らい と して は、① 地域 の住 宅

生 産 システ ムの全体構造 の把握(各 システムの問の相互関係 の把握)、 及 び② 地域 に適 合

した住宅生産 システム の提 案 にあ った ものの、実態 と しては、各地 域 の住宅生産 システ ム

の実態把握 に留 ま って いる。

最近 、 これ らの実態 把握研究 を中心 と したく地域 ハ ウ ジング研究 〉か ら、地域 に適 合 し

た住宅生産 システムを提案 ・構想す る く地域型 ハ ウ ジング研究 〉へ と転換 ・総 合化が 図 ら

れっ っあ る。 このよ うな視 点か ら最近 の研究 を整理 す る と次 の4っ に分類 で きる。

① マク ロな地 域 の住宅生産 の構 造 に関 す る研究

地域 の住宅生産 の状況、 すなわ ち、地域 にお ける様 々 な住宅 生産 システ ムの相互 関係 を

マ汐 ロに構 造 的 に捉 え る研究 があ る。現在 まで、 「木造住 宅生産 者社 会 の研 究」q1が この

よ うなね らいで実 施 されて いる。最近 では、新築 だ けで な く、維持 管理 プ ロセ スを含 あ て、

住宅生産 の市 場構造 の把握 を行 お うと して いる。 と りわ け、多様 な住 宅生産 システムが共

存す るとい う住宅生産 システム上 の特 徴を踏 まえて、地 域市場 の中で の多様 な システム の

競争 的共存 の構造 を把握 しようとい う試 みが実施 されて い る。

② 地域型住宅生 産 システムの研 究

地域型住宅生産 システムの市場適 合行動 の分 析 があげ られ る
。市 場適 合 の スタイルは、

大 き くい うと2タ イプある。①大工 ・工務店 な どが 「規 模 の経 済」 原理 に基 づいて大規 模

化 して・いわ ゆる地域 ビル ダー とな る もの、② 住宅生産 に関 わ る工 務店、材 木店 、製材 所、

素材生 産者 ・設計事務所 とい った い くっか の主 体が複合 的か っ重層 的 に結 びっ いた ネ
ッ ト

ワー クを形 成 す る もので・ 「範 囲の経済 」原理(注1)に 基づ いた 「協 同化 システ ム」 で
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あ る。

前者 の 「地 域 ビルダー」司2に っ いて は、大野勝 彦 らによ り今後 の地域 的住宅生産 の中心

的 な主体 と しての可能性 につ いて検 討 が加 え られて きてい る。 しか し、後者 の ネ ッ トワー

ク組織 と して の 「協 同化 システム」 に着 目 して、生産 システ ムの組 織構成、市場 適合行 動

の分析 を行 った ものはな い。

③地域 型住宅設 計 システムの研究

地域 型住宅 生産 の重 要 な問題 は、設 計 システムの問題 であ る。木 造住宅 を対象 と した設

計 ・施工 の コ ミュニケー シ ョン研究 は、最近で は、 深井 和宏 の大工 棟梁 の 「板 図」 に関す

る一連 の研 究(前 出)が あ る。大工 ・工務店 システ ムによる木造住 宅設計 は、設 計 と施 工

が一体 的 に進 むた め、一面 で は細部 の決定 が施工 の進度 に合 わせて逐次進 む とい う合理 性

を もっていた が、施工者 が設計 を行 うとい うことか ら、伝統 的 な架構、組立 の仕組 みに規

定 されて、 それ らか ら独立 した形 での独創 的な空間提案 やユーザー ニー ズへ の適合 を困難

に して きた。 一方、設 計事務所 は、一部 を除いて、投入 エネル ギー が多い割 には報酬 の少

ない住 宅を敬 遠 してきた経緯が あ る。

設計 と施工 のコ ミュニケー シ ョン問題 は、部 品化 建築論 や中高層建築 で はなど非木造 建

築 の分野で は一定 の取 り組 みが行 われ て きてい る ものの木造住 宅 の設計 問題 として取 り上

げて い るもの は見 あた らない。

特 に、大工 ・工務 店 システムに依 拠 した木造住宅生産 システ ムは、 一般建築 とは異 な っ

た新 しい住 宅設計 システム と して構成 されね ばな らない。

④ 地域型住 宅生産 のネ ッ トワー ク(注2>に 関す る研究

地域型 ハ ウ ジングを実現 して い くた めには、地域 的な生産供 給 システムの個 別 の市場 適

合行動 のみで は実現 されな い。 さま ざまな試 み、競 争的共存 の状況 を正 しく評価 し、そ の

展開 を支援す るこ とが重要 で あ る。 また、住宅生産 の技能 と技 術、構法 と部品 、職 人 と企

業 、設 計 と施 工 な どの、諸要素 の諸 関係 と して、 トー タルでベ ー シ ックな全体 システ ムを

構想 しな けれ ば な らない。 これ は、住 宅生産 に関わ る さま ざまな主体 の一種 のネ ッ トワー

ク組織 と考 え られ る。 大野 勝彦 は地域 の建築家 が中心 とな った 「地域住 宅工房」 率13を核 と

した住 宅生 産 の ネ ッ トワー クを提唱 して い る。

(2)本 研 究 の特 徴

既往研究 との関係 でみ る と、本研 究 の特徴 は次 のよ うに整 理 で きる。

マ クロな地 域 の住宅 生産 の構造 に関 して、本研究 では、地域 の中で の多様 な住宅生産 シ
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ステムの競争 的共存 の構造 を前提 と した上 で、地 域住宅 生産主 体 の ネ ッ トワー ク組織 と し

て の新 しい地 域 的住 宅生産 システムの必要性 と、 可能性 を論 じて い る。

地域型住 宅生産 システムの研 究の展 開 と して、 ネ ッ トワー ク組織 と しての 「協 同化 シス

テ ム」 に着 目 して、生 産 システ ムの組織 構成、市場適 合行動 の分 析 を行 い、 今後 の地域 型

住 宅生産 システム と して の展開 の可能性 を明 らかに して い る。

地域型住 宅設計 システムの研究 と して、地域特性 を把 握 し、 かっ ユーザー ニー ズに適 合

した設計 を可 能 にす る地域型住宅設 計 システムの検討 ・提案 が必要 で あ る。 本研 究で は、

大 工 ・工務店 による設計 と設計事務所 によ る設計 の機能 と効 果 の違 いを とらえ直 す と共 に、

両 者の協同化 による設計関連機 能 の適 正配分 のあ り方、 を新 し く検 討 して い る。

地域型住宅生産 のネ ッ トワー クに関 して は、特 に新 しい建築 家 、大工 棟梁 、居 住者 の役

割 が重要 な要 素 になるが、本研 究で は、 これ らの中心的 な主体 と して く地域住 宅建築 家 〉

と もい うべ き地域 に根 ざ した建 築技術 者‡13の必要 性、 可能性 につ いて検 討 を加 えて い る。

て い る。 第2章 第5節 で詳 述 す る。
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「地方 自治 体 住 宅 計 画 に み られ る地 域 性 」(上)住 宅 産 業 情 報 サービ ス

「地方 自治体住宅計画 にみ られ る地域 性」(下)

「北海道地域 にお ける住 宅生産 ・供給 」

「長野 県 ・伊那都 市圏 におけ る住宅事情 の地域性 」

「茨城県 ・土浦都市 圏 における住 宅事情 の地域性 」

「福 岡都市 圏 にお ける住 宅生産 ・供給 システム」

「大阪都 市圏 にお ける大工 ・工 務店 の実態 」

住 宅 産 業 シリーズ173

同

同

同

同

同

同

175

182

184

187

192

198

1980.12

1981.2

1981.6

1981.7

1981.9

1982.2

1982.6
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「京都 都 市 圏 に お け る住 宅 建 設 活 動 の 圏域 構 造 」 同2041982.11

8。 大 垣 直 明 「住 宅 生 産 の地 域 性 に関 す る研 究 」学 位 論 文1984.8

g.地 域 型 住 宅 研 究 会(委 員 長:巽 和 夫)「 地 域 型 住 宅 の構 想 」1978.3

10.古 川 修 、 他 「島 喚 の建 築生 産 に関 す る研 究 」 文 部 省 科 学 研 究 費 総 合 研 究(A)!983.3

C5)

11。E.F.シ ュ マ ッハ ー 著 、斉 藤 志 郎 訳 「人 間 復 興 の 経 済 」 佑 学 社1976。4C6)

12.玉 野 井 芳 郎 「地 域 主 義 の思 想 」 農 山漁 村 文 化 協 会1979,12C7)

13.清 成 忠 男 「地 域 主 義 の時 代 」東 洋 経 済 新 報 社1978C7)

14.室 田泰 弘 「地 域 主 義 と適 正 技 術 の 可 能 性 」 週 刊 東 洋 経 済 『近 代 経 済 学 シ リー ズNO.48』

1979.5(奪7)

15.C.ア レ グザ ンダ ー 「TheProductionofHouses」OxfordUniversityPress1985(

巾8)

16.木 造 住 宅 生 産 組 織 研 究 会 に よ る一 連 の 「木 造 住 宅 の 生 産 組 織 に関 す る研 究 」C9)

17.深 井 和 宏 「板 図(イ タ ズ)の 機 能 」 日本 建 築 学 会 建 築 経 済 委 員 会 『第4回 建 築生 産 と

管 理 技 術 シ ン ポ ジ ウム論 文 集 』1990.7な どC1θ)

18.松 村秀 一 「地 域 住 宅 生 産社 会 構 造 に関 す る基 礎 的研 究 」 日本 建 築 学 会 学 術 講 演 梗 概 集

1985.10(寧11)

19.日 本 住 宅 総 合 セ ン ター 「地 域 ビル ダー に お け る木 造 住 宅 供 給 に関 す る研 究 」1986C

12)

20.大 野 勝 彦 「地 域 住 宅 工 房 の ネ ッ トワー ク 」彰 国 社1988.6C13)

21.巽 和 夫 、 東 樋 口護 、 秋 山 哲 一 「地 域 型 ハ ウ ジ ン グの構 想 」 大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 『ま

ち な み 』1988.9

23.古 川 修 「木 造 住 宅 の生 産 組 織 」 住 宅建 築 研 究 所 報NO,101984.3

24.松 留 慎 一 郎 「木 造 住 宅 供 給 組 織 論 」学 位 論 文1980.12

25.松 村 秀 一 「戸 建 住 宅 構 法 計 画試 論 」学 位 論 文1984.12

26.松 村 秀 一 「住 宅 供 給 業 者 の棲 分 け構 造 に関 す る研 究(1)」 住 宅 総 合研 究 財 団 研 究 年 報N

O.151989.3

27.日 本 建 築 学 会 建 築 計 画 委 員 会 構 法 計 画 小 委 員 会 在 来 構 法 研 究 懇 談 会 「木 造 在 来構 法 文

献 目録 」1982。3

28.藤 澤 好 一 「木 造 住 宅 の 小 規 模 生 産 に関 す る研 究 」 学 位 論 文1988.
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29.日 本建築 学会 建築経済 委員会地 域 の住宅生産 システ ム小委 員会 「1988年 度地域 の住 宅

生 産 システム調査 」1989.3

30.東 樋 口護、秋 山哲 一 「和歌 山県木 造住宅生 産供給促 進計 画報告 書2」 和歌 山 県木 造 住

宅 振興協 議i会1988.3

31.秋 山哲一 「住 宅生産 ・供給 システ ムの地域 的再編 に関 す る検討 」学 芸 出版 社 『現 代 ハ

ウジ ング論』1986.3

32.東 樋 口護 、巽和夫、秋 山哲一 「地 域 的木造住宅生産 システ ムに関 す る研究 」 日本 建 築

学会建築 経済委員 会 『第3回 建築 生産 と管理技術 シンポ ジウム論文 集』1987.7

33.秋 山哲一 、巽和夫 、東樋 口護 「大工 ・工務店 の設計 業務 に関す る研 究」 日本建築 学会

建築経 済委員会 『第3回 建築生 産 と管 理技術 シンポ ジウム論文 集』1987.7

34.東 樋 口護、巽和夫 、秋 山哲一 「地域 的木造住宅生産 シス テ ムの設計 」 日本 建築学 会建

築 経済委 員会 『第4回 建築生産 と管理 技術 シンポジ ウム論 文集 』1988.7

35.秋 山哲一 、巽和夫、東樋 口護 「地域 的木造住宅生産 の システ ム分析 」 日本 建築学会 大

会論文梗 概集1988。10

36.秋 山哲一 、巽和夫、東 樋 口護 「木 造住宅設計 の システム設計 」日本 建築学 会建築 経済

委員会 『第5回 建築 生産 と管理技 術 シンポ ジウム論文集 』1989.7

37.地 域型 住宅研究会(委 員長:巽 和 夫〉 「地域型 住宅 の構 想 」1987.3

38.巽 和夫 、秋山哲一、 他 「住宅 を計 画す る」彰 国社1987,5
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2.2地 域 の概 念

(1)地 域 の概念

「地 域」概 念 にっいて検討 を加 え て お く。 「地域 」 とは、地 理学 では単 なる任意 の区域

の広が りとせず 「個性 的 な内容 を有す る広 が り」dと されて い る。即 ち、 「地域」 とは、

あ る一定 の尺 度 によ って とらえ られ た空間的広 が り(圏 域)と して認識 で きよ う。 ところ

で、 この 「地 域」 の と らえ方 に は二 っ の側面が あ る。一っ は、あ る大 きな空 間 をい くっ か

の同質 的性格 を持 つ ま とま りへ分割 して い こうとす るもので あ る。 「地域 」を何 らか の共

通性 を もっ空 間的広 が りととらえ、 それぞれ の地域 間の同一性 の相 違(地 域差)を もとに

地域区分 を行 って い く。 したが って 、同一 性 を区分 す る(地 域差 を と らえる)軸 によ って、

空間 の区分 の仕方 は様 々で あ り、同一 の軸 で空間 を区分 して も、 区分 したそれぞれの空 間

の持っ広 が りは多様 で ある。 また、 同 じ性質 を もつ空 間であれ ば、地理的連担性 がな くと

も、同一性 を持 っ もの として抽 出 され る。 現在 まで の住 宅の地域性 を め ぐる諸研究 は、 こ

のよ うな地域 の特 性 に基 づいた地域 の類似化 に主眼 がおかれて きた。 例 えば、新海悟 郎 に

よ る住 宅の材料 ・寸法体系 による地域 嘩分 聯2、地域毎 の住宅構法 の標準 を見 いだそ うと し

た渡辺 一正 らによ る住 宅構 法の地域性 研究 ホ3、居住 水準 の地域性 を論 じた玉置伸吾 団、住

宅 平面 の地方性 を論 じた住 田昌二 らの研究 零5もす べて地域差 に着 目 し、地域差 に基 づ く地

域 区分 を対 象 と して お り、それ に応 じた政策 的対応 を図 ろ うと試 みて い る。住宅生産 の地

域性 を論 じた大垣 直明 も 「地域 を何 らか の共通性 を持 った空 間的広 が り」 鵬6と定義 して お

り、地域差 に基 づ いた考 え方 が基本 とな ってい る。全 国 レベルを対 象 とす るのではな く、

都道府 県 レベ ルで もさ らに細 か くみ る と地域差 に基 づいた圏域 区分 が可能で ある。 京都府

下 の住宅 ・居 住者 を地域差 とい う観点 か ら圏域 区分 を試 みた もの に巽和夫 らの地域型 住 宅

研究"7が あ る。 これ らのアプ ローチ は、地域固有 の特性 を構造 的 にと らえてい こ うとす る

もので 、住 宅 の もっ地域 的性格 を明 らか にす る上 での有 効 な手段 で ある。

一方 、 も う一 っの 「地域 」の と らえ方 は、空 間を一っ の自立 的な単位 と して考 え る もの

で 、そのよ うな単 位 と して の空 間 は、同質的 なま とま り として の構 造 を有す るといった考

え方で あ る。一 っの地域 が一 っの構造 を もって ま とまって お り、 それ らの単 位が集合 して

さ らに大 きな ま とま りに構成 されて い くとす る ものであ る。 このよ うな考え方か ら地域 を

と らえた もの と して、商 圏、生 活圏 、都市 圏、 とい った ものを あげ ることがで きる。 商 圏

とは、室井鉄 衛 に よれ ば、 「市 場 にお ける消費者 の生活空間 を ベー スに、 その空 間的な市
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場 の諸要 因 を分析 し、 消費者行動 の生 態的 な地 域圏 を割 り出 した もの」 寧8であ ると して い

る。生活 圏 の内容 は一義 的 な もの とな って いな いが 、 「日常生 活 を充足 させ る圏域」 零9と

して通念化 されて いる。経 済 の 自立 性 ・分 権化 を論 ず る地域 主 議論 ホ田 の中で認 識 され て

い る地 域概念 もこの考 え方 に沿 うものであ る。 ひるがえ って 、住 宅生産 ・供給 におけ る 自

立 的単位 と しての地域 をと らえ よ うと した アプ ロー チは ご く少 ない。 これ は、生 産 ・供 給

論 が産業化 ・工業化 の流れ の中で全 国市場 を対象 と して展 開 され、地 域 と して と らえ る視

点 が弱 か った ためで あ る。 しか し、最 近で は、 自立 的単位 と して の地域 に基 づ いた研究 も

散見 され るよ うにな って きた。住宅需 要論 の中で、地域市場 論 や サ ブマ ーケ ッ ト論 や11が

指摘 されて い るが、比較 的 これ に近 い とい えよ う。 地方生活 圏 を単位 と して地 域 の生 産 ・

供給構造 を木 造住宅振興 とい う視点 か ら再編 しよ うとした木 造 住宅推進 モデル事業 も、 こ

のよ うな地域 の考 え方 を反 映 した ものであ る といえ よ う。藤 沢好 一 らに よる木造 住宅 の生

産組織 に関す る研 究 申12で は、地域 におけ る生 産 ・供給 主体 の構造 の実態把 握 が行わ れて

い る。ただ 、 これ まで の ところ、住 宅生産 ・供給上 どの よ うな単位 で 「地域 」 を と らえ る

べ きか にっ いて深 く議論 されていな い。大 野勝 彦 によ ると 「職 人社会 」 とい う在 来木 造住

宅生産 に携わ る生産 システムを念頭 においた場 合、地域 圏域 は人 口1.2万 人程 度 が原 単位

であ ると して いるCユ3)(注1)。

生産 システ ムに着 目す る と、各生産 主体 とのっ なが りは、大 工 ・工務 店 と屋 根工事 ・左

官工事 な ど各種 の専 門工事 との関係 は、固定 的な関係が成 立 し圏域 的 に も狭域 的 な広 が り

として成 り立 ってい る もの と、住宅 の市場 自体 が ダイナ ミック に変容 し大工 ・工 務店 の所

在地 自体 が住宅需要 に応 じて移動 した り、 それ によ って住 宅生産 システ ムの構 成 が変 わ っ

た り、地域 圏域 が変化 した りしてい る もの もあ るC14) 。 一般 的 には固定 的な関係 と し

て とらえ られ てい る大 工 ・工務店 システムの圏域構造 も、多 様 な圏域構成 を取 ってい る と

理解 される。

(2)地 域 を取 り上 げる視点

地域差 に基 づ く地域が分割 的発想 による もので あ ったの に対 し
、 自立 的単 位 と して の地

域 は集 合的発想 に よる もの といえ る。戦前 は、 これ らの2側 面 か らと らえ られた地域 圏域

が ・交通条 件等 の制約 に よる孤立的 な条件 の もとで
、一 つの圏 域 と して重 な り合 って いた。

その後 ・交 通 ・通信手 段の変化 に伴 って、 それ ぞれ の地域 圏域 の構成 も、時 間 の流 れ と と

もに変化 して きて いる。地域差 に基づ く圏域 は、都 市型 の生 活 様式 や工 業化材 料.部 品 の

全 国的 な普及 ・全 国画一的 な住 宅 ・建築法 令 ・基準 の適用 によ って地域 的特徴 そ の ものが
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弱 ま る方 向 で 働 い た た め 、 結 果 と して 地 域 差 が な くな り、 圏 域 と して の 区分 が 困 難 に な っ

け きて い る。

本 論 文 で は、 地 域 は住 宅 ・住 宅 地 お よ び そ こで 行 わ れ る生 活 が独 自の ア イ デ ン テ ィテ ィ

を生 み 出 して い く こ との で き る よ うな 一 定 の 空 間 的 な拡 が りを さす 。 住 宅 ・住 宅 地 ・生 活

は 、地 域 内 で 同一 性 と統 一 性 、す な わ ち、 地 域 と して の ア イ デ ンテ ィテ ィを 持 ち な が ら、

か っ 、 そ れ ぞ れ の 住 宅 ・生 活 の個 別 性 を も許容 して い くよ うな 状 況 を つ くり 出 して い くべ

きだ と考 え に た って い る。 また 、地 域 が、 自覚 的 ・計 画 的 に新 しい地 域 性 を 実 現 して行 く

べ きで あ る とい う立 場 か ら 、地 域 自身 が 自立 的 な活 動 や 判 断 が 行 え る こ とが 重 要 で あ る と

い う視 点 に た って い る。 そ の た め に は地 域 経 済 の 自立 が 求 め られ 、 地 域 資 源 ・産 業 の活 用

・振 興 、 自然 との 共 生 が 重 要 に な る。

(注1)「 地 域 」 の広 が り

大 野 勝 彦 「地 域 住 宅 工 房 の ネ ッ トワー ク 」彰 国 社1988P49

・地 域 を ど うい う広 が りで と らえれ ば よい か は、 そ の視 点 に よ り異 な る。

・住 文 化 、 住 宅 類 型 と い った もの は広 域 の 地 方 圏で と らえ る。

・住 宅 建 設 と職 人 社 会 の構 成 と い う視 点 か らみ る と、1万2千 人 く らい の町 を原 単 位 と し

て と らえ る の が 妥 当 で あ る。 この原 単 位 の各 スケ ー ル の重 ね 合 わ せ の 中 か ら、 そ の 構 造

と厚 み を 発 見 して い く。
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2.3「 住 宅 生 産 シ ステ ム」 とは

住 宅 生 産 シ ステ ム に つ い て 簡 単 に整 理 して お く。 江 ロ禎 に よ る 「建 築 生 産 シ ス テ ム」 の

概 念 日 を応 用 す れ ば、 住 宅 生 産 シ ス テ ム とは 、 住 宅 生 産 に か か わ る林 業 家 、 製 材 業 、 材 木

店 、部 品 メー カ ー 、 設 計 事 務 所 、大 工 ・工 務 店 、建 築主 な ど諸 主 体 の社 会 シス テ ム と と ら

え られ る。 こ こで は、 特 に 、 住 宅 生 産 シス テ ム を住 宅生 産 の総 体 と して と らえ る ので は な

く、住 宅 プ ロ ジ ェ ク トの生 産 に関 わ る諸 主 体 の社 会 シス テ ム と して と らえ る。

住 宅 プ ロ ジ ェ ク トの生 産 を 行 うた め に生 産 関 連 主 体 が 結 合 す る。 例 え ば 、 木 造 住 宅 の 建

築 に お け る大 工 ・工 務 店 と木 材 店 、設 計 事 務 所 、 各 種 の 専 門 工 事店 な どの主 体 と の むす び

っ きで あ る。 これ は、 建 築 チー ム と呼 ばれ る。 建 築 チ ー ム は 、 そ の プ ロ ジ ェ ク トが 完 成 す

る と解 散 す る 臨 時 的 な もの で あ る。 実 態 的 に は、 これ らの建 築 チー ム の編 成 が 固 定 的 な 関

係 と して 継 続 す る こ とが 多 い。 プ レハ ブ メ ー カー や 大手 住 宅 会 社 の よ うに住 宅生 産 に関 わ

る多 くの主 体 を1つ の会 社 組 織 と して 内 部 化 し、 固 定 的 継 続 的 な組 織 と して編 成 して い る

もの も あ る。 住 宅 生 産 シス テ ム に は 臨 時 的 な もの か ら継 続 的 固 定 的 の もの ま で っ なが り方

に は多 様 な タ イ プ が存 在 す る。 ま た 、 そ の構 成 は、 どの 主 体 が 生 産 の どの機 能 を 分 担 す る

か に よ って 、 い くつ か の タ イ プ に分 け る こ とが で き る。

代 表 的 な もの を 取 りあ げ る と 、大 工 ・工 務 店 が 中心 とな っ て生 産 シス テ ム を オ ー ガ ナ イ

ズす る もの が 「大 工 ・工 務 店 シス テ ム 」 で あ る。 この場 合 に は 、設 計 機 能 は 、施 工 主 体 で

あ る大 工 ・工 務 店 に内 包 され る のが 一 般 的 で あ る。 次 い で 、 建 築 家 や 設 計 事 務 所 な どの 設

計 主 体 が施 工 主 体 と独 立 して 設 計 機 能 を 果 た し、 そ こで 作 成 され た 設 計 図 に基 づ い て 施 工

主 体 が 施 工 す る ものが 「設 計 事 務 所 シ ス テ ム」 で あ る。 プ レハ ブ メー カー が 、設 計 ・施 工

機 能 を 内 部 化 して 住 宅 生 産 を行 う もの が 「プ レハ ブ住 宅 シス テ ム」 で あ る。 宅地 の開 発 ・

供 給 を 行 い 、 そ の 上 に住 宅 建 設 を行 って 分 譲 あ るい は賃 貸 す る 「デ ベ ロ ッパ ー シ ステ ム 」

が存 在 す る。

現 実 に は 、 これ らの シ ス テ ム が 、原 木 生 産 、製 材 、 設 計 、施 工 な ど様 々 な サ ブ シ ステ ム

に分 解 され 、 そ の それ ぞ れ の機 能 を分 担 す る主 体 が 多様 な活 動 を行 って お り、 そ れ ぞ れ の

役 割 分 担 に応 じた 関 係 が成 立 して い る。 住 宅 生 産 シ ス テ ム 自体 が 、 必 ず しも ク ロー ズ ドな

シス テ ム で は な い た め、 同 一 主 体 が 別 の シス テ ムの 中 に位 置 づ け られ る こ と もあ る。

と こ ろ で 、 シ ス テ ム とは 、 そ れ を 構 成 す る要 素 とそ の 要 素 間 の関 係 と して 成 立 す る。 住

宅 生 産 シ ステ ム の場 合 、 要 素 と して は、 生 産 に か か わ る主 体 が あ げ られ る。 例 え ば 、 建 築
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主 ・設計者 ・施工 者等 であ る。 これ らの主体 は、単一 の機能 を果 たす のでは な く、現 実 に

は複数 の機能 を果た した り、それ ぞれ の主 体 は、 その主体 が置 かれて い る状況 によ って 果

たす機能 をかえた りす る。 そ こで、 システ ムの要素 を主体 と して と らえ、 その機 能 の主体

間 の分担関係 として とらえ るこ ととす る。

住宅生産 システムを と らえて い く上 で基本 的な機能 と して 、企 画 ・設計 ・施工 ・部材 製

造 の4機 能 を あげ る。 これ らの機能 の主要 な内容 は以下 の通 りで あ る。① 企画 とは、 どの

土 地 にいっ、 どのよ うな内容の住宅 を どのよ うな方 法 によ って建 設す るか とい った建 築 プ

ロ ジェ ク トの実施 にむ けての基 本的 な条件設定 や実 行可能性 の検討 を行 うことで あ る。一

般 的 には建築 主 の行 う機能 とされて い る。② 設計 とは、建築主 の要 求 を具体化 して住 宅設

計 を行 うことを始 め と して、工事価格 の見積や確認 申請 あるい は設 計監理 を行 うことな ど

が含 まれ る。一般 には、設計事務所 が対応す るが、 施工主体 で あ る大工 ・工務店 や プ レハ

ブ住宅 企業 あ るいはデベ ロ ッパー の設 計部門等 に内包化 され る こと も少 な くない。③ 施工

とは、住 宅建 設 のための材 料調達や各 種専門工事主 体を住宅建 設 チー ム と して編 成 し、工

事 を行 うことであ る。 一般 には、大工 ・工 務店が対 応す る。 プ レハ ブ住 宅 シ ステ ムの場合

も、既存 の大工 ・工務店 が組織 化 され ることが多 い。④ 部材製 造 は、 施工 チー ムが使 用す

る材料等 を製 造 ・加工 し、流通 させ る ことであ る。現実 には、製材業 、部品 メー カー、部

材流通業者 が対応 してい る。施 工チ ー ムとの窓 口と して木材店 や建材店 等が あ る。部材 製

造 メー カーが流通 機構 を も内部化 し、住宅 の設 計 ・施工 を も組織 化す る こ ともあ る。部 材

の付加 価値 が高 ま るほどその傾 向が強 ま り、 プ レハ ブ住宅 はそ の典 型 で ある。

住宅生産 システム毎 の機能分担関係 をモデル化 す る と、図2 .3.1の よ うにな る。
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2.4地 域 圏域 か らみ た住 宅 生 産 シ ス テ ム

住宅生産 におけ る諸機能 、あ るいは それ に対応 す る諸 主体 と住宅生 産上 の地域 圏域 との

関係 をみ る。

生産 主体 それぞれ にっ いて、生産活動 を行 う活動 圏域 が存 在 す る。生 産主 体 の所在 地 を

中心 と して住 宅建設地 との関係 と して み よ う。 これ は、 それぞ れの生産 主体 の果 たす機 能

に よって も異 な る。

第1に 、施 工機能 に対応 す る圏域 に着 目す る。施 工主 体 の場 合一 定期 間建築現 場 への往

復 を繰 り返 さざるを得 ないため、活動 圏域 は一般 に は狭 域 とな る。 施工主 体 につ いては具

体 的な工事 内容、例 えば、木工 事、左 官工事、屋根 工事 等 に よ って活動 圏域 が異 なる。 施

工主体 と して の大工 ・工務 店の場合 、京都 府南部地域 の調査 に よ ると最大 時 間距 離で2時

間程度.平 均 的 には1時 間程度 が活動 圏域 の実態 であ る。 しか し、 大工 や左 官 な どで特 殊

な技術 を必要 とす る場 合に は、例 えば京都 の数寄屋大工 の場合 にみ られ るよ うに全 国各 地、

場 合 によ って は海外 までへ出か けて、建築 現場 に逗留 して施 工 にあた るケー スが み られ る。

最近 で は、各地 の地域活性化 や木材 振興 をかねて産直 によ る住 宅生産 の試 みがみ られ るよ

うにな って きて、地場 産材 を使 って岩 手県、秋 田県、山形県 の大 工 ・工 務店 が首 都圏 で住

宅建設 にあた るもの もみ られ る。 この種 の産直 システムの成立 は、木材生 産地 と住宅建 設

地 であ る大都 市 圏の材 料の価格格差 よ りも、建設技 術者 ・技能 者 の賃金格 差 によ って成 立

してい る要素 が大 きい。 プ レハ ブ住宅 の場合 には、工場か ら出荷 され る部 材 の加 工の程 度、

現場 で必要 と され る技 能の程度 な どに よ って、施工主 体 の圏域 は異 な って い る。

第2に 、設計機能 に対応 す る圏域 をみて みる と、 設計業務 は、建 築主要求 を規定 して い

る建築主 の生 活す る地 域の歴史 ・風土 ・伝 統 ・文化 とい った地 域特 性 を充分 に理解 した上

で ・その具体 化 を はか る必 要が ある。 また、監理業務 で は、施 工機 能 と同様 に建築 現場 を

往復す るため・施工機能 ほ どで はないに して も、狭域 的な対応 が必 要 とされ る
。 京都府 下

の建築士事務 所 の調査 によ ると専業 の設計事務所 の方 が施工 を伴 う兼 業 の設 計事務所 よ り

も活動 圏域 が広 いことか らも・設計機 能を果 たす主 体が 、施 工 機能 を果 たす主体 よ り活動

圏域 が拡大 す る ことが うかがえ る。設計 ・施工 それぞれ の機 能 の圏域 は
、歴史 的 に とらえ

る と・交通手 段の変化 によ って移動 時 間の短縮 が可能 にな り
、空 間的 に拡 大 した。 もう_

つ の活動圏域拡大 の要 因 と して ・需要 が減少 し生産主体 の競争 が激 化す る中 で、受注量 獲

得 のため に拡大 した。



第3に 、企 画機 能 と圏域 の関係 をみ てみ る。 敷地 や住 宅規 模、工 事費、工期 な ど建物 の

基本的 な方 向 づけ を行 う建築企画 の機能 は、 もともと建築主 の行 う ものであ った。大工 ・

工務店 による住 宅建設 の場合 に は、建築主 による建築企 画 によ って示 されて建築条件 に し

たが って住宅 の設計 ・施工 を進 めて た り、場合 によ って は、建築 企画 にあた って 、大工 ・

工務店 が何等 か のア ドバイ スを行 うとい う形で プ ロ ジェク トが進行 した。

住宅生産 の商品 化が進 む中で、 プ レハ ブ住宅 や分 譲住宅 の生 産が行 われ、中間需要 者 と

して デ ィベ ロ ッパーが 出現 し、建築主 に替 わ って住 宅の企画立案 を行 うよ うにな って きた。

企画 を行 う上 で重要 な ことは、建築 主 の条件 を ど う把 握す るか とい う建築 主情報 、法規

制 をは じめ と した敷地条件 を ど う把握 す るか、周辺 環境 を どう理解 す るか、 などの設計 条

件 を決 め る上 での地域情報 等 を確認 す る ことであ る。企画機能 は、正確 で充分 な情報 収集

と判断 が可能 な らば、必ず しも地域 内 で処理す る必 然性 はない。 しか し、地域情報 を的確

に把握す る とい う意 味で、地域 内で対 応す るこ とが望 ま しい。企画機 能 は、一般 的 には建

築主が行 うか、 あ るい は設計者 による設計 行為 の一部 と して行 われたた め、地域 内で行 わ

れて きた。 と ころで、企画機能 に重点 の あるデベ ロ ッパーの活動 圏域 は、大規模 新規 開 発

に重点 がおか れ るタイプの ものは活動 圏域 は広 く、零細 開発主 流の ものは比較 的狭域 的 な

活動 を行 って いる。分 譲住 宅供給 の場 合 には、生産 主体側 の条 件 よ りもむ しろ需要 に合 わ

せて供給地 区が規定 され、結果 と して生産主体 の活 動圏域 が拡 大 した。

第4に 、部 材製造機 能 の圏域 は、諸 材料 ・部材 の生産地 と建 築現場 との関係、す なわ ち、

材料 ・部材側 か らみ ると流通圏 であ る。住 宅に は多種多様 な材 料が使用 され るが 、その材

料 それ ぞれ の性質 によ って流通 圏域 は異 な る。 一つ は、材料 の物理 的性質 に関連す る もの

で、重 い、 カサ高 いな どの輸送 コス トの高 くな る ものの流通 圏域 は狭 い。同様 に、材料 の

付 加価値 の低 い もの は、価格 の中 に輸送 コス トを吸収で きず、流通 圏域 は狭 くな る。逆 に

いえば、工業 化部材 の よ うに大 量生 産 によって生産 コス トを下 げ る ことが可能で、輸送 コ

ス トを吸収 し うる ものは、流通 圏域 は飛躍 的に拡大 す る。外 国産材 の流入 も、地域産材 と

の生産 コス トの ちが いによ ると ころが大 きい。 また、同 じ材料 で も付加価 値 の高 い もの は、

全 国市場 に流通 す る。例 え ば、京都 の 「北 山杉 」の よ うに銘木 として扱 われ る ものが これ

に該 当す る。

物流 圏域 は、交通手段 の変化 や工業 化製 品の大量生産 ・大 量販売 の流れ の中で飛躍 的 に

拡大 した。 これ らの製 品の最終流通 チ ャンネル としての木 材店 、建 材店 は地 域圏域 に存 在

してい る もの の製造機 能そ の もの は脱地域 化が進 んだ。住 宅需 要が、全 国的な ブ ラン ド品
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を志 向す る状 況 の中で、地 域的 な商品 流通 は困難 にな ってい る。

住宅生産 にかかわ る諸機能 を分担 す る主体 間の地理 的関係 を とらえて みよ う。 具体 的 に

は、施 工主体 で あ る大 工 ・工務店 、各 種専門工 事店 、設 計主体 と して の設計 事務 所 ・部 材

製 造主体 の中 での最終 チ ャ ンネル と して の木材 店・建材 店 な どで あ る。 これ らの主体 は、

工事毎 に臨時 的 に構成 され る とはいえ、数 が限定 されて固定 的継続 的な協力関 係 が成立 し

てい る。住 宅生産 システムのタ イプで み ると、 「大工 ・工務 店 システ ム」 によ る生産 の場

合 は比 較的狭域 で あるに も関 わ らず、都 市化 した ライフ スタ イ ル・工業 化部 品、全 国一 律

の建設 基準 を地域 性 を意識 しな いまま無限定 に受 け入れ て きた た めに、地域色 を弱 め るよ

うな活動 を行 って きて い る。 また、 その よ うな活動 自体 に反 省 を もっ こ とも少 な か った。

最近 、地域 の大工 ・工務店 の中で 、パ ッシブ ソー ラー の考 え方 を取 り入 れ た住 宅 に取 り組

む もながあ り、改 めて地域 の特徴が見 直 され るよ うにな って きてい る。

「設計事務 所 システ ム」 の場合 は設計 機能 の地域 との関係 が弱 い。 建築 家 システムは建

築家 自身 の個性 が反映 されて多様 な方 同で の取 り組 みが み られ るが、地域 のア イデ ンテ ィ

テ ィを活 か した住宅 づ くりに積極的 に取 り組 む もの も少 な くな か った。建 設地 か ら離 れた

所 で活動す る建築家 が、客観的 に建設 地 の地域特性 を うま く読 み取 って、地域 の伝統 的 な

住宅 をその ま ま受 け継 ぐの ではな く、 それ らを踏 まえた上 で新 しい地域 住宅 モデ ルを提案

していた。

「プ レハ ブ住 宅 システム」の場 合 は、企 画 ・設計 ・部材 製造機 能 が特 定地域 で集約 的 に

行 われ、施工主体 はそれ ぞれの施工 地域 で編成 され るため全国 的広域 的 な活動 とな る。最

近 では、全国 レベ ルで共通 の部 品や使用 の中で地域 的特徴 を織 り込 んだ住宅 づ くりを 目指

す方 向 にあ り、 また、個別 の住 宅づ くりに とどま らず 、住 宅地 と しての アイ デ ンテ ィテ ィ

の表現 づ くりに も大 きな力 を注 ぎっっ あ る。

「デベ ロ ッパー システム」に よる場 合 には、様々 な形態 が存在 し、 圏域構成 も多様 で あ

る。地域 に密 着 して活動 し・かっ、あ る程度 の規模 の住宅 を ま とめて生 産 ・供 給す る力 を

もって いるため・住宅地 として まとま りを もった住宅開発 に取 り組 むな ど、地 域 の アイデ

ンテ ィテ ィを強め る方向で の取 り組 み を積極 的 に行 える立 場 に あ り
、 一定 の規模 を備 えた

デ ィベ ロッパーで はそ のよ うな企画 ・開発部 門 に大 きな力を もたせ よ うと して い る
。
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2.5住 宅 生産 システムが地域 に根 ざす必要 性

(1)住 宅生産近代 化 と地域 型住宅 生産

戦後 の住 宅政策 は住宅不 足 ・住宅難 の解消 に追わ れて きた。建材 にお ける外 材 、新建 材 、

工業材料 の導 入、工法 にお けるプ レハ ブ、2×4、 部 品化 の適 用 、供給 にお ける分譲住 宅、

商品化 住宅 、集合住宅 の普 及な ど、住 宅生産 の近代化 は、大量 の住 宅不 足 の時代 に限 られ

た材料 ・資源 や限 られた技術 者 ・技能 者で、一 定量 の住 宅 を比 較 的安定 した性能 と価格 で

供給 し得 た とい う意味 で大 きな意義 が あ った。 しか し、一 方 で画一 的 な住 宅 を大量 に供 給

す る結 果 とな り、 これ は地 域性 の無視 にっ なが って い った。近 代化 は、伝統 的 な住 宅形 式、

住 宅生産 ・供 給体 制の不十分 な点 、不 合理 な点 を補 った り、置 き換 えた りす る方 向で開 発

された とい うよ りは、 プ レハブ住 宅 に代表 され るよ うに、独 自 のク ロー ズ ドな技術体 系 を

っ くりあげる方 向で進 んで きた。近 代技術 は、技術開発 の対象 とな る住 宅を 、大 市場で あ

る大都市中心 に展開 して きたため、積雪地 域の生活 に適 合 しな い平面 、周辺 の町並み にそ

ぐわな い外観 な ど、各地 の住宅 ・住宅地 の多様 な地域特 性 を十 分 に反映す るプ ラ ンニ ング

がで きなか った。 また技術体系 が ク ロー ズ ドで あるため、地域 の既存 の技術 ・材 料、技 術

者 などを組 み込 んで生 かす 自由度が少 なか った。 そのた め、地 域経 済へ の寄 与 も少 な くな

り、地 域既存 の伝統的生産 システム と対立 的関係 を生 み出 して きた。

近代 化の流 れの中で見失 われが ちで あ った地域 的な視 点を見 直 し、地域 に適合 した適 正

技術 の開発'1が 重視 されっ っあ る。

(2)適 正技 術 の開発 事例

「適正技術 」 とは、過疎過密 、公害、 自然破 壊、人間疎外 を もた ら した近 代技術 の大規

模性 ・巨大 性 のア ンチテー ゼ と して、技術 を、 地域 を単位 と した レベルで と らえ直そ うと

い う考 え方 に基 づ くもので ある。 「適 正技術」 の持っ特性 と して は
、① 地域 の 自然 ・文 化

・経済 条件 へ の適 応、② 地域主体 に よる技術 の管理 ・運営 、③ 地 域 資源 の活 用 な どが あげ

られてい る。

地域 の技術 者 が伝統 的な住宅 の意 匠的な美 しさと構造 的な合理 性 を理 解 した上 で
、近 代

的 な技術 に良 さを付加 して・地域技術 者 との協 力に よ って
、新 しい地域 型 の住宅 とそれ を

生 み出す地域 技術 を開発 してい る。地域 の他の技術 者 にその合理 性 が理 解 しやす く
、汎 用

性が高 いた め・その後 地域 の大工 ・工務店 の共通 の技術 と して普 及が 図 られ て いる
。



富山県婦負 郡八 尾町 の大 工棟梁 、島 崎英雄 は伝統 的 な木造住 宅解 体 ・再生 を行 う中で、

建物 の耐 久性 を もたせ るた めに長 い軒 の出を確 保 し、かっ、雪荷重 を支 え るために伝 統 的

に培わ れて きた 「出 し梁 」 の工夫 が重要 で ある ことに着 目 した・ この出 し梁 を取 り入 れて・

和小屋 の美 しさを引 き出す とと もに、 洋小屋 トラス(=合 掌 トラス)の 構造 的な合理性 を

これ に取 り込 んで は と考 えた。

合掌 の木質 トラスを組 み上げ るだけで な く、 その引 っ張 り部 分 に鉄筋 の補強 を行 って・

よ り強度 な もの に して い る。 この思 い付 きに確証 を与 え るたあ に、地元 の富 山県木材 試験

場 の研究員 らが荷重実 験 に協 力を行 い、そ の強度 の強 さを確 か め ると共 に、実験 で分 か っ

た接合部 の弱点 の改良 を行 って いる。 この結 果、軒 の出 も1m以 上 出 して、 その構造 を美

しい化粧 と してみせ られる よ うにな って い る。 施工時 の現場 作業 の簡略化 に も役 だ って い

る。

また、真壁 工法 の美 しさとす きま風 の欠 点、筋違 いの処 理 を克服す るため に、柱 、桁 、

土台な どに溝 を きり、構造用合板 を建 て込 みと して、それ に外 壁 を塗 ることによ って解決

してい る。気 密性 の低 い木製 サ ッシに も敷居 と鴨居 の隙間 や建 具 の突合 せ ・重 な り部 分 に

噛み合わせ をっ くるな どに よって気密 性 を高 め る工夫 を行 って い る。

欄範
① 木 質 トラ ス 図 面 ② トラ ス の荷 重 実 験 風 景

図2.5.1木 質 トラ スの 開 発
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もち ろん近 代化 は地域 化 とま った く相反す る もので はな く、近代 化が地域 の力 を向上 さ

せて きた点 も見逃す ことはで きな い。 地域環境 を踏 まえた地域 経済 の 自律や 自然 との共 生

な どが図れ る技術体 系が求 め られて い る。

(3)住 宅 生産 が地 域 に根 ざすべ き視点

本研究 で は、住 宅生産 が地域 に根 ざす べ きであ る とい う視点 にた って いるが、その必要

性 にっいて い くつか の点 か ら整理 して お く。

① 需要(地 域 ニー ズ)に 対す る適 切 な対応

住宅建築需 要 は次 の よ うな性格 を もつ。 第1に 、需要 が土地 と結 びっ いて発生 し、地 域

の地理的性質 に直接 的影響 を うけるだ けで な く、社会 ・文化 の影響 もうけ、地域 と密接 不

可分 の関係 に ある。 このために、住宅 建築 にあた って、地域 に気候 ・風土、生活 ・慣習 、

歴史 ・文化等 の諸 条件 を理解 した上 で、敷地条件、建築主 の住要求 、 ライフ ・スタイル、

近 隣状況 な どを考慮 して設計 ・施工 を行わね ばな らない。克雪型住 宅、水害 に強 い住宅 、

農村型 の ライフスタ イルにあ った住宅 、伝統的 な民家 を現代 風 に再生 した住宅 な どの開発

が盛 んに行 わ れる ようにな って いる。 これ ら地域条件 の最 もよい理 解者 は、 その地域 で営

業 し、かっ地 域 に蓄積 された技 術 ・技 能 を保有す る地域主体 で あ ることが望 ま しい。

地域条件 の理解 が不 十分 であ った り、地域外 の生産主 体が対応 したた めに、需要 者 との

意志疎 通が不 十分 で あ った り、計画 ・設計 内容 が地 域 に適合 しないた めに、 トラブル が発

生 す る場合 もみ'うけ られ る。

第2に 、需 要 の内容 お よび発生 の仕方 が、個 別散在的 な ことで あ る。 住宅 の新築工事 、

修繕 ・増改築 工事 は、工事規模 が零 細 で、工事 の個別性 や発 注 の散在性 は高 い ものが多 い。

しか し、工事 に対す る生産 システム側 の対 応 の即応性 は強 く求 め られ る。 とりわけ、修繕

工事 は、建築 主が正確 に住宅 の状況 を把握 す る ことが困難 な場 合 もあ り、 防蟻対策 の よ う

に専門家 によ る診断 が必要 と思 な もの も少 な くない。建 築主 の ニー ズを的確 に把 握 し、現

状 の住宅 ・敷 地 の状況 を判断 して適 切 な工事 を計画 ・実 施す る必要 が ある。 この よ うな個

別 散在的か っ零細 な工 事需要 に対 して は、建築主 との 日常的 コ ミュニケー シ ョンが容 易 で

即 応可能 な地 域主体 の対応 が妥 当で あ る。 部品化 な ど個 別散在需要 の集約化 が図 られっ つ

あ るが、最終 的 には工 事実施地域 で の コ ミーニケー シ ョンや判 断が必要 とされ る。

住宅建築工 事 を通 じて の建築 主の工 事関連主体 に対 す る評価 は、住宅 建築工事 に関 す る

調 査 塗によ る と工 事着工前 か らの建築 主 と工事関連 主体 との間 の コ ミュニケー シ ョンの密
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度 に関 係が あ る。工事 着工前 か らの密 接 な コ ミュニケー ショ ンを継 続的 に行 え るのは地域

主体 を おいて他 にあ るまい。 このよ うな コ ミュニケー シ ョンが建築 主 と工事関連 主体 間 の

信頼 関係 を強 め、結 果 として工事 の品 質 コン トロール機能 を発 揮 す る。

また、住 宅 は、建築主 ・居 住者 の個 別 の建物 として存在す るだ けでは な く、地域 と して

のアイデ ンテ ィテ ィを形成 して い く重 要 な要素 で あ り、地域 づ くり ・ま ちづ くり と リンク

した形 で進 め られて い くべ きもので あ る。住宅 建築 に際 して 、 ア メニテ ィや居住 環境 を重

視す る考 え方 も定着 しっっ あ り、近 隣 への配慮 な らび に街づ くりへ の積 極的 な対 応 を行 う

必要性 は今後 ます ます強 ま り、 この よ うな地域 環境 に対 す る対 応 は、地域 主体 が積極 的 に

担 うべ き機 能 であ る。

② 生産 システムの経済性 ・合理性

住宅 は土地 に固定 されて は じめて その機 能を発揮 す る。住 宅 を構 成す る材料 ・部品 は カ

サ高 く、重 量 も重 い。住 宅建築 にあた って多種多量 の材 料 を建 築現 場 に輸送す る必要 があ

る。 また、工事 の施工 には、住宅 が多 種多様 な材料 の集積 であ るだ けに、多様 の技術 ・技

能 を もった労働者 の建 築現 場へ の投入 が必要 とな る。住宅建築 の材 料輸 送 コス ト、労働 力

移動 コス トは、他 の商品 に比べて高 い もので あ る。 した が って、 これ らの コス トをで きる

限 り低 くお さえるため には、地元産 出材 を利用 し、地元 の生産 主体 が対 応す るこ とが妥 当

で ある。

ただ 、材料 にっ いては、大規 模生産 による 「規模 の経 済」 を活用 す る ことによ って地域

外で生産 された もので も、品質が よ く、低 い コス トの材料 を獲 得す る ことは可能 で あ り、

性能や コス トとの相対 的関係 の中 で、地域産 出材 と地域外 か らの移 入材 の適否 を検討す る

必要 があ る。木材 は・実態 として の生 産 コ ス トの低 い外材 が流 通 コス トを加 えて も国産 材

との価格 競争 に勝 って大量 に使用 され て きた。 しか し、外材 も資源 の枯 渇 に伴 い 、今後 は

生産 コス トの中にい ままで含 まれてい なか った再生 産 のたあの コス トが加算 され る もの と

予 測 され、外材 の価格 が低 い状態 が長 く続 くとも考 えに くい。逆 に、 国産材 の生 産量 は増

加 がみ こまれ てお り・将来的 には国産 材 の使用 が経 済的 に有 利 な状 況 へ と転換 が進 む もの

とみ られ る。

最近 、地域 の狭 い市場 の中で の材料 流通 によ って、流通 コス トの カ ・ソトを図 った り、質

の良 い地域産 材の有効利用 を図 るな どの試 みが実施 され てい る
。各 地 でみ られ る ロー コ ス

トの中 目材 や間伐材 を利用 した ログハ ウスづ くりは
、地 域 の未利用 材 や付加価値 の少 な い

材 料を活用 して・住宅建設活動 に取 り組 もうとす る もので あ る
。 また、原木 ・製 品市場 で
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は、例 えば長 さは3mと か、曲 が った材 は扱わ ない とか、木 材流通 の一定 の規格 に基 づ い

た市場取 引が行 われ、規格 外 の材料 は流通 ルー トに乗 りに くい。根 曲が り材 は原 木段 階 で

廃棄 された り、 長尺材 は特 注品 と して高価 な ものにな る。地域主体 の連携 に よって、根 曲

が り材 や長 尺材 な どの規格 外製品 を うま く使 い回す ことによ って、構造 と して も合理 的で、

デザ イ ン的 に も木材 の良 さを表現 で き る材料使 用 を比較 的 ロー コス トで実現す る こと も可

能であ る。 この よ うな未利 用資 源の有効活用 な ど、大量生産 市場 にはな い経済効果 や高 品

質住宅 の実現 が可能 とな る。

地域産出材 ・地域労 働力 の利用 は 、地域 の気 候 ・風土 に適 した材料選 択、 あるいは、地

域 に蓄積 された技術 ・技能 ・情 報の利 用 とい う適正技術 の開発 を可 能 に し、後述す る地域

産業振興 とい う視 点か らも好 ま しい。

また、地域 内の住宅生産 主体が住 宅建設 を行 う場 合 には、住 宅生 産 システム と して の存

在 や供給 した住 宅 についての評価が地 域内 で自然 に情報 と して流通 す る。 したが って 、品

質 保証 の仕 組 みや それを建 築主 に周知 させ るための コス トな ど住 宅生産 システムと して の

信 頼性 を確 保 す るた めの追 加的 の費用 が節約 で きる。地域外 の住宅生産 システムの場合 に

はプ レハ ブ住 宅 メーカー に代表 され るよ うに、 多 くの宣伝 や広 告費用 を投 資す る必要 が あ

る。地 域内 の小規 模生産 システムの場 合、建築主 ・居住者 と生産 者 との関係 が密 にな り、

建 築主 に住宅生産 プ ロセ スが よ り明 瞭 な形 で認識 されやす く、生産 者 のつ くる喜 びや工夫

が見えやす い仕組 み とな って、住宅生 産 プ ロセ スの上で の人 間性 の回復 が図 られ るとい う

効 果 もあ る。

③ 地 域経済 の振 興

住宅生産 も一っ の経 済活動で あ り、地域経済 との関わ りは少 な くない。 工業化 や産業 化

は、生産性 の原理 が優 先 され、地域 経済振興 とは独 立 した形 で押 し進 め られ て きた。結 果

と して 、地域 に存在 した地場産業 を衰退 させ る方向 にっなが る こと も少 な くなか った。

地域経済論 の中 で、明治以降 の中央主導型 の産業化 の もた ら した問題点(過 疎 ・過 密、

公害、人間疎 外)を 回避す る方策 と して、地域 を土台 と した社会 の再組織化 をはか り、経

済 の地域 自立 性 を高 め るべ きだ とい う論 が活発 に行 われてい る。

地域内経済 循環 を活 性化す る立場 にたっ と、住宅建築 活動 の経済 的波及効 果が大 きい こ

とか ら、地域 経済 との リンクが重要 で あ る。住 宅建築 の もた らす地 域経済波及効 果 につ い

ては、宮 崎県 にお ける木造 住宅振興 モ デル事業 にお いて実施 された産業連関分析 に基 づ く

波及効 果分 析 牟3がある。 そ こで は地 場産 出材 と して の木材 を使用 した木造住 宅 の波及効 果
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が大 きい ことが指摘 されて いる。地 場産 業 の地 域経済 への波及 効果分析 で は、 「原 材料 が

地域 内で調 達 され るか、 または、物 品 やサー ビスを提供 す る企 業が地 域内 に立地 す る場 合」

に は、その地域経 済波及効果 が大 き くな る として い る。 したが って、住宅建 築 が地域経 済

に貢献す るた め には、地域産 出材 を利用 し、か っ、地域主 体 に よる住宅建築 を行 うこ とが

重要であ る。特 に、間伐材 や石 ・土 とい ったその ままで は付加 価値 の小 さい ものは、地域

の中で住宅材 料 ・部品 として活用 し、付加 価値 を高 ある必要 が あろ う。

最近で は、例 えば、林産地域 で は木材 を原木 ままで出荷 せず産 地 内で製材 した り、あ る

い は住宅部品 と して加工 した り、人工乾燥 に よ らず葉枯 らし材 と して製 品化 を図 る ことに

よ って品質 の高い材 の生産す る、な どに取 り組 んで い る。地域 内 で付加価値 を高 めて 出荷

す る方が、地 域の雇用機会 を高 めた り、地域経 済 の活性 化 につ な が っる と して 、各地 で様

々 な地域産 出材を使用 した住宅生産 シ ステムの取 り組 みが行 わ れて い る。

地域 の既存 の技 術 ・材料 、技術者 な どを取 り込 め る自由度 を もった適 正技術 の開発 が進

む と、地域 資 源の活用 が よ りスムー ズに進む ことにな り、地 域経 済 への寄与 が一 層大 き く

な る。

(4)新 た な地域型木造 住宅生産 システ ムの必要性 と可能性

地域 シス テムと しての住 宅生産 シス テムの メ リッ トを生 か しっっ、 地域 の住宅 市場 に適

合 した住宅生産 システムを新 た に確 立 してい くことが重 要で あ る。 それ は大工 ・工務 店 シ

ステムの保守 的体 質か ら脱皮 した、多様 に組織 強化 を図 った新 しい システムで あ る。

最近各地 で地域条件 を生 か し、合理 化や市場適 合の努力 を行 って い る新 しい木造住 宅生

産 の試 みがみ られ る。 これ らの試 みに は2っ のタイ プが ある。1っ は、地域 の工 務店 が内

部組織 ・機能 の強化 を図 った大 規模 化 システムで あ り、一般 に地域 ビルダー と呼 ばれ る も

ので ある。 この システムの特徴 は・ 「規模 の経 済」 を活 用 しよ うとす る点 で あ り、近 代化

・合理化 への取 り組み には積極 的であ り
、外材 の導入 を図 るな ど非地域 的 な展開 を示す

。

も う1つ は・地域 の住 宅生産 に関 わ る工務店
、材木 店、製材 所 、素材生 産者 、設計事 務所

な どが飴 的 に結合 し脇 同イヒシステ ムで ある
.・ れ は 「規 模 の繍 」 よ りも、各主 体 間

の蝋 的統 合(ネ ・ トワー ク形成)に よ る 「鞭 の繍(EC・N・MICS。FSC。PE)」C・)を

活用 しよ うとす る もの である。

「鯛 の経済」 とは複数 の製品 を1つ の企業 力洞 時 に生産 し販売 す る方 が 洛 々の製 品

を単 独 に生産 ・販売 した ときの合計費 用 よ りも割 安 にっ くこ とを さす
.こ こでは、垂 直 的



統合 によ って業務 活動分野 の範 囲が拡 大す ることによ って費 用節約 が起 こる ことをさす。

垂直的統合 によ って 「範 囲 の経済」 が生ず る理 由 と して3点 を取 り上 げ るこ とがで きる。

①技術 の経 済:

統合 による別個 の主体 の工程 の技 術 的っな ぎの費用 の省略(例 えば、住 宅生産 ではす で

に実施 され て いるが、設 計施工一貫 な ど)

個別 主体 に よる個別 の部分最適化 で な く、業務全体 と しての最適化 が可能

② 取引費用 の経済:

市場取 引の ための費 用(供 給 の安定性 、品質 の安定性 を確 保す るための費用:取 引条 件

を探 る調査 ・交渉 の費 用、 それを基 に契約 条件 をま とめ る費 用、契約 ど うりに行 われて い

るかのモニ ター費用 、契約違反 へ の対応 の費用)(輸 送費 、通信費)の 節 約

③未利用 資源 の経 済:

個別 に活動 してい る場合 の遊 休資源 の活 用、 および共通利用 可能 資源(情 報、技術 、 ブ

ラン ドな ど)の 活用

垂直 的統 合 は、 メ リッ トとしての便益 のみ を発生す るので はな く、統 合の デメ リッ ト、

す なわち費用 も発生 す る。例 えば、投下 資本の増大 、 「規模 の経済」 を使 えない無駄 、情

報 の硬 直性 、 内部管理 上 の問題 、な どであ る。 これ らのあ る部分 は、 中間組織形態(部 分

的統 合)を と って、構成要素主 体 に自律性 を もたす ことによ って解決 可能で ある。 しか し、

管理上 の問題、 未利用 資源 の効 率性 な どか ら組織規模 に は限界 があ る。 したが って、 「範

囲の経済 」 の効 果 も限界 があ る。(参 考:多 角化 の範 囲、多角化 と企業 の経済効果)

表2.5.1は 、住 宅生産 にお ける 「範 囲の経済」 の内容 を示 した もので ある。

表2.5.1住 宅生 産 に お け る 「範 囲 の 経 済 」

・技術 の経 済

・取引費用 の経済

:中 間 在 庫 、 輸 送 、 後 工 程 の た め の準 備 の 省略 また は簡 略 化

例 え ば 、 計 画 的 な部 材 生 産 ・供 給 、 適 正 在 庫 、 流 通 カ ッ ト、

主 体 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 蓄積 ・フ ィー ドバ ック

:供 給 の安 定 性 、 品質 の安 定 性

例 え ば 、 高 品 質 材 の 安 定 供 給 、高 級 技 術 者 の 安 定 的確 保 、

交 渉 ・管 理 の費 用 ・時 間 の 節 約

・未利用 資源 の経済:情 報 資源(情 報 、技 術、 ブ ラ ン ドなど)の 有効活用

例 えば、根曲 が り材 の活用、需要 ・供給 情報 の交換
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ここでは住宅生産 に関わ る各種 の主体 が複 合的 にネ ッ トワー クを組 んだ複 合主体(=ネ

ッ トワー ク組織)を 取 り上 げ る。各 種 の主体 は上位主体 と して の複 合主体 の要素 主体 を構

成す る。 このよ うな複 合主体(=ネ ッ トワー ク組織)の 有効 性 について は 「ネ ッ トワー ク

組織論 」(零5)「 中聞組 織論」C6)「 ホ ロニ ック組織論 」C7)の 中 で、組織 を取 り巻

く環境 の変化 が予 想 され る ときに、環境 への適合性 が高 い組 織 構成 と して提案 されて い る。

「ネ ッ トワー ク組織論」 では、 ネ ッ トワー ク とは、 あ る 「関係 」 の基 にあ る程 度 まで継

続 的 に 「連結 」 されて い る 「諸 単位」 の統 一体 であ る。 「組 織 」 に比 べて、 よ り緩 やか な

連結で ある、 た されてい る。

ネ ッ トワー ク とは経済 的交換 のプ ロセ ス と社会 的交 換 のプ ロセ スが組 み合 わ さ った もの

と理解 され る。 ネ ッ トワー クを形成す る構成要素主 体が主体 性 ・自律性 を持 って い ると、

不確 実な環境条件 に弾力的 に対応 で きる。

一般 にネ ッ トワー ク組織 は
、複合主 体 としての統 合度(要 素主 体 間の結 びっ き)が 高 い

方が好 ま しい とされて いる。 ネ ッ トワークには 「強 い連 結」 と 「弱 い連結 」 があ るが 、 「

弱 い連結 」 の場 合 に、 それ を通 して新 た な情報 や異 質な考 え に接 す る機会 が大 き くな り、

イ ノベー シ ョンを引 き起 こす ポテ ンシャルが高 ま る。 「弱 い連 結」 で も、 あ る程度 の主体

間の信頼性 が維持 されれば、 この方が意 義が大 きい といえ る。

「中間組 織論」 では、市 場 も内部組織 も取引 を行 う制 度で あ り、両 者 に は代替 関係が あ

る、 とされて いる。市場 で は効率的 な資源配分 がな され る。 しか し、広 い意 味で市場 の失

敗が生ず ると ころでは、取 引 は内部化 され組織内 で行 われ る。 組織 もまた内部組織 に固有

な原因(例 え ば、官僚 化の傾同)に 基 づいて失敗す る傾 向が あ る。市 場取 引 と組織 内取 引

の両者 の メ リッ トを享受 し、 デ ィメ リッ トを補 う形 での中間 的形態 と して も中間取 引 の場

としての 「中 間組織」 の有 効性が示 されて いる。

現実 的には・ 「中間組織 」 はい くっ かの主体問 での継 続的 な取 引関係(ネ ッ トワ_ク と

して捉 える ことが で きる)と して成 立 してい る。 特 に、多様 な形 の垂 直 的な 「中 間組 織 」

は・技術 や情 報 の交換 によ るメ リッ トも大 き く、環境的応 力 が高 い。 日本 の産 業構造 の特

徴 で もある。

「ホ ロニ ック組織論 」で は・ 「ホ ロ ン」 とい う言 葉 は、ギ リシ ャ語 の ホ ロス(全 体)と

オ ン(個 や部 分 を示す 〉の合成 語で、 「全体子」 と訳 され 、生 物学 の領域 で は 「個 と全体

との有機 的調 和」 を意味す る概念 と して用 い られてい る
。部 分 が個性 を持 って働 きなが ら

全体や他 の部 分 と繍 して働 いてい る状態 を ホ ・ン的 とい う
.こ の よ うな ホ 。ン的状 態 に
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よ って始 めて有機 体 と して の調和 が保 たれ、環 境変化 に柔軟 に対応 で きる。 ホロ ン的組 織

は、従 来の階 層的組織 とは異 な る柔 軟 な組 織体制で あ るとされ、 こ こで い うネ ッ トワー ク

組織 にあた る構成 が示 され てい る。換 言すれ ば、 ホ ロン的組織 とは複合主体論 で い う要 素

主体 の自律性 が高 く、 かっ複 合主体 と して の統 合度 の高 い組織 で ある。

以上 か ら、新 しく提案 すべ き地域型 の住 宅生産 システムは、 このネ ッ トワー ク組織 を前

提 に検 討を加 える。

参 考:関 連 概 念 西 山 賢 一 「企 業 の 適 応 戦 略 」 中 公 新 書1985

「自律 性 」:主 体 が 、 そ の 目的 達 成 の た め に、 各 構 成 部 分 の 活 動 を調 整 した り、 部 分

相 互 間 の対 立 や紛 争 を 処 理 した りす る能 力 の こ と

「主 体 」:社 会 シス テ ム 論 で は、 入 々の 集 ま りの うち で 、 そ れ 自体 が 一 定 の行 動 の ソ

フ トウ エ ア を もって い る も のを さす

「複 合 主 体 」:主 体 が集 ま って で き た よ り大 きな ま と ま りの うちで 、 そ れ 自体 が ま た

主 体 と して の 性 質 を持 って い る よ うな もの

「社 会 シ ス テ ム 」:複 数 個 の 主体 を要 素 とす る規 則 的 ・持 続 的 な結 び つ き が 、 一 個 の

全 体 を構 成 して い る もの

〈参 考 文 献>

1.室 田 泰 弘 「地 域 主 義 と適 正 技 術 の 可 能 性 」 週 刊 東 洋 経 済 『近 代 経 済 学 シ リー ズNO.48』

1979.5(零1)

2.巽 和 夫 、 他 「戸 建 注文 住 宅 の建 設 プ ロセ ス に関 す る研 究 」 日本 建 築 学 会 大 会 論 文 梗 概

集 、1980C2)

3.巽 和 夫 、 他 「住 宅 建 設 工 事 に と もな う相 談 ・ア ドバ イ ス需 要 に関 す る研 究 」 日本 建 築
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2.6地 域 住宅 生産関連施策 の展 開

地域 型住宅生産 システムに関係 す る様 々な取 り組 みは、各地 域独 自に行 われ るべ きもの

で ある。 また、実際 に い くつかの地 域 で個別的 ・積極 的 な取 り組 み も始 まって きた。 これ

らの動 きを施 策的 にバ ックア ップす る動 きが住 宅施策 の分野 で も最近始 まって いる。

高度成長期 の住 宅施策 は、住宅難解 消、住 宅不 足 に対応す るための もので あ り、大都 市

に比重 がおか れ、全 国 画一 的 な公共住 宅 の供給 に代 表 され るもので あ った。 住宅施策 は、

中央集 権的で地域 へ の権 限委譲 が少 な い体制 の中で、公平性 の観点 か ら公営住宅 や公庫 住

宅 の全国共通 の画一 的な住宅建設基 準 に基 づいた住宅供給 が進 め られて きた。住宅 が量 か

ら質の時代 へ変化す るとと もに、従 来 の画一的 な住宅供給 が 「遠高狭 」 とい う住 宅 ニー ズ

に不適合 を起 こしてい るこ と、 さらには、市町村 自治体 が公共 住宅供給 に伴 う関連 公共施

設 の整備負担 に耐 えかねて 、公共住 宅建 設が進 まな くな って きた ことを踏 まえて、建 設省

主導 の住宅戸 数消化主 義的 な住 宅供 給計 画 を見直す方向 での取 り組 みが始 ま ってい る。市

町村 自治体 が行 う地 域 の住 宅供 給 の基本 となる地域住宅 計画づ くりに対 して国が援助 を行

うとい う施 策 であ る。

また、住宅生産 行政 か らの観点 か らは、戸数 消化 の観点 か ら重視 して きた住宅生産 の工

業化施 策が供 給住宅全体 を カバー しえ ない ことか ら、在来 の大 工 ・工務店 に よる住宅生 産

体制 の改善 の方向 が模索 された。一 方、戦後植 林 した木材 が そろそろ伐採 期 を迎 え るとい

う木材行政 か らの需要 か らRC造 中心 の住 宅供給か らの見 直 しが始 まって いる。

建設省 の取 り組 みを中心 とす る もの は、 ほぼ1970年 代後 半 に始 まって いる。 ここで は、

〈 もの〉づ くりと して の住 宅計 画策定 に重 点 のあ る 「HOPE計 画」 と、 〈 しくみ 〉づ く

りに重点 の あ る 「木造 住宅振興 計画」 の流 れ を整理 してお く。

(1)HOPE計 画

HOPE計 画 は、 「地域 に根 ざした住宅 ・町 づ くり」 をキ ャ ッチフ レー ズに した、市 町

村 が主体 的 に住宅 整備 の計 画を立て る もので、 それ まで の国主 導 の住宅施策 の流 れか らい

うと、画期 的 な もので あ る。1983年 か ら1989年 まで に、104の 市 町村 が地域住 宅計 画 を

策定 してい る。 これは、地 域 の木造住 宅 の振興 策 と共 に、地 域型 ハ ウ ジングの推 進 に大 き

な役割 を果 た しっ っあ るので あ る。

既 に実施 されたHOPE計 画 の 目的 をみ ると、① 地域 の 自然条 件 に対応 した住宅 ・町 づ

くり、② 地場 産業 を活 用 した住 宅 ・町 づ くり、③地域 の伝統 や個性 を生 か した町 づ くり、
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良好 な新規住宅 地の形成 、④ 既成 市街地 の住環境 整備 の五つ に分 け る ことがで きる。 こ

の目的 と計画策定 を行 った市 町村 の人 口との関係 を みたのが ・図2・2ユ で あ る。 人 口増 加

地域 と人口減少地 域、都市部 と農 村部 な ど地域特性 によ って ・計画 の重点 が異 な る状況 が

よ く分 か る。計画 の内容 も、地 域的 な住宅 と住 宅地 の計 画 ・開 発・ モ デル地 区の整備 ・地

域 の住 まい ・町づ くりの組 織づ くりと生産者 の組織 化 ・住 まい ・町 につ いて の各 種 のイ ベ

ン ト、住 まい ・町づ くりの指針 ・ル ールづ くりな ど多彩 で あ る。

計画策定以後 の事業 の実際 的な推 進 を図 るた めに、HOPE住 宅 推進事 業 と して継続 さ

れて いる。事 業推進 の上 でのHOPE計 画の メ リッ トが住宅金 融 公庫 の割 増 し融資程度 い

ず れに して も計画策定 に重点 が あ り、 それ を具体化 す ると ころに対 す る補 助金 な どの施策

が薄 いため に実行力 の担保 が難 しい ところで あ る。

(2)木 造 住宅振興 の計 画

住宅生産近 代化 の施策 が、工 業化住 宅の推進策か ら大 工 ・工 務店 によ る木 造住 宅の生産

供給 の近代化 として捉 え られ始 めた のは、昭和51年 か らで あ る。 当初 は、木造建 築 ・住

宅 の在来工法 技術 の合理化 とい った技 術面 での改良 が課 題 とな って いたが 、昭和55年 以

降 、地域 の木 造住宅生産 の しくみづ くりまで、木造住 宅振興 の多様 な展 開 を みせ るよ うに

な って きた。

木造住宅生 産 に関 わ る大工 ・工務店 の抱 える問題点 の把握 とその解 決方策 の検 討、実施

が各地 で 「木 造住宅振 興モ デル事業 」 と して実施 された。 それ を引 き継 いだ形 で、 「地域

木造住 宅生産 供給促進 事業」、 「木造 住宅生産近代化 促進事業 」 が行わ れ、地域 の木造住

宅生産 供給 システ ムづ くりを支援 してい る。

木造住 宅 の技術 開発 の促進策 として は、工業化住 宅技術促進 の 「ハ ウス55」 に対応 す

る形 で、 「いえづ くり85プ ロジェク ト」 として実施 され、特 に、各地 の木造住 宅生産 に

関 わ る木材 店、設計事 務所 、大工 ・工 務店 な どが積極 的 に参 画 して、良質 で安価 な新 しい

木造住 宅の提案 を行 ってい る。

これ らの施 策 を契機 に、各地 で木 造 住宅振興 の取 り組 みが進 め られて い る
。

開発 ・提案 された木造住 宅が実際 に建設 され る機会 を与 え る るため に、 地域特 性 に応 じ

た木造住宅建 設促 進策 として、①木 造 公営 住宅 の建設促 進 や
、②地 域毎 に優良木 造住宅 の

建設基準 を定 めそれ に適合 した住 宅 には、住宅金融 公庫 の割増 し融資 をっ け る
、 な どの方

法が と られて いる。

また ・性能 のば らっ きが大 きい木 造住宅 につ いて、消費者 保護 の立場 か ら 「木 造住 宅性



能 保 証 制 度 」 が開 設 さ れ 、 木 造 住 宅 を 含 め た 住 宅 相 談 需 要 に対 応 す る組 織 と して 「地 方 住

宅 セ ン ター 」が各 地 に設 置 され て きた 。

<参 考 文 献>
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第2部 木 造 住 宅 生 産 の 地 域 構 造

第2部 の 「木造 住宅生産 の地域 構造 」 は、4章 か らな り、前 半の第3章 か ら第5章 で は、

需要者 、大工 ・工 務店、建築士 事務所 と立場 の違 う主体 の実態 調査か ら、変容 しっっ あ る

地域 の木造住 宅生 産 を とらえて、大工 ・工務店 を中心 とす る従 来か らの地域 の住 宅生産 シ

ステムの抱 え る問題点 ・課 題を整理 してい る。主 な調査対象地 域 と して歴史 的大 都市 か ら

新興住宅地域 、地方都市 地域、農産 漁村地域 までの多様 な地域 特性 を もっ京都府 を取 り上

げて いる。

第3章 で は、京都府 下 を対象 と して、各 地域毎 の大工 ・工務 店 システ ムか らプ レハ ブ住

宅 システムにわた るさま ざまの住 宅生産 システムの競争 的共存 の関係 を明 らか に して い る。

第4章 では、需要 者(建 築主)の 立 場か ら住宅生産 システ ム との対応 関係 、お よび住 宅

生産 システ ムの評価 を行 ってい る。

第5章 で は、地 域の住宅生産 者 として の大工 ・工務店 、設 計事務所 の住 宅建設 ・設計 活

動 と地域 の関 わ り方 ・住宅 生産 システ ムと して の問題点 を解 明 してい る。

後半 の第6章 で は、地域 の中で地域 条件 を生 か した形 で取 り組 まれてい る新 しい地域 型

住 宅生産 システ ムと考 え られ る事例 の実態調査 を行 ってい る。各地 の事例 の システム形 成

の特徴 や市場適 合 の状況 な どの システ ム分析 を行 い、今後の地域型住 宅生産 システムを設

計 して い く上 で の基本 的な条件 を明 らかに してい る。

一41一





第3章 住宅生産市場の地域特性

-
ゐ

2

3

4

【
」

3

3

3

3

3

地域特性把握の方法

供給住宅の特性

施工者の活動圏域

京都府下の住宅生産市場の競争的共存

まとめ





第3章 住 宅 生 産 市 場 の 地 域 特 性

3.1地 域特性 把握の方法

戸建住宅生産の市場 は、第1に 生産 が地域的 である。第2に 伝統的 ・零細な生産 システ

ムと近代的 ・大規 模 な住宅生産 システムが、1っ の市場で共存 するとい う特性 があ る。 こ

れ ら住宅生産 システムは、1つ の地域 の市場 の中で互いに競合関係を持 ってい る。 しか し、

一方が他方を完全 に駆逐す るので はな く
、特 に特異 な技術を擁す る分野(増 改築 ・数寄屋住

宅等)で は、競合関係 を もたない安定 した 「すみわ け」の関係 がある。

本章は、木造住宅都市である京都市 、南部 の大規模住宅開発地域、北部の農 山漁村地域

という多様な特性 を もつ京都府 を対象 として、その住宅生産市場 における住宅生産 システ

ムの競争的共存関係 を地域構造 として明 らかにする ことを目的 としている。

京都府下で1988年(昭 和63年)4月 か ら1989年(平 成元年)3月 までの1年 間に建て ら

れた新築 ・戸建住宅 の建築確認 申請 に伴 う工事届 の内、1/5(2260件)を 無作為 に抽出 して

分析 した。

分析 の際に、京都府を表3.1.1、 図3.1.1の よ うに7地 域に分 ける。

表3.1.1京 都 府 の地域 区分

1

H

皿

京都市中心4区V

上京区、 中京区、東山区、下京区

中心4区 以外 の京都市

北 区、左京区、南 区、右京区、

伏見区、山科区、西京区

京都市周辺市町

亀岡市、八幡市 、城陽市、長 岡京市

宇治市、 向日市 、乙訓郡、久世郡V皿

京都府南部

綴喜郡、相楽郡

京都府中部

北桑 田郡、船井郡

京都府北部の市

福知山市、舞鶴市 、宮津市 、綾部市

京都府北部の郡

天田郡、加佐郡、与謝郡 、熊野郡、

竹野郡、中郡

京都府以外の近畿圏

その他の都道府県
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図3.1.1京 都 府 の地 域 区分

以上のよ うな地域 区分 に従 うと、工事届 か ら抽出 された住宅の建設地(敷 地所在地)・

施工者所在地 ・建 築主所在地 の地域区分の割合 は図3.1。2の よ うにな る。

○ 住宅建設 地 ○ 施工者 所在地

○建築主所在地

図3.1.2住 宅建 設 地 、施 工 者 所 在 地 、 建築 主 所 在 地
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3.2供 給住 宅 の特 性

(1)構 造:木 造 は 「中心4区 以 外 の 京都 市 」 「京都 市 周辺 市 町」 「南 部 」 「中 部」 「北

部 ・市 部 」 「北 部 ・郡部 」 で は75%以 上 で あ り、木 造 中心 の地 域 で あ る。 そ の 中 で も 「中

部 」 「北部 の市 部 」 で はS造 の割 合 が増 えて い る。 「中 心4区 」 で は木 造 が35%で あ り、

S造 が35%な ど非 木 造 の割 合 が高 い。

(2)工 法:在 来 工 法 は 「中心4区 」 「中心4区 以外 の京 都市 」 で は90%で あ るが 、 む し

ろそ の他 の地 域 で 低 くな って お り、 プ レハ ブ ・2×4な どの新 しい工法 が普及 して い る。

(3)階 数:「 中心4区 以 外 の 京都 市 」 で は3階 以上 の住 宅 は12%で あ るの に対 して 、 「

中心4区 」 で は そ の割 合 が 高 く38%と3倍 以 上 で あ る。 京 都市 以 外 の地 域 で は、3階 以上

の住 宅 の供 給 は ご くわず か しか見 られ ない。

(4)資 金:京 都 市 内 で は資 金 と して金 融公 庫 を利 用 して い る割 合 が 低 い(中 心4区:13%

、4区 以外 の京都 市:17%).そ れ に対 して 、他 の 地域 で は50%以 上 と高 い。特 に 「南 部 」 で

は高 く65%で あ る。

(5)住 宅 の種 類:「 中心4区 」 と 「北 部 の郡 部 」 で は、他 の地 域 に比 べ て併 用 住 宅 の割

合 が高 い。

(6)利 用 関係:「 中心4区 」 と 「北 部 の郡部 」 は 、分譲 住 宅 の割 合 が低 い(中 心4区:9%

、北部 の郡:3%)。 それ に比 べ て 、 特 に 「南部 」で は 、分譲 住 宅 の割 合が 高 い(39%)。

(7)敷 地 面積:京 都 市 内 は敷 地 面 積 が100㎡ 以 下 の割 合 が高 い。 そ れ に対 して 「北 部 の

郡 」 で は100㎡ 以 下 の住 宅 はな く、300㎡ 以 上 の 住 宅 が半 数近 くを(49%)占 め る。

(8)床 面積 ・工 事 費:「 南部 」 と 「京都 市周 辺 市 町」 で は 、床 面積 で75㎡ ～125㎡ 、工 事

費 で1000万 円～2000万 円 の割 合 が他 の地 域 に比 べ て高 い。

○構造

國

○工法

■在果工ジ

0ブ 工遣

國開 【工法

図3.2.1地 域 別 の住 宅 特 性(そ の1)
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3.3施 工 者 の活 動 圏 域

敷地所在地別 にみて地元の施工者 による生産 の割合が高 いの は 「北部の市部 、郡部 」 「4

区以外の京都市」 であ る。 「中部 」で は京都市 内の施工者が34%を 占めている。

「京都市周辺市 町」では京都市内の施工者 が28%、府外の施工者が44%を 生産 して いる。「

南部」で は府外の施工者 が71%を 占めている。

施工者 の所在地別 にみ ると、 「北部 の市部、郡部」 「南部」 の施工者 の活動 圏域 は他 の地

域に比べて狭 い。府外の施工者 の流入が多いのは、「京都市周辺市 町」 「京都市内」 「南部」

である。
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3.4京 都府下 の住宅生産市場 の競争 的共存

(1)住 宅生 産 シス テム の タイ プ

京 都府 下 の住 宅 生産 市 場 を分 析 す るに あた って 、住 宅 生 産 シ ス テ ムの タ イ プ わ け を行 う。

こ こで は工事 届 と い うデー タの制 約 が あ るた め 、工 法 と施 工者 規 模(住 宅 供 給 戸 数)か ら

タ イ プわ けを行 う。

施 工者 規模 は、工事 届 に現 れ て くる戸数 を5倍 した年 間推 定 生産 戸 数 に よ って分 類 す る。

大 野勝 彦 日に よ る と、住 宅生 産 システ ムの年 間 住 宅 生産 戸 数 を下 記 の よ うに設 定 して い る。

大 工棟 梁:2～4戸 大 手 ビル ダー:1000～3000戸

工 務店:5～20戸 プ レハ ブ メー カ ー:6000～20000戸

地 域 ビル ダー:30～600戸

ここで は、 これ を踏 まえて 、施 工者 の規 模 に基 づ いた住 宅 生産 システ ム の タ イ プ わ け は、

・在 来 工法

① 大工 ・工 務店:推 定 年 間生 産 戸数1～25戸

② 地 域 ビル ダー(小):年 間推 定 生産 戸 数25～50戸

③ 地 域 ビル ダー(大):推 定年 間生産 戸 数50戸 以 上

・プ レハ ブ工法

④ プ レハ ブ メー カー

・2×4工 法

⑤2×4ビ ル ダー

とす る。

(2)地 域別 の市場特性

① 京都市中心4区=

京都府全体 の戸 建新築住宅生産 の9%で あ り、比較的大市場であ る
。 しか し、大規模開発

が難 しいため、地域 ビル ダー ・プレハブメー カーの シェアは小 さ く
、大工 ・工 務店 の シェア

が大 きい・ただ しS造の割合が高 く・3階 建以上 の住宅が多 い ことを反映 して いる。在 来の

木造住宅を担 って きた大工 ・工務店 が、非木造を施工す る大工.工 務店 へ と変質 を遂 げて い

る。
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図3.4.1競 争 的共 存 関 係

②中心4区 以外 の京都市:

府下 で最 も戸建新築住宅の建設が盛 んな地域 であ り(府下の約41%)、 大市場であ る。

地域 ビルダーによ る分譲住宅 の生産が多 く、プ レハブメーカーの流入 も多い。 また地域 内

のプ レハブメーカー ・デ ィー ラー、大工 ・工務店 は京都市周辺市町に進 出 してお り、流動

的な市場 とな って い る。

③京都市周辺市町:

中心4区 以外 の京都市 についで大市場で ある(府 下の約29%)。 大規模開発が 可能なため、

地域 ビルダーによ る生産 が 目立 っ。 またプ レハ ブメーカーの流入 も多 く、大工 ・工務店 は

他地域 に進 出 して お り、流動的 な市場 である。

④南部:

京都府全体の戸建新築住宅生産の約10%で ある。大規模宅地開発 を反映 して分譲住宅の割
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合が高 く、地域 ビルダーの シェァが大 きい。他 地域か らの流入 が最 も多い地域 で あ り、生

産 システム間の競争が激 しいが、全体 の建設量 が多いため、大工 ・工務店 同士 の競争 は比

較的少ない。

⑤ 中部:

京都府全体の戸建新築住宅生産の約2%で あ り、小市場 であ る。分 譲住宅の割 合は少 な く、

また地域 ビルダー による供給 はない。プ レハ ブメーカー、大工 ・工務店 の流入 がみ られ る

が、地域内の施工 者の地元施工 の割合が高 く、安定 的な市場 とな ってい る。

⑥ 北部 の市部:

京都府全体 の戸建新築住宅生産 の約8%で あ る。地域 ビル ダーによる生産がみ られ るが、

大規模開発 がないたあ分譲住宅 は少ない。全体 の建設量 が比較的多 いため、大 工 ・工務店

と規模 の大 きな生 産 システムとで、 シェアを分 けあっている。

⑦北部の郡部:

京都府全体の戸建新築住宅生産の約拐 と、小市場である。地域 ビル ダーによ る供給 はな

い。大工 ・工務店 の シェアが多 いが減少市場で あ り、大工 ・工務店 同士 の競争 の結果、廃

業 あるいは兼業を強い られ る施工者がいることも考え られる。

(3)住 宅生産市場 の競争的共存

「北部 の郡部」 「中部」 は市場が小 さく、大規模開発が期待 で きないため に、規模の大

きな地域 ビルダーな どの生産 システムは存在 しない。少 しではあ るが地域外の施工者の参

入がみ られ、生産 システム間の競争 より、同一 システム内の競争が強い地域で あ る。一方 「

中心4区 以外 の京都市」 「京都市周辺市町」 「南部」では市場が大 き く、大規 模の宅地開

発が行われている。地域外の施工者 との競争が み られ るとともに、地域 ビルダーのよ うな規

模 の大 きい生産 システムが成立 し、システム間での競争が強 い地域 となってい る
。 「京都市

中心4区 」で は、市場 は大 きいが大規模開発の可能性が少 な く、規模 の大 きい地域 ビルダー、

フ レハ ブメー カーは少ない・大 きな市場 ではあ るが、地域外の施工者 との競争 も少 な く、大

工'工 務店が需要 に対応 して変化 している。 「北部 の市部 」は比較 的市場が大 きく、地域 ビ

ルダーが存在す るが・地域外 の施工者 との競争 は少 な く、 システム間で シェアを分 けあっ

ている。



3.5ま と め

建築確認 申請 のデー タに基づ いて戸建住宅生 産市場 の地域構造 について整理 している。

「住宅市場規模 と小規模木造住宅生産者」 は、藤沢好一が 「木造住宅の小規模生産 に関す

る研究」(学 位論文)寧2で 扱 っており、住宅生 産市場 、特 に、木造住宅生産市場 の中で多

様 な住宅生産 システム(主 体)が 存在 し、特にその中で小規模 な住宅生産 システム(主 体)

の占め るシェアが高 い こと、 さらに、〈大都市 一地方都市 〉 といった都市化 の違 いによっ

て、地方 ほど小規模 な住宅生産 システムの割合が高い ことを指摘 している。本研究では、

住宅生産市場 が藤沢 の扱 った都道府県の圏域 よ り狭域的な市場 として成立 して いるとの認

識か ら、地域を都道府県 より狭 く分割 してその市場特性を とらえている。その結果、戸建

住宅生産市場が、特 に、農山漁村部では狭域的で、 クロー ズ ドな市場 になって いること、

反面、需要 の大 きい市場で は、地域外か らの住 宅生産 システムの流入 があ り、流動的な市

場構成であることを明 らか に している。安藤正 雄 らの千葉県佐倉市の建築工事業 の動態分

析串3によると、住 宅 ・宅地開発 の動 き、すなわ ち、住宅需要 の動 きによ って事業所が立地

を移動す る傾向を指摘 してお り、地域特性 によ り住宅生産市場 の流動性 に違いがあること

が分か る。

各地域市場 には零細 な地域住 宅生産 システムか ら大規模な全 国的な住宅生産 システムに

至 るまで さまざま の住宅生産 システムが競争的共存の関係を もって存在 してい る。それぞ

れの市場 におけるそれぞれの住 宅生産 システムの占め る割合は、地域市場の大 きさ、その

住宅市場の発展性 、他地域 との交通利便性 などの地域条件 と住宅生産 システムの もつ特性

に規定 されてい ることを指摘 している。

<参 考文献>

1.大 野勝彦 「地 域住宅工房の ネッ トワー ク」1988C1)

2.藤 沢好一 「木 造住宅 の小規模生産 に関す る研究」学位論文1988C2)

3.安 藤正雄、他 「住宅 ・宅地開発 にともな う建築工事業者数 の推移(木 造住 宅の生産組

織 に関す る研 究 ・その38)」 日本建築学会学術講演梗概集1ggo。10C3)
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第4章 住 宅 生 産 シ ス テ ム の 需 要 適 合

は じめ に

第4章 で は、住宅生 産 システ ムの需要適 合を とらえるため に、戸建住 宅 の新築工事 、修

繕工事 とい う内容 の異 な る工事 を取 り上 げて、建築主 と工事 を実施 す る住宅生産 システ ム

の対応 関係 を整理 す る とともに、工事 の プロセ スにおけ る建築 主の学習 ・相談行 為を通 じ

て住宅生産 システ ムの もつ問題 点 を明か にす る。

4.1戸 建 注文 住 宅 の建 設 プ ロセ ス

4,1.1研 究の意義 ・目的

大工 ・工務店 は、建築主 との間の信 頼関係 に基 づいて住宅 の品質 を確 保 しっっ、個別 散

在需要 に うま く適 合 して きた。

しか し、世 帯の核家族化 や都市 への入 口集 中 によ り、建築主 と大 工 ・工務店 との間の地

縁的血縁的信 頼関係 は崩壊 し、一方 で、全 国的 ・広域 的な住宅 企業 による住宅生産供給 が

増加 して い る。 こうい った状況 の下 で、戸建注文住 宅の建築主 は信頼 しうる地域建設 主体

の選択手段 を失 いっっあ る。 また、住 要求 の多様化 や新材料 ・新技術 の氾濫 によ り、地域

の建築主 と大 工 ・工務店 との間 に従 来存在 した基本的 な住宅 に対す るコンセ ンサ スが崩壊

し、住宅 の平 面、外観 、住宅部材 ・部 品な どの選択決定 の判 断基準 が混乱 し、住宅構成 要

素 の適切 な決定 のあ り方が 問われて い る。

本節 では、住宅生産 システ ムの需要適 合 をと らえ るたあに、戸建 注文 住宅建設 プ ロセ ス

におけ る建築 と住 宅生 産 システムの対応 関係 と、 そ こに内在 す る問題点 を明 らか にす る。

4.1.2研 究 の方法

(1)調 査対 象 の設定

建築 主 と住 宅生産 システムの関係 を と らえ るために、建築 主 と住 宅生 産 システ ムの間 に

古 くか らの地 縁 的血縁 的関係 が強 い京都市 の周辺 に開発 された洛西 ニュータ ウン内 の分 譲

宅地を選定 した。
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洛西 ニ ュー タ ウ ンは、 京 都 市 の南 西 に位 置 し、 計 画 人 口44,000人 、 面 積274haで 、 中 高

層 集 合 住 宅7600戸 、 テ ラ スハ ウ ス1600戸 ・ 分 譲 宅 地1700区 画 に よ り構 成 され て お り、 昭 和

47年 よ り開 発 に着 手(造 成 工 事 開 始)さ れ て い る。

調査 対象 は、 京 都 市 開 発 局 に よ る 宅 地 分 譲地 域 の うち初 期 に分 譲 され た もの で 、 昭 和5

2年 度 に建 築 申請 を受 けた 戸 建 注 文 住 宅 の う ち の263戸 で あ る。 な お この 宅 地 分 譲 で は購

入 者 に 京都 市 内 に住 所 も し くは職 場 を 有 す る こ と と い う資 格 制 限 が あ った。

(2)調 査 概 要

調 査 方 法 は留 置 自記 法 で 、 回 収 時 に ヒア リン グを 行 っ た 。

調 査 時 期 は 昭 和54年11月 で 、 回 収 状 況 は表4.1.1の 通 り。

表4.1。1配 票 回 収 状 況

対象戸数 無効戸数 配票戸数 回収戸数 有効回収

戸数

有効回収率

263 35 228 200 198 86.4%

4.1.3住 宅生産 システ ムのタイプ

戸建注文住 宅生産 システムに は様 々 なタ イプの ものが あ る。 ここで は次 の5タ イプに分

類 した。

① 大工親方;い わゆ る大工 ・工務店 システムの うち、現 場作業 を行 う大工親 方 が建築 主 の

交渉 にあた る もの。一 人親 方や小規模 工務店 が該当す る。

② 工務店;い わ ゆる大工 ・工務店 シス テムの うち、建築主 と交渉 を行 う もの と現場作業 に

従 事す るもの との間 に分化 がみ られ る もの。 中規 模工務店 あ るい は建売 住宅 を主 として手

が けて いる建 設主体 が該 当す る。

③ 設計事務所;施 工者 とは独立 した建築家 ・設計事 務所 によ って設 計
、 監理 が行 われ る も

のo

④ 住 宅 会社 ・全 国 規模 の住 宅 企 業 の う ち プ レハ ブ住 宅 を 手 が け て い な い もの
。

⑤ プ レハ ブ 漣 築 基 準 法第38籍 定 あ る・・は工 業 化 住 宅 認定 を 受 け 雄 宅 を 供 給 して い る

全 国 的 な住 宅 企 業 。

各 住 宅 生 産 シス テ ム タ イ プ の 内訳 は・ 「大 工 親 方 」20.・%、 「工 務 店 」36 .9%、 「設 計

事 務 所 」10・1%・ 「住 宅 会 社 」14 .6%、 「プ レハ ブ 」17 .7%で あ る。
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4.1.4建 築 主 の基本属 性 ・居住歴

(1)建 築主 の基本 属性

建築主お よ び住宅 の基本属性 は図4.1.!に 示 す通 であ る。 土地 と住 宅 の取得価 格がか な

り高額 にな る こと もあ って年 齢 の割 に高 い年収 とな ってい る。住 宅生産 システム別 にみ る

と 「設計事 務所 」が年収及 び坪価格 と もとび抜 けて高 い。

i 1大 工親方1・ ・店1・ 計事務所1。 宅会社1。..。1・ 。1

家
族
型
美露‡季雛・・醒 臨 闘
奏篇謬}1

204060巽

η
204060器

照
204060瓢

列
204060、

η
ゴ噸 解 ノ鐙 礎`ゴ ヨ

1

"二蝉 胤 μ'閣 '"1

溜 き ヨ 乱
ゴ

家
族
人
数

、人 』"⑩6。 瓢詔`.6。=

i短 許 き

204060覧

コ

204050覧

興

204060漏

「

m

204060窯

『

銅

'7y_盗 掻 襯'鯉'1 '
り'1

陶'ワ1

,凄

r ヨ 摺
, ゴ

世
帯
主
年
齢

3

3

弓̀

4

FO

FO

。蔵 』2.嶋 霊一"`o罵
,彊目

:1:穿.う ミヨ;1Ψ ヨ・,

;謄 虻 『

2040覧

翫
2◎40罵

隅
2040器

珂

/1

'畳 州'5～} ・1

2040薯

η
'翻

冗

惣
婦

・ 身

.ゴ.31

ヨ

」

謡

一
ゴ

世
帯
主
職
業

2040二

「

2040罵

ヂ ニ'写i

2040二

¶

墾

2044}=

岡

2040猛 20●o瓢

「没員 理事

管理職

専門 ∫支術 事務

技能 ・サ ー ヒス

自宮 自由穿

無職 その他

冊予凋
ゴ 'ぐ'-"獺 7ヨ`∫ 了が1 "1

㌻,凝 翔 i ,,盒 ㍊ !ウ 擁'd ]
甘4

鋤 瀕一
旨
艶

づ
麺"慧

年
収

・。2。 」。 ・;1。2。3。=1。2。3。 鴇1。3。 嵩 ・。2。3。 瓢

聯 罪 臥 ・ 　 臨

緋 乍 窓 匿 　

⑩2◎30峯

㍉
η

　'■
♂ ノ

!ゴ'
一 「

ゴ

住
宅
面
積

ト2。 ら0刈 ⑳40覧

8・m縞 冒1

欝鮮 』
1…1三雛8癖 詐

2040蓄

甲

2040、

㍉

⑳ 噛 ⑳ ⑩ 覧

1臼 「

江 コ ・'・1

益 盲

1-}

醇
r

"僧1

益
_5

坪

単

価

　 20`O覧i2040zl⑳ ら0、

i灘≒ 豪 藍
2040瓢

コ

2040箆

「
2040瓢

男

惣グ冊∫隅 '閃

,/,!∴,環
一ア

コ1
"コ

"

搾 鯉
"1

』
1

図4.1.1建 築主 および住 宅の基本属性

(2)建 築 主 の居住歴

住宅生産 システ ム別 に建築主 の居住 歴 をみ る。 図4.1.2は 前 住居地 をみた もので あ るが、

各住宅生産 システ ムと も京都市 及 びそ の周辺 が大半 を 占め、中で も右 京区、西京 区、向 日

市 な ど洛西 ニ ュー タウ ン周辺 の 占め る割合 が高 い。 調査対象 宅地分譲地 域 は極 めて地 域 的

な需要 に立 脚 して いる。前 住宅 タイプ(図4.1.3)は 、 「戸 建持家 」が多 いが、 「注文 」

とともに 「建売 り」 も多 く全体 と して は住 宅の質 の同上 をめ ざ した住み かえが多 いこ とを

窺 わせ る。住 宅生 産 システム別 には 「住 宅会社」で 「中高層」 が、 「プ レハ ブ1で 「建 売」

が多い ことが 目だ っ。 前住宅 タ イプ に代表 され る居住歴 が住宅 生産 システ ムの選択 と無 関
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係 で はない こ とを示 してい る・ 図4・1・4は 前住宅以 前 腱 築 主 が経験 した建築 工事 で あ る.

何 ら力礎 築 騨 もっ ものが多 いが・前住 宅 タイプ との関係 で は・ 「住宅会社 」 「プ レ

が多 い。 なお、戸難 文住 宅以外 の住 宅 タイプを検討 した か否 か に

のみ検討 した ものが過半 砧 めてい る(図4⊥5)・ また・それ以 外

ハ ブ」で 「経験 な し」

っいては、戸 建注文

に検討 した タ イプ は 「建売」が 多い。

405臼 〔氾7@舘golo臼

大 工 親 方

(4D

工 務 店

(73)

設 計

事 務 所

(20)

住 宅 会h.

(29)

プ レハ ブ

(35)

凡例,薩11上 京沖 京・下京・軸 区

團 含 左京・北区

匡覇3山 科、南、伏見区

躍4右 京、西京区

[コ5舶 ・長岡京・綱 市・大・鵬 町

[コ6宇 治、城陽、八幡市、久御山町

〔]7滋 賀県

鰯8大 阪府

図4.1.2前 住 居 地

ユ222324Z52627@829②12巳

大 工 親 方

(4D

工 務 店

(73)

設 言十
・事務 所

(20)

住 宅 会 社

(29)

フ レ パ フ

(35)

凡 例: ■圏1新 築 ・建替

團2増 改築
翻3彦 繕 ・その他

[=コ4エ 事経験なし

図4.1。4工 事 経 験

住 宅 生 産 シ ス テ ム の選 択 プ ロセ ス

大 工 親 方

(40)

工 務 店

(7 ,D'

設 計

事 務 所

(19)

住 宅 会 社

(29)

ブ レ パ フ

(34)

凡 例 ・

2②304臼5図62728図9②1gg

■■1戸 建持家 ・注文

薩ヨ2戸 建持家 健 売

團3戸 建持家 ・中古

翻4戸 建借家

口5艮 屋持家

口6艮 屡{皆家

■7中 高層持家

劉■8中 高層借家

口9そ の他

図4.1.2前 住宅 タ イプ

ユ222324252627日809図1四

一
瀞力
署
事講
躍 社

1碧〕、ブ
(35)

凡例:團 圏1注 文戸建のみ検討

[コ2そ の他 も検剖

図4.1.5住 宅 タイプの検討

4.1.5

宅地 を取得 した建築主 は住宅建設 を依頼 す る住宅生産 システ ムを選択 す る。 住宅生 産 シ

ステ ムの選 択過程 は、建築 主 と依頼 を受 け る住 宅生 産 システム との間 に従 前 か ら培 わ れて
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きた地縁 的 ・血縁 的関係 に基 づ く場 合 が多 い。一方 、住宅生産 システ ムに何 ら手 がか りの

ない建築主 の場 合・ マ スメデ ィアや売 り込 みな どを通 じて知 り得た 中か ら依頼す る住 宅生

産 システムを選択 決定 す る・建築主 側 の いかな る条件 が住宅生 産 システ ムの選択 を規定 す

るのか を明 らか にす る。

(1)住 宅生産 システムの選択範 囲

設定 した5つ の住宅生産 システムは 「大工親方」 「工 務店」 「設計事務所 」の地域的 な

住宅生産 システム と 「住宅会社 」 「プ レハ ブ」 の全 国的 な住宅生産 システム とに大別 す る。

図4。1.6は 住 宅 を建 て る ことが決 ま った時点 で依頼 す る住宅生 産 システムの 目当てが あ っ

たか否 かを示 した もので あ る。地域 的な住宅生産 システムで は 「目当て の業 者 に決定」 が

40%～65%と 多 いの に対 し、全 国的 な住宅生産 システムでは10%と 少 な く、両者 の間 に明

確 な差があ る。 また、 図4.1.7は 検討 した住 宅生産 システ ムの種類 をみた もので 、地域 的

な住宅生産 システ ムで は 「目当てが あ った」 ことを反映 して 「1社 のみ検討 」が70%前 後

と多 い。一方、地 域的 な住 宅生産 システム と全 国的 な住宅生産 システムの双 方 を検討 した

ものは2割 程度 と少 な く、住宅生産 システ ムを検討 す る段階 か ら地域 的な住 宅生 産 シス テ

ムに向か うか全 国的 な住 宅生産 システ ムに向か うかが、 あ る程 度方 向づけ られて いる。

Oj〔 〕2030405@6日7〔 〕8〔 〕9〔 〕1〔 〕〔〕

大 工 親 方

(41)

工 務店

(73)

設 計

事 務 所

(20)

住 宅 会 社

(29)

プ レ ハ ブ

(35)

凡 例: 匿翻1.目 当 て の 業 者 に 決 ま っ た

團2.目 当 て の 業 者 に 決 ま らな か っ た

[コ3.目 当 て の 業 者 が な か った

②1〔 〕2@3〔 〕405〔 〕6∈ 〕7@8〔 〕9日 ユ0臼

大 工 親 方

(40)

工 務 店

(69)

設 言1

事 務 所

(19)

住 宅 会 社

(29)

プ レ ハ ブ

(33)

凡 例 ・ 睡魍il社 のみ検討

睡ヨ2地 域的タイプから数社検討または

全国的タイブから数社検討

[コ3地 域的 タイプおよび全国的タイプ
か ら数社検討

図4.1,6目 当 て の生 産 シ ス テ ム の有 無 図4.1,7検 討 した 生 産 シ ス テ ム の パ ター ン

(2)建 築 主 と住 宅 生 産 シス テ ム と の関 係

建 設 主 が住 宅 生 産 シ ステ ムを 知 った い き さつ(図4.1.8)を み る と容 易 に理 解 で き る。

「大 工 親 方 」 等 地 域 的 な住 宅 生 産 シ ス テ ム で は 親 戚 ・知 人 も し くは そ の紹 介 、 出入 業 者 と
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い った ケ_ス が大 半 を 占 め て い る。 っ ま り・

人的なって の有無 が地 域的 な住 宅生 産 システ 驚 方

ムを選択す るか否 かの一 っの分岐点 とな ・て 施 轡
設計

お り・つてが ない場 合 「住 宅会社 」や 「プ レ エ 轡

ハブ」 とい ・た全 国的 な住 宅生 産 システムを 。 轍 社

選 択す る傾 向 があ る.こ れ らの住宅生 産 シス て島;'ブ
設 設謝

テムの場合 「マ スメデ ・ア」 や 「売 り込 み」 薯 轡

凡例:

が建 築 主 と住 宅 生 産 シ ス テ ム と を結 び っ け る

契 機 と な る。

図4.1.9は 、 建 築 主 の 出 身地 別 に建 設 シ ス

テ ムを知 った い き さっ で あ る。 「京 都 出 身 者

と 「他 地 方 出 身者 」を 比 べ る と、人 を 介 した

場 合 や 出入 業 者 と い っ た地 縁 ・血 縁 に基 づ く 図4.1.8

2

ものは前者 が後者 を上 回 ってい る。住 宅生産

②1図2臼324252627図8〔 〕921巳a
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出入 り業者

親戚紹介

知人紹介

勤務先出入 り業者

マスメデ ィア

売 り込み

設計事務所の紹介

親戚

知人

本人 自営

飛び込み ・その他

生産 システムを知 った い きさっ

102〔 う3〔 ⊃4②5〔 〕637∈ 〕8〔 〕9[〕122

京都

システ ム選 択 のポ イン トとなるって の有無 は 寺丹誘

建築主 と地域 との関わ り、具体 的には出身地 他地域

鴨 弄
や 居 住 歴 な ど に規 定 され て い る。 凡例 図4

1.8に同じ

(3)住 宅 生 産 シ ス テ ム の選 択 理 由 図4.1.9出 身 地 別 シ ス テ ム を 知 った い き さつ

ほ ロ ユロ 　ビ ヨロ 　ロ らむ 　ロ アロ 　ロ 　ロ

住 宅 生 産 シ ステ ムを 選 択 した理 由 を み る(

大工親方

図4.1.10)。 地域 的 な住 宅 生 産 シ ス テ ムで は(4D

施 工務店

「気 こころが知れ ていた」 「仕事が確 か」 「 ～熱

工 事務所

紹 介 者 を信 頼 」 とい った本 人 も し くは紹 介 者(20)
住宅会社
者(29)に対 す る信 頼 感

、 す な わ ち人 的 な信 頼 関係 が
フレパフ

(35)

決 定 要 因 と な っ て い る。 こ れ に 対 し 「住 宅 会 設 設計
計 事務所
者(15)

社 」 「プ レハ ブ」 で は 「住 宅 が気 に い る」 「 凡例 畷
1気 心が知れていた

ネーム ・バリ判 など・もの(臨 場 ・カEll犠 瓢 、

夘 グ等を通 じて接す る製品化されたもの)圏 譜 雛 難.

匿鋼6住 宅を気に入るや 企業 の知 名 度 の 高 さ に よ る信 頼 感 が 住 宅生

口7資 金の手配

[=コ8下 取りサービス産
シス テ ム選 択 の 決 め手 とな って い る。 住 宅 匿i蟄9ネ ームパ　、一

口1そ の他

生 産 シ ステ ム の選 択 理 由 は住 宅 生 産 シス テ ム 図4 .1.10生 産 シ ス テ ム の選 択 理 由

1@9
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を知 った い き さっ や 各 住 宅 生 産 シ ス テ ムの 特 徴 を反 映 して 、 地 域 的 住 宅 生 産 タ イ プ で は 人

的信 頼 関 係 に 基 づ く限 定 的 な選 択 が 行 わ れ て い るの に対 し、全 国 的 な住 宅生 産 シ ステ ム、

特 に 「プ レハ ブ」 で は オー プ ンな 情 報 に よ る比 較 検 討 に基 づ い た 選 択 決 定 が 行 わ れ て い る。

(4)住 宅 生 産 シ ス テ ム選 択 の難 易

図4.1.11は 、 建 築 主 の住 宅生 産 シ ス テ ム選 図 過2図3②40506巳728292i②z

択 の難 易 を 示 した もの で あ る。 全 体 と して 「 大工親方
(41)

苦 労 な し」 とす る もの が多 い が ・ これ は売 り エ務店

(73)
込 みな ど に よ り情 報 に接 す る機 会 の多 い ニ ュ 設計

事務所
(20)一 タ ウ ン宅 分 地 域 の特 性 を反 映 した 結 果 で あ
住宅会社
(29)

る。 住 宅 生 産 シ ス テ ム別 に み る と、 人 的 っ て

フ レハ フ

によ り住 宅 生 産 シ ス テ ム を 選 ん だ 「大 工 親 方 」(35)

凡例:翻1業 者を知らず苦労した「設 計 事 務 所 」
で は 「苦 労 な し」 の割 合 が高 團2 .信 頼できる業者を知らず苦労した

口3.苦 労なしい
・ 口 、 その他

1脚1層rI,.1

翻i
＼ ＼ ＼1麟1
//

r
＼＼＼

＼ ＼
騨1
＼ ＼/
圏躍 購{【

図4.1.11生 産 システム選択 の容 易性

(5)ま とめ

人的なつて の有無 が住 宅生産 システ ム選 択 の大 きな規定 要因 であ る。って のあ るもの は

入的信頼 関係 に基 づ き、限定 的な状 況 の中で 「大工親方 」 「工 務店 」 「設計事務所」 とい

った地域 的な住宅生産 システムを選 択す るのが一般 的であ る。 中で も 「設計事務所」 は、

親戚 ・知人 が設計者 であ る ものが過 半 を占めて いる。

一方 つての ない もの は情報 も選択過 程 もオー プ ンな 「住 宅会社 」や 「プ レハブ 」を選 択

す る傾 向が強 い。 この うち、 「住 宅会 社」 の場合、建設 され る住宅 その ものは 「大工 親方」

「工務店」 に よる もの と差 がないため、 人的信頼関係 に変 わ る もの としての企業 への信頼

感 とい った ものが選択 の ポイ ン トとな ってい る。 その点 、 「プ レハ ブ」 の場 合 はフ ィジカ

ルな住宅 として需要者 にア ピール し得 るため、住宅 その もの に対す る評価 が選択 理 由 と し

て大 きい。

4コ.6問 取 ・外 観 ・部 材 ・部 品 の 決 定 とア フタ ー サ ー ビス

住 宅 の間 取 ・外 観 ・部 材 ・部 品 の決 定 お よ び そ の 後 の ア フ タ ー サ ー ビス の過 程 にお け る

建 築主 と住 宅 生 産 シ ス テ ム との 対 応 関 係 の 中 で住 宅生 産 シス テ ム の持 っ 特 性 と問題 点 を 明
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らか にす る。

(1>間 取 ・外 観 ・部材 ・部 品の決定

① 交渉 に望 む態度

フィジカル に住宅 を規定 す る間取 ・外 観 ・部材 ・部品 の決 定 は、住 宅生産 システ ム との

交渉 の中で行 う。 その交渉 に望む建築 主 の態度 は、住宅生産 システ ムとの話 し合 いを重視

した ものが 「大工親方1「 工務店」 「プ レハブ 」に多 く、住 宅 生産 システム にまかせた も

の は 「住宅会社 」 に多 い。

② 参考 情 報

図4.1.12は 間 取 ・外 観 ・部 材 ・部 品 の決 定

に先 立 ち 、建 築 主 が そ れ らに関 す る情 報 を ど

こか ら入 手 した の か を示 した もの で あ る。 情

報 源 を 「新 聞 ・雑 誌 ・図書 」 「パ ン フ レ ッ ト」

と い っ た文 書 系 、 「住 宅 展 示 場 」 な ど の展 示

場 系 、 「住 経 験 」 「友 人 ・親 戚 の意 見 」 な ど

の 生 活 経 験 系 に分 け る と、 「大 工親 方 」 「工

務 店 」 「設 計 事 務 所 」 で は 今 まで の 生 活 経 験

が 主 で 、 「住 宅 会 社 」 は文 書 、 「プ レハ ブ」

は展 示 場 と、 選 択 した住 宅 生 産 シス テ ム が地

域 的 住 宅 生 産 シス テ ム か ど うか で相 違 が あ る。

③ 間 取 の決 定

図4.1.13は 建 築 主 と住 宅生 産 シス テ ム の 間

取 決 定 の方 法 を示 した もの で あ る。建 築 主 が

間 取 要 求 を 図 面 の形 で 示 した もの は 、 「大 工

親 方 」 「工 務 店 」 、 口頭 で 示 した もの は 「設

計 事 務 所 」 「住 宅 会 社 」 、 標 準 プ ラ ン の中 か

らの選 択 は 「プ レハ ブ」 に多 い 。 つ ま り、 「

大 工 親 方 」 で は要 求 の具 体 性 が 強 く、 建 築 主

の イ ニ シ ャチ ブが 強 い の に対 して 、 「設計 事

務 所 」 「住 宅 会 社 」 で は要 求 の具 体 性 が 弱 く、

建 築 主 の イ ニ シャ チ ブ も弱 ま り、 「プ レハ ブ

大 工 親 方

(41)

工 務 店

(73)

設 計 事 務 所

(20)

住 宅 会 社

(29)

フ レ ハ フ

(35)

合 計

(198)

凡 例=

1.新 聞 、 雑 誌 、 図 書

2.ハoン フレット

3.住 宅 展 示 場

4.友 人 ・親 戚 の 家

図4.1.12

6

ど

到『51i:i:i:i議鍛i:i:il71

大 工 親 方

(41)

工 務 店

(73)

設 計 事 務 所

(20)

住 宅 会 社

～29)
フ レ ハ ブ

(35)

合 計

(198)

凡 例:

5.友 人 ・・親 戚 の意 見

6.建 築 主 の 住 経 験

7.そ の 他

参考情報

コ
:き::i:i:i:::i:i:4

56
'2

1.詳 細 な平 面 図 の 提 示

2.簡 単 な 平 面 図 の 提 示

3.口 頭 で 要 求 を提 示

4.参 考 平 面 図 を提 示

5.標 準 プ ラ ンか ら選 択

6.そ の 他

図4.1.13間 取 決 定 方 法
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1で は標 準 プ ラ ン選 択 の よ うに住 宅 生 産 シ ス テ ム の イニ シ ャチ ブが 強 ま る。

④ 部材 の決 定

図4.1。14、 図4.1.15は 、 住 宅 を 構 成 す る主 要 部 材 の 中 で 柱 材 と外 壁 仕 上 げ材 の 材 種 の 決

定過 程 を示 し た もの で あ る。 柱 材 の材 種 決 定 で は 「大 工 親 方 」 「工 務 店 」 「設 計 事 務 所 」

で 建築 主 の イ ニ シ ャ チ ブ が 強 く、 「プ レハ ブ 」 で は住 宅 生 産 シ ステ ム の イニ シャ チ ブ が 強

い。 外 壁仕 上 げ材 の材 種 決 定 で は 、 柱 材 に比 べ て 住 宅 生 産 シ ス テ ム の イ ニ シ ャチ ブ が 強 ま

り、住 宅 生 産 シス テ ム 間 の 違 い は 薄 れ る。 それ で も 「設 計 事 務 所 」 で 建 築 主 の イ ニ シ ャチ

ブが 強 く、 「プ レハ ブ 」で住 宅 生 産 シ ス テ ム の イ ニ シ ャチ ブ が 強 い。

大 工 親 方

(41)

工 務 店

(73)

設 計 事 務 所

(20)

住 宅 会 社

(29)

プ レ ハ ブ

(35)

合 計34567

(198)"

3

継 ぎ 5 18 ド1
9

騰謹灘 §繍1らレ
5 1
/

、㎜ 、… 畠-
.w… … ハ"ハu4 5 6:i

●

9

懸難溺聖 ド 牌iiii:i・iミliiiiil8目κ= ＼
瞭.. 聖一

大 工 親 方

(41)

工 務 店

(73)

設 計 事 務 所

(20)

住 宅 会 社

(29)

フ。レ ハ ブ

(35)

合 計

(198)

一 ・●.・:・:・:8

図4.1.14材 種 決 定

凡 例:

1

2

3

4

5

6

7

8

9

7

98。"∴
43

9

建第tの 指定

碓設主体案から堪択

建設主体と協講

建設主体案を承認

暗黙の了解

建設主体の特定

標準仕様

建設一1一体に一任

柑談 なく採川

図4.1.15外 壁 仕 上 材 の材 種 決 定

⑤ 部 品 の決 定

図4。},16、 図4.1.17は 、 住 宅 部 品 の 中 で も使 用 率 の 高 い キ ッ チ ンセ ッ トとア ル ミサ ッ シ

につ い て の 決 定 過 程 を示 した もの で あ る。 キ ッチ ンセ ッ トの決 定 は建 築 主 の イ ニ シャ チ ブ

も働 くが 、 ア ル ミサ ッ シの決 定 は ほ と ん ど住 宅 生 産 シス テ ム の イ ニ シ ャチ ブで 行 わ れ 、 部

品 に よ り決 定 過 程 が異 な る。

大 工 親 方

(41)

工 務 店

(73)

設 計 事 務 所

(20)

住 宅 会 挽

(29)

プ レ ハ ブ

(35)

合 計

(198)

大 工 親 方

(4D

工 務 店

(73)

設 計 事 務 所

(20)

住 宅 会 社

(29)

プ レ ハ ブ

(35),2356

合 計4

(198)

凡 例:

1鎚 築 血 が 入 手

2機 椰 を指 定

3メ ーカーを指 定

4色 ・〃 一ジ を指 定

5建 設 主 体 の触 ・∬グ で 指 定

6建 設 主 体 の,強択 機 稀 を 承認

87相 談 な く採 耐

78そ の 他

図4,1.16キ ッ チ ン セ ッ トの 決 定 図4.1,17ア ル ミサ ッ シ の 決 定
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1 .大 工 親 方

、.1.,住 宅生 産 シ ス テ ム に対 す る評 価 ・/ノ 蝋4エ)

図4.1.18は 「交 渉 時 の態 度 」 「間 取 決定 能 力 」{'

「外観決定能 力」 「部材 ・部品 の選択 ・調達能 力」

「仕事の丁寧さ」 「工事費の明快さ」の6項 目に1設 糊 所1麟L

お け る蘇 主 の住 宅 生 産 シ ステ ム評 価 を 表 して い(20)(29)

る。 ま た 、 図4.1.19は6項 目す べ て に 満 足 か ど う

か を 示 した もの で あ る。 「大 工 親 方 」 の評 価 が高

く、続 い て 「工 務 店 」 「設 計 事 務所 」で あ る。 「44

1プ レハブ1合 剖

住 宅会 社 」 「プ レハ ブ 」 で 評 価 が低 い。 まず 、 こ(35)(198)

の 評 価 を左 右 す る の は 「仕 事 の丁 寧 さ」 す な わ ち

施 工 に対 す る評 価 で あ り、 評 価 の低 い 「住 宅会 社 」

ク3
「プレハブ」では施工業務に下請け工務店を使う

44

た め建 築 主 と の意 志 の疎 通 を欠 い て しま う もの と 凡 例:1 .交 渉 時 の 態 度

2.間 取 り決 定 能 力思 われ る
。 次 いで 「部 材 ・部 品 の選 択 ・調 達 能 力 」3

.外 観 決 定 能 力

で あ る。 そ の 他 の項 目で は、 「間 取 決 定 能 力 」 で4・ 部 材 ・部 品 の 選 択 ・調 整能 力
5.仕 事 の 丁 寧 さ

「プ レハ ブ 」、 「外 観 決 定 能 力 」 で 「住 宅 会 社 」6.工 事 費 の 明 快 さ

の 評 価 が 低 い の を 除 く と、 住 宅 生 産 シス テ ム別 に 多 角 形 の 内 側 が 満 足 な も の の 割 合 を 示 す

大 きな 差 は な い。 図4・1・186項 目の 生 産 シス テ ム評 価

4.1.8ア フタ ー サ ー ビ ス

住 宅 建 設 後 の カ シ保 証 を含 め た ア フ ター サ ー ビ スに関 す る保 証 契 約 の 有 無 を 示 した も の

が 図4.1.20で あ る。 「プ レハ ブ 」 「住 宅 会 社 」 で は ほ とん どが 保 証 契 約 を結 ん で お り、 「

大 工 親 方 」 「工 務 店 」 「設 計 事 務 所 」 で は ご くわ ず か で あ る。

大 工親方

(4P

工務店

(73)

没言阿τ務所 聡 羅 鋤襯

(20)

住宅 会社"拾 彪'》・

(29>
プ レハ ブ 隙 褒髪刎

ロ の

亨覧,)醗 微 糊

凡 例:

1

1

i

全 て にわ た って満 足

不 満 有 り

図4.1.19生 産 シ ス テ ム 評 価

大工親方 薩〔========コ
(41)

工務店1

(73)

設訓 事務所

(20)

住 宅会社 絡繍 〃多多郷%`撚 窃

(29)
プ レハブ 購 緻蓼雛 撒 鰯 雛 釧

(35)

合訓 '"鋤'醗 ∫、ち留'
(198>

凡 例: あ り

な し

図4。1.20保 証 契 約 の有 無

大 工 親 方

(41)

工 務 店

(73)

設 計 事 務 所'

(20)

住 宅 会 社

(29)

プ レ ハ ブ

(35)

合 計

(198)

凡 例:

　 桑.切潮
Z

観 をz、 。

悪 … 」耗一
あ り

な し

図4.1.21ア フターサーピ スの 信 頼 感
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一方 、今 後 の ア フ タ ー サ ー ビ スに 対 す る建 築 主 の信 頼 感 を 示 した もの が 図4.1.21で あ る。

「住 宅 会社 」 「プ レハ ブ」 で は 、保 証 契 約 に も関 わ らず 「不 安 」 が 過 半 数 を 占め 、 「大 工

親方 」 「工 務 店 」 「設 計 事 務 所 」 で は 保 証 契 約 が少 ない に もか か わ らず 「安 心 」 が7～8

割 を占 めて い る。 つ ま り、 建 築 主 に と って ア フ ター サ ー ビス と い っ た住 宅 品 質 保 証 に対 す

る信頼 感 は 、 保 証 契 約 を結 ぶ こ と の み で は決 ま らな い こ とを示 して い る。 信 頼 感 は 、建 設

シス テ ムに対 す る評 価 と強 い相 関 を も って お り、 そ れ は住 宅 建 設 の 当初 の プ ロセ ス で建 築

主 と住 宅生 産 シ ス テ ム との 間 に どの よ うな信 頼 関 係 が 成 立 して いた か に大 き くか か わ って

い る。

4.1.9ま とめ

戸 建 注 文 住 宅 の 住 宅 生 産 シス テ ム は、 大 き くは 、 「大 工 親 方 」 「工 務 店 」 「設 計 事 務 所 」

の地域 的住 宅 生 産 シ ス テ ム と 「住 宅 会 社 」 「プ レハ ブ」 の全 国 的 住 宅 生 産 シ ステ ムの2っ

に区分 で き 、 さ らに前 者 か ら 「設 計 事 務 所 」 が 区分 で き る。 建 築 主 に よ る住 宅 住 宅生 産 シ

ステ ムの選 択 は、 建 築 主 が 当初 に 住 宅 生 産 シス テ ム に対 す る手 が か りを得 て い るか ど うか

が重要 で あ り、 そ れ が そ の後 の 間 取 ・外観 ・部 材 ・部 品 の決 定 や 建 設 シ ステ ムに 対 す る評

価 、 ア フタ ー サ ー ビス に お け る信 頼 感 に大 き くか か わ って い る。 建 築 主 の評 価 の 高 い 「大

工 親 方 」 「工 務 店 」 「設 計 事 務 所 」 で はそ の信 頼 に沿 うべ き技 術 的 裏 付 けが 、 一 方 、評 価

の低 い 「住 宅 会 社 」 「プ レハ ブ」 で は きめ の細 か い 建築 主 との 対 応 関係 が 必 要 で あ る 。
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4.2戸 建 て住宅 の修繕 工事

4.2,1研 究 の意義 ・目的

従来 は、戸建て木造住 宅の修 繕工事 は、 その新築 工事 の施 工 を担 当 した大工 ・工務 店 に

依頼す るのが一般的で あ り、建築主 と大工 ・工務店 の間 には、地縁 的 な信 頼関係 が成 立 し

ていた。。最近で は、修繕 工事 は、新築 工事 のよ うに大 工 ・工 務店 に依頼 す るばか りでな

く、直接 専門業者 に依頼す るな ど依 頼先 が多様 化 してい る。本 節 で は、修繕 工事 の居 住者

と工事担 当主体 との対応 関係を分析 す る。

4.2.2研 究 の 方法

木 造 戸 建 て 住 宅 の修 繕 活 動 を と らえ るた め に、 大 手 の電 鉄 系 デ ィベ ロ ッパ ー に よ って供

給 され た 京 都 市 内 の戸 建 て 木造 分 譲 住 宅 地 を取 り上 げた 。調 査 対 象 住 宅 地 は 、 そ れ ぞ れ建

設 後20年 を 経 過 し、 修 繕 工 事 が か な り行 わ れ て い る。 調 査 は 、 留 置 自記 式 ア ンケ ー トで 行

い 、回 収 時 に若 干 の ヒア リン グを 行 っ て い る。 配 票 回 収 状 況 は 、 表4 .2.1の 通 りで あ る。

(調 査 時 期:昭 和59年11月)

表4.2.1配 票 回 収状 況

捌 麟 対劉 配瓢 回収数 有効回収数 有効回収率

A s43～s45年 99 63 52 52 82.5客

B s39～s40年 101 50 42 41 82.0箔

C s41～s42年 183 113 99 96 85.〔}銘

合 計 s39～s45年 383 226 193 18・1・ ・…

今回の調査対象 は分 譲住宅で あ り、住宅建築 な らび に供給 を行 った建築主 体
、供給主 体

と居住者 との関係 は・ 一部 の カ シ補 修 を除 いて全 くな く
、入居 後実施 した増 改築.修 繕 工

事 にはかかわ って いない.

4。2.3調 査 対 象 住 宅 お よ び居 住 者 の属 性

(1)住 宅 の属 性

住 宅属 性 を示 した の が ・ 図4…1一 図4 ・2.3で あ る.平 購 地 面 積 が209㎡
、 平 均 延 べ

床 面 積 が110㎡ で ・ 借 家 化 した もの が 若 干 あ る
。
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o 50

190㎡未満 鑛

190～200㎡ 鵜 購

20σ～210㎡ 撰 嚇醐

210～220㎡ 灘 護

220㎡以上 鎌 舞'

199匙

vζ179

日冒269.3

図4.2.1敷 地 面 積

(2)居 住者 の属性

959

80㎡ 未 満 甥

80～100m1纏
もが ゆ　ホ

100～120㎡ 難灘 霧 覇i

120～150㎡ 灘 郷

150㎡以上 漿

9

199勿

》ζ179

樋6二19.5

図4.2.2延 床 面 積

50169k

居 住 者 属 性 を示 した の が 図4.2,4～ 図4,2。8持 家

鯨で あ る
。 世 帯 主 の平 均 年 齢 は54才 、 年 収 は400 図4。23

》C189

所有関係

万円未満か ら1200万 円以上 まで幅広 く分布 して い る。職 業 は、会社 ・団体役員 、あ るいは

専門的技術 的職業 であ り、無 職 も1割 程度 み られ る。平均家 族 人数 は3.7人 、現在地 の平

均居住年数 は15年 で ある。

P、,,、 『o,

鷺灘

、

霧

繊

馨

鑑

、
ノZ

織糠
雛肇
z
騒

購

雛

」
筆

」
亀

「
0

0
0

7

100と
画 ● 聖

》c185

凹冒54.3

図4.2.4年 齢

o 56

400万 円 未 満

400～600万 円

600～800万 円

800～1000万 円

1000～1200万 円

ユ200万 円 以 上

109,;

vc166

図4,2,5年 収

o 59 ユ⑤9之

vc189

θ 59

2人 未満

3人

4人

5人

鱗雛i

蕪麟 鍋

鶴i撒 購灘

欝

緩
鰻職

.i難""

灘轟

図4.2.6職 業

二go塊

》ζ187

凶薯3。7

6人 以上 ・

図4.2.7家 族 入 数

離

雛
1

1

2

950田0之一
罵

…'苓'翫 ♂ 、"ノ'

ノ

・・噛ウw・ ・,・ ・、 ・… ・㌧

、

》.
' ' 、 鋼

鍾

》c185

夙π15.7

図4.2.8居 住 年 数
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4.2.4修 繕工事 の概要

修繕内容 として・・囎 を取 り上 げた・ その うち・ どの骸 の住 宅で修繕 を実施 したか(=

修徽 解)と 建設後 何年 を経過 して最鯛 多繕 を行 ・たか(=工 事実施 日寺期)と の関係

を 表 し た の が 、 表4.2.2で あ る 。

表4.2.2修 繕 実 施 パ タ ー ン

実施時期

修繕実施・

1捕 「 2 ε

1「
冨

ls年
15年

A(50晃 以 上)

く袋 猷 轡
▼

,'50%
`

鴇

i}

●門扉の塗替
外壁の塗替
畳の表替 ・裏返 し
ふすまの貼替

玄関 ドアの取替 ・材質変更
●浴槽の取替
給湯器の取替
風呂釜の取替

B(25%～50%) ●とゆの部分修理
畳の取替

屋根材の部分修理
屋根材の葺替
とゆの取替
● 塗壁 の塗 替

内壁 タイル の修理 ・貼替
Pタ イルの修理 ・貼替

1日

lk『:霧

天井板の修理 ・取替
木製窓枠の取替 ・材質変更
雨戸 ・戸袋の取替 ・材質変更
室内 ドアの 取替 ・材 質変更

給水管の修理 ・取替
排水管 の修 理 ・取 替

電気容量の増加
キ ッ チ ン ユ ニ ッ トの 修 理 ・取 替

洗面台の修理 ・取替

C(25%未 満) 屋根材の材質変更 玄関 ドアの修理 ・塗替
外壁の部分修理 室内 ドアの修理 ・塗替
外壁の材質変更 造作の修理

圧田、

壁紙の貼替 構造体の修理
合板の貼替 ガス鋼管の修理 ・取替
床板の修理 ・取替 給湯器の修理
床タイルの修理 ・取替 風呂釜の修理
ふす まの取替 コンセ ン トの修理 ・取替

木製窓枠の修理 電線の取替
雨戸 ・戸袋 の修理

注1:実 施時期の推移は修繕実施率の累積である。 ●:典 型例
また、分類は居住年数i5年 以内でとらえている。

注2:年 問実施回数=居 住期間中の工事実施回数/居 住年数

(松 田 博 幸 と の共 同 研 究 に よ る)

4.2.5修 繕 工事担 当主体

工事担 当主 体 を居住者 の修繕工事依 頼先 として扱 う。 図4.2.9は 、主 要な修 繕工事 と し

て あげた15項 目の工事依頼先 を示 して いる。全工事 にわた り大 工 ・工務店 へ の依頼 が多 い。

しか し、畳 や設 備関係 の工事 は、専門業者 への直接 依頼 も多 い。 建築主 自 らが工 事 を行 う

もの もあ る。修繕工事 の工事依頼先 は、大工 ・工務店 を中心 とは しっつ も、多様化 して い

る。 図4.2.10は 、 全 工 事 依 頼 先 に 占 め る大 工 ・工 務 店 の割 合 を示 して い る。
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↓
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11

建

材

12

そ

の

他

躯体

a構 造 体

1

藻

圏

}

l

i

l

l

灘il鰯

b屋 根 ◎
c外 壁 麟

内装

建具

d内 壁 畿 、

e窓 ・窓 枠 ・雨 戸 ◎
f玄 関 ドア 縫 ⑬
gふ す ま ・障 子 礒

1「 '

h畳 麟 曽

1畳 以 外 の 床

設備

]浴 槽 磯
k洗 面 台

1上 下水 道 ⑲
m給 湯 器 麟 =㌔

nコ ン セ ン ト ㊥1

その他lo門 扉 翻 1
、

凡例 口 ・主要依頼主体 旺]・依頼主体 口 依 頼せず
○ ・一般的な専門工事実施主体

図1工 事種別工事依頼主体

図4.2,9工 事種 別 工 事 依 頼 主 体

0501臼0ヒ
　

i難 紗
図4.2.10大 工 ・工 務 店 へ の

工 事 依 頼 率

4.2。6工 事依 頼 先 との 特 定 関 係

工事 依 頼 先 の 中 で 「い っ も工 事 を必 ず 依 頼 す る」 とい うe5elo肚

驚1轡 し囎 　 　 i馳_拳 偽
工事依 頼先(大 工 ・工務 店依頼率)と その特 定関係 を示 図4.2。11工 事依 頼先 の

したのが図4.2.12で あ る。 ここか ら、修繕工 事依頼 の典型 特定 率

タイプがみ いだせ る。

①特定大 工 ・工務店型:全 工事 をすべ てあ る特定 の大工 ・工 務店 に依頼 す る もので、大工

・工務店 が元 請 とな る新築 工事 と同一 の形態

②特定専 門業 者型:工 事 内容別 にそれ ぞれ特 定 の専門業者 に依頼 す る もの。分離 発注的形

態 であ る。特定 性 のあ る専 門業者 の中 には、 専門外 の工事 も引 き受 ける元請 的役 割を果 た

す もの もあ る。
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③ 不特定専門業者型 江 事内容別 に専 門業 者1・依頼 す るが・業 者 との特 定関 係 のない もの・

依頼先 が特定 専門業者型 よ り一層 多様 化す る。(表4.2.3参 照)

大工・工務店
辮

耀

犠C141

椰 粥_ナ エ ・コ 舅店依頼 依頼

50%ラ嫡50{げ10q%100%
1

職 7.1 42

〈ナ150%未 満

タイプ 皿

9.9 11.4
0

50～10〔%

・・ 岨8r
＼ ぐ1

100%

綻

一

一〉 ∀,
一

表4。2,3専 門工事 業者依 頼型 の工 事

依頼先

特 定 不待定
_一 冒

該当者数
一 一一 一一 一

14 π 一

実施工事数 851100霧1 751100窪

1'

大 工 ・工務店 32137.6 20126.7

ガス業者 2012a51 12116.0十

畳 業 者 9110.6 9112.0

水道業者 8ig。41 71g.3
1

そ の 他 16118.8 27136.0

図4.2。12大 工 ・工 務 店 へ の 工 事 依 頼 率 と

4参 照)

表

以 上 の関 係 を概 念 図 で示 した

もの が 図4.2.13で あ る。

また 、 工 事 種 毎 に専 門 業 者 と

の 特 定 関 係 を みて も、

の違 い が よ み とれ る。

4.2.4

工事主体へ の特定 性

典型工事 にみ られ る

専 門工 事業 者 の特定性

そ の 構 造

(表4.2.

一

タイプ 施主 元請 下諮

タイプ1

特定 ・

大工 ・工務店織
タイプ耳

特定 ・

専門]甥

籍

尋 、
タイプ]1

隙

専門工事

難

/⑱
'

特定性 工 事 種i
lv .c.

特定率

%

主要な1業 種への集中率
i%業 種

一_一 一一一 一_一..__.1-一_ ._一一 一一 一 　 一一

高い
}
設備

_____.1__.

浴 槽176

『"看σ1吾 一

ガ ス 業 考i724 ㊥一⑧＼

②
内装

畳1751 72.0 畳 業 者lgao

低い

玄関 ドアlH

l

545 家具 ・イ・テリ。業者 防3

または、建具業者1

難 催112 50.0 左 官 業 恭 ・・
,

凡例 元請との関係 太線:特 定 細腺:不 特定
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4.2.7特 定 関 係 の 継 続 性

工事 依頼 先 との特 定 関 係 の継 構造体

続期間 を示 した もの が 図4・2.14屋 根

で あ る。大 工 ・工 務 店 の特 定 期 外壁

間 は長 い。 他 の専 門 業 者 も、 同 内壁

窓窓棒雨戸

様 に、長 い もの が 多 い が 、 一 部
玄関ドア

の工事 につ い て 短 い もの が み ら
ふすま・障子

れ る。 畳

畳以外の床

4.2.8工 事依 頼 先 を知 っ た い き浴槽

洗面台さ
つ

上下水道
図4.2。15は 、 工 事 依 頼 先 を知

耀

った い き さっ を示 して い る。 大
コ ンセ ン ト

エ ・工務 店 は 「知 人 の紹 介 」 に 門扉

よ る もの が 多 く、

合 と同一 傾 向 で あ る。 専 門 業 者

は 「直 接 」 み っ け る ものが 多 い 。

また 、直 接 み っ け る と特 定 化 す

る傾 向 も強 い。

θ59109客
一

》c72構 造体

vd4屋 根

》c6外 壁

》c5内 壁

▼`5窓 窓捧 雨戸

vc6玄 関 ドア

》`34ふ す ま・障子

》c50畳

畳以外の床りG1

縄》ζ51

》ζ1g洗 面台

▼cお 上下水道

wso給 湯器

コ ンセ ン ト
》c29

》d5門 扉

o 50且Ol〕z
一

新 築 工 事 の 場 凡例1:2年 未満2:2～5年3=5～ ユ0年4:ユ0年以上

図4.2.14特 定 関 係 の 図4.2.15

継 続 期 間

凡例1:直 接2:知 人紹介

3:業 者紹介4:そ の他

工 事 主 体 を

知 っ た い き

さ っ

この よ うに 、依 頼 に か か わ る行 動 様 式 に ちが い が み られ る。

1q
「
κ、1

32`V
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2i

6
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`

V

V

:

4

う
一

1

5

、【

C

`

C

V

V

V

つ
一
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「
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》
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犀
」
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=」6ζV

82`
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4。2.9工 事 依 頼 先 の所 在 地

ここで は 、 調 査 地 区 を中 心 と した 半 径5km圏 域 にe58切 弩　
獄1窟齋 蕪 贈睾灘1灘 鞭 巨 梶伽
地 の地元圏 内 に納 ま る割 合 を示 して い る。 図4.2.16工 事依頼先 の

地 元依頼 率

典型工事 を とりあげ工事依頼 主体 の大工 ・工務店 依頼 率 、特 定関係 、地元性 の関係 を み

た ものが図4.2,17で ある。構 造体 に関 わ る工事 は、特定 の大工 ・工 務店 に依頼す るが地 元
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圏外の ものが多 い。一方、給湯 器 な ど設備 系修 繕 は・地 元 の特 定 の専門業 者 に依 頼す る。

これ は、特 にガ ス工事 業者 の定期点検 や機 器販売 を通 じた地 元居住 者 との チ ャ ンネルを も

って い る影響 であ ろ う。

職

大工 ・
工務店

i
蔽①構造体

トーンは地元主体

92

vε87

一 。
o

雛

巽 鑑

磁

雛

門
者
専
業

908

職

簾 峯讐

図4.2.17

碇

4.2.10ま とめ

居住者 が修繕工事 を依頼 す る場合 に、 い くつかのパ ター ンが ある ことが わか った。 これ

は、工事の発生 の仕方 よ りもむ しろ、居住 者の工事担当主体選 択 の姿勢 に関係 があ る。 ま

た 、修繕工事 種 によ り工事依頼先 も異 なる。設備系 の工事 を中心 と して、 居住者 と専門業

者 の特定関係 が強 ま ってい る。工事依 頼が多様 なチ ャンネルで 特定関係 を もちっ っあ る修

繕工事 に対 して、生産 主体側 の適切 な対応 が望 まれ る。

典型工事における

工事依頼主体の構造
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4.3住 宅建築工 事 に と もな う建築 主 の相 談行為

4.3.1研 究の意義 ・目的

住宅建築 は、敷地 ・環境 条件 等を充 分把握 し、需 要者 との コ ミュニケー シ ョンも容易 で、

建築後 も長期 に渡 ってキ メ細 か い対応 が行 える地域 の生 産供給 主体 の果 たす役割 は大 きい。

従来 は、町場 の大 工 ・工務店 が、住 宅建築 の全 プ ロセ スに関わ って業務 を行 って いた。

大工 ・工務 店 は、 いわ ゆ る技 能者 であ ったが、生産 ・供給以 外 に、住宅 の評価 ・診断 、品

質保証 、維持管理 指導等 、 トー タルな住宅生産 供給 に関 す るア ドバ イスな どの機能 を果 た

す主体 とな って いた。 ところが 、現 在、建 築主 の多様 な要求 、新 しい施工技術 ・材料 ・部

品等の多様化 、等 には、設計技 術 ・情 報管理能力 の低下 に伴 って充分 な対応 がで きな くな

っている。 さ らに は、個別建築 活動 に おけ る近 隣調 整業務 の拡 大 とい うように、建築 環境

の変化す る中 で、住宅生産 の コデ ィネーター と して の大工 ・工 務店 の地 位が相対 的 に低 下

し、それにか わ って、需要 者 の トー タルな要求 に答 え る主体 の必要 性が、大 きくな って き

ている。

本節 では、多様化す る建築主 の相 談要求 の構造 を把握 し、 それ らに対応す るア ドバ イ ス

主体のあ り方 を検討 す る。

4.3.2研 究 の方法

住宅建築 におけ る建築主 の相 談要求 を と らえ るため に、最近 住宅建築工事 を行 った建築

主に対 して、住宅 建築 プ ロセ スにおけ る相談行為 に関す るア ンケー ト調査 を実施 した。

建築主 の行 う住 宅建築活 動 には、新 築 ・建替 ・増 改築 ・修繕 工事等様 々の レベ ルの もの

が考 え られ るが、 ここで は、今後 、増加 がみ こまれ る建替 ・増 改築 工事 に対象 を限定 す る。

調査地域 は、住宅 の建替 ・増改築 工事 が さかん に行 われて い る典 型地区 と して、京都市

の上京区 と東 山区 を取 り上 げ・昭和56年 表4
.3.1配 票 回収状況

度 の確認 申請 を行 った建築工事(建 替 ・増

改築)の 中か ら抽 出 した。調査 対象 の抽出、

および調査 の配票 回収状況 は、表4,3.1に

示す。(調 査期 間:昭 和57年11月)

建築確

認 申請

数(件)

配 票

予定数

(戸)

有 効

配票数

(戸)

回収数

(戸〉

有 効

回収数

(戸)

有 効

回収率

(%〉

上京区

建 替 73 57 38 38 38 100.O

増改築 46 43 36 35 35 972

東山区

建 替 42 31 22 18 18 8i8

増改築 16 16 12 11 11 9夏7

合 計

建 替 115 88 60 56 56 93.3

増改築 62 59 48 46 46 958
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4.3.3建 築 工 事 の 概 要

対 象 とす る建 替 ・増 築 工 事 の概 要 を 明 らか にす る。

(1)構 造 お よび 階数(図4.3.1):工 事 種 に関 わ らず 、 ほ と ん どが 「木 造2階 」 で あ る。

「建 替 」 にっ い て は、 大 規 模 な もの に、 鉄 筋2・3階 が 若 干 み られ る。

　

-o凡 例
12451木 造1階4鉄 鉄骨2階

建 替

増 改 築

VC.52

V.C.47

(2)工 事 部 分 の 床 面 積(図4.3.2):「 建 替 」 は、

心dearu。 「増 改 築 」 は 、 「20～40㎡ 」 の小 規模 な もの が 最 も多 い。 また 、

零 細 な もの や 、反 対 に 「160㎡ 以 上 」 の大 規 模 な もの もあ る 。

2木 造2階5鉄 骨3階

3鉄 骨=L階6RC2β 皆

図4.3.1構 造 お よ び 階 数

「80～100㎡ 」 の 中 規 模 な も のga中

「20㎡ 未 満 」 の

建 誉r
VC.47

増 改 築
VC.47

鑑 誓 讐 ㌍
18

曾 2030
●o 誓 器

20m未 満 灘獺
鐡鑛醗鰯翻
繊1灘 撚
,磁腰{欄

…雛瀦

鱗

腰鑛羅
驕鰯雛轍
繍 灘

騨鍵鍵
鱗
㈱

嚢

,一h

2σ}40m
一-亨 門一

40-60m
一一

60～80鵬

80～ ユ00m
一 一,一}

雛 … ～・2・。 i雛一 一 一 一騙一

120一 丑40冊 ii,
140～160m …

160m以 上 1鰯
図4.3.2床 面 積

(3)工 事 期 間 お よ び 工 事 費(図4.3.3、 図4.3.4):「 建 替 」 は 、 工 事 期 間 で は2カ 月

以 上 、工 事 費 で は1000万 円以

上 に分 布 して い る。 「増 改 築 」

は 、 、3カ 月 未 満 、1000万 円

未 満 の工 事 が 中 心 で 、 建替 工

事 よ り小 規 模 な工 事 で あ る。 図4.3.3工 事 期 間

図4.3.4工 事 費
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4.3.4建 築 主 属 性(図4.3.5～ 図4.3.8)

建築 主 の 属 性 に つ い て 、 簡 単 に整 理 す る。

(1>年 齢:40才 代 の 層 が最 も多 く・60才 以 上 の 高 年 齢 層 は ほ とん どな い。

(2)年 収:「400～600万 円 」 が最 も多 く、800万 円以 上 の所 得 者 は少 な い 。

(3)職 業=上 京 区 に お い て は ・西 陣 とい う地 域 特 性 を 反 映 して 、 「自営 業 」 が 最 も多 い。

(4)建 築 経 験:各 工 事 毎 の経 験 回 数 に乗 率 を用 い て 指 標 化 を 行 った。 経 験 の乏 しい も の

が多 く、経 験 が あ る もので も、 修 繕 また は増 改 築 程 度 の経 験 の もの が多 い。

>C.101

19 讐 讐 誓
%

40歳 未 満 1
40～50該 1
50～60歳 1
60歳 以 上 1

図4.3.5年 齢

》C92

P ㍗ 3『 4P %

400万 円未満 】

400-600万 円 】

600-800万 円 ヨ

800-4000万 円

1000万 円以上
11

図4.3.6年 収
1

vc99

」

9 ㌍ 3P 4P %

会社 ・団体 役員 1
管理職 1
専門・技術 ・事務的職業 ` 1
技能的職業

・、

自由業 斗

自宮 業 墨

保安・販売 ・サ ー ビス業 ヨ
無職 』

その 他 1

》C. 99

P 雀 讐 撃 %

逢 築窪騎 な し 1
修繕経 農のみあ り 雪
修繕 増改築経 畦あ り ',1
碍築弩盈 あ り '

1
戸笑 興票2回 以 上あ り・ 雪

自営 1
脚

図4。3.8建 築 経 験

図4.3.7職 業

4.3,5工 事 を 依頼 した住 宅 生 産 シ ス テ ム(図4.3.9、 図4.3.10)

ここで は 、建 築 主 が 工 事 を依 頼 した 住 宅 生 産 シ ス テ ム を示 す 。 検 討 業 者 、 決定 業 者 と も

に大工 ・工 務 店 、 特 に 「地 元 の 大 工 ・工 務 店 」 が 多 い。 規 模 の 大 きな工 事 につ いて み る と、

プ レハ ブ 、住 宅会 社 等 、 大 手 の 住 宅 企 業 に依 頼 した もの も若 干 あ る。

m-V.C.

s-vc401
102

㍗
49
叩 響 %

地元の大工・工務店 ii 1

他地域の人工・工務店

大手注文住宅会社 1
フレパ フ会社 ii斜

地元の設計事務所

他地域の設言国`務所 ヨ
その他 Il

1

濃 い トー ン:単 一 回 答

薄 い トー ン:複 数 回 答

図4.3.9検 討 業 者 お よ び 決 定 業 者

S-VC.

m-VC.

102
102

智
卍撚一"二

汐 曽 曽 %

気 こ こ ろ カ・芸llれて い た l

Ii

2
-一 闇

鰯

ll.'}`が 確 か ぐ あ る 羅
正1`費 が安 い

側介 育をII悼〔吐 た

一

営 粟マ ンが気 に入,た
駈

設計者か斡旋した

名前 がとも つ ご ・ぐll湖 匪 鱈一

一

ア ワ ワー ザ ー ヒ フ 凸1脚1τ1'望1:ILう儲 う・ 灘翻
そ.う他 劉 「

一73一

濃 い トー ン:単 一 回 答

薄 い トー ン=複 数 回 答

図4.3.10決 定 理 由



主 な決 定 理 由 は、 「気 こ ころ が知 れ て い た」 「紹 介 者 を信 頼 」 が 多 い。 これ は 京 都 市 、

と りわ け西 陣 の よ うな 伝 統 的地 域 で は、 地 縁 、 血 縁 と い った 人 的 関 係 を 重 視 す る た め で あ

る。

4.3.6工 事 契 約

図4.3.11① は、 契 約 方 法 で あ る。 「大 工 」 で は 口頭 が 最 も多 く・ 「工 務 店 」 で は書 面 が

多 いが 、 口頭 もあ る程 度 み られ る。 「大 手 住 宅 企 業 」 「設 計 事 務 所 」 で は 、 ほ とん どが 書

面 に よ る契 約 で あ る。

図4.3.11② 、 図4.3.11③ は 、 見積 方 法 、 業 者 の作 成 した 図 面 で あ る。 契 約 方 法 と同様 に、 、

「大 工 」 で は坪 単 位 ・総 額 に よ る見 積 や簡 単 な 図 面 が 多 い の に 対 して 、 「大 手 住 宅 企 業 」

「設計 事 務 所 」で は詳 細 な 見積 や 図 面 に基 づ いて い る。 「工 務 店 」 で は、 「大 工 」 と 「大

手 住 宅 企 業 」 「設 計 事 務 所 」 と の中 間 的 で あ る。

図4.3.11④ は、 品質 保 証 ・ア フ ター サ ー ビス に関 す る説 明 で あ る。 「大 工 」 「工 務 店 」

で は、 説 明 の な い割 合 が比 較 的 高 く、 説 明 が あ って も口 頭 が 多 い 。 これ は、 地 縁 ・血 縁 な

どの信 頼 関 係 に よ る もの と思 わ れ る。 「大 手住 宅 企 業 」 で は、 契 約 書 で 説 明 した もの が 非

常 に多 い。 「設 計 事 務 所 」 で は施 工 業 者 か らは、 ほ とん どが 何 らか の形 で 説 明 が あ る もの

の 、書 面 に よ る もの は比 較 的少 な い 。

大工

工務店

大手住宅企業

設計事務所

(D契約方法
020406000100

vc.33

》.c.37

賦C,14

鵬.7

凡 例.

1.苫 而 に よ る

2.験 諮な.どの面 匪巨㌃.讐面による

3.口 頭 」よ る

1.そ の 他

㊦ 氣 者 が 作 成 し た 図 面

020406000100
-一

②見積り方法
020406080りO

23

VC.35

駄637

》C.13

vo7

凡 例

L.平 面i国 ・改 而ir刈.・!箪臼111-4

2.叩 号而 図 ・凱面r}d

3.簡Ol吃 な"聞 旦「`ID

vc.34

VC.37

覧C.13

》c.7

凡 例

1.工 耶別内訳期細3

2.工}1`別 兄甚fl幣

3,♪ 桝順

4.総 頷

④ 品 質保 証 やア フタ ー サ ー ビ ス に関'rる 説 明

020406080100

2

UC.35

VC.39

》C.14

vc.7

凡 例

品質 雌証 ・アフ9一 サービXの 契約1撃によつて鋭 ㎎ された

胡 負契約 書に よる3鑓明 があ ・勘'こ

「1頭で澱ロ肋`あ ・,た

鋭1"ll銃 か ・・へ

その 他

図4.3.11工 事 契 約
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4,3.7事 前 学 習

こ こで は・ 建 築 主 が 建 築 工 事 を実 施 す る に あ た って 、独 自 に行 った積 極 的 な情 報 の 収 集

を明 らか にす る。

(1)学 習 内 容(図4.3.12)

全体 と して7割 強 の もの が 何 らか の 学

習 を して お り、 建 築主 の多 くが 積 極 的 に

情報 を集 めて い る。 「シ ョー ル ー ム ・展

示場 へ 出か け た」 もの が 最 も多 く、 次 い

で 「カ タ ロ グ を収 集 した 」 「雑 誌 ・専 門

書 を読 んだ 」 で、 「新 聞 、 広 告 な ど の切

り抜 き、整 理 を した 」 もの は少 な い 。 こ

れ は、 シ ョー ル ー ム ・展 示 場 は 、他 の学

習 と異 な り、 実 物 を見 る こ とが で き る

た めで あ る。

(2)学 習 時 期(図4.3.13)

す べ て の項 目に つ い て 、 ほ とん どが 業

者 決定 以 前 、 あ る い は 工 事 着 工 以 前 に学

習 を行 って い る。 た だ 、 シ ョー ル ー ム ・

展示場 は 、 「工 事 中 」に 出 か けた もの の

割 合 が比 較 的 多 い。

(3>学 習 の評 価(図4.3。14)

評価 の良 い もの に は、 「力 タ ロ グ を 収

集 した」 が あ る。 これ は、 建 築 主 の 目 的

に沿 った もの を収 集 で きる た め に、 評 価

が あが る もの と思 わ れ る。 よ く利 用 さ れ

て い る シ ョー ル ー ム ・展 示 場 は 、 あ ま り

評価 が良 くな く、 「全 く役 に立 た な い 」

と思 って い る もの も比 較 的 多 い。 この 傾

向 は 、

'鬼
020406080100
-
1

新岡 、広告等 の切 り捗 き

饗鮭 、専門 凸ピ亨の・詫

カ タログの収蕪

展示場 、 ショールー ム

の見 学

その他の 学蟹

学習幻…験 一
凡 例:1.あ り2.な し

図4.3.12学 習 内 容

vc.101

統q工00

MC.101

vc.101

vc.101

vq100

瓢
02ρ4ρ 『08P190

12345

新聞 、広 告等 の切 り抜き

雑訣 、専門r'F準の巨読

カ タ ログの収負

展示 場 、ショールーム

の見学

その他の 学習

凡 例:1.

2.

3.

vc.22

統c.42

迂C.49

ゾc.67

斌c9

工 事 発 意 時4.工 事 中

工 事 発 意 後5.竣 工 後

業 者 決 定 後

図4.3.13学 習 時 期

毘
020406080100
-
123

新問 、広告 等の切 り垢ぎ

磐池 、尊門 ∵算の汽碕

カ タログの収集

展示場 、ショールー ム

の見学

その他の学 習

凡例:

て1

＼

/

li】

1

2

3

4

役立 つ

ふ っ う

役 立 た な い

vc.17

vc.32

v,c.34

vc.51

統C.7

図.3.学 習 の評 価

「建替 」で強 く表 れ 、敷地 の条件(間 口が狭 く、奥行 きの長 い京都 市特有 の敷地)

が展示場の展示住 宅 に合わず、現住 宅 への適用 性の な さか ら、評価が低 くな る。
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4.3.8工 事担 当者以外 の第三者 との相談

ここでは、建築工事 にたず さわ った設計者 ・施工 者以 外 の知 人 や専 門家 な どの第三者 と

の間で行 った相談 について、その内容 、相手 ・時期 、評 価 に分 析 を加 え る。 建替 、増改築

工事 に関連 の深 い21項 目を取 り上げ た。

(1)相 談 の有無

図4.3.15は 、相談内容別 の相談 の有無 で ある・ 「工事発意 」 「業 者選定 」 「工 事計画(

設計)」 に関す る項 目および 「資金計 画」 「仮住居 の斡旋」 「近 隣 トラブ ル対策 」 とい っ

た項 目を比較 的 よ く相談 してい る。 しか し、相 談 した ものの割 合 が、全体 の3割 を越 え る

項 目は ほとん どな く、第三者 に対 す る相談 は比 較的少 ない。 また、 ほ とん ど相談 しない項

目は 「契約 内容」 と 「維持管理 」に関す る項 目であ る。

相談の有無 相談時期

20406080%
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(2)相 談 な しの 理 由

第三 者 と相 談 を 行 わ な い 場 合 の理 由 を も とに各 項 目の 分 布 を み た もの が 図4.3.16で あ る。

こ こで は、 相 談 しな か った 理 由 を 、① 建築 主 が 「決 め て い た」 「自分 で解 決 で き る と思 っ

た 」 とい った 自 己解 決 軸 、 ② 「工 事 担 当 者 に ま か せ た 」 とい う業 者 依 存 軸 、③ 「関 心 が な

か った 」 とい う無 関心 軸 、 の3つ の観 点 に整 理 した 。

100

2。 蓼

100

100500
一 無関心

図4.3.16相 談 しな い理 由

相談項 目は、次 のよ うに分類で きる。

① 自己解決型:「 実施 工事以外 の可 能性 の検討 」 「業者 選定」 に関す る項 目、 「構造 の選

択」 「資金計 画」 「税 金対策」 な どが 該当 し、 これ らは建築主 の判断で処理 す ることが多

いn

②工事担当業者依 存型:「 基本 設計 」 「材料 ・設 備」 「イ ンテ リアデザ イ ン」 「見積 り額

の妥当性」 「契約 内容 」 「工事期間 」 「維持管理 」 に関 す る項 目が該当 し、業者 の判断 に

まかす ことが多い。中 で も、 「契約 内容 」 「工事期 間」 「維持 管理 」 は、第三者 と相談 す

ることはほ とん どな く、業者 に全 く依 存 して いる。工事 担当業 者依存型 の項 目が多 いの は・

工事担 当業者 に対 す る強い信頼 の現 れ であ る。

③中間型:自 己解決型 と工事担 当業者 依存 型 の中 間に位 置す る ものは、 「住宅 ・部材 の傷

みの程度 の診 断」 「家 相」 「近 隣 トラブル対策」 があ る。 これ らは、 建築主 の意 識に よ っ

て相談す るか どうかが左右 され る。

④無関心型:ほ とん どの建 築主 が相談 の必要性 を感 じて いな い もので、 「紹 介 された業 者

応
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の評価」が あてはま る。

(3)相 談時期

図4.3.15は 、相談項 目別 の相談時期 で ある。 工事 発意 に関す る もの は工事 発意 前 に、業

者選定 に関す るものは業者 決定 前 に、工 事計画 に関す る もの は その後 に相談 して い る。建

築 工事 の発意 か ら竣工 まで の工 事 のプ ロセ スに応 じて相談 して い る。相 談要求 に対 しては、

工事 プ ロセ スに応 じて的確 に対応 す る ことが必要 であ る。

(4)相 談相 手

相談項 目別 に相談相手 が図4.3.17で ある。相 談相手 を、工事 担当者以 外 の建築関係主体

と住宅相談所 を合 わせ て 「建築 関係主 体」 と し、 「友人 ・知 人 」 「その他」 の3主 体 に分

けた。

「友 人 ・知人」 と相談 す るものが多 く、 身近 に相 談相手 が い るこ とが うか がえ る。業者

選 択や設計以外 の工事計 画 に関 す る項 目は、 「友 入、知人」 と相談 して い る。

比較 的 「建築関係主体 」 との相談 が多 い ものは、工 事発意設 計関 連 の工 事計画 、 「近 隣

トラブル対策」 に関す る項 目で、 これ らの相談 には建 築関係 の専門 的知識 が要求 されてい

ると思 われ る。

「その他 」 の主体 との相談 が多 いの は、 「資金計画 」 「税金 対策」 「家相 」で あ り、前

2者 は銀行 、後者 は神社 な どの専門 的主体が対応 してい る。
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(5)ア ドバ イ ス の評 価

図4.3.18は 、受 けた ア ドバ イ スの 評 価 で あ る。 ア ドバ イ ス に対 す る評 価 は よ い ・ しか し、

「近 隣 トラ ブ ル対 策 」 に つ い て は比 較 的 評 価 が 低 い・ 図4.3.19は 、行 った ア ドバ イ ス に つ

いての評 価 の平 均 値 を 示 した もの で あ る。 「友 人 ・知 人 」 を 専 門 的 知 識 を もっ建 築 関 係 の

知人 と、専 門 的知 識 の な い 友 人 ・知 人 に分 けて い る・

「建 築 関係 主体 」 「建 築 関 係 の友 人 ・知 人 」 な ど専 門 的 知 識 を もっ 主 体 に相 談 した 場 合

は、評 価 は 非 常 に よ く、 適 切 な対 応 が 行 わ れ て い る こ とが わ か る。 「建 築 関 係 以 外 の友 人

・知入 」 の評 価 は低 い。 注 目 で き る の は、 「相 談 所 」 の 評 価 が 最 も低 い こ とで 、 公 的 相 談

機関 が充分 な サ ー ビス が行 え て い な い こ とが 明 らか に な った 。
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図4.3.19相 談 相 手 の評 価
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4.3.9工 事 担 当 の住 宅 生 産 シス テ ムの 評価

図4.3.20は 、 「住 み ご こち ・使 いが って 」 「外 観 ・デ ザ イ ン」 「工 事 価 格 」 「工 事 期 間」

「施 工 者 の対 応 」 「品 質保 証 ・ア フ タ ー サ ー ビ ス」 の6項 目 に つ い て の 建 築 主 の評 イ面を 表

して い る。

全 体 と して は、 「設 計 事 務 所 」の 評 価 が 高 く・ 「大 手 住 宅 企 業 」 の評 価 が 低 い ・ 「大 工」

「工 務 店 」 は この 中 間 的 な評 価 を得 て い る・ 「設 計 事 務 所 」 が 他 と較 べ て 特 に評 価 の 高 い

項 目は 、 「外 観 ・デザ イ ン」 「工 事 価 格 」 で あ る。 「大 手 住 宅 企 業 」 で は、 「外 観 ・デ ザ

イ ン」 「工 事 価 格 」 「工事 期 間 」 「施 工 者 の対 応 」 で 評 価 が 低 い。 しか し・ 品 質 保 証'ア

フ タ_サ_ビ スの 説 明 が よ く行 わ れ て い るた め 、 「品 質 保 証 ・ア フ ター サ ー ビス」 の評 価

は良 い 。 「大 工 」 で は、 「住 み ご こち ・使 いが って 」 の 評 価 が 他 と較 べ て 悪 い。

1粧み=二 ら 使いが・・ぐ 外製 ・テサ{ノ 工 導`憤旧 工 曜ト醐1轟踵 施工占の対応 品質保3乏・ア7ヲ ー†一ヒス

大 工

工拐店

大 手住宅 企業

般計!匹務所
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図4.3.20建 築 シ ス テ ム の 評 価

4.3.10ま とめ

京 都 市 中 心 部 の 建替 ・増 改 築 工 事 は、 地 縁 あ るい は血 縁 関 係 に基 づ い て、 地 元 の大 工 ・

工 務 店 に工 事 を 依 頼 して い る ものが 多 い.大 工 ・工 務 店 で は 、 契 約 方 法 な どが 口約 束 な ど

曖 昧 で あ り、 改 善 され るべ き点 も残 され て い るが 、 工 事 に対 す る評 価 は悪 くな い 。 「設 計

事 務 所 」で は、 きめ細 か い対 応 が行 わ れ て お り、 評 価 の良 さ に っ な が って い る。 一 方 、 「

大 手 住 宅 企 業 」 で は、 きめ細 か い対 応 が な され て い る もの の 、 評 価 は 低 く、 工 事 価 格 ・工

事 期 間 な ど の厳 格 な管 理 が必 要 と され て い る。

建 築 プ ロ セ スに着 目す る と、 工 事 実 施 に関 連 して 多 くの建 築 主 は何 らか の 事 前 学 習 を行

っ て い る。 特 に、 展 示 場 や シ ョー ル ー ムへ はた くさん の 人が 訪 れ て は い るが 、必 ず し も期

待 ど う りの情 報 を 得 る に は到 た って い な い。

工 事 担 当 者 以 外 の第 三 者 へ の相 談 は予 想 よ り少 な か った が 、 これ は工 事 担 当者 へ の信 頼

の 裏 が え しと もみ られ ・ 京都 市 旧市 街 地 とい う地 域 特 性 の 反 映 と み る こ とが で き る。

よ り詳 細 に言 うな ら ば・ 第1に ・ 住 宅 の設 計 等 に入 る前 段 階 と して の 企 画 プ ロセ ス に つ

い て み る と・ ここで は・ 新 築 す べ き か あ るい は 住 宅 購 入 で対 応 す べ きか と い った 意 思 決 定

にか か わ る総 合 的 判 断 に関 す る ア ドバ イ スや 、 新 築 す る場 合 で もど の よ うな生 産 シ ステ ム
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を選択すべ きか とい った専 門 的かっ総 合的 な判断 が求 め られて いる。 その他 に、優良 建築

業者の紹介 や選択 した業者 の評 価が あげ られ・ 信頼 で きる生産 供給主体 を見つ け ることが

できる仕組 みづ くりの重要性 が示 されて いる。 また、資金計 画等 への対 応の不充分 さ もう

かがえた。

第2に 、設計 プロセ スをみ る と、平面、立面 、材料 ・設備 の選択 等 につ いて も、設 計者

以外 の主体 の意見 を参考 に して い る。

第3に 、施 工 プ ロセ スで は、工事見 積価格 の妥 当性 の評価 といった第三者 的な視点 か ら

の評価機能が求 め られて い る。 そ の他 に工事 に伴 う近隣 の トラブル対策 な どの身 近な対応

へのア ドバイ スも必要 とされて いる。

第4に 、維 持管理 プ ロセ スで は、工事計 画をたて る上 での住 宅診断 な どの必要 性が あげ

られてお り、継続 的な管 理機能 の必 要 を うかがわせ てい る。

このよ うな建築 主の相談需要 に対応 して いるのは、建築 関連 の知識 を もった友 人 ・知 人

によるもの もみ られ るが、専門 的知識 を もちあわせ ていない主体 との間で対 応が行 われて

いることも少 な くな い。相談 内容 には、専門的 かっ第三 者的立場 を要求 す る もの もみ られ、

相談専門主体 によるア ドバ イス機能 の必要性 を うかがわせ る。 また、工事 に直接か かわ ら

ない設計者等 が ア ドバ イスを行 った場 合 の評価 が高 いこ とか ら も、地域 の設計事務所等 の

ア ドバイス主体 としての活 動 の可能 性 を見 いだせ る。 ところで、 このよ うなア ドバイ ス主

体として公共 の住宅相 談所 がほ とん どあげ られて お らず 、公的主体 が個 別サー ビスに対 応

する体制 の不充分 な こ とが明か にな った。
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4.4ま と め

本章 では、住宅生産 システムの需 要適合 を と らえ るた めに・戸建 住宅 の新築工 事・修繕

工事 とい う内容 の異 な る工事 を取 り上 げて、 需要者(建 築主)側 か ら工事 を実施 す る住宅

生産 システ ム との対応関係 を整理 す る とともに・工事 の プ ロセ スに おけ る建 築主 の学 習 ・

相 談行 為を通 じて住宅生産 システムの もつ問題点 を明か に して い る。

① まず、需要者(建 築主)が 新築工事 を行 う場合 の住 宅生産 システムの選択 プ ロセ ス、

お よび工事 を実施 した住宅生 産 システ ムの評価 を行 った。工事 を依 頼す る際 の需要者 の住

宅生産 システ ム選択行動 に着 目す る と、大 工 ・工務店 や設計事 務所 とい う地 域的 ・狭域 的

な住宅生産 システム と住宅 メー カーや プ レハ ブメー カー とい う全 国的 ・広域 的な住宅生産

システ ムは、居住歴 や建築経験 な どの異な った需要層 に対 応 して い るこ とがわか った。大

工 ・工務店 システムや設計事務所 システムを選択す る場 合 には、地縁 関係や 人的なっ なが

りに基 づいた信頼関係 が大 きな選択要 因 になってい る。

大工 ・工務 店 システムの交渉態度 を含 めた間取 り ・外 観 ・設 備 な ど設計能 力の評価 は高

く、工 事費 の明快 さについてやや低 くな るが、施工 能力 にっ いて の評価 は高 い。 プ レハブ

住 宅 システムや住 宅会 社 システムで は、施工能 力の評価、設計 能力 の評価、特 に外観 ・設

備 の設計 にっ いての評 価が大工 ・工務店 システ ムに比べて悪 い。

京都府 ・和歌 山県な どの新築 木造住宅 の建築 主調 査結 果qに よる と、設計 能力、施工能

力 、住宅建設 に伴 う トラブルの発生 状況 か らみ ると、大 工 ・工 務店 システム は大 手住宅会

社 より評価 は高 い。大 工 ・工務 店の トラブルの内容 と して は 「設計 」 「材料 」が多 い。大

工 ・工務店 の設計 能力 につ いて は 「部材設備機器 の選択 能力」 が相 対的 には低 いが 、設計

能 力 自体 は大工 ・工務店 システムと大手住 宅会 社 との違 いはみ られ ない。施 工能力 につい

て は評価 は高 い。 また・大工 ・工務店 システ ムは、契約関係 や品質 保証体制 に前近代 的な

形態 を強 く残 して はいる ものの・生産 システムに対 す る建築主 の信 頼 はプ レハブ システム

に比べて高 い。

しか し・早川和 男 の調査C2)に よ ると、大 手住 宅会社 の住 宅 を選択 した建築主 か らみ

た大工'工 務店 の イメー ジは・ 「信頼性 がない」 「デザ イ ンが よ くない」 「細 かいア フタ

ー ケアが頼 め ない 」な どとな ってい る
・大工 ・工務 店 システ ムを選 択 した ものに とって大

工 ●工務店 システムの評価 は概ね高 いが・大工 ・工務店 システ ム以外 の システ ムを選択 し

た ものに とって は・大工 ・工務店 シス テムの信 頼性 の不足 と設 計能 力 の不足 が大 きな問題



と し て 指 摘 で き る 。
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図4・4・1住 宅 メー カー に 頼 ん だ 人 か らみた 中小 工 務 店 の イ メー ジ(出 典:早 川 和 男 「住 宅 」

日本 経 済 新 聞 社 零2)

② 新築工事 に比 べて零 細 な修繕工 事 は、建築主 の工事依 頼先 が、大工 ・工務店以外 の屋

根工事業者 、設備工事業 者 な どの専 門工事 業者 に多様化 す る傾 向が強 い。 か つ、よ り距 離

的に近 い地 元 の住宅生産 システムを選 択す るよ うになる。生 活 に密着 したサ ー ビスが必要

な修繕工事 の場合、地元 の住宅生産 システム に直接依頼す るチ ャンネルが重要 にな って い

る。

③ 大工 ・工務店 は、住宅 の設計 ・施工 とい った機能以 外 に、住宅 の診断 ・評価 、品質 保

証、維持管理 指導 とい った機能 を同時 に果た して きた。 建築主 の立場か らは、設計 ・施 工

以外の多様 なサー ビスを求 めて い る。例 えば、建築工事 の実施 にあた って、第1に 、住 宅

の設計 等に入 る前段階 に、新築す べ きかあ るいは住宅購 入で対応 すべ きか とい った判 断 や、

新築す る場合 で もどのよ うな生産 システムを選 択す べ きか とい った専門 的かっ総 合的 な判

断である。第2に 、設計 ・施工 の当事 者 と してで はな く、専 門 的な知識 を もった第三 者 と

して平面、立面 の評 価 や、材料 ・設備 の選択 、工事 見積価格 の妥 当性、 とい う評価機 能 で

ある。現実 には、建 築主 の相談 需要 に対 して、た またま建築 主 が知 って いる知 人 に相 談 し、

その情報 を も とに判 断 を行 って いる場 合が多 い。工 事 に直接 か かわ らな い設計者等 の ア ド

バイスの評価 が高 く
、地域 の設 計事務 所が ア ドバイ ス主体 と しての役割 を果 してい る。



個別 の住宅 生産 システム毎 の問題 の他 に・ い くっか の住 宅生産 システ ムが同一 の地域市

場 の中で競争 的共存 す る状 況の 中で・需要者側 か らみ ると自分 の条 件 に適 した住 宅生産 シ

ステムを選 択す るための情報 や ア ドバ イスを必要 と してい る。
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第5章 住 宅 生 産 シ ス テ ム の 活 動 特 性

は じめに

ここでは、地域 の住 宅生産 の実態 を大工 ・工務店 、設計事務 所な どの住宅生産 に関 わ る

生産者側か ら明 らか にす る・ まず 、大 工 ・工務店 の住宅建設 と地域 の関 わ り方 ・生産 シス

テムとして の問題点 を解明 して いる。 つ いで、特 に大工 ・工務店 の設計業務 を取 り上 げて、

設計専門 スタ ッフの有 無 と設計 内容 の違 い、設計 の評価 を行 ってい る。

さらに、地域 の建築 士事務所 を取 り上 げて、建築 士事務所 の分 類、住宅建設 との関わ り

方、活動圏域、業 務上 の問題点 を明 らか にす る。 つ いで、特 に、建築士事務所 の中で住 宅

業務を中心 に行 って いる ものを抽 出 して、設計 ・監 理業務 のプ ロセ ス、大工 ・工務店 との

協力関係 、住 宅生 産 システ ムの問題点 を明 らかにす る。

5.1大 工 ・工 務 店 の住 宅 建 設 活 動

5.1.1研 究 の意義 ・目的

住宅 は土地 に固着 しては じめ てその効力 を発揮 す る。土地 には、気候 や地形 といった 自

然条件や用途 ・密度 とい った土 地利用 に関す る社 会条件 とい う地域 固有 の条件 が存在 し、

そ こで行われ る住 生活 もまた、 その地 域条件 に規定 され ざるを得 ない側面 を もってい る。

したが って 、その中で行 われ る維持管 理 を含 めた住宅建設活動 には、地域条件 を充分理解

し、かっ、個別散 在的 に発生 して くる零細工事 に もキメ細 か く対応 で きる地 元の建設主体

の果たす役割 は大 きな ものがあ る。

従来の大工 ・工務店 は、地域 に営業 す る メ リッ トを生 か して、個別散 在的 に発生す る地

域 の住宅建設需 要 に対 して適切 に対応 し、需要者 との間 で形成 された地 縁的信頼関係 に基

づいて良好 な住 宅 ス トックの形 成 ・維 持 に貢献 して きた 。 この よ うな大 工 ・工務店 と需 要

者 との地縁的 関係 は、大工 ・工 務店 の活動 圏域 と相互規定 的な関係 を もちなが ら形成 され

てきた。

しか し、 モー タ リゼー シ ョンの変化 は、大工 ・工務店 の活 動 圏域 の拡大 を必然 的に可能

に した。一 方、 都市化 に伴 う人 口流 動 の激化 が大工 ・工務店 と需要 者 の間の地縁 的関係 を
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希 薄化 し、かつ、企業 的信用力 や商品 化住宅 を背景 とした住宅 生産 ・供給 企業 の発生が、

大工 ・工務店 との競合 を深 め、旧来か ら存続 して きた大 工 ・工 務店 の活動 圏域 に基 づ いた

地縁 的需要 関係が大 きくくずれっつ あ る。大工 ・工 務店 は・ 内部的要 因 と外 部 的要 因の両

側面か ら活動 圏域 の変質 を余儀 な くされて いる。

本節 では、地域 の住宅建設活動 に対 して主 要 な役割 を果 た して きた大工 ・工務 店 に焦点

をあて、その組織構成、対象工事種 、活動 圏域 、 あ るい は生産 組織 形成 を と らえ ることに

よ り、地域住 宅生産 の構造 を明 らか にす る。

5.1.2調 査 の方法

本節 で は、大工 ・工 務店 の住 宅建設活動 の圏域構造 を明 らか にす るた めに 、戦災 を うけ

ず旧来か らの地縁 的信 頼関係 に基づ いた需 要関係が存続 して い る京都市 に着 目 し、その周

辺地域 を含 めて調査対 象地 域 と して設定 し、そ こに所在 す る大 工 ・工務 店 の経 営者 にア ン

ケー ト調査 を実施 した。

調査対象者 の選定 に は、全京都建設労働組 合、京都建築工 業協 同組合 の協 力を うけた。

ア ンケー ト票 の配票 回収 と もに郵 送 で行 い、一部 訪問 回収 も行 った。 調査対象 期間 は、

昭和55年3月 ～4月 であ る。

配票 回収 状況 は表5.1.1の とお りで あ る。

表5.L1配 票回収状況

対 集数 無 効対 象数 有 効
対 象数

1司収 数 有 効
回収数

有 効
回収累(%)

京 廼 労 384 一 384 123 且20 3L3

京 ゆ1二 協 398 7正 327 120 119 36.4

合 計 782 71 711 243 239 33.6

5.1.3大 工 ・工 務 店 お よ び経 営 者 の基 本 属 性

図5.1.2～ 図5.1.9は 、 ① 大 工 ・工 務 店 の対

象 建 築 ・対 象 工 事 と して 「供 給 建 築 物 の種 類 」

「主 要 工事 種 」 、② 規 模 指 標 と して 「年 間 工 事

高 」 「常 勤 者 数 」 、③ 地 域 との関 連 指 標 と して

「経 営 者 の所 在 地 移 動 」 「現所 在 地 営 業 開 始 年 」 建

、④ 経 営 者 の指 標 と して 「経 営 者 の 年 齢 」 「経

営 者 の 親 の 職 業 」 、 を 示 した もの で あ る。

調 査 対象 は・ 主 と して木 造 戸 建 注 文 を扱 う元

図5.1.1
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請中心 の大工 ・工務 店 であ り・建売 住 宅や プ レ

ハブ住宅を扱 うもの はない。主要工 事種 で は 「

新築主流」が大半 を占めて いるが、 「増 改築」

「修繕主流」 もみ られ る。
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親 の職業 で は、京都 で親 が大工 を してお りそ のあ とを継 いだ ものが約 半数 、自分 の代 か

ら大工 ・工務 店 の営業 を始 めた ものが約半 数を 占めてい る。
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く　ロじコ　　の

図5,1,8修 業 開始 後 の所在 地移 動 パ ター ン 図5.1.9現 所在 地 営業 開 始年

大工 として の修業 を始 めてか らの所 在地 の移動 は、修業地 か ら現在 まで移動が ない もの

が約3割 存在 し、修業地 だ け別で独立 して か ら所在地 の移動 が ない ものが4割 強 を占 めて

いる。所在地 の移動 の頻繁 な ものは少 な く、全 体 と しては大 工 ・工 務店 は地域密着 的 な活

動を行 って い る。 また、現 所在地 での営業開始 年で み ると、20年 以 上経過 した ものが3割

弱、10年 以上経 過 した ものを含 める と約7割 を 占め てい る。

大工 ・工務店 お よび経営者 の基本属 性 の間の関係 の うち主 要 な ものを示 した ものが 図5,

1.10～ 図5.1.12で ある。
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「新築 主流型」 では年 間工事 高 は高 いが、

「増改築主流型 」 「修 繕主流型 」では2000万

円未満 の零細 大工 ・工務店 の割 合が多 い。 一

方 、 「修繕主流型 」 には1億5000万 円以上 の

大 規模 な もの も存在 してい る。常勤者数 と年

間工事高 の間 には、お おむね正 の相 関が あ り、

常 勤者数の多 い ところでは年 間工 事高 も高 い。

経営者 の年齢 は、60才 以上 の ものに年 間工事

高 の低 い ものがあ る。

凡 例

⑳oo刀 項 綱

.・2DQO～4エ)OO万 円

4000-6DOQフ ヨFq

6DOO-aOOO刀 円

8ρ00-10ρ00刀 刃

10ρoo-15ρooフ ラFq

7ユ5ρ00職 ヒ

1人

2人

3人

4人

5人

020406080100一

6人 以上

新 築 主 流 琴1」

増改 築主流型

修 繕 主 流 型

%
020406080でOO一

V.C.1U

V,C.45

V.C、17

混 合 型V
.C.41

図5.1。10主 要 工 事 種 別 年 間工 事高

駕実?・P・P・P・P19・

123

V.C.28

V.C.40

V.C44

～

1紘。29

玉c19

V.C.39

//

/ン 急1

/=z∠/
妊 一1

上

40才 未 満

40～49才

50～59才

60才 以 上

VC39

V.C.70

V.C.55

V.C.28

図5.1.11常 勤者 数 別年 間 工事 高 図5.1.12経 営 者 年 齢 別年 間工 事高

5.L4活 動 圏域

(1)工 事 現場 の分布

工事種別 、す なわち 「新築工事(建 替を除 く)」 「建替工事1「 増改 築 ・修繕 工事 」別

に工事 現場 の所在地 をみ ると、 「新 築工事」 はDID地 区を中心 と しっ っ もその周辺部 に

広 が り、 「増 改築 ・修繕工事」 はDID地 区 とほぼ一致 した分 布 を示 し、 「建替工事 」は

DID地 区内 で も中心部 に多 く分布 して いる。

(2)工 事 現場 まで の距離

工事種別 に工事現場 と大工 ・工務店所 在地の関係 をメ ッシー間距 離 で示 した ものが 図5.

1.13で ある。 「増 改築 ・修 繕工事」 「建替工事」 「新築 工事 」 とい う順 で距 離 は遠 くな っ

て い るが、工 事種別 に顕著 な差 はない。



全工 事 の8割 以 上 は ・ メ ッ シ ー間 距 離4以 下(8km以 内)の 工 事 で あ り、 これ は車 で の

所要 時 間で は ほ ほ30分 以 内 の工 事 で あ る(図5.1.14)。

(3)限 界 時 間 距 離

図5・1・15は ・ 通 い の 仕 事 の 遠 さ の 限 界 に つ い て 、 大 工 ・工 務 店 の経 営 者 が 限 界 と考 え る

値 を車 で の所 要 時 間 で 示 した も ので あ る。 「30分 以 内 」 が約2割 、 「30分 を こえ て60分 以

内 」が6割 強 ・ 「60分 を こえ る」 が 約2割 で あ る。 大 半 の大 工 ・工 務 店 が60分 以 内 の所 を

活 動圏 域 とみ た て て い る。

。2。 ・・,◎,。1。 ♂

毘
020406080100
一

新 築 工'1}

建 椿 工lll

増改 築 ・修 繕工 皐

1 2

V。C.255

V.C.173

V.C.937

・凡例1 .メ ッシ ュ闘 距 離04,4を こえ6以F

2,0を こえ2以 下5.6を こえ る

3,2を こえ4以F

図5.1.13

工 事 種 別 工 事 現 場 ま で の 平 均 メ ッ シ ュ 間 距 離
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(V.C.232)

図5.!.15限 界 時 間 距 離

V.C.166

・一 以τ=
..,.1B

4を こえ6以 下

6を こえ る

凡 例

130分 以 内

260分 以 内 ・

3'60分 を こえる

V.C.46

V.C.30

図5.1,!4

新 築工 事 に おけ るメ ッシュ間距離 と所要 時間

図5.1.16は 、 遠 い現 場 に お け る問 題 点 で あ る。 「作業 時 間 の 減 少 」 が 限界 時 間 距 離 を規

定 して い る 。 通 い仕 事 の 限 界 時 間距 離 とい う意 識 の上 で の距 離 の限 界 と実 際 の 工 事現 場(

新 築)ま で の 距 離 との 関 係 を み た もの が 図5.1 .17で あ る。 限 界 時 間 距 離 とは 無 関 係 に ほ と

ん どが30分 以 内 の と こ ろで 工 事 を行 って お り、60分 を こえ た 仕 事 は め った に 行 わ な い。 大

工 ・工 務 店 の 活動 圏 域 は 、 意 識 の上 で は 「30分 を こえ60分 以 内 」 あ る い は そ れ 以 上 の 所 に

設定 され て は い て も、 実 際 に は30分 以 内 の 狭 い圏 域 で活 動 を 行 って い る。
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㍗ 撃 讐 曽
%

作業時間の減少 曇髭 灘購爵 1
一

吟門τ輝1な ど○手配 i 一

材木 ・建材の輸送■

資材 道其の保管

1 1
!

工事の管理 鐸
}一

建築主 との打合せ
尾i ヨ

1ア フターサ ー ビス 墨一一 一

別に苦労なし 罫i

そ の 他 …i

限界關 距離9・ ρ ・ρr・8P19♂

1.2,3,

60分 以 内 V。C。349

庄:濃 い トーンは 主要 な ものの単 一回 答

図5.!.16遠 い工事 現 場 の 問題 点.凡 例1,30分 以 内3.60分 をこえる

2.60分 以 内

図5.1.17限 界 時 間距 離 別 実 際 の現場 所 要時 間

(4)活 動 圏域 の タ イ プ

大 工 ・工 務 店 が行 った 工 事 の 圏 域 に基 づ い て 、 活 動 圏 域 タ イ プ を設 定 す る ・最 近 の5件

の新 築 工 事 現 場 に っ い て3件 以 上 の 記 入 の あ る もの を対 象 と した 。

① 「狭 域 型 」:す べ て の工 事 が メ ッ シ ュ間 距 離2以 下(半 径4kmま で)の もの 。

② 「準 狭 域 型 」:半 数 以 上 の工 事 が メ ッシ ュ間 距 離2以 下 の もの 。

③ 「準 広 域 型 」:メ ッ シュ 間距 離2以 下 の もの が半 数 を 占 めず 、 か っ 、 メ ッ シュ 間距 離4

を こえ る もの も半 数 を 占め な い もの 。

④ 「広 域型 」:半 数 以 上 の 工 事 が メ ッ シー 間距 離4(半 径8km)を こ え る も の。

大 工 ・工 務 店 お よび 経 営 者 の基 本 属 性 との 関係 か ら活 動 圏域 の規 定 要 因 を さ ぐ る(図5.

1.18～5.1.23)o

関 連 が高 い もの と して 、 第1に 経 営 者年 齢 、 続 い て常 勤 者 数 、 親 の職 業 で あ り、 年 間 工

事 高 、主 要 工 事 種 は関 連 性 は な い。 経 営者 年 齢 で は 、 「広 域 型 」 は若 年 層 が 多 く、60才 台

の高 年 齢 層 は 存 在 せず 、 逆 に 「近 接 型 」 は60才 台 が 最 も多 い 。 また 、 常 勤 者 数 で は、 「広

域 型 」 は2人 以 下 が存 在 せず 、 か とい って6人 以 上 も多 くを 占 あ ず 、3人 を 中心 と した 組

織 が対 応 して い る。 親 の職 業 で は、 「広 域 型 」 に 「大 工 以 外 」 が 多 い。 限 界 時 間 距 離 との

関 係 で は、 「狭 域 型 」 に 「30分 以 内 」 が約4割 存 在 す る。

「広 域 型 」 は ・ 若年 で しか も組織 規 模 も中 ぐ らい の 中 堅 の大 工 ・工 務 店 が 対 応 し、 「狭

域 型 」 は ・高 年 で 意 識 の上 で も狭 い活 動 圏域 を 設定 して い る層 が対 応 して い る。 ま た 、 両

者 の年 間工 事 高 に大 きな相 違 が 見 い 出 せ な い こ とか ら、 「広 域 型 」 で も 「狭 域 型 」 で も一

定 の受 注 を確 保 し う る こ とを示 して い る。
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狭 域 型

準狭 域 型

準 広 域 型

広 域 型

・凡例1 .

2.

3,

4.

図5.1.18
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住宅建設 は大 工 ・工務店 のみで行 うので はな く、住宅 の設 計 ・施工 ・部材 の取揃 えな ど

一連の関連組織 の協力 で行 われ る
。 関連組織 の構成 が、工 務店 の性 格や活動 圏域 を大 き く

規定 してお り、 この関係 を とらえ るこ とも重要 な課題 であ る。 ここで は、関連組織 を構成

す るもの として、設計 を担 当す る設 計事務 所、施工段 階で各専 門工事 を担 当す る専門工事

業、主要材料 を取 り揃 え る木材店 を取 り上 げて、 それ ら関連組 織 と大工 ・工務店 の業 務上

の関係 や地域 的関連性 につ いて検討 を加 え る。

(1)設 計 事務所

常時取 引の あ る設計 事務所 との関係 を示 した ものが図5.1.24で あ る。 大工 ・工務店 の8

割が常時取 引 の設計 事務所 を もってい る。 その ほとん どが1事 務 所 との取 引であ り、複数
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の取 引事務所 をもっ ものは少 ない。取 引設計事務所 のない もの には・ 自社 内で設 計監 理能

力 を もっ大規 模工務店か、設計 業務 を必 要 と しない零細 な下請 け中心 の1人 親方 が該 当す

るもの と思 われ るが、後者 のケー スが 多い。

100 20
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30● 40
●
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●

覧

㍗ ㌘ 響 聖
%

設計監理まで依頼 {

{ 基本設計まで依頼取 引 ユ社 1
畠一 占 」し_L一 一≡ま ≡≡毫 一, 一 一

_一

__一 一 一幽一一一
ア ドバイス まで ・そ の他 {取 引2社 以上 一一一 一 幽

巳

一
代願の み依 頼 ,1な し

Vf「V.C.199　で
ら 　　

図5.1.24常 時取引設計事務所数 図5,1.25常 時取 引設計事務 所 との業務関係

設計事務所 との業務 上の取引 は、基本 的 には確認 申請 業務 の代行 であ る。 この他 に どの

よ うな業務関 係が あるのか を示 した ものが図5.1,25で あ る。 「代願 のみ」 が約1割 、単 な

る代願業務 に加えて基 本設計や設計監理 を依頼す るな ど多様 な関係 が成 立 してお り、 その

意味で設計事 務所 の果たす役割 も大 きい。 表5.1.2大 工工務店所在地か ら

各関連取引主体 まで のメッシュ間距離取引設計事務所 と大 工
・工務店の所在地 の メ ッシュ間

距離を示 した ものが表5.1.2で ある。他 の関連組織 に比

べて遠 くに存 在 し、地域的関連性が薄 い。 メ ッシュ間距

離 を基本属性 との関係 をみ る と、主要工 事種で は 「修繕

主流型」で遠 くな り、修繕工事 と設計業務 の関連性 の低

い ことの現 れであ る。 また 、業務関係 では 「代 願の みj

が最 も近 くに所在 して いる。代願業務 を依 頼す る場 合、

手近 な設計事 務所を選 択 して いる(図5.1.26)。

主 要 工 事 種
メ ソシ ュ

123
● ● ■

新 築 主 流 型

増 改 主 流 型

修 繕 主 流 型

混 合 型

取引業者 平均距 離(絢 シ、} ▼.C.

設計事務所 2. 39 190

一

左官 1. 88 276

屋根瓦 1. 79 229

　
廷具 1. 81 239

畳 1. 36 205

一一

一

内装 2. 31 209

衛生設備 1. 97 228

木材店 1. 57 307

股計事務所業務幌係
メ ッシ 昂

123
● ● ●

設曾十監 理依 頼

基本設 計 依頼

アドバイス・その他

代 願 の み

図5.1,26基 本属 性 別 設計 事 務所 メ ッ シー間 距 離

(2)専 門 工 事 業 者

住 宅建 設 に腰 塘 門工事 の種類 は一般1・10数 騰 存在 す るが
、 ここで は 、左官工 事、
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屋根葺工事 、建具工事 、畳工事 ・内装 工

事、衛生設備工事 の6種 類 を取 り上 げ た。

常時取引 のあ る業者数 を示 した もの が

図5.L27で あ る。 どの業種 も取 引業 者数

は1店 が大半 であ り、専 門業者 との関係

はかな り固定 的で ある。複 数 の業者 との

取引関係が多 い業種 は 「左官」 であ り、

逆に少 ないの は 「畳 」で あ る。現 場工 事

左 官

屋 根

難 具

たたみ

内 装

衛生設備

0204060eo100
一

V.C.229

V。C.227

V・C.228

V.C.227

V.C.227 G凡例1澱

V.C.2283
.3社 以 上

4.な し

図5.1.27常 時取 引 専 門工 事 業者 数

期間が長 い 「左官」 で は、工事 量 の多 い場合1店 で は間 に合 わ ない こともあ るため に複 数

を確保す る傾 向があ り、工事期 間 の短 い 「畳 」の場 合 には1店 で充分 であ る。

各業種 の常 時取 引業者 の うちの主要 業者 との取引理 由をみた ものが図5.1.28で ある。 取

引理由は、いずれの業種 も 「技 術が よ い」 の技 術評 価 と、 「気 心が知れ てい る」 とい う信

頼関係の2つ の理 由に集約 され る。
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讐
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覧
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技術がよい :・,己㌔9・'・:・ 層ノN 1 稲 …1 1

仕事が速い 通
・'1

近所にあって便利 1 {

安い
1

1 :!
スケジュールで無 理が きく 、際1 'i 編

気心が知れている ヨ 1 {

V.C.81 V.C。77 V.C.78

図5.1.28専 門 工事 業 種 別 常 時取 引 理 由

それ ぞれ の常 時 取 引 業 者 と工 務店 の 所 在 地 との メ ッ シュ 間距 離 を み た もの が 表5.1.2(

前 出)で あ る。 これ に よ る と 「畳 」 が 最 も近 く、 「内 装 」 が 最 も遠 い。 他 の 業 種 は ほ ぼ 同

様 の距 離 関 係 を示 して お り、平 均 距 離 で み る と メ ッ シュ間 距 離2以 内(半 径4km以 内)の

と ころに所 在 して い る。 した が って 、 か な り狭 域 的 な 組 織 形 成 で あ る。 「内 装 」 が 多業 種

に比 べ て若 干 遠 い の は、 この 業 種 の発 生 が 後 発 で あ った た め に地 域 へ の 浸 透 が 薄 いた あ で

は ない か と思 わ れ る。
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(3)木 材 店

常 時 取 引 の あ る木 材 店 との 関係 が 図5.1.29

で あ る。常 時 取 引 木 材 店 を もた な い もの は ほ

図5。1.29常 時取 引木 材 店 数'v覧c229とん どな く
、 常 時 取 引店 を もっ もの の 中 で も

36%が 複数 の木 材 店 との取 引 関係 を もつ。 特 定 の木 材 店 と の取 引理 由 は、 「気 心 が知 れ て

お り業 務 が ス ム ー ズ」 が約 半 数 を 占 め 、 木 材 の 運 搬 な どの 業 務 上 の 関係 が 強 い。 常 時 取 引

木 材 店 まで の 距 離 は、 メ ッ シュ 間距 離1.5(半 径約3㎞)と 多 業 種 に比 べ て近 い。

木 材 の運 搬 は、 「木 材 店 に現 場 ま で 」が4割 と主 流 を 占 め て い る が、 こ れ も常 時 取 引 木

材 店 との距 離 に よ って 相 違 が み られ 、 距 離 の近 い もの で は 「木 材 店 が 現 場 ま で1が 中心 で

あ るが 、距 離 が 遠 い もの で は 「自社 で 運 搬 」 、 「木 材 店 は作 業 場 ま で で 自社 で現 場 まで 」

とい った 自社 運 搬 の形 態 が増 加 す る 。 一 方 、 「定 ま って い な い 」 と い っ た ケ ー ス バ イ ケ ー

ス的 な対 応 も増加 して くる。 大 工 ・工 務店 と木 材 店 の距 離 が 遠 い と、 木 材 店 が現 場 まで 木

材 を運 搬 す る と い うサ ー ビス は行 い づ ら くな る。

V.C184

図5.1。30木 材 店常 時取 引 理 由

0

図5.1,31木 材 運 搬 形 態

0を こえ2以 下2を こえ4以 下

V.C.234

運 搬 20 撃 讐 讐
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㍗ 汐 讐 聾
%

㍗ ㌘ 讐 讐
%

自社 で逓搬
一 …舞……f 灘1 蕪il

木材店が運搬 ……ii…iil
・i鐵

翻
業場まで木材店が運搬 , i判

1 il.酬 ,H同.,...1.

覇 i翻
定 ま ってい ない 期 翻 ……iil

そ の 他

4を こえ6以 下

V.G98

6を こえ る

V.C.119 V.C.62

運 搬
碧 誓 解

覧

叩 智 4060
● ●

%

聖
自社で運搬

、,蹴i…i…i…i…i…1 i…iiilii・『

木材店が運搬
一 iiiiiiヨ

業場まで木材店が運搬
壽.

'

定 ま ってい ない 劉
そ の 他

VC15
隅C.10

図5.1.32木 材 店 まで の距 離 別 木材 運 搬 形態
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(4)遠 隔 地工事

大工 ・工務 店 は一定 の広 が りの中 で活動 を行 い、 かっ、それ らの工事 につ いて は、常 時

取引のあ る固定 的な専 門業者 との協 力で施工 を行 ってい る。 しか し、工事現場 が遠 いた め

に常時取引業者以外 の業者 を使 わ ざるを得 ない場合 も存在す る。 この よ うな常時取 引業者
し

以外の業者を使用 した遠隔地工 事 につ いて触 れ る。

図5.!.33は 、主要 工事種 と遠 隔地工 事 の有無 で ある。常時 取 引業者 をかえて行 う遠 隔地

工事はあま り存在 しな い。 ほ とん どの大工 ・工 務店 は、常時取 引業者 の活動 範囲 内で しか

活動 しないか、 あ るい は、 多少 無理 が あ って も常時取引業者 に依頼 す るとい った 固定 的 な

関係で建設活動 を行 って い る。っ いで、限 界時間距離 と遠隔 地工事 との関係 は図5,1.34で

ある。 限界時 間距 離90分 以 内で は、距 離が増加 す る と遠隔地 工事 も増加 してお り、活動 範

囲の指 向性 と活動 実績 には関連 があ る。 「90分を越 える」 もの の中には遠 隔地工事 の経 験

がない.限 界 時間距離 が遠 い ものに広 域活動 に対応 す る組織形 成が準備 されて いるので は

な く、む しろ受 注 の減少 に悩む大工 ・工務店 が限界時間距離 を遠 く設定 したためで ある。
%

限 界 時 間 距 離020406080100
-

31『45分V .C.15
V.C176

図5.1.33遠 隔 地工 事 の有 無

102030●
● ● 誓 讐

%

支払いがスムーズに
いかない

技術が不安 一
仕事が うまぐ進まない

アフターサービスに
支蹄 がある

そ の 他

特 に なし `

図5.1.35遠 隔地 工 事 の 問題 点

V.C.55

図5.1.35は 、遠 隔地工事 の もっ問題 点を示 してい る。

るが、残 りは何 らかの問題 があ る。す なわ ち 「技術 が不安」

とい った施工時点 での問題 が約4割 を 占め、 っいで 「アフター サー ビスに支 障が あ る 」と

いう維持管 理段階 の不 安 をあげ る ものが1/4を 占あて いる。遠隔地工 事 は、施工時 お よ

び維持管理過 程 に何 らか の不安 を残す と考 え られて いる。

(5)活 動 圏域 タイプ と関連 組織構成

大工 ・工務 店か ら各 関連組織 の常時取 引先 までの距離 、 その取 引理 由、 さ らに、遠隔地

工事 に検討 を加 え る。

46-・・分 薩=証====コ_2

61-・・分 畷 盃=1====コVC,、

・・分・・え・[=======コ 怯,.、

合 計 匿霊 藍[=====玉c171
・凡 例1 .よ く あ る3 .な い

2た ま に あ る

図5.1。34限 界 時 間距 離別 遠 隔地 工 事 の有 無

「特 に 問題 な し」 が1/4を 占 め

、 「仕 事 が うま く進 ま な い 」
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① 常時取引先 までの距離

大工 ・工務 店所在地 との メ ッシュ間距離 を示 した ものが図5.1.36で あ る。 「狭 域型 」か

ら 「広域型 」へ と活動 圏域 が拡 大す る に したが って常時取 引業者 との距 離が広 が る。活動

圏域 の狭 い もので は、 かな り狭域 的 な組織形成 を行 って い る。
ら
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図5.1.36
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鴨24関 運業種別活動 圏域 タイプ別

鞭9常 時取引業 者 までの メ ッシュ間距離

v.c【9

② 取 引理 由

専門工事 業者 との取 引理 由で は、工 事 の種類 によ ってやや相 違 はあ るが、全体 としてみ

ると 「狭域型 」で 「気心 が知 れてい る」が主流 を占めるの に対 し
、 「広 域型 」で はその割
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図5・1・37朝 工事業種別制 圏域 タイプ別常時取 引馳
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合が減少 し、 逆 に 「狭 域 型 」 で は ほ と ん ど

み られ な い 「仕 事 が速 い」 「ス ケ ジ ュ ー ル

で無理 が き く 」 とい った 時 間 的 要 素 に 関 係

す る理 由 で 取 引 が行 わ れ る(図5.1。37)。

木材 店 と の取 引理 由 で1ま 専 門 業 者 と や や

事情 が異 な り、 「狭 域 型 」 で は 「支 払 い条

件」 、 「広 域 型 」 で は 「気 心 が 知 れ て 業 務

が スムー ズ」 で あ る(図5,1.38)。 ③ 遠

隔地 工事

遠 隔地 工 事 との 関 係 が 図5.1.39で あ る。

「狭 域型 」 で は遠 隔 地 工 事 の 経 験 が少 な く、

「広 域型 」 に な る と遠 隔 地 工 事 経 験 も増 加

して い る。

狭 域 型

準 狭 域 型

準 広 域 型

広 域 型

・凡例1 .

2.

3.

4.

図5.1.38
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活動圏域 タイプ別木材店常時取引理由
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図5.1.39活 動 圏域 タイ プ別遠 隔 地工 事 の有 無

V.C.17

V.C.2G

V.C.25

V.C.8
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新 しい商 品 の情 報 の入 手

特 にな し

活動 圏域 の 広 い大 工 ・工 務 店 で は 、 常 時 取 引 業 者 の分 布 もか な り広 く、 な お か っ 、 臨 時

的組織形 成 に よ り、 よ り活 動 圏 域 を広 げ る傾 向 が あ る。

5.L6住 宅 建 設 方 式 の 地 域 差

京都市 お よ び そ の周 辺 地 域 に お け る大 工 ・工 務 店 の住 宅 建 設 方 式 の変 化 を 明 らか にす る

ため に、特 徴 的 な 伝 統 的工 法 と して の 標 準 寸 法 と外 壁 仕 上 げ 方 法 を と りあ げ た 。
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て いる。

標準寸法 と経営者 の親の職業 、年齢 との関係

を みた ものが 図5.1.41で あ る。親 が大 工で あ り、

しか も京都 で大工 の ものほ ど京間主 流 とな り、

伝統 の継承 が親 との関連 で行 われてい る。年齢

で は、高年齢 層 ほ ど京間主流 の割合 が大 き くな

り、反対 に 「30才未満 」の若年層で は京 間主流

がな く、今後、若 い層 が中心 にな るにっれて伝

統 的工法 が少 な くなる と推 測 され る。

(1)標 準寸法

京間内法使 用割合 が8割 以上 の大工 ・工務店(京 間主 流)・ およ び関東 間真 々使用 割合

が8割 以上 の大工 ・工務店(関 東間主 流)の 地域 的分布 をみ た ものが図5.1.40で あ る。

京間主流 の大工 ・工務店 が地 区の大工 ・工務店 の50%以 上 を 占め る地 区 は、京都市域外

の農村部(城 陽市、綴喜郡等)に 多 く、伝統 的寸法体 系が強 く残 され てい る。 しか し市内

中心部 に も京 間主流の ものが分布 して お り、伝統 的寸法 体系 は都心 部か ら消えて いない。

関東間主流 の大工 ・工務店が地 区の大 工 ・工務店 の50%以 上 を 占め る地 区 は、市内周辺部

の新興住宅地(西 京区、山科区等)に 分布す る。市 内中心部 で は、両者 が混 合 して分布 し

020405080700
」一■一一」一 一一凸一曜rr-」__一L一

① 真壁主流地区分布 ⑥.
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020406080τ00粁 営者の年齢
一_

30才 未満
VC.5

30～39才
va2旧

40～49才
VC,48

50～59才 凱C
.4才

60才 以上
uc.17

合 計
　　ロロ　　

凡 例1・ 京 間 内法 主 流2.混 合3.関 東間 主流

図5.1.41基 本 属 性別 使用 標 準 寸法

② 耀 主勉 区頒..④

1欝 耀 以上 口 灘 髭以上

図5.1.42外 壁 仕 上 げ方 法 地 域分 布
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(2)外 壁 仕上 げ方法

真壁使用割 合 が5割 以上 の大工 ・工 務店(真 壁主流)、 お よび大 壁使用割合 が5割 を こ

える大工 ・工務店(大 壁主流)の 地域 的分布 が図5.1.42で あ る。標 準寸法 と同様 に、市域

外 の農村部で は伝 統的 な真 壁主流 の もの しか存 在 しない地 区が ほ とん どであ り、 また市 内

周辺部 には現代 的 な大壁主 流 の ものが 多 く、市内 中心部 にお いては両者 が混合 して分 布 し

ている。

%

経営者 の属 性 との関 係を みる と(図5.1.43)、

親の職業では、 「京都 で大工」 に真壁 主流 の も

のの割合が他 よ り多い。 年齢 との関係 で は、高

年齢層 で真壁使用 が多 く、 若年 層 ほ ど使用率 が

低い。 ここで も標 準寸法 と同様 に、今後、伝統

的工法が少 な くな る と推測 され る。

住宅建設方式 には、地域 差が存在 してい る。

しか し、 この地域差 は必 ず しも地域 固有 で はな

く、経営者 の属性、特 に年齢 に関係が あ り、世

代の交替等 によ って変 化 してい く可能 性が強 い。

020406080100経営の親の職乗
」__一 」___

12

禦 都 で 大 工 蟻C
.100

京都以外で大工VC .16

大 工 で な いVC
,93

合 剖VC
、209
踏

融 者の4吟02。406。80τ00

12

30オ ホ 満

30～39才

40～49才

50～59才

60才 以 上

合 書十

顯 1
/

鰯 1
》z

1

灘1

離鰯1
＼
醸====コ

醗麺1
'4鞄

z.

薩羅羅r

凡 例1.真 壁主流
2.大 壁主流

VC.5

Vα33

MC.67

VC.53

冠C.29

VC.187

図5.1.43基 本 属 性別 外 壁 仕上 げ方 法

5.1。7今 後 の方 針

か つて 地 縁 的 な 基 盤 の上 に成 立 して いた 大 工 ・工 務 店 に よ る住 宅 生 産 ・供 給 シ ステ ム が、

地 縁 的 な基 盤 の喪 失 、 ま た 、 新 材 料 ・新 技 術 の 出現 、 持 家 住 宅 の中 に 占 め る分 譲 住 宅 の増

加、 さ らに は、 需 要 そ の もの の 低 下 な ど、 大 工 ・工 務 店 を取 り ま く環 境 の変 化 に よ って 、

何 らか の変 質 を迫 られ て い る もの と考 え 、現 在 、 大 工 ・工 務 店 が、 この 環 境 の変 化 に対 し・

どの様 な対 応 を考 え て い る のか を考 察 す る。

(1)今 後 の 方 針

図5.1.44は 、大 工 ・工務 店 の 今後 の 方針 を みた もの で あ る。 大 工 ・工 務 店 が ・活 動 の対

象 とす る工 事 種 、 活 動 圏 域 、営 業 地 、 受 注 方 法 、 受 注 形 態 に つ いて 、 従 来 どお りの活 動 形

態 を 今後 も継 続 す る の か 、 新 しい活 動 形 態 へ と変 化 す る のか を 明 らか に す る た め に ・対 立

す る方 針 を あ げた 。
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新 築、 建築 工事 に重点 を お く

協 業化 の話が あ って も参 加 しな い

地 元 を中 心 に活動 す る

髪

020406080100-

　 　 コ

〔=工===麗 璽翻 ・・.・・9

V.C.209

ソコ　コ　　

翻店・翻 筆艦 耀 黎 〔=工 璽 一3

在 来木造 工事 に限定す る 野C.212

自 社 が受 注 した 仕事 を中心 とす る

人的 っなが りを中心 とした受注

現 在 の所在 地 で営業 を続 ける

〔======工 墾。・.・・5

1左 側の方針に横極的

2ど ちらともいえない

3右 側の方針に廻極的

統C.212

V.C.207

増 改築 や修繕 に重 点 を お く

協 業化 の 話 が あれ ば積 極 的 に参加す る

新 しい地 域 に も積 極 的 に進 出す る

新 しい建 材店 ・専 門 工事 店 な ど とも

積 極 的 に取 り引 きを 行 ってゆ く

プ レハ ブ ・2×4住 宅 な ど も手 がけ る

大 手企 業 な ど下 請 け の仕 事 を増 やす

新 聞広 告 ・チ ラ シな どを 利用 し積極 的な受注

需 要 の多 い地 域 に店 を移 す

図5.1.44大 工 ・工 務 店 の今後 の方 針

工事種、活動圏域 は、対 立す る方針 に分 化す るが ・そ の他 の項 目で は・現 状維持 的な傾

向 が強 く、新 しい活 動 形 態 へ の積 極 性 を あ ま り感 じ る こ とが で きな い。

これ らの今後の方針 を 「林 の数量化3類 」 によ り類型 化 した。数 量化 に よ って得 られた

軸 の うち 、第1軸 の意 味 を読 み と る こ と は で きな か った が 、第2軸 は(図5.1.45)、 現 状

維持 的か、新 しい活動形態 に対 し積極 的か とい う軸(以 後 、先 進性 の軸 と呼ぶ)と 理解 で

きる。 最 も先進的 な方針 は 「営業地 の移動 」であ り、次 に、 「大手 企業 等の下請 けの仕事

を 増 や す 」が 位 置 づ け られ る。

増改築や修紺に旦点をおく

人的なっながりを中心とし

た受注を行う

新築,建 替工
事に位点をお
くL

ブ レハ ブ ー2×4住 宅等 も手揖け る

新 しい地域 に も鍛極 的に参加す る

新聞 広告 ・チ ラシ等 を利 用 し

積極的 な受注 を行 う

2

,大手企業等下請の仕事を
増やす

L撫,ち 、'、。。。い

受注方法どちらともいえない
営菜 地 どち ら ともいえ ない

工法 どち らともい えない

ヱ事種 どち ら ともいえ ない

矛舌動四 培 どち らともい えない

現在の所在地で営業を続ける

自社が受注した仕事を中心とする

在来木造工事費に限定する

一需要の多い
地域に店な
移す

作 占'

地元を中心に活勘する

図5.!.45今 後 の方 針 の類型 化

〈2)大 工 ・工 務店 の 先 進 性

図5・1・46の 左 側 は・ 数 量 化 の結 果 か ら得 られ た大 工 ・工 務 店 の 先 進 性 の軸 に 対 す る得 点

を 平 均 値 の形 で 示 した もの で あ り、 右 側 は 、 〈 受 注 の減 少 〉 に 対 して 「困 って い る」(一

1)・ 「困 って い な い1(+1) ・ 「な ん と もい え な い 」(0)と 得 点 化 した もの で あ る。
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各属性 ごとに・ 大工 ・工務店 の先進 性 と受 注 の減少 の と らえ方 を対比 してみ る と、工 事

高が低 い、常勤者 数が少 な い・経営 者 の年 齢が高 い大工 ・工務店 で は、受注 の減 少で 困 っ

ているに もか かわ らず、現 状維持 の方針 を考 えてい る。逆 に、工事高 の高 い大工 ・工務 店

では、受注 の減少 で困 って いるが、方 針 は先進 的であ る ことがわか る。 また、常勤者数 の

多い大工 ・工 務店、活 動圏域 の広 い大 工 ・工務店 で は、 あま り受注 の減少 で困 って いな い

が、その方針 は、先進 的で ある ことがわか る。

積極的 に新 しい活動 形態 を とるとい う先進性 には、問題 に対 応す るための消極 的な先 進

性 と、常勤者数 の多 い大工 ・工 務店 、活動 圏域 の広 い大工 ・工 務店 のよ うに、問題 とは な

っていないが、新 しい活動形 態 を とる とい う積 極的 な先進性 が ある。 また、受注 の減少 に

よって問題 を生 じて い るに もか かわ らず 、現状 のままの活動 形態 を取 る大工 ・工務店 の存

在 して い る 。

●常勤者数
一〇2-010α102
圏 「 ● 馳

1人

2人
1・＼

3人

4人

5人

＼.

枚.
/
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1,

●活動圏域タイプ

一〇5 0

今後の方針の先進性

現状維持的 先進的

殴

/
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●年間工事高

:受注の減少あとら肪
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1
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一♀2曹o可 00て 02
, 昌 1
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,

＼ ●

＼
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6000万 円

6ρ00
8000万 η

8ρ00
10000万 円

10ρ00
15DOO万 円

15ρooπ 以上

./イ
＼ ＼

●

＼
●

,「

●主要工事種一
o

新 築主流型

増改 築主流型

修繕 主流型

05混 舎 型

σ
㌧

/
●

1

./ ●経営者の親の職業

京郷で大 二〔

京 都以外
で大 工

大工で ない

図5.1.46基 本属性別の今後 の方針 にみ られ る先進性お よび受注の減少 の捉え方

(3)協 業化 志向

大工 ・工務店 の協業化 志向 をみた ものが図5。1。47で あ る。協 業化志 向 は、年 間工 事高で

「8000万 円～1億5000万 円 」の中規模業者 で比較 的強 く、 それ よ り大規模 あ るい はそれ よ り

小規模 な業者 で は少 ない。 大規模 な場 合 は協 同化 に頼 らないで も自社内 で環 境適合が 図れ

ること、小規模 な場合 には協同化 を図 る余 裕が少 ない ことによ る もの と思 われ る。
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(4)ま とめ

現状 の大工 ・工務店 による住宅生産 ・供給

システムは、 システムを取 りま く環 境 の変 化

に よって変質 を余儀 な くされてい るが、大 工

・工務 店の中 には、 この変化 に対 し、積極 的

に新 しい活動形態 を取 るとい う形で変質 して

い くもの、消極 的に変 質 してい くもの、環 境

の変化 を受 けなが らも現状 維持 のまま大工 ・

工務店 が存在 して いるとい うことが明 らか に

な った。大規 模な組織 は積極的 であ る。 年間

年間 工事高02P4pqo8P1?o

て 　 コ

2,… 万円糊iI騰 翔黙25

・,。・・一 欄 別 一v, ,s2

4.oρo-6.鵬 万 μII

6.000-8,000万r】1

8.000-10,000万 円1

10.0・0-15.OGO万FU

15,000万 円以⊥

1 翻 斌c.50

1騰 灘 灘灘 鱗冤vc.18

1腱 霧醐 眠c」9

一ve.20

vc.η

合計[1腿 翻vc .145

図5.1.47年 間工 事高 と協業 化志向

工事高 で 「8000万 円～1億5000万 円」の 中規模 な組 織が協業 化積極 的 な ことがわか った。

5.1.8ま とめ

大工 ・工務店 の住宅建設活動 と地域 の関 わ り方 を解明 した。戦前 か らの伝統 的な住宅市

街 地が残 る京都都市 圏の場 合、大工 ・工務店 は、最 初 に営業 を開始 した ところか ら所在地

を変え ること はほ とん どな い。約半数 は、親 の代か ら営業 を続 けて い る。 また、事業所 の

所在地か ら自動車 の時間で およそ30分 くらいの狭域 な圏域 の中 で住宅建設 活動 を行 ってお

り、設計事務所 、木材店 、各種 の専門工事 店な どの設計 ・施 工 のチ ーム編 成 も事 業所の所

在地か ら半径4キ ロ圏 に収 まる程度 の狭域 圏 の中 で成 り立 って い る。 この よ うに大工 ・工務

店 の活動圏域 は非常 に狭域 であ り、 システムの組織構成 も狭 域 的で あ る。 た だ し、安藤正

雄 らの調査 よ うに首都 圏の住宅需要が大 き く変 容 して いる地域 で は、大 工 ・工務 店の活動

が所在地 の移動 を呼 び起 こ してお り、 大工 ・工 務店 の圏域構成 はあ る程度 の柔軟 性を持 つ

もの と考 え られ る。

大工 ・工務 店 の今後 の方針 は、活動 対象 とす る工事種 、活 動 圏域、営 業地 、受 注方法、

受 注形態 につ いて・現状維持 の保守 的傾向が強 く、新 しい活動 形態 への積極 性 を感 じるこ

とがで きない。特 に、組織規模 の小 さい大工 ・工務店 は、現状 維持 ・保守 的で あ る。逆 に、

組織規 模の大 きい大工 ・工務店 で は、先進 的であ る。

大工'工 務店 の協業化志 同は・年 間工事高 で 「8000万 円～1億5000万 円」 の中規模業者で

比 較的強 く・ それ より大規 模あ るい はそれよ り小規 模な業者 で は少 ない
。 大規模 な場合 は

協 同化 に頼 らないで も自社 内で環境適 合が 図れ ること、小規 模 な場 合 に は協 同化 を図 る余

裕 が少 な いこ とによ るもの と思 われ る。和歌山 県の大工 ・工 務店 の調査C1)に よる と
、

一102一



大工 ・工務店 の協 業化 を図 りた い業種 と して・ 同業 者で あ る大 工 ・工務店 は もとよ り・製

材 ・木材業 、設計事務 所 な ど・水平 的協業 のみな らず ・垂 直的協業 化が志向 されて い る。

<参 考文献>

1.和 歌山県木造住宅 振興協議 会 「和 歌山県木造住 宅生産供給 基本計画等策 定調 査報告 書」

1987(第6章 第4節 で詳 述)C1)
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5.2大 工 ・工 務 店 の設 計 業 務

5.2.1研 究 の 目的

大工 ・工務 店 の木造住宅設計業務 は、従 来 は設計 ・施工 が一 体 的 に進 むた あ、設計図 と

して準備 され るのは間取図程度 の もの で、 それ に基 づ いて作成 され る板 図が重要 な役割 を

果 た して きた。 一般建築で は実施設 計図 に基 づ いて契約 す るの に対 して、契約 時点 で実施

設計図 がなか った といえる。 このよ うな設計方 式 は、細部 の決 定が施工 の進度 に合わせて

逐次進 め られ るあ る種 の合理性 を持 って はいるが、建築主 の ニー ズの多様 化 、利 用可能 な

様 々な材料 ・技術 の出現な どの変化 に は充 分 に対応 で きて いな い。

現在 、設計 能力 の向上 が大工 ・工務店 の主要 な課題 とな って お り、大工 ・工務店 の中 に

は、自社組織 内 に設計 専門の スタ ッフを備 え る もの、設計 事務 所 との連 携 を強め る ものな

どの変化 もみ られ る。 設計 能力の向上策 を探 る上で も、設 計業務 の様 々 なバ リェー ション

や今後 の変 化 の方 向を見定 めて お くこ とは重要 であ る。

本研究 で は、大工 ・工務店 の設計業 務 の実態 をその組 織 と作 成 され る設計 図面 の両面 か

ら解 明す る。

5.2.2研 究 の方 法

京 都 府 下 の 大 工 ・工 務 店 を対 象 と して 実 態

把 握 の ア ンケ ー ト調 査 を 実 施 した 。 調 査 対 象

選 定 、 調 査 実 施 時 期 、 配 票 回収 状 況 は、 表5

.2.1の 通 りで あ る。

5.2,3大 工 ・工 務 店 の組 織 構 成

表5.2.1調 査対 象 の概 要

(1)調 査 対 象

駅 舘 府 避 緬 工 漢 鵠 伺 組 合 ・ 出 貞 者(739,

全 泉 瓠 罐 設 協 岡 組 合;組 合 員 で 業 種 が 題 嬉 【ユ67}

京 鎚 継 般 鶏 名 鑑 ・ 許 可 鮒 力健 紅 ワ 藁 か つ 大 工 工顧 の

1/6措 出(374,

(2)埆 査 爵 期:1986 .12

(3)配 買 回 収 挨 況

配票数 召効配累 数 回 収鋏 有効 回収数 習 効 回収 享

1280 1239 267 258 20.8鑑

組織規模 を表す指標 として次 の2っ を と りあげた。①社員 数:従 業員(事 業主 を含 む)

の中で・給与形態 が月給 あ るいは日給 月給 の ものの入数 とす る
、② 年間 工事高:増 改築工

事が多 い もの も含むだめ、戸数 で はな く工事高 を とりあ げる
。

両者 の関係 を示 した ものが図5 .2.1で ある。

社員数 と企業 形態、主要工事内容 をみ ると、

社員数 が3人 以下 で はほ とん どが個 人経営 で
、

工事 内容 も増 改築工事 が半 数を 占め る
。4人

を越 え ると会社形態 が増加 し、工事 内容 は多

様 な活動 を行 って いる混 合型 が増加 す る
。10
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人 を越 え る と会 社 経 営 が 約9割 と な り・ 住 宅 以 外 の 工 事 を主 流 とす る も のが 半 数 を越 え る。

5.2.4専 門 ス タ ッフ の有 無

事務 、工 事 管 理 、設 計 、 営 業 の各 業 務 に つ い て 専 門 ス タ ッフ を備 え て い る割 合 は,「 事

務」 が28%と 最 も高 く・ 次 い で 「工 事 管 理 」(18%)、 「設 計 」(14%)、 「営 業 」(8

%)の 順 に高 い。

社員数 別 に 事 業 主 業 務 と各 専 門 ス タ ッフ の有 無 との 関 係 を 示 した のが 図5。2.2、 図5,2

.3で あ る。社 員 数 が2人 ま で の 零 細 規 模 で は、 事 業 主 が 現 場 建 て 方 ま で幅 広 い業 務 を 行 い、

「事務 」 な ど の専 門 ス タ ッ フが 存 在 す る の は2～3割 で あ る。 一 方 、 社 員 数 が10人 以 上 に

なる と、事 業 主 に 営 業 の み に特 化 した もの が み られ 、専 門 ス タ ッフ は 「事 務 」 「工 事 管 理 」

「設 計 」 「営 業 」 のす べ て の 専 門 ス タ ッ フが設 け られ る もの が1/4、3っ の専 門 ス タ ッ

フを備 え る もの が1/3を 占 め 、組 織 が専 門分 化 して い る。

0 20 40 60 80 100% 0

1人 27.0
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14β
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図5.2.2社 員 数 別 事業 主 業 務 内容

(1)設 計 専 門 スタ ッフ の有 無
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図5.2.3社 員 数別 専 門 スタ ッフ設 置

設 計 専門 ス タ ッフ の 入 数 は1人 が ほ とん どで あ る。(70%)

設 計 専 門 ス タ ッ フの 設 置 時 期 は 昭 和30年 代

か ら50年 代 に か け て で あ る。 設 置理 由 の 第1

は、能 率 向 上 、 経 済 性 とい った 一 般 的 理 由 で

あ る。 第2は 、 設 計 内 容 の 専 門 化 ・高 度 化 へ

の対 応 と い っ た設 計 能 力 向 上 の た め の 理 由 で

1/3を 占 め る。 そ の他 、 建 築 士 資格 取 得 者

の発 生 が あ げ られ る(図5.2.4>。 設 計 専 門

ス タ ッフ に求 め る条 件 と して 、 「設 計 が う ま

い こと」 よ り も 「大 工 工 事 経 験 者 で あ る こ と」

を重 視 して い る。
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(2)設 計 専門 スタ ッフの設置要 因

設計専門 スタ ッフの設置要因 を数 量化2類

に よって検討 した。 説明変数 と して、工務 店

属 性か ら工 事高、工事 内容 、社員数 、組織形

態 、創業年、 建築 士資格保 有 、建築士 事務所

登録 、所在地 を、業主属性か ら年齢 、業務 内

容 を とりあげた(表5.2.2)。

社員数 、建 築士 資格保有 、事業 主年齢、 事

業主業 務内容 、工事高 が この順 に設 計専門 ス

タ ッフ設置 の強 い規定 要因 にな って い る。

5.2.6大 工 ・工務店 の

木造住宅設計 図 のパ ター ン

設計図 は要求 され る機能 によ って次 のよ う

に分 ける ことがで きる。① 建築 主 との折衝 を

通 じて 、要求把握 ・確 認の手段や、最終 的 に

合意 した もの と して作成 され る折衝 用図面、

②施工契約 に添付 され る契約用 図面 、③建築

基準法 との整合性 を確 かめ る確認 申請用 図面、

④施 工 を行 うたあの施 工用図面 、⑤ 竣工状態

を記録 す る竣工図、 をあげ ることがで きる。

(1)折 衝用 図面 ・契約 用図面

木造住宅 の折衝用 図面、契約 用図面 の種 類

を次 の4っ の レベ ルに分 ける。① 簡単 な間取

図 、②平面 図 ・立 面図 ・(断 面図)な どの確

認 申請用程度 の図面、③ 平面図 ・立面 図 ・断

面 図 ・矩計 図 ・(構 造伏図)な どの公庫利用

時程度 の図面 、④ 展開図 ・軸組図 ・設 備図 ・

天井伏 図 ・建 具表 な どを③ に加 えた詳 細 な図

面

これを もとに折衝用 図面(折 衝 の結 果、合

表5.2.2設 計専 門 スタ ッ フ設 置要 因

アイテム名 カテ ゴリー名
サンア
ル
2警

カテ ゴリー
ウエイ ト

「

偏相閲係数

2千 万未潮 0.213ユ

2千 万～4千 万 25 O.1351

4千 万、6千 万 33 0.2861
工事高 6千万～8千 万 22 一〇。4263

8千 万～1億 19 一〇.2088

1偉 ～2偉 31 0.1270

2億以毎 27 一〇、3079 0.1592

木遭在来注文
おこなっ
おこ鍔 ない

129
51

一〇.0604

0.1528 0.0621

木造在来遵充
おこ つ

おこ鍔 ない
20
160

一〇
.2450

0.0306 0.0568

非木遭戸建
お こ つ

鑑 摯ない

35
145

0.0354
-0 .0085 0.0108

増改策 ・旗網
おこ つ

おこ鍔 ない
161

19

一 〇.0354

0.3002 0.0700

一般建策 おこ
おこなわない

55
125

一 〇 .1230

0.0541 0.0519

土木など
おこなう

お 魅な わない

28
152

O.4058
-0 .0747 0.1】54

資格取得者
いる

い笑い
130

50

一 〇 ,1709

0.4445 0.1802

企藁形懇 朋
採式(有 隈含む}

ll4

66

0.0408
-0 .0705 0.0303

京都中心部 43 Q.1090

所在地 京翻周辺都
人口増加地区

108

14

0.0887
-0 .6743

成長途上 15 一〇,3225 0.1504
明治 ・大正 22 0.2368

.～昭和19年 15 一〇.3479

創業年度
昭和20～29年
昭和30～39年

30
58

一 〇 .1553
-0
.1523

昭和40、49年 42 0.2720

13 o.1599 0ユ448

署鐸 年～ 7
一1
.2573

事業主 設計まで 16
一〇.1237

業賠内容 管理まで 52 0.1641

加工まで 105 0.0つ 】4 01746
39才 未満 15 一〇.4672
40～49才 45 0.0112

富業主年齢 50～59才 68 0.2894

60～69才 34 一 〇 .1816

70才 以上 18 一 〇3890 0.1763

0,1人 18 0.0570

2人 35 0.3788
3人 29 0.1962

社員数 4人, 29 0.1699
5人 14 0.2023
6～9人 31 0.1143

10人 以上 24 一13034 0つ713

0
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意 した 図面)・ 契 約 用 図面 の各 レベ ル を み た もの が 図5.2,5、 図5.2.6で あ る。 両者 と も

「確認 申請 程 度 」 「詳 細 図 ま で 」 が 多 く、 「間 取 図 の み1の 簡 略 な もの は少 な い 。

折衝 用 図面 と契 約 用 図 面 は本 来 一 致 す る と考 え られ るが 、折 衝 時 に合 意 され た 内容 よ り

詳 しい図面 が 契 約 時 に添 付 され た り・ 逆 に簡 略 な 図 面 が添 付 さ れ た りす る。

釜。(2)施工用 図面

施工用図面 と して作成 され る図面 の種類 を
　

示 した もの が 図5・2・7で あ る。 平 面 図 ・ 立 面4。

図 につ い で構 造 伏 図 が 作成 され る割 合 が 多 い20

のが特徴である・この中には・紙に書かれたo謡 雑 魏 埜器 蓬詣 弄鵠 騰 賛

図 図 伏 伏 図 図 げ 図 書 図 群 伏 図 図 図 図 表

図面 と板図 と して作成 され た もの の両 方 を含 図 図 表 細 図

図5.2.7施 工用図面の種類
んでい る。加 工 や組立 をす る場 合 、作 業現場

02040606u】uu%

で破損しやすい紙の図面より板図が使用され 一 躍 羅 盤
一26

る。また、板にもう一度描くことにより確認 轟 子?暮
9類類5

す る機能 を果 して お り、板 に書 き込 む方法 も 蓬 轟 呈

図5.2.8作 成す る施工用図面の種類数好 まれ る
。最近 で は、便 宜的 に紙 に描 かれた

の図面 に手 を加 え傭 した うえで・板 ・・張 り 警 数地図'付近朋 図ll男 γ`…16…362611野`.

付 けて板図 とす る もの ある。 藷 配置彫 ワ`… 　 …1野'"
関 仕上げ 表 ノ6駆62616ら 一67636358665y45645659'

施工用図面 として描かれる図面の種類は工 茜///
{上様書 ノ636565636658596る55/47555259'

ノ ノ

務 店 に よ っ て 様 々 で あ る(図5・2・8)。 工 務 公 平耐 糊 図73、7、 〃る69666767、3/126、6。63/

庫 ノ ノ!ノ

店 毎 に 作 成 さ れ る 施 工 用 図 面 の 種 類 を も と に 申 矩計図 ノ12/1272666ら6762ノ ≦26。6、63/
ノ ノ ノ

関 ノ ノ ノ
ク ラ ス タ ー 分 析 を 行 っ た(図5.2.9)。 茜 立面図 ノ7・626・576551・556。5961・

ノ ノ

施 工 用 図 面 と して 認 識 さ れ て い る も の に3断 醐7117ラ ノ6861!6115066`161!
ノ ノ ノ ノ ノ

っ の 類 型 が あ る 。 展聞図 ノ7117071/67ら ら666。51!
ノ ノ ノ ノ各

①確認申請関連図面 、朋 図、配置図、仕上'鐸 天井伏叱 二;1ツ… ツ

げ表、仕様書 醤 建具表 甥 　 7
股備図!60!碍625a58ノ

ノ ノ

② 公庫 申請 関 連 図 ・各 種 詳 細 図:平 面 詳 細 図 、 灰開欄 図 、!、、6ら65/
!

矩計 図・立面 図 および断 面図 ・麟 図・天 欄 一1ノ ノ

井伏図・騰 ・設備図潮 図 箇 　 朔

ノ71ノ 図5
,2.9③ 板 図:平 面 図 、 床 伏 図 、 小 屋 伏 図 、 基 礎 伏

小屋伏図

/施 工用図面の類型図 基礎1綱

萎
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(3)専 門 工事施工用図面

専門工事 業者 との打 ち合 せに用 い らオ・る伝達手段 は・設備 図 が最 も多 く・折 衝用 図面・

翻 申翻 図面 な どが使 用 され る ・と も比較 的多 い・設 備機器 の設 置場所 の石崔認 な ど要求

が強 まり、図面 による具体的 な伝達 が必要 とな って い る。

(4)作 成 図面 の詳細 度 の関係 表5・2・3作 成 図面 の詳細度 の関係

折衝用図面、契 約用 図面 、施 工用 図面詳細

度 の関係 を示 したのが表5.2.3で あ る。

①簡略 レベ ル:折 衝用 図面 、契約 用図面 で は

「間取 図程度 」、施工 用図面で は 「平 面図の

み 」

② 中閻 レベル:折 衝用 図面 、契約用 図面 では

「確認 申請程度 」、 「公庫 申請程度 」 、施 工

用 図面 では 「平面図 ・立面図 ・構造伏 図」

③詳細 レベ ル:折 衝用 図面 、契約用 図面、施

工用図面 と も 「中間 レベル 」よ り詳 しい 「詳

細図 まで1

折衝用図面 、契約用図面 で中 間 レベ ル ・施工 用図面 で詳細 レベルの ものが最 も多 い。っ

いで、いつれ の図面 も詳細 レベ ル、いつれ の図面 も中間 レベル の もの と続 く。 いつれの図

面 も簡略 レベ ルの ものは少 ない。

この作成図面 の関係 か ら典型的 な ものを抽出 し、大工 ・工務店 の基本 属性 との関連をみ

た(図5.2,10、 図5.2.11)。 詳細 な図面 は、組織規模 が大 きい、 あ るいは、 工事 内容が非

木造 や一般 建築 を中心 とす る組織 の場 合 に作成 され る。 また 、積極 型 の事業 主が詳細 な図

面 を作成す る。消極型 の事業 主 は簡略 な図面 で対応す る ことが 多 い。

0 20 ・。
「
髪

■

60100%

.繊 笏 髪1uvc.9

NO

作成図面の詳細度閲係
ケース数%

折衝用 契約用 施工用

1 中間 中間 詳縞7331.7

2 詳鵜 詳縞 詳縞5825.2
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9 簡略 簡略 簡略41.7

10 詳細 詳鵜 中間41.7

11 その他の関係187.8

合計230100.0
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図5.2.10作 成 図面 の詳細 度 別 工事 内容
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図5,2.11作 成図面の詳細 度別事業主指向性
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図5.2.12設 計 専 門 スタ ッフ有無 別 折 衝 図面

設計専 門 ス タ ッフ の有 無 別 に設 計 図 面 の 内

容を みた もの が 図5.2.12、 図5.2.13で あ る。

設計専 門 ス タ ッフが い る場 合 、 作 成 図 面 の 詳

細化傾 向 が み られ る。 設 計 専 門 ス タ ッ フが い

あ り

.ザ・c・28

な し 貌 看Z勿312
ズ め ら エ　

詣 薔鍵 鍾

男 蔭 要 專
み 図

図5.2.!3作 成図面の詳細度別施工用図面の種類

020406080100%

て も確 認 申請 用 図 面 に つ い て は 設 計 事 務 所 に外 注 す る場 合 が 多 い(図5.2.!4)

所 との関係 に は、 建 築 主 と の折 衝 プ ロセ ス に設 計 事 務 所 が 加 わ るな ど協 力関 係 もみ られ る。

5.2.7設 計 業 務 評 価

設計 能 力 を 「施 主 の 意 向 の把 握 力 」 「デ ザ イ ン ・意 匠 力 」 「新 材 料 ・新 技 術 の理 解 力 」

の4側 面 か ら事 業 主 の 自 己評 価 を も とめ た。 企 画力 、 デ ザ イ ンカ の 評 価 が 低 い。

設計 能 力 全 般 の評 価 を含 め て 、 設 計 能 力 評 価 を設 計 ス タ ッ フの有 無 別 に示 した の が 図!5

であ る。 す べ て に わ た って 専 門 ス タ ッ フ の い る方 が 評 価 が 高 い。 特 に企 画力 に つ いて 評 価

が高 くな る。

5,2.8設 計組 織 改 善 の方 向

設計 組 織 改 善 の方 向 に っ い て3っ の 提 案 を示 し、 そ の 可能 性 をた ず ね た(図5.2.16)。

「設 計 事 務 所 との 連 携 」 は既 に実 施 して い る もの も多 い。 「社 内 の設 計 力 向上 」 は必 要

だが実 現 は難 しい とす る もの が 多 い。 「工 務 店 の協 業 化 に よ る設 計 組 織 の設 立 」 は必 要 と

す る もの も少 な く実 現 性 も低 い 。

020406080100%総 合 評価0
0

…一 ・一

轟甕 甕 翼 盃

蓬 署 乞 翼

提 案1:股 星1尋門 スタ ッフ設匿

提 案2:殴 計事窮 所 と漣携

提 案3:3し 同{ヒしこより星鼓融 組織冨壁匿

図5。2.16設 計 能 力 向上 策

あり 磁 獺 惣 響c ・33

・・-1-93
内 務

所

図5.2.ユ4設 計 専 門 スタ ッフ有 無別 確 認 申請 図作 成 者

。 設 計 事 務

企画提案 要求把握

あ りV.C.25充分

な しV,C.121

技術 理解 デ ザイ ン

図5.2.15設 計 専 門 スタ ッフ有 無別 設 計能 力評 価
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5.2.9ま とめ

大工 ・工務店 の木造住 宅設計組織 の把握・ お よび木造 住宅設 計 図面 の類 型化 を行 った。

大工 ・工務店 の木造住 宅設計 で は、従 来 は設計 図 と して準備 され るの は間取 図程度 の もの

で、それ に基 づいて作成 され る板 図が重要 な役割 を果た して きた。 この よ うな設 計方式 は、

建築 主のニー ズの多様化、利用 可能 な様 々な材料 ・技 術 の出現 な どの変 化 には充 分 に対 応

で き難 い と思 われ る。作成 図面 は・ 「間取 図の み 」 「確 認 申請 用程度 」 「住宅金 融公庫 申

請用 図面程度 」 「平面 ・断面詳細 図・各種伏 図・各種設備 図 ・展開 図な ど詳 細 な図面 まで」

と多様 であ るが・詳 しい図面 を準備 す る ことが多 くな ってい る。 作成 図面 の レベ ルは、単

に組織規模 だ けでな く事業主 の考 え方 とも関連 して いる こと、 また、確 認 申請 ・公庫利用

申請 とい った制度 的要因 によ って作成 され る図面 が大工 ・工務 店 の作成 す る図面 の レベル

を規定す る1要 素 にな って いる ことが解 る。 設計専門 の スタ ッフが社 内 にい る ものほど作

成図面 は詳細 にな る傾 向があ る。現状 の設 計能 力 の自己評価 は、 比較 的高 い評価 を してい

る ものの、企画力、 デザイ ンカ が相 対 的に不十分 と認識 してい る。 設計専 門 のスタ ッフが

社 内 にいるものほ ど高 い自己評価 を行 って いる。

大工 ・工務 店の中 には、設計能力 向上のた め、 自社組織 内 に設計専 門 の スタ ッフを備え

る もの、設計事 務所 との連携を強 め る ものな どの取 り組 みが あ る。大工 ・工務店 に設計専

門 スタ ッフが設 置 され るの は、社員数 が10人 以上 の大規模 な事業 所 であ る。 中規 模、小規

模事業所で は、設 計事 務所 との協力 に よる向上 を志向す る傾 向 が強 い
。
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5.3地 域 の建築士 事務所 の活動

5.3.1研 究の意義 ・目的

建築物 は、建築 主の要求 条件 を満 足す ることは もちろんの こ と、建設 され る地域 の固有

条件、例 えば、 自然条件 や、社会条 件 な どを踏 まえて建設 され な けれ ばな らない。 また、

建設された建築物 は、長期 間 にわた って建 設 された地域 に物 理 的、経 済的 あるい は文化 的

影響を与 える。建 築物 は、地域 と互 い に影 響を与 え、かっ、与 え られ る関係 にあ り、地 域

的性格を強 く持 って いる。 この よ うな地域 的性 格 を持 っ建築 物 の生産 に は、地域条件 を理

解 し、地域 か らの発想 がで きる設計者 、す なわ ち、地域 の建 築士事務所 の役割が重要 で あ

る。

ところで、地域 の大多数 の建築物 は、建 設地 の設計者 の手 によ って設計 ・監理 されて い

る。地域の建 築士事務所 に は、施工 者 と独 立 した立場 を とる専業事 務所 と、施工者 な どに

併設 された兼業事務所 が存在す る。 また、技術力、情報収集 力、経 営力 に優れ た大規模 事

務所か ら零細事務所 に いた る様 々な規模 の ものが存在 してい る。業 務内容 も、意 匠 ・デ ザ

イン事務所、構造 ・設 備事務所 、代 願事務 所 と多様 であ る。 したが って、建築士事務所 と

いって も、建築物 への関わ り方 はさま ざまで あ る。

本節 は、地域 の建築 士事務所 の活 動 内容 を明 らかにす るとと もに、活動の地域 とのっ な

が り、今後の地域建築士 事務所 と して の活 動 の可能性 について検討 を加 える。

5.3.2調 査概要

地域 の建築士事務所 の活動 を捉 え るにあた って、都市 的要素 か ら農村 的要素 まで様 々 な

地域特性を もっ京都府 を取 り上 げた。京都 府下 の建築士 事務所 の抽 出 は、建築士 事務 所登

録名簿 によ る。

昭和54年 の建築士事 務所 の分 布 は、表5.3.1に 示 す通 りで あ る。府下全域 に分布 して い

る ものの、約6割 が京都市 に集 中 して い る。 全体 で は、1級 建 築事務所 が2級 事務所 を上

回ってい るが、農村部 の府下北 部 ・府下 中北

部では、逆 に2級 事務 所が1級 事務 所 を上 回

ってい る。 この地域 で は、2級 事務所 が対 象

とす る住 宅建 築 がお もに建築 され るためで あ

ろう。

京都府下 を都市化 の度合 か ら 「京都市 」 「

表5.3.1京 都 府 下 の建築 士 事務 所 の分 布

1級 2級 合詫1

的 ド北部 38 85 ]23

府F中 北部 65 143 209

府F巾 南部 18 40 58

京描1, 630 327 957

府下南部 96 95 19置

合詔i 847 690 1537

論
・⊥
マ

π守rFll旦;「ヒ菖1～ノ

府F中 南 部

,!り京 都 巾

府脳
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表5。3.2地 域特 性 と建 築士 事 務 所 の分 布

(昭和56圷 度版全国市町村要覧、昭和54犀 度建築稗工統計)

建築士事務所数

(所)

人 ロ

(千人》

而 秘

(km2)

人口密度

(人/km2)

ll召和50年

～53年 人

ロ増 加 率

(%)

1事 務所

当たりの

地域人口

(人)

且1筋 所

当た りの

地域面積

(kmP)

杵]二延築

物 数

(干棟》

着工床

而積

(千 ㎡}

普工床而

積に占め
る住宅の

割合(%)1級 2級 合霧1

京都市
一 一 置一 一 一 一

周辺部市

749
}一

1Z5

ご08

一 一一一

94

1054

-"　

219

M54 6n 2382 0.82 1376 0.58 119 2583 56.3

480 358 .1278 17.30 2193 1.72 7.5 942 5L5

一

郡部都市 89 149 238 233 1124 207 0.58 979 4.72 3.且 471

一

44.5

郡部山閤部 60 129 且89 343 2503 137 ■ ■ 一 冒 童814 13.24
一 一 一 　 曹 曽 一 一

冒

一 ■ 一 一

合 需1 1023 680 1703 2510 46且3 554 ■ 一 一 回 1474 2.71
一 一 一 一 一 一 一 一 雪 一 一 一

周辺都市」 「郡部 都市 」 「郡部農村」 に分 けた。 そ らそれ の地 域特 性 と建築 士事務所 の分

布 の関係 をみた ものが表5.3.2で ある。 それぞれ の地域毎 に人 口と面 積 を事務所 数で割 っ

た。1事 務所 あた りの人口 は、周辺都市 が2192入 と最 も高 く、 つ いで郡 部農村 、京都市、

郡部都市 の順序 であ る。 人 口に建築 需要 が比例 す る とす れば、周辺 都市 が最 も需 要が多 い

といえる。一方 、1事 務所 あた りの地域面積 は、京 都市が最 も狭 く、0.58km2で 、っいで

周辺都市、郡部都市 と広 が り、最 も広 い郡部農村 では13.24km2で あ る。

単位面積 あた りの建築需要密度 は、次 式 とす る と、

地域 の人 口

単位面積 あた りの建築需 要密度=

(人 口密度)地 域面積

都市化 に比例 して 「京都 市」 「周辺 都市 」 「郡部都市 」 「郡 部農村 」 の順 になる。

京都市 は、建築需要密度 は高 いが、 それ だけ建築士事 務所 の営業数 も多 く、競争的状況

にあ る。周辺 都市 は、建築需要密度 は京都市 に及 ばないが、比 較的建築 士事務 所数が少 な

いために・1事 務 所あた りの建築需要 は高 くな り
、地域 的建 築 士事務所 と して活動す る上

での地域需要 条件の上 で は恵 まれて い る。 郡部 都市 は
、建築 需要 が少 ない に もかかわ らず

比較的建築士事務 所の数 が多 いため、経営 的に は最 も厳 しい状 況 におか れて いる
。競争的

状況が強 いと思 われ る。郡部農村 で は、全体 と しての建築需要 は高 くな く、建築需要密度

も低 いが・建 築士事務所数 が少 ないたあ に相対 的に1事 務所 あ た りの建 築需 要 は高 くなる
。

しか し、地域 面積 が相 当広 くな り
、広 域的 な活動 になる。

本研究で は澄 鱒 務所 全体を対 象 と した ア ンケー ト調査 を行
。た.調 査 時期 酒 己票.

回収状 況 は表5.3.3の 通 りであ る。 表5 。3.3配 票.回 収結 果

5.3,3建 築士事務所 の業 務構成

(1)業 態

で}躁数 ・r働

酵職 寒

同収数 育効
回収数

丁∫効回収承
(%)

1級
一

847 τ51 308 307 403

2級
一 一 一

儒1

1.l
l537

595
一 冒　

1359

量61
-

459

158 264

455 3弓.2
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図5.3.1は 建 築 士 事 務 所 の業 態 を 示 して い る。 建 築 士 事 務

所 には 、施 工 者 と独 立 した 立 場 を と る専 業 事 務 所(以 下 、 〈

専業 〉)と 、 施 工 者 な どに併 設 され た 兼 業 事 務 所(以 下 、<

兼業 〉)が 存 在 す る。 〈専 業 〉 とく兼 業 〉 の割 合 は 、 お よそ

2:3で あ る。 〈 兼 業 〉 に つ い て は 、 建 築 士 事 務 所 部 門 が兼

業部門 と組 織 的 に 区 分 され て い る もの とそ うで な い もの が あ

る。割 合で い う と、 区 分 され て い な い もの が 区 分 され て い る

ものお よそ4倍 存 在 して い る。 〈兼 業 〉 の兼 業 業 種 を示 した

のが図5.3.2で あ る。 建 設 業 と の兼 業 が ほ とん どで あ る 。

1級 ・2級 とく専 業 〉 ・〈兼 業 〉 の 関 係 で は、 〈専 業 〉の

2級 事 務所 が 少 な い の が特 徴 で あ る。 〈専 業 〉 の場 合 、2級

のよ うに設 計 で きる建 築 物 の制 約 が 大 きい と経 営 的 に成 り立

ちに くいた め 、1級 事 務 所 に シ フ トす る(図5.3.3)。

(2)対 象 建 築

図5.3.4、 図5.3.5は 、 建 築 士 事 務 所 が 設 計 、 監 理 の対 象

とす る建 築物 の種 類 を あげ た。 〈専 業 〉で は、 約 半 分 が 戸 建

住 宅住 宅 で あ る。 そ の ほか 、事 務 所 ・店 舗 、 集 合 住 宅 な ど多

様 な建 築 を 対 象 に して い る。 一 方 、 〈兼 業 〉で は7割 強 が 戸

建住 宅 であ る。 専業
m・vc197兼 業m。vc265
s・vc128s・vc189
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専 業m・vc198兼 業m・vc262
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図5.3.4対 象建 築 物

図5.3、5対 象 業務

(3)対 象 業 務

図5.3.6は 、 業 務 内 容 で あ る。 こ こ で い う 「簡 略 な 設 計 」 と は、 小規 模 建 築 の確 認 申 請

に伴 う簡 略 な 設 計 ・図 面 作 成 を さ し、 「確 認 申請 代 理 」 とは 、 手 続 き業 務 の み を 行 う こ と

を さす。
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図5.3.6対 象 建築 物 と対 象 業 務
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ビ

冨昂 1

図5.3.7所 員数

く専 業 〉で は 、 「意 匠設 計 」を主 に行 う もの が半 数 を 占 め 、 っ い で 「簡 略 な 設 計 」 「構

造 設 計 」 と続 く。 少 数 で は あ るが 、 「都 市 環 境 ・住 宅地 計 画 」 とい った コ ンサ ル タ ン ト機

能 を 果 た す も の もみ られ る。 〈兼 業 〉で は、 「簡 略 な設 計1が4割 強存 在 し、 主 要 な 形態

と な って い る。

5.3.4建 築 士 事 務 所 の組 織

(1)所 員 数

所員 数 は 、 〈専 業 〉 〈兼 業 〉よ り1級 、2

級 の違 い が 大 き い(図5.3.7)。1級 事 務 所

の場 合 には 、1人 事 務 所 か ら10人 以 上 の大

人

人

人

人

人

1

2

nO

4

5

事 務 所 まで バ ラっ く。 む しろ 、 〈兼 業 〉 の方6～g人

10入以上が く専 業 〉 に比
べ て大 規 模 で あ る。2級 事 務

所 で は 、1人 事 務 所 が 多 い.

所 員 数 と業 務 内 容 の関 係 を み る と、4入 以

下 の零 細 事 務 所 で は 「簡 略 な設 計 」 を 行 う も

の 、す なわ ち いわ ゆ る代 願 事 務 所 が 多 い
。 所

員 数 が5人 を越 え る と設 計 ・監 理 を行 う事 務

所 が 主 流 に な る(図5・3・ ・)・ 〈専 業 〉事 務 図5
。3.9

所 は 、小 規 模 意 匠、 小 規 模 代 願 、 大 規 模 意 匠 、

専 業
薯0

20406080100
-

vc4?

vc37

vc20

vc13

,vcll

vc16

vc20

兼 業
零

020406080100
～

4CV

2CV
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C

V
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V

7CV

3CV
纐 卜監理 鵬 設計 その他 撚 卜鯛 骸 設計 ぞの他

確認申請代理 確翅申請代理

図5.3.8所 員 数 別 対 象 業務 割 合

専 業vc172 兼 業 vc2〔
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1920製 誓 讐
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1 ～19件 簸 劉 鐸 劇 一
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5 ～99件 , 欝 一

lo ～199件

覇 一
20 件以上

'/1

業態別総件数
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その他 に分 け る こ とが で き る。
10件未満

く兼 業 〉 は、 規 模 に関 わ りな く、意 匠設 計1～19件

と簡略設計の設計レベルの違い醸 れる.1麟

(2)業 務 件数10～199件
20件 以上

図5.3.9、 図5.3.10は 、 最 近3年 間 の 仕 事

の件数 を示 して い る。 〈専 業 〉 で は50件 以

上が約6割 で あ る が、 〈兼 業 〉 で は約3割 と

少 ない。 〈専 業 〉、 〈兼 業 〉 と も、 「簡 略 な

設計 」 を行 って い る もの ほ ど件 数 が 多 くな っ

てい る。 〈専 業 〉 の代 願 事 務 所 の場 合1件 当

りの報 酬 が 少 な い た め に多 くの 数 を こな す 必

要 に迫 られ て い る。 一 方 、 〈兼 業 〉 の場 合 、

「簡略 設 計 」 に よ る件 数 が 多 い の は 、 建売 住

宅設 計 が関 係 して い る。

図5.3.12

(3)収 入

最 近3年 間 の 建 築 士 事 務 所 と して の 総 収 入

を示 した のが 図5.3,11で あ る。

〈専業 〉で は 、1000万 円 未満 か ら1億 円以

上 まで広 範 囲 に分 布 して い る。 〈兼 業 〉で は、

設計部 門 が 兼 業 部 門 と 区分 され て い な い こ と
図5.3.13

を反 映 して 、 経 営 上 も兼 業 部 門 と一 体 とな っ

専 業
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図5.3.11総 収 入
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専業意匠型 凸 1
専業簡略設計型 「" 4
専業 その他型 朗
兼業意匠型 」

兼業簡略設計型
9
'
♪
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、1

兼業その他型 5

vc336

建築士事務所タイプ

020406080↑OO

専業意匠型

専業簡略設計型

専業その他型

兼業意匠型

兼業簡略設計型

兼業その他型

1級2級

タイプ別業務登録数

vc95

vc34

vo22

vc54

vc84

VC47

て お り、建 築 士 事 務 所 と して の 独 自 の 収 入 を計 上 しない もの が4割 を 占 め る。収 入 を あ げ

て も1000万 円 未 満 が 多 く、 設 計 報 酬 に 対 す る態 度 は く専 業 〉 と全 く異 な る。

(4)建 築 士 事 務 所 の タ イ フ

建築 士事 務 所 の 分 類 を試 み る。 まず 、 〈専 業 〉 と く兼 業 〉 を 基 本 軸 とす る。 さ らに 、 対

象 業務 、対 象 建 築 、 所 員 数 、業 務 件 数 に は相 互 に密 接 な 関 係 が 読 み取 れ た。 こ こで は 、 業

務 内容 に 「建 築 企 画 」 「意 匠設 計1と 「簡 略 な設 計 」 「確 認 申 請 代 理 」 に大 きな違 い が あ

る ことか ら、 これ を基 に分 類 す る(図5.3.12～ 図5.3.!6)。

① 専業 意 匠型(95):専 業 で 、 「建 築 企 画 」 「意 匠 設 計 」 を 主 要 業 務 とす る。

9割 以 上 が1級 で 、 建 築 主 か ら直 接 仕 事 を受 注 して い る。 所 員 が3人 以 下 の零 細 な もの
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図5.3.15タ イ プ別 総 件 数
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図5.3.16タ イプ別対象業建築物

と、10人 以上 の大規模 な ものに分か れ る。 前者 は、戸建住 宅、事務 所、 店舗 の小 規模建 築

を対象 にす る。 後者 は、学校、 ホテル、美術 館な ど複雑 で大規 模 な建築 を対象 とす る。詳

しくみ ると、前者 はさ らに、意匠設計 のみを行 うものと、代願 業務 も行 うものに分 かれ、

総件数 に違 いがあ る。

② 専業簡略型(34):専 業で、 「簡略 な設計 」 「確認 申請代 理」 を主要業 務 とす る。

代願 業務 を大工 ・工 務店 か ら受 注 して行 う。所員数 は1、2人 が7割 を越 え、対象建築

物 は戸建住宅、事務所 、店 舗な ど小 規模で ある。業 務件 数 は200件 以 上 の ものが約4割 と

相 当多 い。

③ 専業 その他型(22):専 業 で 「構造設計 」な ど意 匠、代願 以外 の業務 を主要 業務 にす

る。他 の建築 士事務所 か ら仕事 を受 注す る構造設計事務 所が該 当す る
。 対象建築物 はそれ

を反映 して多岐 にわた り・所員数 は5人 以下が多 い。業務件 数 も比較 的多 い。 少数であ る

が設計 管理 や都市計画 ・住宅地計画 な どを行 う事務所 も含 まれ て い る
。

④兼業意 匠型.(54):兼 業 で 「建築 企画」 「意匠設計 」が主要業 務 で ある
。

所員数が10人 以上の大規模事務所 が比較 的多 いが 、戸建住 宅住 宅 を主要 な対象 と して い

るのが特徴 であ る。 設計部門が兼業部 門 と区分 されて い るもの が多 い
。

⑤兼 業簡略型(8・)・ 兼 業で 「簡略 轍 言+」 「驚 申請代馴 が主要業務 で あ る
.所 員

数 が少 な く・戸建住 宅住宅を主 要対象 としてい る.設 計部門 と兼業 部門 が区分 されてい な

い ものが多 い。
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⑥兼業その他型(47):兼 業 で 「監理 」 「積算」 が主要業務 で あ る。 所員数 の多い のが

特徴である。

5,3.5業 務体制

(1)受 注経路(図5.3.17)

最近3年 間 の受 注業 務 の中で主要 な発注先

となるものを主要発 注者 と して と りあ げた。

発注者 の中で、件 数 ベー スで過 半数 を 占め る

ものを主要発 注者 と し、 いずれ もが過 半 に達

せず、様々な発注 者か ら受 注 してい る ものを

「混合」 とした。

〈専業〉に着 目す る と、専業 意匠型 では主

に個人か ら受 注 して い る。大規 模 な もので は

官公庁 あるい は民間企業 か ら受注す る。大 工

図5.3.17業 態別発注者 と業態別個人
・工務店か ら受注 も若 干み られ ・代 願業務 を 民間発注者 の発注 ルー ト

行っている もの も含 まれて いる。 この場 合 は業 務件数 が比較 的多 くな る。 専業簡略型 で は、

大工 ・工務店 あるいは分譲業者 が主 な発注者 とな る。専業 その他型 で は、構造事務所 が 多

いことを反映 して、建 築士事務所 か ら受注す る ことが多 い。 コ ンサ ルタ ン ト、都市環 境 ・

住宅地計画な どの コンサ ルタ ン ト業 務 を実施 してい るものは官 公庁か らの受 注があ る。

〈兼業〉は、個 人の 占め る割 合が最 も高 く約半数 を 占めてお り、 ついで混 合で あるが 、

混合 も個入 と民 間企業 の混 合で ある ことか ら、 〈兼 業 〉の場 合 はほ とん ど個 人か らの受 注

とみてよい。兼業意 匠型 では個 人か らが中心 であ るが、受注先 には広 が りが ある。兼業 簡

略型では個人 のほかで は、大工 ・工 務 店、 自社他業種 な どがあ る。兼業 そ の他型 も個人 か

らが中心で 、分譲業 者 か ら も若干 あ る。

(2)業 務処理 方法

事務所 タイ プ別 に業務処理 方法 を示 したのが図5。3。18、図5.3.19で あ る。

建築 企画 、意 匠設計、簡 略 な設計 、確認 申請 代理 、工 事監理 にっ いて は、 ほとん どの事

務所が事務所 内部 で業務処 理 を行 って い る。 一方、構造 設計 、電気 ・給排水 ・空調設備 設

計は外注す る事務 所が 多い。構造設 計 は専 門事務所 に外 注す る ものが多 いが 、電気 ・給 排

水 ・空調設備 設計 は、 〈専業 〉で は専門 事務所 に、 〈兼 業 〉で は施 工業 者 あ るい は専 門事

務所に外注 して い る。 模型 ・パー ス も専 門事務所 に外 注す る。 〈兼業 〉で は、意 匠設 計 を

専 業 vc184 兼 業 vc233
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官公庁 ヨ …
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一
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～
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業 務 と して 行 って い な い もの が み られ る。

そ の ほか 特 徴 的 に は、 積 算 が 、 〈専 業 〉 で は 積 算 専 門 事 務 所 に外 注 す る もの が あ るの に

対 し、 〈兼 業 〉で は内 部 処 理 す る こ と、 イ ンテ リア は、 〈専 業 〉 で は内 部 処 理 、 〈兼 業 〉

で は行 わ な い。

〈専 業 〉 は 内部 処 理 と外 注 の業 務 区 分 の関 係 が は っ き り して お り、 構 造 設 計 、電 気 ・給

排 水 設 備 設 計 、 積 算 、 模型 ・パ ー ス に つ い て外 注 す る。 一 方 、 〈 兼 業 〉 は く専 業 〉 に比 べ

て 、業 務 の 内 部 処 理 、 外 注 の関 係 が ば らつ きを みせ て い る。
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業務処理の体制 を業務実施 組織 との関係 と してみ ると、 〈専 業 〉は、構造 設計 、電 気.

給排水 ・空調設備 設計・積 算・模型 ・パー スにっいて外部協力 組織 としての専門事務 所群

を有 してお り・ それ らの主 体 との有機 的なっ なが りの中 で業務 処理 を行 って いる。

専業意匠型 は・ 〈専業 〉の傾 向を示 す。 専業簡略 型 は、簡略 な設計 、確認 申請代理 を内

部で行 うが・企画・意 匠設 計 ・工事監理 な どを行 わ ない。専業 そ の他型 では構造 事務所 と

しての特徴 を示す。

一方、〈兼 業 〉は、業務 処理組織 の構成 も、内部処理 型の狭 い ものか ら、外注 主流型 の

広いものまであ る。

兼業意匠型 は専業意 匠型 と類似 した傾 向 を示す が、外 注先 について は、専門事 務所で は

な く施工業者 にな る。積算 は内部処 理 とな る。兼業簡略 型の場 合取 扱業務が 、簡略 設計 に

限定される内部処理 とな る。兼業 そ の他型 は、工事監理 特化 型 と、積算特化型 であ る。

事務所規模 を所員数4人 以下 と5人 以上 で比 べる と、専業意 匠型で は、大規模 にな る と

小規模では外注 した設 備設計 を内部処理 す る。専業 簡略 型 はす べて小規模事務所 のあた る。

専業その他型 は、小規 模 な もの は構造 設計 事務所 にな り、大規模 な ものは専業意 匠型 と変

わ らない傾向 を示 す。 これ は コ ンサ ル タ ン トな どが該当す る。

兼業意匠型 は、規模 の観点 か らい うと専業意 匠 と同様 の傾 向 があ り、大 き くな ると内部

処理業務が増加す る。 兼業簡略 型 は、小規 模 の もの は簡 略設計 のみ に特化 しその他の業務

は行わない、大規模 な もの は兼業意 匠型 の小規 模 の もの とほぼ同 じ業務形態 を示 し、多 く

の業務 を実施 す る。兼業 そ の他型 は、小規 模の ものは兼 業意 匠型 の小規模 と同 じ業態 で あ

る。大規模 な ものは工事監 理業務 に特化 してい る。

(3)施 工 フ.ロセ スへの関与(図5.3.20)

施工 プロセ スへ の関与 を施工業者 の選定 の観点 で と らえる。 建築工事一般 、電 気設備工

事、給排水設 備工事 、空調 設備工事 、造 園工事 につ いて施工業 者選定 プ ロセ スをみ た。<

兼業〉の場 合 には、 自社施工 とな るのが普 通

であ り、各専 門工事 は施工者 と して の関係 に

なるため、以 下 ではく専業 〉について のみ の

分析に限定す る。

専業の建築 士事務所 も約8割 が特 定 の施工

業者あるいは複数 の施工業 者 を紹介 してい る。

この傾向 は、 専業意 匠型 、専業簡略 型、専 業
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その他型 に共 通の もの として指摘 で きる。 ただ ・専 業簡略型 ・専業 その他型 で は設備 業者

との関係 は うす い。 これ らの建 築士事務所 が業務上 ・設 備工 事 との関係が な いこ とに起 因

してい る。

いずれに しろ、 〈専業 〉 にお いて も施工者 との密接 な協 力関 係が成 立 してお り、設計 施

工 が分 離す る ことがあ って も、施工者 と設計者 のっ なが りの関係 が必要 で あ るこ とを示 し

て いる。

5。3.6住 宅業務 との関わ り

(1)住 宅業務割合

最近3年 間 の業務 の総件数 に 占め る住 宅件数割 合(以 下、住 宅割 合)を み る(図5.3.21)

。 〈兼業 〉が く専業 〉 に比 べて住宅へ の関わ りが強 い。 すべ て住宅 を対象 と した仕事 であ

る ものが2割 以上存在 す る。一方 、 〈専業 〉で は、住宅 を主 流 とす る もの と住宅 をほ とん

ど扱わ ない ものに分 かれ る。業務制 約 の関係 か ら2級 はほ とん ど住宅 ばか りであ る。

専 業vc182 兼 業 vc230 1 級 vc274 2級 vc140
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図5.3.21業 務 タイ プ別 住 宅割 合 と業 務 登録 別住 宅 割 合

図5.3.22は 、過去3年 間の建

築士事務所 と しての住 宅割 合 と

所員数 の関係 で ある。

〈専業 〉では、住宅主流事務所

は零細 な事務 所が対応 して いる。

〈兼業 〉で は、多様 な規模 の住

宅主流事務所 が存在 して いる。

図5.3.23は 、住 宅割 合 と主要

な発注者を みた ものであ る。 〈

専業 〉で は、住宅主流事務 所の

主要 な発注者 は 「大工 ・工務店 」

「個人」が多 い。 「分譲業者」

「住宅会社 」 もみ られ る。 「大

工OO%
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工 ・工 務店 」 「分 譲 業 者 」 「住 宅 会

社 」か らの 仕 事 は・ い わ ゆ る代 願 業

務であ り、 「個 人 」 か らの 仕 事 は 「

意匠設計 」 で あ る。 〈兼 業 〉 の場 合

は、 ほ とん どの住 宅 主 流 事 務 所 は 「

個人」 で あ る。

図5,3,24は 、 住 宅 割 合 と3年 間 の

業務件 数 の 関 係 を み た もの で あ る。

〈専業 〉で は、 住 宅主 流 事 務 所 の中

に業務件数 の多い事務 所 と少 な い事1

務所が混在 してい る。業務 件数 の多

い事務所は大 工 ・工務店 な どか らの

代願業務を行 って お り、逆 に少 ない

事務所 は 「個人」 な どか らの意 匠設

計を主 に行 ってい る。 〈兼 業 〉では、

兼業部門であ る建設業 で施 工す る建

築物の設計を行 うのが一般 的 で、業

務件数 の少な い事務所 が多 い。

事務所 タイプ との関係で み ると、

100

鍾o

ll60

翫 。

20

0

篤琳 漿 v.c.160

oo1

60

住

宅
朗
介

20

」 霞藁 v.c.183

桑勝{1厳

図5.3.24住 宅 割 合 と業 務件 数
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住宅
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共同建
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のはサけ
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國 ・・二互6∬口 ・一・翼

圏5-1。 餌

②供給形式

③ 構 造 その他1.6%④ 工 法

図5。3。25取 扱 住 宅

専業意匠型で は、住宅へ の関 わ りは さまざまで あ る。 これ は、業務件数 の多少 に関係 はな

い。専業簡略 型で は、住宅割 合が高 く、住宅 に特化 して いる。 総件数 も多 く、年間300件

以上の もの もあ る。 専業 その他型で は住宅割合 は少 ない。兼業 意 匠型 、兼業 その他型で は、

多様な住宅割 合を示 し、兼業 簡略型 で は住宅割 合 の高 い ものが多 い。

(2)対 象 住宅 の種類

図5.3.25は 、扱 った住宅 の住宅形式 、構造 、供給形式 、工法 につ いて件数割合 を示 した

ものである。 住宅形式 では 「戸建 て」、構造 で は 「木造 」、供給 形式で は 「注文 」、工法

では 「在来工 法」 が主流 であ る。

事務所 タイ プ別 に住 宅形 式等 をみた ものが図5.3.26で ある。特 徴 的な もの は、構造事務

所が多い専業 そ の他型 で、共同建 て、非木造 、分譲 ・賃 貸住宅 を対象 と して いる。専業 意

匠型はそれ につ いで共 同建 て、非木造 を比 較的 よ く扱 って い る。 兼業簡 略型 、専業簡略 型
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戸建住宅 注文住宅

曾2

木造

長 屋建 共 同建 分 ≡ 住 宅 そ の他RC造S造住宅 ③ 構 造
その他住宅 ① 住 宅形 式 住 宅 ② 供給 形 式

凡 例1.専 業 意 匠型4,兼 業 意 匠型

2・専 業 簡 略 設 計型5.兼 業 簡略 設計型

図5.3.26事 務 所 タ イ プ別 住 宅 形 式3・ 専 業 そ の他型6.兼 業 その他型

匠 型 は それ に つ い で共 同建 て 、 非 木 造 を 比 較 的 よ く扱 って い る。 兼 業 簡 略 型 、専 業 簡 略 型

は ほ とん ど戸 建 て 木造 の み を対 象 と して い る。

(3)住 宅 業 務 へ の 取 り組 み 方

図5.3.27は 、 住 宅業 務 へ の取 り組 み姿 勢 を示 した もの で あ る。 積 極 的 に対 応 す る もの が

6割 を 占 め て い る。 事 務 所 タ イ プ別 に は専 業 そ の他 型 で は今 後 も住 宅 へ の積 極 的 な 関 わ り

は見 受 け られ な い が 、 その 他 の もので は 「引 き受 け な い 」とす る もの は み られ ず 、依 頼 さ

れ れ ば 引 き受 け る もの が 多 い。

住 宅 業 務 へ積 極 的 で な い理 由 を示 した もの

が 図5.3.28で あ る。 「報酬 が少 な い」 「建 築

主 との対 応 に手 間 が か か る」 が 大 き な理 由 で

vc430
あ る。 ・

5.3.7活 動 圏 域

建 築 士 事 務 所 の 活動 と地 域 との 関 わ りを 明

らか にす る。

(1>活 動 圏域(地 元活 動 率)

建 築 士 事 務 所 が 活動 して い

る圏 域 を 「地 元 市 町村 」 「隣

接 市 町 村 」 「地 元 広 域 圏 」 「

府 下他 広 域 圏 」 「他 府 県」 に

5区 分 した 。 「地 元 広 域 圏 」

と は 、 図5.3.29の よ うに、 京

都 府 を 「京 都 北 部 圏」 「京 都

南 部 圏 」 に2分 し、 建 築 士 事

図5.3.27取 り組 み姿i勢
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図5.3.29京 都府 の地域 特 性

「地 元 市 町村 」 「隣 接 市 町村 」 を 除 い た もの で あ る。務所 の所 在 地 が 属 す る地 域 の 内 か ら、

活動 圏 域 の 地 域 的広 が りを指 標 化 す るた め に、 そ れ ぞ れ の 圏 域 に つ いて の最 近3年 間 の

活動 の件 数 割 合 を ウエ イ ト付 して 地 元 活 動 率 を設 定 した 。 ウ エ イ トは、 「地 元 市 町村 」 に

1、 「隣…接 市 町村 」に0.5、 「地 元 広 域 圏 」 に0,1、 「府 下 他 広 域 圏 」 「他 府 県 」 は0、 と

した。

R=1XT1十 〇.5×T2十 〇.1×T3十 〇×T4

T1十T2十T3十T4=100

R:地 元 活 動 率(%)

T1:3年 間 の総 件 数 の 内 「地 元市 町 村 」 の割 合(%)

T2:3年 間 の総 件 数 の 内 「隣接 市 町 村 」 の割 合(%)

T3:3年 間 の総 件 数 の 内 「地 元 広 域 圏 」 の割 合(%)

T4:3年 間 の総 件 数 の 内 「府 下 他 広 域 圏 」 「他 府 県」

の割 合(%)

00

地

元
活
動
率

隣按市 町村

地元広 域国

府 ド他広 域岡

他府県

図5.3.30各 圏 域 と 地 元 活 動 の ウ ェ イ ト 図5.3.31
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した が って、 す べ て 「地 元 市 町

村 」内 で活 動 した 場 合 、 地 元 活 動

率 は100%と な る。 す べ て 「府 下 他

広 域 圏 」 で活 動 した場 合 は0%と

な る。

〈兼 業 〉 は地 元 市 町村 内で の仕 事

を中 心 に して い る もの が半 数 を越

え て い る。 た だ し、 ほ とん ど地 元

以 外 の活 動 を 中心 に して い る もの

も存 在 して い る。 一 方 、 〈 専業 〉

は く兼 業 〉 に 比 べ る と広 い 。

活 動 圏域 を 組織 規 模(所 員数)

との 関係 で み た もの が 図5.3,30で

あ る。 〈専 業 〉の 大 規 模組 織 で 活

動 圏域 の拡 大 が うか が え るが 、 全

体 と して み る と組 織 規 模 と活 動 圏

域 に は 関係 は み られ な い。 す なわ

ち 、 〈専 業 〉 に もく兼 業 〉 に も、

小 規 模 で も広 域 的 活 動 をす る もの 、

大 規 模 で も狭 域 的 活 動 をす る もの

が あ る。

業 務 件 数 と活 動 圏 域 の関 係 は、

図5.3.31で あ る。 〈専 業 〉 で は 、

件 数 の 少 な い もの ほ ど活 動 圏域 が

広 が る傾 向 を 示 して い る。 〈兼 業

〉 で は逆 に、 件 数 が 多 くな る に し

た が って活 動 圏 域 が 広 が って い る。

図5.3.32は 、 発 注 者 との関 係 を

み た もの で あ る。 〈専 業 〉 で も大

工 ・工 務 店 や 分 譲 住 宅 業 者 、建 築
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士事 務所 とい った 生 産 供 給 主 体 間 の ネ ッ トワー クに よ る

仕事 との場 合 に は地 元 活 動 の割 合 が 高 くな って い る。<

兼業 〉の場 合 に は どの 発 注 者 に お い て も地 元 活 動 率 が 高

く、高 い地 域 ネ ッ トワー ク の 中 で 活 動 が 行 わ れ て い る。

図5.3.33は 、 建 築 士 事 務 所 タ イ プ と活 動 圏 域 の関 係 を

みて い る。 専 業 意 匠 型 、 専 業 簡 略 型 が 他 の タ イ プ に比 べ

ると比較 的活 動 圏 域 が 広 い。

(2)営 業 期 間

地 域 密着 性 を み る も う1つ の軸 と して 、 現在 地 で の営

業期 間 を取 り上 げ る。 図5.3.34は 、 建 築 士 事務 所 タ イ プ

と現 在地 で の 営業 開 始 年 度 との関 係 を 示 して い る。<専

専業意匠型

専業簡略設言1型

専業その他型

躯業意匠型

兼業簡略設計型

兼業その他型

男
020406080100

凡 例

且.100964.40-6096

2.80-100965.20-4096

3.60-80%5,0-20%

vc90

vc32

vc22

vc45

vc72

vc4i

図5.3.35事 務 所 タイ プ別 地元 活動 率

専業意匠型

専業簡略設計型

専業その他型

業 〉は最 近 営 業 を 始 あ た ものが 多 い 。 特 に、 専 業 意 匠 型 、兼業意匠型

兼業簡略設計型専業 専 門建 築 士 事 務 所 型 で そ の傾 向 が 強 い
.一 方 、 〈 兼

兼業その他型

業 〉で は 、 〈専 業 〉 に比 べ て 地 域 営 業 期 間 が長 く、 兼業

意 匠型 、兼 業 そ の 他 型 は特 に長 い。

図5.3.36図
5.3.35は 、 現 在 地 の営 業 開 始 年 度 と地 域 活 動 率 との

x
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事務所タイプ別営業開始年度

関係を示 して い る。 〈専業 〉で は、現 地域営業活動 が長 い事 務所 ほ ど地 元活 動率 が高 い。

〈兼業 〉で は相関 はみ られない。

5.3。8地 域別 の建築士事 務所活動

地域別 に建築士事務 所 と地域 との っなが りの特徴 を整理す る(図3.5.36～ 図3.5,38)。

現所在地 を 「京都市 」 「周辺都 市」 「郡 部都 市」 「その他 」 に4区 分 した。 「周辺 都市」

とは、亀岡、宇治、城 陽、向 日、長 岡 京、八幡 の京都市周辺 の6市 で、 「郡部都 市」 とは、

福知山、舞鶴 、綾部、宮 津 の4市 で、 「その他 」 は、 これ らを除 いた府下 の農漁 村部 を さ

す。

「京都市」:〈 専業 〉とく兼業 〉が ほぼ同数。 専業意 匠型 が多 い。専業専 門事務所 も成

立。構造事務所 や コンサル タ ン ト事務 所 が成立 しうる。最近営 業開始 した事 務所が多 い。

地元活動が中心 の事務所 が約半 分。

「周辺都 市」=「 京都市 」 と同様 に く専業 〉 とく兼業 〉がほ ぼ同数。 京都 市 に比 べて、

専業意 匠が少 な く専業簡略型 が多 い。 また、兼業簡 略型 も多 い。 最近活動 を開始 した事 務

所が最 も多 い。建築 需要 の活発 な こ とを反映 してい る。地元 中心 に活動 す る もの の割合 が
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図5.3.40現 所 在 地 別地 元 活動率

少 な く、活 動 圏域 は広 い。

「郡部都市 」:京 都市 に比べ ると大 き く異 な りを みせ る。 〈専業 〉が約2割 とな り、そ

れ も専業簡略型 に限定 され る。兼業簡略型 が約5割 を占め る。長 年 にわ た って営業 を続 け

て いる事務所 が多 い。10年 以上が半数 を 占め る。 地元 中心 の活動 をす る ものの割 合が最 も

多 い。 ある程度 の建 築需要が一定 の密 度を もって継続 的 に発 生 す る とい う市場関係 が最 も

安定 してい る。

「その他 」:「 郡部都市 」の傾向 を さ らに強 くしてい る。す なわち、専業 は1割 程 度 に

な る。 兼業 の 中で 「兼業 その他型 」が多 い。 「郡部 都市」 と同様、 長年 にわ た って営業を

続 けてい る事 務所 が多 い。10年 以上 が半数 を占め る。地元 中心 の活 動 をす る ものの割合が

多 いが・ 「郡部都市」 ほ どではない。需要 の密度 が低 いため、活動 圏域 がや や広 がる もの

とみ られ る。

5.3.9建 築士事務 所の今後 の展開

(1)現 在 の問題点

問題 点 と して・ 「受 注」:受 注の減少 や不安 定 な ど、 「報 酬 」:報 酬 の低 さや受領の遅

延 な ど・ 「建築主」:設 計 に対 す る無知 、無理 解 な ど、 「事務 所組織 」:有 能 な人材の不

足 や組織 の高 齢化 な ど、 「事務 所運 営 」:人 件 費 の高騰 や資金 力 の不足 な ど、 「業務 ・技

術情報 」:材 料 ・技術情報 の不足な ど、を挙 げた。
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図5.3.39に よ る と・ 問題 点 は 「受 注 」 に関 す る こ とが ・単 一 回答 で約5割 、 重 複 回 答 で

約8割 を占 め て い る。 つ い で ・.「報 酬 」 で あ る。

〈専業 〉 と く兼 業 〉 の比 較 で は 、 〈 専 業 〉 で は 「報 酬 」 の 問 題 が 大 き く、 この傾 向 は専

業意 匠型 、専 業 そ の 他 型 で 顕 著 で あ る。 〈専 業 〉 の場 合 は〈 兼 業 〉 に比 べ て 設 計 報酬 そ の

ものが収入 源 とな るた め に 設 計 報 酬 に低 さが 特 に問 題 に な る。 〈兼 業 〉で は 「受 注 」 以 外

の問題 は少 な い。

(2)今 後 の方 針

表5.3.4に 示 した 「受 注 方 法 」 か ら 「営 業 方 針 」 まで の11項 目 に つ い て ・ 今後 の 方 針 を

みた(図5.3.40)。 限 定 的 あ る い は縮 小 方 向 で 取 り組 む(「 限 定 縮 小 志 向 」)か ・限 定 的

ではな く拡 大 方 向 で 取 り組 む(「 非 限 定 拡 大 志 向 」)か 、 あ る い は現 状 維 持 か 、 で と ら え

てい る。

活動 圏域 で は 「地 域 を 限 定 せ ず活 動 す る」 、 組 織 規 模 は 「拡 大 す る」 と い う拡 大 志 向 が

強 い。逆 に、 営 業 活 動 や営 業 方 針 で は 「人 的 つ な が りを 申心 とす る 」 「少 数 で も質 の高 い

る」 とい う限 定 縮 小 志 向 が み られ る。

専業意匠型 。.c.52専業簡略設計型 。.。.22専業その他型 。.。。、3表5.3,4今 後 の方 針 ・項 目別 内容

1 20400■
一 一「…-

2 … 馬一.囲一一.

1鯛 一一

q。
・・ 判

%1

20406080
● ● ● ●

204060
● ・ ●

ツ。
3P

今後の方針 選択内容
受詫

'

ド
'「 .

獺
・匁1

羅 屡欝 獺.,
、

1限定縮少志向項目 ・非限定拡大志向如
穀飴 1 1 徽 ズ㌻

建細 三 ii擬梱 ㌣Pl [ 蒙霧'…'1

受注方法

対象{ヱ蘂物

対激 粟溺

濫動地募

英 鰭

組職胤模

彪工梁者

臨 同 化

技術交流

宮業活動

宮気方針

特建の題築王との関係を深める

特疋の建婆腫別に限定する

特走の業拐腫別に隈定する

一定の地域内に隈足する

事務所の暇 化を図る

縮小する

施工案者とは独立して活動する

控自の活動に力を注ぐ

耳覇所内ての妓術研順1こはげむ

人的賦つながりを中心とする
一

少数でも質の高いものを手笹る

不特定多致の建襲王を対象とする

処築樋「別を拡げる

突携題別を拡ける

地域を限定せずに活勤する

他案種との厭漿化を図る

拡.大する

旛工英者との関係を繁卸 ζする

他の耶務所との協同化を図る

他の耶勝所との技街交置を図る

稲極的な営業活動を行なう

質水邸を問わず出宋るだけ

多(の 仕駆を手抽る

可`務所組籔

ρ

{ 灘'ζ ∵'1

事務所運宮 鶴丸1 、 ヨ
・ 一

築務・痴 階 報 】 繍
纏
1

} '1

特に問題にない 1翻 翻
その匙

兼業意、匠型
阿

v.c.32 兼 業 簡 略 設 計 型v.c.49 幽 兼業そ の他 型

.

v.c.33

1
霧.

2040
0● 聖o

・9唄

…

購
i翻
1鰯

%204050g
o

曾 ◎ ● ●
204060
塾 ■ ○

%8P

1 .難 翻 】 …購1
蓬 1 1 旨i

塵 ヨ ヨ 臨1
雛.1 1

ド1

コ 塵 { 欝1
難

1

ヨ 観唱鰹 i き

纒 懸 【

1
一

図5.3,41事 務所 タイ プ別 問題 点

隔 馳 域 。 。賭 。 、・受莇 ・ 随 工難 ・… 方・ ・ 聯 ・{膿 同 化

_。1・,ド,.1穿 ・ 、・..,.19・ 一 ・・L-一 一 」oと 一 一 一 」 。0

・・意匠型 ロ=コ9騒 藍 コ ・・匿 エ コ ・・匿]・ 醗 璽]92〔]一go

・業鵬+型 匿=口 、、國 一 コ櫨=コ コ27匿=エ コ27國 ロ コ29[=][}6圏=]26

・・・…型 匿]コ 、.睡 醗 □ ・・睡 コ]・9薩=]コ ・・盤 欝… 匪 コ=コ ・・匿 ー コ2.

・髄 匿 工 ⊃ ・匿 工 ⊃ 羅=[コ ・置=エ ⊃ ・雛149[=コ=コ4繊
、"

灘 型躍 ヨ:匪 ヨ::匿ヨ::匿 ヨ::　 il匿ヨ 謹 ≒::
図5.3.42事 務所 タ イ プ別 今後 の方針

一127一



(3>見 通 し・意見

図5,3.41は 、今後 の見通 しを示 して いる。 「専門 分化 が進 行 」 「過 当競争 の激化」 「大

規模事務所 との格差拡大」 「設計 以外 の事務 所 の増 加」 の見通 しが指摘 され て いる。 「協

業化 の進行」 「設 計報酬基準 の明確 化」 「設計 カ シ保 証制度 の充実 」 の可能性 は考 え られ

て いない。職能 と して の確立や建築士 事務所 の協 同化 は難 しい とみてい る。 〈専業 〉とく

兼業 〉による意見 の違 いが あるのは 「他組織 との連 携強化 」で、 〈兼業 〉で この見通 しに

たっ ものが多 い。

図5.3.42は 、今後 の建築士事 務所 と しての意 見 を示 して い る。 全 体 を通 じて共通 して い

るのは地域 の町づ くりへの関与 とい った町づ くりの視点 であ る。

〈専 業 〉と〈兼業 〉で意見 が分かれ るのは、 〈専業 〉では 「職 能法 の確立 」 「設計 入札

制度 の廃止 」、 〈兼業 〉で は 「小規模 建築 の設計施 工の一体化 」 で あ る。

専 業 意 匠 型v,c.幻 専 業 簡 略 設 計 型v。c.M専 業 そ の 他 型v.c.22兼 業 意 匠 型 ▼.。.52兼 業 簡 略 設 計 型v .c.乃 兼 架 そ の他 型

図5.3.43事 務 所 タ イプ別 見通 し

聯業意匠型 v.o.92 専藁簡略設計型 v.引30専 業 そ の 他 型v,ご.22 破業意匠型 v.r.52 兼業簡略設計型 v.o.75 兼業そ の他 型 v.6.碇.

20`060
● ● ■

篤閤
ユ04060
層,o

覧。

P
20405000
・ ● ●9

晃
204060.

騨9

易叩
204050
層 ●,

。P
、

2040●o
・9●

go馬
噛遡 星と策務の確立 .嚇 煮鋸 磁 耐 こ1 島 ド 圃r/・,・1 ㌣.{.瓢 ⊇"㍊ 協 認 撫 綴 ♂1 1 〆霧魏魏1

小蜆榎鎚長の設9f・施工r捧 化ξ { 1 捧嚇 』礫鵠撚1 ・一 ん,1 .講翻設計の下靖の鴛止 ㌔考
.、1 /

1 瑳蕩1 ジ'1 嚇糊.働柵 翻の人札制度の廃止 孫 ・ 諺 列 '「 『

1 ら務 、二諸 1 甚糖 痂,資権履劇の強化 、.戯㌦ 、 」 :朔 「1 病 乱》 矧 ・"＼1

バ騒臓矧㍗ダ 、臨 鴻』 ,∴グiズ熊1
'.ψ 、 傭 1 鰍塑纂関遷法煙尋の聾伽埴 ける

座桑確忽・検査巣務の厳拓化 ・4
プで・・べ 司

〃_・1 1 擁矧地元の街づくりに関わ ってゆ く㌧ジ ジ'擁1 〆 勾 ゴレ
、'写 ・・1 '1

〆㌦} '

.漁 狩'譲斜

図5.3.44事 務所 タ イプ別意 見

表5.3.5に 示す よ うに見 通 し、意見

の16項 目につ いて因子分析 を行 い今

後 の考 え方 につ いて グルー ピングを

行 った。第1因 子 は諸制度 の充 実、

第2因 子 は 「業務 の専門化 と確立」 、

第3因 子 は 「過当競争 の激化」 「設

計施工 の一体 化 と連携 」 と読 み取れ

た。意 匠型 の建築士事務所 では 「諸

表5.3.5見 通 し ・意 見 因 子 分 析 の 因 子 負 荷 重

因子見通し
・意見項目

第1因 子,
賭制度の充実化

'第2因 子

業搦の専門化と確立
第3因 子

過誉競争の激∫七

第4因 子

般計旙工の一体化と連

見
通

し

」再門分f巳が進ひ

過当競争が一罵傲しくなる

協測ヒカ購んてゆく

魁 臓 との動肋嫌まる
組聴 醐{旧臓 化されてゆく
拠 肋¥俣 廟 度が燃 する

大規}卿i肺 との樋 が拡がる,
投計以外の鵬 所が増加する
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制度 の充実 」 へ の期 待 が 大 き く・簡 略 型 で は 因 子

小 さい。 〈 専 業 〉 で は、 「業 務 の専 門 化 と確

立」 「過 当 競 争 の 激 化 」 が ・ 〈兼 業 〉 で は 「

設計施工 の一 体化 と連 携 」 が 期 待 さ れ て い る

(図5.3.43)。

FIF2iF3F4
因子臆 味つけ 徽 ・・靴1蹴 ・・化・剛 脚 ・蝋 轡 舞裟蝋

0.5

●INDEXO

● 導 契意匠型

▲ 喚 簡略設計型

.辱 桑その他型

o兼 業意匠型 一〇.5
△ 兼契簡略設計型

ロ 破桑その地型

■

/1＼ 奮藩
蓬ミタ ペ;

図5.3.45事 務 所 タ イ プ別 因子 得点 平 均

5.3.10ま とめ

住宅の設計者 の機能 と役割 を と らえ るた めに、地 域 の建築士 事務所 の活動 実態 をみた。

建築士事務所 には、専 業 ・兼業 とい う業 態 の違 いが、そ の設計 業務 の内容 を大 き く規定 し

ている。 また兼業 は、 ほ とん ど建設業 との兼業 であ り、設計 の対象 も住宅 が中心で あ る。

専業は、設計監理型 といわ ゆ る代願業務 型 と構造 ・設備 などの専門業務型 とに分かれ る。

兼業は、専業 と同様 に設計監理 を行 う場 合 と簡略 な設計 に留 ま る もの とがあ る。

専業事務 所 は、 京都 市お よびその周辺 市町 とい った都市化 の進ん だ地域 に多 く分布 す る

が、その他 の郡部都市 や農山漁村 で は兼業 事務所 が ほとん どで あ る。 したが って、住宅 ・

建築の設計 を担 ってい る主体 は、専 業 の設 計事務所 が行 う場合 、 あるいは兼業事務 所が行

う場合、都市 計画 区域外 な どの建築 確認 申請が不要 な地 域で は建築士事務所 を通 さず大工

・工務店が中心 にな って行 う場 合な ど、地 域 によ って大 き く異 な る ことが明 らか にな った。

専業 は比 較 的広域 的な活動 を行 うが、兼 業 は自社 施工 の もの の設計 が中心 のた め地 元市

町村内の仕事 がほ とん どで ある。専 業 は、建築主 に紹介で きる大工 ・工務店 や各種専門 工

事店を もって お り、設 計事 務所 が完全 に施 工者 か ら独立 した形 で活動 す るので はな く、設

計 ・施工の関係 はあ る種 の協力 関係 を もつ方が 合理 的で あ るこ とを示 して い る。

地域の建築 士事務 所 の今後 の活動 は、活動圏 域や組織規模 を拡大 す る とい う志 向が強 い。

営業活動 や営 業方針 は、人 的っなが りを中心 と した志向 がみ られ る。 今後 の見通 しと して、

専門分化 の進 行、過 当競争 の激化 、大規 模事務 所 との格差拡大 、 が指摘 されてい る。職能

の確立 や建築 士事 務所 の協 同化 は難 しい とみて い る。
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5.4住 宅業務 中心 の建築士事務所 の活動

5.4.1研 究 の意義 ・目的

従来か ら地域 に活動 す る建築 士事務 所 はその地

域 の住 宅生産 ・供給 に関 わ りを もって いた。 それ

は、建築主 の要求 に基 づ く設計 ・監理 か ら確認 申

請用 図面作成 にいた るまで様 々であ る。建築主 要

求 の多様化 、施工 技能 の低下、近 隣調 整業務 の拡

大 などの建築環境 の変化す る中で 、地 域 に適 した

住宅 の生産 ・供給 を行 うため に地域 の建築 士事務

所 の果たす役割 は大 きい。

本節 は、地 域で住宅生塵 ・供給 に

携 わ る建築士 事務所 の活動実態 を明

らかに し、地 域 に根 ざ した住宅生産

・供給 の担 い手 と して の建築士事務

所 の役割 につ いて検討を加 え る。

5.4。2調 査方 法、調査概要

本節 では、前節 の京都府下全 体の

建築士事務所 の活動 に関す る調査 に

基 づいて、その中で住宅 を主要 な対

象 とす る建築士事務所 を抽 出 し、 ヒ

ア リング調 査 を実施 した。

住宅業務 中心 の事務所 の抽 出は、

業務件数 に占 める住宅割合 が60%を

越 え、かっ 、過 去3年 間の業務件数

が10件 を越 え るもの中か ら、〈専業

〉では主要 な発注者、 〈兼業 〉では

兼業業種 を考 慮 して鯉 事務所 を選 図5
.4.1

表5.4.1調 査 実 施 状 況

専業

(主要な発注者)

兼業

(兼業業種)

個 入 の建 築 主(2)

民 間 企業(1)

分 譲 業者(4)

大 工 ・工 務 店(7)

混 合(3)

建設業のみ

と兼業

建設業以外

とも兼業

(6)

(3)

合計(17) 合計 (9)

事 所
務 員
所 数
登
録

級 人

3関
年連
間業
の務

住件
宅数

件

発注者 活動圏域

個
人

麹
築
主

民
間
企
業

分
譲
業
者

大

干
工

務
店

設
計
事
務
所

住
宅
会
社

自
社
の

他
業
種

京
都
市
内

隣
接
市
町

府
下
南
部
圏

そ
の

他

専

業

112 17 ■ 口 圏 口 口

212 11 ■ 一 一 一 『

314 20 ■ 口 口 ■ 口 口

415 16 ■ ■

513 74 ■ [コ 口 ■

617 16 口 ■ 一 一 一 一

712 200 口 ■ ■ 口

813 84 口 ■ 口 ■

921 180 ■ 口 ■ 目

1011 24 ■ ■

ll13 80 口, ■ ■ 口 口

1212 47 〔] ■ 口 ■ 口

1312 70 口 嘔 口 ■ 口 口

M23 264 口 圏 ■

1521 45 口 ■ 圏 口

1611 32 口 ■ ■

1712 270 ■ ■

兼

業

18111 13 ■ 贋

1912 15 ■ 口 ■

2021 12 曜 ■ 口

21 25 81 嗣 口 ■

22 23 14 ■ 口 ■

23 16 14 ■ ■

24 13 16 ■ 口 ■ 口

25 16 120 ■ 口 口 圏 口 口

26 21 40 口 ■ ■ 口

調査対象の概要
凡例 ■1主 要 な もの

口:そ の他

ん だ・調醸 施 の都 合上・文橡 を京都 市内 に限定 した.謙 実施状 況 は表5 .4.1の 通 りで

あ る。調査実施 は昭和56年12月 で ある
。
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今回 、調 査 を実 施 した26ケ ー スに つ い て 、 業 務 登 録 、所 員 数 、住 宅 関 連 業 務 数 、 発 注 者 、

活動 圏域 を業 態 別 に整 理 した の が 図5・4・1で あ る。

業務 登録 は 、 〈 専 業 〉 で は そ の ほ とん どが1級 で あ り、 〈兼 業 〉で は1級 ・2級 が ほ ぼ

半数ず つで あ る。 所 員 数 は ・ 〈 専 業 〉 で は そ の ほ とん どが1人 ～3人 とい う小 規 模 な も の

であ り、 〈兼 業 〉 で は1人 ～11人 ま で の事 務 所 で あ る。 発 注 者 は、 〈専 業 〉で は個 人 、 分

譲業者 、大 工 ・工 務 店 と様 々 で あ るが 、 〈兼 業 〉で は ほ とん ど の事 務 所 が 個 人 か らの仕 事

で ある。活 動 圏 域 は、 〈専 業 〉 〈兼 業 〉 と もに京 都 市 内 が 中 心 で あ る。

5.4.3設 計 業 務 の パ タ ー ン

作成 す る設 計 図書 の 種 類 を み る。 住 宅 設 計 で 作成 す る図 面 の 種 類 と して 、敷 地 図 、 配 置

図、平面 図 、 立面 図 、 断 面 図 、 矩 計 図 、 構 造 伏 図 、 天 井 伏 図 、 壁 量 計 算 書 、 仕 上 げ表 、 断

面詳細 図、平 面 詳 細 図 、 軸 組 図 、展 開 図、 納 ま り図 、建 具 表 、 設 備 図 、求 積 図 、 構 造 計 算

書、仕様書 を あげ た 。

実際 に建築 士 事 務 所 が設 計 図 書 と して作 成 す る図 面 は 、3っ の レベ ル に大 別 で きた(図

5.4.2)。

図
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タ
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敷
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図
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面
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立
面
図

断
面
図

矩
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図

構
造
伏
図

天
井
伏
図

壁
量
計
算
書

仕
上
表

断
面
詳
細
図

平
面
詳
細
図

軸
組
図

展
開
図

納

ま

り

図

建
具
表

設
備
図

求
積
図

構
造
計
算
書

仕
様
書

A ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

B ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 口 口 口

C ■ 國 ■ ■ 口 口

凡例 ■:各 ハ'ターンの中で80%以 上の割合で作成されるもの

口1各 ハ'ターンの中で50～80%の 割合で作成されるもの

図5.4.2作 成 設 計 図 書 の レベ ル

A:ほ とん ど全 て の 種 類 の 図面 を作 成 す る。

B:敷 地 図 か ら天 井 伏 図 ま で を 作 成 す る。 壁 量 計 算 書 、仕 上 げ 表 、 断 面 詳細 図 を作 成 す る

こと もあ る。

C:敷 地 図 か ら立 面 図 まで を作 成 し、 場 合 に よ って は断 面 図 、壁 量 計 算 書 を作 成 す る。

この作成 設 計 図 書 の レベ ル は 、建 築 士 事 務 所 の業 態 と発 注 者 に規 定 され る と ころが 大 き

い。 〈専業 〉で は、 発 注 者 が 「個 人 の 建 築 主 」 の場 合 に は 、 「A」 が対 応 し、 「大 工 ・工

務店」 な どの 場 合 は、 「B」 「C」 が 対 応 す る。 「B」 は 、 住 宅金 融 公 庫 な どの 条件 に よ

って 、 「C」 に必 要 な 図面 を 加 えた も の で あ る。 〈兼 業 〉 は 、 「個 人 の建 築 主 」 が 発 注 者

の場合 は建 築 主 の 要 求 お よ び施 工 者 の 技 能 に よ って 「A」 を 中 心 に各 パ ター ンを使 い分 け
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て い る。 発 注 者 が 「大 工 ・工 務 店 」 の場 合 は、 〈専 業 〉 と同 様 に 「B」 「C」 で あ るが 、

こ の ケ ー ス は稀 で あ る。

「A」 と 「Bl「C」 で は 、同 じ設 計 とい え ど も設 計 の 内 容 が 大 き く異 な る。 〈 専業 〉 は、

「A」 しか行 わ な い もの と、 「B」 「C」 を 中 心 に行 う もの に 分 か れ る。 前 者 を 「専 業 ア

トリエ型 」 、 後 者 を 「専 業 代 願 型 」 とす る。

5.4.4設 計 プ ロセ ス

建築 主 か ら直 接 に設 計 の依 頼 が あ る場 合 と、 大 工 ・工 務 店 か ら設 計 依 頼 が あ り建 築 主 と

は 直接 合 わず に設 計 す る場 合 で は、 設 計 内容 は異 な る。 前 者 は 、 「敷 地 調 査 → 要 求 確 認 →

図 面作 成 → 積 算 」 と い う一 連 の プ ロセ スを と るが ・ 後 者 は提 示 され た 条 件 に基 づ い て法 令

との整 合性 に着 目 して 設 計 す る。

(1)建 築 主 か らの 設計 依 頼

「専 業 ア トリエ型 」 お よ び く 兼業 〉 の事 務 所 の仕 事 が 該 当 す る。 「専 業 代 願 型 」 で も発

注 者 が 「個 人 の建 築 主 」 の場 合 は含 まれ る。

① 敷 地 調査

ほ とん どの 事 務 所 が 実 施 して い る(22/24)。 敷 地 に関 す る調 査 項 目 を整 理 した
。

・必 ず 行 う も の:敷 地 形 状 、 上 下 水 道 、 ガ スの状 況 、 法 規 制 、 隣 地 状 況 で あ る。

・場 合 に よ って 行 う もの:地 盤
、 地 下 水 位 で あ り、 これ らは木 造 建 築 の 場 合 に は行 わ な い。

地 盤 にっ い て は 市 の既 存 デ ー タを 参 考 に した り、 ボ ー リン グ 調 査 を行 う こ と も あ る。

'比 較 的 よ く行 う もの:敷 地 の 所有 関 係(登 記 簿 に よ り確 認 す る と
ころ と、 無 関 心 な と こ

ろの 分 か れ る)、 周 辺 施 設 状 況(専 業 ア トリエ型) 、 資材 の搬 出 入(兼 業)

・あ ま り行 わ な い:風 向(京 都 市 内 で は余 り問題 と な らな い)

・そ の他:

浄 化 槽 の位 置 ・ 電 柱 の位 置 ・国 有 地 の境 界 明示 、 日照 、 排 水 、 な どが あ り、 特 に、 国 有

地 の境 界 明 示 や保 険 所 へ の 排 水 同 意 書 な どの手 続 きに か な り日寺間 を と る
。

敷地 調 査 内 容 は か な りば らつ きが あ る・ また 、 手 続 き上 行 わ ざ る を得 な い もの も多 数 あ

り・ これ に 多 くの時 間 を費 やす た め に ・ 実 質 的 な設 計 業 務 に 時 間 を か け られ な い
。

② 要 求 項 目 な どの 確 認

建築設計 に取 りかか る前 に・建築 主 の要求 を把握 す る とともに激 地
、予 算 な どの様 。

な制約 条件 を明確 に とらえて る必要 が ある
。

事務 所 によ ・て この方法 は様 々であ る
・ 博 業 ア トリエ型」 やく兼 業 〉で は

、 チ 。。ク
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リス トをもつ もの も多 く・ 「専業代 願型 」 では筆記 す る ものが多 い。 チ ェ ック リス トの 内

容は、かな り詳細 な項 目に及 んで い る(表5.4.2)。

特に、敷地状況 や法 規制 が詳 しい。建築主 の要求把握 に関 す る内容 にはあま り具体化 し

ていない。 これは、建築主 の個別性 が高 く、一般的 な リス ト化 に馴 染み に くいためで あ る。

〈専業〉で は、敷地周辺 の環境条件 の把 握、建築主 の要求 把握 、業務 範囲 の確 認、な ど

がある。〈兼 業 〉で は、開 発行為 や施工 時 にお け る周辺 への配慮 あ るいは施工時 の障害 と

なる事項のチ ェ ック項 目が含 まれ る。 これ らは、 〈専業 〉とく兼業 〉の立場 の違 いを端 的

に反映 してい るが、 いず れ の項 目の建築 プ ロセ スを通 じて確 認 す る必要が あ り、専業 ・兼

業をとわず、敷地調査 や建築主 の要 求把握 時 に、統一 的 に整理 すべ きで ある。

③要求具体化 の手段

要求具体化 の プロセ スは、建築士事 務所 が設 計案 を提出 し、それ を手直 しす る手順 をた

どる。要求具 体化 の手段 は、今 まで に手掛 けた住宅 をみせ る、雑誌 をみせ る、 シ ョール ー

ムへ出かける、 な どで あ る。住宅展 示場 は建築 主が独 自に訪 問 して いる。

④配置 ・外観計画

〈専業 〉で は、外観 設計 にっいて は、周辺環境 を配慮 す る姿勢 を示 す のに対 し、〈兼業

〉では建築主 の要求 を重視す る立場 を とる。

⑤積算

〈専業〉は、工 事費 の概算把 握 の意 味 を もっが、 〈兼業 〉で は、工事費 の見積 とな る。

〈専業 〉の中 は、市販 の積算 資料 に基 づ いて独 自の積算 を行 う ものが多 いが 、一方 、工務

店に積算を依頼 した り、積算 を行 わな い もの もあ る。

設計事務所 の能力 の中で弱 い ものの1つ は、 この積算 の領域 で あ る。住 宅の よ うな小 規

模な建築では、施工者 の提 出す る工 事費見積 の チ ェック機能 が重視 され る。

〈兼業 〉で は、積算部 門 や施工部 門 が作 成す るが、小 規模 な事務 所で は、専門工事 店 の

見積を参考 にす るのが一般 的であ る。

⑥資金計画へ の関与

建築主の所得 の把握 はほ とん ど行 わ ない。 ただ し、 資金計 画 は、 公的資金 の斡旋 を含 あ

てよく行 って い る。 所得 に対 して、 資金返済 が妥当 か どうか の確認 は、建築主 自身 にまか

されている。

⑦ ま とめ

京都で は、設計 以前 の法 的 な諸手 続 きが複雑 で これに時間 がかか る。 〈専業 〉 とく兼 業
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表5.4,2チ ェ ッ ク リ ス トの 内 容

ノ

記入項目 専業アトリエ型(戸 建) 専業アト肛型(戸 建) 兼業区分なし(常 雇大工あり)

1049 1040 1036

・施主関係 氏名 氏名 氏名
住所 住所 住所
電話 電話 電話
勤務先 勤務先

・建築概要 用途 用途
構造 構造
階数 階数
工事種 屋根形状

和風 ・洋風
。敷 地 住所 住所 住所

付近見取図 付近見取図 地目

既存建物の状況 地目 敷地実測図
敷地面積 土質 農地転用

高低の起伏 実測の要否 開発行為
地盤土質 造成の有無 所有形態
日照状況 高低の起伏 道路位置指定
風向、降水 土留め要否 私道負担

公共設備状況 既存建物の状況 既存建築面積
(上 下 水道 、電 気 、 既存建物の撤去 敷地境界
ガス、電話) 電柱の有無 高低、起伏

隣地状況 (移転の要否) 宅造申請、検査済証

周辺環境 隣地の状況(方角別) 地耐力
公害問題 公共設備(上 下水道 整地
将来性評価 、電 気 、ガ ス) 排水
交通磯関 計画道路 採 光 、通 風 、 日照 、 障害

公共施設 全面道路幅、種類 公園
生活施設 舗装状況 近 隣 の建 築 レベll、グ レ ド

側溝状況 大気汚染、火災のおそれ、騒音

舗装
駐 車 、ハ㌧ キング

侵入路
道路工1乍物

電柱 、ガ ードレll、 標 識

側溝
・法的規制 都市計画区域 建ぺい率、容積率 都市計画区域

市街化区域 壁面後退 市街化区域
用途地域 風致地域 用途地域
建ぺい率、容積率 浄化槽 建ぺい率、容積率

高度地区 境界明示 高度地区
防火地区 区画整理地域 美観地区
美観地区 古都 、 美観 、町 なみ 境界
風致地区 保全 風致地区
歴史的風土保存地域 日影 土地区画整理
文化財保護指定地域 金融公庫 宅造規制

・工事期問

日影

都市計画道路

全面道路幅、種類

高さ制隈

(軒高、最高)

斜線制限

工事予定 地鎮祭、上棟

着工、竣工

工事人住所、氏名

設備業者(電 気、給

排水、空調、住器)

高さ制限
建築協定
壁面後退
斜線制限
日照
私道負担

・関連官公庁

連絡先

。契約、業務範囲
・家族構成

・予算
家族構成

予算

工事中の隣家補償

隣家の日照権

夜間作業

資材置き場、現場事務所

トラック侵入

仮設電気、水道

障害物(電 線、樹木)

重機搬入

公共設備状況

(上下水道、電気、

建築、土木、都市計画、

電話、保険所、水道、

排水、電気、ガス、消防、

驚察

ガス、電話)
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〉で は要 求 具 体 化 の プ ロ セ スに お け る 配 慮 や 力 点 の お き方 が 異 な る。 既 成 市 街 地 内 で は 、

設計 ・施 工 両 側 面 の配 慮 が 必 要 で あ り、 〈専 業 〉 〈 兼業 〉両 者 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに よ

るきめ細 か い サ ー ビス の提 供 や 情 報 交 換 が 必 要 で あ る。

(2)大 工 ・工 務 店 か らの設 計 依 頼

「大 工 ・工 務 店 」 が 発 注 者 の 場 合 と は、 いわ ゆ る代 願 業務 が 中心 にな る。 〈兼 業 〉 が こ

の よ うな形 で 受 注 す る こ とは稀 で あ る。 〈専 業 〉 で は、 代願 業 務 に特 化 した 「代 願 事 務 所 」

が担 当す る。

発 注者 が 提 示 す る内 容 を 、敷 地 、平 面 、 律 面 、 部 材 、 建 築 費 で み た 。 敷 地 、平 面 は、 な

ん らか の形 で 要 求 、 あ るい は条 件 の提 示 が あ る。 一 方 、 立 面 、部 材 、 建 築 費 に つ い て は、

条件 の提 示 が な く、 設 計 担 当者 の 自 由 に任 され る こ とが 多 い。 この よ うな手 順 に よ って 作

成 され る建 築 確 認 申請 用 の 図 面 は 、 実 際 に建 築 され る もの とカ イ離 を み る可 能 性 も少 な く

ない。部 材 、 建 築 費 に つ い て は 、全 く提 示 が な く、 そ の意 味 で設 計 と は い い難 い 内容 の も

のに な って い る。

①敷 地

敷 地 は 、① 口頭(所 在 地)、 ② 地 図 で場 所 指 定 、③ 敷 地 ス ケ ッチ の提 示 、④ 実 測 図 の 提

出 の4っ の う ち、 ③ スケ ッチの 提 示 が 多 い。 実 測 は 、 必 ず 実 施 す る。 建 築 基 準 法 との 関 係

か ら敷 地 を正 確 に把 握 して お く必 要 が あ る。 建 売 住 宅 の 場 合 に は 、 口頭 、 あ る い は地 図 で

敷地全 体 を示 され 、 区 画割 を も含 め て 設 計 す る場 合 が あ る。

② 平 面

平 面 は 、① ま っ た く任 され る 、② ス ケ ッチ の提 示 、③ 詳 細 な平 面 図 の提 示 、 の3つ の う

ち、② スケ ッチ の提 示 が 多 い。 これ に、 口頭 で 要 求 が付 け加 え られ る場 合 が あ る 。 建 売 住

宅 もこれ と同 様 で あ るが 、 企 画 か ら依 頼 され るケ ー スが あ る。

③ 立 面

立面 は、① 任 さ れ る、② 屋 根 形 状 の み 口頭 で 、③ ス ケ ッチ の 提 示 、 ④ 屋 根 勾 配 、 形 状 、

壁 仕上 げ 、開 口部 、 軒 裏 の 指 定 、 の4っ が あ る。 ① 任 され るケ ー ス が多 い。 敷地 が 狭 小 な

場 合 に は 、① で も、 法 規 制 に よ り自動 的 に決 ま る と こ ろ は多 い。

④ 使用 部 材

使 用 部 材 な どは 、① 提 示 な し、② 和 室 の仕 上 げ な どを 口頭 で 、 ③ キ ッチ ン、風 呂、 子 供

室 、収 納 関 係 の 指 定 、 の3つ が あ る。 ① の提 示 な しが 多 く、 確 認 申請 の 上 で は、 使 用 部 材

に っ いて 防 火 関 係 以 外 は余 り触 れ る必 要 が な い た め で あ る。 建 売 住 宅 の 場 合 に は、 階 段 、
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階 高 な ど独 自 の割 付 が あ り、 そ れ に 合 わ せ て略 記 す る こ とが あ る。

⑤ 建築 費

建 築 費 に つ い て、 ① 提 示 な し、② 提 示 が あ る、 ③ 予 算 内 に納 ま る よ う依 頼 が あ る、 の3

っ が あ る。① の提 示 な しが 多 い 。③ は建 売 住 宅 の ケ ー スで あ る。

(3)施 工 者 へ の ア ドバ イ ス

建築 士事 務 所 側 か らの大 工 ・工 務 店 に対 す る積 極 的 な ア ドバ イ ス の 内 容 は、 ほ とん ど法

規 に関 す る もの で あ る。 構 造 、 納 ま り、 使 いが って 、 デ ザ イ ン な どの 空 間計 画 に関 す る も

の は ほ とん どな い 。 施 工 者 の技 能低 下 を補 うた め に 、 伏 図 を っ け る、 納 ま りを 検 討 す る な

ど 、補 完 的 な ア ドバ イ ス機 能 を 果 た して い る。

5.4,5工 事 監 理 業 務

(1)工 事 監 理 業 務 へ の対 応(表5.4.3)

〈専 業 〉 と 〈兼 業 〉 で は対 応 の仕 方 が異 な り、 〈専 業 〉で は工 事 監 理 と して設 計者 の 立

場 か ら業 務 を 行 うの に対 し、 〈 兼 業 〉 で は施 工 管 理 と して施 工 者 の 立 場 で 業 務 を行 って い

る。 「専 業 代 願 型 」 で は実 質 的 に監 理 業 務 は行 わ な い。 た だ 、 形 式 的 に監 理 、 検 査 業 務 を

行 った よ うに す る場 合 もあ るが 、監 理 費 用 を得 る こ とは な く、 確 認 印 の み押 す の が現 実 で

あ る。 実 質 的 に行 わ な い行 為 に 対 す る責 任 だ け が 転 化 され る。

表5.4,3工 事 監 理 業 務 へ の取 り組 み。

専 業(
16)

兼 業(
9)

合 計(
25)

.

工事監理業務 12/16 1/9 13/25

施工管理業務 一 一 一 一 一
5/9 5,/25

ケースハ1イ ケース 1/16 2/9 3/25
(代 願 の時 行 わ ず)

行わ ない
代愚赫

0/9 3/25

(2)監 理 内 容 と監 理 方 法

工事 監 理 の 中 で 重 視 す る の は ・構 造 部 分 で あ る。 た だ し、現 場 へ 出 か け る回 数 は 、 内 装

工 事 に か け る ウ ェ イ トが 高 い・ 屋 根 工 事 や 、 外 壁 工 事 の チ ェ ッ クは 全 く行 わ な い もの も あ

る。 監 理 方 法 は ・個 々 の 事 務 所 に よ り独 自 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト
、 チ ェ ッ ク方 法 を と って お

り・必 ず し も統 一 して お らず ・ 現 場 に い く回数 も様 々で あ る
。 同 一 事 務 所 で も、仕 事 の 内
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容 や施 工 者 に よ って 監 理 の仕 方 が 変 わ る。

工 事 監理 の チ ェ ック ポ イ ン トは次 の 通 りで あ る。

①基 礎 工 事=GL、 や り方 、す み 出 し、 堀 方 、 割 ぐ り、捨 て コ ン、 コ ンク リー ト打 ち 、 配

筋 、 ア ンカ ー ボ ル トの 数

② 躯体 工 事:材 料(木 材 店)、 原 寸 、刻 み 、 棟 上 げ 、金 物 、 火 打 ち 、筋 か い

③屋根 工事1軒 の 出 、 下 地 、止 め方

④外 壁 工 事:筋 か い、 外 部 ラ ス 、配 管

⑤ 内装 工 事:材 料 、 納 ま り、 色

表5.4.4監 理 内 容 の相 違

専 業
(9)

兼 業
(6)

相違 な し 5/9 4/6

相違あ り 4/9
・発 注 者 に よ る(3)
・施 工 者 に よ る(2)

・建 築 に よ る(1)

2/6
・施 工 者 に よ る(2)

発注 者 に よ る監 理 方 法 の 違 い は 、建 築 主 の個 性 に よ る もの 、監 理 業務 へ の報 酬 の支 払 い

の有無 、 に基 づ い て い る。 施 工 者 に よ る もの は 、施 工 者 との工 事経 験 の有 無 や施 工 者 と の

信頼性 に よ って 、 監 理 内容 に差 を つ け る もの で あ る。 設 計 者 、 施 工 者 の 間 の コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ンによ る合 理 性 の現 れ で あ る。

監理 担 当 者 の選 定 は 表5.4.5、 表5.4.6の 通 りで あ る。 監 理 専 門 の担 当者 は い な い こ と

が わか る。

表5,4.5監 理 担 当者 の選 定

麟 赫
監理専門の所員 0/9 0//9

所員 の中か ら適 宜 7/9 ,9/9

その他 2/9 10/9

表5.4.6監 理 担 当者 と設 計 担 当者

藩 擶
設計担当者

「
5/9 78

設計担 当者 と異 な る
一

2/9 18

その他 1/9 0/8
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(3)監 理 結果 の建築主 への報告

く専業 〉 と〈兼業 〉では方法が異 な る。 〈専 業 〉では文書 で報告 す るのが主流 で、〈兼

業 〉で は口頭 で報 告す るのが多 い。 〈専業 〉の方が明確 な形 で示す。

表5.4.7監 理結 果の報告(重 複回 答)

(事芋) 稽
文書で報告 7/11 7/8

口頭で報告 5/11 1/8

現場で 口頭 で報 告 3/11 0/8 1

(4)工 事 完了検査済証

〈専業 〉〈兼業 〉 ともに必ず うけ る とす るものが多 い。発 注者 の要求 によ るとす る もの

は、住宅金融 公庫 の関係 によ るもので あ る。 「専業 代願型 」 に特 に注意 を払わ ない とす る

ものが ある。

表5.4,8工 事完 了検査済証

(事蓼) 結
必ず うけ る 7/14 5/9

発注者 の要 求 による 5/14 1/9
　

別 に注意 を払わ ない 1/14 0//9

その他
1

1/14 3/9
1

5.4.6建 築 主 との 対 応(図5.4 ,3)

地 域 の住 宅 主 流 事務 所 に と って 、設 計 ・監 理 業 務 以外 に 、居 住 者 か ら の住 宅 に関 わ る相

談 に対 応 した り、 設 計 ・監 理 に携 わ った 住 宅 の品 質 保 証 や 維 持 管 理 に 関 す る建 築 主 へ のサ

ー ビス も重 要 で あ る
。

(1)消 費 者 、 居 住 者 の相 談 、 ア ドバ イ ス

居 住 者 か ら の相 談 に は ・ 「土 地 購 入 」 「分 譲 住 宅 購 入 」 「中 古 住 宅 購 入 」 に置 け る評 価

・鑑 定 や 「修 繕 」 「増 改 築 」 の ア ドバ イ スな どが あ り
、幅 広 く対 応 して い る。 特 に 、 〈兼

業 〉で この 傾 向 が 強 い。

(2)住 宅 品 質 保 証

住宅建設後 の カ シな どの品質 保証の対応 は、建築士事 務所 の タイ プによ って対 応 が異 な

る。 「専業 ア トリエ型」で は・品質保 証 は建築 士事務所 の立 場 で行 う ものが多い
。 「専業
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す

立

代願型」 では施工者 の責任 で ある と した り・責 任 は もてない、 あ るいは無関心 で ある。

なわち、確 認 申請 とい う行政 上 の手続 き業務 に限定 して いる。 〈兼業 〉では、施工者 の

場 で品 質 保 証 を行 って い る。

維持管理(3)

建築後 の維 持管理 を積極 的 に行 って いる事務 所 はあま りない。 ほ とん どの事務所 は連 絡

何 も行わ ない ものが「専業 代願型 」で は建築 主 との接触 がな いため、があれば対 応 す る。

積極 的対 応を行 うものが多い。兼業部 門 が修繕 な どに あた るため、ある。 〈兼 業 〉 は、

対 応 を み る限 り、 〈専 業 〉 よ りく兼 業 〉 の方

計 ・施 工 と い った 一 連 の プ ロセ スを 同 一 主 体

 

の

設

消費者へ の ア ドバ イスや維持 管理 な どへ

が幅広 い サ ー ビス を 行 って い る。 これ は、

内で把 握 す る兼 業 事 務 所 の メ リッ トで あ る。

.
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5.4.7建 築 環 境 の変 化 へ の対 応

(1>新 部 材 ・部 品 の普 及

① 新 部 材 ・部 品 へ の対 応

「建 築 主 の 要 求 が あ れ ば使 用 」 と い う消 極 的 対 応 で あ る(11/21)。 「専 業 ア トリエ型 」

で は、 「まず 使 って み る」 とい う積 極 的対 応 が み られ る。(3/5)

② 使 用 状 況

例 示 した 部 品 ・部 材 を、 使 用 頻 度 か ら分 類 した 。

・よ く使 用 す る も の(使 用 率2/3以 上):キ ッチ ンセ ッ ト(23)、 床 下 収 納 セ ッ ト(22)

、防 水 パ ン(22)、 洗 面 化 粧 台(2!)

・た ま に使 用 す る もの(使 用 率1/3か ら2/3):収 納 壁(17)、 バ スユ ニ ッ ト(16)、

げ た箱 セ ッ ト(15)、 階 段 手 す り(14)、 階 段 セ ッ ト(13)、 化 粧 幅 木(!3)、 玄 関 セ

ッ ト(11)、 ケ ー ス ウェ イ(9)

・あ ま り使 用 しな い も の(使 用 率1/3未 満):押 入 セ ッ ト(8)、 濡 れ縁 セ ッ ト(8) 、

床 の間 セ ッ ト(2)

床 の 間 な ど は、 部 品 で は独 自 の デ ザ イ ンが 出 せ な い とい う理 由 か ら、 採 用 しな い 。 実 際

の 使 用 状 況 は 、 「専 業 ア ト リエ型 」 で は平 均7.4品 種 で 、兼 業 全 体 の平 均9.6品 種 を 下 回

って い る。 「専 業 ア ト リエ型 」 で は 、 部 品 の採 用 に は積 極 的 で は あ る が 、 品 種 を 限定 し無

差 別 に使 用 す るの で は な い。

部 材 ・部 品 の 問 題 点 は、 耐 久 性 ・防 水 性 とい う品 質 、 和 風 に マ ッチ しな い デザ イ ン、 コ

ス ト上 昇 、 トラブ ル に対 す る責 任 の 所 在 の不 明確 さ な どで あ る。 これ に は、 ま った く逆 の

評 価 もあ る。 部材 ・部 品 は 、建 築 士 事 務 所 が独 自の 立 場 か ら取 捨 選 択 して 採 用 して い る。

③ 新 部 材 ・部 品 の 普 及 と業 務 の変 化

業 務 変 化 は 、① 複 雑 に な った(9/26)、 ② 簡 略 に な った(3/26)、 ③ 変 化 な し(14

/26)と な って い る。

変 化 した 内 容 に つ い て み る と、

・複 雑 化:寸 法 調 整 上 の 問 題 が 多 い
。 施 工 者 が 不 慣 れ で 、監 理 が大 変 で あ る。

・簡 略 化:階 段 な ど詳 細 図 が不 用
、 床 下 収 納 、 げ た 箱 、 キ ッチ ン、 洗 面 化 粧 台 、 な ど個 別

の デザ イ ンが 不 用 、 な どで あ る。

さ らぬ ・ 出 来上 りが 建 築 主 に イ メ ー ジで き トラブ ル が 少 な い 、 と い う間接 的 効 果 もあ る。
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5.4.8施 工 者 との 対 応

大工 ・工 務 店 技 能 の低 下 と そ れ に 対 す る建 築 士 事 務 所 の 対 応 、 お よ び施 工 者 か らの 建 築

士事務 所 に対 す る ア ドバ イ ス を み る。

(1>大 工 技 能 の低 下

大工 ・工 務 店 な どの 施 工 者 の 技 能 に つ いて 、 低 下 して い る とす る もの が ほ とん どで あ る

(22/24)o

表5.4.9施 工 技 能 低 下 の状 況

① 施工 技 能
・納 ま りが まず い(6)

・継 手、 仕 口 を知 らな い(4)

・カ ンナ 仕 事 が で きな い(2)

・機 械 に頼 る(1)

・集 成 材 を 使 用 す る(1)

② 技 能 者 レベ ル
・熟 練 工 が いな い(3)

・技 能 の レベ ルが バ ラバ ラ(1)

③ そ の 他
・材 料 選 択 能 力 が な い(3)

・職 人 気 質 が な い(3)

施 工技 能 の 中 で は、 納 ま りが ま ず い と して い る。 ま た 、施 工 者 に材 料 選 択 、 チ ェ ッ ク の

能 力が な い とす る指 摘 が あ る。 す な わ ち 、材 料 の選 定 は材 木 店 が 行 い 、施 工 者 が 取 捨 選 択

しな い よ う に な って い る。

大工 技能 の 低 下 に対 して 建 築 士 事 務 所 は、 何 等 か の対 応 を 行 って い る(14/19)。

表5.4.10大 工 技 能 低 下 へ の対 応

① 設計
・原 寸 図 、 納 ま り図 を 示 す(4)

・伏 図 を 示 す く1)

・仕 口 を簡 略 に す る(1)

・大 壁 にす る 、真 壁 に しな い(1)
・集成 材 を 使 用 す る(1)

② 監 理
・監 理 を 丁 寧 に行 う(2)

・打 ち 合 せ を 多 くす る(1>

③ 施 工 者 選 択
・大 工 の 選 別 を行 う(4)

対応 の方法 を、設計、監理 、施工者 選択 の3レ ベ ルに分 けて みる。設計 レベ ルで は、施

工者に理解 しやす い表現 や説 明 を設計 に加 え る、 す なわ ち、現 寸図 ・納 ま り図 ・伏図 を示

す方法 と、容 易 に施工 で きるよ うに複 雑 な ものを扱わ ない、す なわち、仕 口の簡略化 、大

壁の使用 、集 成材 の使 用な どが あ る。大壁 の使 用 は納 ま りの悪 さを カバーす るもので あ り、

集成材 の使用 は材料選 択 の軽減 をね ら った もので ある。

監理 の レベ ルで は、監理 の徹底 な ど事後処理 的 な対応 を行 ってい る。施工 者の選定 とは、

技能 レベルの低 い施工 者 を排除す るこ とであ る。 建築士 事務所 が、施工者 の能力 を十分 把

握で きる立場 にあ るな ら、 この対 応 は施工 者の技能 向上 に好 ま しい効 果を及 ぼす。 「専 業
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代願型 」で は、 この よ うな対応 は行 えな い。

(2>施 工者 か らの ア ドバイ ス

建築士事務所 が施工者で あ る大工 ・工務店 か らうけ るア ドバ イスにつ いて整 理す る。 〈

専 業 〉で は、細部 の納 ま りや部 材 ・部 品の性能 ・価格 の ア ドバ イスを求 めてい る。っ ま り、

建築士 事務 所 も施 工 に関す る具 体的 な知識 や部材 ・部品 に関 す る情 報 が不足 して いる。

大工技能が低 下 し、相対 的の建築士 事務所、設計 者 に期待 され る役割 は大 き くな りつ っ

あ る。一方で 、建築士事務所 、設計者 の中で も、施 工技術 や部材 ・部品 に対す る認識 不足

の状況 もみ られ、建築士事務所 と大工 ・工務店 との機能 的な連 携 が よ り重要 にな って いる。

5.4.9社 会 的調整業務

(1)社 会 的調 整業務

建築士事務 所、設計者 は、建築主 に対す る個 別の対応 のみな らず、個 別 の建築活動 を良

好 な居住環境 形成 に結 び付 けてい くとい った社 会的 な立場 か ら建築 活動 を調整す る役 割 を

期 待 されてい る。建築活動 に関連 した近 隣への対応 にっいてみ てい る。

近隣 問題 と して は、 日照 、プ ライバ シー、施 工 に伴 う騒音 ・駐車 な どの問題 があ る(表

5.4.11)。 近 隣問題へ の対応 は、〈専業 〉 とく兼業 〉で は異 な り、 〈専業 〉で は、事前 に

説 明を行 う、事後 に対応す る、直接 関与 しない、 に分かれ る。 関与 しない ものは、 「専業

代 願型」で あ る。 一方、 〈兼業 〉で は、事前対 応 と事後対応 が あ る。 事前対 応 は、<専 業

〉で は建築 内容の説明 を意味 してい るが、〈兼 業 〉の場合 は単 な る挨拶 に過 ぎない.

高密化 した市街地で の建築活動 で は、 この よ うな近隣 問題 を避 けて通 るこ とはで きな い。

建築士事務所 、設計者 の積極 的な対応 が期待 され るが、 「専業 ア トリエ型」 を除 いてそ の

対 応 は不十分 であ る。

設計 ・監理 以外 の設計事務所 の業 務 をみて きたが 、消費者 、 すなわ ち居住者 への対 応 を

は じめ・幅広 い需 要 に建築士事務所 、設計者 が対応 してい る ことが明 らか にな った。大工

技 能低下 の中 で相 対的 に設計者 の果たす役割 が大 き くな りつつ あ るに も関わ らず、設計者

側 にもそれ に十分 対応で きるだけの指 導力 に欠 ける ところが指摘 された。 社会 的調整能 力

を発揮 す るに はまだ まだ関 わ り方が不 十分 であ る。 また、建 築 士事 務所 の タ イプ によ って

も、 これ らの業務へ の対応 は様 々で あ る。
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表5.4.11近 隣 問 題

① 日照(12)

② プ ラ イバ シー(4)
・開 口部 の 位 置

・開 口部 の 形 状

③ 施 工 に伴 う問題(15)

・工 事 騒 音

・工 事 車 両 の駐 車 ・通 行

・資 材 置 き場

・ほ こ り、庭 を い た め る

(2)法 規 ・法 令 の 複 雑 化 と問 題 点

法 規 ・法 令 の複 雑 化 に対 して 、① 問 題 あ り(20/24)、 ② 問 題 な し(4/24)と

な って お り、 問題 点 を 指 摘 す る もの が 多 い。

問題 な しとす る もの も、 具体 的 に は 「い って も仕 方 が な い 」 とい う 「あ き らめ型 」 と 「

問題 点 と して は 、 規 定 の 内 容 と運 用 上 の 問題 が あ る。 内容 の 問 題 は 、 「法 規 制 だ け で 設

計 が で きあ が って しま う」 とい った言 葉 に代 表 され る よ うに 自 由度 の な さ を あ げ る も の が

多 い。 建 ぺ い 率 規 制 が ま っ た く実 態 に合 わ ず 、 現 実 に は違 反 建 築 を行 わ ざ る を得 な い 側 面

住宅 レベ ル な ら問 題 な し」 とす る 「住 宅 除 外 型 」 で あ って 、 内 容 的 には 問 題 が あ る と い う

意識 を も って い る。

表5.4.12法 規 ・法 令 の 問 題 点

① 全 般 的状 況 に関 す る もの:
・理 解1し に くい(1)

・許 認 可 な どの 手 続 き業 務 の比 重 が 大 き

い(1)

② 内容 に関 す る もの:

・制 約 が厳 し く自 由度 が な い(6)

・内容 が実 態(建 築 主 の予 算 、要 求)に

そ ぐわ な い(1)

③ 運 用 に関 す もの:

・審 査 機 構 の 判 断 の あ い ま い さ(7>

・審 査 機 構 の判 断 の硬 直 性(2)

・違 反 建 築 取 締 り(2)

④ そ の他(3)

を指摘す る もの もあ る。

運用上の問題 は、特 に、風致地区 に関す る審査 機構 のあい まい さであ る。 デザ イ ン上 の

色彩等の可否 の判 断が担 当者 によ って まちまちで ある ことが問題 とな って い る。行政側 に

は明快な対応 が必 要で あ る。

(3)住 宅金 融諸制度 へ の対応

住宅金融公庫 の融資 申請 を行 うことによ る設計上 の変 化 は、① 変化 あ り(12/21)、 ②

変化な し(9/21)で あ る。
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表5.4.13金 融制 度 に よ る変 化

① 設 計 に関 す る もの:
・作 成 図 面 に、 伏 図 、 矩 計 図 、仕 上 げ表 、 排 水 ・電 気 経 路 の 指 示 、 立 面 図 に筋 か い の 表

示 な ど を行 う(1)
・面 積 や 仕 様 の条 件 が 、 デザ イ ンの 制 約 に な る(1)

・検 査 の 関 係 で、 階 段 の納 ま りを 確 実 に行 う(1)

・継 ぎ手 、 仕 口 に金 物 を 使 う(1)

② 施 工:
・中 間検 査 、 竣 工 検 査 に気 を 使 う(4)

③ そ の他:
・価 格 や 予 算 に制 約 を受 け る(2)

・資 金計 画 を た て ざ るを え な い(2)

・手 続 きを 行 わ ね ば な らな い(2)

(4)建 築 士 事 務 所 間 の連 携

全 体 と して 連 携 を 指 向 す る もの は少 な い(14/26)。 〈専 業 〉で も、 零 細 な割 に は独 立

指 向 が 強 い こ とが うか が え る(9//15)。 〈兼 業 〉 の場 合 に は、 設 計 事 務 所 と して の連 携

を考 え に くい(3/9)。

一 方 、設 計 事 務 所 間 の連 携 は難 しい(4)、 共 同 受 注 は 困 難 で あ る(2)、 とす る もの

が あ る。

建 築 士 事 務 所 は個 性 が強 く、 連 携 しに くい とい う意 見 が多 い 。 しか し、 情 報 交 換(報 酬、

表5.4,14連 携 の 内 容

・建 築 士 事 務 所 の 業 務 の啓 蒙(10)

・新 部 材 ・部 品 ・工 法 な どの講 習(8)

・経 営 指 導(6)

・住 宅 建 築 な どの 建 築 主 教 育(5)

・部 材 ・部 品 の コ ス ト情 報 の提 供(5)

・共 同受 注(5)

・設 計 か し保 証 保 険 の推 進(4)

・所 員 の 技 能 研 修(4)

・所 員 の 福 利 厚 生(3)

・地 域 へ の提 案 活 動(2)

材料 、技術 な ど)の 必要性 は認識 されて いる。 この よ うな業務 は、 現在建築 士事務所協会

で行 ってい るが、 よ り積極 的な活動 が期待 され る。 また、事務 所問 の連携 とい う意味 で は、

建築士事務所 の業務下請 け も一種 の連 携 といえ、積極 的 に評価 す べ き点 を持 って い る
。

地域 の建築 活動へ の積極 的な関与 に は、 ほ とん ど関心 が み られず
、零細事 務所 に この よ

うな役割 を期 待す るには限界が ある。

(5)国 や 自治 体へ の要望

法的規制 についての要望が多 く、規制 の内容 が地域 の実状 に そ ぐわ ない と し
、既成市 街

地 における法 規制 の再考 を促 してい る。特 に、安易 な規 制強化 が実効 を伴 わず コ ス ト高 に

っ なが って お り、研究 的取 り組 みの必要性 を指 摘 してい る
。
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さらに 、個 別 建 築 活 動 も枠 組 み とな るべ き地 域 計 画 の啓 蒙 の 重 要 性 が 挙 げ て い る。

表5。4.15国 ・自治 体 へ の 要 望

①法 規 制 関 係

・建 ぺ い率 、 日影 規 制 が 実 態 に合 わ

な い(7)

・規 制 が詳 細 に わ た りす ぎ る(3)

・担 当者 の 判 断 の統 一(2>

・手 続 き業 務 の 簡略 化(2)

・法 手続 き の地 域 差 解 消(2)

・違 反 建 築 の 取 締 り(1)

・検 査 業 務 の 徹 底(1>

・建築 士 法 と建 設 業 法 の分 離(1)

・既 得 権 の制 限(1)

・建 売 住 宅 規 制(1)

・法 規 制 の 強化 と コ ス トの関 係 の研

究(1)

② そ の 他

・都 市 計 画 、 地 域 計 画 の 啓 蒙(1)

・技 術 者 の養 成(1>

・官 公 庁 工 事 の地 元 発 注(1)

・景 気 回復(1)

5.4.10ま とめ

地域で住宅業 務 を中心 とす る建築 士事務 所に着 目す る と、設 計 の仕方 や監 理の仕方 は、

専業 と兼業 とい う事務所 の タイプに よ って多様 であ る。 同一事 務所 で もプロ ジェク トに よ

って違 う.代 願事務所 の場 合 には、建築主 と直接対応す ることが ないため、実質 的 な設 計

・監理機能 は ほとん ど果 た していな い。設 計 プ ロセ スは、建築 主 の要求把握 の仕 方 に も設

計事務所毎 の工夫 が凝 らされてい る。 兼業事務所で は、工事車両 の進入 ・駐 車の可否 な ど

施工プ ロセ スに関 わ る項 目を早 い時期 にチ 山ック して いる ことがわか る。 工事監理 プ ロセ

スは、設計事務所 が単 に設計意 図 どお り施工 されて いるかを確 認す るだ けで はな く、細部

の納ま り等 にっいて設計者 と施工者 が現場 で コ ミーニケー シ ョンを行 うことによって よ り

よい住宅実現 のた めに知恵 や工夫 を出 し合 う場 とな ってい る。専業 の設計事 務所が大工 ・

工務店 の施 工機能 を補 完す るため軸組 図 を添付す るな ど設計 ・監理 上の対応 を行 った り・

設計事務所が施工者 に、施工方 法、部 材 ・部品 の性 能や価格 の情報提供 を求 め ること もあ

り、設計事務所 と大工 ・工 務店 との協 力 も重要 であ る ことが明 らか にな った。

設計 ・監理業務 以外 で は、第1に 、建築 主 との相談業 務が あ り、土地 ・住宅購入 にか か

わる不動産 の鑑定 ・評価 お よびその意 志決定 の援助 、増 改築 ・修繕工事 の行 い方 な ど・設

計監理以外 の専 門知識 を も含 めた幅広 い内容 の専門 的ア ドバ イ スに対応 して い る。第2に 、

建築士事務所 は、建築 主要求 に対す る個 別的対応 のみな らず 、個別建築活動 を地域 の良好

な居住環境形 成 と結 びっ けてい く社 会 的立場か らの調整 機能 も期待 され るが 、実際 に、社

会的機能 を積 極的 に果たす の は個別 の建築主 を対象 と した業務 の中で は難 しい状況 であ る。
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5.5ま と め

本章 は、地 域の住宅生産 の実 態を大 工 ・工務店 、設計事務 所 な どの住 宅生産 に関わ る生

産 者側 か ら明 らか に してい る。 まず 、大工 ・工務店 の住 宅建 設 と地 域 の関わ り方 を解明 し

て いる。つ いで、特 に大工 ・工 務店 の設計業務 を取 り上 げて、設計 専門 スタ ッフの有 無 と

設計内容 の違 い、設計 の評価 を行 って い る。 さらに、地域 の建築士 事務所 を取 り上 げて、

建築士事務所 の分類、住宅建設 との関 わ り方、活動 圏域 を明 らかに して い る。つ いで、特

に、建築士事 務所 の中 で住 宅業 務を中 心 に行 ってい るものを抽 出 して、設計 ・監理業務 の

プ ロセ ス、大 工 ・工務店 との協力関係 を明 らか に してい る。

① 最 初 に、大工 ・工 務店 の住宅建設 活動 と地域 の関わ り方 を解 明 して い る。戦前 か らの

伝統 的な住宅市街地 が残 る京都都市 圏の場合、大工 ・工務店 は、最初 に営業 を開始 した と

ころか ら所在地 を変 え るこ とはほ とん どない。約半数 は、親 の代か ら営 業 を続 けて いる。

また、事業所 の所在地 か ら自動車 の時 間で およそ30分 くらいの狭域 な圏域 の中で住宅建設

活動 を行 って お り、設 計事務所 、木材 店、各種 の専門工 事店 な どの設計 ・施工 のチー ム編

成 も事業所 の所在地 か ら半径4キ ロ圏 に収 まる程度 の狭域 圏の中 で成 り立 って い る。 この よ

うに大工 ・工務店 の活 動圏域 は非常 に狭域で あ り、 システムの組 織構成 も狭域 的であ る。

ただ し、安 藤正雄 らの調査 よ うに首都 圏の住宅需要 が大 き く変容 して い る地域 では、大 工

・工務店 の活 動が所在地 の移動 を呼 び起 こ して お り、大工 ・工務店 の圏 域構成 はあ る程 度

の柔軟性 を持 っ もの と考 え られ る。

大工 ・工務 店 の活動対象 とす る工 事種 、活動 圏域 、営業地 、受 注方法 、受注形態 な どの

今後 の方針 は、現状維持 の保守 的傾 向 が強 く、新 しい活動形 態 への積極 性 はみ られない。

特 に、組織規 模 の小 さい大工 ・工務 店 は、現状 維持 ・保守 的で あ る。 逆 に、組織規模 の大

きい大工 ・工 務店 で は、拡大 の志 向性 が強 い。

大 工 ・工務店 の協業化志 向は、年 間工事高 で 「8000万 円～1億5000万 円」 の中規模業者で

比較 的強 く・それ よ り大規模 あ るい はそれよ り小規 模 な業者 で は弱 い。大規 模 な業者 は協

同化 に頼 らないで も自社内 で環境適 合 が図れ ること、小規模 な業者 には協 同化 を図 る余 裕

が少 ない ことによ るものと思わ れる。和歌山県 の大 工 ・工務店 の調 査 によ る と、大工 ・工

務 店 の協業化 を図 りた い相手 の業種 と して、同業者 で あ る大工 ・工務 店 は も とよ り、製 材

・木材業、設 計事務所 な ど、水平的協 業 のみな らず 、垂直 的協 業化 も志 向 して い る。

② 大 工 ・工 務店 の木造住 宅設 計業務 に着 目す ると、従来 は設 計 図 と して準 備 され るの は

一146一



間取図程度 の もので、 それ に基 づいて作成 され る板 図が重要 な役割 を果 た してい る。 この

ような設計 方式 は、建築主 のニー ズの 多様化、利用 可能 な様 々な材 料 ・技術 の出現 な どの

変化 には充 分 に対 応 で き難 い と思 われ る。作成 図面 は、 「間取 図の み」 「確認 申請用 図面

程度」 「住宅金 融公庫 申請用 図面程 度 」 「平面 ・断面 詳細図 、各種 伏図、各種設 備図 、展

開図な ど詳細 な図面 まで1と 多 様で あ るが、詳 しい図面 を準備 す る ことが多 い。設計専 門

のスタ ッフが社内 にい る ものほ ど作成 図面 は詳細 にな る傾同 があ る。 現状 の設計 能力 の 自

己評価 は、比 較的高 い評価 を して い る ものの、 企画力、 デザ イ ンカが相対 的 に不 十分 と認

識 して いる。設計専 門 の スタ ッフが社 内 にい る もの ほど高 い 自己評価 を行 って いる。

大工 ・工 務店 の中 には、設 計能力 向上 のため、 自社組織内 に設計専門 の スタ ッフを備 え

るもの、設計事務 所 との連 携を強 め る ものな どがあ る。大工 ・工務店 に設計 専門 スタ ッフ

が設置 され るのは、社員数 が10人 以上 の大規模 な事 業所 であ る。 中規模、小 規模 事業所 で

は、設計事務所 との協 力 による向上 を志 向す る傾向が強 い。

③ 住 宅の設 計者 の機能 と役割 を と らえ るため に、建築士事務 所 の活動 実態 をみて い る。

建築士事務所 には、専 業 ・兼業 とい う業態 の違 いが 、その設計 業務 の内容 を大 き く規定 し

ている。また兼業事務 所 は、ほ とん ど建 設業 との兼業で あ り、設計 の対象 も住宅が中心 で

ある。専業事 務所 は、 設計監理 型 といわゆ る代願業務型 と構造 ・設備 な どの専門業務型 と

に分かれ る。兼業事務 所 は、専 業事務所 と同様 に設計監理 を行 う場合 と簡略 な設 計 に留 ま

るもの とがあ る。

専業事務所 は、 京都 市 およびその周辺 市 町 とい った都 市化 の進 んだ地 域 に多 く分布す る

が、その他 の郡部都市 や農 山漁 村で は兼業事務所 が ほとん どで あ る。 したが って 、住 宅 の

設計を担 って い る主体 は、専業 事務所 が行 う場 合、あ るい は兼業事 務所が行 う場合 、大 工

・工務店が行 い代願事 務所 の協 力 を求 める場合、建 築士 事務所 を通 さず大工 ・工務店 が 中

心にな って行 う場 合(都 市計 画区域外 など)な ど、地域 によ って大 きく異 な ることを明 ら

かに して いる。

専業事務所 は比 較的広域 的 な活動 を行 うが、兼業 事務所 は 自社施工 の ものの設計 が中心

のため地元市 町村 内 の仕事 が ほ とん どで あ る。 専業事務所 は、建築 主 に紹介 で きる大 工 ・

工務店や各種専 門工事店 を もってお り、設 計事 務所 が完全 に施 工者 か ら独立 した形で活動

するので はな く、設計 ・施 工 の関係 は ある種の協力関係 を もっ 方が合理 的であ る ことを示

してい る。

地域 の建築 士事務所 は、活動 圏域 や組織 規模 を拡大 したい とい う志 向が強 い。 しか し、
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積極 的な営 業活動 を行 わず、人 的っな が りを中心 と した受注方 式 を志向 して いる。今後 の

見遍 しとして、専門分 化の進 行 、過 当競争 の激 化・大規 模事務 所 との格差拡 大 、が指 摘 さ

れ、建築士事 務所 同士 の協 同化 は難 しいとみて いる。

④ 地域で住 宅業 務を 中心 とす る建 築士 事務所 に着 目す る と、設計 の仕方 や監理 の仕方 は、

事務 所 のタイ プに よって多様 であ る。 同一 事務所 で もプ ロジェ ク トによ って違 う。代願 事

務所 の場合 に は、建築主 と直接対応 す ることが ないため、実質 的 な設計 ・監 理機能 はほ と

ん ど果た して いない。設計 プ ロセ スは・建築主 の要求把 握 の仕 方 に も設 計事務所 毎 の工夫

が凝 らされて いる。兼 業事 務所 では、工事車両 の進 入 ・駐車 の 可否 など施工 プ ロセ スに関

わ る項 目を早 い時期 にチ ェ ック して い るこ とが わか る。工事監 理 プ ロセ スは、設計事務 所

が単 に設計意 図 どお り施工 されてい るかを確認す るだ けで はな く、細 部 の納 まり等 につ い

て設計者 と施 工者 が現場 で コ ミュニ ケー シ ョンを行 うことによ って よ りよい住宅実現 の た

めに知恵 や工 夫を出 し合 う場 であ る。専業設計事 務所が大工 ・工務 店 の施工機能 を補 完す

るた め軸組図 を添付す るな ど設計 ・監 理上 の対応 を行 った り、逆 に専 業設計事務 所が施工

者 に、施工方法、 部材 ・部 品の性能 や価格 の情 報提供 を求め る こと もあ り、設計事務 所 と

大 工 ・工務 店 との協力 も重要 であ る ことが明 らか にな ってい る。

設計 ・監理 業務以外 では、建 築主 との相談業 務が あ り、土地 ・住 宅購入 にかかわ る不動

産 の鑑定 ・評 価 およびその意志 決定 の援助、増 改築 ・修繕工事 の行 い方 な ど、設 計監理以

外 の専門知識 を も含 めた幅広 い内容 の専門的 ア ドバ イスを行 って い る。 第2に 、建築士事

務所 は、建 築主要求 に対 す る個別的対応 のみ な らず 、個別建 築 活動 を地域 の良好 な居 住環

境形成 と結 びっ けてい く社会 的立場 か らの調 整機能 も期待 され てい る。実態 と しては、社

会的機能 を積 極的 に果 たす のは個別 の建築主 を対象 とした業 務 の中で は難 しい状況 であ る
。

建築 士事 務所 は、建 築主要求 に対す る個別 的対 応のみ な らず
、個 別建築活動 を地域 の良

好 な居住環境 形成 と結 びつ けて い く社会 的立場か らの調 整機能 も期待 されて いる
。個別 の

建 築主を対象 と した業 務 の中では、社会的機 能を積極的 に果 たすの は難 しい状況 であ る
。

しか し・それ で もなお・ 地域 のモデル となるよ うな住宅 づ くりを居住者 や地 域 の行政 と協

力 しなが ら目指す こと樋 要で ある・ 例え ば、地域 型 モデル住 宅の提案 や行 政 の地 区詳細

計画づ くりや街づ くりのルールづ くり1・地域 の建築 士事 務所 が積極 的 に参画 す るな どの展

開が待 たれ る・居 儲 や設計事務所 ・大工 ・工 務店 、行 政旗 趣 。住 宅 。街 づ くりを考 え

てい く場 をっ くる ことが大事で ある。
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第6章 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 の シ ス テ ム 分 析

6.1地 域型木 造住 宅生 産供給 シス テムの諸類型

6.1.1研 究の 目的 ・方 法

(1)研 究 の 目的

木造住宅振 興の各種 の取 り組 みの なかで、従 来 の大工 ・工務 店 システムに替わ る新 しい

地域型住宅生 産 システ ムと考 え られ る試 みが各 地で み うけられ る。

本章 では、木造住宅生 産 の再編 の方 向を考察す るため にこれ らの新 しい木 造住宅生産 シ

ステムを収集 し、生産 システムの組 織構成 、市場適 合行動 の分 析 を行 い、相 互関係 の把 握

を試みてい る。

(2)研 究 の方法

木造住宅振 興モ デル事業,HOPE計 画、 いえづ くり85プ ロ ジェク ト、地域木造 住宅

促進事業 、村 おこ し事業 、 な どと関連 して新 しい住宅生産供給 の取 り組 みを行 ってい る典

型的な住宅生 産組織 に対 して ア ンケー ト調査 な らび に聞 き取 り調 査 を行 った。

調査時期 、配票 回収状 況 は表6.1.1の 通 り。

表6.1.1調 査 の概要

調査方法 調査時期 調査対象数 有効回収数 有効回収率

アンケート調 査 1987.4～5 70 43 61.4%

とアリング調 査 1986.5～12 10 10 一 一}

(2)各 地 の新 しい木造 住宅生産 シ ステ ムの類型

①組織特性

組織特性 を異 業種 間の提 携関係 か ら分類 す ると、今回 の調査 対象 は次 の5タ イプにな る

(図6.1.1)。

1林 工一貫型:

原木生産 を行 う林家 や製材 を行 う製 材業 と住 宅建設 を行 う大 工 ・工務店が連携 した もの。

設計事務所や木材 店が提携 す る もの もある。地方 自治体 が加 わ った第3セ クター方式 もみ

られ る。8グ ルー プ。
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H材 木 店 協 同型:

材 木 店 の 協 同 組 織 が 住 宅 生 産 に携 わ る もの で,工 務 店,設 計 事 務 所 と提 携 して い る。7

グル ー プ。

m工 務 店 協 同 型:

工 務 店 の協 同組 織 が 住 宅 供 給 を行 う もの で 、 販 売 組 織 ・設 計 事 務 所 と の提 携 もみ られ る。

10グ ル ー フ。。

IV消 費 者 生 協 型:

住 宅 建 設 を 予 定 して い る建 築 主(消 費 者)が 協 同 して 、 住 宅 供 給 を 目的 と して 生 協 を 形

成 した もの 。 品 質 管 理 、 コ ス ト管 理 に 重 点 が お か れ て い る。1グ ル ー プ。

V大 規模 工 務 店 ・デ ィベ ロ ッパ ー型:

1～IV型 ま で の もの と異 な り、大 工 ・工 務 店 が 大 規 模 化 した 単 一 組 織 で あ る。 い わ ゆ る

地 域 ビル ダ ー と呼 ばれ る もの。15グ ル ー プ。

1林工一貫型1材 木店協同化型

12345678

9

9101112131415

工務店協同化型
亀

161?1819202122232425

生

協

26

大規模工務店型.

272829303132333435363738

デ ベ 助

ハ'一型

394041

1

訓
4243

1材 工一頁 ■圏■ロロ■■■ ■ 口

2材 木店協同 口 ■圏■■■国■
3材 木店 ・販売 ■ 口
4材 木 店 ・マ又]ミ ■ 聞

5設 計材木工務 ■ ■■ 圏■■■ 口 ■

6建 材 ・工務店 ■ ■ 日
7工 務店協同 ■ ■■■■■■■■■■ ■

8工 務店 ・販売 ■■ ■■ ■

9工 務店 ・商工 1 ■ ■

10工 務 店 ・マZ]ミ ■ ■ ■ ■■ ■ ■

11設 計 ・工務店 ■ ■ ■ ■■唖

12地 域ビ[汐㌔ ■■■匿■■■圏■■■圏 ■■■
13ヂ ィベ 助 バ ー ■圏圏
14消 黄者生 協 闘
15そ の 他 ■ ■ 1 ■■

図6.1.1組 織 特 性

② 組 織 形 態

図6.1.2は 組 織 形 態 を示 して い る。1～IV型 まで は多 様 な組 織 形 態 を示 して い る。 特 に

1、 皿 型 で は 、事 業 協 同組 合 形 式 を と る もの と民 法 上 の任 意 組 合形 式 を と る もの が多 い。

1型 で は、 第3セ ク タ ー や株 式 会 社 も存 在 す る。IV型 は 消費 者 生 協 で あ る。 一 方 、V型 で

は単 一 組 織 で あ る こ と を反 映 して 、 ほ とん どが株 式 会 社 で あ る。

③ 供 給 対 象 住 宅

図6.1.3は 、 生 産 シ ス テ ム の供 給 対 象 で あ る住 宅 を示 して い る。 全 シ ス テ ム を通 じて 新

築 木 造 注 文 住 宅 が 中心 で あ る。1～IV型 で は 、 増 改 築 工 事 も行 って い る。V型 に は、 木 造

建 売 住 宅 の供 給 や、 集 合 住 宅 の供 給 を 行 う もの もみ られ 、 こ れ が 供 給 戸 数 を 多 く して い る。
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図6.1.3供 給 住 宅

(3>シ ス テ ム の規 模

シス テム の 組 織 規 模 を表 す 指 標 と して 、 年 間 工 事 高 、年 間住 宅 供 給 戸 数 を と りあ げ た。

図6.1.4は 、1987年1年 間 の工 事 高 、 新 築 住 宅 供 給 戸 数 を示 して い る。
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図6.1.4年 間 工 事 高 及 び 年 間 住 宅 供 給 戸 数

① 年 間 工 事 高 ・年 間 住 宅 供 給 戸 数

1～IV型 で は、1億 円 か ら5億 円 の 間 が 多 く、10億 円 を超 え る もの は少 な い。150億 の

ものが 例 外 的 に1ケ ー ス存 在 して い る。 住 宅 供 給 戸 数 で い う と、10棟 未 満 の もの か ら20棟

前後 の もの が ほ とん どで あ る。

V型 で は10億 円 を超 え る もの が 多 く、200億 円 を超 え る もの もあ る。 住 宅 供 給 戸 数 で は、

100棟 を超 え る もの が ほ と ん どで 、 多 い もので は2000棟 近 い もの が あ る。 図6.1.5は 、 年

間工 事 高 別 に 組 織 形 態 を示 した もので あ る。1～IV型 の 小 規 模 な住 宅 生 産 関 連 主 体 が連 結
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した複 合主 体 と、V型 の 大 工

・工 務 店 が 大 規 模 化 した 単 一

組 織 に は組 織 規 模 の点 か ら違

い が み られ る。

② 組 織 人 数 、 支店 ・営 業 所 数

図6.1.6は 、設 計 、 工 事 管

理 、 営 業 、事 務 の各 業 務 担 当

の 社 員 、職 員 数 を みた もの で

あ る。1～IV型 の複 合 主 体 に

っ い て は シ ス テ ム の管 理 部 門

杢糊 傷 ◎5

消費者生協型4

工務店協同型3

木材店橘同型2

林エー貢型1

1千 万円

図6.1.5

に相 当す る組 織 、V型 の 単 一組 織 に つ いて は組 織 全 体 の 人 数 で あ る。

～ 事 務 の4部 門 の職 員 数 の 合 計 が10人 未 満 の もの が ほ とん ど で あ る。

管 理 部 門 に相 当す る部 門 が 確 立 され ず 、 担 当 職 員 の い な い もの もあ る。 一 方 、V型 で は1

00人 を超 え る職 員 を要 す る もの が 半 数 を 占 め る な ど人数 的 に1～IV型 の 複 合 主 体 と大 き な

違 いが み られ る。 さ ら に、V型 の ほ とん ど が支 店 ・営 業 所 を も って い る。

1億 円10億 円100億 円1千 億円

凡例 口:協 同化システム

工 事 高 ■:大 規模化システム

年 間 工 事 高 別 組 織 構 成

1～IV型 で は 、 設 計

シ ス テ ム に よ って は 、
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図6.1.6組 織 人 数 及 び支 店 ・営 業 所 数

③地域展開

ll

l林工一貫型1材 木店協同化型

1'

1.2345678 ig_31、15

工務店 協同化型

16171819202122232425

生

協

26

大規模工務店型
1

272829303132333435363738

テベ副 その

ハ㌧ 型

394δ41

他

4243

i地 域密碧 厳開 一 闘 ロ劇 朋1朋"闘' ■ 圏/冨 ■ 醒 圏 層

歪産直 目 翼嘔 燭圃 ■ r■ 口 ■ 口 ■ 凹

3広 域展開 ll 層 圏 ■■■ ■ ■1

4そ の他1 ■1≒L:1 1■

5フ ランチ砿i 日1劇 ,■ 朋1曜 レ

図6.1,7地 域 展 開

各 住 宅生 産 シ ス テ ム と住 宅 供 給 地 域 との 関係 を み る と、 シ ス テ ム所 在 地 お よ び そ の周 辺

に供 給 す る 「地 域 密 着1・ シス テ ム所 在 地 か ら離 れ た大 消 費 地 に供 給 す る 「産 直 」
、 広 域

的 供 給 を は か る 「広 域 展 開 」 、 が あ る(図6 .1.7)。 林 産 地 域 で 成 立 した1型 は地 元 で 多

くの住 宅 需 要 が 見 込 ま れ な いた め に 「産 直 」 が 多 い。n 、 皿、IV型 に 「地 域 密 着 」 が 多 く、
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〉型 は大 量 の 住 宅 供 給 を行 うた
広域展開3

めに支店 ・営 業 所 な ど を設 置 し

「広 域展 開 」 を 図 って い る。 虚2

い くっ か の もの は、 フ ラ ンチ

ャイ ズ チ ェー ン化 を 図 って お り・ 地域密着1

皿型 の中 で 例 外 的 に住 宅 供 給 量

が大 きい もの は これ に該 当 して
1千万円1億 円10億 円100億 円1千 侮円

いる。 図6.1.8は 工 事 高 別 の地 凡例 口:協同化システム工事高

■:大規模化システム

域展開 で あ る。 工 事 高 の 多 い も 図6,1.8工 事 高 別 の 地 域 展 開

のは広 域 展 開 で あ る。

(4)シ ス テ ム形 成 の い き さっ

① シス テ ム形 成 の い き さ っ

各 システ ム は、 シ ス テ ム の お か れ て い る多 様 な環 境 条 件 に適 合 す るた め に 、多 様 な組 織

形態 を と り、 多 様 な事 業 展 開 を 試 みて い る。 特 に、 複 合 主 体 に つ い て シス テ ム形 成 の い き

さっ をみ る と(図6.1.9)、 住 宅生 産 に関 わ る諸 機 能 を分 担 す る主 体(異 業 種)を 垂 直 的 に

統 合 しネ ッ トワー ク組 織 を形 成 した もの か ら、 同一 機 能 を 分 担 す る主 体 が 水 平 的 に統 合 し

た もの まで結 び付 きの バ リエ ー シ ョ ン に は様 々 の もの が 存 在 す る。

垂 直 的統 合 の ネ ッ トワ ー クの 中 に は、 住 宅 生 産 を川 の 流 れ と して 捉 え た 場 合 の川 上 の 機

能 を分 担 す る主 体(素 材 生 産 者 な ど)が 川 下 の機 能 を持 っ 主 体(施 工 者)を ネ ッ トワー ク

化 して い った 前 方 統 合 型(注1)の もの と、 そ の逆 に川 下 の機 能 を持 っ 主 体 が川 上 の機 能

を持 つ 主 体 を ネ ッ トワー ク 化 して い た 後 方 統 合型 の ネ ッ トワー ク も存 在 す る。 また 、 川 上

の機 能 を 持 つ 主 体 と川 下 の機 能 を持 っ 主 体 が 同一 の 立 場 で ネ ッ トワー クを 形 成 す る一 体 型

統 合 の ネ ッ トワー ク の もの も存 在 す る。

(注1)

「前 方 統 合1:

異 業 種 間 の垂 直 的 統 合 を 図 る場 合 に 、 生 産 プ ロセ ス に した が って 川 下 側 の組 織 を統 合 化

してい く流 れ を い う。 住 宅 生 産 プ ロセ スで は、 素材 生 産 → 製 材 → 流 通 → 設 計 → 施 工 、 と い

った方 向 へ の ネ ッ トワー ク の拡 大 を 指 す 。

「後 方統 合 」と は、 そ の逆 で 川 上 側 へ の ネ ッ トワー ク の拡 大 を指 す。
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〉型の単 一組織 の場 合 には、工務 店 が事業展 開を図 る うえで大規模化 した もののほか、

住宅生 産以外 の他業種 か ら新 たに住宅 生産 に参 入 し大規模化 した ものな どが ある。

② システム形成 の 目的

1～IV型 の複合主体 につ いて システ ム形成 の 目的を示 した ものが 図6.!.10で あ る。1型

の 「林工一貫 型」 では主要 な 目的 は木 材販路 の拡大 で あ り、つ いで住宅 供給 システム と し

ての信用力 強化 であ る・ システムの主 要 な構成 要素 として林 家 がい ることを うけて、木 材

の消費拡大 に重点 がお かれて いる。 また、木材 生産者が 住宅生 産供給 に参入す るに際 して、

個別に活動す るので はな く協同化 に よ るシステム形成 を行 うこ とに よって システム と して

の信頼性 を高 めて いる。n型 の 「材 木店協 同型」で は、木材 販路拡大 、地域産業強化 、住

宅供給 への新 規参入 があげ られ る。 材木 店が システムの主要 な構成要素 となるために、1

型同様 に木材 の消費拡 大が主要 な 目的 と して あげ られる。 皿型 の 「工務 店協同型」で は、

住宅供給 システム としての経営 力強化、営 業力強化 、信 用力強化 な ど住 宅供 給力 の整備 に

重点がおかれて いる。 工務 店が協 同化す る ことが システム構成 の基本 にあ ることを反映 し

て、個 別の工 務店 の活 動力 の限 界を超 え ることが主要 な目的 と されて い る。

,

i林工一貫型

l

l・2345678
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図6.1.10シ ス テ ム形 成 の 目 的

③ シス テ ム編 成 の 変 容

シス テ ム形 成 以 後 の シ ス テ ム編 成 の 変 化 を示 した もの が 図6.1.11で あ る。 変 化 の第1点

は、業 務 内 容 の拡 大 で 、 住 宅生 産 供 給 シス テ ム と して の機 能 の 充 実 が 図 られ て い る。 っ い

で 、提 携組 織 の範 囲 の拡 大(ネ ッ トワー ク の っ な が りの拡 大)、 提 携組 織 と の っ な が りの

強化(ネ ッ トワー ク の強 化)が あ げ られ 、 シ ス テ ム成 立 後 組 織 体 制 の整 備、 充 実 が 図 られ

て い る こ と を 示 して い る。 一 方 、 シ ス テ ム の統 轄 、 管 理 な ど の た め の専 任 部 門 の 強 化 は そ

れ ほ ど行 わ れ ず 、 複 合 主 体 か ら単 一 主 体 へ と組 織 編 成 の 移 行 を め ざ した り、 組 織 規 模 を 大

き く拡 大 した 様 子 は うか が え な い 。

それ ぞ れ の シ ス テ ム は一 定 の 形 態 で 安 定 す る の で はな く、 生 産 供 給 条 件 、 市 場 条 件 に対
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応 す る形 で 変 化 して お り、組 織 の進 化 の プ ロセ ス とみ る こ と が で き る。
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図6.1.11シ ステ ム編成 の変容

(5)原 木生産 ・製材 との関係

① 原木生産(図6.1.12)

1型 は、多様 な木材生産 体制 をと って い るのが特 徴で あ る。林家 と提携 して い るため、

原木 を 自組織 内生産す るか、生産者 と提携 によ り入手す るのが基本 的 な形態 と して考 え ら

れ るが、集 材 の関係 か ら木材市場か ら購入 した り、他の木材生 産者 か ら購入 す るな ど1っ

の シス テムで も多様 な集材体制 を とって い る。 また、E型 の材 木店協 同型 で は木材市場 か

らの購入 と原 木 を扱 わな い もの(製 品 で購入)に わかれ る。 皿の工務店 協 同型 には原木 を

扱わ ない もの(製 品 で購入)が 半数存 在 してい るが、木材 の集 材 は比較 的多様 な形態を と

って お り、生 産者 との提携 や生 産者 との直接取 引を行 う もの もある。V型 の地域 ビルダー

には原木 を扱 わ ない ものは ほとん どな く、木材市場 か らの購入 や木材生産 者 との直接 的取

引が主流 にな る。
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図6,1.12原 木生 産 ・購入

② 製材(図6.1.13)

約 半数 の システムが製材業務 を取 り込 んでい る。 ただ し、 そ の場合 も、業者 あ るい は市

場 か らの購入 も併 せて行 うものが多 い。1型 で は、 自組 織内製 材、提携 製材 が、n型 で は

製材品購入 が主 た る方 法で ある。 皿型 は、 自組織 内製材 か ら製 材品購入 まで多様 な形態 が

み られ る。V型 の地域 ビル ダー は、木 材店 か らの製 材品購入 と木材製品 市場 か らの購入 に

分 かれ る。一 部 に自組織 内製材 による もの もあ る。
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図6.1.13製 材

③使 用木 材(図6.1.14、 図6。1.15、 図6.1.16、 図6.1.17)

1型 の 「林 工 一 貫 」 で は地 元 産 材 の 使 用 が特 徴 で あ る。 地 元 材 使 用 と関連 して 、 大 径 木

の使用 小 径木 の利 用 、 板 材 の 多 用 が な され て い る。V型 に外 材 使 用 の もの が 多 い 。 一 部 に

地元材 を多 用 す る もの もあ る。

1、n、 皿型 に 木 材 の 自然 乾 燥 を 充 分 に 行 う もの が 多 い 。V型 は 自然 乾燥 に よ る もの と

人工 乾燥 に よ る もの に 分 か れ る。
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図6.1.16使 用 木 材 の 特 徴
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図6.1.17木 材 の乾 燥

(6)住 宅 供 給 関連 業 務 の範 囲

これ らの シ ス テ ムで は、 従 来 の シ ス テ ム に は な か った 業 務(モ デ ル開 発 ・展 示 、 プ レカ

ッ ト等)、 明 確 な 形 で 意 識 され な か った 業 務(広 告 ・宣 伝 、 資 金 斡 旋 等)に 積 極 的 に取 り

組 ん で い る。 図6.1.18に 示 す よ うに 、 建 材 ・部 品 開 発 、 プ レ カ ッ トを行 って い な い シ ス テ

ムが小 規 模 な もの で や や 目立 っ 。
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図6。1.18実 施 業 務(数 字 は提 携 先 の協 力 で 実 施 す る もの)

① 住 宅 生 産 プ ロセ スに お け る生 産 性 向 上 、 コ ス トダ ウ ンの 方 法

図6・1・19は それ ぞれ の シ ス テ ム の生 産 性 向上 の た め の 試 み を 整 理 した もの で あ る。 そ れ
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それの システ ムが おかれて い る状況 に よ って多 様な努力 が行わ れてい ることがわか る。 シ

ステムの類型 毎 に整理 す る と、1型 で は、 木材 の有効 な使 い回 しが あげ られ てお り、未利

用資源 の有効 活用 が図 られて い る。 っ いで工程管理 の徹底 で あ る。H型 で は、 グルー プ内

の生産 ・取 引 によ る流通 カ ッ トがあげ られて いる。市場 での木材 の取 引費用 の省略 を行 っ

た ものであ る。 そ のほか使用部材 、 プ ラ ンの規格化 や工程 管理 の強化を図 ってい る。 皿型

では、木材 の有効 な使 い回 し、現場技 能者 の常雇用 化 による能 率 の向上 、 グルー プ内 の生

産 ・取 引に よ る流 通 カ ッ ト、工程管理 の徹底 が あげ られ、施 工組織・施工技 能者 の技能 管

理 による生産性 の向上 を 目指す ところ に特 徴が あ る。V型 で はすべての システムが多 くの

生産性 向上 のた めの努 力 を行 って い る ことがわ か る。 その中で も特徴的な ものは、大量 ・

計画 は注によ る仕 入れ価格管 理 があげ られ てお り 「規模 の効果 」 を活用 して いる ことで あ

る。そのほか、工 期短縮 、工程管理 の徹底、工 場 プ レカ ッ トの導入、合理化構法 の開発、

現場労働力 の常雇用化 な ど、内容 的 に大 きな設備投 資を ともな うよ うな取 り組 み を行 って

いる。
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図6.1.19生 産 性 の 向上 、 コ ス トダ ウ ンの方 法

② 顧 客 管理

図6.L20は 、受 注 促 進 の 意 味 を 含 ん で顧 客 管 理 の方 法 を 示 して い る。 顧 客 管 理 につ い て

は比 較 的 よ くな され て い る。 顧 客 リス トの 作 成 、 定 期 巡 回 サ ー ビス は よ く行 わ れ て い る。

そ の ほ か定 期 刊 行 物 の 郵 送 、顧 客 カ ル テ の 作 成 が な され て い る。
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図6.1.20顧 客 管 理 の方 法

③ 受 注 促 進

受 注 促 進 の た め に行 って い る業 務 を示 した の が図6.1。21で あ る。 全 体 と して み る と多 様

な取 り組 み を 行 って い る とい え る。 複 合 主 体 で は パ ン フ レ ッ ト作 成 、 新 聞 広 告 の 掲 載 、住

宅 相 談 の 開 催 が、 単 一 主 体 の大 規 模 シ ステ ムで は モ デ ル プ ラ ン の開 発 、 モ デ ル 住 宅 の建 設

・展示 、 住 宅 図面 集 の 作 成 が な され て お り、 重 点 の お き方 に違 い が あ る。
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図6.1.21受 注 促進 策

④ 住 宅 設 計 の 方 法(図6.1.22)

住 宅 設 計 の 方 法 と して は 自由 設計 が 最 も多 い。 シ ステ ム類 型 で い う と、n型 で 規 格 型 プ

ラ ンの併 用 が な さ れ、V型 で モ デ ル プ ラ ンの バ リエ ー シ ョン設 計 、 新 構 法 シ ステ ムに 中 で

の 自 由設 計 が それ ぞ れ併 用 され て い る。
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図6.1.22住 宅設 計 方 法
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⑤ モ デ ル プ ラ ンの開 発(図6,1.23)
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胴 ■
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X

図6.1.23モ デ ル プ ラ ンの 開 発

モデ ル プ ラ ンの 開発 は、 複 合 主 体 で は取 り組 ん で い る もの と そ うで な い の もに 分 か れ る

が、単 一 主 体 の大 規 模 シ ス テ ム で は す べ て の もの が なん らか の 形 で 取 り組 ん で い る。 内 容

と して は地 域 適 合 型 の住 宅 の 開 発 が 第1、 つ い で 新 しい構 法 の 住 宅 の開 発 で あ る。

開 発 部 門 と して は、 シ ス テ ム 内 の 開 発 専 門 部 門 、 シ ステ ム 内 の設 計 部 門 、 外 部 の設 計 事

務所 に委託 な どの 形 態 が

考 え られ る。 複 合 主 体 で

は シ ステ ム内 で の 設 計 部

門 が 中心 で 、 一 部 に設 計

事 務所 に委 託 が あ る.。単

一 主 体 の大 規 模 シ ス テ ム

で は、 シス テ ム 内 の設 計

部門 が 主流 で あ るが 、 シ

ステ ム の開 発 専 門 部 門 で

行 う もの もみ られ る(図

6.1.24)o

⑥ 構 法 改 善(図6.1.25)

モデル住宅

開発組織体制,

開発せず5

その他4

外部設計事務所3

設計部門2

開発専門部門1

口

ロロ 回ロ

口 o

凹

凡例 口:協 同化システム

ロ:大 規模化システム

ロ ロ ■口 」己ロ 皿0ロ ■層 ■ ■

■ ■ ■o

1千万円

図6.1.24

1億円10億 円100億 円

工事高

工 事 高 とモ デ ル プ ラ ン開 発 組 織

1千 億 円i

構法改善 に は、伝統 構法 の再評 価 、在来軸組構法 の改善、新 しい構法 の開発 、の3タ イ

プがあ る。1、 皿、IV型 で は伝統 構法 の再評価、n型 で は在 来軸組構法 の改善、V型 で は

新 しい構法 の開発 が行 われ てい る。
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3新 構法 ■ ■ 闘■ ■ 圏 口■
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5特 になし 圏 ■ ■ ■ ■ ■

図6.1.25構i法 改 善
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⑦ 作成 図 面

作成 図 面 の程 度 を示 した の が 図6.1.26で あ る。 詳 細 図 まで 作 成 され る のが ほ と ん どで あ

る。一 部 に確 認 申請 用 の 図面 程 度 の 者 もあ る。

施 工 図 と して作 成 され る板 図 の有 無 を み た もの が 図6.1.27で あ る。 板 図 は ほ とん ど の シ

ステ ム で 作 成 され て い る。 単 一 主 体 の大 規 模 シ ステ ム に板 図 を 作 成 しな い も の が み られ る

が 、使 用 構 法 との 関 係 は み られ な い 。
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}-7

■
　 一

・不・量=土

図6.1.26作 成 図 面
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2板 図な し 圏 圏■ 圏 ■ 口 ■ 匿■ ■ 巖鱈
「一}

3不 明 × ×
占

図6.1.27板 図 の 有 無

⑧ 工 場 プ レ カ ッ ト(図6.1.28、 図6.1.29)

工 場 プ レ カ ッ トは 、 エ場ブレヵットの導人

実 施 して い る と こ ろが

約 半 数 あ る。 工 場 プ レ

カ ッ トで も建 て方 と加

工 が 同 一 の人 の場 合 と

違 う場 合 に分 か れ る。

1、 皿型 で は工 場 プ レ

カ ッ トが ほ とん ど な い。

n型 の 「材 木 店 協 同 」

で工 場 プ レカ ッ トに積

極 的 で あ る。

フ'レカッ ト榔入 ぜず4

その他3

て芙鑑 野人2

そ鍵 晶許入1

口

口

ロ田 回 ロ

口

回

日o

凡例 口:協 同化システム

■:大 規模化システム

口 圏旧 曜 冒 ■

口

口

日 ロ ロ 闘 口 ■

口

口 冒

幽

1千万円 1億 円

図6.1.28工 場 プ レ カ ッ ト

10憶円

工事高

1001意円 1キ 偉円
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3そ の他 ■ ■ ■ ■ X

4プ レ加 トせず ■ ■ ■ ■ ■ 口■口 ■ ■ ■日 × 日■ ■ロ ロ目■

図6.1.29プ レ カ ッ ト担 当 者

⑨建材 ・部 品 の生 産(図6.1.30)

複 合主 体 で は メー カ ー との 直 接 取 引 と製 品 の 市場 購 入 に大 別 され る。 単 一 主 体 の大 規 模

システ ムで は シ ス テ ム 内 で 生 産 した り、 独 自 ブ ラ ン ド製 品 の提 携生 産 を 行 う もの が あ る。
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層5提 携な し ■■ ■■ ■■ ■ ■ ■■

一 一 一

.■ 圏 ■ ■ 回 ■ ■ ■

6不 明 X× ×

図6.1.30

⑩CAD・ コ ン ピ ュ ー タ 利 用(図6.1.3!)

コ ン ピー 一 タ は複 合 主 体 で の

使用 は少 な く、 単 一 主 体 の 大 規

模 システ ム で 図 面 作 成 の ほか 、

パー ス作 成 、 数 量 拾 い 出 し、顧

客管理 な ど多 用 な使 用 が な され

て い る。複 合 主 体 の 中 で も一 部

には積 極 的 な 導 入 を図 って い る

もの もあ る。

⑪ 品質 保 証(図6.1.32)

品質 保 証 は、1型 で は住 宅性

能 保証 制 度 へ の加 入 と特 に 保 証

を行 わ な い もの が 多 い。n、

C

O

門

P

U

T

E

R

建材 ・部品 の生産

コン ピュー タ

利 用分野数

9

8

7

6

5

4

3

2

1

,.0 口

■ 口

o口

薗

d口 回o回ooロ コ

o

ロ

国 日

健口

回 口

凡例 口:協 同化シスデム

ロ:大 規模化システム

ロ

■ ■

■

■

1千 万円1億 円10億 円100ほ 円1千 億円

工事高

図6.1.31年 間 工事 高 と コ ン ピ ュー ター利 用

IV、V型 で は 、独 自 の 保証 シス テ ムを 設 け て対 応 して い る。

皿型 に は独 自 の 保 証 制 度 の 他 に第3者(設 計 事 務 所 な ど)に よ る検 査 ・保 証 を行 う もの が

み られ る。
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1保 証制度 闘 目 圏■ 凹 ■ 鷹■ 8闘
一一 一 一一 ・-

2独 〔]保証
一 一F---..一 一

3
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-.　 　

翻 圏 ■■

・1そ の他

5特 にな し ■ ■置 圏 圏 ■ 層
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6不 明
.　

図6.1,32品 質 保 証

(7)シ ス テ ム評 価

① シ ス テ ム全 体 評 価

図6.1.33は シ ステ ムの設 計 力 、技 術 力 、 営 業 力 、経 営 力 に つ い て の 自 己評 価 を 示 して い

る。 比 較 的 評 価 の高 い の が 技 術 力 、設 計 力 で あ る。 評 価 の低 い の が 営業 力 、 経 営 力 で 、 半

数 近 くの シ ス テ ム が特 に評 価 が 悪 い。

'馳q
)三疑副 力

②妓術力

◎宮彙力

④経嘗力
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1100点 ■口 圏
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図6,1,33シ ス テ ム評 価

② 設 計 力 評 価(図6.1,34)

設 計 力 の 中 で 特 に評 価 の 高 い の は 、 施 主 の要 求 把 握 力 、伝 統 的 材 料 ・構 法 の理 解 ・応 用

で あ る。 一 方 ・ 特 に評 価 が 低 い の が新 しい住 宅 な ど の企 画 力 、 デザ イ ン ・意 匠 の うま さで
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ある。新 しい生活像 の開発 、提案力 が重要 であ る。

Φ施主の要求を充分
つかまえるプ∫

②デザイン・麿匠の
ろまさ

③新桝華1・新肢術
の理解・応用

④蹴 剛 科・
工法の理解・応壇

⑤コストコント
ロール

㊨斯し`;仕宅などめ

企嘩力

図6.1.34設 計 力 評 価

(8)今 後 の 展 開 方 向

① 今 後 の 供 給 希 望 戸 数(図6.1。35)

ほ と ん ど の シ ス テ ム が 供 給 規 模 拡 大 志 向 で あ る。 供 給 希 望 戸 数 が 現 供 給 戸 数 の2倍 か ら

3倍 程 度 の 値 に な っ て い る 。
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図6.1.35今 後 の供 給 希 望 戸 数 と供給 希 望 圏 域

③ 供給 希 望 圏 域(図6.1.35、 図6.1.36)

供 給 地 域 も これ を うけ て 拡 大 志 向 が強 い。 但 し、1型 の産 直 シ ステ ムは 供 給 地 域 の縮 小 を

志 向 して い る。 供 給 規 模 の 拡 大 に伴 っ て 、現 在 の生 産 シス テ ム の 改 変 が必 要 と な る もの も

出 て くる もの とみ られ る。
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図6.1.36今 後 の組 織 拡 大 方 法

(9)「 協 同 化 シ ス テ ム」 と 「大 規 模 化 シ ス テ ム」

これ らの 住 宅生 産 シス テ ム は 、 「協 同化 シ ス テ ム(1、n、 皿、IV型)」 と 「大 規 模 化

シ ス テ ム(V型)」 に分 け る こ とが で き る。 両 者 と もに 、木 造 住 宅 生 産 を と りま く環 境 変

化 に適 合 しよ う とす る もので あ り、 そ の多 くは 一 定 の成 果 を 得 っ つ あ る点 で 共 通 して い る。

後 者 は、 地 域 の 工 務 店 が 内部 組 織 ・機 能 の 強 化 を 図 った 「大 規 模 化 シ ス テ ム」 で あ り、

一 般 に地 域 ビル ダ ー と呼 ば れ る もの で あ る
。 この シス テ ム の 特 徴 は 、 「規 模 の経 済 」 を 活

用 しよ うとす る点 で あ り、 近 代 化 ・合 理 化 へ の取 り組 み や外 材 の導 入 に は積 極 的 で あ る。

前 者 は、 地 域 の 住 宅 生 産 に関 わ る工 務 店 、 材 木 店 、製 材 所 、 素 材 生 産 者 、 設 計 事 務 所 な

どが複 合 的 に結 合 した 「協 同化 シ ス テ ム」 で あ る。 これ に は 、 異 業 種 が 垂 直 的 に結 合 した

「垂 直 型 協 同 化 シ ス テ ム」 と、 同業 種 が 水 平 的 に結 合 した 「水 平 型 協 同 化 シ ス テ ム」 が 存

在 す る。 「垂 直型 協 同 化 シス テ ム」 に は、 「林 工 一 貫 型 」 「木 材 店 協 同 型 」 「工 務 店 協 同

型 」 「消費 者 生 協 型 」 な ど多 様 な形 態 が あ る。 この シ ス テ ム は 、 「規 模 の経 済 」 よ り も、

各 主 体 間 の垂 直 的 統 合(ネ ッ トワー ク形 成)に よ る 「範 囲 の経 済 」 を活 用 しよ う とす る も

ので あ る。 「水平型協 同化 システム」

は、 「工務店 協同型」 のなかで他業 種

との結合関係 のない工務店 のみ の結 合

組織が該 当す る。 これは、 「範 囲の経

済 」よ り 「規 模 の経済」 の活用 を図 ろ

うとす る もので あ り、 同 じ 「協 同化 シ

ステム」で あ って も 「垂直 的協 同化 シ

ステム」 とは組織 原理 を異 にす るもの

といえ る。

「範 囲の経 済」 の効果 は、組 織規模

が一定以上 に なると、組織管理上 の問

範 囲 の経 済 性

高 い

低 い

範囲の経済 範囲の不経済

図6.1.37「 範 囲 の経 済 」 の 限 界

一 複 合 主 体

の

組 織 規模
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題 、未 利 用 資 源 の効 率 的 利 用 の 限 界 な ど統 合 の デ メ リッ トが 増 大 す る こ と に な り、経 済 性

は低 下 す る 。 した が って 、 「協 同化 シ ステ ム」 の規 模 に は一 定 の 限 界 が み られ る。(図6.

1,37)

住 宅 供 給 戸 数 で み る と、 「大 規 模 化 シス テ ム」 で は年 間1000棟 近 い住 宅 供 給 が な され て

い る。 一 方 、 「協 同 化 シ ス テ ム」 で は供 給 規 模 に限 界 が み られ 、 年 間100棟 程 度 で あ る。

垂直 的統 合 に よ る 「範 囲 の 経 済 」 が 発 揮 で き る限 界 は!00棟 程 度 とみ る こ とが で き る。

(10)「 協 同 化 シ ステ ム」 の統 合 度 、 自律 性

ここで は こ の 「協 同 化 シ ステ ム」 を 異 業 種 間 の緩 や か な連 結 と して の ネ ッ トワ ー ク型 組

織 と して分 析 を試 み た 。 「緩 や か な連 結 」 の態 様 を 捉 え るた め に、 公文 俊 平 の複 合主 体 論

にお け る複 合 主 体 の統 合度.要 素 主 体 の 自律 性 の 概 念 を用 い て 検 討 す る。(注1)

① ア ンケ ー ト調 査:

こ こで は、 統 合 度 指 標 と して 、

複合主 体 の名 称 、 規 約 、 資 産 の

有無 を 、 自律 性 指 標 と して要 素

主 体 の活動 の 中 に 占 め る複 合 主

体 以外 の独 自 の 活 動 割 合 を取 り

上 げた 。

図6.1.38は 、 各 シス テ ムの 統

合度 を示 した もの で あ る。 ほ と

ん どの シス テ ムが 、 名 称 、 規 約 、

資産 を3っ と も備 え て お り全 体

と して統 合 度 は高 い。 統 合 度 と

組織 規 模 に は 相 関 関 係 は うか が

えず 、大 規 模 で は あ る が非 常 に

緩 や か な結 合 の複 合 主 体 の 存 在

を示 して い る。

一 方
、図6.1.39は 、 要 素 主 体

(製 材 所 、材 木 店 、 大 工 ・工 務

店 、設 計 事 務 所)の 活 動 全 体 に

占め る複 合 主 体 以 外 の 独 自 の活

統
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図6.1.38工 事 高 と統 合 度
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図6.1.39工 事 高 と 自 律 性
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動 の割合 をみて いる。 自律性 に

っ いて は、高 い ものか ら低 い も

の まで多様 に分布 して い る。組

織 規模 と要素 主体 の自律性 に相

関関係 はみ られない。 「協同化

システ ム」の特徴 と して、組織

規模 とは独立 して 自律 性 の レベ

ルを設 定 しうることが示 された。

比 較的規模 は大 き くとも、要素

主体 の 自律性 のあ るシステ ムが

形成 しうる。

2

自1・50

律1

性o .50

2

凹

o 口

凹

o

口

回

口

o

口

o

ロ

田

図6.1.40は 、 統 合 度 と 自律性 の関 係 を

示 した もの で あ る。 統 合度 が低 く自律 性

も低 い タ イ プ は 「協 同 化 シ ス テ ム」 と し

て の メ リッ トが な い た め に 存在 しな い。

しか し、 そ れ を除 く と統 合度 と 自律 性 の

多 様 な バ リエ ー シ ョンが あ る。 これ を模

式 化 す る と図6.1.41の よ う にな る。 「協

同 化 シ ステ ム1の 特 徴 と して 、 統 合 の メ

リッ トが発 揮 で き る程 度 に統 合 度 が 高 く

o

図6.1.40

要

素

主

体

の
自

律

性

高 い

低 い

12

統合度

統 合度 と自律性

3

低い 高い

複 合 主 体 の 統 合 度

図6,1.41複 合主体 の統合度 と自律性

、 か っ シ ス テ ム が硬 直 化 しな い程 度 に 要 素 主 体 の 自律 性 も高 い 組 織 関 係 をっ くり 出 して い

る。 環 境 変 化 へ の 適 合 性 な どの観 点 か ら効 率 的 で安 定 性 の高 い シ ス テ ム形 態 の1っ で あ る

とい え る。

② ヒア リ ング調 査:

聞 き取 り調 査 の デ ー タ に も とつ い て 、 統 合 度 の3レ ベ ル(統 一 体 、 同 盟 体 、 協 働 体)、

自律 性 の3レ ベ ル(可 換 体 、通 過 体 、依 存 体)で 協 同化 シス テ ム の組 織 関 係 の 記 述 を試 み

た 。

図6・1・42に ・ 素 材 生 産 ・ 製 材 、流 通 、 設 計 、 加 工 、組 立 、営 業 、 の7機 能 を と りあ げ て、

組 織 関 係 を 示 した。 各 シス テ ム は協 同 化 を 維 持 す る運 営 機 構 を 除 い て 自律 性 の高 い要 素 シ

ス テ ム で構 成 され て お り、 主 要 な要 素 主 体 間 は 同盟 体 あ るい は統 一 体 の 関 係 に あ り、 シ ス
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テム全体 と しての統合度 は高 い。 っ ま り、統 合 のメ リッ トが発 揮で き・ かっ システ ムが硬

直化 しない程 度 に要素主体 の自律性 も高 い組織関係 をつ くり出 してい る。 これを・住宅供

給 とい う目的達成型 の緩や かな連結 とい って よい。

(11)ま とめ

以上 をま とめ る と次 のよ うになる。

① 本章 で とりあげた各 システムは、 シ ステ ムの おか れて いる環 境条件 に応 じて・市場適 合

のための各種 の方策 に積極的 に とり くんでい る。 その組 織形態 は多様 で ある。

②新 しい地域型木 造住宅生産 システ ムは、 「協 同化 システム」 と 「大規 模化 システム」 の

2つ に大別 で きる。前者 は住 宅生 産 に関連 した主体 が結 合 した複合主 体 であ り・後者 は工

務店 が大規模 化 した単 一主体で ある。

③ さらに、 「協 同化 システム」 は、 「垂直 的協 同化 システム」 と 「水 平 的協 同化 システ ム」

に分か れ る。 「垂直的協 同化 システム」は異業種間 の結 合 によ る 「範囲 の経 済」 の活用 を

め ざす もので あ り、 「水平 的協 同化 システム」 はむ しろ組織 規 模の拡大 によ る 「規模 の経

済 」の活 用を 図 るものであ る。

④ 「協 同化 システ ム」 は統合度 が高 く、 かっ要素主 体の 自律性 の高 い システ ムで ある。統

合度 の高 さ、要素 主体 の自律性 の高 さを同時に実現 で き る組織 規模 には、上 限が ある と予

想 され る。

⑤ 「協同化 システム」、 その中で も特 に 「垂直的協 同化 システ ム」が、様 々 な地域特性 を

もっ地域環境 に適合 した地 域型 木造 住 宅生 産 システムを形成す る上で有 力な手段 であ る こ

とが明 らかに な った。 そ こで、次章以 降で は 「垂直 的協 同化 システム」 と しての地域 型木

造住宅生産 シ ステムを展 開す る。

(注1)

複 合主体 の統 合度 と要素主体 の 自律性

(1)複 合主体 の統合度 の3レ ベル

複合主体 と して の要素主 体の結 び付 きの強 さの程度

① 統一体:持 続的 かっ広範 な結 びっ き、要 素主体 が複合主体 の下 位主 体 として 自

覚す る、

② 同盟体:持 続的 かっ広範 な結 びっ き、要素主 体の一体感 は 自分 自身 にあ り複 合

す体 への帰 属意識 に乏 しい、

③ 協働体:一 時的、 限定 的な結 び付 き、要素主 体 に複合主 体へ の帰属意 識が ない、
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目的 の達 成(例 え ば、住 宅 の完成)に より直 ちに解体 す る

ここで は複 合主体 と しての名称・規 約・ 資産 があれ ばそれぞれ 「1点 」を与えて指標 化

している。

(2)要 素 主体 の 自律性 の3レ ベル

要素主体 の活動 の主 体性 、 自律性 の程度

要素主体 の 自律性 にっ いては・統 合体 の要素主体 につ いて の概念規定 と して位置づ け ら

れていたが ・ ここでは全て の複 合主体 の要素主体 に適用 す る。(原 則 的には、同盟体 、協

働体における要素主体 の 自律性 の程度 は可換体で ある。)

①可換体:主 体 と して の自律性 が高 い、

②通過体:主 体 と して の自律性 が低 い、

③依存体:主 体 と して の自律性 がな い、特定 の複合主体 にのみ適合

ここでは要 素主体 と して の製材 所 、材木店、大工 ・工務店 、設計事務所 にっいて、要素

主体の活動全 体 に占め る複 合主 体以外 の独 自の活動 の割 合をみて いる。 それ ぞれ の要素 主

体 にっいて 、独 自の活 動が主流 であ れば 「1点 」、複合主体 の活動が主流で あれ ば 「3点 」

、どち らで もな ければ 「2点 」 を与 え、それ ぞれ の要素主体 の得点 の平均値で指標化 して

いる。
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6,2地 域 型 住 宅生 産 シ ステ ムの バ リエ ー シ ョン

6.2.1多 様 な ネ ッ トワー クの形 成

木 造 住 宅 振 興 の各 種 の 働 きか けが 強 ま る な か で ・ 従 来 の 大 工 ・工 務 店 に替 わ る多様 な 試

み が各 地 で み うけ られ る(図6.2.1)。 これ ら、 新 しい 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 シ ス テ ム は、

二 っ の タ イ プ に大 別 で き る。 一 っ は 、 地 域 の工 務 店 が組 織 を 拡 大 し、 内 部 機 能 の 強化 を 図

った 「大 規 模 化 シ ス テ ム」 で あ る。 一 般 に地 域 ビル ダ ー と呼 ば れ る もの で ・ 近 年 そ の シ ェ

ァ を伸 ば しっ っ あ る。 この シ ス テ ムの 特 徴 は、 プ レハ ブ メ ー カ ー と同 じ よ うに 「規 模 の 経

済 」 を活 用 し よ う とす る点 にあ り、 営 業 力 ・設 計 力 を強 化 し、 合 理 化 構 法 の 開 発 、 プ レヵ

ッ ト機 械 の 導 入 な ど生 産 合 理 化 に積 極 的 に取 り組 ん で い る。

も う一 っ は 、地 域 の 住 宅 生 産 に関 わ る工 務 店 、 材 木店 、製 材 所 、 原 木 生 産 者 、 設 計 事 務

所 な どが ゆ るや か に結 びっ い た 、 さ ま ざま な 「協 同 化 シ ステ ム」 で あ る。 この シ ス テ ムで

は 、住 宅 供 給 の川 上 か ら川 下 ま で 、 多 くの 関係 者 が 結 び つ い て 、 一 貫 した住 宅 の 生 産 ・供

給 の業 務 が 可 能 に な って い る点 に特 徴 が あ る。 この よ うな結 び っ き を、 同種 の 組 織 の水 平

輪…赫こ組 合`二 よ る

組 雛 化

爲…林 組 合 に よ る

組 織 化

(第3セ ク ター 方 式}

材 木 店 に よ る

組 織 化

大工 ・工務店の協同化

(農 村 邪 》

大工 ・工務店の協同化

(都 市 部)

投 計 事 務 所

に よ る 岨 筒fヒ

建築依頼
営 業

(販売)

絵計 施工 生産

素材生産
システム

設計
個別設計 管理 加工岨立 プレカ ッ ト 部品生産 製材

建摂主 工窮店 森林協同組合

11 1■ 1

■9唱.●.● ■ ・

建第主 復合的住宅俄給岨織(第3セ クター)建 藁協組 製材協組 轟林協組

⊂======二.1 〔==]〔==コ[==コ

提携設菖f事務所

.曜.

一≡ ヨ

建桀主
一
【===コ ⊂===コ
材木店脇組 設計事務所 工務店(材 木店提携)プレカット工場

1置 ⊂==コ

提携設計

事 務 所

建薬主
一 〔コ
センター・協同岨合 工務店(製 材兼業)

1

建摂圭 工務唐協同組合

工務店

⊂====二=ご 二

建築主
一
設計事務所 工務店協同組合 産地製材建者
lIl 1

図6.2.1多 様 な住 宅 生 産 シ ステ ム
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的結 合 に対 して 、 垂 直 的 結 合 と い う・ こ の垂 直 的 結 合 は 、業 務 活 動 分 野 を 統 合 し、拡 大 す

る こと に よ る費 用 節 約 「範 囲 の 経 済1を もた らす 。 建 築 の設 計 ・施 工 一 貫 の利 益 は これ に

当た る。 ま た 、 林 家 と工 務 店 が 結 び っ く こ と に よ って 、 そ れ ま で市 場 に出 な か った 「根 曲

が り材 」 な ど を活 用 で き る よ うに な る とい った 、 未 利 用 資 源 の 使 用 も この メ リッ トの ひ と

っで あ る。 要素 自体 。 醐 ・○ 自鮒 高・ 統合儲 ・・

、れ は 、 ま た、 異 業 種 の ネ 。,ワ ー 自鮒 ・:::::)自眺 低・ 繕 低・・

クで 、 図6.2.2に 示 す よ う に、 各 成 員 高い

の独 自の活 動 を保 証 しな が ら、 協 同体

全体 と して の 統 合 の 度 合 も高 め る こ と

がで き る と い う、 一 見 矛盾 す る よ うな

関係 を うま く作 り出 して い る。 そ の結

果、環 境 の 変 化 へ の適 合 力 の強 い 、効

率 的で 安 定 的 な シ ステ ム に な って い る。

低い
この よ うな 「協 同 化 シス テ ム 」 は 、

地 域 の小 規 模 組 織 が、 そ れ ぞ れ の特 徴

を活 か しな が ら、 緩 や か な ネ ッ トワ ー

クを組 む こ と に よ って 、 個 別 活 動 の 欠

点 を補 お う とす る もの で あ る。 これ ら

に、大 工 ・工 務 店 シ ス テ ム を補 完 す る、

これ か らの新 しい地 域 的 生 産 シ ス テ ム

と して の役 割 を期 待 す る こ とが で き る

と考 え られ る。

地域 の 資 源 と住 宅 市 場 の 関係 が バ ラ

ンスす る地 方 都 市 ・町 な どで は、 地 域

の 自足 的 な シ ス テ ムが 成 立 可能 で あ る。

しか し、地 域 住 宅 市 場 が 、 木 材 な どの

地域 資 源 に比 べ て過 小 な場 合 に は 、 自

足 的 な シ ス テ ム で はな く、

」■■

○ 一〇

＼ 、《F

之＼1

低い 高い

図6.2.2「 協 同 化 シ ステ ム 」の

統 合 度 と自律 性

の体主

度

合

合

複

統

地域産業

自治体
林菜 製材婁 材木店 工務店 繍

二

農村 回 ○ × 口 × i::1::iI

都市 ×

.

し △

[iコ口 回 ○

凡例 ○:成 立す る

△:成 立す ること もあ る

×:成 立 しない、

成立 し`二くい

口:イ ニ シャテ ィブ をもって「協同化 システム」を成立 させ る主体

図6.2.3地 域 の住 宅 生 産 関 連 企 業 と

「協 同化 シス テ ム 」 の 成 立 可 能 性

市場 の大 き な都 市 へ の産 直 シ ステ ム に な る。 また 、図6.2.3に 示

す よ うに 、 そ の地 域 の 住 宅 生 産 関 係 者 の活 動 状 況 が 、 そ の地 域 で成 立 可 能 な 「協 同化 シ ス

テ ム」 の形 態 を決 め る。
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ここでは、各種 の 「協同化 システ ム」を、組織化 の イニ シャテ ィブを誰 が と ったか にょ

って、木材 業 によ る組織化 、大工 ・工 務店 の協 同化 ・設計事 務所 による協 同化 に分 けて紹

介 す る。

6.2.2木 材業 による組織 化

農村部で は、林 家 の組 合であ る森林 組合 が、都市 部で は、材 木店 の協 同組合 が ネ ッ トワ

ークの組織者 で ある。

(1)森 林組 合 によ る組織 化(農 村部 、林産地)

現在 で は、木材消費 の60数%を 外材 が 占めて お り、多 くの林産 地で は戦 後植林 した木 の

伐期 が近づ いてい るに も関 わ らず 、深 刻 な過疎 化現象 を抱 えて お り・ この ままでは国産 材

生産 が立 ち行 かな くな るとい う危機感 があ る。 地域産材 の販 路 を確 保す るた めに、森林組

合 自 らが 、川 下の木造住宅 供給 に乗 り出す もので あ り、強い木材 資源側 の動機 に支え られ

て いる。

森林組合 が、組合事業 と して製材 所 を もうけ、地元 の大工 ・工務 店 と連 携 して住宅 を供

給す る もの(三 重県 の柘植 森林 組合、徳 島県の若杉林材 な ど)、 森 林組 合が 、地 元製材 業

の体質 が国産 材製材 か ら外 材製 材へ転換 す るこ とを避 け るた め、地 元 の取 引関係 のあ る製

材所 との協 同化 を推進 し、 その後 さ らに、住宅販売会社 と住宅 部材加工施 設 を設立 して住

宅供給 に当た るもの(静 岡県 の天竜住 販な ど)な ど、 さまざまな い きさっ を持 っ ものが あ

る。

これ らは、 「林工一 貫 システム1と で も呼ぶ べ きもので、流 通 カ ッ トによ るコス トダウ

ン、大 径材 ・板材 とい った良質 な木材 の多 用、横架材 に長尺材 ・根 曲が り材 を、下地 材 に

間伐材 を活 用す るな どの工夫 を試 みて いる(写 真6.2.1)。

ジ が イ 譲凝鰍聖 ㌧
＼ 、ご

融纏 矯 一＼∵
ず 　 り

　ノ ヨ ペ

ー
.∫ ＼ 瓦

遜甲=諜 岬 』

轟 ぎ:1、
長尺材 の使 用 根曲か り材σノ恨用

写 真6.2.!長 尺 材 と根 曲 が り材

シ ステ ム の 規 模 は、 年 間 供 給 戸 数 が10数 戸 か ら20数 戸 の も の が 多 く、 所 在 地 は 、林 産 地

の 入 口数 千 人 の町 村 が 多 い 。 な か に は 年 間 供給 戸 数 が70戸 と い うよ うな比 較 的 大 きな もの

もあ る。 住 宅 供給 の 圏域 は 、地 域 密 着 型 の もの と、 産 直 方 式 で 都 市 部 に 供給 す る もの が あ
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る。

地 元 供 給 の 地 域 密 着 型 の シ ス テ ム で は、 工務 店 が 設 計 も担 当 し、 そ の 地 域 のハ イ ク ラ ス

の伝統 的 な農 家 住 宅 を供 給 す る もの が 多 い。 都 市 周 辺 に供 給 す る場 合 は 、 設 計 専 門 の ス タ

ッフお くこ と もあ り、 住 宅 デ ザ イ ンの 工 夫 と内 外 装 へ の板 材 の 多 用 が特 徴 で あ る。

この シス テ ム は ・ 林 産 地 の地 域 振 興 に直 接 的 に役 立 っ 。 した が って、 町 や村 が 、協 同 化

シス テ ムの一 員 と して 出 資 す る第3セ ク タ ー方 式 で 、 こ の よ う な住 宅 生 産 ・供 給 シ ス テ ム

づ くりを促 進 す る ケ ー ス も多 い。 第3セ ク ター は、 住 宅 生 産 ・供給 シス テ ム の信 用 力 を 高

める効 果 が あ り、 マ ス コ ミな ど に取 り上 げ られ て 比 較 的 好 調 な 滑 り出 しを み せて い る。 岩

手県 の住 田 町 、 愛 知 県 の 足 助 町 、和 歌 山県 の龍 神村 な ど の取 り組 み が そ れで あ る。

(2)材 木 店 に よ る組 織 化(都 市 部)

材 木 店 が 協 同化 を 図 り、 そ の組 織 内 に設 計担 当 や 営 業 担 当 の ス タ ッフ を設 け、 日常 的 に

取 引関 係 の あ る大 工 ・工 務 店 な ど と連 携 して住 宅供 給 を行 う もの で あ る。 中 に は、 単 な る

材木 店 に よ る営 業 機 能 の 強 化 、 設 計 機 能 の 強化 に留 ま らず 、 い くつ か の材 木 店 の 協 同 化 組

織 が さ らに連 携 して 、 住 宅 の開 発 、 研 究 の た め の組 織 を設 立 した もの もあ る(東 海 の い え)

。 ここで は、 設 計 事 務 所 と提 携 して 、 モ デ ル住 宅 開 発 、 需 要 調 査 の 実 施 な ど多彩 な活 動 を

行 って い る。

シス テ ム の規 模 は、 年 間 供 給 戸 数 が 数 十戸 と比較 的 大 きい もの が 多 い。 所 在 地 は 、名 古

屋市 、静 岡 市 、 岐 阜 市 、 水 戸 市 な どの 都 市 部 で あ る。

この場 合 も組 織 化 の 目的 は 、木 材 の 販 路 拡 大 で あ るが 、地 元 産 材 に こ だわ らず 、良 質 で

安価 で あれ ば外 材 も使 用 す る と ころ が 、 森 林 組 合 の 取 り組 み と異 な って い る。

また 、 比 較 的 資 金 力 が あ るた め 、 モ デ ル 住 宅 の開 発 に積 極 的 で あ り、住 宅 展 示 場 に モ デ

ル住 宅 の建 設 を行 って い る。 さ らに 、 工 場 プ レカ ッ トな ど設 備 投 資 を必 要 とす る生 産 の 合

理化 に も積 極 的 で あ る。

6.2.3大 工 ・工 務 店 の 協 同 化

大 工 ・工 務 店 が 協 同化 して 、新 た な 住 宅 生 産 ・供 給 シ ス テ ム を っ くる もの で あ る。

(1)大 工 ・工 務 店 の協 同 化(農 村 部)

大工 ・工 務 店 が 連 携 して 、共 同 の 受 注窓 口を 設 置 した り、 共 同 で 広 告 宣 伝 を行 うな ど・

協 同化 に よ って 、 営 業 力 、 信 用 力 の 強 化 を め ざ した もの で あ る。 地 域 の 商 工 会 な ど と連 携

す る こ と も多 い。

シ ス テ ム の規 模 は 、 年 間 供 給 戸 数 が20戸 か ら90戸 で 、 所 在 地 は、 む らお こ し事 業 な ど を
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発 端 に して 、 比 較 的多 くみ られ る岐 阜 県 の 他 ・ 山 形 県 ・ 秋 田 県 に も事 例 が あ る。

住 宅 の設 計 は、 大 工 ・工 務 店 が 行 うた め 農 家 住 宅 を 基 本 と した デ ザ イ ンで あ り・ 「設 計

が 田舎 臭 い 」 とい った 批 判 を う けて い る。 しか し・ 一 方 で ・大 工 職 人 の ま じめ な仕 事 ぶ り

に 対 す る評 価 は高 い。

森 林 組 合 の 組 織 化 に よ る シス テ ム と 同様 に ・ 産 直 で都 市部 に供 給 す る場 合 に は ・ 百 貨 店

な ど と連携 し、 都 市 部 で の営 業 力 ・設 計 力 の獲 得 を 図 って い る(写 真6・2・2:山 形 県 金 山

町 の 大 工 組 合)。

、辮

写 真6.2.2「 金 山 町 建 築 協 同 組 合 」 の住 宅(山 形 県)

(2)大 工 ・工 務 店 の協 同 化(都 市 部)

都 市 部 で は 、 人 口 の流 動 化 に よ って 、 需 要 者 と大 工 ・工 務 店 との地 縁 関 係 が 崩 れ 、 信用

の お け る大 工 ・工 務 店 を探 す 手 段 を 持 た な い需 要 者 が多 い 。 こ の よ うな地 域 で 、 大 工 ・工

務 店 が 、協 同 化 に よ って共 同 の 受 注 窓 口 を 設 け た り、共 同 の 広 告 ・宣 伝 、 イ ベ ン トの開 催

を行 って い る。 新 築 工 事 に相 手 に した 広域 展 開 型 の もの と、 増 改築 工 事 中心 の地 域 密 着 型

の もの が あ る。

新 築 工 事 相 手 の もの に は、 工 務 店 相 互 の 協 同 化 に加 え て 、 マ ス コ ミ、 設 計 事 務 所 と連 携

し、 営 業 力 、 宣 伝 力 、 信 用 力 を高 め て い る もの もあ る。 この場 合 、 設 計 事 務 所 は 、設 計 機

能 よ り、 む し ろ品 質 検 査 の機 能 を 果 た して い る。 シ ステ ム の 規 模 は 、 地 方 都 市(広 島市 、

豊 橋 市)の 年 間 供 給 戸 数 が10数 戸 の もの と、 大 都 市 圏 に広 域 的 に展 開 す る年 間 供 給 戸 数

が500戸 に の ぼ る もの が あ る。

設 計 は 、個 別 の大 工 ・工 務 店 が担 当 す る場 合 と、 共 同 の設 計 部 門 を設 け る場 合 が あ る。

東 京 の 「匠 の 会 」 が、 「100年 住 宅 」 とい うキ ャチ フ レー ズ の モ デ ル 設 計 を行 って は い る

もの の 、実 際 に供 給 して い る住 宅 の 設 計 や デザ イ ン は、 一 般 の 大 工 ・工 務 店 設 計 の木 造 住

宅 と大 差 な く、 シ ステ ム と して の オ リ ジナ リテ ィを 充 分 発 揮 で きて い な い。

増 改 築 工 事 中 心 の地 域 密 着 型 の もの は、 地 域 の 大 工 ・工 務 店 と各 種 の専 門 工 事 店 が 連 携
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して、増改築 な どの共 同受 注窓 口を開設 した もので 、共 同受 注 や住 宅相 談な どを行 って い

る。年 間住 宅供給 戸数 は数戸程 度 と少 ないが・増改築工事 の工 事高 が新築工事 を上回 って

いる。所在地 は・ 例 えば京都市 な どの、増 改築 工事 の多 い既成 市街地 にみ られ る。多様 な

職種が連携 す ることに よって 、小規 模 な増 改築 工事 に、柔軟 に対応 で きるのが この システ

ムの特徴 で あ る。 地域 に密 着 して活 動す るため、 「住宅 デー」 「住宅相談」 「職 入地 図 の

作成」な どの地域 で の きめ細か い取 り組 みを行 って いる。

6.2.4設 計事 務所 に よる組織 化

設計事務 所 が中心 にな って 、大工 ・工務店 を組織 した もので あ る。設計事務所 が、営業

・設計機能 を担 当 し、大工 ・工務店 が施工機能 を分 担す る。設計事務所 と大工 ・工務店 の、

住宅生産 シス テムと しての継続 的な結 びっ きは、意 外 と少 ない。 この システ ムは東京 と大

阪にあ り、組織 の規模 は、東京 の例 で年 間供給戸数 が約80戸 、大 阪の事例 で約50戸 で

ある。

この システムの強 み は、居住者 ニー ズに適合 した住宅設計 と洗練 されたデザイ ンにあ る

(図6.2.4)。 それ ぞれ、木材 の良 さを活 か した、 独特 の木造住宅 のデザイ ンを創 り出 し

ている。設計事務 所 に よる木造住宅 設計 の良 さをア ピー ルす るために、積極 的に住宅展示

場への出展 を行 ってい る。 また、設 計事務所 が関与 す ることが、生産 システムと して の信

頼性 を高 めて い る。
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図6.2.4設 計 事 務 所 の 関与 の 有 無 と住 宅 デザ イ ン
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6.3典 型 的 な 地 域 型 住 宅 生 産 シ ス テ ム

各地 の新 しい地 域型住宅生産 システムの中か ら典型 的な もの を抽 出 し、系統的 に整理 す

る・ ここで は特 に・林業 と連携 して住 宅生産 を行 う 「林工一貫 型」 システムを中心 に取 り

上 げる。事 例 は以 下 の通 り。

①若杉林材 システム・② 三浦能勢 システ ム、③ 柘植森組 システム、④天竜材住 宅販 売 シス

テム、⑤ 住 田町住宅産 業 システ ム、⑥ フォルクス システ ム、⑦ 金山建築協組 システム

6。3.1若 杉林材 システム(徳 島県)

若杉林材 システムは、林家 の グルー プで ある杉生会 と地 元の竜 田建設 が共 同で地 元産 出

の杉材 の消費 拡大 をね らって住 宅生産 に乗 り出 した ケー スであ る。若杉林材 とい う製 材部

門を共 同出資で設立 し、 「林工 一貫型 」 の体制 を確立 した。

表6,3.1は 、若杉 林材 システムの組 織 ・工事量 を示 してい る。 住宅供給圏域 は、丹 生谷 、

淡路島 な ど徳 島県北 部 の地域 に限定 してお りて、地域密着型 の展 開で ある。

表6.3.1若 杉 林 材 シス テ ム の組 織 ・工 事 量

組

織

杉生会 林 家7名

800、1,000㎡

・素材生産

若杉林材

昭和56年
'

杉生会(7名)+竜 田連設+林 家(2名 》 ・製材

・部材取揃

竜田遅設

昭和41年

大工職人12名 ・加工

・粗 立

・設 計

・受 注

垂
新築一30棟/年

2億2～3千 万円

表6.3.2供 給 住 宅 の特 徴(若 杉 林 材)

杉生会

80〔ト 且000㎡

≡
2

＼

/300訊 ヒノキ)'

〉 壽
■

著杉林材

＼

600齪(製 副

/

竜田建設

原木市場

図6.3.1木 材 流 通 プ ロセ ス(若 杉 林 材)

項疽〉＼ 紺・
1

1.若 杉林材システム

モデュール 1960真 々

構法 通柱 を使用 しをいイ・

屋根勾配 4.5寸
重

屋根材料 和瓦(阿 南 》、和形スレー ト

柱 ヒ ノ キ(12αn角 →11c山 角 、6ケ 月 乾 燥 》

梁 杉(根 曲が り材)

木材費 6β ～8。8万 円/坪

石数 05㎡/坪

間取り 田の字型、続き間

外壁 杉板、押し縁下見

基礎 布基礎

人工数 4人 工/坪

単価 25～35万 円/坪

特徴 15割 安い
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図6・3・1は ・ 木 材 流 通 プ ロセ ス を示 して い る。 使 用 木 材 は 、 グル ー プ 内 の 杉 生 会 か ら と、

一 部 原 木 市 場 か ら購 入 し・ 若 杉 林 材 で 製 材 した の ち、 竜 田建 設 に納 入 して い る。 「林 工_

貫 型 」 の メ リ ッ トを生 か して ・横 架 材 に杉 の 長 尺 材 、根 曲 が り材 の活 用 を行 って い る。

供 給 す る住 宅 の特 徴 を 整 理 した の が 表6.3.2で あ る。

6.3.2三 浦 能 勢 シ ス テ ム(徳 島 県)

三 浦 能 勢 シ ス テ ム は・ 木 材 生 産 者 の三 浦 表6.3.2供 給 住 宅 の特 徴(若 杉 林 材)

林 業 と地 元 の能 勢 工 務 店 が 連 携 して住 宅 生 産 に乗 り出 した もの で 、 地 元産 の 杉 材 の 消 費 拡

大 が大 きな 目 的 で あ る。

能 勢 工 務 店 は 自社 内 に製 材部 門 を 抱 え て お り、 この シス テ ム も 「林 工 一 貫 型 」 で あ る
。

表6・3・3は ・ 三 浦 能 勢 シ ステ ムの 組 織 ・工 事 量 を示 して い る。 住 宅 供 給 圏 域 は 、地 元 阿

南 市 周 辺 に 限定 して お りて 、地 域 密 着 型 の展 開 で あ る。

表6.3.3三 浦 能 勢 シ ス テ ム の組 織 ・工 事 量

組

織

「

三浦林業 1,200～1,300㎡(う ち300㎡ を能 勢工 務 店 へ) ・素材生産

能勢工務店
,

.=昭 和51年
● ■

・大工職人5人(以 前8人 》 ・製材

・部材取揃

・加工

・組 立

・設 計

・受 注

垂
新築一7～8棟/年

9,000万 円/年

表6.3.4供 給 住 宅 の特 徴(三 浦 能 勢)

原木市場

付禿

図6.3.2木 材 流 通 プ ロセ ス(三 浦 能 勢)

項泊＼ 畷 ・2.三 浦 能勢 システム

モデュール 1900真 々

楕法 通柱を使用しない

屋根勾配 瓦一4～4謁 寸、カ ラーペス ト等一各様

屋根材料 和瓦(淡 路)

柱 杉(3.7寸 角 →3あ 寸角)

梁 杉(タ イ コ)、12m(6間 》

木材費 5～6万 円/坪

石数 oあ㎡/坪

間取り 続き間(近 年減少)

外壁 サイディング

基礎 布基礎

人工数 6.5人 工/坪 が中心(55～8人 工/坪)

単価 30り40万 円/坪(照 明器具 、カーテン含)

高 いもので60万 円/坪

特徴 地元の乾燥杉材の使用
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図6.3.2は 、 木 材 流 通 プ ロセ スを 示 して い る。 使 用木 材 は 、 柱 材 ・横 架 材 と も に杉 材 で

あ る。 原 木 は グ ル ー プ 内 の 三 浦 林 業 か ら、 能 勢 工務 店 が 納 入 し製 材 して い る。 「林 工 一 貫

型 」 の メ リッ トを生 か して 、横 架 材 に 杉 の長 尺 材 、 根 曲 が り材 の活 用 を行 って い るの は、

若杉 林 材 シ ス テ ム と同 様 で あ る。 十 分 に乾 燥 した 材 を使 用 す る こ とが1っ の特 徴 で あ る。

供給 す る住 宅 の 特 徴 を整 理 した の が 表6.3.4で あ る。

6.3。3柘 植 森 組 シ ステ ム(三 重 県)

柘 植 森 林 組 合(現 、 伊 賀 町 森 林 組 合)が 住 宅 生 産 に乗 り出 した もの で あ る。柘 植 森 組 内

に は、組 合 事 業 と して す で に(昭 和25年)製 材 所 が あ った 。 地 元 の3人 の大 工 が1っ に ま

とま り三 和 工 務 店 を 開 設 す るの を期 に 、 製 材 所 の敷 地 の 一部 を 工 務 店 に木 材 加 工等 の 作 業

所 と して貸 し与 え 、 森 林 組 合 と工 務 店 の連 携 した 「林 工 一 貫 型 」体 制 を確 立 した 。

表6.3.5は 、 柘 植 森 組 シス テ ムの 組 織 ・工 事 量 を示 して い る。 住 宅供 給 圏 域 は 、伊 賀 町

内 に限 定 して お りて 、 地 域 密 着 型 の 展 開 で あ る。

表6.3.5拓 殖 森 組 シ ス テ ム の 組 織 ・工 事 量

組

織

森林組合

昭和17年

1,008名

2,800h鼠(80%》

・素材生産

・部材取揃

製材所 昭和25年 3名
・製 材

三和工務店

昭和50年

棟梁3名+職 人6名 ・加 工

・組 立

・設 計

・受 注

垂
新築一10棟/年 本 屋 一3～4・ 倉 一1・8.000万 円/60年 度

[ 小屋一4～5・ 阜厘等

(木材翼)

図6.3.3は 、木 材流通 プ ロセ

スを示 して い る。 使用 木材 は、

地元 の建築主 が材料支 給 の形 で

住宅建設 を依 頼す るケー スも多

くみ られ る。原木 は森林組 合お

よび原木市 場 か らグルー プ内の

森林組 合製 材所 へ集材 し、製材

してか ら、三和 工務店 が納入 し

加工 す る。一 部製材品 と して購 図6.3.3木 材流通 プロセス(拓 殖森組)

入す る もの もあ る。 「林工一貫 型」 の メ リ ソトを生 か して 、十分乾 燥 した良 質の地 元材 を

多量 に使用 す るのが特徴 で ある。

拓殖森紐

1000㎡

300㎡ ＼1庶 木市場i
。i

/il

＼

700㎡
/

建築主の持山(1割)

陰

/

i…….}…i● 製 品 市 場 …

…

森組製材所

。禿ぐ
＼

250配(製 品1
!

/

'
500㎡(製 品}250ゴ(製 品) … 一

三和工莇店
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供給 す る住 宅の特徴 を整理 したのが 表 表6。3.6供 給住 宅の特徴(拓 殖森組)

6.3.6で ある。大 径材 が使用 され る こと

が特徴 で、住 宅平 面 は典型 的な農家型 田

の字 プ ラ ンで あ る。

6.3.4天 竜材住宅販売 シ ステ ム

(静 岡県)

天竜 材住宅 販売 システ ムは、竜山村 森

林組 合 が住宅 生産 に乗 り出 した もので あ

る。竜山村森 林組合で は、昭和42年 に は

製材業 の体質 が国産材 製材か ら外材製 材

へ転換 す るこ とを避 け るた め、地元 の取

引関係 のあ る製材 所5社 との協 同化 を推

進 し、森林組 合の製材 組織 としてム ッ ミ

製材協 組 を設 立 した。 さらに昭和48年 に

は、天 竜材 の消費拡大 をめ ざして、住 宅

販 売会社 と しての㈱天竜材住宅 販売 と住宅部材加 工施設 として の天竜材住 宅産業 を設立 し、

「林工一貫型 」の住宅生産 システムを設立 した。

表6.3.7は 、天竜材住宅販売 システムの組織 ・工事量 を示 してい る。地 元 の竜山村 では

新 築住宅 の需 要が ほ とん どないため、 自動 車で1～2時 間程 度 を要す るが新築需要 の大 き

い浜松市 、浜 北市 を中心 に静岡県西部地域 で住 宅供給 を行 って い る。

天竜材住宅 販売 は、設計専 門の スタ ッフがい るこ と、施工 担 当者 が大工 が社員 であ るこ

項匹 、3.柘 殖森組システム
モ ジュール 6尺5寸 真 々(～ 昭和30年 頃 、内法制)

構法 通柱、差鴨居構法 大黒柱一尺角以上

差鴨居のせい一尺7,8以 上

屋根勾配 5β 寸 切妻:入 母屋=60:40

(東 切妻一西入母屋)

屋根材料 和瓦(地 元一伊賀町)

柱 ヒノキ(杉 、ケヤキ)

通 柱(5.1寸 角 →4.8寸 角)

管柱(42～3寸 角→3.9～4寸 角)

梁 米松、差鴨居一地松

木材費 700～800万 円/戸(銘 木 ・新建材別)

地元材:地 元外(米 松 も使用)冨7:3

秋_正 月に伐った材 、乾燥(6ケ 月一1年)

石数 05～0.8㎡/坪

間取り 田の宇型

外壁' 真壁(土 壁)

基礎 独立基礎

人工数 6～7人 工/坪

単価 50万 円/坪 、70坪

特徴 100年以上の耐久性と、

盆地の強風に耐える伝統的構法

表6.3。7天 竜 材 住 宅 販 売 シ ステ ムの 組 織 ・工 事 量

`

組

繊

竜山村森林組合 740名5,000ha

素 材 生産 一40,000石(i1,200m・)

・素材生産

・小径木加工

ムツミ製材協組

昭和42年

製材所5社+森 林組合

森林組合からの販売一2億 円/年

・製 材

天竜材住宅産楽
1圃

昭和48年

一覇}

3,000万 円

2名

一

・加工場、

加工撮械提供

天竜材住宅販売KK
聰

昭和48年

殴計一2級 建築士:ユ 名、見習い31名

宮案一1名(2級 建築士)大 工一8名

雑役一1名'役 員(常 勤)-1名

・部材取揃

・加工

・組立

・段 計

・受 注

・営 楽

垂
新 築 一12棟 一1億7,500万 円

増改 築 一一50件 一 4,900万 円
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と、浜 北 市 に支 店 を設 置 して い る こ と が 組 織 上 の特 徴 で あ る。

図6.3.4は 、 木 材 流 通 プ ロセ スを 示 して い る。 表6.3.8

使用 木 材 は 、 大 引 きに使 用 す る 間伐 材 を森 林 組 合

の協業 セ ンタ ー(間 伐 材加 工 施 設)、 柱 材 を ム ツ

ミ製材 協組 、横 架 材 を他 の 製 材 所 か ら購 入 して い

る。

供給 す る住 宅 の 特 徴 を整 理 した の が 表6,3.8で

あ る。住 宅 デ ザ イ ンと木 の うま い使 い 方 が特 徴 で

あ る。洋 室 、 外 壁 な ど に板 材 を うま く活 用 して い

る。

竜山村森岨

(小径木)(中 目)

3500㎡3200㎡

乙'

＼1
(大径 木)

4100㎡

/
2.

＼/＼/

協葉センタ南 ムッミ製材
＼

,

●

松

/

_41,。 ㎡風,-18・ ㎡、製品、

100㎡(製 品}

・

＼

/ :
＼
36〔后1製 品)
!

o

天竜住販

書
原木 市場1

ε

,.●9.・●・.一噸・鱒 『

木材店

製材所.

製品市場

供給住宅の特徴

(天竜材住宅販売)

蚕馬,, 4.天 竜材住宅販売システム

モ ジュール 6尺 真 々

構法 通柱

屋根勾配 45寸 切 妻一60%

屋根材料 シルバー瓦(三 州瓦)

柱 ヒノキ

通柱(4寸 角)

管 柱(3。7寸 角)

梁 地松

木材費

i

300万円/戸

石数1 0.6㎡/坪

間取り1 続き間 、応接 ・DK、 子供部屋一洋室

外壁 サイデ ィング、モルタル、下見板

基礎 布基礎

人工数 4。6～5.0人 工/坪

単価 35万 円/坪 、45～55坪

特徴 デザイン性と木のうまい使い方

図6.3.4木 材流 通 プ ロセ ス(天 竜 材住宅販売)

6.3.5住 田町住宅 産業 システム(岩 手県)

住田町住 宅産業 システムは、岩手 県気仙地方 に産 出す る気仙杉 と地元 の気仙 大工 の技術

を生か した住 宅生 産 を行 うことを 目的 として、住 田町 と町内 の住宅生 産関係 業者 団体(森

林組合、製 材組 合、建設業 組合 、農協)が 共 同出資 して設立 した第 三セ クターで ある。 「

林工～貫型 」 の住 宅生産 システム とい える。第三 セ クターで あ ること、産直 システムで あ

ることが この システムの大 きな特徴 で あ る。

大工 ・工 務店 の競合 を避 けるために地元 の住 田町で は住 田町住宅産業 としての受 注活動

を行 わず 、盛 岡市 、大船渡市 、一関市 、唐桑 町な ど周辺 の地域 への住宅供給 を行 って い る。

さらに、首都 圏 の東京都、千葉 県な どに産直方式 で住宅供給 を行 って いる。

表6.3.9は 、住 田町住宅産業 システ ムの組織 ・工事量 を示 してい る。地元周辺地域 と首

都圏な ど遠隔 地域 で は生産体制 が異 な る。 地元周辺 の場 合 には、住 宅 の設計 は住 田町住 宅

産 業の設計担 当 スタ ッフが担 当す るが、遠 隔地 の場 合に は住宅 建設地周辺 の設計事務所 が
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設計 を担当す る。特 に首都 圏の場合 、岩手県内 の需 要者 と住 宅 に対 す るニー ズが異 な るた

め に、地元 の設計事務 所 に設計 を担当 させ る ことに よって うま く需 要 に適 合 した住 宅設計

を行 ってい る。設計料 を設計事務所 が別途 請求 す る形態 を とってい るの も注 目され る。

表6.3.9住 田 町住 宅 産 業 シ ス テ ム の組 織 ・工 事 量

岨

織

森林組合 昭和41年 約1,300名 ・累材生産 出資

製材組合 昭和38年 12社 ・部材取揃 ・製 材

建設業組合 20社 ・出資

・加 工

・組立

農楽協同組合

昭和41年

約2,000名 ・出 資

・住宅 ロー ン斡 旋

住田町 ・出資

住田町住宅産業㈱

昭和57年

営業一1名

毅計一2名(2級 建築士)

・事 務 一1名

・役 員一1名

・設 計

・受 注'

・宮業

積算

提携設計事務所 7社 ・設計監理 ・受 注

提携工務店 1社 ・メンテナンス

垂
新築一19棟/年

2億8千 万円

施工者 は住 田町住宅産業 の スタッフが建

設業組 合の組 合員 の中か ら指名す る。 遠隔

地 の施工 は、指名 された住 田町 の大工 が泊

り込 みで施工 を行 う。住 宅生産 の労働 賃金、

木材価格 の地 域間格差 が産 直 システムを成

立 させて い る大 きな要因 であ る。使 用木材

は、住 田町森林組 合 の原木(杉 材)を 製材

組 合の製材所 が製 材 した ものであ る。

供給 す る住宅 の特徴 を整理 したのが表6.

3.10で あ る。首都 圏で供給 された設計 事務

所 が設計 した住宅 は、外観 ・内部の デザ イ

ンともに木材 を うま く使 い、需要者 の ニー

ズに適 合 した もの にな って いる。

6,3.6フ ォルクス システム(愛 知県)

フォルクス システム は、愛知 県足助 町で

産 出す る木 材 と地 元 の大工 の技 術を生 か し

表6.3.10 供給住宅の特徴

(住田町住宅産業)

項泊＼ 一㎏ ・5.住 田町住宅産業システム

モデュール 6尺 真々

楕法 通柱

屋根勾配 4～45寸

屋根材料 和瓦一岩手県、宮城県では地元瓦
'そ の他は三州瓦

柱' 気仙杉(4寸 角)

平角(7寸 ×4寸)も 使う

梁 赤松(南 部松)

土台 栗、ヒバ

石数 0.7㎡/坪

間取り 様々

外量 センチュ リーボー ド、モルタル

基礎 布基礎

人工数 6人工/坪

単価 40万円/坪

特徴 気仙杉、気仙大工による100年住宅

産直

た住宅生産 を行 うことを目的 と して 、足助町 と町内の住宅生産 関係業 者団体(森 林組 合、

一184一



製 材 木 工 業 組 合 、 大 工 、 農 協)が 共 同 出 資 して 設 立 した 第3セ ク ター で あ る。 「林 工 一 貫

型 」 の住 宅 生 産 シ ス テ ム と い え る。

表6.3.!1は 、 フ ォル ク ス シス テ ム の組 織 ・工 事 量 を示 して い る。 住 宅 供 給 圏域 は 、 地 元

足 助 町 、豊 田 市 を 始 め、 岡 崎 市 、 名 古 屋 市 、 吉 良 町 、 蒲 郡 市 な ど愛 知 県 東 部 に広 が って い

る。

表6.3.11フ ォ ル ク ス シ ス テ ム の 組 織 ・工 事 量

組

職

森林組合 ・素材生産 ・出資

製材木工業組合 6社 ・出 資 ・製 材

虹 6名 ・出 資

・加 工

・組立

・積算

㈱フォルクス 2名 ・総 務

・営業

・受 注

(・ 設計)

(・ 積 算)

足助町 ・出 資

農業協同組合 1 ・出 資

提携設計事務所 … ・設 計

雲
新築一7棟/年

住 宅 の設 計 は、 フ ォ ル ク ス設 立 当 初 か ら特

徴 あ る住 宅 づ く りを行 うた め に参 画 して きた

設計 事 務 所(東 京 都)が 担 当 して い る。 個 別

の住 宅 設 計 も こ の設 計 事 務 所 が担 当 し、 基 本

的 な フ ォル ク ス住 宅 と して の デ ザ イ ン ・ポ リ

シー を踏 襲 して い る。 フ ォル ク ス住 宅 と して

特徴 づ け を う ま く行 っ た事 例 で あ る。

施 工 方 法 も、 在 来 構 法 で はあ'るが 新 しい試

み を取 り入 れ て お り、 そ れ が うま くデ ザ イ ン

とマ ッチ して い る。 使 用 木 材 は 、足 助 町 森 林

組 合 の原 木 を 製 材 木 工 業 組 合 の 製 材 所 が 製 材

した もの で あ る。 第 三 セ ク ター で あ る こと か

ら、 フ ォル ク ス シ ス テ ム の 強 化 に は 足 助 町 も

積 極 的 に取 り組 ん で お り、 町 営 住 宅 の 建 設 、

展 示 場 の 建 設 、 パ ン フ レ ッ トづ くりな ど積 極

表6.3.12供 給 住 宅 の 特 徴

(フ ォ ル ク ス)

軸 6.フ 汁ル クスシステム

モデュール 909真 々

梢法 民家型構法

通柱

屋根勾配 45寸

屋根材料 和瓦(三 州瓦)

柱 ヒ ノ キ ー 通 柱(145c。 角)

管 柱(115c。 角)

梁 杉(235×116)

土台 ヒノキ

石数 1㎡/坪30㎡/棟

間取り 様々

外量 しっくい、桧横羽目板張 り

基礎 布i基礎

人工数 大工手間一8万 円/坪

単価 40万円/坪

特徴 足助材、足助大工による新釜屋造り
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的 に推 進 を図 って いる。

供給す る住 宅 の特徴 を整理 したのが表6.3.12で あ る。外観 ・内部 のデザ イ ンと もに木 材

を うま く使 い、洗練 された木造住宅 にな って いる。

6.3.7金 山建 築協 組 シス テム(山 形県)

金 山建築 協組 システムは、金 山町の大工 ・工務店 が地 元 の住 宅 コンクー ルを期 に設立 し

た協 同組合で あ る。協 同組合 と して地元周辺 の最上郡 、新庄市 、山形市 で住 宅供給 を行 う

ほか、松坂 屋(東 京都)と 連携 して産 直型 の住 宅生 産 システムを形成 し、首都 圏で住 宅供

給 を行 って い る。松坂 屋 は営業 、設 計 を、金山建築協組 は施工 を分担 してい る。地 元周 辺

の場 合 には、住 宅の設 計 は大工 ・工務 店 が担 当 して いるが、真壁 で 白壁 のデザ イ ンが金 山

建築協 組 の住 宅の特徴 として うま く設 計 されてい る。

表6.3.13は 、金 山建築協組 システ ムの組織 ・工事 量 を示 して い る。 産直住 宅 として は、

山形県最上郡 に産 出す る金 山杉 と地 元 の大工 の技術 を生 か した住 宅が キ ャッチフ レー ズで

あ る。組織 的 には 「施工者協 同型 」で あるが、実質 的 には金 山 町の製材所 か ら木材 を購入

す るた め、 「製材施工協 同型 」 に近 い。

表6.3.13金 山 建 築 協 組 シ ス テ ムの 組 織 ・工 事 量

組

織

建築協組

昭和57年

9社

職人も入れて40名

・受注

・部材取揃

・加工

・組 立

・積算

松坂屋

提携昭和58年

・受 注

・設 計

・契 約

・積 算

森林組合/宮 林署 ・素材生産

森林組合・製材所

金山木材㈱

・製 材

垂
遠隔地(新 築一3～4棟/年)

地元(新 築一10棟/年) および 公共建築(1棟)

施工 は金 山建築協組 の組 合員が泊 り込 みでを行 う。住 田町住 宅産業 と同様 に住宅生産 の

労働賃金 ・木 材価格 の地域 間格差が産 直 システ ムを成 立 させて い る大 きな要 因で ある。使

用木材 は、金 山町 内の製材 所が製材 した もので あ る。

供給す る住 宅 の特徴 を整 理 したのが表6.3.14で あ る。金山杉 と白壁 を基調 と した外観 の

ほか、 内部 に も板材 を生 か した デザ イ ンが施 されてい る。
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表6.3.14供 給 住 宅 の特 徴(金 山建 築 協 組)

項言＼ ・7.金 山建築協粗システム
モデュール 6尺 真々

構法 通柱4本 、公庫金物使用

屋根勾配' 3～4寸

屋根材料 和瓦(三 州瓦)9

柱 金山杉(4寸 角)

梁 杉(角 もの)

土台 ヒバ(青 森)

公庫のとき注入土台

コストが低いとき米栂、ラク

木材費 工事費の20～25%

石数 0.7㎡/坪

間取り コンパクトでない

外壁 モルタル

基礎 布基礎

人工数 5～55人 工/坪

単価 45～50万 円/坪(東 京価格)'

特徴 金山杉と白壁を基調とした住まい
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6.4地 域 的木造住 宅生 産 システ ム形成 のポ テ ンシャル

実際 に地域 で住 宅生産活 動 に携 わ る地域主 体 の中 に協 同化(ネ ッ トワー ク化)を 図 り、

組織 強化をめ ざす ポテ ンシ ャルがあ る。1987年 の和歌山 県下 の大工 ・工務店 を対象 と した

調査結 果(和 歌 山県木 造住宅振興協議 会 「和歌 山県木造住宅 生産供 給基本計 画等策定調 査

報告書 」1987)か らも潜在 的 なネ ッ トワー ク化指 向 の強 い結 果 が示 され てい る。(図6.4

.1、 図6.4.2)
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図6.4.1協 同化 を 図 りた い業 種 図6,4.2協 同 化 を 図 りた い内 容

(大 工 ・工 務 店 アンケート調 査)(大 工 ・工 務 店 アンケート調 査)

ネ ッ トワー ク形 成 の範 囲 と して大 工 ・工 務 店 同士 の水 平 的 結 合 が 多 い もの の 、製 材 業 ・

木 材 店 、設 計 事 務 所 な ど も高 い割 合 で 挙 げ られ て お り、垂 直 的 な ネ ッ トワー ク形 成 の ポ テ

ン シ ャル は十 分 期 待 で きる。 この よ う な潜 在 的 な ポ テ ン シャ ル を うま く引 き出 し、組 織 形

成 を図 る必 要 が あ る。

この ネ ッ トワー ク組 織 形 成 の潜 在 的 ポ テ ン シ ャル は 、地 域 主 体 の 組 織 規 模 が 小 さい もの、

あ る い は大 きい も ので は低 く、 中間 の もの で 大 きい。 規 模 の 大 き い もの は 、 大 規 模 化 シ ス

テ ム形 成 を め ざす もの とみ られ る。 組 織規 模 が 中 程 度 の層 は 多 く存 在 し、 協 同 化 シ ステ ム

形 成 の潜 在 的 ポ テ ン シ ャル は極 めて 高 く、 か っ 広 範 囲 に存 在 す る(図6 ,4.3)。 現 実 的 に、

複 合 主 体(協 同化 シス テ ム=ネ ッ トワー ク シス テ ム)と して の地 域 的 木 造 住 宅 生 産 供 給 シ

ス テ ム形 成 を め ざす場 合 に は、 組 織 規 模 が 中程 度 の主 体 が 主 な 対象 とな る
。 こ れ を模 式 化

した の が 図6.4.4で あ る。
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図6。4.3協 同 化 ・協 業 化 の 志 向

(大 工 ・工 務 店 アンケート調 査)
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図6.4.4複 合 主 体 形 成 の ポ テ ン シ ャ ル

<参 考 文 献>

1.和 歌 山 県 木造 住 宅 振 興 協 議 会 「和 歌 山 県 木 造 住 宅 生 産 供 給 基 本 計 画 等 策 定 調 査 報 告 書 」

1987

一189一



6.5ま と め

新 しい地域 型木造住 宅生産 の システ ム分 析 の結 果を整理す る と次 の よ うに なる。

(1)「 協 同化 システム」 と 「大規模化 システム」

新 しい地域 型木造住宅生産 システムは、生産 システ ムを構成 す る主体 に着 目す るど 「林

工一貫型」 「材木店協 同型 」 「工務 店協 同型」 「消費者 生協型 」 「大規 模工務店 型」 「デ

ィベ ロ ッパー型」 な どい くっかの タイ プが み られ るが、 その組 織構成原 理か ら2っ の タ イ

プに大別 で きる。

1っ は、地域 の工務 店が内部組織 ・機能 の強化 を図 った 「大 規模 化 シ ステ ム」で あ り、

一 般 に地域 ビルダー と呼ばれ る もので ある。 この システムの特 徴 は、 「規模 の経 済」 を活

用 しよ うとす る点 で あ り、近代化 ・合理化 への取 り組み や外材 の導 入 には積極 的で ある。

もう1っ は、地 域 の住宅生産 に関 わ る工務店、材 木店 、製材 所、 素材生産者 、設計事務

所 な どが複合 的 に結合 した 「協 同化 シ ステム」 であ る。 これ に は 「林工一貫型 」 「木材店

協 同型」 「工 務店 協同型」 「消費者生 協型」 な ど多様な形態 が存在 す る。 この システムは、

「規模 の経済 」 よ りも、各主体 間の垂 直的統合(ネ ッ トワー ク形成)に よ る 「範 囲の経済」

を活用 しよ うとす る ものである。

実在す る 「協同化 システム」 は、統 合度 と自律姓 の多様 なバ リエー ションのなかで 、統

合 のメ リッ トが発 揮 で きる程度 に統 合度が高 く、 かっ システムが硬 直化 しない程度 に要素

主体 の 自律性 も高 い組織関係 をつ くり出 してい る。 環境変化 へ の適 合性 な どの観 点か ら効

率的 で安定性 の高 い システ ム形態 の1つ であ るとい える。

(2)「 協 同化 システ ム」の特 徴

「協 同化 システム」 と しての地域型木造 住宅生 産 システ ムの特徴 を整理 す る と次 のよ う

に整理 で きる。

① システムの規模 が余 り大 き くない こと、せいぜ い年 間住宅供給 棟数 が100棟 程度 であ る。

② システムを構成す る要素 主体 の組織規模 は、中規模 であ る こと。零細 な規模 の場合 、協

同化 システ ムを組織 しようとす るポテ ンシャルが低 く、 また大規模 の場 合、協 同化 に よ ら

ない独 自の組 織化 を図 るのが一般 的で あ る。 それぞ れの地域 で 活発 な活動 を行 い、一 定 の

実績 を挙 げて いる主体 が対応す る。

③ 要素主体 の活動 は・ システム形成 にあた って独 自の活動 を許 容す る自律性 の高 い ものに

すべ きであ る。 その方 が システ ム形 成 の障壁 が低 く、各 構成 要 素主体 の 自律性 の高 さが環
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境 変 化 へ の シ ス テ ムの 適 合 力 を 高 め ・ 安 定 的 な シス テ ム とな る。

④ 「協 同 化 シ ステ ム」 は異 業 種 の緩 や か な 結 合 で あ る。 した が って 、 シ ステ ム を 形成 し、

システ ム と して の 統 合 度 を 高 く維 持 して い くた め に は優 秀 な リー ダ ー と リー ダ ー シ ップ が

必 要 で あ る。 シス テ ム全 体 の活 動 目標 を明 確 に捉 え 、 要 素 主 体 の活 動 状 況 を 把 握 し、 シ ス

テ ムを 運 営 で きる リー ダ ー が 必 要 で あ る。

⑤ 全 て の構 成 要 素 主 体 に メ リ ッ トが あ り、 そ れ ぞれ の要 素 主 体 が納 得 の い く仕 組 みで あ る

こと。 一 部 の要 素 主 体 に の み メ リ ッ トや負 担 が 集 中 す る仕 組 み で は長 続 き しな い。 シ ス テ

ム と して の 活 動 に つ い て 要 素 主 体 が 納 得 して い る こ とが重 要 で あ る。 そ の た め に は要 素 主

体 間の コ ミニ ー ケ ー シ ョ ンが大 切 で あ る。
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第3部 地域型木造住宅生産 の システム設計

章　第

章　第

章　第

地 域型木 造住 宅生 産の システム設計

木造住宅設計 システムの システム設計

「地域住 宅建築家 」の提起





第3部 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 の シ ス テ ム 設 計

第3部 の 「地 域型木造 住宅生産 の システム設計」 は、3章 か らな り、第2部 の地域 の住

宅生産 システ ムの抱 え る問題点 や、先 進事例 と しての地域型住 宅生 産 システムの システム

分析 を基 に、地域型住 宅生産 システム の システ ム設 計を行 って い る。

第7章 で は、演繹 的 な システム設計 に手法 と しての ワー クデザ イ ンの手法 を援用 しっっ

も、帰納 的な システム設計 の手法で あ る システ ム分 析的 な視点 を加 味 した地域型住宅生 産

システムの設 計手 順 を示 す と共 に、そ の手順 に基づ いて典型2地 域 にお いて林産地域型 の

地域型住宅生産 システ ムの システム設計 を行 って いる。

第8章 で は、特 に今後 の地域型住 宅生産 システム形成上で重要 な設計 プロセ スに着 目 し

て、設計事 務所 と大工 ・工務店 の連 携 に よる地域型住宅設計 システムの システム設計 を行

っている。

第9章 で は地 域型住 宅生産 システムの中で中心的 な役割 を期 待 され る 「地域住宅建築 家」

ともい うべ き地 域 に根 ざ した住 宅建築 家、設計事務所 の機能 を示 し、現実 の建築士事務 所

の 「地域住宅 建築家 」 への志 向性、可 能性 を論 じて いる。
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第7章 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 シ ス テ ム の 設 計

は じめ に

第2部 の地域 の住宅生産 システムの抱 え る問題点 や、地域 型住宅生産 システムと考 え ら

れる事例の システム分析 を もとに、地域型 住宅生産 シス テムの システム設計 を行 う。演繹

的なシステム設計 に手法 と しての ワー クデザ イ ンの手法 を援用 しっつ も、帰納的 な システ

ム設計 の手法 であ る システム分析 的 な視点 を加 味 した地域型住 宅生産 システムの設計手 順

を示す と共 に、そ の手 順 に基 づいて典 型2地 域 において林産地 域型 の地域型住宅生産 シス

テムの システ ム設計 を行 う。

7.1地 域 型木造住 宅生産 システムの システム設計方法

7.1.1研 究 の 目 的 ・方 法

(1)研 究 の 目的

本 研 究 の特 徴 の一 っ は、 これ まで の住 宅 生産 に関 わ る実 態 把 握研 究 か ら一 歩 踏 み込 ん で、

地域 型 の住 宅 生 産 シ ス テ ム を提 案 ・構 想 す る こ とを 目指 して い る こ とで あ る。

第6章 で は 、 地 域 型 木 造 住 宅 生 産 シ ステ ム と考 え られ る事 例 の シス テ ム分 析 を 行 い 、 こ

れ らの シス テ ムが 、 流 通 経 路 の短 縮 、 地 域 ニー ズの 把 握 と設 計 の充 実 、地 場 産 材 の利 用 、

地域 技 能 の活 用 な ど、 シス テ ム が お か れ て い る地 域 環 境 条 件 の もとで 合理 化 や市 場 適 合 を

図 って い る こ とを 明 らか に して い る。 こ こで は、 地 域 型 住 宅 生 産 シス テ ムの シス テ ム分 析

の結 果 を踏 ま えた うえ で 、 地 域 型 木 造 住 宅 生産 シス テ ム の シ ス テ ム設 計 を行 う。

(2)シ ス テ ム設 計 方 法 の検 討

シス テ ム分 析 と シ ス テ ム設 計 は、 方 法論 的 に は全 く別 の もの で あ る。 シ ステ ム分 析 は現

存 す る シス テ ム の構 造 や 行 動 の仕 方 を 明 らか に して 、 そ の特 徴 や法 則 性 を解 明す る もの で

あ る。 シス テ ムの 設 計 と は 、現 存 して い な い シス テ ム を創 り出 して い く こ とで 、 もち ろ ん、

既 存 の シス テ ムの 見 直 しや 改 善 ・改 造 も こ の中 に含 ま れ る。

シス テ ム設 計 の 方 法 に は2つ あ り、 ① シ ス テ ム設 計 に あ た って現 実 の シ ス テ ムの分 析 を

行 い 、 そ れ に基 づ い て シ ス テ ム の改 善 を行 う、 とい った帰 納 的(問 題 解 決 型)な アプ ロ ー

チ(注1>と 、② まず 、 シ ステ ムが 目 標 とす べ き機 能 を 明 らか に し、 そ れ に基 づ いて 理 想
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シ ス テ ムを 設 計 し、 そ れ を もと に現 実 に即 応 した 推 奨 シ ス テ ム の 提 案 を す る、 とい っ た 演

繹 的 ア プ ロー チ が あ る。 改 善 を必 要 とす る シス テ ム だ けで な く、 問 題 な く進 め られ て い る

シ ス テ ム に対 して も一 層 改 良 した り、 現 在 まだ 存 在 しな い シ ス テ ム を設 計 した りす る こ と

が で き る のが 特 徴 で あ る。

演 繹 的 な シ ス テ ム設 計 の手 法 の 代 表 的 な もの と して は ・ ナ ドラー に よ って提 案 され た 「

ワ ー ク ・デ ザ イ ン」 の手 法 が挙 げ られ る。 「ワー ク ・デ ザ イ ン」 と は、 シ ステ ム設 計 を前

述 の演 繹 的 ア プ ロ ー チ にた って 行 う も ので 、 ① まず 「理 想 シ ス テ ム 」 と して設 計 対 象 とす

る シ ステ ム の 目的(機 能)を 明 らか に し、 ② そ の シ ス テ ムの境 界 条 件(範 囲)を 明 らか に

し、③ シス テ ム が成 り立 って い る コ ン ポ ー ネ ン トを 明 らか に し、 ④ 最 後 に シ ステ ムの 内 容

を決 定 す る と い う手順 を取 る とい う も の で あ る。 そ の後 、 この 考 え 方 を も とに しっ っ 、吉

谷 龍 一 に よ って独 自の 改 善 が行 わ れ て い る。

地域 型 住 宅 生 産 供 給 シス テ ム を設 計 す る にあ た っ て 、 こ こで は 「ワー ク ・デ ザ イ ン」 の

考 え 方 を援 用 しっ っ も、 ま ず 、現 存 す る住 宅生 産 シ ステ ム分 析 を行 って 現 在 の状 況 を 構 造

的 に理 解 した 上 で 、 シ ステ ム設 計 を 試 み る と い う方 法 を と る。 シス テ ム設 計 の機 能 的 ア プ

ロー チ と演 繹 的 ア プ ロー チ を組 み合 わ せ た 考 え 方 で あ る。 これ は、 地 域 型 住 宅生 産 シス テ

ムが 、多 様 な 地 域 特 性 を も った 地 域 毎 に、 それ ぞれ 地 域 に適 合 した シ ス テ ム設 計 が 必 要 と

され る こ と に よ る もの で あ る。 そ の た め に、 そ れ ぞ れ の地 域 特 性 の 分 析 、 地 域 資 源 な ど の

環 境 条 件 を把 握 した上 で の シス テ ム設 計 が 大 事 に な るか らで あ る。 と りわ け 、 以 下 で 展 開

す る ネ ッ トワ ー ク組 織 と して の地 域 型 住 宅 生 産 シ ス テ ム の場 合 、 地 域 産 出材 や地 域 の住 宅

生 産 者 な ど地 域 資 源制 約 と の関 係 が 強 く、 地 域 条 件 の 把 握 ・分 析 が 重 要 な要 件 に な る。

「ワー ク ・デザ イ ン」 に よ る シス テ ム設 計 の手 順 は図7.1.1で あ る。

(注1)問 題 解決型 の システム改良 の現状 一機能 的 アプ ローチ

現在 まで一般 に、住 宅生 産 システム の改善 と して議論 ・提案 され て きた のは、例 えば大

工 ・工務店 業界、木材業 界、個別 の専 門工事業 界(瓦 工事業 ・左官工事 業 ・建具工事 業 な

ど)の それぞ れの業 界の諸 問題 を水平 的協 同化 によ って解決 しよ うとす る ものが中心 で あ

った。具体 的 には、 「共 同受注」 「共 同購入」 「債 務保証 」 とい った内容 に終始 して いた。

通産省 ・林野 庁系 の補助事 業 もこれ を前提 に進 め られ て きた。 この ような現状改良 的 な シ

ステム設計 で は、地域型住 宅生 産 システムの設計 は不十分 で あ る。

(参 考)建 設 業協同組 合研 究会 「建設 業協 同組 合 に実務 の手 引 」大 成出版社1977
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(第1手 順)

(第2手 順)

(第3手 順)

(第4手 順)

(第5手 順)

(第6手 順)

定設の㈲旧能機

発開の私滞想理

査周集収報情

発開の案ム紆シ能可行実

択選の払以奨推

定規細詳のム"シ奨推

図7.1,1「 ワー ク ・デ ザ イ ン」 に よ る シス テ ム設 計 の一 般 的手 順

(出 典:酒 井 重 恭 「シス テ ム構造 の設 計 」共 立 出 版)

7.1.2地 域 型 木 造 住 宅 生 産 シ ス テ ム設 計 の 手順

「ワー ク ・デザ イ ン 」の手法 を援用 して、地域型木造住 宅生産 システム設計 の手順 を検

討す る。 まず 、 システ ムが 目標 とすべ き機能 を明 らか に し、 それ に基づ いて理想 システ ム

を設計 し、 その上で現実 に対応 した推 奨 システ ムの提案 をす る、 とい った演繹 的 アプ ロー

チを とる。設計手 順 は次 の よ うにな る。

(第1手 順)機 能(目 的)の 設定:

設計 す る システ ムの機能 は、地 域型木造 住宅生産 で あ る。 システムの設計 条件 と し

て 、地 域 型木造住 宅生 産 システ ムの基本 的条件 を与 える。第2章 第6節 で 「住宅生産
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システムが地域 に根 ざすべ き論拠 」 と して取 り上 げた3点 に基 づいて、 「地域型 木造

住宅生産 システム」の基本条件 を、① 地域 資源 の活用 、② 地 域 ニー ズへ の適合 、③ 生

産 システムと しての合理 性 、の3点 にす る。

①地域 資源 の活用

第1の 条件 は、地 域資源 の活 用で あ り、そ れはす なわ ち、地域主体 の活 用(地 域

主体 の ネ ッ トワー クの形成 、地 域労働力 ・地 域技能 の活 用)と 地域産 出材 の活用 で

ある。

② 地域 ニー ズへの適合

第2の 条件 は、地 域居 住者 の多様 なニー ズに適 合 した住宅 の供給 で ある。その た

めには、設計力、生活提 案力 の強化 を図 る必要 があ る。 具体的 には、設計専門 スタ

ッフの充実で あ るとか、設計事務所 との ネ ッ トワー ク形成 な どが考 え られ る。

③ 生産 システム として の合理性

最後 の条件 は、住 宅生 産 システムと しての合理性 を もつ ことで、必要 な合理化 ・

近代化 を図 り適正 な価 格で住宅生産 を行 う必要が ある。 このため には、 「規模 の経

済性 」 の導入 を図 ることは基 よ り、地域主体 と して のネ ッ トワー クを形成 し 「範 囲

の経済 」 の活用 を図 ることが重要 であ る。

ただ し、③ の条件 は、理想 システム設計で は前提条件 と して組 み込 まれ る。① の

条件 であ る地域 資源 との関係か ら、木造住宅生産 システ ムを扱 う。

(第2手 順)理 想 システムの開発:

目的 とす る機能、条件 を満 たす理想 システム形態 と して 、地域 の住 宅生産主体 の複

合主体(ネ ッ トワー ク組織)を お く。

第6章 の先 進的 な地域型住宅生 産 システムの システ ム分 析 を通 じて、地域型木造 住

宅生産 システ ムは2っ のタイプに大別で きた。1っ は、地 域の工務店 が内部組織 ・機

能 の強化 を図 った 「大 規模化 システム」で ある。 この シス テムの特徴 は、 「規模 の経

済」 を活 用 しよ うとす る点で あ り、近 代化 ・合理化 への取 り組 みや外材 の導入 には積

極 的で あ る。 もう1っ は、地域 の住宅生産 に関 わ る工 務店 、材木店、製 材所 、素 材生

産者 、設計事 務所 な どが複 合的 に結 合 した 「協 同化 システ ム」で あ る。 これ には 「林

工一貫型 」 「木材 店協 同型 」 「工務店 協同型」 「消費 者生協型 」 な ど多 様 な形態 が存

在 す る。 この システムは、 「規 模 の経 済」 よ りも、各 主体 間の垂 直的統 合(ネ ッ トワ

ー ク形成)に よる 「範囲 の経済1を 活 用 しよ うとす るもの であ る
。 「協 同化 システム」
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は・統合 度 と自律性 の多様 なバ リエー シ ョンの なかで、統 合の メ リッ トが発揮 で き る

程度 に統 合度 が高 く・ かっ システ ムが硬直化 しない程度 に要素 主体 の自律性 も高 い組

織 関係 をつ くり出 して いる・環 境変化 へ の適 合性 な どの観 点 か ら効 率的で安定性 の高

い システ ム形態 の1っ で あ るといえ る。

また、 地域型木造住 宅生産 シス テム設計 の基 本条件で あ る 「地域 資源 の活 用」 とい

う視点 に立て ば、 「協 同化 システ ム」が よ り有効 に機能 し うる。

これ まで の検討結 果か ら、地 域 の住 宅生産関連主 体 によ る複 合主体(ネ ッ トワー ク

組織)・ す なわち 「協 同化 システ ム」が、様 々な地域特 性 を もっ地域環 境 に適合 した

地 域型 木造 住宅生産 システムを形成す る上で有力 な手段 で ある ことが明 らかで あ る。

そ こで、 「協同化 システム」 と しての地域 型木造住宅生産 システム設計 を以 下で展 開

す る。

第6章 の システ ム分 析 を踏 まえ て、 「協 同化 システム」 と しての地域型木造住 宅生

産 システムを規定 す る基本条件 を挙 げ る。

① システムの規模 は余 り大 きく設 定せず、 せいぜ い年間住 宅供給棟数 が100棟 程度 と

す る。

② システムを構成す る要素主体 の組織規模 は、中規 模 とす る。

③要素 主体 の活動 は、 システム形 成 にあた って独 自の活動 を許容す る自律性 の高 い も

のにす る。 その方 が システ ム形 成 の障壁 が低 く、各構成要素主体 の自律性 の高 さが

環境 変化 へ の システムの適合 力 を高 め、 安定的な システム とな る。

④ 「協 同化 システ ム」 は異業種 の緩 やかな結 合であ る。 したが って、 システム全 体 の

活動 目標 を明確 に捉 え、要素主 体 の活動状況 を把 握 し、 システムを運 営で きる リー

ダー が必要 で あ る。

⑤ すべ て の構成 要素主体 にメ リッ トが あ り、 それぞれの要素主体 が納得 のい く仕組 み

とす る。 システム と して の活動 につ いて要素主体 が納 得 してい ることが重要で あ る。

その た めには要 素主体 間 の コ ミニュケー ションが大切 で あ る。

設計 す るネ ッ トワー ク組織 と して の 「地域型住 宅生 産 システム」 に汎用性 を もた

せ るた めに、特 定 の地域 を対象 とす るのではな く、多様 な地 域環 境条件 に対応す る

多様 な理想 システムの可能性 につ いて、複 合主体(ネ ッ トワー ク組織)と して の地

域 型住 宅生産 システムのバ リエー ションの形 で複 合主体 基本 メニ ューを提示す る。

(第3手 順)情 報 収集 ・調査:
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実 際 に システム設計 を行 う地域 を対象 と して 、地域 の住 宅需給動 向、地域 資源 の産

出状況 、地域産業 の活 動状況 な どの地域 特性、す なわ ち システム設計 上 の環 境条件 を

把 握す る。

(第4手 順)実 行 可能 システム案 の開発:

第3手 順で明 らか に された環 境条件 を基 に、対象 地域 で 成立可能 な複合主 体(ネ ッ

トワー ク組織)の 案 を提示 す る。

(第5手 順)推 奨 システムの選 択:

第4手 順 で提示 されたい くっ かの代替案 の中か ら、構成 要素主体 の能力 ・意欲 を踏

まえて推奨 システムを選択す る。

(第6手 順)推 奨 システムの詳細規定:

住宅生 産 プ ロセ スに したが って、サ ブ システム毎 に システムを詳細 に設計 す る。

(2>地 域型 木造住宅生産 システム設計 の枠組 み

「ワー ク ・デ ザ イ ン 」の手 順 を 「協 同化 シ ス テ ム」 と して の シ ス テ ム設 計 にあ て は め て

対 応 させ た もの が表7.1.1で あ る。

表7.1.1ワ ー クデ ザ イ ン手 法 と地 域 型 住 宅生 産 シス テ ム設 計 との 対 応

1

手順 一 般 シス テ ムの設 計 手 順 地域型木造住 宅生産供給 システム
の設計手順

.

1 機能(目 的)の 設定 地域型木造住宅生産供給 システムの
基本条件 として設定

2 理想 システムの開発 複 合主 体 のバ リエー シ ョン と して 提示

(1)

3 情報収拾 ・調査 地域資源 ・状況 の把握(2)

地域の住宅生産 の問題点 の把握(3)
地域の住宅市場の需要量 、質(6)

4 実行 可能 システム案 の開発 形成可能な複 合主体 のパ ター ン(4)

5 推奨 システムの選択 構成要素主体 の機能 、生産 能力(5)
複合主体の規 模(7)

対象市場圏域(8)
構成要素主体 の自律性(9)

6 推奨 システムの詳細規 定 詳細 シ ステ ム の設計(10)

推奨 シ ステ ム の提示(11)
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7.1.3地 域型木 造住 宅生 産 システム設 計 のプ ロセ ス

地域型木造 住宅生産 システム設計 のプ ロセスを示 す と図7.1,2の よ うにな る。次 に、 そ

の手順 を詳細 に提示 す る。

①複合主体形 成基本 メニュー

・複合主体(ネ ッ トワー ク組織)と して設計す る。

・複合主体 の基本構成 は、(a)複 合 主体 を形成す る構成要素 主体 の範 囲 と、(b)そ の構成 要

素主体間 のつ なが りの強 さに規 定 され る。

・構成要素主 体 の範 囲 は、大工 ・工務 店な ど施工組織 のみの協 同化(施 工者協 同)と い っ

た構成要素 の業種 の広 が りが狭 い ものか ら、原木生産 に関わ る林 家か ら施工組織 に いた

る異業種 の複合 的結合(林 工 一貫)と い った広範 囲にわた る もの まで多様 な展開 があ る。

・ここでは、形成 可能 な多様な複合主 体 のパター ンを基本 メニ ュー と して提示す る。

図7.1.3は 、 「林工一貫 」 「製材 施工一貫」 「流通施 工一 貫」 「設計 施工 一貫」 とい っ

た複合主 体 の結 び付 きの範囲 とその結 び付 きの強 さに よる組合 せ としてい くっか のパ タ

ー ンを示 してい る。

・構成要素 主体 の範 囲 は、複合主体 が位置 す る環境 条件 によ って規 定 され る。構成要素 主

体 の範囲 は、複 合主 体が おかれ る地域 の環境 条件 に規 定 され る。

・ 「理想 システムを どこに設定 す るか 」 にっいては、各地の地域特 性を活か した 「協 同化

システム」 と して の ネ ッ トワー ク組織 による地域 型住宅生 産 システムの場 合、地域 の現

状 、す なわ ち地域 資源 の制約 との関係 が強 い。 ナ ドラーが システム設計 の対象 として取

り上 げた対 象 自体 が 「帳票 システム」 とい った小 さい枠組 みの もので あ り、か っ、 シ ス

テム設計 とそ の実現 を行 う主体 が大 規模 システムであ った。 この よ うな場合 は、資源制

約 を特 に意 識 しないで システ ム設計 を行 うことが可能 であ る。 しか し、 とりわけ、小規

模地域主体 のネ ッ トワー ク組 織 の場 合 は、現存 資源 が どの程 度存在 し、 その有効 活用 が

どの程度 可能 か、 な どの検討 が重要 で あ る。

・地域 の環境 条件 と、 そ こで成 立可能 な複合主体 の関係 を整理す る(図7.1.4)。

林産地域 、製材 地域、都 市地域 な どそれぞれの地 域特性 に対 応 した複合主体が考 え られ

る。

・構成要素 主体 の範囲毎 の具体 的なバ リエー シ ョンを例示 した のが図7.1.5で あ る。

バ リエ_シ ョンには、単 に構成要素 間の結 び付 きを強 化 した ものか ら、設計機能強 化 を

図 った もの、営業機 能 の強化 を図 った もの、施工機能 の強化 を図 った ものな ど組織 形成
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1.複 合主体形成

基本メニュー

2.地 域資源 ・状況の把握
・地域産材の産出状況
・地域住宅生産関連主体 ・

業界の状況

3.地 域の住宅生産の問題点

(シ ステム改善の必要性〉
・ニーズとの適合
・住宅生産システムとして

の合理性

4.形 成可能な複合主体のバ ターン
・システムの機能領域
・システムとしての結びつきの強 さ

(シ ステムの統合度)

5.構 成要素主休

の機能、生産能力

6,地 域の住宅市場の

需要量、質

7.複 合主体の規模 8.対 象市場圏域

9.携 成要素主体の自律性

10.詳 細システムの設計
・組織的改善
・技術的改善

11.推 奨 システムの提示

図7.1.1シ ス テ ム設 計 の プ ロ セ ス
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の目的 によ って異 な った結 び付 き方 が あ る。 また ・複 合主体 の成 立す る地域 に よって、

既存 の住 宅生産 関連主体 の機能分担 も異 な り、 それに よって 、 この図 には表現 しきれ な

い多様 なバ リエー ションが成 立す る。

・構成要素 主体 間のっ なが りの強 さ(複 合主体 と して の統 合度)に ついて は
、一時 的限定

的な ものか ら(統 合度低 い)、 継続 的広範 な もの(統 合度高 い)ま で、い くっか の レベ

ルがあ る。 また、 そ れぞれの レベル の もつ複 合主体 形成上 の特徴 もある。 どの レベ ル に

設定 す るか は・現 在 まで に培 われ て いる構成要素主体 間のっ なが りや、構成要素主 体 の

複合主体 を形成 しよ うとい う意欲 に関わ って いる。

②地域 資源 ・状況 の把 握

・複 合主体 の設計 を行 う対象地 域 の特 性(シ ステムの環境条件)を 把握 す る。

・まず 、構成 要素主体 とな り うる住宅 生産 関連 の地 域主体 の状 況、 および住 宅生産 に活 用

可能 な地域 資源 の産 出状況 ・今後 の産出可能性 を さ ぐる。

・特 に、複合 主体形成 のポ テ ンシャルや複 合主 体を形成す る場 合の核 とな りうる組織 の有

無 な どの情 報把握 が重要 であ る。

③地域 の住 宅生産 の問題点 の把 握

・現状 の地域 の住 宅生産主 体の活動 とそ の主体が対 象 と して い る住 宅市場 との対応 関係 ・

問題点 を明 らか にす る。例 えば、 ニー ズとの不適 合、住宅生 産 システム として の合理 性

の欠如 、な ど。

④対象地域 で形成 しうる複 合主 体のパ ター ン

・②③ で得 られ る地域 環境条件 を基 に、基 本 メニューの中か ら対象 地域 で形成可能 な複 合

主体 の構成(構 成要 素主体 の範 囲 とそのつなが りの強 さの程度 のパ ター ン)を 設定 す る。

1つ のパ ター ンだけで な く、い くつ かの代替 可能な案 を提示 す る。複合主体 のバ リエー

ションを例 示的 に示 した のが図7.1.5、 表7.1,2で ある。

・現実 には、対象 とな る地域 ですで に協同組合 などの形で複合 主体が存在 した り、あ るい

はそ の様 な動 きがあ る場合 に は、 その構 成要素主体 を基 に設 定す る。

⑤ 構成 要素主 体 の生産 能力

・地域 状況 を踏 まえて、複合主体 を構成 す る構成要素主 体の規 模 を予定 す る。

・予定 した構 成要素主 体 の現在 の機 能 ・生 産能力(例 えば、素材生産能 力、製材能 力、設

計能 力、施 工能 力、工事管理能 力 な ど)、 および将 来の機能 ・生産能 力を把握、あ るい

は設 定す る。
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・具体 的な形 で対象 とす る システムの原型 とな る ものがあれば、 そ の構成要素 主体 を調 査

す る。原型 とな るものが ない場 合 には、複 合主体 を形成 しよ うとす るポテ ンシャルの高

い主体(複 合主体 の核 になる主体)を 調査 し、そ の条件 ・情報 を基 に設定 す る。

⑥ 地域 の住 宅市場 の需 要量 ・質

・複合主体 の立地 す る地域 あるいはそ の周辺地域 におけ る住 宅需要 の内容 と量 を把握 す る。

・複合 主体 が生産供給 しよ うと して い る住 宅の需要量 が把握 で きると好 ま しい。

今までの実績 な どを基 に推計す る。

⑦ システム(複 合 主体)の 規模

・⑥ で設定 された複合主体構成要素 主体 の生産能 力 の関係 か ら、複 合主 体 と して の機 能 ・

実現 可能 な生産 能力(最 適規模 、最大規模)を 設定す る。生 産規模 と対象 市場 圏域 には

対応 関係 が存在 す るため、複合主 体 の生産規模 は⑧ の対象市 場圏域 と関係 づ けなが ら設

定す る必 要 があ る。

⑧対象 市場圏域

・⑥ で把握 された複合主体 としての住宅需要量 と⑦ で設定 され る複合主体 と して の住 宅生

産規 模 との関係 か ら、複合主体 の対象市場 圏域 を設定す る。 これ らには相互 関係 が存 在

す るため に⑦⑧ の設定 にっいては互 いに フィー ドバ ック しなが ら決 め る必 要が ある。

・例 え ば、対象 とす る市場 圏域 が 日帰 り施工 圏域 よ り広 い場 合 には、 泊 り込 み型 の施工 体

制や広範囲型 の営業体制 を とる必 要 があ る。

⑨ 構成 要素主 体の 自律性

・設定 され た複 合主体 の生産規模 ・対象市場 圏域を基 に構成 要素主体 の活動 条件 を設 定す

る。構成要素主 体 の組織改善 の必 要性、構成要 素主体 の活動 の自律性 の程 度.構 成要 素

主体 の拡充 の必 要性、 を示す。 図7.1.6は 、複 合主体 の規模 と構成要 素主体 の自律性 の

関係 を模式 的 に示 した ものであ る。構成要素主 体 の生産能 力 を一定 に した ままで、複合

主体 の住宅生産 規模が大 きくな ると、構成要素 主体 の 自律性 は低 くな り、専属化 が図 ら

れ る。

⑩ 詳細 システ ムの設計

・⑦⑧⑨ で示 された構成要素主体 の条件 ・課題 を基 に
、具体 的 な組 織上 のあ るい は技術 上

の対応策 を示す。

・営業体制 、設計 体制、施工体制 、工事管 理体制、維持 管理体 制な どについて組 織 的対 応、

対応方法 が示 され る。
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システムのっながりの強さ
`複 合三ヒ体としての統合度)

1,な い 2.弱 い 3.強 い 弼拷

シ 1. ・林産地域で成立

ス 原木生産………施工 ・森林組合などの協力

テ ・流通カット

ム

の 2. ・製材業の盛んな地域

カ 製牛オ………施工 ・林産地域に近い

バ ・流通カツト

3. ・非林産地域

る 木桐流通………施工 ・豊富な品揃え

機 低価恪良品質
能
の 4, ・大工 ・工務店と設計事

範 設試ト・・… … 施 工 鵬所の協力関係で成立
囲 ・都市部で成立

5, ・大工 一工務店のみの

施工 協業化

ー
・システムの効果少ない

備考 ・シ ス テ ム と ・`醐 形態 ・シ ステ ム と

してのまとま ・シ ス テム と してのまとま

りがない してのまとま りが必要
・設 立 、迎 酋 りが弱い、質 ・設 立 、運 筥
が容易 任体制が不明 には困難を伴
・シ ス テ ム と 確 う

しての効果薄 ・事業がうま ・シス テ ム と

い く展悶しない しての馴 壬ス

と休眠状態に タッフ、施設
なる が必嬰
・設 立 、運 當 ・シス テ ム と

は比較的容易 しての効果大
・事業に展開 きい

力が無い
・日常取引関 ・任意組合 ・株式会社

係の強化 卒業協同組
合

図7.1.2複 合 主 体 の 基 本 パ タ ー ン

地域産業の立地

林産地域 襲材地域 非林産地域

地
域
の
住
宅
市
場

小規模市場
産直・キット売 り
小規模地域密着
小規模林工一貫

製材施工一貢
地域密着

工務店共同

大規模市場
大規模林工一貰 製材施工一貢 設計施工一貰

流通施工一貢

備
考

林工一貢
キット売 り

流通カッ ト
ブラン ド化木材

豊富な品揃え
低価格良品質木材
提供
外材あり

多様なニーズ
生産合理化
消黄者保護

図7.1.3地 域 特 性 別 形 成 可 能 な 複 合 主 体 のパ タ ー ン
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①既存 の地 域住 宅生産主体

・都市 部の大工 ・工務店

(大工システム) (小規模工携店システム)(中 ・大燭摸工務店シZヲの

Q
暫

(設計 施工分舘型システム)

・林産地域 の大工 ・工務店

(島根県) (岐草県)

② 複 合 主 体 の バ リエ ー シ ョ ン

員

ー

工休

2,

覗財施工

一買

3.

凝通 施工

一 貰

4.

設 昌1施工

一員

連1蔑強1ヒ

誰

'

野

言 羅歴匡血巨弓螢1ヒ 9疑罰楓爵を弓壁1ヒ

def

G

A

B

'
def

G

寧
㊤ef)

6

B

def

G

幽

㌍ r

工墳ブレカツト導人

鶴
⑪

『
図7.L5複 合 主 体 の バ リエ ー シ ョ ン
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表7.1.2複 合 主 体 形 成 の バ リ エ ー シ ョ ン

(1)複 合 主 体 の バ リエ ー シ ョ ン形 成 の要 素

・複 合 主 体 の 統 合 度 に は さ ま ざ ま の レ ベ ル が あ る
。 統 一 体(強)、 同 盟 体(中)、

協 働 体(弱)で あ る。 これ ら の組 合 せ が 可 能 で あ る。

・要 素 主 体 の 自律 性 に は さ ま ざ ま の レベ ル が あ る
。 可換 体(強)、 通 過 体(中)、

依 存 体(弱)で あ る。 これ らの 組 合 せ が 可 能 で あ る。

・こ こで は 複 合 主 体 の統 合 度 、 構 成 要 素 主 体 の 自律 性 に っ い て現 実 的 に は さ ま ざ

ま の レベ ル の 組 合 せ が 可 能 で あ る こ と を認 識 した 上 で 、 バ リエ ー シ ョ ンの 表 示

に っ い て は こ れ ら レベ ル の 違 い を 省 略 して っ な が り関 係 の あ る か ど うか に っ い

て の み 表 現 す る に と ど め る。

・複 合 主 体 形 成 の 前 提 に な る既 存 の 地 域 主 体 の 機 能 分 担 ・機 能 の レベ ル につ い て

さ ま ざ ま の バ リエ ー シ ョ ンが あ る。

・実 存 す る 地 域 主 体 の 保 持 して い る機 能 の バ リエ ー シ ョ ン に っ い て 具 体 的 な 展 開

は 、 個 別 の シ ス テ ム設 計 に委 ね る と して 、 こ こで は 地 域 主 体 の 保 有 機 能 は一 般

的 な もの で 代 表 して バ リエ ー シ ョ ン を表 現 す る。

・実 際 の複 合 主 体 形 成 に は 、 既 存 の 主 体 の 連 携 に よ る もの と、 新 しい機 能 を 持 っ

た 主 体 の 新 設 に よ る も の と、 既 存 の 主 体 に新 しい 機 能 を 付 加 した り強 化 した り

す る もの と い くっ か の 選 択 が あ る が 、 こ こ で は形 成 さ れ た 主 体 の 結 果 だ け が 示

さ れ る。

(2)複 合 主 体 の バ リエー シ ョン表 現 の ため の住 宅 生産 基本 機 能 の表示

住 宅生 産 にっ い て の基 本機 能 と して 、原 木生産 、 製材 、木 材 流通 、設 計 、加 工、

組 立、 営 業 の7機 能 を取 り上 げ る。 そ の うちい くっ か にっ いて は、機 能実 施 形

態 によ って 区分 した表 示 を行 う。 具体 的 に は以 下 の通 りで あ る。

A:素 材 生 産E:加 工(工 場 プ レ カ ッ ト導 入)

B:製 材f:組 立

C:木 材 流 通g:営 業(営 業 専 門 ス タ ッ フ未 分 化)

d:設 計(設 計 専 門 ス タ ッ フ未 分 化G:営 業(営 業 専 門 ス タ ッ フ存 在)

D:設 計(設 計 専 門 ス タ ッ フ存 在)(H:検 査)

e:加 工(工 場 プ レ カ ッ ト未 導 入)
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(3)複 合 主体 と して カバ ーす る住 宅 生産 機能 の範 囲 別 の機能 分 担 関係 の特徴

林 工一 貫 システ ムか ら設計 施工 一 貫 システ ムにわ た る複 合主 体 の カバー す る機

能 領域 の違 い に基 づい て、 システ ム構成 上 の機 能 分担 の特徴 につ い て整理 す る。

(1)林 工 一 貫 シ ス テ ム

連携強化 営業機能強化 設計機能強化 工 場 ル ヵット導 入

野
B・

公

早 $野
穴

早
e

懇
⑪ 一⑭ 一①

◎

@'ef)

6 審eO 勲D

①設計機能強化

②営業機能強化

d→D:設 計事 務所 との提 携

:設 計 事 務所 の新 設

:設 計 事 務所 以外 の設 計機 能 を持 っ 主体 と提携

(百 貨店 、 デ ィベ ロ ッパー な ど)

:設 計 事務 所 以外 の設 計 機 能 を持 っ主 体 の新 設

(住 宅販 売会 社 な ど)

:内 部 設計 能 力 の向上

g→G:営 業 機能 を持 っ組 織 と提携

(百 貨 店 、 デ ィベ ロ ッパー な ど)

:営 業機 能 を持 っ組 織 を新設

(共 同受 注窓 口、住 宅 販売 会社 な ど)

:内 部営 業 能力 の向上

③ 流 通機 能 カ ッ トC→

④製材機能内部化

⑤加工機能向上

→B:製 材 業 との提携

:製 材 機 能 を持 っ組織 の新 設

:内 部 製材 部 門 の新設

e→E:プ レ カ ッ ト工 場 と提 携

:プ レ カ ッ ト工 場 の 新 設

:内 部 プ レ カ ッ ト工 場 を 新 設

⑥原木生産機能内部化

→A:原 木生 産 組織 と提 携(林 家
、 森林 組 合 な ど)

⑦ 施 工機 能 内部 化 →e、f:施 工 組 織 と提携(工 務店 、 大工 組 合 な ど)
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(2)製 材 施 工 一 貫 シ ス テ ム

連携強化 営業機能強化 設計機能強化 工場アレ加噂 入一一

B B

def

G

B

def

G、

B

Def

G

B

Def

,

け駄
def

9

①設計機能強化

②営業機能強化

d→D:設 計事 務 所 との提 携

=設 計事 務 所 の新設

:設 計事 務 所以 外 の設 計機 能 を持 っ主 体 と提携

:設 計事 務 所以 外 の設 計機 能 を持 っ主 体 の新設

1内 部設 計 能力 の 向上

g→G:営 業 機 能 を持 っ組織 と提 携

:営 業 機 能 を持 っ組織 を新 設

:内 部 営 業 能力 の 向上

③ 流通 機 能 カ ッ トC→

④加工機能向上

⑤製材機能内部化

⑥施工機能内部化

e→E:プ レカ ッ ト工 場 の新 設

:プ レ カ ッ ト工 場 と提 携

=内 部 プ レカ ッ ト工 場 を 新 設

→B:製 材 業 との提携

:製 材 機 能 を持 っ組織 の新設

:内 部 製 材部 門 の新設

→e、 f:工 務店 、 大工 組合 等 と提 携

(3)流 通 施 工 一 貫 シ ス テ ム

連携強化 営業機能強化 設計機能強化 工 場 ル ヵ・卜導 入

@銑
'

C

def

9

C

def

G

C

def

G

C

Def

9

C

Def

G
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①設計機能強化

②営業機能強化

③加工機能向上

d→D

9→G

:設 計 事務 所 との提携

:設 計 事 務所 の新 設

:設 計 事 務所 以外 の設 計 機 能 を持 っ 主体 と提携

:設 計 事 務所 以外 の設 計機 能 を持 つ 主体 の新設

:内 部 設 計能 力 の向上

:営 業 機 能 を持 っ組織 と提 携

:営 業 機 能 を持 っ組織 を新 設

:内 部 営 業能 力 の向 上

e→E:プ レ カ ッ ト工 場 の 新 設

:プ レカ ッ ト工 場 と提 携

1内 部 プ レ カ ッ ト工 場 を新 設

④ 流通 機 能 内部化 →C:流 通機 能 を持 っ組 織 と連携

⑤ 施 工機 能 内部 化 →e、f:工 務 店 、大 工組 合 等 と提 携

(4)設 計 工 一 貫 シ ス テ ム

連携強化 営業機能強化 設計機能強化 工 場ブ助ッ噂 入

野 餅⊃ 餅 ⊃ 『
①営業機能強化

②加工機能向上

③設計機能強化

g→G:営 業機 能 を持 っ組 織 と提 携

:営 業機 能 を持 っ組 織 を新 設

=内 部営 業 能 力 の向上

e→E:プ レカ ッ ト工 場 の 新 設

:プ レカ ッ ト工 場 と提 携

:内 部 プ レ カ ッ ト工 場 を 新 設

d→D 設

設

設

十事務所との提携

十事務所の新設

十事務所以外の設計機能を持っ主体 と提携

:設 計事務所以外の設計機能 を持つ主体の新設

④ 施 工機 能 内部 化 →e、f:工 務 店 、大 工組 合 等 と提 携
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⑪ 推奨 シ ステ ムの提 示

・⑩ まで で示 された い くつ か の代 替 案 の中 で、 実現 可 能 性 や構 成 要 素 主体 な どの意 見 を参

考 に して最 適 案 を推 奨 システ ム と して提 案 す る。

複 合 主 体 の キャ1、。シティ

高 い

低 い

低 い

図7.1.6

＼

§ 購 箋 ……

藪 …驚 畠毒　 …'…　…

高い 要 素 主 体 の 合 計 の キャノ、。シティ

複 合主 体 の住 宅 生産 規模 と構 成 要 素 主体 の 自律 性

7.1.4詳 細 シ ス テ ム の 設 計

こ こで は 、 推 奨 シ ス テ ム と して の 地 域 的 木 造 住 宅 生 産 シ ス テ ム の 詳 細 シ ス テ ム の 設 計 手

順 に っ い て 検 討 を 加 え る。 推 奨 シ ス テ ム は 、 そ れ が 成 立 す る地 域 特 性 や 、 そ れ を 構 成 す る

構 成 主 体 に よ って 地 域 に 適 合 した 特 定 の 形 態 と して 提 示 す る必 要 が あ る。 ま ず 、 住 宅 生 産

の プ ロセ ス に した が っ て 、 一 般 的 な 詳 細 シ ス テ ム形 成 の た め の メ ニ ュ ー を提 示 して お く。

実 際 の詳 細 シ ス テ ム の 設 計 段 階 で は 、 こ こ で 示 さ れ た メ ニ ュ ー を 参 考 に具 体 的 な シ ス テ ム

を 設 計 して い く必 要 が あ る。 ま た 、 こ こで 展 開 さ れ て い な い機 能 に っ い て も必 要 に 応 じ て

設 計 して い か な け れ ば な らな い 。

以 下 で は 、 検 討 対 象 と す べ き複 数 の 内 容 が 示 さ れ る が 、 シ ス テ ム設 計 に あ た って 、 そ れ

ら の 中 か ら最 適 な も の を1っ だ け 選 択 す る の で は な く、 い くっ か の 方 法 を 並 行 して 実 施 す

る こ と も 可 能 で あ る。 例 え ば、 地 元 で 建 設 す る 場 合 と遠 隔 地 で 建 設 す る場 合 、 新 築 の 場 合

と修 繕 の 場 合 、 な ど そ れ ぞ れ の 条 件 に した が って 複 数 の 方 法 を 用 意 す る こ と も考 え ら れ る。

詳 細 シ ス テ ム を 、 住 宅 生 産 の プ ロ セ ス に した が っ て 以 下 に 示 す よ うな サ ブ シ ス テ ム に 分

解 して 提 示 して お く。

詳 細 シ ス テ ム 設 計 フ ロ ー(サ ブ シ ス テ ム)

1.モ デ ル 住 宅 開 発 シ ス テ ム

2.営 業 シ ス テ ム

3.設 計 シ ス テ ム

4.木 材 調 達 シ ス テ ム

5.施 工 者 選 定 シ ス テ ム

6.専 門 工 事 担 当 者 シ ス テ ム

7.木 材 加 工 シ ス テ ム

8.工 事 管 理 シ ス テ ム

9.施 工 シ ス テ ム(木 工 事 ・専 門 工 事)

10.品 質 保 証 シ ス テ ム

11.維 持 管 理 シ ス テ ム

12.顧 客 管 理 シ ス テ ム
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以 下 で 、 こ の 順 序 に した が って 詳 細 シ ス テ ム の 設 計 メ ニ ュ ー を 示 す 。

(1)モ デ ル 住 宅 開 発 シ ス テ ム

① 開 発機 能

開発 機 能 は、 現実 的対 応 の中 で は取 り組 み が 困難 な機 能 の1つ で あ るが 、 長 期 的 視 点 に

た っ と最 も重 要 な機 能 の1っ で あ る。

○ 構 法 シス テム 開発

合理 的 な住宅 生 産 を進 め るに あ た って構 法 の シ ス テ ム化 を 進 め る必 要 が あ る。

構 法 の システ ム化 には2つ の 方 法 が あ る。 第1は 、 在 来構 法 で はあ るが そ の シ

ス テ ム化 を 図 った 住宅 で あ る。(例 、 「フ ォ ル ク ス」愛 知 県)

第2は 、 在 来構 法 とは異 な った 構法 の提 案 で あ る。 これ に は多 くの設 備 投 資 が

必 要 と考 え られ統 合度 の高 い もの で な い と導 入 は難 しい。

○ モ デ ル住 宅 開発

都 市 的 、 あ るい は若者 の ライ フ スタ イ ル に適 合 した 生 活 提 案 力 のあ る、 か っ 地

域 に適 合 した モ デ ル住宅 の開 発 が必 要 で あ る。 個 別 の設計 で は な く、 複 合主 体

と して の独 自性 、 訴求 力 を持 ち うる よ うな汎 用 性 の高 い平 面、 立面 、 詳細 の提

案 が 好 ま しい。(例 、 「フ ォル クス 」、 「東 海 の い え研 究 所 」)

② 開 発 方 法

開 発 組 織 の形 態 と して3タ イ プ が考 え られ る。

○ シ ステ ム内 開 発 部 門

モ デ ル住 宅 の 開 発 に専門 的 に関 わ る スタ ッフを 持 っ 組織 を もっ こ とで あ る。 複

合 主 体 と して の統 合度 の比 較 的高 い場 合 に有 効 で あ る。 大 規 模 組織 で な い と専

門 組 織 と して維 持 しに くい。 い くつ か の複 合 主 体 が 共 同 して 持 っ こ と は可能 で

あ る。(例 、 「東 海 の い え研 究 所 」:愛 知 県 、 岐 阜 県 、 静 岡 県 それ ぞ れ の木 材

協 同組 合 が 共 同 で 調 査 ・開 発 組 織 を 設立 した。 〉

○ シ ステ ム 内設 計 部 門

複 合 主 体 内部 の設 計 部門 が開 発 機 能 を担 当す る もの で あ る。 この場 合 、 住 宅 平

面 、 立 面 とい った 設 計上 で の モ デ ル作 成 は可 能 で あ るが 、 構 法 シス テ ム を含 め

た提 案 が しに くい。 また、 日常 の設 計 業 務 に追 わ れ て シス テ ム 開発 ま で手 が 回

らな い の が現 状 で あ る。

○ シ ステ ム外 設 計 事 務 所

外 部 の開 発機 能 を 持 つ設 計 事 務 所 な どに依 頼 あ るい は協 力 しな が ら開 発 を行 う

もので あ る。 この 方 法 は、 複 合主 体 の統 合度 の低 い 場合 で も展 開 が 可能 で あ る。

開 発 業 務 につ いて 業 務提 携 す る場 合 、 開 発 コ ス ト、 個別 設 計 へ の 関与 、個 別 設

計 上 の ロー ヤ リテ ィな どい くっ か の検 討 して お くべ き問題 が あ る。 も ち ろん 開

発 目標 につ い て複 合 主体 内 で充 分 な検 討 が 行 わ れ な けれ ば な らな い。

○ コ ンペ の実施
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モ デ ル 住 宅 の 開 発 を 目 的 と し た コ ン ペ を 実 施 す る こ と も1つ の 有 効 な 手 段 で あ

る。 コ ンペ に 参 画 した 主 体 を 基 に 複 合 主 体 の ネ ッ トワ ー ク を 組 織 して ゆ く こ と

も 可 能 で あ る。

(2)営 業 シ ス テ ム

① 営 業 機 能

営 業 機 能 の 展 開 方 法 と して様 々 な 方 法 が考 え られ る。 可 能 性 の あ る もの か ら取 り組 む べ

きで あ ろ う。 これ らの 方 法 全 て を こな す こ とを考 え た場 合 に は、 営業 専門 スタ ッフ の組 織

が必 要 で あ る。

・建 築 主 と の 折 衝 手 段 の 多 様 化(写 真 、 模 型 、 パ ー ス な ど)

・共 同 パ ン フ レ ッ トの 作 成

・モ デ ル 住 宅'の 建 設 、 展 示

・住 宅 図 面 集 、 住 宅 写 真 集 の 作 成

・住 宅 建 設 ビデ オ ラ イ ブ ラ リー の 作 成

・住 宅 相 談 の 開 催 、 相 談 窓 口 の 常 設

・シ ス テ ムPRイ ベ ン トの 実 施(「 住 宅 デ ー 」 「木 工 教 室 」 「講 演 会 」 の 開 催)

・新 聞 広 告 へ の 掲 載 、 新 聞 記 事 へ の 取 り上 げ

・マ ー ケ テ ィ ン グ 調 査 の 実 施

・顧 客 情 報 の 管 理

② 営業 方 法

営業 組 織 の設 定 の 仕 方 と して い くっ か の可 能 性 を提 示 す る。

○ シス テ ム内 営 業 組 織

営 業 担 当 の専 門 ス タ ッフを 持 っ 組織 を複 合 主体 内 に設 け る。 これ は、 複 合 主 体

と して の統 合 度 が 比 較 的 高 い 場 合 に適 して い る。 営 業 組 織 の規 模 に は幅 があ り、

多 くの ス タ ッフを 抱 え る もの か ら、 少 数 の もの まで考 え られ、 これ は住 宅 供 給

戸 数 との 関係 で 決 ま る。

営 業 専 門 ス タ ッフ の業務 と して は、 営 業 、 開発 企 画、 広 告 宣 伝 、受 注管 理 な ど

多 岐 に わ た る。 また、 住 宅供 給 圏域 が広 い場 合 には支 店 、 営 業 所 な ど に よ る対

応 が必 要 で あ る。

○ シ ステ ム内共 同 受 注 窓 口

問 い 合 わ せ ・受 注 な どに 応対 す る担 当者 を配 置 す る もので あ る。 複 合 主体 の統

合 度 の 低 い場 合 に適 した方 法 で あ り、 設 置 は容 易 で あ るが 、 積 極 的 な 営業 機 能

・きめ 細 か い 対 応 は期待 で きな い。 この場 合 に も、 少 な く と も複 合主 体 と して

の共 通 の パ ン フ レ ッ トな どは 作成 して お くべ きで あ る。

○ 構 成 要 素 主体(工 務 店 、設 計 事務 所)の 個別 の営 業 活 動

複 合主 体 と して の 統 合度 の低 い場 合 に対 応 し、構 成 要素 の個 別 の営業 力 に期 待
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す る。 複 合主 体 と して の ブ ラ ン ド維 持 の た め に も共 通 のパ ンフ レ ッ トな どは作

成 す る必 要 が あ る。(例 、 「デ カ木 住 宅 」、 「東 濃 の ひ の き と白川 の い え」 、

岐 阜 県)

○ シ ステ ム外 営 業 主 体 との提 携

百 貨 店 、 デ ィベ ロ ッパー な ど営 業 力 の あ る外 部 主 体 との提 携 で あ る。 林 産 地

域 の産 直 シス テ ムが都 市 地 域 で営 業 展 開 を 図 る場 合 に は有 効 で あ る。(例 、 「

金 山建 築協 組 」、 山形 県)

○ 提 携 要 素 主体 の個 別 の営 業 活 動

遠 隔 地 の場合 、 提 携 先 の工 務 店 、 設 計 事 務所 に受 注 窓 口 を兼 ね て も ら う。 提 携

先 の複 合 主体 へ の帰 属 意 識 に よ って そ の 活動 が左 右 され や す く、 多 くの活動 は

期 待 で きない。(例 、 「住 田 町住 宅 産業 」、 岩 手 県)

○ 構 成 要 素 主体 の協 力

複 合 主 体 のPR、 モ デ ル住 宅 展 示 に つ い て構 成 要 素 主 体 が 側 面 的 に援 助 す る も

の で あ る。 第3セ ク ター な どの場 合 、 自治体 、 農 協 な どの 協 力 形 態 と して期 待

され る。(例 、 「フ ォル クス」)

(3)設 計 シ ステ ム

① 設 計 機 能

設 計 機 能 は以 下 の よ うに細 分 化 で き、 そ のそ れ ぞ れ に適 切 に対 応 して行 く必 要 が あ る。

○ ユ ーザ ー との 折 衝

ユ ーザ ー の ニー ズ を読 み取 り、 設 計 意 図 を充 分 に理 解 させ る こ とが 重 要 で あ る。

そ のた め に は多様 な表現 方 法 を準 備 して お くこ とが必 要 で あ る。

○ 個 別 住 宅 の設 計

準 備 す る設計 図 の 程 度 に は様 々 な レベ ルが 存在 す る。 設 計 者 と施 工 者 は継続 的

な 結 び付 きが あ りコ ミュニ ケ ー シ ョ ン も容 易 で あ る とい う前 提 に たて ば、詳 細

な図 面 を用意 す る必 要 は な い。 建 築 主 が 十 分 に理 解 で きる程 度 の 図面 な どの 準

備 は い る。 模 型 、 パ ー スな どの ビジュ ア ルな手 段 を 積極 的 に活 用す る。

○ 建 築 確 認 申請

遠 隔 地 を除 い て 基 本 的 に は シ ステ ム内 で 対 応 す べ きで あ ろ う。CADな どを活

用 す る こ と も考 え られ る。

○ 積 算

ユ ーザ ー との 折 衝 、 コ ス トプ ラ ンニ ング のた め に は、 概 算 見 積 機能 が 重 要 で あ

る。

○ 設 計 監 理

設 計 者 と施工 者 は継 続 的 な結 び付 きが あ るた め 工 事 管 理 的 色 彩 が強 い、 納 ま り

等 につ い ての 相 談 、 ア ドバ イ スが中 心 とな る
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② 設 計方 法

設 計組 織 の形 態 と して考 え られ る ものを 挙 げ て お く。

○ シ ス テ ム内設 計 専 門組 織

設 計 専 門 の スタ ッフの い る組 織 を設 置 す る。 これ は複 合 主 体 の 統 合度 の高 い場

合 に適 す る。 生 活 提 案 力 の あ る設 計 が で き る スタ ッ フの い る こ とが重 要 で あ る。

○ 構 成 要 素 主 体(設 計 事 務 所)

木 造 住 宅 の設 計 が で きる設 計 事 務所 との 提携 で あ る。 質 の 高 い 設計 が期 待 で き

る。 設 計者 に は木 造 につ いて の充分 な理 解 と提 案 力 のあ る こ とが要 求 され る。

現 実 に この条 件 に該 当す る設 計 事務 所 は多 い とは い い難 い。 建 築主 に は設 計 事

務 所 に対 す る報 酬 が要 求 され るたあ 、設 計料 に対 す る理 解 を求 め る必 要 があ る。

また 、 設 計事 務 所 によ る個 別 設 計 で は、 住宅 そ の ものの 設 計 に 個別 性 が高 くな

り、 シス テム住 宅 と して の一 貫 性 の 確保 が難 しい.複 合 主 体 の モ デ ル住 宅 と個

別 住 宅 の設計 の 間 の整 合 も重 要 な課 題 で あ る。 した が って 、個 別設 計 に あた っ

て は、 その担 当者 で あ る提 携 設 計 事 務 所 が モ デ ル住 宅 設 計 に も参 画 し、 モ デ ル

の もっ 意 味 な ど につ い て充 分 認 識 して い る こ とが大 切 で あ る。

○構 成要 素 主体(工 務店)

施 工担 当 者 で あ る工 務 店 に住 宅 設 計 を任 せ る もので あ る。 この場 合 、 工 務店 の

意 匠面 あ るい は生 活堤 案 性 な どの点 で 問 題 が残 る。 設 計 の原 型 と して の モデ ル

住 宅 を 用 意 し、 そ の活 用 を 図 るな ど の工 夫 が必 要 で あ る。

(4)木 材 調 達 シ ス テ ム

① 木 材調 達 機 能

木 材調 達 に 関 して、 次 の機 能 が重 要 であ る。

○ 材 料 集 材

○ 材 料 ス トック

年 間住 宅建 設 予 測 に した が って、 あ る程 度計 画 的 な部 材 の集 材、 ス トックを 行

う こ とが 可能 とな る。 これ に よ り、 品 質 管理 、 価 格 管 理 が 容 易 にな る。

○ 材 料 乾 燥

自然 乾 燥 の場 合 に は十分 な期 間 が必 要 で あ る。 乾 燥 期 間 に余 裕 が な い場 合 に は 、

人 工 乾 燥 機 の導 入 を検 討 す べ きで あ る。

○ 材 料 の 品質 管 理

○ 材 料 の価 格 管 理

○ 未 利 用 材 の活 用

こ の他 、 根 曲 が り材 、 小 径 木 な ど未 利 用 材 の活 用 方 法 を検 討 す る こ と も重要 で

あ る。
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②木材調達方法

住宅建設に必要な木材の取 り揃え組織形態を整理す る。

○ シ ステ ム 内専 門 部 門

複 合 主 体 と して の専 門 の 取 り揃 え組 織 を設 け る。 これ は供 給 規 模 の 大 き い場 合

に可 能 で あ る。 材 料 のパ ック輸送 を行 うな ど工 程 管 理 、 品 質 管 理 が 容 易 にな る。

計 画 的 に集 材 、 ス トックを 行 うこ とが容 易 で あ る。

○ 構 成 要 素 主 体(製 材 所)

良 質 材 、 乾 燥 材 の ス トックが 可能 で あ る。 流 通 カ ッ トが 可 能 で あ る。

○ 構 成 要 素 主 体(木 材 店)

価 格 的 に有 利 な材 料 を集 材 す る こ とが可 能 で あ る。

○ 構 成 要 素 主 体(工 務 店)

ス トックヤ ー ドが必 要 にな る。

○ シ ス テ ム外 木 材 店 、 建材 店

市 場 で の取 引関 係 に委 ね る。 品質 管 理 が重 要 で あ る。

(5)施 工 者 選 定 シ ス テ ム

① 施 工 者 選 定 機 能

複 合 組 織 と して受 注 した工事 を担 当 す る施 工 者 を選 定 す る。

② 施 工 者 選 定 方 法

施 工 担 当者 の選 定 方 法 を示 す。

○ シス テ ム内 選 定 者

複 合 主 体 内 の 選 定 を担 当 す る ス タ ッ フに よ り決 定 す る。 選 定 は、 選 定 者 の 自 由

裁 量 とす る場 合 と、 選定 基 準 に よる場 合 が あ る。 自 由裁 量 の 場 合 に は、 工 事 の

特 性 に合 わ せ た 適 任 者 を選 ぶ こ とが 容 易 で あ る。 しか し、 構 成 要素 主 体 間の 公

平 性 が 崩 れ る可 能 性 が大 きい な ど、 複 合 主 体 を 運 営 して 行 く上 で 問題 を は らん

で い る。

選 定 基 準 は、 工 事 特 性 にあ った適 任 者 が選 定 で きる よ うな 工 夫 を して お く必 要

が あ る。(地 域 、 工 事高 、工 事 内容 な ど)

施 工 担 当者 と して 選 定 され た 場 合、 施 工 者 側 の工 事 担 当 の拒 否 権 の 有 無 も大 き

な条 件 で あ る。 拒 否 権 が あ る場 合 に は、 複 合 主 体 と して の管 理 体 制 が 不 安定 と

な る。

○ 要 素 主 体(施 工者)間 の互 選

施 工者 の メ ンバ ー 数 が少 な い場 合、 この方 法 を と りやす い。 施 工 者 の 自律 性 を

保 証 す る こ と にな るが、 複 合 主 体 の施 工 量 調 整 な ど コ ン トロー ルが 効 きに くい。

複 合主 体 と して の 一貫 した管 理 体 制 が重 要 で あ る。
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(6)専 門工 事 施工 者 選 定 シ ステ ム

① 専 門 工 事施 工 者選 定 機 能

左 官工 事 、 屋 根工 事 ・ 建 具工 事 、 内装 工 事 な どの専 門工 事 に つ い て適 切 な 担 当者 に発 注

す る機 能 で あ る。 専 門工 事 の 円滑 な管 理 を行 う必 要 が あ る。

② 専 門 工 事 施 工 者選 定 方 法

○ シス テ ム担 当 部 門 に よる指 定

複 合 主 体 と して の コ ス ト管 理 、 技 能 管 理 が容 易 で あ る。 施 工 者(工 事 担 当工 務

店)に と って 始 め て の チ ー ム 編成 に な る場 合 も あ るた め、 円滑 な コ ミュ ニケ ー

シ ョ ンが 重 要 にな る。

○ 登 録 業 者 の中 か ら施 工者(施 工担 当工 務 店)が 指定

工 務 店 に あ る程 度 自由裁 量 が認 め られ る。 中 間 的 な方 法 で あ る。

○ 施 工 者(施 工 担 当 工 務店)が 自由 に決 定

施 工 担 当 工 務 店 の 日常 的 な施 工体 制 を持 ち込 む こ とが可 能 で あ るが 、複 合主 体

と して の管 理 が 行 い に くい。

(7)木 材 加 工 シ ス テ ム

① 木 材 加 工 機 能

木 材 の 墨 付 け、 刻 み な どの木 材 の加 工 機 能 で あ る。

② 木 材 加 工 方 法

○ 構 成 要 素 主 体(施 工 担 当工 務 店)

墨 付 け、 仕 口 の加 工 を施 工 担 当者 が 直 接 行 う。 担 当 者 の技 能 に依 存 す る こと に

な る。 技 能 レベ ル にバ ラ ッキ が あ る場 合 、複 合 主 体 と して の品 質 管 理 が 重要 と

な る。 技 能 水 準維 持 の た め の努 力 を継 続 して行 う必 要 が あ る。 実 際 的 な工事 施

工 者 が 担 当 す るた め 施工 現 場 で の トラブ ルは発 生 しに くい。 概 して 生 産 性低 い。

施 工 者 に と って 技 能 の発 揮 の場 が あ る。

加 工 場 は、 施 工者 の 個別 施 設 に よ る場 合 と、 共 同 加 工場 を設 け る場 合 とが あ る。

共 同加 工 場 の 方 が 複 合主 体 と して の管 理 が しやす い。

○ 墨 付 け 専 門大 工

生 産 の 合理 化 を 図 るた め、 部 材 加 工 者 と現場 組 立 工 の分 離 を した もの で あ る。

墨 付 け 技能 を持 った技 術 者 に よ って 加 工 を行 う もの で あ る。 工 場 加 工 が 前提 と

な るが、 大 規 模 な機 械 設 備 を導 入 した プ レカ ッ トは行 わ な い。

加 工 者 と組 立 者 が異 な る た め施 工 現 場 で トラブ ルが 起 きる こ と もあ る。

○ 専 属 プ レカ ッ ト加 工 者

プ レカ ッ ト工 場 お よ び プ レカ ッ ト機 械 に よ る加 工 が 前提 で あ る。 い くっ か の プ

レヵ ッ トシス テ ム が 開発 され て い るが、 コ ン ピュー タに入 力 された 伏 せ 図 に基

づ い て木 拾 い ・仕 口 の指 定 をす るの が一 般 的で あ る。 この コ ン ピュー タ入 力 に
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は一 定 に専 門 技 術 が要 求 され るが、 加 工 その もの に は専 門 技 術 を要 しな い。 あ

る程 度 の稼 働 率 が 期待 で きれ ば コス トダ ウ ン ・品 質 管理 に っ な が る。 した が っ

て、 一 定水 準 以上 の安 定 的 な住 宅 供 給 規 模 が予 想 され る場 合 の 導入 が有 利 で あ

る。 大 規 模 な設 備 投 資 が必 要 とな る た め複 合 主 体 と して の統 合 度 の高 い場 合 に

適 す る。

(8)工 事 管 理 シ ス テ ム

① 工 事 管 理 機 能

業 務 範 囲 の拡 大 に と もな い、 施 工 管 理 の み で な く、 原 材 料 ・製 品 の受 け入 れ検 査(検 収)

な どを含 ん だ一 貫 した工 事 管 理 の機 能 で あ る。

② 工 事管 理 方 法

○ シ ス テ ム内工 事 管 理 専 任 部 門

複 合主 体 の場 合 、特 に品 質 管 理 が重 要 で あ り、 専 門 の管 理 スタ ッフが設 置 され

る こ とが望 ま しい。 設 計 担 当 者 が管 理 業 務 を兼 務 す る場 合 もあ る。 遠 隔地 に施

工 す る場 合 ほ ど この機 能 が重 要 にな る。 支店 ・営 業 所 な どに営 業 担 当者 の み で

な く、 管理 担 当者 を配 属 す る必 要 が あ る。 管 理 方 法 につ い て 明文 化 した基 準 を

準 備 して お くこ とが重 要 で あ る。

○ 構 成 要 素 主体(施 工担 当 工 務 店)

複 合主 体 と して の 責 任 を もて る管 理 が 行 わ れ て い るか、 絶 え ず モ ニ ター して お

く必 要 が あ る。 管 理 方法 に っ い て明 文 化 した基 準 を 準備 して お くことが 重要 で

あ る。

○ 提 携 設 計 事務 所

工 事管 理 専門 の機 関 と して 、設 計 事 務 所 な ど と提 携 し客 観 的 な チ み ッ ク体制 を

と る方 法 で あ る。(例 、 「関 西 匠 の会 」 、 「大 阪 市 民 住 宅 生 協 」、 大 阪 府 な ど)

(9)施 工 シス テ ム(木 工 事)(専 門工 事 店 に つ いて も同 様 で あ る)

① 施 工機 能

木 工事 あ る い は各 種 の 専 門工 事 の遂 行 機 能 で あ る。

② 施 工 方 法

施 工組 織 の編 成 は、 複 合 主体 と して の住 宅 供 給 戸 数 、 住 宅 供 給 圏域 、 施 工 者 と して の構

成 要 素主 体 の施 工能 力 な どに よ って 様 々 の形 態 が考 え られ る。

○ 施 工 担 当 社員

施 工担 当 者 を 社 員 と して 雇用 す る。 賃 金 が月 給 、 ま た は 日給 月給 と して 支払 わ

れ る。 固 定費 増 を招 くた め複 合 主体 と して の統 合度 の高 い シ ス テ ムで な い と成

立 しに くい。 技 術 管 理 が 容 易 で あ り、施 工管 理 も徹 底 して行 え る。(例 、 「耐
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一
雪 ハ ウ ス」 北 海 道 、 「東 日本 ハ ウス」 岩 手 県)

○ 構 成 要 素 主 体(専 属 工 務 店)

複 合主 体専 属 の工 務 店 に よ って施 工 を行 うもの で あ る。 複 合主 体 か らの請負 契

約 に な る。 構 成 要 素 主体 の 自律 性 が 低 く、 技術 管 理 も容 易 で あ る。 しか し、 複

合 主 体 は、 構 成 要 素 主体 に対 して継 続 的 な工 事 を保 証 す る必 要 が あ る。

○ 構 成 要 素 主体(登 録 工務 店)

構 成 要 素 主体 の工 務店 の 中 か ら施 工 者 を選 定 して 発 注 す る もの で あ る。 施 工 者

は、 複 合 主体 の仕 事 ば か りを 行 うの で は な く、 独 自 の活 動 も行 って い る。 この

場 合 、 工 事担 当者 の技 術 管 理 が重 要 で あ る。

○ 外 部 協 力 主体

下 請 け工 務 店 に施 工 を依 頼 す る もの で あ る。 品 質 管 理 が重 要 に な る。 複 合主 体

の場 合 に は外 部 の 協 力者 を構 成 要 素 主 体 と して シス テ ム内 に取 り込 む べ きで あ

る。

(10)品 質 保 証 シ ス テ ム

① 品質 保 証 機 能

住 宅生 産 シ ステ ム と して 最 も重要 な の は で きあが った 住 宅 の 品質 で あ る。 大 工 ・工務 店

シス テム で は 明文 化 した 保 証 体 制 はな い もの の実 質 的 な品 質保 証 が な されて きた。 需 要 者

の品質 保 証 を求 め る要 求 が顕 在 化 す る と共 に、 品質 保 証 契 約 を結 ぶ な どの取 り組 み が な さ

れ て きた。 品 質 保 証 に は、 住 宅 建 設 中 の検 査 、 管 理 体 制 の強 化 を 図 る もの と、 住宅 建 設 後

の カ シ保 証 を 含 めた 品 質 保 証 の2っ の 対応 が取 られて い る。

② 品質 保 証 方 法

○ 複 合 主 体

複 合 主 体 と して住 宅 性 能 保 証 制 度 に加 盟 す る こ と も考 え られ る。 また 、 複合 主

体 と して独 自 の保 証 制 度 を実 施 して い く方法 もあ る。 第3者 機 関 な ど に よ るチ

ェ ック体 制 を ひ い て、 品 質 保 証 体制 の 強化 を図 る こ と も有 効 で あ る。(例 、 「

関 西 匠 の会 」 、 大 阪 府)

○ 構 成 要 素 主 体(施 工 担 当 工 務 店)

施 工 を担 当 した工 務 店 が 独 自 に行 う。 保 証 契 約 を交 わ して お くこ とが望 ま しい。

(11)維 持 管 理 シ ス テ ム

① 維 持 管 理 機 能

単 な る ア フ タ ー メ ンテ ナ ンス だ け で な く、 居 住 ア ドバ イ ス、増 改 築 な どを 含 んだ 機 能 で

あ る。

② 維 持 管 理 方 法

維 持 管 理 体 制 と して は い くつ か の形 態 が 考 え られ る。
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○ シ ステ ム内維 持 管 理専 門 部 門

多 くの住 宅供 給 ス トック を抱 え る複 合 主 体 の場 合 に は、 維 持 管 理 専 門 組 織 を 設

け て適 切 に対 応 して い く こ とが重 要 で あ る。 維 持 管 理専 門 組 織 を維 持 す るた め

に は 、複 合主 体 と して統 合 度 の高 い シス テ ムが 有利 で あ る。

○ シ ステ ム維 持 管 理 窓 口(施 工 担 当工 務 店 が対 応)

維 持 管 理 に つ い て の 問 い合 わ せ に対 して 応対 す る窓 口だ けを 確 保 して お き、 実

際 の対 応 は施 工 担 当工 務 店 等 に取 らせ る もの で あ る。 零 細 工事 、 緊急 を要 す る

工 事 に は対応 しに くい。

○ 施 工 担 当 工務 店 が対 応

施 工 を 担 当 した もの が継 続 的 に対 応 す る もの で あ る。 窓 口 が バ ラバ ラで複 合 主

体 と して の一 貫性 に欠 け る。

(12)顧 客 管 理 シ ス テ ム

① 顧 客 管 理 機 能

供 給 した住 宅 の管 理 に と どま らず 、 居 住 者 の生 活 の ア ドバ イザ ー と して継 続 的 に情 報 交

流 を続 け るべ きで あ る。 結 果 的 に 、顧 客 管 理 が 継続 的 な受 注 につ な が る。 顧 客 管 理 内 容 と

して 以 下 の よ うな こ とが 考 え られ る。

・顧 客 リ ス ト

・顧 客 カ ル テ

・定 期 刊 行 物 、 ニ ュ ー ス

・親 睦 会 、 懇 親 会 、 講 演 会

・地 域 産 品 、 特 別 村 民 制 度

②顧客管理方法

○ シス テ ム内 営 業 部 門

複 合 主 体 と して の 営 業部 門 が 継続 して行 って い く。 長 期 的 な シ ステ ム展 開 を 図

る上 で 重 要 な 機 能 の1つ で あ る。

○ 構 成 要 素 主 体

構 成 要 素 主 体 に顧 客 管理 を 任 せ る もの で あ る。 特 に遠 隔 地 の場 合 な ど、 構成 要

素 主 体 の方 が 建 築 主 との コ ミュ ニケ ー シ ョンが 容 易 で あれ ば、 この チ ャ ンネ ル

を 活 か す こと も重 要 で あ る。

複 合 主 体 と して の 一 貫性 も必 要 な た め、 複 合 主 体 の管 理 シ ステ ム と並 行 して 機

能 させ る ことが 望 ま しい。
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7.2試 設 計1:林 産地 域 の地 域 型 住 宅 生産 シス テ ム

7.2.1試 設計 のね らい

ここで は前 節で展 開 した システム設計手 順 に したが って 、林 産地域 におけ る地 域型住 宅

生産 システム の試設計 を行 う。対象 と して取 り上 げたの は、和 歌山 県の典型 的な林産地 域

の龍神 村で あ る。龍神 村 には既 に、地域産 出 の龍神材 を活用 した住 宅を生産す るため に、

龍神村 と村 内 の住宅生 産関連主体(森 林組 合、製材組合 、大工 組合、林業 家 、農協 、龍 神

村)が 協同 で設立 した第三 セクターの㈱龍 神住 宅(以 下 「龍神 住宅」 とい う)が あ る。 こ

の 「龍神住宅 」 は前節 で指摘 した地 域型住 宅生 産 システ ムの基本 条件 であ る3条 件 の中 で

「地 域 資源 の活用」 は地域産 出材 を使用 し、かつ、地域 の木材生産 や住 宅生産 に関 わ る主

体 が参画 した組織 であ るこ とか ら既 に満 足 されて い る。 「地域 ニー ズへの適合」 「生産 シ

ステム として の合理性 」 の2条 件 を強化 した 「協同化 システム」 と して設 計 を進 め る必 要

があ る。本節 の システム設計 は、現 行 の システムで あ る 「龍神 住宅」 の改良 ・強化 の方 向

・方法 を明 らかにす る ことにな る。

7.2.2龍 神村 の現状… ……<設 計手順2>「 龍 神地域 の状況、地域 資源 の把握」

(1)龍 神 村 の概要

人 口は、昭和60年10月 現在 で5,110人 で あ り、減少傾 向が継 続 してい る。県内有数 の林

産地 域 であ り、森林面 積が24,000haと 村 の面積 の95%を 占あて いる。素材 生産量 は、年 間

30,000m3～35,000m3で ある。木材 出荷量 は、原木 と加工 品 の割 合が9:1と 原木 出荷 が主

流 を 占め、付 加価値 をっ けた木材流 通 の必 要性が指摘 されて い る。木材 の材種 では、杉 と

檜 の割合 が6:4と な って い る。

村内 の建 設業者数 は土木業者 を含 めて、60の 事業所 が存在す る。現在 の ところ村 内 およ

びその周辺 の建設 活動 は比較 的活発で 、工事量 は十分存 在 して お り、 事業所 の経 営 も順調

に推移 して い る。

村内 の年 間住宅 建設戸数 は約50戸 で、工事高 に して6億 円の市場 で あ る。 その うち木造

は約 半分 とみ られ る。

地 場産業 で あ る林業 振興 への取 り組 み は活発 で、人 口減少 、高齢 化、就労 機会 の減 少、

木材 需要 の減 退 な どに対応 す るため に、森林組 合の設立(昭 和40年10月)を は じめ、木材

の生産 ・流通 な どの関係者 に行政 を加 えた林業開発会 議 を設立 し、共 同で林 業振興 にっ い
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表7.2.1人 口 ・世 帯 の 推 移

年 次 人 口 世帯数

冊獅3〔X1三 8,458人
一

1,732戸

35 8269 1,797

40 7,45童
,
1,782

45 6,363 1,672

50 5β61 1,666

55 5,580 1,639

56 5,462 1,6イ2

57 5,411 1,630

58 5,328 L628

59 5,296 L627

60 5,110 1,595

(1欝:鋤

表7,2.2事 業 所 数

土 木 ・廼 築 60

製 品 製 造
(メ リヤス、木
工品など)

21

商 店 105

食 堂 ・喫 茶 17

旅 館 ・民 宿 27

理 容 ・ 美 容 14

自動巾修理・販売 5

冠 気 工 耶 8

金 融 2

そ の 他 48

計 307

(昭 和56年 事 業所統計調査による)

賓料:「 龍神」村勢要覧1985

資料:「 龍神林業」 施神林業開発会議

図7.2.1龍 神 林 業 開 発 会 議 の組 織 図

て検討 す る場 が作 られた。素材生産 者 で組織 された林業研究 グルー プは、林 業近代化 の た

めの学 習活動 を進 めて いる。

この よ うに龍神 村 で は、林業振興 を 図る上 での共 同 の取 り組 みの基盤 が徐 々に準備 され

て い る。

(2)木 造 住 宅生 産供給組織 と して の 「龍神住 宅」の設立

過疎 に伴 う林業 の衰退 や地 元建設業 者の仕事確保 のため、龍神材 と して木材生 産 の付 加

価値 を高 め、村 ぐるみ の林業振 興策 と して昭和62年1月 に 「(株)龍 神住宅 」を設立 した。

「龍 神住宅 」設 立のね らいは、木材 需要 の拡大、地元大工 の仕事 の拡大、大工 の後継 者

育成 、木造住 宅 の ア ピール、な どで あ る。
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「龍 神住 宅 」設立 までの経緯 を整 理 す ると次 のよ うになる。

昭和45年

昭和55年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和61年

昭和62年

・ 「林業 開発 会議 」の設立(過 疎化 に対す る危機 意識、 村 ぐるみ

の林業 への取 り組 み)

・ダム建 設 に伴 う村 の一部 の水没、 その移 転 に伴 う住 宅建設 に際

し、村外 業者 が多数 流入

木材生 産 の付加価 値 を高 め る動 き

・総 合振興整備計 画(林 業、観光)

・第3セ クター による住 宅生産 の先進 事例(岩 手県住 田町)を 視察

龍 神国際芸術村 構想

・林 業振興地域整 備計 画(林 業全般)

・長 期総合計 画

・ 「龍神住 宅」を株式会 社 と して登記

(3>組 織 構 成

① 出 資者

出 資金 合 計1,000万 円(昭 和62年10月 現 在)

村(300万 円)、 森 林 組 合(200万 円)、 建 築 組 合(200万 円)、

林 業 研 究 グ ループ(3名 、190万 円)、 製 材 組 合(100万 円)、

農 業 協 同 組 合 長(10万 円)

② 業 務 分 担

「龍 神 住 宅 」 構 成 要 素 主 体 の業 務 分 担 の 大 枠 は次 の よ うに な って い る。

・専従部 門

・森 林 組 合

・林 研

・製 材 組 合

:設 計 、工事管 理 、営業:1人(1級 建 築士)

営業:1人(元 大工)

事務:1人(森 林組 合 と兼務)

CAD使 用担 当者 と して設計 スタ ッフを1人 増員 の予定

:製 材組合 への素材 の安定供給

:森 林組合 、製 材組 合へ の素材 の安 定供給

:会 社 への建築 用 材の納入(年 間納 入契約)
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・建 築 組 合:施 主 との折 衝 、 設 計 、 施 工(一 括 下 請 け)

・村:広 告 宣 伝(DMな ど)、 各 種 イベ ン ト

・農 業 協 同組 合:ロ ー ン

③ 業 務 内容

業 務 内容 を生 産 プ ロセ ス順 に示 す と次 の よ う にな る。

・問 い 合 わ せ

・施 主 との 折 衝

・設 計

・積 算 、 契 約

・製 材

・施工者選 定

:会 社 の営業担 当者

:会 社 の営業担 当者 および設計 担当者

:会 社 の設計担 当者(1部 外 注 した実績 あ り、外部 の設 計事務所 の設

計 図 に基 づいて施工 のみ担 当 した こともある

CADを 導入 し設計(確 認 申請 な ど)の 効率化 を図 って い る

:会 社 が担 当

:製 材組合 が担 当、実 質的 には森林組 合の製材所 が担 当

昭和63年 度 には村 が プレカ ッ ト機械 の導 入 を予定

:大 工組 合が希望組 合員 の中か ら選定

・専門工事 担 当者 選定

:施 工 担当者 の 自由裁量、実質 的には村内業者

・施 工 契 約

・工 事 管 理

・品 質 保 証

・維 持 管 理

:材 工 共 の請負契 約、材料指定 とな り実質 的 には村内 の製材所(現 在

は森 林組合 の製 材所)か ら購 入

施工 担当者 は工 事価 格 の8%を 経費 と して会社 に支払 う

=会 社 の工事管理 担当者

:住 宅 性能保証制 度の加入

:会 社 が窓 口 とな り、施工担 当工務店 が対応

④各構成要素主体の概要

・森林 組合

・建築 組合

:昭 和40年 設立

昭和44年 製 材所(ド ラム板加工)設 置

昭和59年 間伐材流通 セ ンター設置 校 倉建築5棟 供 給

昭和60年 製 材所(建 築 用材)設 置

木工 木製品 開発研究施設 化 粧箱 な ど製作

:現 組合員数769、 役 員15、 職 員37

:元 は、労 災保 健業務 中心 の組合
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・製材 組合

・林 研 グ ループ

:組 合 員 数46

うち 、 大 工(30)、 建 具(2)、 サ ッ シ(1)、 電 気(1)、

ブ リキ(1)、 左 官(7)、 屋 根(製 造 ・施 工)(1)

:非 加 盟 の大 工40

:任 意 組 合 で 、 森 林 組 合 製 材 所(2)、 賃 引 き(1)、

リー ス(1)、 住 宅供 給(1)

:林 業 専 業30名

(4)業 務 実 績

① 工 事 量

昭和62年 中 に竣 工 あ るい は着 工 した 住 宅 の戸 数 は10棟 で あ る。 建 設 地 は、 村 内 を 始 め 、

和 歌 山 県 下 、 泉 南(1)、 堺(1>と 分 布 して い る。 合 宿 所 の建 設 を 含 め る と11棟 と な り、

工 事高 に して 合 計 約2億3000万 円 で あ る。 この 中 に は 、木 材 だ けの キ ッ ト売 り も1棟 含 ま

れ て い る。

「龍 神 住 宅 」 へ の 問 い合 わせ は 、 和 歌 山 県下19件 、 大 阪 府 下36件 、 そ の他 近 畿 地 方

16件 、 東 京 都 ・神 奈 川 県3件 とな っ て い る。

② キ ッ ト売 り

大 手 デ ィベ ロ ッパ ー よ り年 間20～30棟 規 模 で の提 携 希 望 が み られ た が 、 製 材 能 力 の点 で

問 題 が あ り、 現 在 は行 って い な い。

(5)供 給 住 宅 の 特 性

商 品 特 性 と して 、 オ ー ル龍 神 材 、 くる い の な い 乾 燥 材 の使 用 、 ひ とま わ り大 きい部 材 の

サ イ ズ、無 垢 の 木 材 を使 用 した 洋 間 の 内装 、 ユ ー ザ ー ニ ー ズ の 尊 重 、 な ど を上 げ て い る。

7.2.3「 龍 神住宅 」構 成要素 主体 の現状 、意向… ……<設 計手順3>「 龍 神地域 の住宅生

産 の問題 点 の把握 」

(1)調 査 の概要

現在 の 「龍 神住宅 」を構成 してい るそれ ぞれ の要素 主体 に対 して、業 務 の実態 ・生産能

力 、 「龍神住 宅」 に期 待す る内容 ・意 同な どにっいて調査 を行 った(調 査時 期:昭 和62年

12月 ～ 昭和63年1月)。 調査票 の配 票 回収状況 は下記 の通 りで あ る。
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表7.2.3配 票 回収 状 況

調査対象 配票数 回収数
1

「龍神 住宅 」 1 1

龍神村(林 業課) 1 1

森林組合 1 1

林家 1 0

農業協同組合 1 1

製材所 4 4

大工 ・工 務店 10 5

合計 19 13
1

(2)構 成要 素主体 の意向

構成要素 主体 の現状 と意 向を整 理 したのが図7.2.2で あ る。

① 「龍神住 宅 」への参加 目的

主要 な参 加 目的 と して、製材 所が 「龍 神材 の供給拡大 」、大 工 ・工務店 が 「建 設関連 職

人 の仕 事確 保 」、龍神村 ・農協 が 「地 域活性化」 をあげて お り、それ ぞれの立場 を反 映 し

て い る。全て の主 体 を通 じて 「龍神材 の供給拡大」 が基 本的 な共通 認識 とな って いる。

@「 龍 神住宅 」が当面強化 すべ き事柄

強化 すべ き事柄 は、 「営 業体制 の整 備」、 「地域産 出材 の活 用」、 「生産 プロセ スの合

理化 」、 「モ デル住宅 の設 計開発」 で ある。

◎ 「龍 神住宅 」が取 り組 むべ き内容

当面取 り組 むべ き内容 は、 「地元 の龍 神材 の使用」 、 「工場 プ レカ ッ トな ど機械 化 に よ

る合理化 」、 「都 市的 な住 宅開発」で あ り、取 り組 むべ きで ない ものは 「建売 り分譲 住 宅

の供給 」であ る。

④ 「龍神住 宅 」の主要 メンバー構成

主要 メンバ ー構 成 は、 ほ とん どが現状 で十分 としてい る。一部 に、強化 すべ き業種 と し

て大工 ・工務店 を挙 げてい る。 メ ンバー に加 え るべ きもの と して、龍神村 が村民 を巻 き込

んで行 く方 向 を希 望 して い る。

⑤ 「龍神住 宅 」の充実す べ き部門

充実 を図 るべ き専任部門 は 「工事管 理」 「営業」 「設 計」 の各部門で あ る。

◎ 「龍神住 宅 」へ の参加実績

回答 のあ った ものの中で は、製材所 の中 で 「龍神 住宅」へ の参加実績 のあ る ものは森林
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組 合の製材所 に限定 されてい る。

⑦ 当面 の年 間新築 住宅建設 希望戸数

年 間建設希 望 と して30戸 程度 が多 い。50戸 以上 を期待 す る もの も存在 す る。

◎ 「龍神住 宅 」の仕事 の 占める希望割 合

「龍神住 宅」 の仕事 が十分 に確保 されて も、 自分 自身 の仕事 も継続 して い くとい う、 自

律 性 の高 い関係 を期待 す る ものがほ とん どであ る。

◎遠隔地工 事 への対応 の仕 方

施工 圏域 を直接施工 で き る地域 のみ に限定す る とす る ものは1ケ ー スに過 ぎず 、遠 隔 地

工事 に も取 り組む べ きで あ る、 とい った考 え方 が一般 的で あ る。遠隔地 工事 の施 工方法 と

して は、木材 の供給 お よび工事 管理 を 「龍神住 宅」で行 い、実際 の施工 は建設地 の工務 店

と提 携 して行 うとす る ものが多 い。 しか し、大工 ・工務店 の中 には、 自 らが 泊 り込 みで施

工 を行 うとす るもの もみ られ る。

遠隔地 で の専 門工事店 の選定 にっいて は、龍 神村 の業者 に依頼 す るとす る もの と、建 設

地 の業者 に依 頼す る もの とに二分 され る。

⑪都市部 に供給 す る住 宅の設計方法

都市 の ニー ズにあ った住宅 の設計 は、 「龍神住宅 」内部の設 計担 当者 で対 応す るとす る

もの と、外部 の建築家 と協力 して都市 型 モデ ル住宅 を開発 し、 それ を基 に設 計を行 うとす

る ものが あ る。 設計事務 所提携型 のモ デル住宅開発 につ いて検 討 を行 う必要 が ある。

⑫使用 木材 の考 え方

使用 木材 は、す べて龍神材 にすべ きとす る もの と、集 材 の困難 な材 にっ いて は国産材 な

ら代替可能 とす る もの に分 かれ る。 しか し、外材使 用 を認 め る もの は存在 しない。

⑬ 「龍神住 宅 」の問題点

会社設 立後 、1年 間の実 績 を通 じて い くつか の問題点 が指 摘 され てい る。 第1は 、 「仕

事 の配 分が不 明確」 であ り、特 に仕 事 の配分 が なか った製材所 に多 い意 見で ある。第2に 、

「建設 地が遠 い」 があ り、今後 よ り遠隔地 での工事受注 が予想 され るた め、十分 な対応 策

が必要 で ある。っ いで 「全て の材 が地 元で揃わ ない」で、 オー ル龍神材 として展 開すべ き

か どうかの選 択が重要 な課題 とな って い る。 そ の他 「乾 燥材 が十分 に揃 わない1「 受注 量

が少 ない」 「受注 が不定期 」 な どが指摘 されて い る。
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構成要 素主体 の現状 ・意向(龍 神)図7.2.2
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図7.2,2構 成 要 素 主 体 の現 状 ・意 向(龍 神)

7.2.4龍 神型 住宅生産 システムの基本 的枠組 みく設計手順4～9>

(1)「 形成 可能 な複合主体 のパ ター ンの把握 」 〈設計手順4>

龍神村 には、地域産 出材 と しての龍神材 を使用 し、地域 の住 宅生 産主体 が構成員 とな っ

て複合主体 を形成 した 「龍神住宅」 が存在す る。 こ こでは、 「龍神住宅 」 と して形成可 能

な複合主体 のパ ター ンを、図7.2.3に 示す。

「龍神住宅 」 は、素材生産 者で あ る森林組 合か ら施工担 当の大 工 ・工務 店 の共同組織 で

あ る建築組合 にいたる各主 体が連携 した林工一 貫の垂直 的統 合組織 で あ る。 複合主体 と し

ての統 合度 は、 「統一体」 の レベルであ り、強 いっなが りとな って いる。 したが って、統

合 の範 囲の拡大 、統 合度 の強化 の必要 はな く、複 合主体 のパ ター ンと して、 「林 工一 貫 」

の 「統一体 」 と設 定 して以下 を進 め る。
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(2)「 構成 要素主体 の機能 、生産能 力 の把握」 〈設計 手順5>

「龍 神住宅 」 の構成要 素主体 の調査 を通 じて、構成要 素主体 の分担機能 、生産能 力を把

握 した。生 産 能力 の把握 は、各主体 の龍神 材の生産 あ るいは それ を使用 した木造住宅 生産

の最適生産 規 模 と最大生産 規模 を年 間住宅 供給 戸数 と して捉 えた ものであ る。調査票 未回

収 の もの にっ いて は、回収 分 に平均値 を生産能 力 と して仮定 した。

システムのっながりの強さ

(複合主体としての統合度)

1.な い 2,弱 い 3.強 い 購

シ 1. ・構 鰍韮懸 ・林産地域で成立

ス 原 木生産…・一 ・施工 ともて雛 ・森林組合などの協力

テ
ム

・流通カ ッ ト

の 2, ・製材業の盛んな地域

カ 製材一……施工 ・林産地域に近い

・流通カ ッ ト

す 3. ・非林産地域

る 木材流通…・・…施 工 ・豊富な品揃え

機 低価格良品質
能
の 4. ・大工 ・工務店 と設計事

範 設言1施 工 務所の協力関係で成立
囲 ・都市部で成立

5. ・大工 ・工務店のみの

施工 協業化

ー
・システムの効果少ない

備考 ・システムと ・中間形態 ・システム と

してのまとま ・システムと してのまとま
りがない してのまとま りが必要
・設立、運営 りが弱い、責 ・設立 、運営
が容易 任体制が不明 には困難を伴
・システムと 確 う
しての効果薄 ・事業がうま ・システムと

い く展開 しない しての専任ス
と休眠状態に タツフ、施設
なる が必要
・設立、運営 ・システムと

は比較的容易 しての効果大
・事業に展開 きい
力が無い

・日常取引関 ・任意組合 ・株式会社

係の強化 事業協同組

合

図7.2.3複 合 主 体 の 基 本 パ ター ン(龍 神)
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表7.2.4「 龍 神 住 宅 」 構 成 要 素 主 体 の キ ャパ シテ ィ

地域主体 最適生 産量(年 間戸数) 最 大生産量(年 間戸数)

素材生産 80 120

製材 75 110

施工 30 40
r

(3)「 地域 の住 宅市 場 の需要 量 ・質 の把握 」<設 計手順6>

「龍 神住宅 」 に対 す る需要量 を把握 す る。需要 の質 の把握 には 「龍神住 宅」 への問 い合

わせ者 に対す る調 査 な ど詳 しい デー タが必要 であ るため ここで は検 討 しない。昭和62年 に

「龍神 住宅 」 に問 い合 わせのあ った人 の所在地 を基 に仮定す る。

表7.2.5「 龍神住宅 」 への問い合わ せ者 の地 域分布(昭 和62年)

所在地 問い合わせ者数

日帰 り施工可能圏域 和歌山県 8
9

大阪府 1

着 購 施工不可能)
和歌山県 11

61

大阪府 35

奈良県 8

兵庫県 4

京都府 2

滋賀県 2

東京都 2

3
神奈川県 1

合計 74
1

問 い合わせ件数 の全 てが実際 に受 注 にっ なが るわ けではない し、 また、昭和63年 以降 に

っ いて 同様 に問い合わ せが期待 で き る とは限 らない。 む しろ、初期 のPR効 果 が薄れ た り、

他 の産 直 システム との競合 によ り問 い合わ せ件数 は減少す る ものとみ られ る。 ここで は、

営業努 力 によ り、年間最大30戸 程度 の建設需要 は 日帰 り不可能 地域 を含 める と受 注可能 で

ある と考 え る。 日帰 り施工 可能 地域(自 動車で 片道2時 間以 内)で 年 間30戸 の需要 を獲 得

す るために は相 当 の営業努 力が必要 で ある。

(4)「 複 合主体 の規模 の設定 」<設 計手順7>

現在 の組織 を前 提 に考 え ると、組織 強化志 向は少 な く現状 維持 的な考 え方 が強 い。 ま た、

龍 神村 で活動 す る住宅生産関連 主体 の ほ とん どは 「龍神住 宅」 の構成 要素主体 と して 位 置

づ け られてい る。現在 の構成要 素主体 の生産能 力 と年 間住 宅建設戸数 との関係 を みた もの

が、図7.2.4で あ る。 年間住宅 供給戸 数 と して、 次 の3っ の レベルを考 える ことがで き る。
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備
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鵬
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.
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敷

5。 原木 生産

¶

6.設 叶能力

現状 組織強化 現伏 期織強化

贔適能力 贔大能力
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殴冨階 理鮫
携1人

冨賃計管理鍍
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CAD括 用
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・　

・問い合わせ敵の半敵
・現宮業形態での受注の隈界

・希盟受注高の最頻値

一
1

50戸
1

,

班状維1寺

1

組織楚職
外部蹴計耶
携所協力

・営諾、施工、殴計などすべての面で

組臓変箪が必妻

100戸
珊状塵睦持 ・現 状て は、す ぐには実珊【ヨ難組織整稽

外8阻貴計耶
獅所協力

臓考
良質1オの確俣 良劉1オの確保 鑓神住宅と

しての将性
を出す必要
あり

CADけ 営
蹴用にはよ
いが、綻沖
住宅として
の精性を出
しうるか

図7.2.4複 合 主 体 の 規 模 と構 成 要 素 主 体 の キ ャパ シテ ィ

①年 間住宅供 給戸数30戸 程度:

営業能力 の向上、設 計業 務効率 の向上、設計 内容 の向上、施 工管理能 力の向上 な ど営業

設計関連 スタ ッフの充実 が条件 とな るが、施工能力 が最適 規模 内 に納 ま るため、現在 の組

織構成 を基本 に対応す ることが可能 で ある。 また、構成要素 主体 の当面 の年 間住 宅供給 希

望 戸 数 と して30戸 程 度 を希 望 す る もの が 、最 も多 い。
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② 年間住 宅供給 戸数50戸 程度=

50戸 程度 を 目標 に システムを組 む ことを考 え ると、住 宅供給 圏域 の拡 大、 営業能力 の飛

躍 的拡大(支 店 、営業 所 の配備)・ 営業方 法 の革新 、施 工能力 の拡大(専 属工務 店 の導入 、

提 携工務店 の導入 ・拡 大、工場 プ レカ ッ トの活用 な ど)、 広域 対応型 の施工管 理体制 の整

備 な ど、住宅 供給 プ ロセ ス全般 にわた る組織体制 の整備 が必要 とされ る。

③ 年 間住宅供 給戸数100戸 程度:

50戸 を超 え た住 宅供給 を 目指 す には、現在 の ところ住宅需要 条件 、住宅供給 条件両者 の

限界か ら当面 は困難で あ る。将来的 に は、住宅部材 のキ ッ ト売 りな どの可能性 を検討 して

お くべ きで あ ろ う。

結論 的 にい うと、 当面 の住宅供給戸 数 と して、年間住宅供 給戸数30戸 程度 を 目標 とす る

のが妥 当で あ るといえ る。

(5)「 対象 市場 圏域 の設定」<設 計 手順8>

年 間30戸 程度 の住宅供 給 を考 えた場 合、対象 市場圏域 につ いて は2っ の選 択が可能 で あ

る。

① 日帰 り施 工 可能 な圏域 に重点 をおい た営業 、施工体制 を敷 くことで ある。 この場合 には

対 象市場 が狭 い こ とか ら、濃密 な営業 体制 が必 要で ある。 しか し、施工 圏域 が狭 いため、

施工組 織 は現 在 の龍神 の施工組織 を中心 と した体制 を継承 して い ける。 また、施工管理 体

制 も支 店 ・営 業所 に頼 らな くとも、本社 の管理体制 で対応 が可 能で あ る。 しか し、大 工 ・

工務店 との競 合、関係 の発生す る 「龍神住 宅」 の特徴 の訴 求 が難 しいな どの難点 があ る。

② 日帰 り施工 が困難 な地域 を含めた広域 的な市場 を対象 とす る方法 であ る。 この場 合、営

業体制 は広域 市場 に対 応 した方 法を とる必 要が あ り、他 の産 直型 の システム と競 合す る可

能 性 も高 い。設計 は、都市 ニー ズに対応 した設計 が可能 な体制 を とる必要が あ る。工事 管

理 体制 は、広 域 な現場 管理 が可能な よ うに支社 ・営 業所 の設 置 を考慮 す る必要 が ある。 施

工 は、龍神村 の大工 ・工務店 に よる泊 り込 み施工 か、 あるいは建設 地 の大工 ・工務店 との

提 携 による施 工体制 を とる ことにな る。構 成要素 の龍神村 の大工 ・工務店 の中 には、泊 り

込 み施 工 を引 き受 け る もの もあ る。

ここで は、 「龍神材 」 とい うネー ムバ リューあ るいは、住 宅 の特 徴を積極 的 に訴求 して

い く方 が有利 との判断 か ら、近畿一 円を対 象 と した住宅生産 供給体 制を とること として シ

ス テム設計 を展開す る。 な お、 この場 合の注意 すべ き点 として次 の2点 を挙 げ る。

① 設計 につ いて は、都 市部 への供給 を図 るため、都 市型 ・若 者 向けの ライフ スタイル に適
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合 した住宅設 計が な され るよ う、設 計能 力の向上 を図 る必要 が ある。個 別 の住宅設計 に対

す る対 応 に と どま らず、 モデル住 宅 の開発 な ど開発型 の設計 力 の充実 を図 る必要 があ る。

また設計力 の同上 には、内部設 計 スタ ッフの充実 だ けで はな く、外部 の優秀 な木造住 宅設

計 能力 のあ る設計事 務所 との提 携な ど も有力 な手段 で ある。

② 泊 り込 み施工 を担当す る施工 者 は、か な りの程度 材料調達 、施工 組織 編成 、施工管 理 な

どの点 で拘 束 が強 く、 自律 性 の高 い活 動 は期待 しに くいため、 あ る程度 専業化 を図 らない

と施 工体制 と して の成 立が困難 であ る。 また、生産 プ ロセ スの合理 化推進 のため導入 が 予

定 されて い るプ レカ ッ トにつ いては、積極 的な導入期待層 もみ られ るこ とか ら、導入 その

もの に大 きな抵抗 はない と考 え られ る。一般 には、 このよ うな技能 分野 へ の機械 化 に対 し

て、仕事 の面 白 さを失 わせ る と して反対 の傾 向 も強 く、実施 にあた って は十分 な調整 、意

志統一 が必 要 であ る。

(6>「 構 成要素主体 の自律性 の設 定 」<設 計手順9>

年 間住宅供給規 模を30戸 程度 と考 えた場合 の、製材所 、大工 ・工務店 の活動 の 自律性 に

っ いて触れ てお く。

① 製材能力 か らい うと森林 組合 の製材 所 のみで は対 応で きないた め、他 の構 成要素主体 の

製材所 に も製 材 の分担 を図 る必要 があ る。 この場 合、 それ ぞれ の製材所 の 自律的 な生産 活

動 の中で、 「龍神住 宅」の仕事 の分担 量、 分担 手順 の明確化 を 図 ること、製材品 の品質(

寸法 、乾燥 な ど)に っ いて十分 な管 理体制 を しくな どの配慮 が必要 であ る。

②施工組 織 にっいては、各組織 と して も自律的活動 の保証 を期待 してい るが 、各主体 の最

適希望建設 戸数 の範 囲で分担 して行 くことが可能で あるため、 自律性 の ある活動体制 を組

む ことがで き る。 しか し、活動 圏域 が広域 化 し、泊 り込 み施 工 を必要 とす る地域 への住 宅

供給 が含まれ るため、泊 り込 み施工 にっいて どのよ うな体制 で 臨むか、部材輸送 を どうす

るか、な どを検討 して お く必要 があ る。遠 隔地 の施工 にっいて は、構成要素 主体 内に も積

極 的対応 をす るもの とそ うでな い ものが存 在 し、一律 的な対応 はで きない。 建設地周 辺 の

大工 ・工 務店 に施 工 を依存 す る方法 も考え られ る。 龍神 地域 の大工 ・工務店 が泊 り込 みで

対応す る場 合 には、 その大 工 ・工務店 の制約 が強ま るこ とか ら、専属 的な施工組織 と して

位置 づ けて い く必要 があ る。専属 的大 工 ・工務店 で対応す る場 合 に は、複数 の専 属工務 店

が必要 とな る。

ここまで の システム設計 のプ ロセ スを通 じて具体化 した 「龍神型 住宅生産 システ ム」 の

概要 を ま とめ てお く。
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表7.2.6龍 神 型 住 宅生 産 シ ス テ ム の概 要

・システム と しての タイプ は 「林工一貫型 」で あ る。

・既 に第3セ ク ター と して成 立 して い る。 システ ムの統 合度(各 要

素主体 のっ なが りの強 さ)は 高 く維持 す る。

・システムの住宅供給規 模 は年間30戸 程度 をめ ざす。

・製材所 につ いては、森 林組 合以外 の製材所 の活用 を図 る。

・システ ムの対象市 場圏域 は、和歌山県下 、泉南地 域、 京阪神地域

な ど日帰 り施工 が不可能 な地域 まで含 め、広 く設 定す る。

・泊 り込 みが必 要な地域 の施工 にっ いて は、 「龍神 住宅 」専 属 の工

務店 を育成 す るか 、遠 隔地施工 のための提携工務 店 を設 置す る。

・都市部 に住 宅供給 を行 う場合 、特 に、都市型 、若 者型 の ライ フス

タイルにあ った住 宅設 計 がで きるよ う、設計 力を強化 す る。

7.2.5「 龍 神 型 住 宅生 産 シス テ ムの詳 細 シス テ ム の設 計 」<設 計 手 順10>

ここで は、詳細 システムの設計 メニ ー一 に したが って く設 計手順9>ま でで明 らか に し

た推奨 システ ムの詳細 を設計す る。

(1)モ デル住宅開発 システ ム

地 元 の住 宅市場 が大 きくないため 、農 山地域 のみな らず、和 歌山市、泉 南地域 な どの都

市 地域 を含め て住 宅生産供給 を考 え ると、 「龍神住 宅」 と して のア イデ ンテ ィテ ィを高 め

て い く必要 が あ る。 「龍神 住宅」 のモ デル とな る住 宅の開発機 能 は、重 視す べ き機能 の1

つで あ る。

開発組 織 の形 態 としては、外部 の開 発機能 を持 っ設計事務 所 な どに依頼 し、協力 しな が

ら開発 を行 うのが取 り組 みやす い方法 で あ る。

内部 の開発専 門 スタ ッフを備 え るほ ど組織 的余裕 はな く、 また内部 の設計 スタ ッフが対

応 す る余裕 も少 な い。外部 の経験豊富 な設計事 務所 な どの ノ ウハ ウを うま く導入 す るのが

当面受 け入 れ やす い方法 であ る。

開発 につい て業務提 携す る場合 、開 発 コス ト、個別設計 への 関与 、個別設 計上 の ロー ヤ
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リテ ィな どい くつ かの検討 して お くべ き問題 が ある。 もちろん 開発 目標 について複 合主体

内 で充 分な検 討が行 われ なけれ ばな らない。

具 体的 なモ デル住 宅開発 のため に住 宅設 計 コ ンペを実 施す る こと も有効 な手段 で ある。

開発 内容 と して は、 まず 、都 市的、 あ るいは若者 の ライフ スタイルに適 合 した生活提 案

力 のあ る、か っ地 域 に適 合 した モデル住宅 の開発 が必要 で あ る。 個別 の設計 で はな く、複

合主体 と して の独 自性、訴 求力 を もち うるよ うな汎 用性 の高 い平面、立面 、詳細 の提案 が

好 ま しい。(例 、 フ ォル クス、東海 の いえ)

また、合理 的 な住宅生 産 を進 め るにあた って構法 の システ ム化 を進 め る必 要が あ る。在

来構法 で システム化 を図 った住宅 の開発 を 目指 すべ きで ある。(例 、 「フォルク ス」愛 知

県)

(2>営 業 シ ステム

住宅供給戸 数 の拡大 、住宅供給 圏域 の拡大 にと もな って 、営 業担 当 の専 門 スタ ッフの増

強 を図 るべ きであ る。

営業専 門 ス タ ッフの業務 として は、営業 、開発企画、広告宣 伝、受注管理 など多岐 に わ

た る。 また、必要 に応 じて支店 、営業所 な どの設置 が必要 であ る。

産 直 システ ムと して都市 地域で展開 を図 る場合、百貨店 、 デ ィベ ロ ッパー な ど営業 力 の

あ る外 部主体 との提携 を行 うもの もあ り、長期 的には このよ うな方 向での展開 も考慮 して

お く必 要 もあ る。(例 、金 山建築協組)

「龍 神住宅 」 のPR、 モ デル住宅展 示 にっ いて、第3セ クターの利点 を活 か して龍 神村

の協 力 を求 めて ゆ くべ きで ある。(例 、 フ ォル クス)

営業 機能 の展開方法 と して様 々な方 法が考 え られ る。以 下 に示す事柄 を参考 に、可能性

のあ る もの か ら取 り組 むべ きで あろ う。

表7.2.7営 業 機 能 の 展 開 方 法

・建 築主 との折衝 手段 の多様 化:写 真、模型 、パー ス

パ ンフ レッ トの作成

モ デル住宅 の建 設、展示

住 宅図面集、住 宅写真集 の作成

住 宅建設 ビデ オ ライブ ラ リーの作成

PRイ ベ ン トの実施(「 住 宅 デー」 「木 工教室」 「講演会」 の開 催)

新 聞記事 への取 り上 げ
マ ーケ テ ィング調査 の実 施

顧 客情報 の管理
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(3)設 計 システム

地 元 の農産 村地域 以外 の都市 地域 を も対象 として住 宅生産供 給 を図 る場合 、 「ユー ザ ー

ニー ズ との適 合」 は現状 の大工 棟梁 に よる住宅設計 体制 では不 十分 で、設計専 門 の スタ ッ

フの充実 を図 るべ きで あ る。建 築主 の意向 を取 り入 れた設計 が で きるだ けで はな く、生 活

提 案力 のあ る設計 がで きるスタ ッフを お くことが重 要で あ る。

設計機能 を広 く捉 え ると次の よ うな内容 があ り、 そのそれぞ れに適切 に対応 して行 く必

要 が あ る。

・ユーザー との折 衝

ユーザー の ニー ズを読 み取 り、設計 意図 を充分 に理解 させ る ことが重 要 であ る。 その た

めには多様 な表現方法 を準 備 してお くことが必要 で ある。

・個 別住宅 の設計

生 活提案 的 な内容 のあ る設計 を行 うことが必 要で ある。建 築主 が十分 に理解 で きる程 度

の図面 な どの準備 は必 要で あ る。模 型、 パー スなどの ビジュアルな手段 を積極 的 に活 用 す

る。

・建築確 認 申請

遠隔 地を除 いて基本 的に は システム内で対応す べ きであ る。CADな どの活用 によ って

合理化 を図 る ことが重要 で ある。

・積算:概 算 見積 りの機能 がユ ーザ ー との折衝 の円滑化 のた め に重 要で あ る。

・工事管理

複合 的な組織 で あ り、 メ ンバ ーの技 量や施工方法 な どに違 いがあ る。品質 の安定 、保 証

のた めに は工事 管理が重要 な役割 を果 たす。 それ らを うま くコ ン トロール して行 く必要 が

あ る。 特 に、遠隔地 での施 工 の場合 、工事後 の手直 しが コス ト的 に も大 きな負担 にな るた

め、工 事管理 体制 が確立 して い る必要 が あ る。

(4)木 材調 達 システ ム

住 宅建設 に必要 な木材 の取 り揃 え は、基本 的 には構成要素 主体 で ある製材 所が行 う もの

とす る。 これ によ り良質 材 、乾燥材 の ス トックが可能 にな る。

長期 的 には、遠隔地 への部材輸送 が多 く必要 とされるため 、品質 管理 ・工程管理 の徹 底

を期す 意味 か らも、専 門の取 り揃 え組 織 を設 ける。 このため に は、計画 的 に集材 、 ス トッ

クを行 うこ とが必要 であ る。

品揃 え の機 能 と して、材料乾燥 が重要 であ る。 自然乾燥 の場 合 には十分 な期 間が必要 で
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あ る。乾燥期 間に余裕 が ない場 合 には、 人工乾燥機 の導 入 を検 討すべ きであ る。

オー ル龍 神材 でい くのか 、主要材 のみを龍神材 にす るのか は、龍 神材 の産 出予 定 との関

係か ら検討 を行 う必 要が あ る。主要材 に限定す る場 合に は、 どの材 に限定す るのか検 討 し

なけれ ばな らない。

(5)施 工者選定 システム

施工 担当者 の選定 は、現 在構成要素 主体 であ る大工組 合内部 での調整 に任 せて いるが、

工事高 が増 え建設地域 も拡 大す る場 合 には、龍神住 宅の専任 スタ ッフが決定 す るのが望 ま

しい。選定 は、選定基準 によ り行 うもの とし、工事 特性 にあ った適任者 が選 定で きるよ う

選 定基準 を工 夫 してお く必要が あ る(地 域、工 事高、工事 内容 な ど)。 選定 にっ いて、構

成 要素主体 問 の理解 が得 られるよ うな公正 な方法 を とるべ きで ある。

施工担 当者 と して選 定 された場合 、施工者 側の工 事担当 の拒 否権 は原則 的 にはない もの

とす る。

(6)専 門工 事施工者選 定 システム

現在 は、施 工担 当の大工 ・工務店 の 日常 的な取 引業者 の中 か ら選 択す る、 「龍 神住 宅 」

として の技 能管理 が困難で あ る。今後 は専 門工事店 にっ いて も登録制を とり、登録業 者 の

中 か ら施 工者(施 工担当工務店)が 指定す る。 こ うす る と、技 能管理が容易 にな り、か っ

工務店 に自由裁量 が認 め られ るため、 チー ム編 成が容易で あ る。

(7)木 材 加工 システム

現在 は、墨付 け、仕 口の加工 を施 工担 当者が直接行 って い る。 担当者 の技能 に依存す る

ことにな る。技能 レベルにバ ラッキが あ ると考 え られ るか ら、周到 な品質管理 が重要 で あ

る。龍神 村 に プ レカ ッ ト機械 の導入が予定 されて い る。 これは、 コンビ」一 夕に入力 され

た伏 図 に基 づ いて木拾 い ・仕 口の指定 を行 うもので ある。 この コンピュータ入力 には一 定

の専門技術 が要求 され るが 、加工 その ものに は専門技術 を要 しない。 ある程度 の稼働率 が

期 待で きれば コス トダ ウン ・品質管 理 にっなが る。

加工 プ ロセ スに専門的技能 が必要 と されないため、施工担 当 の工務店技能 者が、技能 の

発 揮す る場 が失 われ る ことを理 由 に、導入 に反 対す る こともあ る。 「龍神住 宅」 として の

取 り組 み方 について十分 の検討 が必要 であ る。 構成要素主体 の中で は積極 的 な導入希望 が

多 い。

遠隔地 で の建設 機会 が増加 す るこ とを考 えれ ば、工事管理 な どの上 か らもプ レカ ッ トへ

の積極 的な取 り組 みの検討 が重要で あ ろ う。
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(8)工 事 管理 システ ム

「龍神住 宅 」の場合 、第3セ クター への信頼 に応 じるため に も品質保証 の体制 が重要 で

あ り、専 門 の管 理 スタ ッフが工事管 理 を行 うこ とが望 ま しい。設 計担 当者 が管理業 務 を兼

務 して もよい。 遠隔地 での施工 の場 合 ほ どこの機能 が重要 にな る。 管理方法 にっ いて明 文

化 した基準 を準 備 して お くことが重要 であ る。

もち ろん、施 工管理 に先立 って材 料 の品質管 理(乾 燥 な ど)を 十分 に行 う必要 があ る。

(9)施 工 システム(木 工事)(専 門工事店 にっ いて も同様 で あ る)

施工 組織 の編成 に は、 い くっ かの形態 が考 え られ る。

現在 は構成 要素 主体 の工務店 の中か ら施 工者 を選定 して発注 す る形態 を と って い る)施

工 者 は 「龍神 住宅 」 の仕事 ばか りを行 うので はな く、独 自の活動 も行 うことを希望 して お

り、構成要素 主体 の 自律性 は高 い。 この場 合 には、施工 の公平 な分担 とと もに、 「龍 神 住

宅」 の統一 的 な基 準 に基 づいた品質管理 が重要で あ る。 今後、遠 隔地 での工事施工 が 増

加 す る ことを考 え ると、 「龍神 住宅」 専属 の工務店 を配 置 して 対応 して いか ざるを得 な く

な る とみ られ る。 専属 の工務店 の場合 、

構 成要素主 体 の 自律性少 な く、技 術管理 も容易で あ る反 面、構成要 素主体 に対 して継 続 的

な工事 を保証 して行 く必要 があ る。

施 工者 への工事 発注形態 は、施 工者 の フ リーハ ン ドが大 き く、積 極的 に活動 す るイ ンセ

ンテ ィブをあ たえ る材工 ともの方 法が 好 ま しいが、実質 的 には木材 は材料支給 形態 にな る。

(10)品 質保 証 システム

「龍神住 宅 」 と して住宅性能 保証制度 に加盟 して い るが、品 質管理体 制の強化 に努 め る

べ きで あ る。

(11)維 持 管理 システム

維持管理 体制 は、現在 は 「龍 神住宅 」 と して維持 管理 につ いて の問い合わ せに応 対す る

窓 口だ けを確保 して お き、実際 の対応 は施工担 当工務 店等 に と らせ てい る。 しか し、 この

方法 で は零 細工事 、緊急 を要 す る工事 に対応 しに くい。

遠隔地 にっ いて は、維持管理 につ いての提携専門組織 を設 けて もよい。

(12)顧 客管 理 システム

顧 客管理 も重要 な機 能 の1つ であ る。専 門 スタ ッフが配属 されて営業 部門 が継 続 して行

ってい く。

管理 内容 も、供給 した住宅 の管 理 に とどま らず、 居住者 の生 活 のア ドバイザー として継
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続 的 に情報交 流 を続 けるべ きで ある。結 果 的に、顧 客管理 が継続 的 な受注 にっなが る。顧

客管理 内容 と して以下 のよ うな ことが考え られ る。

表7.2,8顧 客管理 内容

・顧 客 リス トの作 成

・顧 客 カ ル テ の作 成

・定 期刊 行 物 、 二 一一 スの発 行(例 え ば 、 「龍 神 住 宅 通 信 」)

・親 睦 会 、 懇 親 会 、 講 演 会 の 開 催

・特 別 村 民 制 度 に よ る地 域 産 品 の 宅配 な ど

7.2.6今 後 の シ ス テ ム展 開 上 の課 題

シス テ ム展 開 上 の課 題 を い くっ か整 理 して お く。

(1)住 宅 生 産 供 給 市 場 へ の適 合(産 直 シ ス テ ムの 乱 立 、競 合)

東 北 地 方 の 各 県 や岐 阜 県 、徳 島 県 、 そ の他 の 地域 で も産 直 型 の住 宅 生 産 供 給 に積 極 的 に

乗 り出 して い る。 「龍 神 住 宅 」 は 、 関 西 地 方 で 産 直 シス テ ム と して は先 発 で あ る。 ま た 、

第3セ クタ ー 方 式 を と って お り、 マ ス コ ミな どで 取 り上 げ られ た こ と もあ り、積 極 的 な 広

告 ・営 業 活 動 を せ ず と も多 くの 問 い 合 わ せ が 寄 せ られ る よ うな 有 利 さを も って き た。 しか

し、多 数 の 同 様 の シ ス テ ム と競 合 す る よ う にな る と、 先 発 の メ リ ッ ト(マ ス コ ミの取 り上

げ等)が な くな り、 新 しい需 要 開拓 の 工 夫 や努 力 が 必 要 に な る。

シ ステ ム と して の持 続 的 な活 動 を 可 能 に す る方 法 を今 か ら模 索 す る必 要 が あ る。 そ の た

め に は 、信 頼 の お け る住 宅 生 産 シス テ ム を 形 成 す る こ とが大 切 で あ る。 ま た 、 マ ス コ ミに

取 り上 げ られ て展 開 した シス テ ム は、 品 質 管 理 の悪 さな どを マ ス コ ミに よ って 指 摘 され 、

衰 退 す る こ と も少 な くな い。 特 に 、 品 質 管 理 に 重 点 を お い た住 宅 づ くりが重 要 で あ る。

(2)「 龍 神 住 宅 」 と して の特 徴 づ く り

良質 な龍 神 材 の 多用 、 市 町村 の参 画 の第3セ ク ター に対 す る信 頼 な ど に安 易 に依 存 す る

だ けで は 、 十 分 な展 開 が 図 れ な い 。 「龍 神 住 宅 」 と して の特 徴 を う ま く出 して 、 他 の産 直

住 宅 な ど と差 別 化 を 図 る必 要 が あ る。 そ の た め に は、 単 に龍 神 材 を 多 く使 うだ け で は な く、

内 装 ・外 装 に うま く木 を使 う工 夫 を 凝 ら さね ば な らな い。 ま た 、 品 質 の 安 定 を通 じて 第3

セ ク タ ー と して の信 頼 性 の 強化 を 図 る こ とが重 要 で あ る。 他 地 域 の良 質 木 造 住 宅 の事 例 な

どか ら学 習 す る こ と も重 要 で あ る。
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(3)「 龍 神住 宅」需要者 像の把握

地元産 出材 であ る龍神材 を活用 し、第三 セ クター とい う信 頼 のお ける住 宅供給 システ ム

で ある 「龍 神住 宅」 に対 して、 どの よ うな需要 者層 が対応 して い るのか、 どのよ うな住 宅

供 給が期待 されて い るのか、 にっいて不 明な部 分が多 い。

表7.2.9産 直 住 宅 の需 要 者 像

(出 典;福 浜 嘉 宏 、 他 「産 地 直 送 住 宅 の現 状 と問 題 点 」 木 造 建 築 研 究 フォラム1988。1)

①需要者 の典型 的 イ メー ジ

比較 的所得 は高 い(400万 円～1000万 円 を越 え る)

第3次 産 業従事者(会 社員 、公務 員、 自営 業、等)

近 郊住宅 地 に既 に持家 を持 ってい る(木 造 の戸建 て持家)
マス コ ミ(新 聞、雑誌)な どで ブ ラン ド名 を持 った木材 によ る木造住宅 を知 って い る

和 風住宅 志向(瓦 、漆喰壁 、座 敷、和 風居 間)

@住 宅 、生産 システ ムの評価

良質木材 の使用 、豊富 な木材使 用、住 宅の耐久性

大工 、職 人 の働 きぶ り、態度 、人柄 が よい

打 ち合 せ が十分 で きない

設計能 力が不 十分 、 セ ンスがな い、 田舎臭 い、洗練 されて いない

今 後 は 、 「龍 神 住 宅 」 独 自の需 要 者 像 を 明 らか に して い く必 要 が あ る。 そ の た め に は 、

導 入 され た コ ン ピュー タ を活 用 し、 既 建 築 主 、 問 い合 わ せ者 を含 め た 需 要 者 リス トづ く り

な どデ ー タ ベ ー ス化 を 図 る べ きで あ る。

(4)実 質 的 な能 力 ア ップ

他 の 産 直 住 宅 が 多数 出 現 して くる中 で競 合 し、 産 直 住 宅 の 需 要 層 自体 が 一 定 とす る と相

対 的 に需 要 が 少 な くな る。 この よ う な環 境 の 中 で 組 織 展 開 を 行 って い くた め に は 、 うわ っ

い た ニ ー ズを 対 象 とす る だ け で な く、 実質 的 な 住 宅 生 産 供 給 力 の 向 上 を 図 る必 要 が あ る。

そ の た め に は、 住 宅 生 産 シ ス テ ム と して 各 種 の工 夫 を 凝 ら して ゆ くこ とが 重 要 で あ る。

第1に 、住 宅 の 質(設 計 力 向 上 、 品 質保 証)の 向 上 で あ る。 例 え ば、 龍 神 住 宅 コ ンペ を

実 施 す る こ と が考 え られ る。 これ は 、 「龍 神 住 宅 」 の セ ー ル ス ポ イ ン トの 強 化 に っ な が る。

ま た 、 積 極 的 に都 市 の若 年 者 の ラ イ フ ス タ イ ル に適 合 す る よ う な住 宅 供 給 が で き る こ とが

重 視 され る。

第2は 、 コ ス ト管 理 の徹 底 で あ る。 流通 カ ッ トに よ る コ ス トダ ウ ンは あ る もの の 、 材 料

費 、労 務 費 の 地 域 間格 差 は な くな っ て い く傾 向 が 強 い た め、 合 理 化 に よ る コ ス トダ ウ ン を

図 るよ う努 力 して い く必 要 が あ る。
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住宅供給上 の トラブルを起 こさない よ う注意 して お く必要 が あ り、工事管 理の強化 や顧

客管理 の徹底 を図 る必要 があ る。

(5)組 織 の 円滑 な運営

現状 の施 工体制 で は、施 工担 当工務 店 の選定 が建築組 合 に任 され 「龍神住 宅」の コ ン ト

ロール下 にはない。 建築組 合 は大工 ・工務店 の希望 によ って施工担 当者 を決 め ることにな

ってお り、大 工 ・工務店 は施工 を担 当す る義務が あ るわ けで はない。 したが って、極端 な

場 合 には施工 希望 の大 工 ・工務店 がな い場 合 も発生 しうる。大 工 ・工務店 の 自律性 を尊 重

した システ ムで はあ るが、 「龍神住 宅 」 と して受注 した ものにつ いて施工体 制が十分確 定

して いない。 したが って、現状 で は積極 的 な営業活動 の拡充 は望 めない。 「龍神住宅 」 と

しての発展 をめ ざす上で は、施 工者選 定 は 「龍神住 宅」 が行 うな ど、 「龍 神住宅 」 と して

の管理 機能 の強化 が必要 で ある。

(6)プ レカ ッ トの導入

生産 性 の向上、品質管理 体制 の強化 を図 る上 で、工場 プ レカ ッ トの導 入 も一 っの有 効 な

手 段で ある。 龍神村 が中心 にな って、現在 プ レカ ッ ト機械 の導入 が図 られて い る。 プ レカ

ッ ト内容 につ いて、柱、梁 とい った構 造材 の加 工が予定 されて い る。 「龍 神住宅 」の場 合、

板 材を多用す る ことか ら板材 の加工 ・据 え付 けの手間 が掛 か るな どの指 摘が あ り、 これ ら

の状況 に対応 で きる新 しい プ レカ ッ ト機械 の導入 は有効 であ る。 いずれ に しろ、 「龍 神住

宅 」 の生産 シ ステ ム形成 に関 わ る重 要 な問題で あ り、 「龍 神住 宅」、森林組合 、製材 所 、

龍神村 、な ど関係者 の十分 な コ ミーニケー ションが必要 で ある。

「龍神 住宅 」の場 合、設立 までの間 には各構成要素主 体 に コ ミュニケー シ ョンが比較 的

よ く行 われて いたが、設立後 はプ レカ ッ ト導入 や営業協 力体制 にっ いて十分 な意見交換 が

な されてい ない。 「協 同化 システム」 の場合 に は構 成要 素主体 間の十分 な意 志 の疎通 を図

る ことが特 に重要 で あ る。 この点 での改善 が望 まれ る。

<参 考文 献>

1.福 浜嘉 宏、栗 田紀之 「産 地直送住 宅 の現状 と問題点」木造 建築研究 フ ォラム1988.1
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7.3試 設 計2:市 街化進行 地域 の地域型住宅生 産 システ ム

7.3.1試 設計 のね らい

ここで は前 節 と同様 に、7.1節 で展開 した システム設計手 順 に した が って、市街 化 が

進 行 しっっあ る地 域 の地域型住 宅生産 システムの設 計 を行 う。対象 地域 は和 歌山県 の紀 北

地 域 と呼 ばれ る橋本市 を中心 と した伊都郡 の各 町村(1市4町1村)で あ る。 この地 域 は、

近 年 、大 阪へ の通勤者 を対 象 とした大規模 な住 宅地開発 が行 わ れて いる。

紀北 地域 に は、大手 住宅 メー カー ・デ ィベ ロ ッパ ーに対抗 して地 元 の設計事 務所 が中心

に住 宅生産 関係者 が グループをっ くった 「(仮 称)紀 北木造 住 宅促 進協 同組 合」(以 下 、

「紀北組 合」 とい う〉 が存在 してい る。 「紀北組合 」は、現 在 「協 同化 システム」 と して

の住宅生産 システ ム形成 の準備 段階 に ある。 こ こで は、 この 「紀北 組合 」を基 に、具 体 的

に システ ム設計 を展開す る。

前節 の林 産地域 型 の地域 型住宅生産 システム設計 と異 な るのは、① 紀北地域 が素材 生産

地域 で はな く、 「林工一貫 型」 の住 宅生産 システム形成 が と りに くい こ と、②市 街化進 行

地 域で 多 くの住 宅需要 が見 込め る こと、③ 「紀 北組 合」 がその構成 員や活動 内容 にっ い て

未確立 であ り、 「既存 システムの システム改善 」で はな く 「新 規 の システム開発 」 にあ た

る、 ことで あ る。

7.3.2紀 北地域 の現状… …… 〈設計手順2>「 紀 北地域 の状況 、地域 資源 の把 握」

(1)紀 北地 域(橋 本 市 および伊都 郡 の各 町村、1市4町1村)の 概要

橋本 市 を中心 と した1市4町1村 の総人 口は、昭 和61年3月 現在 で94,693人 で、 その

うち橋本市 が43%を 占めて い る。和 歌 山県下 で人口増が著 しい地域 と して特徴 づ け られ る。

地域産業 と して は、高野材 の集 散地 としての原木 市場 が存在 してい る。 年 間取扱 量 は7

,000㎡ と規模 は比較 的小 さいが、地域 内の間伐 、小 径木 を多 く集荷 して お り、ひ の き材 に

つ いては地 元 の小売 製材所 への供給 比率 が高 いのが特徴 であ る。す で に地域 的な ネ ッ トワ

ー クが成立 してい るといえよ う。 しか し、良質 材 にっ いては、製材能 力、 「吉野 材」 と し

ての ブ ラン ドの確立 な どの条件 によ り地元市場 よ り吉野地域 の市場 に出荷 され る傾向 が強

い。産 出量 との関係 もあるが、将 来的 には 「高 野材」 を ブラ ン ド化 して住 宅供給 に活 用 し

て い く可能性 は期待 で きる。

住宅市場 の状況 と しては、橋本市 北 部 に公共 ・民 間デ ィベ ロ ッパ ーによ る大規模 開発 が

一244一



進 め られて きて い る。 開発 の規模 は、8地 区、総面 積821ha、 計 画住宅戸数 は14,540戸 で あ

り、戸 建て住 宅 の開発 が主流 であ る。 ほ とん ど開発 は現 在進 行 中で ある。需要者 として、

南 海高野線 を利用 す る大阪方面 へ の通 勤者 が見込 まれて いる。

表7。3.1橋 本 市 の住 宅 地 開 発 状 況
資料:新 都rl∫ 昭和60年10月 号

地 区 名
`拝業 主 体 面稜㈲ 戸数同 年 度

紀 見A地 区 南海電気鉄道 78 500 S.60～S.65

紀 見B地 区(城 山 台) 〃 118 1,700 完 成

紀 見C地 区(三 石 台) 〃 96 1,800 S。60分 譲 ア定

隅 田A地 区 〃 285 4,80Q S.60～S.66

住都公団隅田地区(B,C地 区) 住 都 公 団 131 2,800 S.61～S.65

紀 見 ケ 丘 ク リ ー ン ハ イ ツ 大 登 興 産 46 1,100 完 成

御 幸 辻1}i宅 開 発 東急 不動 産 17 400 S.59～S.61

菖 浦 谷 、 小 原 川 住 宅 開 発 大 倉 建 設 50 1,440 S.61～S.62

合 計 821 14,540

(2)紀 北 木造住 宅生産組織 と して の 「(仮 称)紀 北木造住 宅促進 協同組合 」の概要

「紀 北組合 」 は、北部 の大規模開発 で み られ るよ うな大 阪 の大規 模 デ ィベ ロッパー、 プ

レハブ メー カーの進出 に対 抗す るため に、共 同化 による コス トダウ ンや工期短縮 を図 る と

ともに、都市 、若者 の ライフスタイル に適 合 した住宅供給 を行 うことを目的 としてい る。

「紀北組合 」 は、現在1市4町 の大 工 ・工務 店、設計 事務 所、製 材所、専門工事業 、建

材業 な どの地 域主体21社 が共同化 を進 めてい る。 現在 の ところ正式 な 「協 同組合 」組織 と

しての成立 を みて いない。

対象 とす る市場 と して は、地 元北 部 で予定 されてい る新規 ・大規模開発 について 、協 同

組 合組織 と しての営業 受注活動 を積 極 的 に進 あてい くこ とを考 えて い る。

7.3.3「 紀 北 組 合 」 の 構 成 要 素 主 体 の現 状 、 意 向 … … …<設 計 手 順3>「 紀 北 地

域 の住 宅生 産 の 問 題 点 」

(1)調 査 の概 要

紀 北 型 住 宅 生 産 供 給 シス テ ム設 計 に あ た って 、 現 在 の 「紀 北 組 合1を 構 成 して い る そ れ

ぞ れ の 要 素 主 体 に対 して 、 業 務 の実 態 ・能 力 、 「紀 北 組 合 」 に期 待 す る 内容 ・意 向 な ど に

っ い て 調 査 を 行 った。(調 査 時 期:昭 和62年!2月 ～ 昭 和63年1月)

調 査 票 の配 票 回 収 状 況 は表7.3.2の 通 りで あ る。
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表7.3.2配 票 回収 状 況

調査対象 配票数 回収数

製材所 1 1

設計事務所 4 2

大工 ・工務 店 4 3

専門工 事店 ・建材店 12 6

合計 21 12

(2)構 成要 素主 体 の意 向

構成 要素主体 の現 状 と意 向 を整理 した のが図7.3.1で あ る。

① 「紀北組 合 」へ の参加 目的

主要 な参 加 目的 として は、 「地域 の建設 関連 主体 の仕事 の確保 」 と 「地域 に適 合 した良

質 な木造住 宅建設 」が挙 げ られ てい る。 その他 に 「大手住 宅 メー カーへ の対抗 」が指摘 さ

れて い る。 したが って、地 域 に適合 した住 宅開発 を行 うことによ って、大手住宅 メー カー

に対抗 した住 宅建設活動 を あ ざしてい くことに集約 で きる。

⑫ 「紀 北組合 」が 当面 強化す べ き事柄

当面 取 り組 むべ き事 柄 と しては 「住宅建設 、供給 の仕組 みづ くり」が、主要 な内容 と し

て認識 されて い る。 そ の他 に、 「モデ ル住 宅の設計開発」 、 「受 注窓 口の設 置」が挙 げ ら

れ てい る。

すなわ ち、 モデル住 宅開発 と受注 に焦点 を おいた住宅生産 供給 システムの策定 が急務 で

あ る。

◎ 「紀 北組 合 」が取 り組む べ き内容

当面取 り組 むべ き内容 と して、 「紀北組 合 と しての専 任組織 、施設 の整備 」 「建設 に際

して地 元職 人 の採用 」 「設計施 工方法 の標準化」 が挙 げ られ て いる。

一方 、 「広 域 にわた る住宅供給 」 「工場 プ レカ ッ トの導 入 な ど機械化 によ る合理化 」 な

どにつ いて は消極 的で ある。

したが って、地 元周 辺で の住 宅供 給 を中心 と し、 あま り大規 模 な設備投 資 を必要 と しな

い、 自律性 の高 い ネ ッ トワー ク形成 をめ ざ して い ると理 解 され る。

④ 「紀 北組合 」 の主要 メ ンバー構成

メンバー は現状 の21社 で 十分 であ る とす る ものが、 ほ とん どであ る。 加 え るべ き業種 と
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して少数意 見 で はあるが、左 官、屋根 、基礎 の各専門工 事業 を挙 げてい る。 いずれ に しろ、

大 工 ・工務店 や設 計事務所 の組 合員数 を増 や して ネ ッ トワー クを強化 し、供給 圏域 を拡 大

して い こうとい う姿 勢 はみ られ ない。

⑤ 「紀北組 合1の 充 実す べ き部 門

「紀北組 合 」と して充実 すべ きもの として、営業部門 が第一 に、つ いで工事管 理部門 が

挙 げ られて い る。

◎当面 の年間新 築住宅 建設 希望戸数

住宅供給希 望戸数 と して は、年 間30戸 を中心 にバ ラツキが み られ るが、 当面供給戸数 に

は こだ わ らな い とい う ものが多 い。 これは 「紀北組 合」 として の組織 づ くりに重点 をお く

べ きで あ るとい う考 え に基 づ くもので あ る。

⑦ 「紀北組 合 」の仕事 の占あ る希望割 合

「紀北組 合 」の仕事 が十分 に期待 で きて も、 自分 自身 の独 自の活動 も継 続す る とい う、

自律性 を維 持 した ままの システムづ く りを希望 して いる。

◎組合 、設 計事務所 、工務店 の関係

建築主 との工事契約 にっいて は、大 工 ・工務店 が個別 に行 うので はな く、 「紀 北組合 」

が主体 とな って契約 す る方 向を志向 して いる。

◎設計 、施 工 の対 応

個別 住宅 の設計 につ いて は、組合員 で あ る設計事 務所 が担 当 し、施工 は組 合員 であ る大

工 ・工 務店 と専門工事店 の チー ムが対 応す る、 とい った体制 を希望 す る ものが ほ とん どで

あ る。

すなわ ち、窓 口は一本 化 されてい る ものの、実質 的な設 計 と施工 は、設計施工 分離 の形

態 で行 われ る。

⑩都市 部 に供 給す る住 宅の設計方法

「紀 北組合 」内部 の設計担 当者 が行 うか、都市部 の設 計事務 所 と提携す るか、都市 型 の

モデル住宅 の開発 を有 名建築家 と提 携 して行 うか、 にっ いて意 見が分 かれてい る。

⑪使用 木材 の考 え方

品質 、価格 な どの条件 によ り外材 を使用 す る とい うものが多 い。高野材 を主 に使 い、集

材 のむっ か しい ものについて国産材で代替 す る とい うもの もみ られ る。

地 元高野 材 の生産体制、 生産 能力 を把握 して お く必要 が あ る。

⑫遠隔地 工事 へ の対応 の仕 方
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図7.3.1構 成要 素主体 の現状 ・意向(紀 北)

泊 り込 みを必要 とす る遠隔地 工事 はせず、直接施 工で きる圏域 に限定 して住 宅供給 を行

う、 とす る ものが多 い。地域密 着的 な施工体制 を志 向 してい る と考 え られ る。

⑬遠隔地工事 の専 門工事店 の手 配方法

遠隔地 の工 事 を受注 した場 合、専門 工事店 にっいて は、建 設地周辺 の工事店 に依頼 す る

ものが多 い。

7.4.4紀 北 型 住 宅 生 産 シ ス テ ム の 基 本 的 枠 組 み

(1)「 形成 可能 な複 合主体 のパ ター ンの把握」<設 計手順4>

図7.3.2は 、 紀北 地域 で形成 可能 な複合主体 のパ ター ンを示 してい る。 「紀北組 合」 の

構成員 は、現在 の と ころ、製材 所 、建 材店、設計 事務所 、大工 ・工務店 、専門工事 業 か ら

な って お り、各 主体 が連携 した垂直 的統合組織 とな りうる。 な お、組 合員 の製材所 は製 材

機能 の他、大 工 ・工務店 へ の直接木材 供給 を行 って お り、木材 流通 機能 を合 わせ もって い

る。

未 だ協同組 合 と して の正式 な設立 を みてお らず、複合主体 と して は準備段 階で ある。 複
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図7.3.2複 合主 体の 基 本 パ ター ン(紀 北)

合主体 と して のつ なが りの範囲 と して は、現在 の構成 要素主体 で あ る製材所 を活 用 して 製

材 施工一貫 システムを組 む ことが考 え られ る。 また、将来 的に地 元 の 「高野 材」 が多量 に

産 出す る場合 、素材生産 を も含 めた林 工一貫 システムを組 む こ とも考 え られ る。 その場 合

には、 「高野 材 」 と しての部材 のブ ラ ン ド化 を図 る ことも重 要 にな る。 一方 、製材 所 の製

材 能力 に限界 があ る場合 に は、製材機 能を含 めない設計 施工一 貫 システム と して システ ム

形 成 を図 って もよい。
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複 合主体 と して の統合度 は、 ネ ッ トワー ク と して の設立 を みてい ない現状 では 「統一 体」

、すなわ ち、 「紀 北組合」 と して住宅 供給 を行 うよ うな統 合度 の高 い ものをす ぐにめ ざす

の は困難で あ り、当面 は 「同盟 体」(受 注窓 口の共 同化)、 「協 働体」(相 互取 引の活 性

化)と い った レベルか らス ター トす べ きで あ る。 製材施 工一貫 システム と しての複 合主体

の具体 的な イ メー ジを っなが りの強 さの レベル毎 に 表7.3.3で 展開 してお く。 ネ ッ トワー

ク としての効 果 を期待す る場 合 には、 っなが りの強 さが中 レベルの 「同盟体 」の レベ ルが

妥 当であ る。

(2)「 構 成要素 主体 の機能 、生産能 力 の把握 」 〈設計手順5>

「紀 北組 合 」の構成要素 主体 の調 査 を通 じて、構成要 素主体 の分 担機能 、生産 能力 を把

握 した。生産能 力 の把握 は、各主体 の木造 住宅生産 の最 適生産 規模 と最大生 産規模を年 間

住宅供給戸数 として捉 えた ものであ る。 調査票未 回収の ものにつ いては、回収分 に平均 値

を生産能力 と して仮定 した。

表7.3.4「 紀 北 組 合 」 構 成 要 素 主 体 の キ ャパ シテ ィ

地域主体 最適生産量(年 間戸数) 最大生産量(年 間戸数

設計 90 160

製材 40 50

施工 20 36

(3>「 地 域 の住 宅市場 の需要量 ・質 の把握 」〈設計手順6>

「紀 北組 合 」 に対す る需 要量 を検討 す る。橋 本市周辺 で は今後 も多 くの住 宅建設 が見込

まれ るた めに、住 宅建設需 要 は十分 に あ る もの とす る。需要 者 と して は、大 阪へ の通 勤 者

が期待 され 、需要内容 と して は都市 型、若 者型 の ライフ スタイル に適合 した ものが要求 さ

れ る もの と思 われ る。

(4)「 複合 主体 の規 模 の設定 」<設 計手順7>

現在 の組織 を前提 に考 え ると、組 織 強化 志向 は少 な く現状維 持 的な考 え方 が強い。

現在 の構成 要素 主体 の生産能 力 は、 製材能力 を除 いて 、大工 ・工務店 の施工能 力に規 定

され、年 間20戸 程 度が 目安 にな る もの と思 われ る。 しか し、未だ住 宅供 給主体 と しての体

制 が十分整 って いない現状 で は、多 くの住宅供給量 や組織規模 の拡大 を考 え るのは時期 尚

早 で あ る。当面 は、住 宅供 給戸数 に こだわ らず、 システム形成 に重点 を お くべ きであ る。
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表7.3.3製 材 施 工 一 貫 型 の 複 合 主 体 の 展 開 イ メー ジ

システム代替案の提案
・システム構成の基本 となる組合構成員が存在

・システムとしての機能、 システムの形態が未定
・複合システム として住宅供給プ ロセスで果 たす機能の広が り ・主体間のつなが りの

強 さをもとにタイプ化

(1)相 互取引(活 性化)シ ステム(個 別の大工 ・工務店 システムの常時取引業者の関

係 を組合員の範囲 にひろげたもの)

・各主体は独自の活動を行 う

・もちろん建築工事の契約は工務店が独 自に行 う

・出来 る範囲で組合員に仕事の紹介を行 う

受注 した仕事 につ いて、設計の依頼、施工者の紹介、材料の購入、専門工事 の発注、

などを組合員の内部で行 う

ただ し、強 制は しない
・共同広告、モデル住宅の開発など、直接仕享の受注 につなが らないことについて共

同の事業 として取 り組む
・現実 に行ってい ることとあまり変 わらないので、対応 は容易であるが、組合 と して
の存立基盤が うすい とも言える
・各組合員は組合 としての活動に拘束 されないし、負担 も少 ない
・ただし共同化のメ リッ トは少ない

・組合活動 としての発展、継続が期待 しに くい

(2)受 注窓口共同化システム(京 建労北セ ンター、でか木住宅、等の任意グループの

活動)

・組合 としての建築工事の受注窓 口を開設す る

受注窓口、担当者 を置 く
・組合 として住宅供給を行 っているこ とにっいて広告、宣伝 を行 う
・組合は、受注窓 口にはな るが、実際 の設計 ・施工 にっいては組 合員が 個別 に行 う
・組 合員への仕事の配分の仕方 にっいての取 り決めが ある

・トラブルが あった場合の責任の取 り方を明 らか にしてお く

・共同広告、モデル住宅の開発などにっいて組合の事業 として取 り組 む
・組合 としての一貫 した立場が持ちにくい

・設計事務所 と大工 ・工務店の関係が難 しい、特 に設計事務所の参画の仕方
・供給す る住宅 に特徴がある(例 えば 「デカ木住宅 」) 、供給する組織 に特徴がある

(地 方 自治体や地域の商工会な どのバ ックア ップが あるな ど)な どシステムとして

の営業活動 を積極的 に行 わな くとも一定の受注や問 い合わせが期待 され るような状

況の場合にっいてのみ、 このシステムが うまく機能 しうる
・営業が必要な場合 には(3)の 一貫型の対応が必 要で ある

・(3)へ 移行す る過渡的システムであるともいえる

(3)住 宅供給一貫 システム(組 合 として住宅供給 を行 う)

・組 合 として営業、受注、契約 して住宅建設を行 う
・組合 としての専任スタッフを置 く

・各組合員は、組合の指示 によって設計、施工 を担 当す る
・「紀北組合住宅 」としての商品開発、 システム特性が求め られ る
・出資金の増額な ど事業推進に当た り

、組合員もかな りの負担が必要であ る
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(5)「 対象 市場 圏域 の設定 」<設 計 手順8>

当面 の対象 市場 圏域 は地 元橋 本市周 辺 に限定 して よい と考 え られ る。構成要素 主体 の希

望圏域 も日帰 り施 工可能 な圏域 に限定 した活動 を希望す る ものが多 い。需要者 は、大阪 へ

の通勤者 で、都市 型 ・若者型 の ライ フスタイルを もって いる もの と考 え られ る。

設計 につ いては、都市部 への供給 を 図 るたあ都市型 ・若者 向 けの ライフスタイル に適 合

した住 宅設 計 がで きるよ う、設 計能 力 の向上 を図 る必要 があ る。 そのた めには、個別 の住

宅設計 に構 成要 素主体 の設 計事務所 の設計 力を大 いに活用 すべ きであ る。 また、大 手 のデ

ィベ ロ ッパー や住宅供給 メー カー との競合 に負 けな いために も、個別住 宅設計 に とどま ら

ず 、モデル住宅 の開発 な ど開発 型 の設 計力 の充 実を 図る必要 が ある。 開発型 の設計 力 の向

上 には、構 成要 素主体 の設 計事 務所 だ けで対応 す るのではな く、外部 の優秀 な木造住 宅設

計 能力 のある設 計事務所 との提携 な ど も有 力な手段 であ る。

(6)「 構成 要素主体 の 自律性 の設 定 」〈設計 手順9>

システム形 成 自体 が準備段階 であ る ことか ら、複 合主体 と して規模 が大 き く、統 合度 も

高 く、構成要 素主体 の 自律性 の低 い組織 は期待 しに くい。 した が って、当面 は、構成 要素

主体 の 自律性 の高 い 「緩や かな連 結(LOOSECOUPLING)」 の ネ ッ トワー クを形成 して行 く

べ きであ る。 ただ し、 ネ ッ トワー ク と して の目標 にっいて は十分 に議論 して おかな くて は

な らない。

ここまでの システム設計 のプ ロセ ス を通 じて具体 化 した 「紀北型 住宅生産 システム」 の

概要 を表7.3.5に まとめてお く。

7.3.5「 紀 北 型 住 宅 生 産 シス テ ム の 詳 細 シ ステ ム の設 計 」<設 計 手 順10>

こ こでは、詳細 システムの設 計 メニ ー一 に したが って、推奨 システムの詳細 を設計 す る。

(1)モ デル住宅 開発 システム

開発機能 は重視 すべ き機能 の1っ で ある。

開発組織 の形態 と しては、内部 の開発専門 スタ ッフを備 え るほ ど組織 的余裕 はな く、 ま

た 内部 の設 計 スタ ッフが専門的 に対応 す る余裕 もあ ま りない。外部 の開発機能 を持っ設 計

事務所 な どに依 頼 した り協力 しなが ら開発 を行 うのが取 り組 み やす い。外部 の経 験豊富 な

設計事 務所 な どの ノウハ ウを うま く導 入す るのが当面受 け入れ やす い方法 であ ろ う。

開発 業務 に ついて業務提携す る場 合、開 発 コス ト、個 別設 計 への関与、個 別設計上 の ロ
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表7.3.5紀 北 型 住 宅 生 産 シ ス テ ム の概 要

・システムの タイプは 「製材施工一 貫型 」で ある。

・設計 事務所 が構成要素 主体で あるのが特 徴で あ り、設 計機能 強化

型 の展開 を図 る。

・システム形成 の準備段 階で あ るので、 システムの統 合度 は 「弱 い」

が定 款 な どを もっ任意 組合 に設定 し、徐 々 に強化 を図 る。

・当面 は共 同受 注窓 口の設置 と、それ に基 づ く設 計 ・施 工体 制 の確

立 が重要 であ る。

・設 計事務所 と大工 ・工 務店 がチー ムを組 んで対 応す る。

・システ ムの住宅供給規 模 は年 間20戸 程度が 目安 とな る。 当面 は供

給 規模 に こだわ らず、 システ ム形 成 に重点 をお く。

・シス テムの対象市 場圏域 は橋本市 周辺 に限定す る。

・可能 な らば、 「高 野材」 のブ ラン ド化 を図 り、活 用す る。

・都市 型 ・若者型 の ライフスタ イル に適 合 したモデル住 宅の開発 を

行 う。

・当初 は緩 やかな結 合か ら出発 す る もの の、 「紀北 組合 」 と しての

目標 につ いて は組 合員 の間 で十分 議論す る。

一ヤ リテ ィな どい くっか の検討 して お くべ き問題 が ある
。 もちろん開発 目標 にっ いて複 合

主体 内 で充分 な検 討が行わ れな ければ な らない。

開発 内容 と して は、 まず 、都 市的、 あ るい は若者 の ライ フス タイルに適合 した生 活提 案

力 のあ る・か っ地域 に適合 したモデ ル住宅 の開発が必要 であ る。個 別 の設計 で はな く、複

合主体 と して の独 自性 ・訴求力 を持 ち うるような汎用性 の高 い平面 、立面 、詳細 の提案 が

好 ま しい。(例 、 フォルク ス、東海 のいえ)

モデ ル住宅 の開発 にコ ンペを実施 す ることも1つ の有効 な手 段で あ る。 、 また コ ンペ に

参画 した設計 事務所 との ネ ッ トワー クを組 む こ とな どの展 開が期待 で きる。

また・合理 的な住 宅生産 を進 め るにあた って構法 の システム化 を進 め る必要 が ある。在

来構法 で システム化 を図 った住 宅の開発 を 目指 す べ きであ る。(例 、 「フ ォル クス」愛 知

一254一



県)

開発 したモ デル住宅 は、実際 にモデ ル住 宅 と して建設 し、需要者 に 「紀北住宅 」を直接

ア ピー ルす る ことが重要 であ る。 かっ、共 同のモ デル住 宅建 設 を通 して、組合員 間の相 互

理解 や、組 合 と して の統 合 の必要性 の認識 も深 まる。

(2)営 業 システ ム

「紀北組 合 」と して の共 同受注窓 口 を設 け、 問い合わ せ ・受 注 な どに対応 す る担 当者 を

配置す るもの であ る。窓 口の設 置 は容 易で あるが、積極的 な営 業機能 ・きめ細 か い対応 は

期待で きない。少 な くとも 「紀 北組 合」 として の共 通 のパ ンフ レッ ト程度 は作成 して お く

べ きで あ る。

営業機能 の展 開方法 と して様 々な方 法が考 え られ る。以下 に示す事柄 を参考 に、可能 性

のあ る ものか ら取 り組 むべ きで ある。

表7.3.6営 業 機能 の展 開方 法

・モ デ ル住 宅 の共 同 建 設 、 展 示

・共 同 パ ン フ レ ッ トの作 成

・PRイ ベ ン トの実 施(「 住 宅 デ ー 」 「木 工 教 室 」 「講 演 会 」 の 開 催)

・住 宅 相 談 の 開 催 、 相 談 窓 口 の常 設

・建 築 主 との折 衝 手段 の多 様 化(写 真 、 模 型 、 パー ス)

・住 宅 図 面 集 、住 宅 写 真 集 の 作 成

・顧 客 情 報 の管 理

(3)設 計者 選定 システム

「紀 北組合 」 の特徴 は、設計事務 所 が構成要 素主体 の主要部 分 であ り、 その特 徴を活 か

して、個別 の住宅設計 に各 設計事務 所 が積極 的 に関 わ ってい くことが重要 であ る。 「紀 北

組合 」 と して の受注契約方 法、設計 施工体制 の可能性 を検討 したのが図7,3.3で ある。受

注契約 体制 は 「紀北組 合」 として一 括 して対応 す るのが望 ま しい。 設計施工 にっ いて は、

設計事 務所 が参画 して いる特徴 を生 か して、設 計施工分離型 の体制 が考 え られ る。 しか し、

設計施 工分離 は、一般 の木造住宅 の建築主 には受 け入 れに くい と考 え られ る。 ここで は、

設計事 務所 と大工 ・工 務店 がチームを組 み、 それぞれ が設計 、施工 を担 当す る方法 を提 案

す る。設計者 と施工者 が別途 に選定 され るので はな く、設計 事務所 と大工 ・工務店 が設 計
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施 工担 当の チー ムをい くつかつ くり、そ のチー ムを継 続 的に維 持 して、 チー ム と して の設

計 施工 の受 注体制 、工事管理体 制を と るのが有 効で あ る。 こうす れば、設計 者 と施 工者 の

間 にノ ウハ ウ ・情 報の蓄積 が行 われ、 コ ミュニケー ションが容 易 にな り、設 計施工 一貫 と

同 様 の メ リッ トを発 揮す ることが期 待 で きる。

設 計者 の選 定 は、 「紀北組合 」の専任 スタ ッフが行 うのが望 ま しい。 選定 は、選定 基 準

によ り行 うもの と し、工事特性 にあ った適任者 を選 定 で きるよ うな選定基 準 を工 夫 して お

く必要 が ある(地 域 、建築主特性 な ど)。 選定 について 、構成 要素 主体 間の理解 が得 られ

る公正 な方法 を取 るべ きで ある。

設計事拐所と
大工 ・工務店の関係 設計施工分離 中間形態 大工 ・工務店 鯖

*1 の設計施工
一貫

建築主との

設計 ・施工契約
一一「『一 .一.・ .・.・P・,} 層

・需要者にわかりやすい

組合の一括契約 ・組合としての責任が大きい

・組合との関係が需要者にわかり

設計事膀所が設計、 に くい

大工 一工務店が施工 ・設計事務所の立場がはっきりす

の各契約を個別に行う る

。設計廓務所の立場が不明確

大工 ・工務店の
一括契約

1 『

組合、設副都務所、大工 ・設訓が終わる前に施工契約まで
・工務店による三者契約 結ぶことに対する需要者の戸惑

い

!設計契約を結 ・調1・事務所参 ・各設言1事務所、大工 ・工務店
備考 ぶことにっいて 画の意味が薄い が個別に住宅設計を行うと 「紀

の戸惑い 北組合住宅」としての統一性を

失う

*1設 計事務所と大工 ・工務店のチームによる設計施工狙当

大工 ・工務店の設計に設計事務所が必要に応じてアドバ
イス

図7.3.3設 計 、 施 工 、 契 約 の 関 係
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(4)設 計 システム

構成要素 主体 で あ る設計 事務所 が、個別住 宅設計 を担 当す る。 大工 ・工務 店が担当 す る

よ り質 の高 い設計 が期待 で きる。 もちろん、設計者 に は木造 につ いての充分 な理解 と提 案

力 のあ ることが要 求 され る。現実 に この条件 に該当 す る設計事 務所 は多 い とはい いが た い。

また 、建築主 に設 計料 に対 す る理解 を求 め る必 要が あ る。

設計事務 所 に よる個別設 計で は、住 宅その ものの設計 に個別性 が高 くな り、 「紀 北組 合」

としての一 貫性 の確保 が難 しい。 「紀北組 合」 としての モデル住 宅 と個別住 宅設 計 とに う

ま く連 続性 をっ けてい くこ とが要 求 され る。 したが って 、個別 設計 にあた って は、 その担

当者で ある堤 携設計事 務所 が、モ デル住宅 の もつ意 味 な どにつ いて充分認識 して いる こと

が大切 であ る。

設計機能 を幅広 く捉 え ると以下 のよ うに細分化 で き、そのそ れぞれに適切 に対応 して行

く必要 があ る。

・ユーザー との折 衝:

ユーザー の ニー ズを読 み取 り、設 計意 図を充 分 に理解 させ る ことが重 要で ある。 その た

めに は多様 な表現 方法 を準 備 してお くことが必 要で ある。

・個別 住宅 の設計:

生活 提案的 な内容 のあ る設計 を行 う ことが必 要で ある。建 築主 が十分 に理 解で きる程 度

の図面 などの準備 が い る。 模型 、パー スな どの ビジュアルな手段 を積 極的 に活用す る こ

とも必要で あ る。

・建築確認 申請:

遠隔地 を除 いて基本 的 には システム内で対応す べ きで あろ う。

・積算:概 算 見積機 能 が重要 であ る。

・工事管理:

ネ ッ トワー ク組織 で あ るが故 に施工 担当者 の技量 や細部 の施 工方法 な どに違 いがあ り、

それ らを うま くコ ン トロール して い く必要 があ る。

(5)木 材 調達 システム

住宅建設 に必要 な木材 の取 り揃 えは、基本 的には構成要素主 体で あ る製材所が行 う もの

とす る。流 通経費 が カ ッ トで きる上 に、良質材、乾燥 材 の ス トックが可能で ある。

品揃 えの機 能 と して材料乾燥 が重要 で あ る。 自然 乾燥 の場 合 には十分 な期 間が必要 で あ

る。乾 燥期 間 に余裕 がな い場合 には、 入工乾燥機 の導入 を検 討す べ きで ある。
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主要 材 のみ を高野 材 にす るのか、高 野材 に こだわ らな いのか は、高野 材 の産 出量 ・入手

性 との関係 か ら検討 を行 う必要 があ る。 「紀北組 合」 と して の特徴 を もたせ る意味 か らは、

高野材 を うま く使用 す る方向で システ ム形成 を進 あ るべ きで あ ろ う。長 期 的 には、構 成 員

で あ る製材所 の能力 を強化 した り、製 材所 の組 合員 を増 やす な どの可能 性 を検 討す る。

(6)施 工 者 選定 システム

設計者 とチー ム体制 を とる場合、施 工者 は設計者 と同時 に選 定す る ことにな る。選定 は、

「紀北組 合」 の専 任 スタ ッフが行 うのが望 ま しい。選 定 は、選 定基準 によ り行 う もの と し、

工事 特性 にあ った適任者 が選定 で きる よ うに選 定基準 を工夫す る(地 域 、工事 高 、工 事 内

容 な ど)。 選 定 は、構 成要素主体 すべ ての理解 が得 られ るよ うな方法 を取 るべ きで あ る。

(7)専 門工 事施工者 選定 システム

専 門工事店 は、現状 で はチー ムを組 むには メ ンバーが少 な いので、構成要 素主体 の中 か

ら施工 担当工 務店 が指 定す るのがよい。 当面 は、 工務店 の 自由裁量 を認 め る方が 、 チー ム

編成 が円滑 で ある。

(8)木 材 加工 システ ム

当面 は、構成 要素主体 であ る大工 ・工務店が墨 付 け、仕 口の加工 を直接行 う、 この場 合、

個 々の工務店 の技 能 レベルのバ ラッキが問題 にな り、統 一的 な品質管理 が重要 とな る。

プ レカ ッ ト機械 の導入 には否 定的意見 が多 く、機械化 によ る合理化 は当面望 み薄 で あ る。

(9)工 事管 理 システム

「紀北 組合 」 の場 合、設計者 ・施 工者 の グルー プを統一 的 に管 理す る ことが必要 で あ り、

そ のための専 門 の管理 スタ ッフを設 置す る ことが望 ま しい。 メ ンバ ーの設計 事務所 が監 理

を分担 す る ことによ り品質保 証す るこ とも考 え られ る。

施工管理 に先立 って・材料 の品質管 理(乾 燥 な ど)を 十分 に行 ってお く必要 が あ る。

(10)施 工 システ ム(木 工事)(専 門 工事店 にっいて も同様 で あ る)

施工担 当の大工 ・工務店 は・ 「紀北組 合」 の仕事 のみ を行 うので はな く、独 自の活動 も

行 って い る。構成 要素主体 の 自律性が高 く、 それぞれの独 自の方法 を保持 で きる体 制 で あ

る。 この場 合・統一 的 な工事管 理基 準 な ど、品質 を安定 させ る手段 が必要 とな る
。

施工 者へ の工事発 注 は・施工者 の フ リーハ ン ドが大 きい材工 ともの方法 が、工務 店 の積

極 的参 加を保 証す るため には好 ま しい。

(11)品 質保 証 システ ム

品質保 証 につ いては・ 「紀北組合 」 として住 宅性能保証 制度 に加盟す る、 あ るいは設計
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事務所 によ る厳格 な監 理をPRす る、 な ど品質管理体 制 の強化 に努 め るべ きであ る。

(12)維 持管 理 システ ム

維持 管理体 制 と して、 「紀北組合 」 と して維持管理 の問 い合 わせ や要求 に応対 す る窓 口

を設 け、工事 は施 工担 当工 務店 が行 うのが当面 の方法 と して は よい。 しか し、 この方 法 で

は零細 工事 、緊急 を要す る工事 に対応 しに くい・ 将来 的 には 、維持 管理専門組織 を設 けて

適切 に対応 して い くことが必要 とな る。

(13)顧 客管理 システム

顧 客管理 も重要 な機能 の一っ であ る。専 門 スタ ッフを配属 して継続 的 に行 うのが望 ま し

い∩

供給 した住 宅の管理 に とどま らず 、居住者 の生活 のア ドバ イザー と して継 続的 に情報 交

流を続 けるべ きで あ る。 結果的 に、顧 客管理 が継続 的な受 注 につなが る。顧 客管理 内容 と

して以下 のよ うな ことが考 え られ る。

表7.3.7顧 客管理 内容

・顧 客 リス トの 作 成

・顧 客 カ ル テ の 作 成

・定 期 刊 行 物 、 ニ ュ ー スの発 行(例 え ば 、 「紀 北 住 宅 通 信 」)

・親 睦 会 、 懇 親 会 、 講 演 会 の 開 催

7.3.6今 後 の シス テ ム 展 開上 で の 課 題

(1)複 合主 体 と して の協 同組合 の結 成

「紀 北組合 」 は、現在 の ところ複合 主体 としての住宅生産供 給 システム形成 の準備段 階

にあ る。 ネ ッ トワー ク として住宅生産 供給 とい う実 質的 な活動 を行 うた めに は、 しっか り

と組織体制 づ くりを行 って お く必要 が ある。 ここまで設 計 を試 みて きた複 合主体 のパ ター

ンは、製材 か ら施 工 にいた る機能 を持 っ地域主体 に よる システ ム形成 であ り、複合主体 と

して の結 びっ きの強 さも中程度(同 盟 体)の レベルを想 定 して きた。具体 的 には、 「紀 北

組 合」 と しての共同受 注窓 口を設 けて、住宅生産供給 を行 うとい った 「緩 や かな連結 」 を

組 む ことで あ る。
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この よ うな 「緩 やか な連結」 によ る事業推進 には具体 的な組 織 と してい くっ か の代替 案

が存在 す る。 中小 企業 等協 同組合法 に い くっかの協 同組合組 織 が定 義 されて い るが 、 こ こ

で設計 して い るネ ッ トワー ク組織 と しての組織形成 に関わ る もの と して、 ①事業 協 同組 合・

⑫協業 組合 、◎企業組 合、④民法上 の組合 の4タ イプを挙 げ る ことが で きる。

この4タ イ プの組織形 態 の特徴 を整理 した のが表7.3.7で ある。

表7.3.8協 同組 合 等 類 似 組 織 の 比 較

① 事業協 同組 合:

・小 規模 の事 業者 また は消費者 の相 互扶助 を 目的 とす る

・任 意 に設立 され、 かっ、組合員 が任 意 に加入 し、 また は脱退 す ることがで きる

・各 組合員 が平等 の議 決権 を有す る

・組 合員 に対 して利益 配分 を行 う場 合 には、 その限度 が法令 また は定款 に定 め られて い る

・組 合員 と して、組合 の定 めた組合事 業 に協力 しな けれ ばな らない

・協 同組合 を設立 して も、 その組合員 は従来 どお りの企業経営 を行 って い くことが で きる

② 協業 組合:

・組 合員 の事 業の全部 また は一部 を協 業組合 の事業 と して統 合 す る

・協業組 合 の組 合員 は、 企業 体 と して は存続 しっっ も、組 合 に事業 と して統 合 された部 分

にっいて は、独 立 して事業 を経営 してい くこ とがで きな くな る(競 業 禁止)

③ 企業組 合

・組合員 の資格 が個 人 に限定 され、個 人が集 まって企業組合 とい う名の会社 を構成 し、事

業活動 を行 う

・一 人親方 が数人集 ま って企業組合 とい う会社類似 組織 をっ くる ことに な る
、一 人親 方 は

企業 組合 の従業員 にな る

・組 合員 の資本 と労働 力を組合 に統 合 して
、一 つの会社 をっ くる ことに等 しい

・組合 員 は自己の事業 を廃止 し
、原則 と して、企業組 合 の事業 に従事 して報酬 を受 け る勤

労者 的存在 にな る

④ 民法 上の組 合

・民法上 の組 合 は、複数人 が出資 して 共同事業 を営 むため に結 成す る団体 であ る

・共同事業 には制 限が な く、実質 的 には協 同組 合 とほ とん どかわ らない

・協同組合 が法人 格を もつ一個 の権 利主体 であ るのに対 して
、民 法上 の組合 には法人 格 は

な い

(参 考:「 建 設業 協 同組合 の実務 の手 引」大成 出版1977)
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ここで は、組合員(構 成要素主体)の 自律的 な活 動の継続 を保証 す る 「緩 やか な連結 」

と しての ネ ッ トワー ク組織 の形成 を め ざ して い るため に、組 合員(構 成要素主体)の 自律

的活動 に制約 が生 じる協業 組合 や企業組 合 の形態 を取 るのは好 ま しくな い。一方 、民 法上

に組合 組織 は、実質 的 には事業協 同組 合 と同様 の活 動 を行 い うるが、組 織 と して の統 合度

の維持 や各種 の助成制 度上 の メ リッ トを受 ける ことがで きない な どの点 か ら、事業協 同組

合 と しての発 足を 図 るのが望 ま しい。 当面 の準備 的な形態 と して のみ、 民法上 の組合形 態

を位置づ け るべ きであ ろ う。

(2>協 同組 合組織 結成上 の課 題

協 同組合組 織 を結 成、運 営、維持 して い く上 で重要 な ことは次 の3点 に集約で きる。

① 目的の明確性

まず、重 要 な こ とは、複合主体 と しての(事 業)目 的 をは っ きりさせ る ことで ある。 事

業 目的 につ いてそ れぞれ の構成要素 主体 が十分 な認識 を持 ち、複合主 体 の中 での自 らの役

割 を認 識 し、積極 的な活動 を行 うことであ る。

目的が は っ きり しな い場合 に は、構成要 素主体 の 自律 性が高 い この種 のネ ッ トワー ク組

織 は、構成要 素 の個 々バ ラバ ラの行動 にな り、組織 としての求心 力を失 う。複 合主体 と し

ての統合度 が保てず 、組織維持 が困難 にな る。 また、事 業推 進 のための効率 的な組織体 制

を組 む こ とがで きない。

「紀北組 合」 と して一貫 した住宅供給 体制 を組 む場 合 には、それ に対応 した組織体制 が

必 要で あ る し、受 注窓 口の共 同化 に目的を設定す る場 合 にはそれ に対応 した組織 にな る。

⑫ リー ダー シ ップ

ネ ッ トワー ク組 織で は、 それ ぞれの構成要素 主体 の自律性 が高 く、 その 自律性 を尊重 す

る ことが組織形成 上 の重 要 な要点 であ る。 この よ うな組織 の形成 に は もちろんの こと、維

持発展 させ て い くため には、強 力な リーダー シ ップが求 め られ る。 「紀北組 合」 の よ うな

垂 直的な複合 主体 の場 合 には、 これ に関 わ る異業種 間の役割分担 ・相互調整 を十分 みわた

す ことので きる立場 の リー ダーが必 要 であ る。

「紀 北組 合 」の場 合 には、特 に設 計者 と して の設計事 務所 、施工者 と しての大工 ・工務

店 、木 製品提 供者 と して の製材 所、 の協力 関係 を見渡 せ る立場 の人材 が、1人 ない し数人

で対 応す べ きであ る。 これ らの関係者 の中で は、設計事務 所 が その任 にあた るのが妥 当 と

考 え られ る。
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㊨利益調整 の原 則

協同組 合の運 営 は、 それぞれの組 合員(構 成 要素主体)が 平 等 の議決権 を有す るこ とに

示 され るよ うに、組合員間 の公 平性 が原則 であ る。組合 活動 を通 じて得 られた利 益 の配 分

につ いて は公正 、公平 を旨 と し、配分方法 につ いて は明文化 したルー ルを定 めて お くべ き

で あ る。

このルー ルがあ いまいであ るとネ ッ トワー ク組織 と して のま とま りを欠 く。

また、 この よ うな構成要素主 体間 の公平 性を堅持 す る立場 と、複 合主体 と しての効率 性

を求 め る立場 が時 と して対立 す る場合 があ る。 この解決 には、構成 要素 間の十分 な コ ミュ

ニケー シ ョンと共 通 の理解 が必 要で あ る。 共通 の理解 を うるた あの時 間 を惜 しむ べ きで は

な い。 「紀北 組 合」 の場合 、組 合 と しての組織 形成段階 であ り、複合主 体 と して の効 率 性

よ りも、当面 は公平性 を重視す べ きで あ ろ う。

(3)事 業 協 同組 合結成 への ステ ップ

協同組織結 成 に あた って 、い くっか取 り組むべ き課題 があ る。 当面、 実現可能 な共 同 事

業 か ら取 り組 む ことで あ る。例 え ば、モデ ル住宅 の開発 コンペ、 モ デル住宅 の建 設 ・展 示、

な どが考 え られ る。

モデル住 宅開発 コ ンペは、現 在 の メ ンバー以外 を含んで広 く設計事務 所、大 工 ・工 務 店

を対象 と して実施 し、 その参 画者 との新 しいネ ッ トワー クを組 むな どの展開 が期待 で きる。

また、共 同の モデ ル住宅建設 を通 して、組合員 間の相互理解 や、組 合 と しての統合 の必 要

性 の認識 も深 ま る。 この意 味か ら、 これ らの具体 的な共同事業 に取 り組 む ことか ら始 め る

のが よい。

<参 考 文献>

1.「 建設業 協 同組 合 の実務 の手引」 大成 出版1977
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7.4ま と め

ここで は、第2部 の地域型住 宅生産 システムの システム分析 を もとに地域 型住宅生産 シ

ステムの システム設計 を試 みて いる。 システム設計 手法 の検討 を行 い、新 しく地域型住 宅

生 産 システ ムの設 計手順 を示す と共 に、 その手順 に基づ いて典 型2地 域 にお いて林産地 域

型 の地域型住 宅生 産 システ ムの システ ム設計 を行 って いる。

① 新 しい地域型 住宅生産 供給 システ ム構築 の手法 と して、現 状分 析 に基 づいて現状 改善

型 の システ ム提案 を行 う帰 納的 アプ ローチに対 して、現状分析 に基づ かずに理想 システ ム

の提案 を行 う演繹 的 ア プロー チ として の システ ム設 計 の手法 の有効 性 と、住 宅生産 供給 シ

ステムへの援用 可能性 の検討 を行 って いる。

地域型住 宅生産 供給 システムを設 計 は、演繹 的な システム設計 の アプ ローチの代表 的 な

「ワー ク ・デザ イ ン」の考 え方 をベー スに しっっ も、現存す る住宅 生産 システム分 析 を行

って現在 の状況 を構造 的 に理解 した上 で、 システム設計を試 み るとい う方法 を とって い る。

システ ム設 計 の帰納 的 アプ ロー チ と演繹 的アプ ローチを組 み合 わせた考 え方 であ る。 これ

は、地域型 住 宅生 産 システムが 、多 様 な地域特性 を もった地 域毎 に、それ ぞれ地域 に適 合

した システム設 計 が必 要 と され ることによ るものであ る。地 域型木造住 宅生産 システ ムの

システ ム設計 の基本条 件 と して 、演繹 的に①地域 資源の活用 、②地 域 ニー ズへの適 合、③

生産 システム と しての合理性 、の3点 を挙 げてい る。第6章 の分析 で地域型木造住 宅生産

システ ムには 「協 同化 システム」 「大規模化 システム」 とい う組織 原理 の違 う2タ イ プが

ある ことが 明 らか にな った が、 ここで は① の地 域資源の活用 の観点 を満たす上で 「協 同化

システ ム」 と して の地 域型木造住宅生 産 システ ムの設計 を進 め る手 順を取 ってい る。

地域 の理想 システム と して住宅生産 システムを構成 す る主体 の範 囲 と、 それぞれの主 体

の システム と して のっなが りの強 さか ら地域型木造住 宅生産 システ ムの基本 的なバ リエ ー

ションを設定 し、対象地域 の地域 資源 や地域住 宅市場 の状況か ら、そ の地域 で実 行可能 な

システ ムを抽 出 し、詳細 システムの設計 に至 るとい うもので あ る。

② この手 順 に した が って典型2地 域 において林産 地域 型 と市 街化 進行地域 型 の地域 型住

宅生産 システ ムの システム設計 のケー ススタデ ィを行 って い る。

林産地域 型 と して和 歌山県 の林産地 域で あ る龍神 村を取 り上 げて いる。龍 神村 には、 地

域 の中の木材 生産者 、製材者 、大工 ・工務店 ・農協 ・村が協 同で設立 した協 同化 システ ム

と して林工一 貫型 システムの 「龍神 住宅」 が存 在 して いる。 そ の システ ム改善 ・強化 と し
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て の システム設計 を行 ってい る・ シス テムと しての住宅供給規 模 ・住宅供給 圏域 の設定 が

重 要な システム設計 の柱 にな り、それ に基 づいて詳細 システム設計 と して、 地域 の製材 所

の活用 、住 宅設計 システムや施工 システムの改 善 ・強化方 策 の検討 を行 ってい る。

市 街化進行 地域型 と して和歌山県 で市街化 の進 みつつ あ る紀 北地 域 を取 り上 げて い る。

紀 北地 域で は、地元 の製材 業、設計事 務所、大工 ・工務店 な どの住 宅生産 主体 の産業 立 地

状 況 や各 主体 間の協同化 の ポテ ンシャル を考慮 して実 現可能 システ ムと して製材 施工一 貫

型 の住 宅生 産 システムの提案 を行 って い る。 大阪都市 圏へ の通 勤者 の住 宅需 要 に対 応 す る

ため には、地 元の農家住宅 を基 本 と した住宅設計か ら脱皮 した 、住宅設 計能 力 の向上 が重

要 な シ ステ ム設計 の柱 にな る。設計 事務所 と大工 ・工務店 の連 携 システ ムと して の詳 細 シ

ステ ムの設計 を行 って いる。2地 域 の システム設計 のケー ススタデ ィを通 じて、帰納 的 ア

プ ロー チと演 繹的 アプ ロー チを組 み合 わせた システム設計手法 の妥 当性 を検 証 した。
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第8章 木 造 住 宅 設 計 シ ス テ ム の シ ス テ ム 設 計

は じめ に

本章 は、現 状 の大工 ・工務店 システ ムの抱 え る設計機 能上 の問題点 を踏 まえた上 で、木

造 住宅設計 システ ムの典型 と して設計 施工一貫 の〈大工 ・工務 店型 〉 と設計施工分離 の〈

設計事務所型 〉の設計 システムを取 り上 げて、住 宅設計関連機 能の分析 を行 う。機能 分析

に基づ いて、地域 型木造住 宅設計 システムの システムデザ イ ン(シ ステム設計)を 行 い、

さらに、その設計 システ ムの実現可能 性 にっいて検 討を加 えて い る。 検討対象 とな って い

るのは、設 計 事務所 と大工 ・工務店 の連携 によ る設 計 システムであ る。

主 な研究 内 容 ・研究方 法 は以下 の通 りで あ る。

①分析 に先 立 って、 い くっか の典型 的 な木造住 宅生 産 システム とそのサ ブ システ ムと して

の木 造住宅 設計 システムを、設計 者 と施工者 の関係 に基づ いて分類す る。

②木造 住宅設 計 システム と して典型 的 なく設計 事務所型 〉 とく大工 ・工務店型 〉を取 り上

げて、住宅 設計 関連 業務 の機 能の分析 に よりそ の特徴 を明 らか にす る。新 しい木造 住 宅

設計 システ ム と して設計事務 所 と大工 ・工務 店 の意識 的な連 携 の必要性、 およびそ の シ

ステム設計 の枠組 み の設定 を行 う。

③ 設計事務所 と大 工 ・工務店 の意識的 ・継 続的 な連携 による木 造住宅設計 システ ムの先進

事例 の分析 を通 じて、連携 に よる木造住 宅設計 システ ムの組 織 的特徴、設計 プ ロセ スに

おけ る設計 事務 所 と大工 ・工 務店 の機能 分担 を明かに し、連 携 システ ム成立 の可能性 に

っ いてに検 討 を加 え る。

④ 地域 の大 工 ・工 務店 システム と大手 住宅 メー カー システムの競 合 の著 しい奈良 県を取 り

上 げて、設計 事務所 と大 工 ・工務店 の連携 によ る木造 住宅設計 システムの試設 計を行 う。

8.1木 造 住 宅 設 計 シ ス テ ム とそ の 現 況

8.1.1木 造 住 宅 生 産 シ ス テ ム と設 計 機 能

木 造 住 宅 の 設 計 シ ス テ ム を考 え る に先 だ って 、 概 念 的 に木 造 住 宅 生 産 シス テ ム の典 型 を

い くっ か 取 り上 げ て 、 サ ブ シ ス テ ム と して の住 宅 設 計 シ ステ ム との 関係 をみ る。 まず 、 建

築 主 の 機 能 に あ た る 「発 意 ・企 画 」 、 お よ び 「設 計 」 「施 工 」 の3つ の 機 能 を取 り上 げ て 、
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木 造住宅生産 システムを整理す る。各 種 の定型 的 な木造 住宅生産 システ ムは、 これ らの機

能 を生 産主体 が分担 す る組 合せ と して表現 で きる。 特 に、 ここで は設計機 能 と施 工機 能 と

の関係 を重視 して、設計施 工 を同一主 体が一貫 で行 うもの と設計施 工 を別 々 の主 体 が分 離

で行 う もの ととい う軸 で整 理 した(図8.1.1)。

① 《自力建設 システム》:住 み手が住 宅を建て ることを企画 し、設計 し、 そ して 施工 す る

とい う、企画 ・設計 ・施工 が分離せず 一体的 の ものをい う。労 働力 の豊 富 な ス ラム地域 の

住 宅建設 や セ カ ン ドハ ウスな ど趣味的 な性 質の住宅建設 な どは、 このタ イプの住 宅生 産 が

一 般的 であ る。 また、住宅部 品開発が一層 進んだ段階で は建 築主 が カタ ログか ら部 品 を選

択 して 自力建 設 を行 うこと も考 え られ る。専門 的な施工技術 を持 たな いため に、施工 技術

の程度 に合 わ せた設計 が行 われ る。

② 《建 築主 直営 システム》:材 料 の準 備 ・選定 を建築主 が行 って、大工 に材 料支給 の形 で

発注す るタイ プで ある。建 築主が材料 の準備や各職 の手 配 も行 う。 間取 りな どの住 宅設 計

の主要 な部 分 の決 定 は建築 主の イニ シャテ ィブで行 われ 、施 工者 で ある大 工 はそ の要 求 に

基 づ いて施 工す る。

③ 《大工 システム》:建 築主 が発意 ・企 画だけを行 い、設計 ・施工 に関す る全般 を専 門 の

大 工 に任 せ るマ スター ・ビルダーの タイプであ る。 この場合 、設計 は建築 主 と大 工 の相 談

で決 まるが、 その イニ シャテ ィブは大工 にあ る。大 工の中で 、棟梁 と呼 ばれ る大 工が設 計

を行 い 、職 人 と共 に施 工す る形 とな って い る。

④ 《工 務店 システム》:《 大工 システ ム》 においてあ る程度 の設計 と施 工 の分 離 が進 ん だ

タイプであ る。組織 の 中で設計 を専門 に担当す る もの と施工 を専門 に担 当す る ものが分 か

れた タイ プで あ る。

⑤ 《アーキ テ ク トビル ダー システム》:設 計を行 うものが施 工 も行 い、 施工 しな が らまた

設 計す るとい うシステ ムで あ る。 「アーキ テク トビルダー1だ けで な く建築主 も施工 に携

建築主 ・住み 手

発 意

企 画

建 築主

発 意

企 画

灘⑧ 離⑧

施工 設・蒙蟹弼 ㊥
,。門施魍

灘露

① 臼力翅設 ンステ ム

設言

大 工

② 憩 策4済 営 システム ③ 大工 システム
④J二 携店 システム

設 計1施 工

ア ー キ テ ク ト 施 工 者

ビ ル ダ ー

⑤7一 キ桝 ゼ ルダ ーシ ス デ ム

灘⑱

㊥

魍

㊥

騰
ムテスシ所務計設⑥

設 訂 ・施工一 貫 設 計 ・施工分 離

図8・1.1発 意 ・企 画 、 設 計 、 施 工 機 能 か らみ た木 造 住 宅 生 産 シ ス テ ム の タ イ プ
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わ るシステムで あ る。 建築主 、設 計者 、施工者 が分 離 した 《設 計事 務所 システム》 の ア ン

チテーゼ と して ア レクザ ンダーが提唱 して いる。設 計施 工一貫 の 《大工 システム》 との相

違点 は、基本 的 には施 工者 とは独 立 した設計者 が施工 プロセ スへ貫 入 して いるこ と、建 築

主 の参 加が前 提 とな る ことであ る。

⑥ 《設 計事務 所 システム》:建 築 家 に よる設計 に基 づいて大 工 ・工 務店 が施工す る設計 ・

施 工が分離 した生産 システ ムで ある。 定型的 な設計 は この よ うに観念 されて いる。

この他 にプ レハブ メーカーや大手住 宅 メー カー さらにデ ィベ ロッパー による木 造住宅生

産 システム とその設計機能分担 が ある。 これ らは中 間需要者 が、発 意 ・企画 、設 計 の機 能

を分担 した もので ある。機 能分担 の組 合せ としてはよ り複雑 な もの とな るが 、基 本的 に は

上記 の どれか のタ イプ に含 まれ る。 このよ うに様 々な木造住 宅設計 システムが共 存 して い

るのが現状 で あ る。

8.1.2木 造住 宅設計 シス テムの現 況

木造住 宅設計 システ ムの主要 な定型 と して、大工 ・工務店 によ る設計施工一貫の設計 シ

ステム(〈 大工 ・工務店型 〉)と 設計 施工分離 の設計 システム(〈 設計事務所型 〉)を 取

り上 げて、設計 システ ムの整理 の枠組 み とす る。

従 来の木 造住 宅 の大半 はく大工 ・工 務店型 〉で設 計 された。 〈大 工 ・工務店型 〉の設 計

は、設 計 と施工 が一体 的 に進む ため、設計 図 と して準備 され る もの は建築確認 申請用 の平

面 図、立面図程度 の もので ある場合 が多 い。 これは、細 部 の決定 が施工 の進度 に合 わせて

逐 次進 む とい う合理性 を もって いたが、施工者 が設 計 を行 うとい うことか ら、伝統 的な架

構 、組 立 の仕 組み に規定 されて 、それ らか ら独立 した形 での独 創的 な空 間提案や ユーザ ー

ニー ズへ の適 合を困難 に して きた。

一方 、多 くの設計事務所 は、投入 エ ネルギーが多 い割 には報 酬 の少 ない住 宅を敬遠 して

きた。木造 住 宅設 計 にかかわ る設計事 務所 の多 くは、大工 ・工 務店 の作成 した間取 図 ・立

面 図な どの スケ ッチか ら確 認 申請用 の 図書 を作成 す る、 いわ ゆ る代願業務 を行 ってい た。

つ ま り、一 部 の作 家建築家 を除 いて 、設計事務所 が本格 的に木 造住宅設 計 に取 り組 む姿勢

は弱 か った。

木造住 宅設 計 において完全 な設計施 工分離 のく設 計事務所型 〉で設計 を行わず、現実 に

は様 々な形 で設計事務 所 と大工 ・工 務店 がっなが りを持 ちなが ら設計 ・施工 を進 めて い る。

木造住 宅 の作 家建築 家 と呼 ばれ る人た ち も実施 設計 を進 め る段 階 で施 工者 と協力 しなが ら
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あ るい は施工 者 の意見 を積 極的 に取 り入れ る形 で設計 を行 って い る(図8.1.2)(注1)・

例 えば、木材 に関 しては、設 計者 は設 計図書 の段階 で寸法 、材種 はほぼ指 定す る。木 材

を仕上 げ材 と して使用す る場合、材質感 や色が重要 にな るが 、 この決定 には設計者 と施 工

者 の意志 の疎通 が必要 であ り、一般的 には施工者 との相 談 して 決定す る。 デ ィテール の デ

ザ イ ン、寸 法 によ って、木材 の有効 な使 い回 しや コス トも異 な る。 この段階 で設計者 と施

工 者、木材 供給者 との緊密 な コ ミュニケー シ ョンによ り、デザ イ ン ・コス トともに適 切 な

選 定が 可能 にな る。 現実 に コス ト調 整 は、実施 設計 が終 了 して か ら行わ れ る ことが多 い。

施 工者 はプ ロ ジェク ト毎 に任意 に決 まるのではな く、長年 の施 工者 との継続 的な関係 の 中

で選定す るこ とが多い。 っ まり、設計 施工分離 とい う形 で も、実質 的 には設 計者 と施工 者

の相互貫入 とい う形 で進 んでい る。

木造住 宅設計 に は、設計施工一貫 の く大工 ・工務店 型 〉で もな く、理 念 的な設計施 工 分

離 のく設計事 務所型 〉で もない、両者 の適切 な分担 関係 を意識 的 に取 り込 んだ新 しい木 造

住 宅設計 システムが考 え られ る。最近 、設計事務所 と大 工 ・工 務店 が継 続的 に連 携 し、 お

互 い に積極 的 に機能分 担 を行 い、木造 住宅設計 に取 り組 む ものが生 まれて い る。

以 下で は、木造住宅 の設計関連機能 の分析 を行 うことによ って、木造 住宅設計 にお け る

設計者 と施工 者 の役割 分担 とその組織 編成 を考 える枠組 み と したい。

01⑦203②405②6079809010②

木材寸法

木材材種

木材産地

継手仕口升二

蘇手の位置

細部納まり

その他

図8.1.2施 工 者への相談 ・委任 の内容

(注1)建 築士事務 所 の調査C1)に よ ると、 〈設計事務所 型 〉で も、設 計者 が設計 図

書 の上 で は確 定せず施 工者 に相談 して決 めた り、施 工者 に判断 を任 せ る ことが多 い。
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8.2木 造 住宅設計 の機 能分析 と システ ム設計 の枠組 み

8,2.1住 宅設計 機能

設計機能 の要素 は、建設 省告示第12G6号(昭 和54年)に 設 計者 の標 準業務 として示 され

て いる。 それ を もとに新 日本建築家 協会 が、建 築主 ・設計者 ・施工者 の設計関連業務 を 「

建築主 ・建築 家 ・施工者 の役 割分担 か らみた業務 内容」C1)と い う形 で示 して いる。

これ は、一 般建 築を対象 と して い るたあに、住宅 設計 にあて はまる業務 を取 り上 げ た。

木 造住宅設計 システムを考 え る場合 、密接不可分 な設計 と施工 の関係 を捉 える ことが重要

で 、設計監理 や施 工管理 の計 画 ・助言 などを含 めた設計 関連機能 を分析対象 に取 り上 げ る。

住宅設計 を、① 設計事務所 に よる設 計 と大工 ・工務店 による施工 が分離 してい るく設計

事務所型 〉 と、② 大工棟梁 が設 計 と施 工 を一体 的に行 う〈大工型 〉、 の両極端 を想定 して、

再整理 した(表8.2.1)。 〈設計事務 所型 〉 と〈大 工型 〉の機能分 担 の差異 は大 きい(表

8.2.2)。

住宅生産 システムに よる住 宅設計 ・施工 の関係 の違 い をく設計事 務所型 〉 と〈大工 型 〉

に、中 間的な 〈工 務店型 〉を加 えて模 式的 に表現 したのが、図8.2.1で ある。

*1)

設計
;

:施 工

設計 i施工

設計 口 1施 工

〈設計事務所型〉

(設 計事務所による設計 と大工 ・工務店

による施工が分離 して いる)

〈工務店型 〉

(大 工 ・工務店 、ピルタ㌔が自社内部の専

門設計者の設計に基づ き施工す る)

〈大工型 〉

(大 工棟梁が設計 ・施工を一体的に行 う)

*1)実 際 には設計 と施工が このよ うにきれ いに分かれているわ けではない。

実施設計図のみで は施工 が十分 に行 えず、施工者が施工 プロセ スで施

工図 を描 くことが多い

図8.2.1住 宅 生 産 シス テ ム と設 計 ・施 工 の 関 係

設 計 関 連 機 能 の設 計 事 務 所 と大 工 ・工務 店 の分 担 関係 を吟 味 し、 両 者 の連 携 に よ る設 計

シ ステ ム の検 討 を 行 った(図8.2.2)。

〈設 計 事 務 所 型 〉で は・ 設 計 事 務 所 が くA1>か ら<A9>ま で の機 能 を 詳 細 に行 う。

そ れ に基 づ い て大 工 ・工 務 店 が施 工 を 行 う。 〈大 工 ・工 務 店 型 〉で は、 大工 ・工 務 店 は 施
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表8。2.1設 計 関 連 業 務 の 内 容

「.

薬務内容
一般建築 戸 建 住 「lj設昌1'

_一 一 一 一 ・-馳 一.「一

建築主 設計者 施 工二者 設計11 大i:型
幽務所型
代 大
願 工

調査 ・企画 事業計画 敷地選定 選定 調査 ・助 言
一 × × ×

基礎条件設定 決定 調査 ・助言
一 × × ×

事業費設定 決定 調査 ・助 言
一 × × ×

環境影響評価 検討 調 査 ・助言
一 × × ×

事業推進 関係者調整 協議 ・調整 資料作成 ・調整協力
一 × × ×

事業決定 決定
一 一 一 一 一

設 言1・ 幕木設計 情報収集 情報提供 予条件把握 一 ○ × ○

条件設定 設定 資料提供 ・設定協力 一 ○ × ×

比較検討 検討 検討
一 ○ × ×

総合 設計方針承認 設計方針策定 一 ○ × ○

成果図書 基本設計図書承認 基本設計図書作成 一 ○ × ○

各種申請 官庁事前折衝 折衝 折 衝 ・調整
一 × × ×

官庁申請 中請 図書作成 ・中請 協力
一 ○ ○ ×

実施設計 情報収集 情報提供 情報収集 一 ○ × ○

条件設定 設定条件承認 条件設定 一 ○ × ○

比較検討 検討 詳細検討
一 ○ × ○

総合 詳細設計承認 詳細設計 一 ○ × ○

成果図書 実施設計図書承認 実施設計函書作成 一 ○ × ×

事業推進 近隣調整 近隣調整 資料作成 ・調整協力 一 × × ×

建設決定 決定 一 一 一 一 一

工!1喫 約 一1二事 費 決 定 概算予算 承謙 作成 一 ○ × ×

施工者選定 決定 資料提供 ・助言 一 ○ × 一

見積徴収 見積依頼 資料作成 ・協力 見積書作成 ○ × ●

工事質決定 決定 査定 ・調 整 決定 ○ × ●

工事契約 契約手続 条件設定 助言 ・協力 条件決定契約書作成 ○ x●

契約書調印 調印 監理者調印 調印 ○ × ●

工11τ 施工計画 施工計画 .施
工図 =

助言

承 認 ・助言

計画策定
作成

○
○ 嬬

施工管理 工程管理 一 助言 計 画策定 ・実施 ○ × ●

品質管理 一 方針承認 計画策定 ・実施 ○ × ●

コ ス ト管 理 一 一
計画策定 ・実施

一 一 ●

安全管理 一 助言 計 画策定 ・実施 ○ × ●
r雫 ■ 一 曽F

施工 } 『 実施 一 一 ×

嘔 冒 叫

監理 設計監理 一 意図伝達 ・設計確定 一 ○ × ×

工事監理 一
工程 ・品質確認 『 ○ × ×

、
' 工事指導 ・監督 一 施工管理指導 一 ○ × ×

監理報告 受領 報告 一 ○ × ×

工事費支払承認 支払 審 査 ・承認 請求 ○ × ×

工事引渡 受取 立会 引渡 ○ x●

維持管理 維持管理 実施 情報提供 情報提供 ○ × ○
カ シ検査 実施 実施 ・報告 担保履行 ○ × ×

凡例Ol設 計者 の立場 で実施 ●:施 工者 の立場で実施 ×:実 施せず 一:該 当 世ず
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表8.2.2〈 設 計 事 務 所 型 〉 〈大 工 型 〉 の設 計 内 容 の差 異

1.「 設 計」段 階

・基本設 計 は、 建築主 の ニーズへ の適 合、地域 ・敷地条 件 への対応 、 よいデザイ ンの

採用 、 な ど戸 建住宅設計 の中心 的 な機能 で ある。

・基本設 計 は、 〈設計 事務所型 〉で はすべての手順 が踏 まれ るが、〈大工型 〉で は条

件設定 や比較 検討 が十分 に行 われ ない こと もある。

・各種 申請 は、建築確 認 申請 ・住宅金 融公庫 申請で あ る。 〈大工型 〉は、代 願事務 所

に依 頼す るこ とが多 い.

・実施 設計 は重要 な機能 であ る。材料 選定 や詳細 のデザ イ ン ・納 まりを検討 ・決定 す

るため に設 計者 ・施工者相互 の コ ミュニケー ションが特 に必要 とされ る。

・実施 設計 は、 〈設計事務所型 〉では情報 収集 ・比較検討 ・総 合 とい う検討 内容 を成

果図書 とい う形 で ま とめ る。一方 、 〈大工型 〉で は、実質的 に実施設計 の内容 を検

討 す るが、図書 とい う形 にまとめ ることはない.施 工者 の立場 と して原寸 図 な どが

描 かれ るこ とがあ る。

2.「 工事 契約」 段階

・工事 費決 定 は、 材料選定 や部 材 の使 い回 しな どによ り大 きく左右 され、実施 設計 と

の フ ィー ドバ ックを必要 と して いる。

・工事費 決定 に関 して は、〈大工 型 〉では施工 者の立場 か らの見積徴収 ・工事費 決定

が行 れ る程 度で 、工事 の概算 の妥 当性 の確認 や施工者選 定協力 は行 われない。施 工

者選 定 は住 宅設計 の場合 には企画段 階で行われ るべ きもので ある。

3.「 工事 」段階

・施工計 画、施工 管理 は、〈設 計事務 所型 〉で は設計者 の立場 か らの助言確 認が な さ

れ るが 、 〈大工 型 〉では施工 者 の立 場か ら計画策定 がな され る。

・工事監 理 の指導 助言 は、〈設 計事務 所型 〉で行 うが〈大工型 〉で は行わ ない。

4.「 維 持管理」 段階

・維持管 理 のカ シ検査 は、〈設 計事務 所型 〉で行 うが 〈大工型 〉で は行 わない。

工者 で はあ るが設計者 の立場 を も兼 ね てお り、<A1><A3>を 自 らが行 い、<A2>

について のみ代願事務 所 に依頼す る。<A4>か らくA9>の 設計者 の立 場 か らの助 言 ・

協力 は行 わず、 施工者 の立場で 〈B4>か ら<B9>の 機能 を行 う。

両者 の機能 的関係 か ら、設計事務 所 と大 工 ・工務店 の連携 に よる住宅設 計 の適正 な分担

関係 を想定 で きる。① ユーザー ニー ズに適 合 した設計 を行 うた あには、<A1>を 設計 事

務所 が担 当す る、 あるいは設計 事務所 と大工 ・工務店 と協力 して行 う、② 詳細 な デザ イ ン
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21()信 朝で些る大工 。工務店の場合、軽漣 ・省略できる機能

図8.2.2設 計 関 連 機能 の分 担 関 係 と連 携 シ ス テ ム

の決 定 、 あ る い は コス トの 調 整 を行 う くA3><A4>で は 、 設 計 者 と施 工 者 の相 互 理 解

・調 整 が 必 要 で あ り、 設 計 事 務 所 と大 工 ・工 務 店 が連 携 す る 、③ 管 理 ・確 認 の色 彩 の 強 い

<A5><A6><A7>は 、 設 計 事 務 所 と大 工 ・工 務 店 の相 互 の信 頼 関 係 や コ ミュ ニ ケ

ー シ ョ ンに よ って そ の比 重 を 軽 減 し、 む しろ新 た な 設 計 ・施 工 の工 夫 の 場 に す る 、 な どで

あ る。

8。2.2連 携 シス テ ム設 計 の枠 組 み

設計事務 所 と大 工 ・工務店 の連携 に よ り、新 しい分担 関係 に基 づ いた木 造住 宅設計 シス

テ ムが 可能 で あ る。

この設計事 務所 と大工 ・工務 店 との連携 は、 「範囲 の経 済」 面 の合理性 を もつ。特 に、

「範 囲 の経済 」の中で も、構 法 や細部 のデザ イ ン ・納 ま りを設計 者 ・施工 者で うま く統 合
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す るな どの 「技 術 の経 済 」 、設 表8.2.3連 携 シ ス テ ム の規 模

計 者 ・施 工 者 の協 力 で ユ ー ザ ー

ニ ー ズ、市 場 環 境 な ど の情 報 を

的 確 に っ か む こ と が で き る な ど

の 「情 報 の 経 済 」 の効 果 が 期 待

で き る。

連 携 に よ る 「範 囲 の経 済 」 活

用 の前 提 と して 、 要 素 主 体 間 の密 度 の 高 い コ ミー ニ ケ ー シ ョンや 相 互 の信 頼 関係 が 必 要 で

あ り、 これ を 維 持 し う る組 織 規 模 に は 限界 が あ る。 した が って 、 連 携 シ ス テ ムの 規 模 は大

き くな らな い と考 え られ る。

また 、連 携 シ ス テ ム を構 成 す る要 素 主 体(設 計 事 務 所 、大 工 ・工 務 店)の 組 織 規 模 が 大

き くな る と、 自組 織 内 に設 計 と施 工 の 機 能 を 内 部 化 し、連 携 に よ る 「範 囲 の経 済 」 を期 待

しな くな るた め 、 要 素 主 体 は そ れ ほ ど大 規 模 で はな い。 大 工 ・工 務 店 の調 査 く噛2)に よ る と、

大 工 ・工 務 店 の 従 業 員 規 模 が10人 前 後 で、 組 織 内 部 の設 計 専 任 ス タ ッ フが設 置 され る よ う

に な って い る。

一 方 、 あ ま り小 規 模 な主 体 で は 、 連 携 化 を指 同 す る ポ テ ン シ ャル は低 い。 した が って 、

要素主体(大 工 ・工務店)の 組

織規模 は、5入 か ら!0人 程 度で

あ ると考 え られ る。

表8.2.3は 設 計事務所 と大工

・工務店 の連携 システ ムの成立

可能性 を要素 主体数毎 に検討 し

た もので あ る。 連携 システムは、

設計事務 所 と大 工 ・工務 店 が一

対一対応 す る もの、1っ の設計

事務所 と少数 の大工 ・工務 店が

連携す るもの、少数 の設計事務

所 と少 数 の大 工 ・工務 店 が連携

す る ものな どを想 定 で きる。多

数 の設計事 務 所 と大工 ・工務店

設計事務所

大工 ・工務店

単数

1
轡 数)

2-5
騰 数)

6一

}腫数

1
X

・難i '::;・

鐘i懸`● ●

こ・

轡 数)
2-9

.」 、

×顯iiii、………………懸 ………
曾 ・ ・

轡 数)
io一

× X ×

協

同

ン

ス

テ

ム

の

現

模

大

↑

↓

小

回

咽 回

[…]一□

設

-

設

T
⊥
工

T
占
工

倒 圖
弱 い ←

協同 システムの結び付 きの強さ

一・→ 強 い

凡例 設:設 計事務所 工=大 工 ・工務店

[コ ・要素劃 本の自1縦 が齢 ・;:::い 要素韮体の帥 性が低い
==桔 び付 きの強 さが強い ・・=結 び付 きの強 さが弱い

図8.2.3連 携 シ ス テ ム の バ リ エ ー シ ョ ン
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による大規 模 な連 携 システ ムは成立 し難 い。 連携 システムの規 模(要 素主体 の数)は ・1

っ には要素 主体 間 の仕事 のバ ラ ンス、 さ らには、要 素主体 間の密度 の高 い コ ミュ ニケー シ

ョンの維持 、 な どで規定 され る。

この連携 システムの要素 主体 の数 と、要素主 体間 の結 びっ きの強 さの程 度 か ら連携 シス

テムのバ リエー ションを図示す る と、図8.2.3の よ うに多様 な 可能 性 があ る。設 計事 務 所

と大工 ・工務 店が一対一 で連携す る ものに も、要素主体 であ る設 計事務 所 と大工 ・工 務 店

それぞれ の独 自の活動 に自律性 があ る 「緩 やか な結 びつ き」か ら、設計 事務所 あ るい は大

工 ・工務店 と しての独 自の活動 が きわ めて少な く、設計 と施 工 が一体化 した仕組 みに近 い

「強 い結 びっ き」の ものまで考 え られ る。

また、複 数 の設 計事務所 や大 工 ・工務店 の連携 システ ムも、 同様 に、 要素主体 間 の結 び

っ きの弱 い ものか ら強 い ものまで のバ リエー ションがあ る。複 数 の大工 ・工務店 が連 携 し

た上 で、設 計事務 所 と結 びっいた複 合 的な連携 システム も存在 しうる。

8.2.3設 計 プ ロ セ スで の 設 計 事 務 所 と大 工 ・工 務 店 の 機 能 分 担

設計 事務所 と大工 ・工務店 の連携 に よる設計 システムは、設計 プ ロセ スの中で のく連携

の段階 〉とく連 携 の内容 〉か ら様 々なバ リエー ションが考 え られ る。 〈連携 の段 階 〉 は、

「建築 主 との折 衝段階 」 「基本 設計段 階」 「確認 申請段 階」 「監理段 階」 とい った設 計 プ

ロセ スの さま ざまの段 階で の連携 が考 え られ る。 〈連携 の内容 〉には、設計事 務所 が イ ニ

シャテ ィブを とるが大工 ・工務店 が部 分的 にア ドバ イスを与 えた り、逆 に大 工 ・工務 店 が

イニ シャテ ィブを とるが設 計事務所 が部分 的にア ドバ イスを与 えた り、両者 が対等 の立 場

にた って業務 を行 うな どが考 え られ る。 どのよ うな連携内容 に な るか によ って 、契 約方 法 、

報酬 、責任 な どの取 り方 が異 な って くる。

図8.2.4は 、設計 プ ロセ スの中 での機能分担 か らみた連携 の バ リエー シ ョンを示 した も

のであ る。設 計事務所 と大 工 ・工務店 の連携 には、基本設計段 階 で行 うもの と実 施設計 段

階 で行 うもの に分 け られ る。
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図8.2.4設 計 プ ロセ スで の機 能 分 担
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8.3連 携 によ る木造 住宅設計 シス テムの組織構成

設計事務 所 と大工 ・工務 店が意識 的 に連 携 して木造 住宅設計 に取 り組 んで いる新 しい設

計 システムの事例6件 を取 り上 げ、 その組織 構成 の分 析 を行 い、連 携 システム成 立 の可能

性 を検 討す る。

8.3.1組 織 構 成 の分 析 の枠 組 み

連 携 シス テ ム の成 立 に は シス テ ムを 構 成 す る各 主 体 間 に密 度 の高 い コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン、

相 互 の 信 頼 関 係 が必 要 で あ る。 この た め に は、 シス テ ム の 〈規 模 〉 に 限 界 が あ り、 ま た 、

システ ムを構 成す る各主体(設 計事 務 所や大工 ・工務店 〉間 の く結 び付 き方 〉と関係 が 深

い。 システムのく規模 〉 とく結 び付 きの方 〉を もとに連 携 システムの組 織構成 を検討 す る。

システムの く規模 〉は、 システムを構成す る各要 素主体 の数 を取 り上 げ る。設計事 務 所

と大工 ・工務 店 の1対1の 連携 か ら、 よ り多 くの情 報 の交流 や連携 の経済効 果 を期待 した

複 数 の設計事 務所 と大 工 ・工務店 の連 携 もあ る。

連 携 シス テ ム の く結 び付 き方 〉 は シ ス テ ム の 「統 合 度 」 と要 素 主 体 の シ ス テ ム へ の 「依

存 度 」 とい う概 念 で整 理 す る。 表8.3.1に シ ス テ ム の結 び付 き方 の 程 度 を示 す 。 シ ス テ ム

の 「統 合度」 が高 いほ ど、 また要素 主体 の 「依存度 」が高 い ほ ど、 〈結 び付 き〉は強 い。

表8.3.1連 携 シス テ ム の結 び付 きの程 度

公文俊平 の 「社会 システム論 」 の中 の複合主体 の結 び付 きを示す 「統 合度 」 と要素 主 体

の 「自律 性」 の概念 を拡 張 ・援 用す る。 要素主体 の システムへ の 「依存 度」 とい う概 念 は

「自律性 」 の対 立概念 であ る。

(1)複 合主体 の統 合度 の3レ ベル
ー複 合主体 と しての要素 主体 の結 び付 きの強 さの程度

①統 一体:持 続 的かっ広 範 な結 び付 き。要素 主体 が複 合主 体 の下 位主体 と して 自覚す る。

② 同盟体:持 続 的かっ広範 な結 び付 き。要素 主体 の一体感 は 自分 自身 にあ り、複合主 体
へ の帰属 意識 に乏 しい 。

③ 協働体:一 時 的、限定的 な結 び付 き。要素 主体 に複 合主体 への帰属 意識 がな い.目 的

の達成(例 え ば住宅 の完成)に よ り直 ちに解体 す る。

ここでは システムの名称 ・規約 ・資産 ・継続 性 の有無 と して捉 え る。

(2)要 素 主体 の依 存度 の3レ ベル
=要 素主体 の活動全 体 に占め る複 合主体 の活 動 の程度 、要素 主体 の活動 の主 体性 、 自律

性 の程度 の裏返 し

① 可換体:主 体 としての 自律性 が高 い。依 存度が低 い.

②通過体:主 体 と しての 自律性 が低 い.依 存 度が比較 的高 い。

③ 依存体:主 体 と しての 自律性 がな い。特定 の複 合主 体 にの み適 合 してい る。依存 度 が

高 い。

システ ムを構 成す る設計事 務所 、大工 ・工 務店 のそれ ぞれ の活動 全体 の うち、 シス テ

ムの活動 の割 合を各主体 の依 存度 とみる。一 般 に、依 存度 の低 い主 体同士 の場 合統 合度

が低 い連携 とな り、依存度 が高 い主 体 同士 の場合統 合度が高 くなる。
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8.3.2連 携 の 先 進 事 例 の 組 織 構 成

① 〈SYS-T>(写 真8.3.1):主 に住 宅 を扱 う設 計 事 務 所1社 と工 務 店1社 か らな る小 規

模 な シ ス テ ム で あ る。 古 民 家 の 再 生 ・古 材 の再 利 用 とい う特 殊 な住 宅 の場 合 の み連 携 す る。

シ ステ ム固 有 の名 称 は な く、設 計 事 務 所 、 大 工 ・工 務 店 と も依 存 度 は低 く、 結 び付 き は 弱

い 。 こ の シ ス テ ム は、 作 家 建 築 家 の木 造 住 宅 設 計 の 際 の工 務 店 との 関係 に類 似 して い る。

/

写 真8.3.1〈SYS-T>の 外 部 と内 部

② 〈SYS-M>(写 真8.3.2):住 宅 を専 門 に扱 う設 計 事 務 所1社 と材 木 店2社 、 工 務 店3

社 で成 立 して い る小 規 模 な シ ス テム で あ る。 葉 枯 ら しに よ って 乾 燥 した良 質 の材 木 や厚 手

の板 材 を使 用 す る場 合 に連 携 す る。 設 計 事 務 所 が 木 び ろ い を行 い、 材 木 店 が建 築 主 に 直 接

材 木 を販 売 す る形 を と り、 材 料 支 給 で 工 務 店 が請 け 負 う。<SYS-T>と 同様 、結 び 付 き は

弱 い。

鷺 置 心＼
写 真8.3.2〈SYS-M>の 外 部 と内部

③<SYS-0>(写 真8.3.3):地 域 に 適 合 した住 宅 づ く りを進 め るた め に パ ッ シブ ソー ラ

ー技 術 を開 発 ・導 入 し、 技 術 開 発 や 設 計 指 導 に建 築 家 の協 力 を 得 て 、 地 域 の 工 務 店 を組 織

化 した もの で あ る。 この組 織 は、 全 体 を 統 轄 す る事 務 局 、大 工 ・工 務 店79社 と技 術 開 発 や

設 計 指 導 を 行 う研 究 所 か ら構 成 され て い る。 地 域 工 務 店 は 、 ソ ー ラー 技 術 に関 す る講 習 会
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に出席 し、基 本 的な設備設 計技 術を修得 しなければな らない。

住宅 の設 計 は、(1)工 務 店の基本設 計 に対 し事務 局が設備 上 の技 術的 な検 討 を行 い・助

言 をす る 「設計 システム1」 と、(2)工 務店 が希望すれ ば研 究所 に登録 して い る建築 家 が

工務店 が作成 した基本設計 図面 を添 削す る 「設 計 システムn」 か らな る。 設計 シ ステ ムの

規模 は大 きい。組織 の名称等 はあ り、事務 局は システム専用 で あ るが、工務店 ・建築 家 は

依存度 は低 い。 したが って 「設計 システム1」 の結 び付 きは強 く、 「設 計 システムU」 の

結 び付 きは弱 い。

』軌
蝿 鞠 ㍉鉾=_1 .

写 真8。3,3

④<SYS-U>(写 真8.3.4)

組 織 で あ る 。

』5{← ・・ ぞ
　 ㌦ 幽 ～ゼ '・ま

1「1

<SYS-O>の 外 部 と内 部
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鳥 ζ

寿

:材 木店連携 組合3つ が共 同出資で設 立 した住 宅開発 ・供 給

この組織 は、事務 局、材 木店(工 務店)35社 、設 計事 務所 で構 成 されて い る。

地域型 の モデ ル住宅開発 と共 に住宅部 品の開発 などを進 めてお り、 これ ら企画開 発活動 は

各協 同組合 の代表者 と組織 外の協力設 計事務所 が行 ってい る。

住宅設 計 は会 員 の設計事 務所 ・材木 店(工 務店)が 連携 して行 って お り、 システムの規

模 はやや大 きい。組織 の名 称な どはあ るが、各 々の要素 主体 の依 存度 は低 く、結 び付 きは

弱 い。

把 囹齢1熟 藩新l!
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写 真8.3.4〈SYS-U>の 外 部 と 内 部
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⑤<SYS-S>(写 真8.3.5)=家 づ くりに関わ る設 計者 ・施工 者 ・建 築主が共通 の意 識 を

持 って住宅建 設 に関わ るための組織 を、設計 者が共 同出資で設 立 した もので ある。組 織 は

事務局 、設計 事務 所10社 、工務店約20社 、建築主 で構i成され て いる。設 計者 ・施工者 と共

に建築主 も家 づ くりのプ ロセスに積 極 的 に参加す るとい う観点 か ら、 システムの内部 に位

置づ け られて い る。個 々の住宅 の設計 に入 る前 に、 三者 の家 づ くりに対 す る共通 の意 識 ・

基盤 を創 るた めの勉強 会 を定期 的 に開 催す る。1か ら2年 の学 習期 間の後、事務局 が注文

を受 け、設 計 事務所 が設計 を行 う。設 計 システ ムの規模 はかな り大 きい。 システムの結 び

付 きは、工務 店 は依 存度 が低いが 、設 計事務所 は依 存度 が高 く、組織 の名称 な どがあ るた

め、や や強 い。
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写真8.3.5<SYS-S>の 外部 と内部

⑥<SYS-G>(写 真8.3.6):設 計 事 務所か ら出発 し、施工 も行 うよ うにな った組織 で あ

る。在来工法 を改良 した住 宅の開発 や、良材 の産地 と提携 して木材製品 を既 存の流通経 路

を経ず に建築 現場 に直接搬 入す る住宅 生産 システムの確立 を 目指 してい る。 事務局 と設 計

事 務所10社 、工務 店組合1っ で構成 され てい る。 企画 ・開発 に関 わ る特 別 な住宅 の場 合、

組 織外 の企 画 ・開 発専 門の設計事務所 で設計 す る。
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写 真8.3.6<SYS-G>の 外 部 と 内 部
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住 宅 設 計 は 設 計 事 務 所 で 行 う。 シス テ ムの 規 模 は や や 大 き く、 組 織 の 名 称 等 を もち 、 各

要 素 主 体 の依 存 度 は高 く、 結 び付 きが 強 い。 設 計 事 務 所 と大 工 ・工 務 店 が 一 体 化 した シ ス

テ ム とみ る こ とが で き る。

これ らの 先 進 事 例 を く規 模 〉 と〈結 び付 きの 強 さ 〉 の枠 組 み の 中 に プ ロ ッ トした の が 図

8.3.1で あ る。 〈規 模 〉 〈結 び付 き の 強 さ 〉 と もに 多様 な バ リエ ー シ ョ ンが 成 立 して い る。
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図8.3.1連 携 シ ステ ム の組 織 構 成
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8.3.3組 織構成 の特徴

木造住 宅 の設計 システムの定 型 として く設計 事務 所型 〉 と〈大工 ・工務店 型 〉が挙 げ ら

れ る。 それ ぞれ は理念 的 に独 立 した もので あ るが、実態 的に は設計 事務所 と大工 ・工務 店

は相互 貫入 的で あ る。 新 しい木造住 宅設計 システム としての設計事 務所 と大工 ・工務店 の

く意 識的 な連 携 システム〉 の組織構 成上 の特徴 と して次 のよ うな ことが明 らかにな った。

① 「古材 の再 生 」 「葉枯 ら し材 の活 用 」 「設計者、施工者 、建築主 、材 料供給者 な どの コ

ミュニケー シ ョンを図 った住宅 づ くり」 「地域 の気候条件 に応 じた住宅計画 ・技術 開発 」

な ど、 目標 を持 った設計 事務所 と大 工 ・工 務店 の協力関係 と して相互 の意識 的な分担 関係

が成立 してい る。

モデル住 宅 の企画開 発、新 しい技術 開発 、設計 者 ・施工者 ・建築主等 の ネ ッ トワー クづ

くりな どが契 機 とな って組織 が生 まれて いる。

②連携 した設 計 システムは、設計事務 所 と大工 ・工務店 の連携 のみ と して単独 に成立 す る

だけで はな く、材 木店、原 木生産者 、研究者 な ども含ん だ複 合化 した連携 組織 と して成立

してい る場 合 が多 い。

③ 設計 事務所 と大 工 ・工務 店 がそれぞ れ1社 とい う小規模 な連携 か ら、要素主体 の数が1

00社 に近 い大規模 な システムまで存 在 す る。小規模 な システムの場合 には、設 計事務所 が

工務店 に積 極 的 に働 きか ける ことによ って成立 して いる。大規 模 な システムの場合 には、

各主体 間の密度 の高 い コ ミュニ ケー シ ョンを効率 的 に行 うた め、 システムの まとめ役 を果

たす事務局 機能 が必要 になる。

④ システム の結 び付 きの強 さに は、 システムに名称 や規約 があ り一体 的な組 織 とみなせ る

〈強 い 〉ものか ら、特 定 のプ ロ ジェク トの場合 にのみ結 び付 く<弱 い 〉 ものまで多様 なバ

リエー ションが あ る。

この よ うな組織 的特 徴 を生 かす よ うな設計 システ ムの設計 が重要 であ る。
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8.4連 携 シ ス テ ム の設 計 図 面 と設 計 プ ロセ ス

8.4.1典 型 シ ス テ ム の 作 成 図 面

個 々 の連 携 シ ス テ ム が設 計 した典 型 的 な プ ロ ジ ェ ク トの 中 か ら図 面 内 容 や そ の 特 徴 を 分

析 し、連 携 シ ス テ ム の設 計 事 務 所 と大 工 ・工 務 店 の設 計 プ ロ セ ス に お け る機 能 分 担 の あ り

方 を検 討 す る。 収 集 した プ ロ ジ ェ ク トは 、<SYS-T>のU邸 、<SYS-M>のK邸 、<SYS-

S>のK邸 お よ びT邸 で あ る。 設 計 図 を基 本 設 計 図 と実 施 設 計 図 に分 け、 実 施 設 計 図 は さ

らに意 匠 図 ・構 造 図 ・設 備 図 ・そ の他 に分 類 した 。

① 〈SYS-T(U邸)〉

このU邸 は 、 旧H邸 とい う古 民 家 に 使 わ れ て いた 古材 を再 生 した もの で あ る。

基 本 設 計 図 は1/100の 各 階 平 面 図 と、 立面4面 で あ る。 基 本 設 計 図 を作 成 す るた あ に、

平 面詳 細 図 、 矩 計 図 な どを1/50あ る い は1/30で 作 成 す る。 木 造 の場 合 、 基 本 設 計 作 成

に 先 立 って 、 細 部 の納 ま りを確 認 す る ため の詳 細 図 の検 討 を 行 うの が特 徴 で あ る。

実施 設 計 図 は、 意 匠 図21枚 、 構 造 図8枚 、 設 備 図5枚 、 そ の他 表 紙 ・図 面 表 ・旧H邸 の

実 測 図 な ど合 計39枚 で あ る。

・意 匠 図:住 宅 全 体 の イ メ ー ジや室 内 の イ メー ジを 示 す 図 面 、 す な わ ち平 面 図 、 立 面 図 、

屋 根 伏 図 、天 井 伏 図 、 展 開 図 、 建 具 表 は1/50の 縮 尺 で あ る。 た だ し建 具 配 置 図 は1/10

0で あ る。 逆 に 、 細 部 の納 ま りや仕 上 げ を 示 す 図 面 は、 大 き な縮 尺 で あ る。 矩 計 詳 細 図 は1

/30、 部 分 詳 細 図 は1/10で あ る。 部 分詳 細 図 は、 平 面 グ リ ッ ドが1/30の 縮 尺 で 、 詳 細

を 明 示 す るた め柱 廻 り ・枠 廻 り は1/10に な って い る。

・構 造 図(基 礎 伏 図 、 床 伏 図 、 小 屋 伏 図 、軸 組 図)は す べ て1/50で あ る。

・設 備 図:各 階 の 設 備 平 面 図 は1/50の 縮 尺 で あ る。 設 備 外 構 図 は1/100で あ る。 全 体

を 通 して 、1/50の 縮 尺 を基 本 と し、 細部 の 図 面 は そ れ よ り も細 か い(1/30、1/10)。

② 〈SYS-M(K邸)〉

建 築 主 の 要 求 を 住 宅 調 書(家 族 構 成 、 希 望 計 画 概 要 、生 活 様 式 、 持 込 み家 具 ・設 備 な ど)

に よ って把 握 し、 それ を具 体 的 に図 面 と して ま とめ た も のが 第1次 プ レゼ ン テー シ ョ ン図

で あ る。基 本 設 計 図 に あ た る。1/50の 各 階 平 面 図 と断 面 図2枚 の 合 計3枚 で 、建 築 主 に

初 め て み せ る もの で あ る。 あわ せ て 、 建 築 主 に空 間 を よ り具 体 的 に示 す た あ模 型 を作 成 す

る。 雑 誌 な ど で作 品 み て 、 そ の 作 風 を 求 め て くる建 築 主 が 多 く、 プ レゼ ン テ ー シ ョ ン図 に

対 して 大 き な変 更 は な い。
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実 施 設 計 図 は意 匠図22枚 、構 造 図7枚 、 設 備 図5枚 、 そ の他 図 面 リス トと確 認 申請 用 の

図面3枚 の 合 計38枚 で あ る。

・意 匠 図:<SYS-T>と 同様 に 、住 宅 全 体 の イ メー ジや 室 内 の イ メー ジが わ か る図 面 は1

/50の 縮 尺 で あ る。 矩 計 図 、 台 所 詳 細 図 、 水廻 り詳 細 図 は1/20、 枠 廻 り詳 細 図 は1/10

で あ る。 「枠 廻 り詳 細 図 」 は<SYS-T>の 「部 分 詳 細 図 」 に あ た り、 平 面 グ リッ ドを1/

30で か き、柱 廻 り、 枠 廻 りは1/10に な って い る。 天 井 伏 図 、屋 根 伏 図 は作 成 しな い 。

・構 造 図:す べ て1/50で あ る。(た だ し基 礎 断 面 の書 き込 み は1/20)

・設 備 図:す べ て1/50で あ る。

確 認 申請 用 の 図 面 は、 工 事 概 要 ・面 積 表 ・付 近 案 内 図 ・敷 地 図 ・配 置 図 ・平 面 図 ・立 面

図 ・断 面 図 ・仕 上 表 を ま とめ た3枚 で あ る。 配 置 図 、 平 面 図 、 立面 図 、 断 面 図 は1/100、

敷 地 図 は1/200で あ る。

<SYS-T>と 同 様 に、1/50の 縮 尺 を基 本 と し、 細 部 に つ い て の 図 面 は そ れ よ り細 か く

(1/20、1/10)な って い る。

③ 〈SYS-S(K邸)〉

基 本 設 計 図 は 、1/100の 各 階 平 面 、 立 面2面 で あ る。 建 築 主 か ら要 望 を も とに作 成 し

た ス ケ ッチ が この 基 本 設 計 図 に あ た る。 設 計 者 の提 案 に対 す る建 築 主 の要 望 ・意 見 を 引 き

出 しやす くす るた あ、 敢 えて 手 書 き に して い る。 建 築 主 に よ る基 本 設 計 の確 認 も この 手 書

きの 図面 で 得 る。 た だ し、 確 認 申請 用 の 図 面 は これ とは 別 に作 成 す るが、 そ れ を 基 に設 計

内容 に つ い て 検 討 す る こ とは な い 。 この シ ス テ ムで は 、 設 計 に先 立 って 設 計 者 と建 築 主 の

間 に1年 か ら2年 の学 習 会 が あ り、 お 互 い の コ ミュ ニケ ー シ ョ ン ・信 頼 関 係 が成 立 して い

るた め 、形 式 的 な基 本 設 計 図 が 省 略 され る。

実 施 設 計 図 は意 匠 図18枚 、構i造 図2枚 、 設 備 図3枚 、 面 積 表 な ど1枚 の 合計24枚 で あ る。

・意 匠 図:平 面 図(兼 配 置 図)、 立 面 図(+正 面 立 面 図)、 植 栽 図 は1100で あ り、 平

面 詳 細 図 は1/30、 立 面 図 は1/50で あ る。 展 開 図 は150、 天 井 伏 図 は1/30で あ る。

・構 造 図:基 礎 伏 図 、 床 伏 図 、 小 屋 伏 図 は1'50で あ り、 軸 組 図 は な い。

・設 備 図:各 階1/30で あ る。

全 体 を通 して 、1/50と1/30の 縮 尺 を 用 いて い る。 矩 計 詳 細 図 、 部 分 詳 細 図 はな く、

細 部 の 納 ま り は、 プ ロ ジェ ク トの施 工 管 理 者 で あ るK木 材 店 が 、 柱 加ll図 、 枠 断 面 詳 細 図

を1/2の 縮 尺 で 作 成 す る。 〈SYS-S>の 住 宅 は、 柱 心 と通 り心 が 致 しな い こ とや 、 特

殊 な形 の 柱 を 使 用 す る こ と が あ る。1/30の 平 面 詳 細 図 で は 施 工 者が 柱 を加 工 す る際 に 図
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面 を 誤 解 して 読 み取 る可 能 性 が あ り、 この よ うな図 面 が 必 要 に な る。 施 工 管 理 者 が加 工 図

を作 成 し、 設 計 者 の確 認 を 取 る こ と に よ り、 設 計 者 と施 工者 の 意 思 の疎 通 を 図 って い る。

④ 〈SYS-S(T邸)〉

基 本 設 計 図 は上 記 のK邸 の場 合 と同 様 で あ る。

実 施 設 計 図 は意 匠 図17枚 、 構 造 図3枚 、 設 備 図2枚 の 合計22枚 で あ る。

・意 匠 図:す べ て1/50で あ る。 前 述 のK邸 と異 な るの は平 面 図 、 立 面 図 に1/100が な

い こ と と、 天 井 伏 図 と矩計 図 が1/50で あ る こ とで あ る。

・構 造 図:す べ て1/100の 小 さな縮 尺 で あ る。

・設 備 図:す べ て1/100の 小 さな縮 尺 で あ る。

全 体 を通 して 、 この プ ロ ジェ ク トの場 合 は1/50が 基 本 で あ る。 また 、K木 材 店 に よ る

柱 加 工 図 、 枠 断 面 詳 細 が あ る。

表8.4.1設 計 図 面 の シ ス テ ム間 比 較
8.4.2作 成 図 面 の 特 徴

各 シ ステ ム の作 成 図 面 を比 較 した

の が 表8.4.1で あ る。

<SYS-T><SYS-M>の 図 面 は 、種

類 が 多 く縮 尺 も大 きい の に比 べ て 、

<SYS-S>で は、 そ の逆 の 傾 向 が み

。 られ る。 こ の こ とか ら、 設 計 者 と施

工 者 の結 び付 きが 弱 い ほ ど、 図面 で

詳 細 に説 明 す る必 要 が あ り、 図面 の

省 略 が で きな い こ とが わ か る。

図面 の種 類 で は、 軸 組 図 、矩 計 詳

細 図 、 部 分 詳 細 図 な どの施 工 図 面 的

な もの は、 結 び付 き の強 い連 携 シス

テ ム で は省 略 す る。 す な わ ち 、<SY

S-T>〈SYS-M>で は、 軸 組 図 、部

分 詳細 図 と も に作 成 す る。 〈SYS-S

>で は両 方 と も作 成 しな い 。 設 計 事

務 所 に よ る木 造 住 宅 は意 匠 的 に複 雑
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に な り、 正 確 に設 計 意 図 を 伝 達 す るた め に軸 組 図 を作 成 す る。 例 え ば 、 〈SYS-M>の プ ロ

ジ ェ ク トの屋 根 の 円弧 の部 分 の構 造 に っ い て 、 設 計 者 は軸 組 図 に よ って 設 計 意 図 を 伝 え て

い る(図8.4.1)。 ま た 、 部 分 詳 細 図 は 、 〈SYS-T><SYS-M>で は細 か く描 くが 、 〈SY

S-S>は 一 部 を 除 い て1/30で あ る。 これ を補 う形 で 、 施工 管 理 者 が 柱 加 工 図 、 枠 断 面 詳

細 図 を描 く。

r"{
1 !～め

⊇

一7-

o

ノ

に

沼

』6柵

幽

μ6 、/44u

290

O
～
＼

1-1<SYS-M>軸 組 図(原 版:1/50)

葺』`藷.玉
噸

樽

」

●畠

」

憲 モ、

`郵 喋

"距 璽罵 璋

←

喝

「

-
-

鵬
【
"

π 高 丁3

匿 き暑『 『
1-2<SYS-T>部 分 詳細 図(原 版:1/10)

～
＼

24

1-3〈SVS-S>部 分 詳 細 図(原 版:1/10)

内

.-

r
渇

1
∠

・一=→

91・

一∠盈_蓄 ロ・

1-4<SYS-S>木 材 加 工 図(原 版:1/2)

図8.4.1各 シ ス テ ム に お け る典 型 的 な 図 面

8.4.3設 計 プ ロセ ス

(1)設 計 プ ロセ ス と各 主 体 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

木造 住 宅 の 設 計 プ ロ セ スに お け る主 体 間(設 計 者 、施 工 者 、 建 築 主 、 材 木 店)の コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン の実 態 を 図面 や 図 面 以 外 の もの を 含 め て 明 らか に す る。

〈SYS-M>の プ ロ ジ ェ ク ト(K邸)に お け る一 連 の設 計 プ ロ セ スを 表 した の が 図8.4.2

で あ る。 基 本 設 計 の 段 階 で は、 建 築 主 と設 計 事 務 所 の コ ミ」 ニ ケ ー シ ョ ンが 頻 繁 に行 わ れ

る。 ま た 、 設 計 事 務 所 と官 庁 と の事 前 折 衝 も行 わ れ る。 実施 設 計 段 階 に な る と、 設 計 事 務
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所 と施工者 との コ ミュニケー ション

が中心 とな る。 しか し実施設計 段階

で も変更 ・決 定事項 な どの確認 ・承

認 のた め、建 築主 と設 計事務所 との

コ ミュニケー シ ョンもみ られ る。設

計 者 の役割 は図面 作成 だけ に留 ま ら

ず 、建築 主 と施 工者 の間に立 って工

事契約 ・施工 計画 ・施工管 理 な どに

対 す る助言 ・承認 を行 い、設計監理

を行 うことで あ り、 これ も重要 な仕

事 で ある。

(2)各 システムの設 計 プ ロセ ス

各 システム の設計 プ ロセ スにおけ

る各主 体間 の折衝 を中心 に した コ ミ

ュニケー ショ ンにっいて分 析す る。

① 〈SYS-M(図8。4.3)〉

葉枯 し材 を活用 し、設計 事務所が

木 びろいを行 って、直接原 木生 産者

(製 材 者)か ら材 木 を買 い、材 料支

給 で工 務店 に発注す る形 を原則 とし

て い る。 また、小 屋組 みを見せ た り、

足場 に使 う厚手 の杉板 を野 地板 や二

階 の床板 に使用 して仕上 げ材 とす る

のが特徴 であ る。 そのた め、建築主

との折衝段 階で杉板 の使 い方 な どの

意 図を理解 し施工 で き、か っ、手 間

受 けで引 き受 ける工務店 や、設計事

務 所が イメー ジす る材料 が入手 で き

る材木店 と事前折 衝を行 って いる。

さらに、葉枯 ら し材の生産現 場 の訪
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問 や 、一 般 に は施 工 者 が 行 う木 拾 い

や 木 材 検 査 を設 計 者 が 行 って い る。

② 〈SYS-0(図8,4.4)〉

個 別 の プ ロ ジ ェ ク トは 〈SYS-0>

に加 盟 して い る工 務 店 と建 築 主 との

折 衝 で 始 ま る。 工 務 店 は 、 基 本 設 計

の 段 階 で希 望 す れ ば協 力 建 築 家 の設

計 指 導 ・設 計 チ ェ ッ クを 受 け る こ と

が で き る。 建 築 主 との 間 で 一 応 の ま

とま りを み た 平 面 図 、 立 面 図 を 協 力

建 築 家 に郵 送 し、 設 計 添 削 を受 け る

(設 計 シス テ ム 『1)。 事 務 局 は、

工 務 店 か ら基 本 設 計 図 面 と建 設 地 域

の気 象 デ ー タ を受 け取 り、 コ ン ピュ

ー タ ー シ ミュ レー シ ョ ンに よ る ソー

ラー シ ス テ ム と して の 妥 当性 を み る

た め の 設 計 ア ドバ イ ス を行 う(設 計

シ ス テ ム ド1)。 例 え ば、 太 陽 熱 の

集 熱 面 積 と暖 房 面 積 の 関 係 な ど の技

術 的 な情 報 提 供 が 主 な 内容 に な る。

個 別 の プ ロ ジ ェ ク トに留 ま らず 、

加 盟 す る工 務 店 全 体 の設 計 能 力 の レ

ベ ル ア ップ を 図 る た め、 年 に2回 設

計 講 習 会 を 行 って い る。 こ の講 習会

の講 師 は 、<SYS-0>に 協 力 す る建

築 家 で あ る。 この よ うな恒 常 的 な取

プ ロジ ニク ト昌助始
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図8.4.4<SYS-O>の 設 計 プ ロ セ ス の 概 念 図

り組 み が シ ス テ ム を支 え る基 盤 とな っ て い る。

③ 〈SYS-S(図8.4.5)〉

設 計 者 、 施 工者 ・ 建 築 主 、材 木 店 な ど、 住 宅 生 産 に関 わ る さ ま ざ まの 立 場 の 人 が共 通 の

言 語 を 見 い だ し得 な い 現 状 が ・ よ い住 宅 をっ く る条 件 を 疎 外 して い る と して 、 住 宅生 産 の
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過程 を確認 ・体験 した り、 それぞれ

の立場 の苦労 や喜 び にっ いて話 し合

い、意見 を交 換す る場(勉 強会)を

もって い る。 建築主 が住宅建設 を思

い立 って設 計依 頼 を して も、す ぐに

設 計 にはい るので はな く、設計 予約

とい う形 で設計 まで に一定 の学 習期

間(1年 ～2年)を 設 けて いる。勉

強会 は1回/1月 の割合 で開催す る。

基本設 計段 階で は設 計者 と建 築主

の コ ミュニケー シ ョンが中心 であ る 図8 .4.5〈SYS-S>の 設計 プ ロセ スの概念 図

が 、実施 設計 段階 で、施工管理者 が仮 の実施設 計図 を基 に積 算 を行 った後、建築 主 ・設 計

者 ・施 工者 の三者 が同席 して意見調整 を行 う場 を もっ。 これ は、 設計変更 と コス ト調整 を

同時 に行 うこ とがで き、有効 である。 建設地域 ごとに担 当施 工者 は決 ま って お り、設計 契

約 を結 んだ時点 で施工 者が確定す るが、工事契約 を結ぶ まで は建築 主 と施工 者 の コ ミュニ

ケー シ ョンはない。 したが って、内容 的 には実施設 計段階で の連携 で あ る。 竣工 後、反 省

会 ・竣工祝 い とい う意 味 を含 めた勉強 会が行 われ る。

図 に示 した事例 は、施工管理 ・製材 ・流通 を担 当す る施工者 と、工事 を行 う施工者 の二

っ に施工主 体 が分 かれて いる。<SYS-S>で は恒常 的な取 り組 みで あ る勉強会 ・反省 会 が
、

システムを支 え る基盤 とな る活動で あ る。

(3)ま とめ

木造 住宅 の設計 は、設計事務所単独 で行 うことが困難で あ り、設 計 プ ロセ スで施 工者 の

技術情報 を何等 かの形 で取入 れなければな らない。 設計 者 と施 工者 の コ ミュニケー ショ ン

を監理 の前 段 階に移行 し、施工者 の技 術情報 を設計 に積 極 的に生 かす意味 を持 ってい る
。

設計事務所 と大工 ・工務店 の連携 は、様 々 なバ リエー シ ョンが考 え られ るが、本研究 の事

例 で は、基本 設計段階 での連携 は少 な く、実施設計段 階で の連 携 が多い.連 携 の仕方 に よ

って コ ミュニ ケー ションの内容 が異 な るため、作成す る設計 図が異 な って い る。 これ らの

設 計事務所 と大工 ・工 務店 の意識 的な連携 は、 それ をサ ポー トす る設計 者 ・施工 者 ・建築

主 ●材 料供給 者 な どの コ ミュニケー シ ョンを図 る勉強会 や講習 会 な ど共通 の言語 づ くりが

大 きな役割 を果た して い る。 この点 に留意 して システム設計 を進 め る必要 が ある。

(木桝店)
組篠主 股叶ワ鰯所 施工嶺 施工管理者 爾 考

趨 職 壷
*量
3香 同席で勉強会を行う・

、_____ '

取
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回 …iliiiiii…… ……iiiiiiii　
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8,5設 計 事 務 所 と大 工 ・工 務 店 の連 携 の ポ テ ン シ ャ ル

設計事 務所 と大 工 ・工務 店の

日常 的な協力 関係 を み ると、大

工 ・工務店 に は、 図8.5.1の よ

うに設 計業務 と関連 して、設計

事務所 との協 力関 係が あ るC1)

。確認 申請 図面 の作成 のみの協

力関係 が約50%で あ る。 企画図

面 の作 成 、詳 細 図作成、建 築主

との折 衝同伴 、技 術情報 の交換、

な ど確 認 申請 以外 の協力関係 を

もっ もの も約42%存 在す る。協

力関係 の全 くない もの は少 ない。

一方 、建 築 士事務所 に も大工

・工務店 との協力 関係 が あ る(

表8.5.1)

臼10203240506972899㊤100

確 認 申 請以 外 の6
.9臼協 力 関係

確認 申請 を含 む353臼

協力 関 係

確 認 申請 の み,・52。30

協力 関 係な し715g

U.C.173

図8.5.1設 計 事 務 所 と の 日常 的協 力 関 係

表8.5.!大 工 ・工 務 店 と の協 力 関 係

専業

建設業 非建設業

大工 ・工務店 との
協力関係を もっ割 合

72.5毘

(50/69)

63.6%
(14/22)

76.9男

(10/13)

(噛1)。 専 業 の設計 事務所 が、大工 ・工務店 と協 力関係 を もっの は72%で あ る。

設計事 務所側 か らみて も大工 ・工務店 との相互関係 が成立 して いる ことがわか る。

ここで示 した地域 の設計事務 所 と大 工 ・工務店 の間の相互 関係 の多 くは、市場取引関 係

を前提 に した 相互依存 で あ り、それ ぞれの組織経営維持 に重 点 があ る。 したが って、両 者

の連携 による相互 の機 能分担関 係の意 識的 な再編 や情報 活用 効果 といった 「範囲 の経 済 」

の効果 を目指 した もので はない。た だ、 このよ うな設計事務所 と大工 ・工務店 の市場 の相

互 関係 の中 に も、高級 な数寄屋 建築 の施工 を行 う工 務店が、設計 事務所 の設計 図書 に基 づ

いて施工 す る場合、材料 の適正 な選定 とい う観点 か ら基本設計 や実施設計 に深 く関与 す る、

とい うよ うな実質 的 な機能 分担 の適 正化 を行 って い る事 例 も含 まれ てい る。

このよ うな く 日常的 な協 力関係 〉を 〈意識 的 な連携関 係 〉に代え てい く必 要が あ るが、

その ポテ ンシ ャルは比較 的高 い とみ る ことがで きる。

〈参考 文献>

1.秋 山哲一 ・他 「木造住宅設 計 の システム設計1第4回 日本 建築学 会建築経済 委員 会建

築生産 と管 理技術 シンポ ジウム論 文集1989.7e1)
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8.6木 造 住 宅 設 計 シス テ ム の試 設 計

8.6.1試 設 計 のね らい

前節 までで 、設計事 務所 と大 工 ・工 務店 の連携 に よる木造住 宅設 計 システ ムの有効 性 、

システ ム形 成 の枠組 み、連携 システム のバ リエー シ ョンを明 らかに した。 さ らに、 い くっ

か の設 計事務 所 と大 工 ・工務店 の連携 による設計 システムの先 進事 例 の分析 によ り、連 携

システムの特 徴 とそれ を実現 して い く上で の基本条 件 を明 らか に して きた。 ここで は、 そ

の システム設 計 の枠組 みを受 けて 、特 定 の地域 にお ける設計事 務所 と大工 ・工務店 の連 携

によ る木造 住 宅設計 システムの試設計 を行 う。

8.6。2試 設計 の枠 組 み ・手順

(1)試 設計 の枠組 み

地域 の設 計 事務 所 と大工 ・工 務店 の連携 によ る設計 システムの設 計 の主要 な要 件 は、設

計 システムの設計 の枠組 みか ら導か れ るよ うに、次 の4点 に整理 で きる。

① 連携 システムを構成 す る要素主体 の機能 の範囲 の設定 。設計事 務所 と大工 ・工 務店 の連

携 を基本 とす るが、 それ以外 の システム構成主体 の設 定 を含 む。

② 連携 システ ムの組 織規模 の設定 。す なわ ち、連携 システムを構成す る要素主 体(設 計事

務所 と大 工 ・工務 店)数 の設定 。

③ 連携 システ ムの構成要素主体 の結 び付 きの程度 の設定。す なわ ち、 設計事 務所 と大 工 ・

工務 店 の連携 システムに対す る自律 的(あ るいは依存的)な 活動 の程度 の設定 、お よび、

設計 事務所 と大工 ・工務店 の連携 システム と しての一体化 の程度 の設定。

④設 計 プ ロセ スにおける設計事務所 と大工 ・工務店 の機能分担 関係 の設定。

大 都市圏周 辺の市街化 が著 しく進 展 し、大工 ・工 務店 システ ムと大規模 住宅 メー カー シ

ステムが競合 して いる奈良 県で は、地域 の大工 ・工務店 が大 手住 宅企業 に対抗 して住宅 設

計力 の強化 を図 るため に設計事務所 か ら設計面 での ア ドバ イスを受 けたい とい う要求 が あ

った。1989年 当時、 大工 ・工務店80数 社 が協 同組合組 織 を設 立 し、木 造住 宅設計 に意 欲

のあ る地域 の設計事務 所 と協力 して、地域 の設 計事務所 と大工 ・工務店 の連携 によ る設 計

システムを作 る動 きが あ り、また、 これに地元 の森林 ・木材業 も協 力を約束 して いた。

ここで は、 地域型木造 住宅生産 システ ムの システ ム設 計 の基 本条件 であ る 「地 域 に存 在
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す る システ ム形成 の ポテ ンシャル(地 域 資源)を 活 用す る」 とい う視点 に立 って 、現実 に

連 携 システム形成 のポ テ ンシャルが あ る奈良県 を、 システム設 計 の対象 と して取 り上 げ、

設計事務所 と大工 ・工 務店 の連 携 によ る新 しい地域 型の住宅設 計 システ ムを設計す る。

(2>試 設 計 の手順

システム設 計 の手順 は、 システム設計 の主要 な4要 件 、① 連 携 システムを構成 す る要素

主体 の機能 の範 囲の設 定 、② 連携 システムの構成要素主 体 の結 び付 きの程度 の設定 、③ 連

携 システムの組織規模 の設 定、④設計 プロセスにおけ る設計事務所 と大工 ・工務店 の機 能

分担 関係 の設 定、 を具体 的 に設定 してい くプ ロセ スであ る。

連携 システムを構成 す る要素主体 の機 能の範 囲の設定

1

連携 システムの組織規模 の設定

1

連携 システ ムの構成 要素主体 の結 び付 きの程度 の設定

1

設計 プ ロセ スにおけ る設計事 務所 と大工 ・工務 店 の機 能分 担関係 の設定

図8.6,1シ ス テ ム 設 計 の 手 順

①連携 シス テムを構成す る要素 主体 の機能 の範 囲の設定

基本 とな るのは地域 の設 計事 務所 と大工 ・工 務店 の連携 であ るが、地域 資源 ・地域 条件

を考慮 して、連携 に加 え るべ き要素 主 体を付 け加 え る。奈良 県 の場合、森林 ・木材業 か ら

の協力 があ る程度 期待 で きるが、 シス テム設計 の対象 は設計 事務所 と大工 ・工務店 の連 携

と し、森林 ・木 材業 は協 力の可能性 を検討 す るに とどめてお く。

② 連携 システ ムの組織規模 の設定

個別 の設計 事務所 と大 工 ・工務店 との連携 を想定 した場合 、要素主体 の数 は、設計事 務

所 と大工 ・工 務店 の間の密度 の高 い コ ミ」ニケー シ ョンを確保 す るため、 システム設 計 の

枠 組 みで示 した よ うに少数 の設計事務 所(5程 度)と 少数 の大 工 ・工務店(10程 度)が 適

正 で あ る。奈 良県 では、奈 良県建築労 働組合(組 合員数3,915)の 中の有志大工 ・工務 店

87社 と、奈良 県建築事 務所 協会(会 員 数151)の 有志設計事 務所数社 が積 極的 な連携 シス

テムづ くりを め ざ して いる。 この大 工 ・工務店 数 は、 システ ム設計 の枠 組 みで示 した構 成
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要素主体 の規 模 を大 き く上 回 ってい る。 しか し、地 域の連携 システム形 成 のポ テ ンシ ャル

を重要 とす る観点 か ら、今 回の試 設計 は、協同組合 組織 をベー スと した連携 システ ム と し

て設計す る。 この場合、事務局機 能 の強化 を図 る必 要が あ る。

③ 連携 システムの構成要素主体 の結 び付 きの程度 の設定

一般 に、構 成要 素主体 とな る設 計事 務所 と大工 ・工務店 が 自律 的な活動 を行 ってい るた

め、当初 か ら連携 システム と して統合度 の高 い結 び付 きを形成 す ることは困難で あ り、緩

や かな連携 と して設定す ることにな る。奈 良県 の場 合、構成要 素主 体間 の意思 統一 を図 る

のに時間が必要 な こと、需 要者側 に連 携 システムに対す る認識 が薄 い こ と、 な どか ら、緩

やかな結合 と して設計 す る。

④ 設計 プ ロセ スにおけ る設 計事務所 と大工 ・工務店 の機 能分担 関係 の設 定

想定 され る設計事務 所 と大工 ・工務 店の設計 プ ロセ スにおけ る機能分 担 のバ リエー シ ョ

ンの中か ら実 現可能性 の高 いと思わ れ るタイプをい くっか取 り上 げて、 設計 システム と し

て の特徴 を整 理す るとと もに、地域 の住宅設計活動状況 との整 合性 を もとにぞの実現 可能

性 を検討 し、 システ ム設計 を進 め る。

したが って、今 回の システム設計 の場合 は、地域 の連 携 によ る設計 システム形 成 のポ テ

ンシャルを重 視 したた あ、 システム設 計の主要 な4要 件 の うち、① 連携 システムを構成 す

る要素主体 の機能 の範 囲の設定 、② 連 携 システムの組織 規模 の設定、③連 携 システムの構

成 要素主体 の結 び付 きの程度 の設定 、の3要 件 は、既 に設計済 み とな り、最 後 の要 件 で あ

る④ 設計 プ ロセスにお ける設計 事務所 と大 工 ・工務店 の機能分 担関係 の設 定 、を具体 的 に

設 定 して い くことが主要 な システム設計 の内容 にな る。

8.6.3木 造住 宅設計 システムの システ ム設 計

(1)設 計 プ ロセ スで の機能分担 に よ る連携 システムの典型 タ イプ

設計 事務 所 と大 工 ・工務店 の連携 シ ステ ムは、設計 プ ロセ スの機能分担 関係 によ って 、

図8。2.4(前 出)に 示す よ うに基本設計段階 か ら実 施設計段 階 に至 る まで い くっ ものバ リエ

ー ショ ンが想 定 で きる。 こ こで は、設 計 プ ロセ スの機能分担 関 係の中 か ら図8,6.2に 示 す 「

設計相談型 」 「一体設 計型 」 「基本設 計型」 の3っ の連携 タイ プを取 り上げて システ ムの

設 計お よび検 討を行 う。

ここで取 り上 げ る連携 に設計 事務所 と大工 ・工務店 の機能 分担 タイプを次 の様 に設 定 す

る。機能分担 タイ プは、大工 ・工務店 側 に設計事 務所 に対 して設計 ア ドバイ スの要求 が あ
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図8.6.2「 設 計 相 談 型 」 「一 体 設 計型 」 「基 本 設 計 型 」 の3っ の連 携 タ イ プ

るとい うことか ら 「設計相談型 」を取 り上 げ、 さ らに、設計事 務所 の設計 プ ロセ スへの 関

わ りを強 めた 「一体 設計型 」 「基本 設計型 」を追加 した。

① 「設計相談 型 」

大工 ・工務 店 が受注 した設計業務 に対 し、大工 ・工務店 が設計事務所 か ら部分的 に設 計

の ア ドバイ スを受 ける もので ある。設 計事務所 は設計 の基本 コンセ プ トな どを スケ ノチ な

どで示 した り、大 工 ・工務 店 の作成 した図面 に対 して コメ ン トを加 えた りす る。 問題 点 と

して、大工 ・工務 店 が示 した設計図 の みで設計事務 所が、大工 ・工務店 の設 計 ・施工 の仕

方 を どの程 度 理解 で きてい るか、設計 事務所 の コメ ン トだけで大工 ・工務 店 が設計事務 所

の設計意 図 を どの程度理 解 で きるか、設計事務 所の設計者 が建築主 の個性や条件 敷地条 件

を知 らな いま まに どの程 度 のア ドバ イ スが可能 か、 な ど設計 者 と施 工者 の間 にある程度 の

コ ミニ ュケ ー ションや相互理解 が必 要 であ ると共 に、直接 的 に建築 主や敷地 に関 わ らな い

ア ドバ イス業 務 に どの程度設計 者が満 足 ・納得 で きるかが この タイプの連携 の成否 を握 っ

て い る。
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② 「一体設計 型」

設 計事務所 と大工 ・工務 店が ほぼ同等 の立場 で・ それ ぞれの特徴 を活 か してデ ザイ ン面

を設 計事務所 が、技術 的な納 ま りを大 工 ・工務店 が分担す る形 で設 計を進 め る もので あ る

それぞれ の専 門的 な意 見交 換 を基本設 計段 階で調整で きるところに この システムの特 徴 が

あ る。 ただ し、両者 の間の意見 の調整 に多 くの時間が必要 にな ること、設計 報酬 の算 定 と

その配 分が難 しい、設 計変更へ の柔軟 な対応 が取 りず らい、意 志決定 した ことへ の責 任 を

どち らが とるか、 な ど現実 的な側面 で調整 すべ き課題 は多 い。

③ 「基本設計 型」

お もに設 計事務 所が基本設計 を、大工 ・工務店が実施設計 を担 当す る もので あ る。設 計

事務所 が基本設計 のよ うな ラフな図面 を描 いて、大工 ・工務店 にそれ以降 の設計 ・施 工 を

任 せて しま う。設 計事務所 の基 本設計 に基づ いて、大工 ・工務 店 が設計者 の設計意 図 を く

み取 って独 自の工夫 や納 ま りな どを判 断 して実施 に移す ことが で きる。細部 の納 ま りや仕

様 を含 めて十分 に設計者 の意図 を施工 者 に伝 え ることがで きるか ど うか、 が疑 問 と して残

る。一方 、設計者 の考 え とは異 な った新 しい大工 ・工務店 の創造性 が発揮 され る効果 も期

待 で きる。

(2)機 能 分担 タ イプの相互比較

連携 内容 を機能分担 関係 で比較す る と以下 のよ うにな る。

① 「設計相 談型 」

受注 大 工 ・工務店 が建築主 か ら受注(契 約)し 、設 計事務所 は連携組 織

の窓 口を通 じて大工 ・工 務店 か ら受注(契 約)す る。

設計

事務所

設 計事務所 は大工 ・工務店 の設計 に対 して提案 また は部 分的 な ア ド
バ イスを行 うものであ る。設計事務所 の業務 は大 工 ・工務店及 び建築

主へ の設計相談 と い う形 で行 うが、設計相談 以外 の作業 を行 うこ と

設 計相談 は、大工 ・工務店 と建 築主 の同伴 を原則 とす る。大 工 ・工

務店 は設計相談 に必要 な もの と して、設計条件 、建築 主 との打 ち合 せ

記録 ・資料、 な どを準備す る。

大工 ・

工務店

の業務
基 本設計、実施設計 、確認 申請、施工

報酬

大工 ・工務店 の設計 報酬 は建築主 との契約 によ る。

設計事 務所 の報酬 は業務 内容 によ り定 め る。

例 、1回 当 りの基本相 談料 ×相談 回数
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② 「一体 設計 型 」

設 計事務所 、大工 ・工 務店 のいず れか一方 が建 築主 か ら受注(契 約)

受注 し、他方 は連携組織 の窓 口を通 じて建築主 か ら受注(契 約)す る。設

計事務所 は設計契 約、大工 ・工務 店 は施工 契約 をす る。

建 築主 との折衝 、基本 設計、実施設計、確認 申請、監理で ある。 た
だ し、基本設計 と実施設 計 は大工 ・工務店 の協力 の も とに行 う。 その

ため、建築主 の了承 ・決定 を伴 う打 ち合せには設 計事務所 と大工 ・工

設計 務店 の双方 が同席す る。設計 の取 りま とあ は大工 ・工務店 と相談 ・確

事務所 認 の上 で行 うが 、通常 の設計 ・施工分離型 と異 な り、当初 か ら大 工 ・
の業務 工 務店 が関与 してい るため、実施設計 の成 果図書 は、設計 意図 の確認

や施工上 の必要 のあ る もの に限定 され る。成果図書 は基本 的 には設計

事務 所が作成 す るが、大 工 ・工務店 による作成 が有効 な場合 には大工
・工 務 店 が作 成 す る。

監理 は、設計事 務所 が適当な回数 を定 めて行 う。

大 工 ・

工務店 基 本設 計、 および実 施設計 の一部、施工

の業務

大工 ・工務店 の設計 報酬 は工事費 の中 に含み、建築 主 との契約 によ
る 。

報酬 例 、 工 事 費 の α%

設計 事務所 の報 酬 は建築主 との契約 に基づ く。
例、工 事費 のβ%

③ 「基本設 計型 」

大工 ・工務店 が建築主 か ら受注(契 約)し た場 合、設計事務所 は連

受注 携組織 の窓 ロを通 じて大 工 ・工務 店か ら受注(契 約)す る。

設計事 務所 が建築主 か ら受 注(契 約)し た場 合、大工 ・工務 店 は連

携組織 の窓 口を通 じて建築主 か ら受注(契 約)す る。

設計
事務所

設 計事務所 は建 築主 との折衝か ら基本設 計 あるい は基本設計 レベ ル
の スケ ッチ、仕上 げ材 の選 定 まで を業務 とす る。 ただ し、基本 設計 を

まとめ るに際 して、設計 事務所 は、工 事費 、施工 上 の問題 にっ いて大

の業 務 工 ・工務店 に相談 ・確認 を行 うもの とす る。 なお、設計事 務所 が建 築

主か ら受 注 した場合 、確 認 申請業 務 まで設計 事務所 の業務 とす る。

大 工 ・ 基本設 計の取 りま とめ の際 の設計事務所 への協 力、実施設計 、確認

工務店 申請(設 計事務所 が建築 主か ら受 注 した場合 を除 く)、 施 工 とす る。
の業務

大 工 ・工務 店が建築主 か ら受 注(契 約)し 、設計 事務所 に連 携 を依

頼 した場 合、

大工 ・工 務店 の設計報 酬 は、建築主 との契 約 によ る。大工 ・工務店 の

設計報酬 は工事費 の α%で 、設計事務 所の設計報 酬 は、工 事費 の β%

報酬 (最 低金額 γ円)で 大工 ・工務店 との契約 によ る。
設 計事務所 が建築主 か ら受注(契 約)し 、大工 ・工 務店 に連携 を依

頼 した場 合、大 工 ・工務 店 の設計 報酬 は建築主 との契 約 によ る。大工
・工務店 の設計報酬 は工事費 の α%で 、設 計事 務所 の設計報酬 は、工

事費 の β%(最 低 金額 γ円)で 建築主 との契 約 に よる。
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(3)機 能分 担 タ イプ の評価

機能分 担 タ イプ毎 の特徴 、問題 点 は次の よ うにな る。

① 「設計 相談 型」

・大 工 ・工務 店が 自 らの設 計能 力で は建築主 の要求 に十分 に答 え られな い

と判断 した場合 に、比較 的容易 に設計事務所 の協力 を得 るこ とがで きる。
・大 工 ・工務 店独 自の設計 能力 向上 を図 る ことがで きる。

・設 計事務所 の新 たな業務分 野 の拡 大 にっ なが る。

・設計事 務所 に大 きな負担 とな らないた めに、設計 事 務所 も受 け入 れ易 い。

・設計料 を支払 うことに対 す る認識 の薄 い建築主 に とって有効 で あ る。

・奈 良県 の木造住宅 の注文 が大工 ・工 務店 に対 して行 われ るこ とか ら、大

工 ・工務店 の設計 ・提案 能力 を高 め る とい うことに適 してい る。

・設 計事務所 と大工 ・工務店 が互 いに相手 の設計 の方 針 ・方法 、施工 の方

法 な どにっいて熟知 し理 解 して い る必要 があ る。
・設 計事務所 に、 ア ドバ イスのよ うな設計へ の関 わ りにつ いて、充 分 な納

得 が得難 い。
・設 計事務所 に対 して、業務 に見合 った妥当 な報酬 が確保 で きるか どうか

疑 問 が残 る。
・建 築主 に対 して設計料 に対 す る認識 が薄 いままにな る。

② 「一体設計 型」

・設 計 のす べて の段階 で設計 事務所 と大工 ・工 務店 が協 同作業 を行 う
。

・お互 いの能力を うま く引 き出す ことが可能で、か っ、能 力向上 を図 る こ

とがで きる。
・設 計当初か ら設計事務所 と大工 ・工務店 が協 同す るた め

、設 計事務 所 の

設 計意図が大工 ・工務店 に確実 に伝 わ る。
・・実施 図面 のない部分 にっ いて大工 ・工務店 の独 自の工夫 が行 える

。

・実 施 図 面 の な い 部 分 にっ い て大 工 ・工 務 店 の 独 自 の 解 釈 が行 わ れ
、 設 計

意 図 と異 な った 結 果 に な る恐 れ が あ る。
・設 計 期 間 中 の密 度 の高 い コ ミュ ニ ケ ー シ ョンが 必 要 と な り

、 設 計 料 自体

が 高 い もの にな る。

・設 計 事 務 所 と大 工 ・工 務 店 の高 いパ ー トナ ー シ ップ が 必 要 と され る
。

③ 「基本設 計型」

問

題

点

・設 計事務所 と大工 ・工務店 の現 在の活動状況下 ら比 較的 それ ぞれ の分 担

関 係の切れ 目が は っきり してお り、連携作業 が進 め やす い。
・施工 者 の創造力 、工夫 を引 き出す こ とが で きる。
・一般 的な設 計事務所

、大工 ・工務店 の現状 か ら最 も連携 しやす いタイ プ

で あ る。

・設 計事務所 の設 計意図が十 分 に伝 わ りに くい
。

・設 計料 の設定 が難 しい
。
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以 上 のよ うな検 討結 果か ら・当面 の設計事 務所 と大工 ・工 務店 の機能分担 は、大工.工

務店 が受注 した プ ロジェク トの場 合 には 「設 計相談型」 とす る。設計事務所 が受 注 した場

合 には・〈設計事 務所型 〉を基本 と し・基本設 計 ・実施設計 ・監理 のプ ロセ スを通 じて相

互 のコ ミュニケー シ ョンを深 め る。 設計事務所 と大工 ・工務店 との間 の継続 的な コ ミュニ

ケー シ ョンが成立 した段 階で ・建築主 の了解 を得 て 「基 本設計型 」 「一体設計型」 を採 用

す るのが妥 当 であ る。 「基 本設計型 」 「一体設計型 」 は、設計事務所 と大工 ・工務店 が一

体 化 したよ うな連携 システムでない と成立 しに くい と考 え られ る。

(4)木 材 業 の関 わ り

森林木材 業 の連 携 は、大 工 ・工務店 に自律的 な活動 を重視 す る立場 か ら個 別の住宅 プ ロ

ジェク トに お ける木材 にっいて は大工 ・工 務店 の 日常 的に取 引関係 のあ る地 域の木材店 を

利用す る こと と し、特別木 材店 を指定 す るよ うな ことは行 わな い。 ただ し、設計 事務 所 や

大工 ・工務 店 か ら木材 にっいて の相談 や ア ドバ イスを求 め られ た場合 にはす ぐに対応 で き

る木材関係 者 を確 保す ることとす る。 個別 プロ ジェク トに直接 関わ らな くとも設計 ・施工

段階で の木 材 の品質 や コス ト情報 の提供 な どの協力活動 が重要 で ある。

(5)事 務 局機 能

連携 システ ムの規模 は、大工 ・工務店80数 社、設計事務所 数社 と比較 的構成要素主 体

の数が多 い こ と、 また、奈良 県下全体 に構 成要素主体が広範 囲 に分布 してい ること、か ら

システムの統 合 ・調整 を行 う事 務局機能 が必要で あ る。

事務局 の機能 は、連携 システムの需要者 へ のPR活 動 、受 注 の窓 口、 この3っ タイプの

連携 は、連携 に同意す る何社 か の設計事務 所、個別 プ ロジェク トに対す る担当設計事務 所、

大工 ・工務店 のチー ム編成 、契 約、品質保 証 な ど多岐 にわた る重要 な機能を担 うことに な

る。事 務局経 費 の徴収 や設計報 酬の適正 な配分 も行 うことに な る。 連携 システ ムの現 状 を

調査 し、 システム改善 を行 う役 割 も果 たす必要 があ る。設 計能 力向上の ための研究 ・学 習

活動 に も積極 的に取 り組 まねば な らない。

(6)奈 良県 型木造住 宅設計 システム

以上 の シ ステム設計 プ ロセ スを踏 まえ ると、奈良 県型木造 住 宅設 計 システムは次の よ う

に整理 で き る。
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① システム構成要 素主体 の機能 の範 囲 と構 成要素主体 間 の結 び付 きの程 度

設 計事務所 と大 工 ・工務店 の連携 に森林 ・木材業 も加 えるが・結 び付 きは設計 事務 所 と

大工 ・工務店 よ り弱 い もの とす る。そ れぞれ の構成要素 主体 は 自律性 の強 い もの とす る・

構成要素主体の結び付 きの程度
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③ 設計 事務 所 と大 工 ・工務 店 の機能 分担

大工 ・工 務 店が受注 した場合 は 「設計相談型 」、設計事務所 が受 注 した場 合 は 「設計 事

務所型 」を基 本 と考 える。 当面 設計事 務所 と大工 ・工務店 の間 の コ ミュニケー シ ョンを深

く し、新 しい機能 分担 の可 能性 を探 る。

大工 ・工務店が
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8.7ま と あ

今後 の地 域型住 宅生産 システム形成 上で重要 な設計 プ ロセ ス に着 目 して、地域型 住宅 生

産 システムのサ ブ システ ム として 、設 計事務所 と大 工 ・工務 店 の協同化、 す なわ ち、意 識

的な連携 システム としての地域型 の住 宅設計 システムの システ ム設 計 を行 ってい る。

まず 、設計 業務 の機 能 の分担関係 を考察 す ることによ って、現在 の木造 住宅設計 の弱 点

を カバ ー し うるもの と して 、設計事務 所 と大工 ・工務店 の連 携 による設計 システ ムが有 効

に働 く可能 性 を提起 して い る。 それ に基 づ いて、設計事 務所 と大工 ・工務 店 の連携 によ る

設計 システムの組 織構成、設計 プロセ スに おける両者 の役割分 担関係 のバ リエー ションを

示 す ことによ って、設計 システ ムの システ ム設計 の枠組 み を提 示 して い る。

連携 システ ムの先進事例 の分 析を行 い、連携 システムの成立 可能性 の検 証 を行 うとと も

に、連 携 システムの設計 の要点 を明 らかに して いる。連 携 シス テムに基本 設計段 階で の連

携 と実 施設計 ・監理段階 での連 携が あ ること、 システムの組 織 構成 が設計 事務所 と大工 ・

工務店 によ る設計 システム と してだ けで成 立せず、材木 店、原 木生 産者 な ど複合 的な連 携

システムと して成 立 をみてい る こと、 システムの規模 や システ ムの結 び付 きの強 さには そ

の システムの置か れて い る環境 条件 に応 じて多様 なバ リエー シ ョンが存在 してい るこ と、

現在 の ところ基本設計段 階 にお ける連携 は少 な く、実施 設計段 階で の連携 が 中心 にな って

い ること、 を明 らか に して いる。 これ らの システムを有 効 に機 能 させてい くため には、密

度 の高 い コ ミュニケー シ ョンが重要 で、そ のた めの連携 の具体 的 なイ メー ジや契約 ・報 酬

な どの環境 づ くりが必要 で ある ことを明 らかに してい る。

設計 事務所 と大工 ・工務 店 の連携 に よる設計 システムの システム設計 の枠組 み や先進 事

例 の システ ム分析 を もとに、設計事務 所 と大工 ・工 務店 の連携 によ る設 計 システムづ くり

の ポテ ンシャルのあ る奈良 県 を対象 に して、地域型 木造 住宅設 計 システムの試設 計 を行 っ

て いる。

地域 の設計 事務所 と大 工 ・工務店 の間 には、業務 上 の相互 関係 が幅広 く存 在 して お り、

この相 互関係 は新 しい システム形成 の基礎 とな る。 設計事務 所 が連携 システ ムを形成 す る

にあた って 、 ユー ザーが住宅設計 を設 計事務所 に依 頼す る ことが一 般化 してい ない こと、

設計料 の負担 方法 な ど、当面 い くつ か の障害 が存在 す るが、現実 に行わ れてい る協 力関係

を 、協 同化 に よ り設計関連 機能 を適正 配分 した り、情報交流 の ネ ッ トワー ク化 をはか るな

ど、新 しく再 構成 して い く必要が あ る。
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第9章 「地域住宅建築家」の提起

9.1「 地 域 住 宅 建 築 家 」 の提 起

9.2地 域 の建 築 士 事務 所 の意 識

9.3ま とめ





第9章 「地 域 住 宅 建 築 家 」 の 提 起

9.1「 地 域住宅建築家 」の提起

(1)新 しい生 産 シス テ ム の構 築

地 域 型 住 宅 生 産 シス テ ム を実 現 す る た め に は、 住 宅 生 産 シ ス テ ム の さま ざ まな 試 み を 正

し く評 価 し、 そ の 展 開 を支 援 す る こ と が重 要 で あ る 。 ま た 、住 宅 生 産 の技 能 と技 術 、 構 法

と部 品 、 職 人 と企 業 、 設 計 と施 工 な ど の、 諸 要 素 の諸 関 係 と して トー タ ル で ベ ー シ ッ ク な

グ ラ ン ドシ ス テ ム を構 想 しな けれ ば な らな い。 そ れ は 図9.1.1の よ うな、 様 々 な 関 係 主 体

の一 種 の ネ ッ トワー ク組 織 と考 え られ る。 特 に、 新 しい建 築 家 の役 割 、 大 工 棟 梁 の役 割 、

居 住 者 の参 加 な どが 重 要 な要 素 にな る。

そ こで は 、 自然 の有 機 的 な材 料 と工 業 材 料 、 自然 を活 か した 環 境 づ く り と機 械 的 な空 調

の使 い 分 け な ど、 伝 統 的 な技 能 と高 度 技 術 の調 整 が 求 め られ よ う。 ま た、 設 計 に お い て も、

平 面 計 画 の手 法 ・CADな どを 導入 して、 そ の合 理 化 を 図 る と共 に、 設 計 しな が ら施 工 し、

施 工 しな が ら設 計 す る とい った 大 工 ・工 務 店 シ ステ ムの 設計 方 法 の良 さを活 か す こと も検

討 され な けれ ば な らな い 。

,
,

ヂ

丁
4

μ

地 域 住 二'

部品 メー カー

調 ∵ 鞭 一 メ4

図9.1.1地 域 型 ハ ウ ジ ン グの生 産 ・供給 シ ステ ム
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(2)「 地 域 住 宅 建 築 家 」 の役 割

特 に 、地 域 型 住 宅 生 産 シ ステ ムの 実 現 に は、 建 築 家 の 果 た す 役 割 が 重 要 で あ る。 従 来 、

建 築 家 の 住 宅 へ の 関 与 は、 一 部 の建 築 家 に 限 られ て い た り、 確 認 申請 の代 願 業 務 と い う設

計 とは い い難 い形 で 行 わ れ るに留 ま っ て い た。 と こ ろが 、最 近 、 こ の状 況 が 変 わ りっ っ あ

る。 地 方 の 都 市 や 町 で 、 活 躍 す る建 築 家 が増 え て い る し、住 ま い づ く りに真 剣 に取 り組 む

若 い建 築 家 も多 く見 か け る よ うに な っ た。 また 、HOPE計 画 、 木 造 住 宅 振 興 の 事 業 な ど

が 、 地 域 の 建 築 家 に重 要 な影 響 を与 え て い る。 一 っ は、 地 元 の 建 築 家 が 、 こ れ ら に直 接 間

接 に参 加 す る こ と に よ って 、地 域 型 住 宅 の あ り方 の 調 査 研 究 、 モ デ ル住 宅 の設 計 、 町 づ く

り計 画 な ど に 触 れ 、 個 別 の住 宅設 計 に留 ま らな い多 様 な 活 動 を 経 験 しつ っ あ る。 また 、 地

域 の大 工 ・工 務 店 、 各 職 職 人 、 地域 部 品 メー カー や 行 政 との交 流 を 強 め 、 住 ま い ・町 づ く

り組 織 の成 員 あ る い は オ ー ガナ イザ ー と して活 躍 を 始 め て い る。 も う一 つ は 、専 門 家 と し

て 外 部 の建 築 家 や コ ンサ ル タ ン トが 、 地 域 に入 り、 地 域 の住 宅 生 産 ・供 給 の ネ ッ トワ ー ク

づ く りに関 わ る よ うに な って い る こ と で あ る。 これ は、 各 地 の 経 験 を交 流 す る機 会 を 作 り

出 し、 地 域 型 住 宅 の コ ンセ プ トを 明 らか に す る こ と に役 立 って い る し、 地 域 の住 宅 建 築 家

が 勇気 づ け られ る チ ャ ン ス と もな って い る。 この よ うな 中で 、 よ うや く、 地 域 型 ハ ゥ ジ ン

グ の重 要 な鍵 とな る 「地 域 住 宅 建 築 家 」 とで も呼 ぶ べ き新 しい建 築 家 の姿 が 浮 か び あ が っ

て きて い る。 まだ 、 本 格 的 な もの で な い に して も、 彼 ら の取 り組 み か ら将 来 が 開 け る に違

い な い と考 え られ る。 そ れ で は 「地 域 住 宅 建 築 家 」 とは 如 何 な る もので あ るべ き か。 現 時

点 で考 え られ るそ の イ メー ジを簡 単 に ま と め て お こ う。

住 宅 の 設 計 は、 そ の前 段 階 の 企 画 や 後 続 の施 工 か ら切 り離 す こ と が難 し く、住 ま い づ く

りの全 プ ロ セ ス と一 体 化 した総 合 的 な もの で あ る。 これ は、 住 宅 が 生 活 に密 着 して お り、

複 合 的 な 機 能 要 素 を持 つ こ と、 居住 者 が 住 宅 づ くりへ の 強 い関 与 の要 求 を 持 っ こ と、 あ る

い は小 規 模 で あ り、 施 工 しな が ら設 計 す る こ と にあ る種 の合 理 性 が あ る こ と な ど、 さ ま ざ

ま な要 因 に よ る もの と考 え られ る。 っ ま り、 住 宅 の設 計 と設 計 者 の あ り方 は 、他 の現 代 建

築 に お け る方 法 と は異 な って い る と考 え た ほ うが よ い 。 住 宅 の 設 計 者 は 、 居 住 者 の 生 活 に

っ い て の 深 い理 解 と共 に・ 構 法 や部 品 だ け で な く、大 工 ・工 務 店 や各 職 につ い て の 知 識 も

持 った ・住 宅 に関 す る オー ル マ イ テ ィ な建 築 家 で な け れ ば な らな い。 そ の 上 で 、第1に 、

地 域 を よ く知 って お り・ 地 域 に学 び ・ 地 域 か ら発 想 で き、 活 動 も地 域 に密 着 して い な け れ

ば な らな い。 第2に ・ 単 な る設 計 者 と して の役 割 だ け で な く、 従 来 の大 工棟 梁 が 果 た して

きた 役 割 の一 部 を分 担 す る な ど ・ マ ネ ー ジ メント機 能 を 強 化 す る こ とが 求 め られ る。 言 い換
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え れ ば 、 新 しい棟 梁 と して の建 築 家 で な けれ ば な らな い 。場 合 に よ って は、 アー キ テ ク ト

ビル ダ ー と して 、 自 ら生 産 の運 営 ま で 引 き受 け る こ とが必 要 か も しれ な い。 また 、生 産 ・

供 給 ネ ッ トワ ー クの オ ー ガ ナ イ ザ ー で あ る こ と も求 め られ る。 第3に 、 個 別 の住 宅 設 計 だ

け で な く、 団 地 な どの プ ロ ジ ェ ク ト設 計 、 地 域 住 宅 の 合理 化 構 法 な どの シス テ ム設 計 、 さ

らに は 、住 宅 ニ ー ズの 調 査 研 究 な ど幅 広 い業 務 の実 施 が必 要 で 、 そ の能 力 の 函 養 が求 め ら

れ る。 第4に 、 地 域 の 居 住 者 と共 に 、 住 ま い の あ り方 や地 域 の 将 来 に つ いて 考 えて い か な

けれ ば な ら な い。 そ の なか で 、地 域 型 住 宅 を提 案 して い くこ と は も とよ り、広 く地 域 の 居

住 文 化 の オ ピニ オ ン リー ダ ー と して活 躍 す る こ とが 求 め られ る。

な お 、大 野 勝 彦 は、 地 域 の住 ま い ・ま ちづ く りを 担 うの は 「建 築 士 」 で は な く、 町 場 職

人 の一 員 と して の 「建 築 師 」 で あ る と提 唱 して い る。 地 域 住 宅 建 築 家 の イ メー ジ は、 こ の

「建 築 師 」 と多 くの 共 通 点 を も って い る。

いず れ に して も、 地 域 に根 づ き、地 域 か らの 柔 軟 な発 想 に支 え られ た 建 築 家 が 求 め られ

て い る ので あ る。 それ ぞれ の地 域 に と け込 ん だ 、 そ れ で いて 自 己の 主 張 を持 った 、 豊 か な、

簡 素 で 力 強 い表 現 を持 った 、合 理 的 な 快 適 さを追 求 しな が ら も、 伝 統 を尊 重 した 、 これ か

らの質 の高 い住 宅 を創 り出 して い け る の は、 この よ うな 「地 域 住 宅 建 築 家 」 な の で あ る。
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9.2地 域 の建築士 事務所 の意識

「地 域住宅 建築 家」 に期待 され 表9.2.1「 地 域 住 宅 建 築 家 」 の 機 能

る機 能 を整 理 した のが 、 表9.2.1

で あ る。 これ らは大 き く、① 「地

域型住 宅」 の計 画 ・開発、② 「地

域 住 宅 生 産 ネ ッ トワー ク」 形成 の

2っ に分 け る こ とが で き る。

この よ うな広義 の住宅設計 の社

会 的側面 にっ いて、地域 の建築 士

事務所 が どの よ うにその重 要性 を

認 識 し、 あ る い は実施 して い る か

を 示 した の が 、 図9.2.1、 図9.2

① 「地域 型住 宅」 の設 計 ・開発

1.地 域 か ら発想 ・地域 か らの姿 勢

2.地 域 の住 宅 ニー ズ調 査 ・研究

3.地 域 の工 務店 ・各 職 の情 報 ・知識

4.生 活 提案 力

5.地 域 適合 住宅 の調 査

6.地 域 適合 モ デ ル住 宅 の設計

7.合 理 化構 法 の開発 ・設計

8.団 地 設計

9.町 づ くり計 画へ 参画

② 「地域住 宅生 産 ネ ッ トワー ク 」形 成

10.地 域 生 産主 体 との交 流

11.生 産 ・供給 ネ ッ トワー クづ くりへ参 画

12.居 住 者 と町づ くり参 画

.2で あ る(注1)。

② ユ22②30495062708㊤921を 〕②

9.町 づ くり計 画 へ参 画

5.地 域 適 合住 宅 の調査

1.地 域 か ら発 想 ・地 域か らの姿 勢

7.合 理 化 構法 の開 発 ・設 計

10.地 域 生産 主 体 との交 流

2.地 域 の 住宅 ニ ー ズ調 査 ・研 究

12.居 住 者 と町 づ くり参 画

3.地 域 の工 務店 ・各職 の情 報 ・知 識

4.生 活 提案 力

8.団 地 設計

6.地 域適 合モ デ ル住宅 の設 計

11.生 産 ・供 給 ネ ッ トワー ク づ く りへ参 画

圏 重要

%ど ちらでもない、

口 非重要

図9.2.1「 地 域 住 宅 建 築 家 」 機 能 の重 視

0122臼32425a627日8日9日1巳 巳

9.町 づ く り計 画へ 参画

5.地 域適 合 住宅 の 調査

1.地 域 か ら発想 ・地 域 か らの姿 勢

7.合 理化 構 法 の開発 ・設計

10.地 域生 産 主体 との交 流

2.地 域 の住 宅 ニー ズ調 査 ・研 究

12.居 住者 と町づ く り参 画

3.地 域 の 工務 店 ・各 職 の情 報 ・知 識

4.生 活 提 案力

8.団 地 設計

6.地 域適 合 モデ ル住 宅 の設 計

11.生 産 ・供 給 ネ ッ トワー クづ く りへ 参画

定
し繋

凹
猛
口

図9,2.2「 地 域 住 宅 建 築 家 」 機 能 の実 施
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(注1)

秋 山 哲 一 、 他 「木 造 住 宅 設 計 の シ ス テ ム設 計 」第5回r建 築 生 産 と管 理 技 術 』 シ ン ポ ジ

ウム論 文 集1989.7

京都 府南部 地域 の建 築士事務所調査 の概 要

京都市 を含 んだ京都南部地域(亀 岡市、船井郡以南 の京都 府南部生活 圏)の 建 築士 事

務所 を対 象 と して、 ア ンケー ト調査 を行 った。京都府下 を代 表す る2っ の建築士事務 所

の団 体の構成 員 を取 り上 げた。

サ ンプルの構i成:京 都府 下の建築 士事務 所の総数1897社(昭 和59年12月)

① 京都府設 計監理協会:専 業 事務 所の団体、会 員数66社 、組織率 約8%

② 京都府建 築士事務所 協会:専 業 ・兼業事務所 の団体 、 会員数176社 、組織率 約9%

両団体 の構成員 の重複 は3事 務所。 両団体 と も構成員 は京 都市中心 に分布 してい る。

府下全体 よ りも専業 の比率が高 い、規模 の大 きい事務所が多 い、な ど都市 的要素 が強 い

方 に シフ トしてい る。

配票 回収状況 は以 下の通 りであ る。

配票 回収 状況(調 査 日時:1988.12～1989.1)

発送数 有効
発送数

回収数 有効
回収数

有効
回収率

事務所 236 220 114 112 51%

建築 士事務 所 を、専業事 務所 はその業務 内容 と規模 で、兼業事務所 はその兼業業種 で分

類 した。(下 図 の通 り)

〈 ケース数 〉

嚥 露讐瀞

3

4

0

ー

ハ◎

Q
》

4

4

ハ◎

1

2

1

1

1

1

建築士事務所のタイプ
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建 築 士 事 務 所 が 重 視 す るの は、 「町 づ く り計 画 へ 参 画 」 「地 域 適 合住 宅 の調 査 」 「地 域

か ら発 想 ・地 域 か らの姿 勢 」 で あ る。 地 域 や町 づ くりを 重 視 して い る。 一 方 、 「生 産 ・供

給 ネ ッ トワー クづ く りへ参 画 」 な ど 、 組織 づ く りに 対 して は消 極 的 で あ る。

これ らの うち 、 す で に実 施 して い る もの は多 くな い 。 「地 域 か ら発 想 ・地 域 か らの姿 勢 」

を と って い る事 務 所 は比 較 的 多 い。 そ の ほか 、 重 視 す る もの と は逆 に 、組 織 づ く りに関 連

した 「地 域 の 工 務 店 ・各 職 の情 報 ・知 識 」 「地 域 生 産 主 体 と の 交 流 」 な ど は 、比 較 的 よ く

実 施 され て い る。

建 築 士 事 務 所 を社 会 的 住 宅 設 計 機 能 にっ い て の 、① 重 要 性 の 認 識 の程 度 、 ② 実 施 の程 度 、

か ら分 類 を試 み る。 分 類 に は数 量 化 皿 類 を用 い た。 そ の結 果 、 重 視 度 と読 み 取 れ る もの を

X軸 に 、実 施 度 と読 み取 れ る もの をY軸 と した。

事 務 所 タ イ プで み る と、 兼 業 事 務 所 が社 会 的 な 住 宅 設 計 機 能 を重 視 し、 か っ 、 実 施 し て

お り、 「地 域 住 宅 建 築 家 」 の ポ テ ン シ ャル が高 い 。 と りわ け 、 兼 業 業 種 が 都 市 計 画 コ ン サ

ル タ ン トで あ る事 務 所 が高 い。 意 匠 型 の専 業 事 務 所 は、 社 会 的 な住 宅設 計 機 能 を 重 視 し て

は い るが 、 実 施 は して い な い。 代 願 事 務 所 は、 重 視 も、 実 施 もせ ず 、 「地 域 住 宅 建 築 家 」

の ポ テ ン シ ャル は 低 い(図9.2.3)。

事 務 所 規 模 で み る と、 所 員 数 が1人 な い し2人 の 零 細 事 務 所 は、 「地 域 住 宅 建 築 家 」 の

ポ テ ン シ ャ ル は低 く、 中規 模 の事 務 所 に な る と ポ テ ン シ ャル は 高 ま る が、 所 員 数20入 以 上

の 大 規 模 事 務 所 に な る と逆 に低 くな る(図9.2.4)。

H軸

不実施

05

意匠ll1規 模(導)

L、,鰍 、、鮪)
.意 匠小規傾(專)

8.建 言量業 ○デ鴨イ

。 ベ ロソ,、㌧(兼)1Lそ の他(兼)

7・建設 業1 .建 築企画(専)

一〇.5

1H軸

設言1事務所タイブ:実 施

図9.2.3事 務 所 タ イ プ と 「地 域 住 宅 建 築 家 」 機 能
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図9.2.4事 務 所 規 模 と 「地 域 住 宅 建 築 家 」 機 能
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9.3ま と め

地 域型住宅 生産 システムを実現 す るため には、各地域 に広 い意味 で住 宅生産 に関 わ る さ

ま ざま な主体 の一種 の ネ ッ トワー ク組 織 を創 り出 していかね ばな らない とい う認 識 に立 ち、

そのネ ッ トワー クの中心 に新 しい建築 家、大工 棟梁 、居 住者 を据 えて てい る。特 に、 これ

らの中心的 な主体 としてく地域住宅建 築家 〉 と もい うべ き地 域 に根 ざした建築技術 者 の必

要性 につ いて検 討 を加 えて いる。

〈地 域住宅建築 家 〉に必 要 と され る機能 ・要件 を① 「地域型 住宅 」の設計 ・開発 、② 「

地域住 宅生産 ネ ッ トワー ク」の2側 面 か ら明 らかにす ると ともに、現実 に地域 で活動 す る

地域建 築士事 務所 に とって く地域住宅 建築家 〉に必要 とされ る機能 につ いて その重要性 の

認識 は比較 的高 い ことを明 らか して い る。 機能 の実施状 況で は、地域 の大工 ・工務店 や各

専門工 事職人 などの地域住 宅生産 主体 との情報 交換 や交 流 は比較 的 よ く実 施 され てお り、

これ らの関係 を よ り積極 的 ・意 識的 に地域 ネ ッ トワーク と して発展 させ てい くことが重 要

で ある ことを示 して いる。
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結び

結章第10章





第4部 糸吉 び

第4部 の 「結び」 は、本 論文 の第1部 か ら第3部 までを踏 まえた結論 の部分 で ある。

前半 で は、本 論文 の到達点 を整理 してい る。 後半 では、地域 型住宅生産 システムの今後 の

課題 を展開 して いる。
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第10章 結 章

10.1論 文 の到 達点

10.2地 域 型 住 宅 生 産 シス テ ムの課 題





第 ■0章 結 章

は じめに

本章 は、研究 の総括 として、各章 で得 られ た知見 を整理 し、今後 の地域型住 宅生産 シ ス

テ ムを実現 してい く上 での課題 と提言 を行 ってい る。

10.1論 文 の到 達 点

(1>序 で は、本論 文 の研究 の視 点 ・立場 を明 らかに して いる。

① 第1章 で は、 住宅生産供給 をめ ぐる社会 的 な条件 が変化 す る中で、従来か ら地域 の住

宅生産 の中核 と して機能 して きた大工 ・工 務店が、相対 的 にその力 を弱あっ っあ る。一方 、

土地 や個別 の地域 条件 か ら切 り離 された形 で進 め られて きた標準化 ・技 術化 の流 れの のか

で、地 域性が 失われ っっあ ることに対 して、地域条 件 に適合 した住 宅の開発 や地域 に根 ざ

した住 まいづ くりの重要性 が再 認識 され、従来 の 自然発 生的 に形成 された 「地域 ハ ウ ジン

グ 」に代わ る、新 しい 「地 域型 ハ ウジ ング 」が求 め られ てい ることを論 じて い る。

「地域型 ハ ウジング」 は、在来 的な地域住宅 を単 純 に復活 させ る ことではな く、従来 は

自然 な形 で存 在 していた住宅生産 の地域性 を、現代 の社会 的 ・技術 的条件 の もとで 自覚 的

にと らえ直 し、 〈 もの 〉と して の新 しい地域型 住宅 とと もに、 それ を実現す る〈 しくみ 〉

と して の地域 型住宅生 産 システムを新 たに構築 す る ことであ る。す なわち、地域 に適 合 し

た住宅 の 「計 画」 と 「生産」 の2つ の側面 を うま く組 み立 てた 「地域型 ハ ウ ジング」 と し

て実現 しな ければな らない。本研究 は、〈 しくみ〉づ くりと しての地域 型住宅生産 システ

ムの構想 を行 うための基礎 的研 究で あ る。

② 第2章 で は、 「地域」 「住 宅生産 システム」 「住 宅生産 システムが地域 に根 ざす必 要

性」 な ど、本論文 の基本 的な枠 組 み とな る概念 や研究方 法 の特 徴 にっ いて整 理 して い る。

特 に、 「地域 」概 念 には分 割論的 な と らえ方 と単位論 的 な とらえ方が あ り、住宅生産 シ ス

テムを論 じる場合、単 位論的 な視点 に立っ ことを基本 と して い る。 また、 「住宅生産 シ ス

テ ム」 を住宅 生産 に関 わ る諸機能 を分 担す る住 宅生 産主体 間の役割分担 関係 として と らえ、

そ こにい くつ かの タイプが存在す るこ とを示 してい る。

さ らに、本論文 を特 徴 づけ る地域 型住 宅生産 システムの構築 ・提案 にあた るシステム設
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計 の基礎 と して、 システムを構成す る要素主体 それ ぞれ が一 定 の 自律性 を持 ちなが ら・ そ

れ ぞれ が関係 を結 んで協同 で住宅生産 にあた る、 ある種 の ネ ッ トワー ク組織 を想 定 し、 そ

の有効性 を示 してい る。

(2)第2部 の 「木造 住宅生産 の地域 構造」 で は、変容 しっっ あ る地域 の住 宅生 産 シス テ

ムの実態分析 を行 い、地域 の住宅生産 システムのかか え る問題 点 を明 らか にす る と共 に、

各地 の地域 型住 宅生産 システムの先進 事例 の分 析を通 じて、地 域 型住宅生産 システムの 基

本 的な要件 を明 らか に して い る。

① 第3章 で は、建築確認 申請 のデー タに基 づいて戸建住宅生 産市 場 の地域 構造 にっ い て

整理 して い る。 「住宅市場規模 と小規模木造住 宅生産者 」は、藤沢 好一 が 「木造住 宅 の小

規模生産 に関す る研究 」(学 位 論文)で 扱 って お り、住宅生産 市場 、特 に、木造住 宅生 産

市場 の中で多様 な住宅生産 システムが存在 し、特 にその中で小 規模 な住 宅生 産 システム の

占める シェアが高 い こと、 さ らに、 〈大都市 一地方都市 〉 とい った都市化 の違 い によ って、

地方 ほ ど小規 模 な住 宅生産 システムの割合が高 いこ とを指摘 してい る。本研 究で は、住 宅

生産市場 が藤沢 の扱 った都道府 県 の圏域 よ り狭域的 な市場 と して成 立 してい る との認識 か

ら、地域 を都 道府 県 よ り狭 く分割 して その市場特性 を と らえて い る。 その結 果 、戸建住 宅

生 産市場 が、特 に、農山漁村部で は狭 域的で、 クロー ズ ドな市場 にな ってい る こと、反 面 、

需要 の大 きい市場 で は、地域外か らの住宅生産 システムの流 入 があ り、流動 的 な市 場構 成

で ある ことを 明 らか に して いる。安 藤正雄 らの千葉県佐倉市 の建 築工事業 の動態分 析 で は

住 宅 ・宅地 開発 の動 き、す なわ ち、住 宅需要 の動 きによ って事業所 が立地 を移動 す る傾 向

を指摘 してお り、 地域 特性 によ り住 宅生産市場 の流動性 に違 いがあ る。

各地域市場 には零細 な地域住宅生産 システムか ら大規模 な全 国的 な住 宅生産 システム に

至 るまで さま ざまの住 宅生産 システ ムが競争的共存 の関係 を もって存在 して いて い る。 そ

れ ぞれの市 場 にお けるそれ ぞれの住 宅生産 システムの 占める割 合 は、地 域市場 の大 き さ、

その住 宅市 場 の発 展性、他地域 との交通利便性 な どの地 域条件 と住 宅生 産 システ ムの もつ

特性 に規定 されて いる ことを指摘 して いる。

② 第4章 で は、住宅生産 システム の需要適合 を と らえ るため に、戸 建住宅 の新 築工 事、

修 繕工事 とい う内容の異 なる工事 を取 り上 げて、需 要者(建 築 主)側 か ら工事 を実施 す る

住 宅生産 システム との対応関係 を整 理す るとともに、工事 のプ ロセ スにおけ る建築主 の学

習 ・相談行為 を通 じて住宅生産 システムの もつ問題点 を明か に してい る。
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まず 、需 要者(建 築主)が 新 築工事 を行 う場合 の住宅生産 システムの選択 プ ロセ ス、 お

よび工事 を実 施 した住宅生産 システムの評価 を行 って いる。工 事を依頼 す る際 の需要 者 の

住 宅生産 システム選択 行動 に着 目す る と、大工 ・工 務店 や設計事 務所 とい う地域的 ・狭域

的 な住宅生産 システム と住宅 メー カーや プ レハブ メー カー とい う全 国的 ・広 域的 な住 宅生

産 システ ムは、居 住歴 や建築経 験 な どの異 な った需 要層 に対応 して い る。大 工 ・工務店 シ

ステムや設 計事務 所 システ ムを選択 す る場合 には、地縁 関係 や人的 なっなが りに基 づい た

信頼関 係が大 きな選択要因 にな ってい る。

大工 ・工 務店 システムの交渉態度 を含 あた間取 り ・外観 ・設 備な ど設計能 力の評価 は高

く、施 工能力 につ いての評 価 は高 い。 プ レハブ住 宅 システムや住宅会社 システムで は、施

工能 力 の評価 、設計能 力の評価 、特 に外観 ・設備 の設計 について の評価 が大 工 ・工務店 シ

ステムに比 べて悪 い。

京都府 ・和 歌山 県な どの新築木造 住 宅の建築主 調査結果 によ ると、設計能 力、施工能 力

は、大工 ・工 務店 システムが大手住 宅会社 より評 価 は高 い。 また、大工 ・工 務店 システ ム

は、契約関係 や品質保 証体制 に前近 代 的な形態 を強 く残 して はいる ものの、生 産 シス テム

に対す る建築 主 の信 頼 はプ レハブ シス テムに比 べて高 い。す な わち、大 工 ・工務店 システ

ムを選択 した もの にと って大工 ・工務 店 システムの評価 は高 い。 しか し、早川和男 に よ る

と、大 手住 宅会社 の住宅 を選択 した建 築主か らみた大工 ・工 務店 の イメー ジは、 「信 頼性

が ない 」 「デザ イ ンが よ くない」 「細 か いアフターケ アが頼 めない」 な どとな ってい る。

大工 ・工務 店 システム以外 の システム を選択 した もの は、大工 ・工 務店 システムの 「信頼

性 の不 足」 と 「設 計能力 の不足」 を大 きな問題 として指 摘 して い る。

新築 工事 に比 べて零細 な修繕 工事 は、建築主 の工事依 頼先 が、大工 ・工務店以外 の屋 根

工事業 者、設備工 事業者 な どの専門工 事業者 に多様 化す る傾 向が強 い。 かっ、よ り距離 的

に近 い地元 の住宅生産 システムを選択 す るよ うにな る。生活 に密着 したサー ビスが必要 な

修繕工 事 の場 合、地 元の住 宅生産 システムに直接依 頼す るチ ャ ンネルが重要 にな って い る。

建築 主 は、住宅生産 システムに対 して、設計 ・施 工以外 の多 様 なサー ビスを求 めて い る。

例 えば 、建築 工事 の企画段階 の工事 の方 向付 け、平 面、立面 、材料 ・設 備、工事見積 価格、

な どの妥 当性 の評価 な ど専門 的 ・総 合 的ア ドバ イスで あ る。現 実 には、建築主 は知人 の情

報 を もとに判断 を行 ってい る場 合が多 い。

個別 の住 宅生産 システ ム毎の問題 の他 に、い くつか の住宅生 産 システ ムが同一 の地 域市

場 の中で競争 的共存す るため に、需要 者 は自分 の条件 に適 した住宅生 産 システムを選 択す
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るた めの情報 やア ドバ イ スを必 要 と してい る。

③ 第5章 で は、地域 の住 宅生 産 の実 態 を大工 ・工務店 、設 計事務 所 な どの住宅生産 に関

わ る生産者 側 か ら明 らかに して いる。 まず、大 工 ・工務 店の住 宅建設 と地 域 の関 わ り方 を

解 明 してい る。 っ いで、特 に大 工 ・工 務店 の設 計業務 を取 り上 げて、設計 専門 スタ ッフの

有無 と設計 内容 の違 い、設計 の評価 を行 ってい る。 さらに、地 域 の建築 士事務所 を取 り上

げて、建築士事 務所 の分類 、住宅建 設 との関 わ り方 、活 動圏域 、業務上 の問題点 を明 らか

に して いる。 特 に、建築士 事務所 の中 で住 宅業 務を 中心 に行 って いる ものを抽 出 して、設

計 ・監理業務 のプ ロセ ス、大工 ・工 務店 との協 力関係 、を明 らか に して いる。

最初 に、大 工 ・工務店 の住宅建 設活動 と地域 の関 わ り方 を解 明 してい る。戦前 か らの伝

統 的 な住宅市 街地 が残 る京都都 市圏 の場合、大工 ・工務店 は、最初 に営 業 を開始 した と こ

ろか ら所在地 を変 え ることはほ とん どない。約半数 は、親 の代 か ら営業 を続 けて い る。 ま

た 、事 業所 の所在地 か ら自動車 の時 間で およそ30分 くらいの狭 域 な圏域 の中 で住 宅建 設活

動 を行 って お り、設計 事務 所、木材店 、各種 の専門 工事 店 な どの設計 ・施工 のチー ム編 成

も事業 所の所在地 か ら半径4キ ロ圏 に収 まる程度 の狭 域圏 の中 で成 り立 って い る。 この よ う

に大工 ・工務店 の活動 圏域 は非常 に狭 域で あ り、 システムの組 織構成 も狭域 的で ある。 た

だ し、前出 の安藤正雄 らの調査 によ ると首都 圏の住 宅需要が大 きく変容 して い る地域 で は、

大工 ・工務 店 の活動 が所在地 の移動 を呼 び起 こ してお り、大工 ・工務店 の圏域構 成 はあ る

程 度 の柔軟 性 を持 つ ものと考 え られ る。

大工 ・工 務店 の活動 対象 とす る工事 種、活動 圏域 、営業地 、受注方 法、受 注形 態 な どの

今後 の方針 は、現状 維持 の保守 的傾 向 が強 く、新 しい活動形態 への積極性 はみ られない。

特 に、組織 規模 の小 さい大工 ・工務店 は、現状維持 ・保守 的で あ る。 逆 に、組織規模 の大

きい大 工 ・工務店 で は、拡大 の志 向性 が強 い。

大工 ・工務店 の協 業化志 向は、年 間工事高 で 「8000万 円～1億5000万 円」 の中規模 業者

で比較 的強 く、 それよ り大規模 あるい はそれよ り小 規模 な業 者 では弱 い。 大規模業者 は協

同化 に頼 らな いで も自社内で環境適 合が図 れる こと、小規模業 者 に は協 同化を図 る余 裕 が

少 ない ことに よる ものであ る。和歌 山県 の大工 ・工 務店 の調査 によ ると、大 工 ・工務店 の

協業化 を図 りたい相手業種 と して、 同業者で あ る大 工 ・工務店 は もとよ り、製材 ・木材 業 、

設計事務所 な ど、 水平的協業 のみな らず、垂直 的協 業化 も志 向 してい る。 異業種 との垂 直

的協同化 を図 るポテ ン シャル も比 較的高 い といえ る。

大工 ・工務 店 の木造 住宅設計業務 に着 目す る と、従来 は設計 図 として準 備 され るの は間
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取 図程度 の もので、 それに基 づいて作成 され る板 図が重要 な役 割 を果 た して いる。現在 の

作成 図面 は、 「間取図 のみ」 「確 認 申請 用図面程度 」 「住宅金 融公庫 申請用 図面程度 」 「

平 面 ・断面 詳細 図、各種伏 図、各 種設 備図、展開 図な ど詳細 な図面 まで」 と多様 であ るが、

現 状で は比較 的詳 しい図面 を準 備す る ものが多 い。 設計専門 の スタ ッフが社 内 にいる もの

ほ ど作成 図面 は詳 細 にな る傾 向が あ る。 現状 の設計 能力 の 自己評価 は、比較 的高 い評価 を

してい る。設計専 門 の スタ ッフが社 内 にい るもの ほ ど高 い 自己評価 を行 って いる。た だ し、

企画力 、デザ イ ンカ が相対 的 に不十分 と認識 してい る。

大工 ・工 務店 の中 に は、設計能力 向上 のため、 自社組織 内 に設計専 門の スタ ッフを備 え

る もの、設計 事務所 との連 携 を強 め る ものな どがあ る。大工 ・工務店 に設計 専門 スタ ッフ

が設 置 され るのは、社 員数が10人 以 上 の大規模 な事業所 であ る。中規模、小 規模 事業所 で

は、設 計事務 所 との協 力 による向上 を志 向す る傾向が強 い。

住 宅 の設計 者 の機能 と役割 を とらえ るため に、京都府下 の建築士事務所 の活動 実態 をみ

てい る。建築 士事務所 は、専業 ・兼 業 とい う業 態の違 いが、そ の設計業務 の内容 を大 き く

規 定 して い る。 また、兼業 は、ほ とん ど建 設業 との兼業 であ り、設計 の対象 も住 宅が 中心

であ る。専業 事務所 は、設計監理型 、 いわゆ る代願業務 型、構造 ・設備 な どの専 門業務 型

とに分 かれ る。兼 業事務所 は、専業 事務所 と同様 に設計 監理 を行 う場 合 と簡 略な設計 に留

まる もの とが あ る。

専業事務 所 は、京都市 お よびその周 辺市町 とい った都 市化 の進 んだ地域 に多 く分布 す る

が、 その他 の郡部 都市 や農 山漁 村で は兼業事務所 がほ とん どであ る。 したが って、住 宅 の

設計 を担 って い る主体 は、専業 事務所 が行 う場合、 あ るいは兼業事 務所が行 う場合、大 工

・工務店 が行 い代 願事務所 の協 力を求 め る場合、建築士 事務所 を通 さず大工 ・工務店 が 中

心 にな って行 う場 合(都 市 計画区域外 な ど)な ど、地 域 によ って大 き く異 なる ことを明 ら

か に してい る。

専業 事務 所 は比 較的広域 的な活動 を行 うが、兼業事 務所 は自社施工 の ものの設計 が中 心

のため地元市 町村内 の仕事 が ほとん どで ある。専業事 務所 は、建築主 に紹介 で きる大 工 ・

工務店 や各種 専門工事 店を もって お り、専業 の設計事 務所が完 全 に施工者 か ら独 立 した形

で活 動す るので はな く、設計 ・施工 の関係 はあ る種 の協力関係 を もって成立 して いる こと

を示 してい る。

地域 の建築士事 務所 は、活動 圏域 や組織規模 を拡 大 したい とい う志 向が強 い。 しか し、

積極的 な営業 活動 を行 わず、入的っ なが りを中心 と した受注 方式 を志 向 して い る。今後 の
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見通 しと して、専門分化 の進行 、過 当競争 の激化 、大規模事 務所 との格差拡 大、 が指 摘 さ

れ 、建 築士事 務所 同士 の協 同化 は難 しい とみてい る。

地 域で住宅 業務 を中心 とす る建築士 事務所 に着 目す る と、設計 の仕方 や監理 の仕方 は、

事務 所 のタ イプによ って多様で あ る。同一事務 所で もプ ロジ ェク トの性格 に よ って違 う。

代 願事務所 の場合 には、建築主 と直接 対応 す ることが ないた め、実 質的 な設 計 ・監理 機 能

は ほとん ど果 た していな い。設計 プ ロセ スは、建築主 の要求 把握 の仕方 に も専業事務 所 毎

の工夫 が凝 らされてい る。兼業事務 所 では、工 事車両 の進入 ・駐車 の可否 な ど施工 プ ロセ

スに関 わ る項 目を設計 当初 に調 査 して い ることがわ かる。工事監理 プロセ スは、専業 事 務

所 が単 に設計 意図 どお り施 工 されて い るか を確認す るだ けで はな く、細部 の納 ま り等 にっ

いて設計者 と施工者 が現場 で コ ミュニケー ションを行 うことに よって よ りよ い住 宅実現 の

た めに知恵 や工夫 を出 し合 う場で ある。 専業事務所 は大 工 ・工務店 の施工機 能 を補 完す る

た め軸組 図を添付 す るな ど設計 ・監理 上の対応 を行 った り、専業事 務所 が施 工者 に、施 工

方法、部材 ・部品 の性 能や価格 の情報提 供 を求 め ること もあ り、専業 の設計 事務所 と大 工

・工務店 との協力 も重 要で ある ことが 明 らか に してい る。

設計 ・監 理業務以外 で は、建築主 との相談業務 があ り、土地 ・住 宅購入 にかか わ る不 動

産 の鑑定 ・評価 お よび その意志決定 の援助、増改築 ・修 繕工事 の行 い方 な ど、設計 監理 以

外 の専門知 識 を も含めた幅広 い内容 の専門 的ア ドバ イスが、建築士 事務所 に求 め られ て い

る。

建築士事 務所 は、建築主要求 に対す る個別 的対応 のみな らず 、個別建築 活動 を地 域 の良

好 な居住 環境形成 と結 びつ けて い く社 会的立場 か らの調 整機能 も期待 されて い る。個別 の

建築主 を対象 と した業務 の中では、社 会的機能 を積 極的 に果 たす のは難 しい状況 で あ る。

しか し、 それで もなお、地域 のモデル とな るよ うな住宅づ くりを居住者 や地域 の行政 と協

力 しなが ら目指 す ことが重要 であ る。例 えば、地域 型 モデル住宅 の提 案や行政 の地 区詳 細

計 画づ くりや街づ くりのルールづ くりに地 域の建築士事務所 が積極 的 に参画 す るな どの展

開 が待 たれ る。 居住者 や設計事務所 、大工 ・工 務店 、行政 が共通 に住宅 ・街 づ くりを考 え

て い く場 を つ くる ことが大事 であ る。

④ 第6章 で は、 地域 の中 で地域条件 を生 か した形で取 り組 まれて いる新 しい地域型 住宅

生産 システ ム と考 え られ る事例 の実態 調査 を行 って いる。 各地 の事 例 の システ ム形成 の特

徴 や市 場適 合 の状況 な どの システム分 析 を行 い、第3部 で扱 う地域型住宅生産 システ ムの

特徴 を明 らか に してい る。
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システムの分析 には、公文俊平 の 「社会 システム論」 の複 合主体 の考 え方 を援 用 して 、

複合主 体 と して の住 宅生産 システムの統 合度 と システム構成要 素主体 の 自律性 の2側 面 か

らシステムを記述 す る とともに、各 システムの おかれて い る環 境条件 に応 じた市 場適合 の

ための各種 の方策 の特徴 を整理 して い る。地域資源 を うま く活 用 しなが ら、住 宅生産 シス

テ ムと しての 合理 的 な システム構築 を図 る努力や工夫が行 われて いる。地域型木造 住宅 生

産 システ ムの組織 形態 は多様で あるが、 「協同化 システム」 と 「大規模化 システ ム」 の2

つ に大別 で きる。 前者 は住 宅生 産 に関連 した主体が結合 した複 合主体で あ り、後 者 は工 務

店 が大規模 化 した単一主体 で ある。

「協 同化 システム」 は、 さ らに 「垂 直的協同化 システム」 と 「水平的協 同化 システ ム」

に分 かれ る。 「垂 直的協 同化 システ ム 」は異業種間 の結 合に よる 「範 囲の経済」 の活用 を

あ ざす もので あ り、 「水 平的協 同化 システム」 はむ しろ組織 規模 の拡大 によ る 「規模 の経

済」 の活用 を 図 るものであ る。 「協 同化 システム」 は統 合度 が高 く、 かっ要素主体 の 自律

性 の高 い環境 変化 に対 して安定 的な システムであ る。 「協同化 システム」、 その中で も特

に 「垂 直 的協 同化 システム」が、様 々な地域特性 を もっ地域環境 に適合 した地域 型木造 住

宅生産 システ ムを形成 す る上 で有 力 な手段 であ ることを明 らか に して いる。

(3)第3部 の 「地域型木造 住宅 の システム設計」で は、第2部 の地域型住 宅生 産 シス

テムの システ ム分 析を もとに地 域型住 宅生 産 システムの シス テム設計 を試 みてい る。 シス

テム設計手 法 の検 討を行 い、新 しく地域型 住宅生産 システムの設計手順 を示 す と共 に、 そ

の手順 に基 づ いて典型2地 域 において林産 地域型 の地域型住 宅生産 システムの システム設

計 を行 って い る。 さ らに、 地域 型木造 住宅生産 システムのサ ブ システム としての木造住 宅

の設計 システ ムにっ いて、 設計 事務所 と大工 ・工務店 の意 識的 な連携 システ ムと して シ ス

テム設計 を行 って いる。最 後 に、地域 型木造住 宅生産 システムの中心的な役割 を担 うべ き

〈地域 住宅建 築家 〉の提案 を行 ってい る。

① 第7章 で は、第6章 の システ ム分 析 の結 果を踏 まえて、地 域型住宅生産 システムの設

計 のた めの基本 的な枠 組 みを明 らか に して い る。

新 しい地 域型住 宅生産 システ ム構 築 の手法 と して 、現状分析 に基 づいて現 状改善型 の シ

ステム提案 を 行 う帰納 的アプ ロー チに対 して、理想 システムの提案 を行 いそれ を現実 の条

件 に適 合 させ て い く演繹 的 アプ ロー チ と しての システム設計 の手法 の有 効性 と、住宅生 産

システ ムへ の援用可能性 の検討を行 ってい る。
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地域 型住宅 生産 システムを設計 は、演繹 的な システム設計 の アプ ロー チの代表 的な 「ワ

ー ク ・デザ イ ン」の考 え方 をベー スに しっっ、現 存す る住宅生 産 システム分 析 を行 って現

在 の状 況 を構 造的 に理 解 した上 で、 システ ム設 計を試 みる とい う方 法 を とる。 システム設

計 の帰納的 ア プ ローチ と演繹的 アプ ローチを組 み合わせ た考 え方 で ある。 これ は、地域 型

住宅生 産 システムが、多様 な地域特性 を もった地域毎 に、それ ぞれ地 域 に適 合 した シス テ

ム設 計 が必要 とされ るた め、地域 資源 の状況 を踏 まえた システム設 計の手法 を と るこ とに

な る。地域型 木造住 宅生産 システムの シス テム設計 の基本条件 として、演繹 的 に①地 域 資

源の活用 、② 地域 ニー ズへ の適合 、③ 生産 システムと して の合 理性、 の3点 を挙 げ る。第

6章 の分析 で地域型木 造住宅生産 システム には 「協 同化 システ ム」 「大 規模化 システ ム」

とい う組織 原理 の違 う2タ イプがあ る ことを明 らか に したが 、 ここでは① の地域 資源 の活

用 の観点 を満 たす上 で 「協 同化 システム」 と しての地域 型木造 住宅生産 システムの設計 を

進 める手順 を取 る。

地域 の理 想 システム と して住宅生産 シス テムを構成 す る主体 の範 囲 と、 それ ぞれの主 体

の システ ムと してのっなが りの強 さか ら地域型木造住 宅生産 システムの基本 的 なバ リエー

ションを設定 し、対象 地域 の地域 資源 や地域住 宅市場 の状況 か ら、 その地域 で実行 可能 な

システムを抽 出 し、詳 細 システ ムの設 計 に至 るとい うもので あ る。 この手順 に したが って

典 型2地 域 において林 産地域型 と市街 化進行地域型 の地域型住 宅生産 システムの システ ム

設 計 のケー ス スタデ ィを行 ってい る。

林 産地域型 として和 歌山県 の林産地 域 であ る龍神 村を取 り上 げる。龍 神村 には、地 域 の

中の木材生産 者、製材 者、大工 ・工務 店 ・農協 ・村 が協同で設 立 した協 同化 システム と し

て林 工一貫型 システムが存在 してい る。 その システ ム改善 ・強 化 と しての シ ステ ム設 計 を

行 って い る。 システ ムと して の住宅供 給規模 ・住 宅供 給圏域 の設定 が重 要 な システム設 計

の柱 にな り、 それに基 づ いて詳細 システム設計 と して、地域 の製材所 の活用 、住 宅設 計 シ

ステムや施工 システムの改善 ・強化方 策 の検討 を行 って いる。

また 、市街 化進行地 域型 として和歌 山県 で市街化 の進 みっ っ ある紀北 地域 を取 り上 げて

い る。地元 の製材業、 設計事務所 、大 工 ・工務店 な どの住宅生 産主体 の産業立地状況 や各

主体 間 の協 同化の ポテ ンシ ャルを考慮 して実現 可能 システム と して製材 施工一貫 型の住 宅

生産 システムの提案 を行 って いる。大 阪都市 圏への通 勤者 の住宅需要 に対応す るた めに、

地 元 の農家 住 宅を基本 と した住宅設計 か ら脱皮 した、住宅設計 能力 の向上が重要 な システ

ム設計 の柱 にな る。 設計事 務所 と大工 ・工務店 の連 携 システ ム と しての詳細 システムの設
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計 を行 って い る。2地 域 の システム設 計 のケー ススタデ ィを通 じて、帰納 的 アプ ロー チ と

演繹 的 アプ ローチ を組 み合 わせ た システム設計 手法 の妥 当性 を検証 してい る。

② 第8章 で は、特 に今後 の地域型 住宅生 産 システム形成上 で重要 な設計 プロセ スに着 目

して、地域型 住宅生産 シス テムのサ ブ システム として、設計事 務所 と大工 ・工務店 の協 同

化 、す なわ ち連携 システム と しての地域型 の住宅設計 システ ムの システム設計 を行 って い

る。

まず 、設計業務 の機能 の分担 関係 を考 察す る ことによ って、現在 の木造住 宅設 計の弱 点

を カバー しうる もの と して、設計事務 所 と大工 ・工務店 の連携 による設計 システ ムが有 効

に働 く可能性 を提起 してい る。 それ に基 づ いて、設計事務所 と大工 ・工務店 の連携 によ る

設計 システ ムの組織構成 、設計 プ ロセ スにおける両者 の役割分 担関係 のバ リエー ションを

示 す こ とに よ って、設計 システムの システム設計 の枠組 みを提 示 して い る。

連携 シス テムの先進 事例 の分析 を行 い、連携 システムの成立 可能性 の検証 を行 うとと も

に、連携 システムの設 計の要点 を明 らか に してい る。連 携 システムに基本設 計段階で の連

携 と実施設 計 ・監理 段階で の連携 があ る こと、 システムの組織 構成 が設 計事務所 と大工 ・

工務店 による設計 システム としてだ けで成立 せず、材木 店、原木生産者 な ど複合 的な連 携

システ ムと して成立 をみて い ること、 システムの規模や システ ムの結び付 きの強 さに はそ

の システムの置かれて いる環境 条件 に応 じて多様 なバ リエー シ ョンが存在 してい ること、

現在 の ところ基本設計段階 にお ける連携 は少な く、実施設計段 階で の連 携が 中心 にな って

い ること、 を明 らか に した。 これ らの システムを有効 に機能 させて い くた めには、密 度 の

高 い コ ミーニ ケー ションが重要 で、 そのため の連携 の具体 的な イメー ジや契約 ・報酬 な ど

の環境 づ くりが必要 であ ることを明 らか に した。

連携 によ る設計 システムの試設計 と して、奈良県下 におけ る設計事務所 と大工 ・工務 店

の連携 システ ムを提案 して いる。

地域 の設計 事務所 と大工 ・工務店 の間 には、業務上 の相 互関係 が幅広 く存在 してお り、

この相互関 係 は新 しい システム形成 の基礎 とな る。設計 事務所 が連 携 システムを形成す る

にあた って、 ユーザーが住宅設計 を設計事務所 に依 頼す るこ とが一 般化 していな い こと、

設 計料 の負 担方法 な ど、当面 い くつか の障害 が存在す るが、現 実 に行わ れてい る協力関 係

を 、協 同化 によ り設計関連機能 を適 正配分 した り、情報交流 の ネ ッ トワー ク化を はか るな

ど、新 しく再 構成 して い く必 要が ある。

③ 第9章 で は、地域型住 宅生 産 シス テムを実現す るためには、各地域 に広 い意味 で住宅
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生産 に関わ る さま ざまな主体 の一種 の ネ ッ トワーク組織 を創 り出 していかね ばな らない と

い う認 識 に立 ち、 その ネ ッ トワー クの 中心 に新 しい建築 家、大 工棟梁、居 住者 を据 えて い

る。特 に、 これ らの中心的 な主体 と してく地域住宅建築 家 〉 と もい うべ き地域 に根 ざ した

建築技 術者 の必要性、 可能性 にっいて検討 を加 えて い る。

〈地 域住宅 建築家 〉 に必要 とされ る機能 ・要件 を① 「地域型 住宅」 の設計 ・開発 、② 「

地域住 宅生産 ネ ッ トワー ク」 の2側 面 か ら明 らか にす る とと もに、現実 に地域 で活動 す る

地域 建築士事 務所 に とって く地域住 宅建築 家 〉に必要 とな る機 能 の重要性 の認識 は比較 的

高 い こ とを明 らか して いる。地域 の大工 ・工務店 や各専 門工 事 職人 な どの地域住 宅生産 主

体 との情報 交換 や交流 は比較 的 よ く実施 して お り、 これ らの関係 を よ り積 極 的 ・意識 的 に

地域 ネ ッ トワー クと して発展 させて い くことが重要で あ るこ とを示 して い る。
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10.2地 域 型 住 宅 生 産 シス テ ム の 課 題

これ か らの地域 の住宅生産市場 を考 えた場 合、 ユーザ ーニー ズの多様化 、戦後 植林 され

た国産材 の市 場流 通や ハイブ リッ ドな木材製品 の開 発普及 、木 材業 ・建設業 にお ける後 継

者不足 、技能 者不 足、CADや プ レカ ッ ト設備 の普 及、地域 ビルダーの台頭 な ど、地域 型

住宅生産 システムを め ぐる環境 が ダイ ナ ミックに変 化す る ことが予想 され る。

この ような状況 の中 で、地域 型住宅 生産 システムの課題 は次 の よ うに指摘 で きる。

① 個別 的な地域型 生産 システムの連結 ・ネ ッ トワー ク化

第9章 で指摘 した よ うに、地域型 ハ ウ ジングを実 現す るたあ には、各地 の地域型 住宅 生

産 システムの さま ざまな試 みを正 し く評価 し、その展開 を支援 す る ことが重 要で ある。 さ

らに、個 々の地域型住 宅生 産 システ ムのみ にとどま らず 、地域 全体 の住 宅生産 システムが

うま く機能す るよ うに ネ ッ トワー ク化 を図 ることが重要 であ る。 その場 合、住宅生産 の技

能 と技術 、構 法 と部 品、職人 と企業 、設計 と施 工な どの、諸要 素 の諸関係 を うま く包 含 し

た システムを構想 しな けれ ばな らない。 それは様 々 な関係主体 のネ ッ トワー ク組織 で あ る。

特 に、新 しい建築家 の役割 、大工棟 梁 の役割 、居住者 の参加 な どが重要 な要素 にな る。

そ こでは、 自然 の有機的 な材料 と工業材料 、 自然 を活 か した環境づ くりと機械 的な空調

の使 い分 けな ど、伝 統的 な技能 と近 代技術 を融合 した地域 の適 正技術 の開発 が求 め らる。

② フ ィジカルな計 画づ くり=〈 ものづ くり〉と計画 を実現 して い くく しくみづ くり〉の リ

ンク

く し くみづ くり〉と しての地域型 住 宅生産 システム と、〈 ものづ くり〉と しての フ ィジ

カルな計 画づ くりと並行 して進 めて い く必 要が ある。 フ ィジカルな ものづ くりの計 画 ・そ

の事業 化が具体 的 に組織 づ くり、 しくみづ くりをスムー ズに進 めてい る。具 体的 には、設

計 コンペや モデル住宅 づ く りを きっか けに組織体制 を組 み立 て てい くな どの例が あ る。各

地 の個 別的 な取 り組 みを発 掘 し、そ れぞれ を適切 に評価 して い く必 要が ある。

また、本論 文で は、個別 的な住宅 の住宅生産 システムを中心 に扱 って きたが、地域 型 ハ

ゥジングの効 果 は一定 の住宅が まちなみ をっ くり出 して一層効 果を発揮す るわけで、 まち

なみ景観づ くりの計画 手法や そのた めの仕組 みづ くりの研究 との連携 が期待 され る。

③地 域型住宅 生産 システムの環境変化 へ の適合

本 論文 では、 「地域 ニー ズに適合」 し、 「地域 資源を活用」 し、 「システ ムと して の合

理性 」 を もち、環境変 化 に も適応力 の高 い安定 的な システム と して 「協 同化 システム」 を
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取 り上 げ、 い くつか のケー ススタデ ィを通 じて地 域型住 宅生 産 システムの設 計 を行 って い

る。

「大 規模 化 システム」 と して の地 域 ビル ダー の台頭 、CADや プ レカ ッ トの導入 な ど環

境変化 が予想 され る中で、地域型住 宅生産 システムが どの よ うな環 境適 合を 図るのか 、継

続 した トレー スが必要 であ る。

「範 囲の経 済」 に基 づいた 「協 同化 システム」 は、それを構成す る要素主 体 に活動 の 自

律性 を保証 しなが らシステム としての統 合性 を保っ とい う、個別 の活 動 と全 体 と しての活

動 の調整 、整 合性 を うま く行 うことが必要 であ り。 このため にはそれ らを取 りま とめ る事

務局機 能が重 要な役割 を果たす。事 務局 は、小 規模で はあ って も各要素 主体 と実 践的 な機

能 分担 や効率 的 な意思 決定 の仕組 みを確立 してお く必要 があ る。

「協 同化 シ ステム」を強化 ・拡大 してい くと 「規 模 の経済 」 の接点 が問題 にな る場合 も

生 まれ て くる。実際 の ところ、 「協 同化 システ ム」 は、将来 的 には現状 の住宅生産 ・供 給

戸 数 の2倍 程 度 の供給 量の拡大 を考 え る ものが多い。 この場合、 システ ム構成(組 織 構 成)

のみ な らず 、 システ ムの構成原理 その ものの転換 を必要 とす る もの もあ ろ う。 どの程 度 の

規 模拡大 を図 る とシステム構成原理 を 「大規模 化 システム」 に転 換 した り、 あ るい は、 「

協 同化 システ ム」 の形 態 を崩 さず に、例 えば、 フラ ンチ ャイ ズチ ェー ンの よ うな地域 分 割

を行 うな ど分 散型 の システム編成 の転換 が必要 とな るのか、その見極 めが研究的 に も実 務

的 に も重要 な課題 であ る。

④設計 ・施工 の機能分 担の適正化

地域型 住宅 生産 システムの中 で特 に重要 な もの と して住宅設計 システ ムを取 り上 げて い

る。特 に、設 計事務所 と大 工 ・工務店 の連携 システ ムと して組織形 成 や機能 分担 の面 で 検

討 を行 い、 い くつか の連携 のバ リエー ションや可能 性 を提示 してい る。 これか らは、CA

D等 に よる設計 の合理化 ・システム化 や、 プ レカ ッ トな どの施 工 システ ムの変化 な ど設 計

・施工 を取 り巻 く環境条件 の変 化が予 想 される
。平 面計画 の手 法 ・CADな どを導入 して、

その合理化 を図 ると共 に、設計 しなが ら施工 し、施 工 しなが ら設計す るとい った大工 シス

テムの設計 方法 の良 さを活 かす こと も検討 されなけれ ばな らな い。 この よ うな中で設 計 者

と施工者 が どのよ うな機能分担 を行 い、従来か らの図面情報 に加 えて どの様 な方 法で情 報

交 換を図 るか、 どの よ うな時点 で相互 の適切 な コ ミュニケー シ ョンを行 うか 、設 計報酬 を

どう配分す るか、 は これ か らの課題 で ある。

⑤ 多様 な 「地 域住 宅建築家」像 の展開
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地域 型住宅 生産 システムにおいて、地域 の建築家 ・設計者 の果 たす役割 に着 目 して い る。

第9章 で扱 った地域 に根づ き、地 域 か らの柔軟 な発想 に支 え られた建築家が求 め られて い

る。 それぞれ の地 域 に とけ込 んで く ものづ くり〉 と しての 「地域型 住宅」 の設計 ・開発 に

取 り組 みつつ、 〈 しくみづ くり〉と して の 「地域住 宅生 産の ネ ッ トワー ク」形成 に関わ っ

て い くのが、 「地域住 宅建 築家」で あ る。

「地 域住宅 建築家 」 は必 ず しも施 工者 であ る大工 ・工務店 と独立 した存在 であ るわ けで

はな い。地域 のおかれて いる条件 の中 で、 かっその人 の能力 が地域住宅建築家 に求 め られ

て いる条件 を満 たす もので あれば、大工 ・工務店 の中 の設計者 で あ って も差 し支 えな い し、

場 合 に よって は地域 外 の設計者 であ って もよい。 む しろ、当初 の仕組 みづ くりに は地域 外

の先進事例 情報 を持 った地域外 設計 者 の役 割 も少 な くない。 このよ うな地域住 宅建築家 の

活動 を発掘 し支援 して い く仕組 みをっ くる ことが重要 な課題 で ある。

⑥都市 型住宅 への展開

中高 層 の住 宅が基本 的な住宅形式 にな る都市部 の住宅生産 システムは、デ ィベ ロッパ ー

に よる企画 ・設計で ゼネ コ ンな どの建 設業 によ る施工 とい った住宅生産 とな り、 この論 文

で主 に扱 って きた比較 的小規模 な住宅 生産 システム とは異な る システム とな って いる。

しか し、都 市 も ミクロにみる と地域 特性 を もってお り、各 々が地域 と して のアイデ ンテ

ィテ ィを形 成 してい く必要 があ る。 中高層 の都市型住 宅で あ って も、住宅 のユニ ッ ト内部

の生産 、 と りわけ維持 管理 にっいて は、地域 の住宅生 産 システ ムが対応可能 で、地域型 住

宅生産 システ ムの展開課題 の1つ で あ る。
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(技術変化と住宅計画)
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2日 本建築学会等発表論文

①住宅地域性関連

論 文 名 発 表 機 関 ・誌 名 発表年月 備 考 関連する章

1.住 宅 生産 ・供給 システムの地域性に関す る研究 日本建築学会大会学術講演 1978.9 連 名 2

その1地 域性概念の検討 梗概集(計画系)

2.同 上 同上 ,, ,' 2

その2地 域的住宅生産 ・供給 システムの検討

3.建 売住宅平面 にみ られる地域 的特徴に関す る研究 日本建築学会近畿支部研究 1979.6 A' 2

報告集(計画系)

4.建 売住宅平面にみられる地域的特徴に関する研究 日本建築学会大会学術講演 1979.9 !ノ 2

その1 梗概集(計画系)

5.同 上 そ の2 同上 ノ' ノノ 2

6.戸 建 て注文住宅の建設 プロセスに関す る研究 日本建築学会大会学術講演 1980.9 'ノ 4

その1研 究の意義 ・目的と調査概要 梗概集(計画系)

7.同 上 同上 〃 ,, 4

その2建 設主体の選択決定 プロセス

8.同 上 同上 ■■ ,, 4

そ の3間 取 り ・外 観 ・部 材 ・部 品 の 決 定 と アブ外 ・サービ ス

9。 地 域 における大工 ・工務店の建設活動に関す る研究 日本建築学会近畿支部研究 1981.6 Zノ 5

その1大 工 ・工務店 の活動圏域 報告集(計画系)

10.同 上 同上 ノ' ,ノ 5

その2建 築関連組織の構成

11.同 上 同上 ,ノ ', 5

その3現 状の問題点と今後の方向
し

12.地 域 における大工 ・工務店の建設活動に関す る研究 日本建築学会大会学術講演 1981.9 " 5

その4活 動圏域とその形成要因 梗概集(計画系)

13,同 上 同上 ,ノ " 5

その5大 工 ・工務店の住宅建設方式

14.同 上 同上 ,, !, 5

そ の6大 工 ・工務店の今後 の方針

15.地 域 における建築士事務所 の活動に関す る研究 日本建築学会近畿支部研究 1982.6 ,, 5

その1建 築士事務所のタイプ 報告集(計画系)

16.同 上 同上 ,ノ ,, 5

その2地 域 との関わ り

17,地 域 における建築士事務所 の活動に関す る研究 日本建築学会大会学術講演 1982.10 " 5

その3事 務所の活動方針 梗概集(計画系)
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論 文 名 . 発 表 機 関 ・ 誌 名 発表年月 備 考 関連する章

.住 宅主流の建築士事務所の活動に関する研究 日本建築学会大会学術講演 1982.10 連 名 5

その1研 究の意義 ・目的 と調査の概要 梗概集(計画系)

.同 上 同上 ,, 'ノ 5

その2設 計監理業務

.同 上 同上 'ノ ,ノ 5

その3関 連業務サー ビス

.住 宅建築工事 に伴 う相談 ・ア ドバ イス業務 に関す る 日本建築学会近畿支部研究 1983.6 〃 4

研究 報告集(計画系)

.住 宅 の維持 ・管理 システムに関す る研究 日本建築学会大会学術講演 1983.9 zノ 4

その1工 事 の発生構造 梗概集(計画系)

.同 上 同上 zノ ,' 4

その2生 産 ・供給 システムの対応

。住宅の修繕 ・増築工事の発生構造に関す る基 礎的研究 日本建築学会近畿支部研究 1984.6 〃

報告集(計画系)

.伝 統 的市街地における建替え ・増改築 ・修繕 工事 に 日本建築学会大会学術講演 1984.10 ,ノ

関す る研究 その1建 替 ・増改築 ・修繕工事の発生 梗概集(計画系)

.同 上 同上 ■ノ ノノ

その2伝 統的住戸形態の変容 プロセス

.住 宅問題からみた京都府の地域的構造に関する考察 日本建築学会大会学術講演 1985.10 'ノ

梗概集(F分 冊)

.戸 建て分譲住宅における修繕工事に関する研究 同上 〃 ,' 4

その1時 系列からみた修繕工事の発生構造

.同 上 同上 !, !! 4

その2修 繕工事担当主体 とのっながり

.過 疎地域の居住構造に関する研究 日本建築学会近畿支部研究 1987.6 ノ!

報告集(計 画系)

.大 工 ・工務店 の設計業務 に関する研究 日本建築学会建築経済委員会 1987.7 ノノ 5

第3回 「建築生産 と管理技術

シンポジ ・弘」論文集

.地 域的木造住宅生産 システムに関す る研究 同上 ,■ ノ, 6

.木 造住宅設計図面の類型 日本建築学会大会学術講演 1987.10 ,' 5

梗概集(F分 冊)

.StudyoncompositehousingProductionsystemin internationalAssociation 1987.10 〃 6

comparisonwithMaster-Buildersystem forHousingSciense

WorldCongressWestBerlin

.地 域 的木造住宅生産 システムの設計 日本建築学会建築経済委員会 1988.7 ,' 7

第4回 「建築生産と管理技術

シンポ ジ ・一ム」 論 文 集

.地 域 的木造住宅生産の システム分析 日本建築学会大会学術講演 1988.10 〃 6

梗概集(F分 冊D

,木 造 住宅設計の システム設計 日本建築学会建築経済委員会 1989.7 ノ, 8.9

第5回 「建築生産と管理技術

シンポ シ'・弘 」 論 文 集
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論 文 名 発 表 機 関 ・ 誌 名 発表年月 備 考 関連する章

38.Syste旧desigmforcompositeproductionsystem CIBW55-W65JointSymposium 1990.3 連 名 7

ofregionalhousing SYDNEY(vo1,1)

39。Reorganizationofdesigningsystemfortimber 同 上(vo1,6) 〆, ,ノ 8

houses

40.木 造 住宅の設計 システムの分析 日本建築学会建築経済委員会 1990.7 ノノ 8

第6回 「建築生産と管理技術

シンポ シ'ユーム」 論 文 集

41.木 造 住宅設計 における設計事務所の機能 同上 〆' " 8

42.富 山 県における木造住宅の設計行為 同上 " ,ノ

43.木 造 住宅 の設計 システムに関す る研究 日本建築学会大会学術講演 1990.10 〆' 8

その1設 計事務所 と大工 ・工務店 の連携 システム 梗概 集(F分 冊)

の枠組み

44.同 上 同上 〃 ,■ 8

その2設 計事務所 と大工 ・工務店の連携 システム

の設計組織

45。 同 上 同上 〃 〃 8

その3設 計事務所 と大工 ・工務店 の連携 システム

の設計 プロセス

46.戸 建 住宅生産市場の地域構造 に関する研究 同上 ∠' ,, 3

② 住宅計画関連

論 文 名 発 表 機 関 ・ 誌 名 発表年月 備 考 関連する章

1.中 高 層分譲住宅の住宅計画の研究 日本建築学会大会学術講演 1974.10 連 名

その1ハ ウジングェレメントと居住者要求の対応 梗概集(計画系)

2.同 上 同上 ,, ,,

その2工 業化住宅(パ 和ットハウス)の プ ラン評価

3.伺 上 同上 〃 zノ

その3工 業化住宅の性能評価の一考察

4.公 団長期特別分譲住宅の需要層に関する研究 同上 'ノ ノ!

5.公 団 分譲住宅の需給 に関す る研究 日本建築学会近畿支部研究 1975.6 ,,

その1公 団分譲住宅入居者の基本属性と住みかえ 報告集(計画系)

内容

6.同 上 同上 Zノ ノ,

その2公 団分譲住宅の居住者の選択行動

7,同 上 同上 ノ' 〆ノ

その3公 団分譲住宅の居住者からみた評価

8.住 宅 供給 にお ける 「公共化」の検討 口本建築学会大会学術講演 1977.10 〃

その1「 公共化 」の概念 梗概集(計画系)

9.同 上 同上 〃 〆,

その2「 公共化」の必要性

正0.同 上 同上 '〆 ■'

その3「 公共化」の手段
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論 文 名 発 表 機 関 ・誌 名 発表年月 備 考 関連する章

「公共化住宅」の構成に関する研究

その1住 宅構成要素の検討

同上

その2典 型モデルの構想

日本建築学会大会学術講演

梗概集(計画系)

同上

1978.9

〃

連 名

'!

建築企画関連

論 文 名 発 表 機 関 ・ 誌 名 発表年月 備 考 関連する章

事務所建築の建築企画に関する研究 日本建築学会近畿支部研究 1979.6 連 名

印

報告集(計 画系)

建築企画に関する予備的考察 日本建築学会大会学術講演 1979.9 A'

梗概集(計 画系)

建築企画業務に関する研究 日本建築学会近畿支部研究 1985.6 ,ノ

報告集(計 画系)

建築企画業務サービス主体に関する研究 日本建築学会大会学術講演 1986.8 !,

その1企 画業務サー ビス主体の成立 プロセス 梗概集(F分 冊)

同上 同上 'ノ "

その2企 画業務 サー ビス主体の業務 内容

商業建築の建築企画に関する研究 日本建築学会近畿支部研究 1987.6 ■'

報告集(計画系)

建築企画意思決定支援システムの検討 日本建築学会大会学術講演 1987.10 〃

梗概集(F分 冊)

商業建築の企画類型 同上 〃 'ノ

建築物の再生企画に関する研究 同上 〃 ,,

建築主機能の類型化 日本建築学会建築経済委員会 1988.7 ノノ

第4回 「建築生産と管理技術

シンポ ジ ューム」 論 文 集

建築主の機能 による類型(商 業建築 のケース) 日本建築学会大会学術講演 1988.10 ノノ

梗概集(F分 冊)

建築士事務所の建築企画業務
'

日本建築学会建築経済委員会 1989.7 'ノ

第5回 「建築生産 と管理技術

シンポ ジ ューム」 論 文 集

建築士事務所の建築企画業務 日本建築学会大会学術講演 1989.10 〃

その1企 画業務内容 梗概集(F分 冊)

同上 同上 〃 ,ノ

その2企 画業務組織

中高層住宅供給に伴 う建築紛争に関する研究 同上 ノ' ノノ

その1研 究の目的と京都市における中高層住宅供

給の動向

同上 同上 ノ, ∠ノ

その2「 建築相談」 にみ る建築紛争
F

同上 同上 ,' z'

その3計 画変更事例の分析

同上 同上 ,ノ 〃

その4建 築紛争 のプロセ ス
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論 文 名 発 表 機 関 ・誌 名 発表年月 備 考 関連する

19.中 高 層住宅供給 に伴 う建築紛争に関す る研究 日本建築学会大会学術講演 1989.10 連 名

その5調 査対象地区の特性と中高層住宅の所有 ・ 梗概集(F分 冊〉

使用の関係

20.同 上 同上 ,ノ !ノ

その6巾 高層住宅建設に対する周辺居住者の意識

21.同 上 同上 ノノ !!

その7中 高層住宅居住者の特性と意識

3単 行研究報告書

報 告 書 名 発 行 所 発行年月 備 考 関連する

1.住 宅 供給 における 「公共化」の手段 とその体系化 に 住宅建築研究所 1974.9 共同研究

関する研究

2,住 宅供給 における 「公共化」の手段 とその体系化に 住宅建築研究所 1974.12 共同研究

関する研究 住宅建築研究所報NO.1

3.関 西地区における公団分譲住宅需要調査報告書 日本建築学会近畿支部 1975.3 分担執筆

4.公 共 ・民聞を含めた住宅供給のあ り方 住宅建築研究所 1975.9 共同研究

5.公 共 ・民 間を含めた住宅供給のあ り方 住宅建築研究所 1975.10 共同研究

住宅建築研究所報NO.2

6.住 宅 の多様性 に関する研究 住宅建築研究所 1978.3 共同研究

住宅建築研究所報NO.5

7.住 宅 の多様性 に関する研究 その2 住宅建築研究所 1979.3 共同研究

住宅建築研究所報NO.6

8.昭 和56年 度活路開拓指導事業報告書 大阪府建具協同組合 1982.3 分担執筆

9,木 造 住宅振興モデル事業 口本住宅 ・木材技術センター 1982.3 分担執筆 4.5

京都府京都南部地域実態調査報告書

10.京 都 都市圏 における住宅建設活動 の圏域構造 住宅産業情報サーピス 1982.11 分担執筆 5

11.木 造 住宅振興モデル事業 日本 住宅 ・木材技術センター 1983.3 分担執筆 5

京都府京都南部地域木造住宅振興計画策定報告書
、

12.住 宅 の多様性に関す る研究 住宅建築研究所 1983.11 共同研究

13.新 しい京町屋の研究開発報告書 木造住宅振興モデル事業 ・ 1984.3 分担執筆

京都南部地域地方検討会

14.京 都府営行永団地建替基本計画 地域型住宅研究会 ・ 1985.3 共同研究

京都府土木建築部

正5.市 街地再開発の効果 に関す る研究 日本建築学会建築経済委員会 1986.3 分担執筆

都市再開発調査部会

16.「 地 域型住宅」の開発に関す る調査研究報告書 地域型住宅研究会 ・ 1986.3 分担執筆 2

京都府土木建築部

17.大 江町地域住宅計画策定調査報告書 大江町 1987.3 共同研究

18.地 域 型住宅の構想 地域型住宅研究会 ・ 1987.3 分担執筆

京都府土木建築部

19.和 歌山県木造住宅生産供給基本計画等作成調査報告書 和歌山県木造住宅振興協議会 1987.3 共同研究

20.和 歌山県木造住宅生産供給促進計画報告書2 和歌山県木造住宅振興協議会 1988.3 分担執筆 7
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報 告 書 名 発 行 所 発行年月 備 考 関連する章

21.関 西 におけ る公団事業の活性化方策に関す る研究 京都大学工学部建築学教室 1988.3 分担執筆

F

巽研究室

22.関 西 におけ る公団事業の活性化方策 に関す る研究 皿 京都大学工学部建築学教室 1989.3 分担執筆

巽研究室

23.住 宅 計画 ・生産 ・供給 における技術 ・手法の地方圏 文部省科学研究費総合研究 1989.3 分担執筆
への普及過程に関する研究 (A)

24.人 生80年 代 のす まいづ くり 京都府地域高齢者住宅研究会 工989.3 共同研究

京都府地域高齢者住宅研究 レポー ト

25.木 造 住宅施工 マニュアル 京都府木造住宅振興推進 1989.3 共同研究

協議会

26.京 都 府 ウッ ドタウンプ ロジェク ト基本構想策定業務 京都府土木建築部 1989.3 共同研究

報告書

27.奈 良県木造住宅生産近代化推進計画報告書 奈良県木材需要拡大協議会 1989.3 分担執筆 8

住宅部会

28。 紀 州型 ウリ ドタウン基本構想 和歌山県 1989.3 共同研究

29.京 都 府地域高齢者住宅研究 レポー トNO.2 京都府地域高齢者住宅研究会 1989.3 共同研究

30.住 み手 ・設計者 ・施工者 の新 しい関係 木造建築研究 フォラム(富 山) 1989.11 分担執筆 8

31.地 域住宅産業実態調査報告書 建築研究協会 1990.3 分担執筆 3

雑誌論文等

論 文 名 発 行 所 ・ 誌 名 発行年月 備 考 関連する章

1.資 源 と ライ フ サ イ ク ル 建築積算協会 「建築と積算」 1976.6 分担執筆

2.建 築 と土木 その対比 における技術的考察 「施工」 1977.5 分担執筆

3.建 築 と土木 その対比 における技術的考察 「施工」 1977.6 分担執筆

4,住 宅 生産 プ ロセスの多様化 一女大工 一 「建築雑誌」 1987.12

5.地 域 型ハ ウジングの構想 大阪府建築事務所協会 1988.9 分担執筆 1、7.9

「まちなみ」
、

6.地 域 型住宅生産 「建築雑誌 建築年報1989」 1989.9 2

7.新 し い 住 ま い と く ら し 日経新 聞社 ・ 1990.3 分担執筆

8.新 し い 家 づ く り の ネ ッ ト ワ ー ク 木造 建築研究フ1ラム 1990.9 7

「木 の 建 築 」NO,17

9.新 し い 家 づ く り の ネ ノ ト ワ ー ク ・2 木造 建築研究フォラム 1990.夏2 分担執筆 7

「木 の 建 築 」NO.18
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調括辛

この論文 を まとめるにあた り、多 くの方 々の ご協 力を いた だ きま した。

京都大学 巽 和夫 教授 には、学生 時代か ら多年 にわた り終始 自由な研究環境 を与 えて い

た だ くとと もに、科研研究 を通 じて多 くの研究室OBと の議論 の機 会を作 っていただ き ま

した。 また、建築 をっ くるく し くみ〉 の研究 の重要 性や 「自問 自答 の オニになる こと」 「

研究 は使 命感 だ けで はな く楽 しむ こと も必要 であ ること」な ど研究 活動 の厳 しさ、研 究 へ

の スタ ンスを指導 していただ きま した。

京都大学 東 樋 口護 助教 授 には、実 態研究 を一歩踏 み込んで、 システム設計 とい う視点

か ら研究 を取 りま とめ る指 摘 をいた だ くな ど、共 同研究 なかで多 くの示唆 と励 ま しを いた

だ きま した。 また、小 さい く しくみ〉 の中で 「人間 のつ くる喜 び」 を大 切 に して い くこ と

の重要性 を教 えて いただ きま した。

京都大学 長 岡弘 明 教授 には、論文 の論理構成 にわた り適切 なア ドバ イスをいた だ きま

した。

巽研究室 の高 田光雄助手 、野 口美智 子技官 をは じめDOCゼ ミのメ ンバー には、論文 に

取 り掛 か る当初 か らその方 向付 けな ど貴重 な討議 をいただ きま した。

工学 院大 学 古川修 教授 、京都大学 古阪修三 助教授 、神戸 芸術工科大学 広川 美子 助

教授 に は、 いっ も温 かい励 ま しをいただ きま した。

八尾 の島崎英雄 棟梁、奈良 の岡本賢 治棟 梁、駒 ヶ根 の井坪善 幸 さん、設計者 の高橋修 一

さん 、三澤 康彦 ・文子夫妻 、瀧 澤雄一 郎 さん、降幡廣信 さん、 には調査 を通 じて 「っ くる

喜 び」 を味わ いなが ら、地域 のなか で じっ くりと住宅生産活動 に携 わ る姿 を肌 で感 じさせ

て いた だ き、研究 を進 め る上 で大 きな勇気 づ けにな りま した。

また 、10数 年 にわ たる巽研究 室 のサブゼ ミ 「RIH」(regionalityinhousing)は 、

当初 の研究 テ ーマ 「住 宅生産 ・供給 システムの地域性」 か ら、 「地域型 住宅生産 システ ム」

へ と研 究 テー マの重点 を移 して きま したが、近 畿大学 松 田博幸 講 師を は じめその メ ンバ

ー には、共 同研究 のなかで多 くの協 力 を得 ま した。最近 の メ ンバ ー、広 瀬元彦君 、岩 壼 祐

里 さん、松本 洋子 さん、塚 田豊男 くん、 とりわ け、木村岳史君 には図版 などの整理 に多 大

な助 力 をいた だ きま した。
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